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四 


* この 一文 

は 原本 標題 紙 

の 餘.！ n に鬌附 

けて あり、 山 

の 口上書な り 


此の 一 冊 は 誠に 反古 同様、 笑 ふべき の 至りに 御座 候へ ども、 自ら 記 臆の 一 助に 仕り 置 

き 候。 中々 人に 示すべき に 之れ なく 候。 特に 粗 心の 人へ 示し 候 はば 笑 ふの みならず.、 

中には 其の 意に 通ぜ ざる こと も あるべ く 候。 

先生 讀書御 精密の 御 事に 付き、 妄りに 電覽を 乞 ひ 申し 候 間、 小生 讀 書の 用意 當否御 叱 

敎希ひ 奉り 候 事。 矩方 百拜。 

三 夜 

治 心氣齋 先生 玉 案 右 


二) 百 二十 

卷。 後 漢歷代 

の 紀傳 IS の 歷 

史 鲁。 木紀十 

卷、 列：^ 八十 

卷は 南宋の 范 

^の 撰。 ャ』 一一 一 

十 卷は晉 の 司 

馬. M の 撰 

(二) 前？ S の 

(三) 後？ S の 

始祖 劉秀。 光 

武 帝と 稱す 

(£) 郡 名 

(五) 魏の 主。 

備 • 孫權の 

聯<  尸 ポと赤 壁 

に戰 ひて 敗る 

(六) 前奏の 

+H。 ほ！： の將謝 

石 • 謝玄 の 八 

萬の 兵と ^ 水 

に戰 ひ. K 敗す 

(七) 隋の 

帝。 その 七 年 

高麗征伐の，ポ 

も起し？^^年七 

H- 敗れ て る 

(八) 完. M は 

金 帝の 氏に し 

て元來 部落の 

名。 亮は第 H 


丙 の 歳 八月 九日 起筆。 時に 後 漢書 を讀 む。 

ニー)  (I  二) 

〇 高祖 は 家人の 生產 作業 を 事と せず、 而 して 其の 兄 仲、 能く 產業 を爲 す。 光武 は 性、 

稼 穡に勒 め、 而 して 兄 伯 升、 俠を 好み 士を養 ふ。 人 固より 量り 易から ず、 四 人に 觀て 

見るべし。  . 

〇 光武の 兵 を 起す や、 初め 牛に 騎る。 新 野の 尉 を 殺して 乃ち 馬 を 得、 MiJ 陽の 諸 地を狗 

へて、 多く 牛馬 財物 穀斛を 得。 英雄の 事 を 起す や、 貧弱 を忠 へざる こと 斯 くの 如し。 

(5 

〇 古より 百 萬の 兵 を 用 ひて、 未だ 敗れざる 者 あらざる なり。 ig!: 操の 八十 萬 赤 に 收れ- 

(六)  (七)  (八) 

符 堅の 九十 七萬淝 水に 敗れ、 隋 爆の 百 十餘萬 高麗に 敗る。 金主 完顏亮 の { 木 を 伐つ や， 

f 九)  ひき  むべ 

衆 六十 萬 を 百 萬と 號す。 而 るに 身 弑 せられ 軍 潰 ゆ。 王尋. 王 邑も亦 兵 百 萬を將 ゆ、 宜 

二？ 

なる かな 其の 敗 や。 獨り王 翦の楚 を 滅 ぼせ しとき は、 則ち 六十 萬 人 を 用 ひたり。 
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五 


0  0  六 

〇 足 陽の 戰、 光武、 城 を 出で て 兵を牧 む。 尋 .nsr 城を圍 むこと 數里 なり。 漢軍、 中 

みづ A すす 

外の 勢 を 合す、 是れ 其の 勝 著たり。 光武 又 親ら 前み て 敵 を 街き、 諸 部 之れ に從 ふ、 載 

勢 更に 險し。 

ニー)  したが. 

〇漢 の 元年 正月、 沛公漢 王と なる。 漢 初は秦 制に 沿 ひ、 十月 を歲 首と 爲す、 則ち 正月 

は 正に 其の 第 四月たり、 而れ ども 前 四月 を 通じて 元年に 係く。 光武 は 六月 を 以て 皇帝 

の 位に 卽く、 而 して 前 五月 を 通じて 建武 元年に 係く。 皆 古の 國君年 を 踰 えて 改元す る 

(三) 

ものと 同じから ず。 王 宗沐の 宋通鑑 は、 開 寶九年 を 改めて 太平 舆國 元年と 稱 し、 以て 

太宗の 始と爲 す。 又 の 高祖 大業 十二 年の 四月に 卽 位する を 引き、 通鑑 に武德 元年と 

稱 する は 之れ を 得たり と爲 す。 鶴け』 一 で g い 皆 兩漢の 例に 合す。 余 按ず 

,  (四-一  みな 

るに、 明の 太祖 は 元の 至 正 二十 六 年、 明年 を 以て SK の 元年と 爲す。 其の後 並 此の 制に 

あら.，？, じ 

依り、 預め 明年の 元 を 改めし は- 誠に 立 制の 宜しき を 得たり。 ぉぽ J^, ま； li 

再び 按ずる に、 年を踰 えて 改元す と 云 ふ は、 代 を 易 ふるの 際 を 謂 ふに 非ず、 乃ち 父 

子繼續 する もの 是れ たり。 父子 權綾 IT 兩漢も 並びに 踰年を 以て 改元す。 


(一 Ji)  ^帝， 

<S 帝 

(六) 車の 副 

へ 馬 

(七) 奏の始 

.2- 帝 ニ1 港の 

孝武帝 

(八) 生 11- に 

建 つ る  一 rRS- 

(九) 後 漢書 

の 撰 *1、 字 は 

蔚宗 

( 一 〇) so 

淸の 長洲の 人、 

if 翁 又は #.峯 

と號 す。 魏叔 

子 . 侯 方 域と 

操-、 び 稀せられ 

し舉 者。 擬明 

史列 傅の 他^ 

交 if あり 

ニー) 後漢 

第 八 代 孝順 帝 

( 一 二)  ^^の 

玄宗の 年號リ 

廣 は 玄宗ょ 

り 二 代 H の 代 

宗の 號 

(ニー 一) 光武 

帝は漢 中興の 

龃と稱 せらる 

る も 以て 光武 

の 時代 もさす 


(五)  t ばく  みだ 

〇後_§^ の 明 • 章 は數. '巡狩す、 而れ ども 未だ 嘗て 民 問 を 接さず。 余 頗る 之れ を異 とせ 

り。 章 帝の 詔を觀 るに 及び、 言へ る あり、 「春に 方り て 過ぐ る 所、 伐 殺す る 所 ある を 

得る ことな かれ。 車 以て 引 避くべき は、 之れ を 引 避けよ * 鯡馬輟 1 すべき は、 之れ を 

輟解 せよ」 と。 喧、 何ぞ 其の 古朴 簡易なる や。 是れ始 皇 • 孝武の 及ぶ 所に 非ざる なり „ 

〇 光武. 明 帝、 皆 其の 生 時に 及んで、 預め毒 陵 を 作る、 臣 子の 爲 めに 慮る こと 遠し。 

而 して 古人 は 死 を 以て 諱と爲 さざる こと、 亦 見る ベ きなり。 

〇 後 漢書 巳に 「論」 あり、 又 r 贊」 あり、 亦賛 ならず や。 の 司 馬^、 史 記述 赞を作 

(九) 

± んぇふ 

る。 余 常に 其の 味なき を 笑 ふ、 蓋し. 范 蹄に 傚へ るの み。 S 障 .glligg^i 化 „s?5。 へ 


二 1) 


9 


〇 光武の 中元 一 一年 は戶 四百 一 一十 七萬餘 にして、 孝順に 至りて は 則ち 九 kn 六十 九 萬餘。 

ニニ) 

隋の 大業 八 年 は 八 百 九十 萬に して、 唐の 永徽 三年に は 則ち 三 w 八十 萬。 天寶 十三 載 は 

九 百 六萬餘 にして、 廣德ニ 年に は 則ち 二百 九十 餘萬。 天下の 治亂， 生 民の 消. Mr 大， t 

斯 くの 如し。 治 民の 貴に 任ずる 者、 其れ 權れ ざるべ けんや。 

(ニー 二  らく やう けい やう 

〇 郡 國の璧 官 • 鐵官は 本と 司 農に 篤し、 中興 は 皆 郡に 馬す。 維^の 市長、， 榮 ^の效 倉 
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七 


(一) 翰 法 „ 

前 If 武帝 時代 

制定の 財政 策 

(二) 後 漢書 

卷四 十二、 王 

劉 張^ 彭盧列 

傳參 照" 字 は 

伯 通、 光武に 

歸し建 忠！！ に 

封ぜら る。 後 

に 反き て 殺さ 

る 

(三) 字は叔 

元 U 《=3 時幽州 

の牧。 州 中の 

穀を徵 ^して 

私利 を營 み彭 

寵と卻を^^-す。 

後に 死 を 賜 ふ。 

卷六 十三に 傳 

あり 

(四) 後 sra 

El 宛の 人。 光 

武を 佐け 蜀を 

伐ち 公孫 述と 

八戰 して 八た 

び克 つ。 又 北 

の 方 匈 を 伐 

ちて 功 あり。 

傳は卷 £ 十八 

にあり 

(五) 推 陽の 

人、 梁の 孝 王 


^窓隨 筆 

官は 中舆皆 河南の 尹に 屬す。 餘の均 輸等は 皆, sin. 


而 して 務めて 節約に 從ひ、 官を中 


せ 職 を 省き、 費、 億 計 を 減ず。 光武の 政 を爲す こと 斯 くの 如し。 I ザ (|" 


(二) 


一-き (Q) 


〇 彭寵傳 に、 朱 浮 曰く、 「前に 口 JK 漢 北の かたに 兵を發 する 時- 大王 隱寵に * るに 服す 

た 0  おも 

る 所の 41- を 以てし、 叉 倚み て 以て 北 道主 人と 爲す。 寵謂 へらく、 至れば 當に閤 に迎へ 

f  £ノ 

手 を 握り 歡を 交へ て 並び 坐すべし と。 今旣 に然ら ず、 失望す る 所以な り」 と。 劉永傳 


ぅミ， 


に、 龎萌 反す、 帝 之れ を M きて 大いに 怒り、 乃ち 自ら 將 として 萌を 討つ • 諸 將に書 を 


おも 


與 へて 曰く、 「吾れ 常に 以 へらく 龐萌は 社稷の 臣と、 將軍 其の 言 を 笑 ふなき こと を 得 

んゃ」 と。 此の 二 事に 観て、 人情 見るべき なり。 

(六)  f 七) 

〇 光武の 長兄 伯 升 は 剛毅 懷慨、 身 を 傾け 產を 破り、 天下の 雄 俊と 交 結して、 終に 更始 

の 害する 所と なる。 余 初め 疑 ひて 以て 浮躁露 淺と爲 せし が、 今 細かに 其の 傳 |g 王 を 

讀み、 大いに 前 見の 耳 食たり しを悔 ゆ。 们升 をして 天子と 爲し、 光武 をして 之れ を輔 

けしめば、 中興の 烈、 必ず 四 夷に 及びし ならん。 惜し， いかな。 

〇 後 漢の諸 王侯 を觀 るに、 善行 美德 なろ 者 多く、 結えて：^ 驚 浮 僻なる 者 少なし、 


八 世の 孫。 後， 

光武に 亡ぼさ 

る。 ii 永 •  ^ 

萌の傅 共に 卷 

e: 十二 楚照 

(六) 劉 摘の 

字 

(七) ^の 一 

族、 劉 玄、 字 

は聖 公。 後漢 

の 初め 諸將に 

推されて 皇帝 

となり、 更始 

將， ポと is す。 

後に 洛 に遷 

都し. 赤 尼に 

A めら れて降 

り 殺さ る 

(八) 馬 接の 

兄の 子、 字 は 

威 卿。 諸資と 

交り 知名 當時 

に 高し。 そ の 

子馬 續は將 

となり 融は 

大舉 21^: となり 

て 共に 名 あり 

(九) 光武帝 

の 稲臣？ 』：.、融 の 

00. 賓 太后 

(意 帝の 后) の 

轰 を 三 公と 稲 


と懸 別す。 是れ 制度の 然 らしむ と雖 も、 抑. -文敎 の 化な り。 i ヌ §2 一一 f 難、 に l【M せ K、％ 

も爲 せし も、 而も 得られす。 賢なる かな。 豈に徒 だ 殿 約の み 

ならん や。 故に 東京の 諸侯、 禍敗に至る^^^ぁること鮮しと。 

(八) (九)  . 

〇 馬嚴旣 に竇 氏の 忌む 所と なる。 肅宗崩じ寶太！：^朝に臨むに及び、 嚴 乃ち 退 居して 自 

ら 守り、 厥の 子孫 を訓 ふ。 卒年 八十 二。 乃ち 績. 融の子 あり、 亦 志士と 謂 ふべ し。 

(一 〇) 

〇 耿恭、 疏 勒を發 する 時、 尙ほ 二十 六 人 あり、 路に隨 つて 死歿し、 三月 玉門に 至る や- 

はだえ りつ (11)  (一二) 

唯 だ 十三 人 を餘す 云々 と。 讀み 去りて、 盛：： 者に 膚 栗す。 鄭衆、 以て 節、 蘇武に 過ぐ と 

(t 一)  (1,1) 

爲す、 誠なる かな 其の 之れ を 言へ る や。 斑宗、 弁 を 論ずる に は 淮陰を 引き、 而 して 恭 

を 論ずる に は 則ち 蘇武を 引く、 皆 傳中敍 する 所より 來る、 並びに 的 當と爲 す。 而 して 

恭を 論ずる こと 最も 味 あり。 

〇 漢土 古今 數 十代、 功 成り 業 遂げ、 最も 名義の 正 を 得た る もの、 後^と 朱 明と を然り 

( 1 五) 

と爲 す。 劉 秀* 朱 元肆、 偶. - 其の 時に 生る、 何ぞ 其の 多幸なる や。 

〇 後漢の 初め、 責融. 馬援の 如き、 簿略を 抱き、 順逆 を詳 かにす。 吾れ 深く 共の 人 を 

敬慕す 1 眞に 所謂 百世の 師 なり。 

幽窓 隨箪  九 


二し 光二 守 十に の 二 s 
^大 t) 九 使 名 2 ^者 

✓        rh  '-  =^ レ C?. 

を ）g  、て。 

前 輔敢 せ節拘 匈!^ 

m け 食す を囚 奴に， 


幽窓 隨筆  一 〇 

くわ ひが 5 

〇 馬 援-鄭 興 諸人の 隗囂に 於け る、 其の 義盡 せり。 今藩餘 の臣、 此の 正 議 なかる ベ か 

二 〇) 後漢  ニー) 

の 武将、 字 は らず。 況ゃ 我が 皇朝は 固より 劉 氏の 比に 非ず、 藩 幹 君臣の 義、 亦 援* 興の 意に 於け る 

伯宗。 谏慨に 

れれ ザヒ の 比に 非ず。 然 らば 則ち 吾が 蒙の 義に 於け る、 更に 盡 さざる ベから ざるな り。 . 

疏勒 城に 據る、 ニー 一)  1,^- 

g:a は陷り 1^ 〇 桓譚 .鄭 興、 皆 讖を悅 ばず、 然れ ども 遂に 光武の 惑 を 解く 能 はず。 異學の 人 を 惑 は 

革 を 食す る の 

P と ロこ堪 へ て 

遂に 救 はる す や、 豪傑と 雖も免 かれず、 而 して 惑の 解き 易から ざる、 ここに 於て か 見 ゆ。 

ニー) 字 は §  5 

仲師。 I の 〇 桓榮の 顯宗に 於け る や、 書生の 榮 極まる。 然れ ども 余 は 未だ 以て 善く 道 を 行 ふ 者と 

爲 さず、 儒と なりて 彼れ の 如き は、 余の 願 ふ 所に 非ざる なり。 蔚宗 以て 人 之れ を排る 

と爲す は、 當.^ り。 

(七)  き こう 

Q 東海 恭王疆 は 三代 以下 希 の 君子な り。 其の 禮讓に 至りて は、 宜しく 太 伯 •：£ 夷と 

i の 名 f 比して 愧づ る こ とたか るべ し。 S 雜、 に？ .gJ3£f " 

陰 48 信  ( -、.  ；  一 

0贤 憲の弟 夏 陽侯瓖 ir 吾が 平 C 府重 盛の 事 を 聞かしめば、 必ず 泣かん。 

璋は 明の 太祖  (九) 

(の 一」 で累 !；， 〇 孝靈、 蔡^ 等に 詔して、 五經の 文字 を 正し、 石に 刻して 大學 門外に 立てし む。 久し 

le に壮宫 し、 

更始の 時 河 西 からず して 澳 亡ぶ。 然れ ども 其の後 代 を 益す る こと は 則ち あり、 秦皇の 長 城 を 築く と、 


に據 る。 後光 文武 異なりと 雖も、 事相 似た る あり。 君子 之れ を 悲しむ。 

武に歸 し大ぃ 

こ 親： a. せら. 丄  ( 一 〇) 

:^£にき臣 〇 史に稱 す、 「周 澤、 性 威 機 を簡忽 にし、 頗る 宰相の 望 を 失す」 と。 是の 種の 俗論 亦 

にまざる を以  ニー- 

已に 久し。 然 らば 則ち 晏平仲 ありと 雖も、 後 骨 以て 相と 爲さ ざらん。 

の 人、 字 は 文 

, 初め BS 〇 後 漢以. 來、 儒 林 • 文苑、 分ち て 之れ が傳を 立つ。 

に Kh- 後 光武 

こ 帝す。 な 0  (ニー)  二三〉  f  べつ 

.H^ 〇 嚴子 陵、 足 を 帝の 腹に 加 ふ、 其の 意 蓋し 王 生、 張廷尉 をして 鞣を 結ばし むる と 同じ。 

前に 米 を聚め 

子 陵 最も 能く 光武 を 益し、 而 して 之れ を 重んず。 其の 札 侯 君 房 を 殺す に 至りて は、 又 

^■0 しこれ も 

破る。 數" 戰 

功 あり、 伏 波 王 生の 及ばざる 所な り。 

將 と す、  (一四) 

111 ヌ 5i ぼ t 〇 劉 虞 は 大義 赫々 として、 世の 師 法たり。 徂だ其の公孫璜を^-ちしは、 敵 國相征 の 道、 

人、 字 は 李孟。 

初 め更始將5* 罪た る こと 大 なり、 遂に 是れを 以て 覆滅 せらる。 ^しいかな。 一 5 宗の 論^せり リ 同じ 

ii- 玄に附 き、  ： 

次 こ 光 ¥ こ 1«  くわう ほナぅ  あきら 

i いもぶ i 又 時に 又皇 难嵩* 朱雋 あり、 其の 義 最も 昭 かなり。 

公孫 述に附 く。  どんう  ( 一 五) 

^^0^^ 〇 建武の 初め、 單于 比權、 盧芳を 立て、 入りて 九 原に 居らし む。 女 露の 劉豫を 立つ る、 

遂に 光武に 诚  つ 

ぼ さる  蓋し 斯の故 を 組げ るな らん。 

ニー) 漢室  - 

ニニ) 字 は 君 ( 一 六- 

山、 相の 人。 〇 董 4 入朝す る や、 陳留 王、 語 禍亂の 事に 及ぶ。 い M 以て 賢と 爲 して 之れ を 立つ、 是れ 


五 „ 絵に 通じ， ズ 

意 を 能くす" 

光武の 時給 事 

中と なり 時 政 

も陳 す。 帝讖 

を 以て 疑 を 決 

せんとす る や、 

もの に ざ 

る を 直言して 

怒りに 編れ て 

era) 禍福 吉 

凶 も 前兆 を以 

て S る こと • 

前漢 以来 盛に 

It? 緯說 流行す 

(五； 後漢寵 

亢の 人.^ 光武 

の時議 郞を拜 

し 太子 少^と 

なる。 明帝卽 

位 後^ ほ師體 

も 以て 事 ふ 

(六) 明 帝の 

(七) 光武の 

子。 卷七 十二 

に傳 あり 

(八) 賓 太后 

の 兄。 威權を 

弄し 萬 橫を 極 

む 

(九) 字 は 伯 


,N 窓隨筆  一二 

を獻： 侑と 爲す。 獻 帝の 長 安の 飢民 を娠恤 せる は、 人君の 心 ありと 謂 ふべ し。 然 らば 則 

ち 卓の 擁立す る、 深く 非と すべから ず。 而 して 獻帝も 亦 亡 國の令 主にして、 明の 莊烈 

0^) と 比して 之れ を 論ぜば、 共に 悲しむ に 足るな り。 十月 二十 一夜 閣筆 


丙 辰 十月 念 四日 起筆 (唐 書を讀 む^ 

( コ  . 

てきぎ  (二) 

〇 漢の 顆義. 廣の徐 敬 業、 志士 深く 之れ を 哀れむ。 吾が 藤 原 實繼の 如き、 蓋し 二子に 


したが 


倣 へ る 者な らん。 

〇 玄宗の 三十 子、 名 皆 玉に 从ふ。 內 十五 王、 初め 水に 从ひ、 後 悉く 玉に 改む。 一 王、 

名 は 一 なり。 肅宗の 十四 子、 人に 从ふ。 代宗の 二十 子、 楚に从 ふ。 德宗の 十 一 子、 言 

に从 ふ。 順宗の 二十 七 子、 糸に 从ふ。 十一 王 初め 水に 从ひ、 後改 む。 憲宗の 二十 子、 

心に 从ふ。 五 王 初め { に从 ひ、 後改 む。 武宗の 五子、 山に 从ふ。 宣宗の 十 一 子、 水に 

从ふ。 懿宗の 八 子、 人に 从ふ。 昭宗の 十七 子、 示に 从ふ。 其の 他の 諸 孫、 亦 多く 从ふ 

所を定 む。 


瞎、 

帝の 時、 t .: 

も拜 し、 後 量 

^^に黨し獄死 

す 

( 一 〇) 後漢 

書 もさす 

ニー) 齊の 

景 公の 相 GJ- ST 

一 狐裘を 三十 

年 用 ひ 簡易 節 

儉を 以て 聞 ゆ 

ニニ) 殿 光、 

字 は 子 陵 U 光 

武と 同學の 友。 

世に 瞎 れて Q 

ら樂 しみし が、 

光武 探し 求め 

て 又 共に 道 を 

論す る こと 舊 

の 如し。 因り 

て 共に 一 股 S し 

足 を 以て 帝 腹 

に 加 ふ。 敢へ 

て官に 就かす 

遂に 退ぽ して 

身 か. 終 ふ。 後 

？ 節の 士こ 

れ より 起る 

( 一 三) 黄老 

の 言 も くせ 

るせ I 士。  s 

尉 は、 il^s 張 Jit 


〇 玄宗、 其の 兄憲 に追諡 して 讓 皇帝と 爲し、 其の 他の 兄弟に も、 太子 を 贈る 者 あ 


たん 


S 力 S 太 s^l 代宗亦 其の 倏に諡 して 承 夭 皇帝と 爲し、 诏を恭 IS 太子と 爲す。 Si い？ 軒 g 

皇帝と 0- す、 明， 云々、 代宗 云々。 范 曰く、  iji 不正の 禮 なり、 以て 百世の 法と す 

ベから す。 〇 玄宗 * 諡を岐 王範に 贈りて 惠文 太子と 爲す、 范亦 以て 不正の 綾と 5;:- す。 

〇 大平 11% の) liJi . 安樂？ SI の M 縱跌扈 は、 其の 傳を讀 む 者 切齒に S へず。 何 如ぞ當 

時の 文人 詞客 面諛溢 美して、 曾て 愧恥 なきや。 獨り 袁從ー の 事を觀 て、 之れ が 爲め敬 

( 一二 ) 

服す。 安樂と 長 寧 • 定 安との 三 家の 廝薹、 民の 子女 を 掠めて^ 婢と爲 す。 左臺の 侍 御 

史袁從 一 、 縛して 獄に 送る。 主 入りて 訴ふ。 帝爲 めに 手 詔して 免さん こと を喩 す。 從 

一 曰く、 「陛下 主の 訴を 納れ、 奴 if を縱 して 平民 を 掠めし めば、 何 を 以て 天下 を 治め 

ん。 臣、 奴 を 放た ば 則ち 禍を免 かれ、 奴 を 劾せば 則ち 罪 を 主に 得る を 知る、 然れ ども 

陛下の 法 を 屈して 自ら 生 を 倫む に 忍びざる なり」 と。 

〇 馬？^ の 才は賈 生に 過ぎ、 太宗の 之れ を 用 ひし は、 更に 文 帝に 過ぐ。 喧、 盛なる かな" 

〇 魏徴傳 の贊に 曰く、  r 徴 の諫、 數十餘 萬 言を累 ぬる 如き、 君子 小人に 至る まで 未だ 

嘗て 反復 帝の 爲 めに 之れ を 言 はずん ば あらず」 と。 此の 一一 目 之れ を蔽 ふ。 徴：： く、 「君 


之。 王 il. 一 雀 て 

廷中 にて に 

を. 結ばし わ。 

史記張 3^ 之^ 

唐 列 傳に見 ゆ 

( 一 四) 字 は 

伯 安。 幽 州の 

牧 となり；！ 1^2 政 

を 布く。 

の 5g を 避けお 

する？ k 〔百 萬 口 

とい ふ。 公孫 

に 斬らる 

( 一 五) 字 は 

W 期。 王； 1^ の 

Si に； 大下漢 の 

德も 追慕す る 

や、 Q ら西平 

王 i 稱し、 匈 

に迎 へられ 

て漢 帝と 稱す 

( 一 六) 本卷 

一 五 五 K 頭註 

二) 本卷ー 

七 〇： 貝 頭註お ぷ 

照 

(二) 惠美押 

勝 を 討ちし 良 

繼の 誤り か 

(三) 左臺は 

5.|?も知し：球 

.f i? る投 


幽窓 隨筆  一四 

の 明なる 所以 は、 兼聽 なり。 暗なる 所以 は、 偏 信な り」 と。 叉 曰く、. 「人民の 上書 激 

せんば う 

切なら ずん ば， 人 主の 意 を 起す 能 はず、 (而 して) 激切は 卽ち訓 謗に 近し」 と。 亦復た 要 

言な り。 


力 力 や 


〇^^?初は政治維れ新たに、 賢材 * 進し、 實に 前後に 光く。 然れ ども 其の 人 大抵^に 事 

へ、 隋 を歷、 S に 負き 王 を 去り、 其の 臣節 皆缺 けたり。 ここ を 以て 往々 人 主の 嘲 侮す 

る 所と なる。 蘇せ 長の 如き は强 辯して 屈せず、 張玄 素の 如き は羞 汗に して 勝へ ず。 今 

其の 史を讀 むに、 醜穢 紙に 溢れ、 人 をして 反って 之れ を恥ぢ しむ。 喧， 是 くの 如き も 

の、 支那 人 夸詡張 大して、 以て 盛時と 爲す。 悲しい かな。  - 

ニニ  ー0  U1)  うら  すき  しき  そし 

〇 蕭瑀、 中狹 にして、 房 • 社の 君に 得られた る を 望み、 嫁に 乘 じて 切りに 詆る。 太宗 

さ ぽ くや  , ： 

怒り、 家に 廢せ しも、 俄かに 拜 して 特に 太子 少師に 進め、 復た左 僕 射と 爲す。 M， 

已 にして 燕 見す る 毎に 輙ち 言へ らく、  r 玄 齢の 輩朋黨 して 權を盜 む、 特だ 未だ 反せ ざ 

るの み」 と。 帝、 瑀の爲 めに 曉 解す。 tr 是れ 以て 英雄 駕馭の 妙を觀 るべ し。 叉 長 孫 

無 忌の 權太だ 盛な りと 言 ふ 者 あり、 太宗、 表 を 持して 無 忌に 示して 口く、 「我れ と 公 


待 御史は 

名 

(四) は 車 

lit も 司る 役人 

卽ち S 從 一 の 

縛せ し 三 家の 

晰？， te* をい ふ 

(五) 字は賓 

王、 i^M 河 荏 平 

の 人。 攀も §1 

み 詩 • 春秋 を 

ma くす。 太宗 

百官に 詔し 政 

治の 得失 を 言 

はしむ。 周 二 

十餘事 を上疏 

し て擢 でられ、 

中 書 待 郎に至 

る。 街 書卷七 

十 ra 列 傳參照 

(六) 前 漢 の 

文人、 賈誼。 

文 帝に 仕 ふ 

二) 隋 末の 

1^§雜齊憲德と 

王世充 

(二)  ^1?玄齡 

と杜 如晦。 T 流 

瑀 と共に 何れ 

も 大宗の 名臣 

(三) 太宗の 

名臣、 昨に 起 

居郎 たり。 起 


と、 君臣の 間 少しの 疑な し、 各. - をして 間く 所 を 懐きて 一一 r は ざら しめば， 斯れ 則ち 蔽 

あまね 

はる」 と。 闪 つて 齊 く羣臣 に 示して：：： く、 「朕の 幼き や、 無 忌 我れ に 於て 大功 あり、 

之れ を視る こと 猶ほ 子の ごとし。 疏、 親 を 間し、 新、 舊を 間す、 之れ を 不順と 謂 ふ" 

朕 は 取るな けん.」 と。 亦 妙な り。 

(三) 

〇 箱遂 良、 起居の 事に 知たり。 太宗 曰く、 「人君 之れ を觀る こと を 得る か」。 ^へて ：！ 

く、 「今の 起居 は 古の 左右の 史 なり。 善惡 必ず 記し、 人 主 を 戒めて 非 法 を爲さ ざら し 

む。 未だ 天子の 自ら 史を觀 る を 聞かざる なり」。 帝 曰く、 「朕に 不善 あらば、 卿 必ず 記 

する か， T 對 へて 曰く、 「道 を 守る は官を 守る に 如かず、 臣職 として 筆 を 載す、 サ.^ の舉 

？っさ 

は 必ず 書す」 と。 劉 泊 ：！ く、  r 遂良 をして 記せ ざら しむる も、 天： 卜の 人 亦 之れ を 記せ 

ん」 と。 杜正 倫、 起居 注に 知たり。 太宗 嘗て 口く、 「朕、 朝に や： して 敢 へ て 多言， せず、 

必ず 民に 利 ある を 待ちて、 乃ち これ を 口に 出す」。 正 倫：：： く， 「ぼ は 左^ を 職と す、 陛 

下 一言 失すれば、 止に 百姓 を 損する のみに 非ず、 且つ 之れ を 書に 筆して 千載 德を mf は 

す」 と。 文宗の 時、 魏 蓦>  起居 舍 人たり。 帝、 起居： び を 索む、 蓦 奏すら く， 「古 は 左 

幽 窓 隨筆  一 五 


raJJ と. は 天子の 

SS 作法 度 を！ ss 

する 國史 の官 

S の 孫" 字 は 

由. ウー 


( 一 ) 春秋 魯 

の 人、 勇力 を 

以て 莊 公に 仕 

ふ。 史記に ほ 

曹沫に 作る 

(二) 崔 it は 

齊の 宰相。 已 

れ の こと も 直 

書せ し 齊の太 

史を し、 又 

その 弟 もも 殺 

し、 三度； a に 

至りて 尚 ほ 太 

史の弟 書せ 

しも 遂に 許す。 

史記齊 太 公 や」 

家參照 

ニー 一) 孝 g、 

孝 is: 章 第 八に 

出づ 

(SJ) 論語 爲 

政 第二に 出づ 

(五) 唐の 學 

者、 幼より 孝 

ち 以て 聞 ゆ 


幽 0  0  0  ニハ 

右史 を 置き、 得失 を 書して 以て 鑒戒 を存 す。 陛下の 爲す所 善なら ば、 書せ ざる を 長る 

る ことたく、 不善なら ば 天下の 人 亦 以て 之れ を 記す あり 一 と。 帝 n: く、 「然ら ず、 我 

れ旣に 嘗て 之れ を觀 たり. r 蓦 曰く、 「， 向に 取觀 せし は 史氏職 を 失する が爲 めな り。 陛 

さ く つ 

下 一 たび 見れば 則ち 後來 書す る 所 必ず 善 惡を諱 屈して 實 ならざる あり、 以て 史と爲 す 

二, 

ベから す、 且つ 後代 何ぞ 信ぜん や」 と。 三 臣の言 、 曹剷の 再出と 謂 ふべ し- 吾れ 之れ 

:SET-U る こ と白べ こ.^^  ZJC 左、 莊 (公) 二十 三年、 9iB 曰く、 「君の 舉は必 す 書す、 書して 法と せ すん ば • 

タ に^ 151 す r Ir-B^/yl 后 fi 何も-か 一 ん」 と。 〇® 七 年、 杳林 曰く、 「作りて 記せざる は 盛德に まダ」 

しる  おも 

と。 〇K  二 年， ほの 定王 曰く、  1. ま ft なり、 萄す ことな かれ 一 と。 OSPF ュ卷 六， 六人宗、 國 史を監 せん， 二 fS ふ。 曰く、 「前世 史官 

記す る 所- 皆 人 主 をして 之れ を 見し ざる は何ぞ や」 と： 房玄 sSS 對 へて 曰く、 「史官 は虐 美せ す、 惡もー S さす。 若し 人 主 之れ. を 


見れば 必す 怒らん、 故に 宽 へて； g ぜ ざるな り」 と。 帝日く、 「$K の、： J たる、 ：！^? 代の 帝王に 異なり、 d ら 11 史を S て 日の _*fn ち 知 

り、 後 来の 戒と爲 さんと 欲す。 公、 撰 次して 以て 聞すべし. 一と" 諫議大 夫 朱 子 奢、 上琉 して 諫む。 帝從 はす e 玄！8|乃ち$_^事中^£ 

t ぶん 

敬宗 等と 劃定し， 高租 今上の 實 S$ を 6 る。 書成._^之れを上る， 帝、 書 を 見る に、 建 成. 元吉を 殺せし こと alt 一 多し。 玄^に 請つ 

て 曰く、 「昔、 周 公、 管 • 蔡も誅 して 局 を 安んじ、 季友 は叔牙 を して 以て 魯を おす。 疾の爲 す a? 亦 是れに 類す るの み、 史官 何 

ちん 

ニコ 

ぞ 毒む や」 と。 «:1:詞 も 削 去して、 其の 事 を 直 書 せんこと を 命す。 〇 茛 菜の 注に， 崔抒、 齊の 君を弑 す、 太 史書す， 崔 

杼莊ヘ 1 を 拭す と： 崔 t 之れ を 巧す" 其の 弟復た 書す、 崔« ：復た 之れ も す。 少弟 復た 書す， 崔 け 乃ち 之れ も舍 す。 

〇 蘇 世 長 十餘歲 にして、 書 を 周の 武 帝に 上る。 帝、 何の 書を讀 みし か を 問 ふ、 孝 經* 

論語 を 治めし と對 ふ。 帝 曰く、 「何の 言 を か 道 ふべき」。 答へ て 曰く 


を さむ 


. 國を爲 る 者 は 


(5 


敢 へて n ふ」 7 ご ど 侮らざる と、 政を爲 すに 德を 以てすと なり」 と。 趙 弘智、 五 孝を舉 ぐ、 


(六) 離 狐の 

人、 字は懋 功。 

木姓徐 氏。 

の 將，. ST 高祖 

に 仕へ て純臣 

の 名 も 得、 功 

も 以て 英國公 

に 封ぜら れ、 

李の 姓 を 賜 は 

る。 高 宗の時 

に 尙書左 僕 射 

も拜 し、 司 空 

に 進み、 高麗 

も 討つ 

(七) 李 林 甫. 

ま/ は 何れも 

時の 宰相 

(八) 魏の道 

武帝。 昭成帝 

の 摘 孫。 在位 

二十 三年 

(九) 中 A 慮 

奴の 人、 字 は 

容仁。 苻 堅に 

仕 ふ。 道武帝 

に從 ひて 慕容 

0 を 破 る 


諸 儒更. -詰辨 する も、 問 ふに 隨 ひて 酬悉 し、 舌に 留語 なし。 高宗 喜びて 口 く、 「試み 

に 我が 爲 めに 經の 要を陳 ベ、 以て 不逮 を輔 けよ」 と。 答へ て：：： く、 「天子に^ 臣七人 

あらば、 無道と 雖も 天下 を 失 はず」 と。 是れ 等の 活眼、 道學 先生の 夢想 だに 及ばざる 

所な り。 

9 せき 

〇 高宗、 武昭儀 を 立てん と 欲し、 李 勣に問 ふ。 勣闩 く、 「陛下の 家事、 何ぞ 外人に 

(七) 

らん」 と。 玄宗、 太子 を廢 せんと 欲し、 宰相 を 召して 之れ を 謀る。 李 林 術 曰く、 「此 

れ 陛下の 家事な り、 臣 等の 宜しく 預 るべき 所に 非ず」 と。 德宗、 太子 を廢 せんと 欲し- 

り ひつ 

李泌に 謂って 曰く、 「此れ 朕の 家事に して、 何ぞ 卿に 預 らん、 而 るに カ爭 する こと 此 

くの 如し」 と。 對へ て 曰く、 「天子 は 四海 を 以て 家と 爲す。 今 臣獨り 宰相の 重きに 任 

ず、 四海の 內、 一物 も 所 を 失 はば、 責、 臣に歸 す" 況ゃ 太子の 寵横 を氺： 視 して、 而も 

言 はずん ば、 臣 が罪大 なり」 と。 唐、 君臣の 議論 是 くの 如し。 幸なる かな 一 水手泌 あり- 


以て 萬 古の 惑 を 破るべし。 

〇 魏の 道武、 李 先に 問 ひて 白.. 

幽窓 隨筆 


「天下 何物 か 最も 善， 


以て 人の 神智を 益すべき」 ハ 

一 七  f 


二) 唐の s 

者。 字 は 匡 美。 

順 宗の時 東宮 

に 侍し、 文宗 

の 朝に 橫暴甚 

しく、 帝爲め 

に樂し i すし 

て 病 重きに 至 

る。 武 宗の朗 

に 至りて 致仕 

す。 この 語 は 

致仕して 鄉に 

歸る 時、 その 

^に敎 へし 言。 

事、 本卷 (急 

務 n 條) 三 九 

五 頁に 見 ゆ 

(二) 水時計 


幽窓 隨筆  一八 

對 へて： I： く、 「書籍に 若く はなし」 と。 の文宗 曰く、 「朕、 書 を讀む 毎に： 凡 主たる 

を 恥づ」 と。 仇士 ilT 其の 黨に敎 ふるに、 權寵を 固く する の 術 を 以てせり。 n く、 

「慎みて 天子 をして 書 を讀み 儒生に 親近せ しむる ことな かれ。 彼れ 前代の 興亡 を 見て • 

心に 憂惧を 知らば、 則ち 吾が 乘疎斥 せられん」 と。 是れに 由り て 之れ を 観れば、 讀書 

の 益 知る ベ きのみ。 

二 1)  ゐ きょぼう 

〇 德宗、 政に 對 する 毎に、 漏 三 刻 を 過ぎず。 韋 渠牟、 事 を 奏する や、 率ね 六 刻に 至 

り、 語 笑 款狎、 往々 外に 聞 ゆ。 文宗、 意 を 治に 鋭く し、 延英 して 宰相に 對 する 毎に， 

率ね 漏 十 一 刻に 下る。 {且 宗、 傘 相 事 を 奏する 毎に、 威厳、 仰視すべからず。 事 を 奏し 

い ザん  ， 

畢る や、 . ^ち恰 然として 曰く、 「以て 閑 語す ベ し」 と。 因つ て 閬閻の 細事 を 問 ひ、 或 

は 宮中の 遊 宴 を談 じ、 至らざる 所な し。 一刻 許りして 復た容 を 整へ て 口く， 「卿が 輩 

善く 之れ を爲 せ、 朕 常に 卿が の 朕に 負き て 後日 再び 相 見る を 得 ざらん こと を 恐る」 

と。 乃ち 起ちて 宮に 入る。 三 事 以て 三 帝の 賢愚 誠 偽を盡 すに 足る。 T 巳 正. 月 二日 了る。 


羊 2 參左 も異公 G し 
傳 0 照 傳都母 、5 書 
陰に 兄 共 
春 公 伐" 叔 gp 
秋 元つ 叔 段の 
公 年 e 段の 莊 


(一二) 春秋 左 

(S) 宋の舉 

者、 呂東 il^ の 

著 はせ し東恭 

sr 諸 生の 

ために # 秋の 

記事も^！評せ 


(七) 隱公 四 

年の 條參照 


ニニ) 


丙 十月 晦日、 左 氏 を 請む。 

_.四)  (W) 

〇 博 議は莊 公を责 むる こと！ S せり。 然れ ども r 莊公、 叔 段に 負く のみ、 叔段何 ぞ莊公 

に 負かん や」 と Is へる は、 彼の 叔 段なる もの 或は 將に 口に 藉 きて 懲 るる 所な からん と 

す。 左 氏 謂へ らく、 段は不 弟な り、 鄭伯は 敎を失 ふと。 fr 之れ を識 せり。 

〇 博 議は公 羊 を 取りて、 宣 公を責 む。 |§| ち^ S 。左 氏 は 人 を 知る を 以て 宣公 を褒 む。 

(七) しう く 

余 謂へ らく、 當時 鄭の叔 段、 莊 公に 反し、 衞の 州吁、 桓 公を弑 し、 の軌、 ii! 公 を 伐 

つ。 不友不 弟、 一 にして 足らず、 何ぞ宋 の宣. 穆の友 弟を咎 むる に 追 あらん や。 

十 年に 十 一 戰す、 民、 命に 堪 へす、 遂に 其の 下の 轼 する 听 となる。 

然 らば 則ち 宣 公の 與 爽を舍 てて 稼 公 を 立てし は先兒 あるに 似 た り 。 

〇衞 の 州吁、 ：^^公を弑して立ち、 先君の 怨を 鄭に修 む。 鄭の叔 段の 亂に、 段の 子 

衞に 出奔す。 衞 因って 鄭を 伐ち、 鄭又衞 を 伐ちし が 故な り。 州吓、 宋に吿 げしめ て：： 

く、 「君、 鄭を 伐ちて 以て 君の 害 を 除け」 と。 宋の 公子. €、 鄭に 在る が 故な り。 人倫 

の； i、 一  にこ こに 至れる. なり。 

〇 春秋 列國、 各，.' 其の 元を紀 す、 事を紀 する に 於て は 紫め て 便な り。 然れ ども 本朝 未 

幽窓 隨筆  一九 


幽窓 隨肇  二 〇 

だ 曾て 之れ が 例 あらず、 決して これ を 我れ に 行 はざる ものな り。 

ョ  (二)  * 

〇 博 議の隱 公の 轼を議 する、 迂甚 し。 余 謂へ らく、 羽 父、 桓公を 殺さん こと を 請 ひ、 

太宰に 求む。 悖 逆 已に著 はる、 立ち どころ にこれ を 吏に 下して、 以て 其の 罪 を 議せざ 

るべ からず。 而 るに 隱公 優柔 不斷 にして、 反って 其の 禍を 受けし は、 刑 を 失すれば な 

り、 , &.、 ^ さざる：；^ 6rf?.^  二き ざるな， >。 東坡， の iK ムを 誇す、 る、 先.. つ 吾が、 め を 獲たり、 東 莢の 及ば-さる 所な 

表 まぶさ さス カl^u,乂  ，.《 まさるた 1 り。 夷 菜の 管 仲 も 論す る は 甚だ^し、 老 泉の 論 亦 此れに 及ばす。 

(一二) 

〇 匿 (公) 二 年 春、 公、 戎に 潛に會 す。 杜 註に r 中國に 居る、 戎子駒 支の 若き 者な り」 

と。 然 らば 則ち 是れを 以て 外交の 始めと 爲す は、 恐らく は 未だ 允らず、 當に ふべ し。 

「夷狄 を 禦ぐは 登に して 足らず」 と。 是れ公 羊傳の 文な り。 

〇 隱六 年の 傳に 、「冬、 京師 来りて 飢を吿 ぐ、 公之れ が爲 めに 賴を宋 • 衞 • 齊 • 鄭に請 

ふ は、 禮 なり」 と。 而 るに 經に書 せざる は何ぞ や。 又 按ずる に、 凡そ 禮 なりと 謂 ふ も 

の は、 事、 義理に 合する を 言 ふなり、 禮 制に 非ざる なり。 

〇 莊 (公) 四 年の 俥に、 「將 に齊 せんとす」 と。 註に r 將に兵 を廟に 授けん とす、 故に 

齊す」 と。 兵を授 くるの 事、 當に致 ふべ し。 


(五) 莊公九 

年の 條參照 

(六) 漢の文 


(ヒ) 公 十 

年の 條參照 

(八) 左 傅の 

註 も 作りし 西 

の擧 者杜預 


(九) 公 十 

六 年の 條參照 


(五)  (六) 

〇 齊の桓 公、 子糾を 殺す、 漢文に 愧づる こと 遠し。 是の 時に 當り、 小 白. 子糾、 各.' 

入らん こと を 求む、 皆 國の爲 めな り。 先んじて 入る 者 之れ を 取る は、 固より なり。 小 

白 先んじて 入り、 而 して 子糾 之れ に 臣 たる も 何ぞ 憾みん。 子糾 先んじて 入り、 而 して 

小 白 之れ に臣 たる も何ぞ 做せん。 若し 乃ち 桓公、 子 糾を赦 して 之れ を臣 とし、 子糾、 

憾み を 抱き 逞しう せんこと を 求めば、 是れ誅 すべきな り。 猶ほ 未だしき に、 之れ を 殺 

す は 非な り。  ， 

(七)  (八)  り こく 

〇 晉の荀 息 は、 杜氏 其の 君に 氏 口に 從 ひし を 責め、 虽克 は、 其の 累 ねて 二君 を弑 せし を 

罪す。 是 くの 如く 經を 解せば、 君臣の 義 明かな り。 余 未だ 他說を 究め ざれ ども、 先づ 

之れ を錄 して 以て 同心 を 表す。 

(九)  たいげ き 

〇 周の 內史叔 輿 n: く、 「隕石 退 ま は 陰陽の 事に して、 吉凶の 生ずる 所に 非ざる なり、 

吉凶 は 人に 由る、 吾れ 敢 へて 君に 逆ら はざる が 故な り」 と。 先づ 吾が 心を權 たり。 

ちゆ じん しょうし とら 

〇 僖 (公) 十九 年、 邾人、 部 子 を 執へ て 之れ を 用 ふ、 宋實に 之れ を 使 ふ。 而 して 邪 自ら 

用 ふる を 以て 文と 爲す。 南面の 君、 善惡 自ら 審ら にし、 之れ を 他 命に 託する を 得ず と- 

幽窓 隨筆  ニー 


條 公馬 り 襄襄爽 ：: 

し'^  二と 、公 公 ' 

照 卜な 後に のさ 

宋 二る '位^, i 失 
、 年 。大を 兄 子の 
楚 の fS 司 譲 "魚 目 


闽窓隨 筆  ニニ 

杜氏 云へ り。  • 

〇 宋の大 司 馬、 固く 襄公を 諫めて 闩く、 「天の 商 を棄っ る や 久し、 君將に 之れ を 興さ 

き  二 ごわう 

ん とす」 と。 可 かれず。 此の 言 大いに 譯 まれり、 而も 俗儒 或は 之れ を 取る。 

ならん や。 但だ子 魚、 君に 吿 ぐるの 辭、 然ら ざる も 得す、 其  • 

の 意 も 一恕し、 而 して 其の 誤つ 所と なら ざれば、 斯 ち 可 なり." 

人と，？ 戰ひ 〇 文 (公) 十四 年の 傳に云 はく、 「王、 王孫 蘇に 叛く」 と。 上 を 以て 下に 叛 くと は、 左 

敗， ます  くら  5>ん ゑ 

(：e  *1 氏、 名分に 昏し。 吾が 邦、 玄惠の 流な り。 宜 (公) 四 年の 傳に、 「君 を试 して 君と 稱す、 

に ：大皇 御 謀叛  ： 

JI^』IS^P。 君 無道 なれば なり」 と。 此の 理も 亦曉 るべ からず。 

の 著者と 傅へ  (ra) 

ひ £1 一」 〇 成 (公) 一 一年 八月、 宋の文 公 卒す。 始めて 厚 葬し 云々。 「君子 謂へ らく、 華 元 • 樂擧 

(5  ニケ-  .• 

宋の卿  ここに 於て か 不臣な り、 臣は煩 を 治め 惑 を 去る 者な り、 ここ を 以て 死に 伏して 爭む。 

^  -  *  -  -  -.， しい まま  ■  お-ごり ま 

今 二子 は 君 生ける とき は 則ち 其の 惑 を 縱 にせし め、 死して は 又 其の 侈を签 す。 是れ 

君 を 惡に棄 つるな り、 何ぞ 臣の爲 ならん」 と。 是の語 誠に 臣道を 得たり。 

(5  Is  -5 

0^^^^  om (公) 十四 年の 師曠、 晉 侯に 對 ふ る 語と、 周 語 の 公 、 王を諫 むる 語と、 合せて 之 

の 中の S れ を觀れ ば、 古風 想 ふべ し。 宜しく 之れ を 明主の 前に 陳 ずべき なり。 せれ" P 化-き s".- 

つく 


勞ニ も孟づ ra 共 劉;;^ 國: p 
照 卷引餘 。年に 子; 語 ：5 
ffl     この 昭の の 

〇 す 附の條 公二 萇ニ左 
〇 。錄 事に 二人 弘書傳 

>c 第に 講出十 。 •  • 


?门は^£を«3り、 H は^ 諫を 誦し、 大 は規 *s し、 士は言 も if へ、 rel 人 は 謗り、 商 は 市に 于，. てし-百； 丄は 藝を獻 す。 故 こま まこ 

曰く 云 A と。 已上は 師隨の 語な り。 0: 大子政 fil くや、 公^より 列 土に 至る もで 詩も^ ぜ しむ。 脊は曲 を IS じ、 史は <« も獻 じ- 

肺は箴 し、 艘は賦 し、 百 H は 諫め、 庶人は 語を傳 へ、 近臣 は 規を遨 し、 親 或は 補 察し、 害艾は 

之れ を修 む、 而る 後、 王 これ を S1 酌す、 こ こ な 以て 事 行 はれて^ら すと- ヒ上は 公の 語な り。 

c」 ハ」 春秋の 〇 昭 (公) 三十 二 年、 成 周に 城く と。 大義 赫々 として、 麟經に 光 やく。 これ を 左 .國 に 

(八) 

參す るに、 萇 .1^ の 如し、 鞭 を 執る と雖 も、 余の 願 ふ 所な り。 左傳は 謂へ らく、 衞の 

ひ 5 けい  あ 

彪溪、 魏舒の 南面 を識 ると、 則ち 似たり。 國語謂 ふ 所の 如くん ば、 彪係 其れ 勝げ て誅 

すべ けんや。 K 語 下 

〇 晉 語六、 趙文 子の 冠、 以て 古の 冠 禮を觀 るべ し。 就中、 范文 子の 語、 又 師嚒. 刀 Z 公 

と 類せ り。 

さ 

〇 昭四 年、 r 冀の北 土 は 馬の 生ずる 所なる も 興れる 國 なし」 と。 此の 語 大いに 然ら ず。 

しば/ \  つよ 

〇 成 十六 年、 范文子 曰く、 「吾が 先君の 亟.' 戰 ふや、 秦*狄.齊* 楚、 皆 _犍 く、 力 を 

盡さ ずん ば、 子孫 將に 弱らん とす。 今三彊 服せ り、 敵は楚 のみ」 と。 數語、 以て 當時 

天下の 形勢 を 想 見すべし。 

〇 趙孟の 將に死 せんとす る や、 穆叔ー fij 十. 劉 子 I 元 .l:^ 子， 皆先づ 之れ を肯 ふ、 其の 
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さ 錄名撰 は 外嘉ニ s 
ちす g  。李 集虔十 5 

の 栄 幼 °  a 
寇 言一 武十 檳卷前 
m 行 代の 七 、は 後 
' をの 補 卷別朱 集 


二) 桓 ヘム 十 

年の 條 t!_ 一-照 

(二) 尾， 提藩 

附 家老 正 一 の 

長男。 幼時よ 

h- 德川 家康に 

仕へ 諸戰 に從 

ひて 大功 あり。 

所謂 黑田 騒動 

の 際 m;" 田 • 栗 

.5 の 對决に 立 

食 ひ n; っ黑田 

1 家 安泰の た 

め！ f 宜の慮 置 

を 取る 

(三) 京都 所 

司 代。 勝 重の 

長子。 幼 S- よ 

り 秀忠に 仕へ 

よく 獄 も！： ぜ 


眞宗の 宰相。 

契 丹の 入に 

し 帝の 親征 


幽窓 隨筆  二 四 

偸 を 以てな り。 然れ ども 今の 偸 は、 豈に特 だ趙孟 のみな らん や。 其の 未だ 死せ ざる 者 

は、 蓋し 亦 幸なる のみ。 

( 一 ン  •，！. 一ん ほ  かく 

〇 博議の r 詹父、 王師 を 以て 號を 伐つ， 一 の 一 論、 理 分の 二字、 分疏 明析、 以て 千古の 

？だ  (二) 

疑獄 を 折む るに 足る。 思 は ざり き、 成 瀨隼人 正、 夙に 此の 義を曉 り、 以て 黑田忠 之. 

ニラ 

栗 山犬 膳 の 獄を斷 ぜんと は。 天性の 敏、 蓋し 學 問に 資ら ざるな り。 板 倉重宗 * 公家 君 

臣の獄 を 決す、 蓋し 思うて 而も 未だ 得ざる のみ。 

丙 辰 十月 二十 七日、 名臣 言行 錄 

〇 寇萊 公の 王 欽若を 出せる、 王 文 正 公の 丁 謂を逐 へる、 皆 小人の 術 を 借りて、 君子の 

心 を 行へ る ものな り。 謂 ふ 所の 君子 小人と は 行 を 同じう して 情 を 異にする もの、 是れ 

なり。 是れに 由って 之れ を 言へば、 龍 逢 • 比 干の 心 を 以て、 蘇秦 • 張 儀の 術 を 用 ふる 

も， 未だ 厚く 非と すべから ざるな り。 

〇 萊 公の 大名に 鎭 する や、 慮 使 以て 問を爲 し、 文 正の 大名に 波む や、 廣使服 を 潔して 


を 策す。 ^一政 

王^^若は南遷 

論？ なる 故 親 

征の鬻 を 阻ま 

ん こと を 恐れ、 

出して 天 雑， ポ 

に 知たら しむ 

(六) 王 曾、 

字 は 孝 先、 文 

正 は 謹。 仁宗 

に 仕 へ て參政 

to 寇难を 

卻 けて 政を專 

ちに せし 宰相 

丁 謂 を 「禍心 

を包藏 し、 眞 

宗の. H 陵 擅に 

皇 堂を絕 地に 

移す」 と 奏し 

て 罷免せ. しむ 

(七) 府名、 

嘗て 直隸 省に 

屬す 

(八) Ml 濃 

陽縣 S 南に あ 

り C 契 丹の fe- 

ll^人して  包 K 

す。 寇 ff 眞宗 

も 促して 親征 

せしめん とす。 

遂に 帝 出で て 

敵 を 破り 和議 


人る。 契 丹の、. ：3 を 人物に 留 むる こと 是 くの 如し。 是れ 中國の 宜しく^るべき 所な- 


(八) 

せん. 2: ん 

〇 澶淵急 を 報じて， < 


ひら 


日に 五た び 至る も、 萊 公一 たび も 之れ を 發き視 ず、 飲 ^^.自_. 右た 


ん そ ラ； 


り。 蓋し 宋の了 不了は 眞宗の 一 心に 在り、 lEi 々たる 醜 慮の 情 形に 在らざる を 知れば な 

り。 時務 を 講ずる 者、 宜しく 先づ 此の 識 あるべし。 

(九) 

〇 人心 は 面の 如し、 强 ひて 同じう すべから ず、 又 其の 同じき を 害せず。 ？ M 公 は 博學に 

して 通ぜ ざる 所な きも、 獨り釋 者 を 喜まず、 又 揚雄を 喜み て 孟子 を 喜まず。 g^lssf 

5! まき l^s^t, で 駄 l^tlH 亦 公 は 孟子 を 尊びて 繁辭を 信ぜず。 呂公 は晚に 

は 多く 釋 氏の 書を讀 み、 益.^ 禪 理を究 む。 毎に 溫 公に 勸 めて 曰く、 「所謂 佛學 は、 眞 

に 其の 心 術の 簡要を 貴ぶ のみ、 必ずしも 事々 服 習して 方 外の 人と なる に 非ず」 と。 而 

して 溫 公言 ひて 曰く、 「其の 微言は 吾が 書 を 出 づる能 はず、 其の 誕は 吾れ 信ぜず」 と。 

三 公 は 君子 なれ ども、 其の 同異 是 くの 如し。 

〇 眞宗、 濱 淵の 役に 狄を卻 けて より 後、 十九 年 兵 を 言 はず、 宋人 以て 美談と 爲す。 f 峰 

i 、、き S 這 。夫の 歲幣の 辱、 臣子 死す と雖も 可な り。 K や 北 操の 勢、 當時已 に 

幽窓 隨筆  二 五 


幽窓 隨筆 


六 


(九) 「6- 馬 光、 

宋の 宰相。 王 

{.ic 石と 容れ す、 

官も辭 して 資 

治！ 通^も 編す 

二 〇」 S 

0. 字 は永叔 

二！) 易の 

(一二) 吕祖 

0. 字)；？ 伯恭、 

東 莢と す 

(二-;)  31 

の 和議に 帝寇 

準 の 反 對を卻 

けて 遂に 年々 

裙- 一十 萬、 銀 

十 萬 を 契 丹に 

s,: する こと を 

約す 

二) 晉 の陳 

0S. 魏* 

蜀 • 吳三國 の 

史書。 今 本 凡 

そ 六十 五卷 

(二) 宋の擧 

者、 裴.^ 之。 

文 帝の 命に よ 

り： •： 國志に 補 

,1;t,i す。 こ こ は 

魏の武 帝木紀 

の條の Ktjsi 

b じ」 i  . 


とうあん 


^し 易から ず、 而も 上下の 倫安此 くの 如し。 他日 南 渡の 禍、 已に ここに 見 ゆ- 


丁 巳 四月 十三夜 起筆、 三國志 

ニー) 一一-) 

〇 魏 武紀裴 註、 孫 盛の 異同 雜 語に、 太祖 嘗て 許 子 將に問 ふ、 「我れ は 何 如なる 人 か」 

と。 子將 答へ ず。 固く 之れ を 問 ふ。 子將 曰く、 「子 は 治世の 能臣、 亂 世の 奸 雄な り」 

(五)  いた 

と。 太祖 大いに 笑 ふと。 又せ 語に、 太祖、 子將に 造る や、 子將 これ を納 る、 是れに 由 

りて 名 を 知らる と。 余 按ずる に、 曹操微 なりし 時、 常に 辭を卑 うし 禮を 厚く して， 已 

れが 目を爲 さん こと を 求む。 許劭、 其の 人 を^し として 曰く、 「君 は淸 平の 姦賊、 亂 

世の 英雄な り」 と。 操 大いに 悅 びて 去る と。 蒙 求に 見 ゆ。 蒙 求 は 蓋し 後 漢書に 取る- 

(七ン 

信ずべき に 似たり。 孫 盛の 譚は、 頗る 阿 瞞の爲 めに 囘 護す。 而 して 世 語 は 更に 甚し。 

〇 白馬の 捷は、 曹公 頗る 李將 軍に 似たり。 

〇 曹 公の 故 市 • 烏 奥の 屯の 積 聚を燔 き、 人 鼻 及び 牛馬の 脣舌を 割ぎ て， 以て 袁紹の 軍 

に 示せる は、 誠に 慘 事に 屬す。 我が 邦の 鼻 を 割ぎ 核に 代 ふるものと 亦 異なり。 


小 TV ム行 も? 812 
ひ 字: b 集審以 のこ、 

め 說て著 
宋 武し ,活 古 。樹 
の 帝 書 を 人 韻の 
m の 詠の 文 李 


者  〇 放 翁の 詩に、 「我れ に 四 目と 兩 W と 無し、 仉だ 人間に 於て 事 を更る こ と 久し」 と。 

へ！：) 瑰の武 

f 五 宋の臨 人 能く 四 目 兩ロは 宵 操の 語に 出 づるを 知れ ども、 而も 更 事の 字 も 亦 出 づ-る あさを 覺ら 

£ば 卞喊瞻 ず。 按ずる に、 武紀 に、 范陵、 _ 鬼 中に 至り、 笼使 をして 自ら 1^ 國の都 尉と ならん こと 

0  E 木 ゾ- ^  0. 

標 i^a す。 後漢  し& 

より 東？" に 至 を 請 はしむ。 公 曰く、 「吾れ 預め當 に 画すべ きを 知る、 聖な るに 非ざる なり、 a: だ 事 

る 迄の 逸事 说 

fifs 言 を更る こと 多き のみ」 と。 古人の 事 を 用 ふる、 率ね 多く 是 くの 如し。 

〇 太祖 自ら 兵書 十 萬 餘言を 作る、 諸將の 征伐、 皆 新書 を 以て 事に 從ひ、 事に 臨んで は 

又手づ から 節度 を爲 す。 令に 從ふ者 は克捷 し、 敎に違 ふ 者 は 負 敗す。 事、 光武と 相似 

たり、 亦 名將の 一 癖な り。 後の 後餽の 太武、 齊の 神武 も 亦 然リ。 宋文 • 梁武に 至りて 

人 ii 游、 放 ハム g 

^l^itH. は、 徒らに 後世の 笑と なる のみ。 是れ 正に 孫子の 忠 ふる 所以な り。 

ヌ〕 南. rT*s 

の武 I, お i 〇 文 帝、 議郞 孔羡を 以て 宗聖 侯と 爲し、 孔子の 祀を 奉ぜし む。 按ずる に、 ^土 孔子の 

裔、 公侯た る を 失 はず。 聖德の 久遠なる、 誠に 尙ぶ べしと 爲す。 然れ ども 吾れ よ 

り 之れ を 言 はば、 歷世節 を 失 ふの 家、 愍 笑すべし と爲 すの み。 抑.' 孔子に して 靈 あら 

ば、 當に 寶祚無 の 神州に 生れ ざり しを憾 むべ しゃ 否や。 

网窓隨 筆  ■ 1. 一七 


( 一 ) 齊 £芳. 

高貴 II 公髦及 

び瘐留 王奐。 

共に 魏志卷 四 

にあり 

(二) 夏 六 代 

の 王。 賢臣 In!*. 

と共に 夏な 中 

舆す 

(三) 權臣^ 

馬昭の 專橫を 

憤り、 徒 を 催 

し て宮を 出で 

て 之れ を 討た 

ん とし 却って 

昭の 徒に 刺さ 

れて 死す 

(四) 後漢末 

の 人" 袁 逢の 

庶子、 字 は 本 

初。 靈 帝の 時 

佐： 球 校 尉と な 

る。 帝 崩す る 

や 兵を勒 して 

畫く  {£! 官も誅 

す。 後董卓 私 

に 終 立な 行 ひ 

献帝を 立つ る 

や、 卓 討伐の 

軍に^ せられ 

て 盟主と なる。 

後に 招 は 河北 

に據 力、 曹操 


幽窓 隨筆  二八 

〇 文 帝 • 建 寅の 月 を 以て 正始 元年 正月と 爲し、 建 丑の 月 を 以て 後の 十二月と 爲す。 然 

らば 則ち 故な くして 一 聞 を 置くな り。  . 

〇 三 少帝、 齊 王芳、 位に 在る こと 十四 年、 高 責鄕公 髦* 陳留 王英、 並に 六 年。 皆眞の 

皇帝 なれ ども、 志に は 王公 を 以て 之れ を稱 す。 晉 代の 人、 史を 作る や、 然ら ざる を 得 

ず。 蓋し 信の 史 は隱居 放言 の 士に非 ずん ば 決して 作る 能 はず。 

ニコ 

〇 高貴鄕 公、 夏の 少康を 慕 ひ、 漢の 高祖に 勝れり と爲 す、 其の 志 観るべし。 然れ ども 

其の 群臣と 往復し 經 義を辨 論す る は、 皆 書生の 常習 を 免 かれず、 其の 人君の 度量な き 

(三)  き 一- 

を 知るべし。 他日 出 背の 刃、 旣に ここに 兆す。 

〇 袁紹の 時、 授、 天子 を迎 へんと 欲す。 郭圖. 淳于瓊 之れ を沮 みて 曰く、 「若し 天 

やや 

子を迎 へて て 自ら 近づかば、 動もすれば 輙ち表 聞す る も、 之れ に從 へば 則ち 權輕 く、 

之れ に 違へば 則ち 命 を 担む ことと なり、 計の 善なる ものに 非ず」 と。 紹 之れ を 聽き、 

遂に 大計 を 失す。 然れ ども 紹 本と 漢を 尊ぶ の 意 あるに 非ず、 其の 失 得 言 ふに 足らず。 

伹だ郭 • 谆が 功利の 俗見、 宜しく 之れ を黜 くる 所以 を 思 ふべ きなり。 


と戰 ひて 大 

し， 疾に 死す 

(五) 漢の高 

祖 劉 邦の 字 

(六) 字は景 

升， 山陽 高 平 

の 人。 姿貌 SI 

偉に して 荆州 

刺史 となり、 

士  15;:^ も 愛 養す 

(七) s 招の 

子、 字は讒 思。 

招、 後妻の 言 

を 信じ、 その 

子尙を 偏愛し、 

譚は 出で て靑 

州刺史 となる。 

, 招の 死後、 尙 

と杭爭 し. 曹 

操の 救助に よ 

h- 身 を 全うせ 

しも、 後に 橾 

に 背きて 討た 

れ 遂に 殺さる 

(八) 春秋 時 

代 鄭の莊 公。 

姜氏は その 母 

なれ ど、 莊公 

の 弟 共 叔段を 

愛し 莊 公と 和 

せす、 遂に 城 

潁に 8K かる。 

4ii 公 黄泉に 及 


〇 光武 は 河北 を 取りて 以て 王 基と 爲す。 而 るに 袁紹は 河北 を 事と し、 乃ち W 操の ふ 

f 五) 

所と なる。 曹操は 敏川を 以て 興り、 劉 季は秦 中 を 以て 隆ゅ。 曹氏、 鄴 より 洛に 移る は 

形勢に 於て 則ち 失す、 然れ ども 其の 天下 を 失 ふ は、 是れを 以てに 非ざる なり。 孟子 云 

まこと 

へらく、 「地の利 は 人の 和に 如かず」 と、 信なる かな。 

〇曹 操 自ら 東の かた 劉 備を征 する や、 田 畳、 袁 紹に說 き、 其の後 を 襲 はし めんと す。 

紹、 辭す るに 子の 疾を 以てす。 操、 北の かた 紹を征 する や、 備、 劉 表に 說き、 許 を 襲 

はし めんと す。 表 * 從 ふこと 能 はず。 二 事の 大機、 二 ti 坐ながら にして 失 ひ、 以て 曹 

操 を 成さし む。 曹操 は眞に 天下の 幸 人なる かな。 

(七)  おく  S 

〇 劉 表、 袁譚に 書 を 遣りて 曰く、 「夫人に 憎まる と雖 も、 未だ 鄭莊 の姜 氏に 於け るに 

九)  二 〇) 

若かず、 兄弟の 嫌 も 未だ 重 華の 象 傲に 於け るに 若かず。 然も 莊公 は大 隨の樂 しみ あり- 

象 は 有俾の 封を受 く」 と。 數語 誦すべ し。 景升少 くして 名 を 知られ 八 俊と 號す、 乂^ 

季の 名士な り。 

〇 袁術、 紹と隙 あり、 亦 劉 表と 平 かならず、 而 して 東 は 孫權を 連ね、 北 は 公孫！？ を 連 

陶窓隨 筆  二 九 


ば すん ば 相 見 

えす と 誓 ふ 

(九) 一 突の 名。 

象. に その 弟、 

tls なりし も 

以て 象 傲と い 

ふ。 舜 よくこ 

れも爱 し有痺 

に 封す 

( 一 〇) 莊公 

S 考 おの 純 孝 

に じて 母姜 

氏との 不和 を 

い 遂に iyg し 

て 相 見 ゆ。 時 

に 公 入 り て駭 

す T 大， < ^の 中、 

其の ei- しみ や 

jiHj と- 姜 

氏 ほ 出で て！； 

す、 「大 嫁の 外、 

其の 樂し みや 

；^. <! ；」 と. - 母 

の 情 初めに 

復 すと いふ 

ニー) ゥ十は 

公路. 紹の從 

弟。 初め 南 Ei 

に據 り、 已に 

して 毒 春に S 

る。 .E ら に 

代る 者と して 

遂に， M,iMi,: 


^さ 隨筆  三 〇 

ぬ。 紹は壞 と 和せ ずして、 南の かた 劉 表 を 連ぬ。 當時 東南の 形勢 斯 くの 如し。 操の 幸 

人た る、 吾が 言誣 ひざる たり。 

〇韓 嵩 曰く、 「聖は 節に 達し、 次 は 節 を 守る」 と。 是の 言、 吾れ 深，、 之れ を惡 む。 

〇 袁紹、 少子 尙を 愛し、 長子 譚を 出して 靑 州と 爲す。 轺死 する や、 譚*尙 遂に 兵を擧 

げ て相攻 む。 曹操、 譚を 佐け て尙 を：^ おし、 譚亦 支へ ず。 劉 表、 少子 琮を 愛し、 長子 琦 

を 出して 江 夏と 爲す。 表 死す る や、 琦*琮 遂に 謦 隙を爲 す。 琮、 終に W 操に 降り、 埼 

復た著 はれず。 志に 評して 曰く、 「表 は漢 南に 跨蹈 し、 紹は 河南に 磨揚 す、 然れ ども 

皆 云々、 不幸に 非ざる なり」 と。 

( E  >  つ-. E 1 

o$ 客 をして 猿備を 刺さし めんと す。 客 刺す に 忍びず、 之れ に 語げ て 去る。 陳仁 

錫の 評に、 「刺客 名 を 佚す」 と。 

〇 後 主 詔して 曰く、 「昔 輔果は 親を智 氏に 絕ち、 而 して 宗を 全うする の 福 を 蒙る。 微 

子 は殷を 去り、 項 伯 は漢に す、 皆 茅 土の 慶を受 く」 と。 三人 並び 擧 ぐる は、 好 匹と 

謂 はれず。 然れ ども 項 伯の 罪 は、 淸の陳 兆驥に 至りて 始めて 能く 之れ を 一一 一一 口 ふ。 輔. 微 


^侈 タパく、  ii 

に 敗れ 死す 

( 一 ) 後 HI 義 

陽の 人、 字 は 

德高。 少 にし 

て^も 好み 亂 

を 避けて 際お 

し、 後に 劉 

に 逼られ て 出 

仕す。 表に 曹 

操に 從 はんこ 

i を^ 誘す 

〔二) 青 州の 

刺史 

(三) 江 夏の 

太守 

(ra) 後漢の 

彭 城の 人、 字 

は 公子。 明 帝 

の 時、 郎な 

拜し 永， 平年 中 

に宗 正に 進む 

(五) 明の 擧 

者。 三 國志評 

SMTf あり 

(六) 劉備の 

子、 名 は禪。 

蜀の後 主 

(七) 养秋、 

普の 大夫。 智 

氏の 一族。 智 

氏 亡び 一」 輔桌 

のみ 存す 


の 事 も亦當 に. 琅们 に準じて 之れ を議 すべ きのみ、 而 るに：！ 1 人 朱 だ こ こに 及ばざる なり。 

〇 後 主の 出で て 降る や、 北 地 王諶、 妻子 を 殺して 自殺す。 ^は 後 主の 次子な り。 我が 

武田信 勝に 輸 けざる 者な り。 噫、 惜しい かな。 

〇 後 主傳の 評に、 「載 を經る こと 十二、 而も 年 名 易 はらず」 と。 此の 言 蓋し 是 ならず。 

後 *1 年 號數. - 改まる は、 本と 自ら 理 あり、 明 • 淸 の  一 *1 一 號も亦 此の 意な り。 仉し事 

實は 必ずしも 然ら ず、 輙ち裴 註の 駁 する 所と なる。 然れ ども 装 氏 は 此の 意 を 悟らざる 

に 似たり。  _ 

( 一 〇) 

〇 裴註、 孫 盛の 蜀世譜 に ni く、 「吳の 登 孫喬、 李 雄 中に 沒 する こと 三十 年、 雄の 爲め 

に 屈せられず」 と。 果して 言 ふ 所の 如くん ば、 誠に 高士な り、 當に 其の 實を檢 すべき 

のみ。 又 譙阔傳 の 註に 據れ ば、 ^，，lsl?」£f>£gl 所 周の 孫， 李 氏の 徵に 應ぜ ず、 

亦 高士な り。 年 九十 餘 にして 家に 卒す。 

ニニ)  き は (一三)  よろこ 

〇 項 羽、 兵法 を 學び略 ぼ 其の 意 を 知る も、 亦肯 へて 竟 めず。 劉 先主 甚 しく は 讀書 を樂 

ばず。 諧葛亮 は 其の 大略 を觀、 陶淵明 は 甚解を 求めず。 皆 妙な り。 

iuv^ 隨维  兰 j 


(八) 設の針 

王の 諸兄。 針 

も 諫めで 聽か 

れす、 去りて 

栄の祖 となる 

(九) 項籍の 

季父、 名 は纆， 

伯 は 字。 范増、 

籍に說 きて： t 

公 (漢の 高祖) 

を 髮 たんと す 

る や 伯、 張 G, ス 

と 親しき を以 

て馳せ て 急 も 

吿 ぐ。 沛 公喜 

びて 伯と 婚姻 

も 約す。 伯グ、 

浅 門の 食に- 

終始 沛公ユ y 庇 

ふ。 後列 侯に 

封 ぜられ 劉 氏 

の 姓 を 賜 はる 

二 〇) 李 雄 

は 五 胡 十六 a 

成の 主、 武帝 

ニー) 蜀志 

卷十 一 にあり 

(一二) 奏末 

漢 -s^ の 英雄 • 

項籍。 c 立し 

て W 楚の 王 

とたり、 漢の 

高， „g と爭 ひて 


1 ) 


幽窓 隨筆 

〇 孔明、 萬 人 を 留めて 陽 平 を 守る、 司 馬懿、 二十 萬の 衆 を 率ゐて 之れ を 担む。 孔 明大 

いに 四の 城門 を 開き、 地 を： S つて 却洒 す。 懿 ここに 於て 軍 を 引いて 北げ て 山に 趣く。 

是れ孔 明 善く 司 馬懿を 謀り、 而 して 司 馬 |g 亦 善く 孔明を 料るな り。 謙 信、 八 千の 兵 を 

以て 武田 • 北 條の陣 前 を 過る。 英雄の 人 を 欺く、 古今 一 の 如し。 信玄 • 司 馬懿、 謙 

信. 孔明を 測る 能 はずと 爲 さば、 則ち 其の 欺を受 くる こと 甚 しからん。 

こ 一 一  、三)  (HI) 

〇 嚴 顏は烈 丈夫な り、 又 文 山の 正氣の 歌に 入りて 益  >顯 はる。 然れ ども 張 飛、 壯 とし 

！ S る 

て 之れ を釋 し、 引きて 賓客と 爲 すに 及んで は、 亦 將に何 如 せん。 嚴顏は 則ち 可なる も、 

皇國の 人に 在りて は 當に斛 酌して 之れ を觀 るべ し。 

きこく  (五)  す 

〇 建與六 年、 棻 谷の 敗に、 趙雲身 自ら 後を斷 つ、 軍資 什物、 略ぼ弃 つる 所な く、 兵將 

初めより 相 失 はず。 余 常に 謂へ らく、 先鋒 殿 後 は 將領の 事と。 將 にして 殿 後せ る もの、 


吾れ 今 子 龍 を 得た • 

二 ハ) 

.H5 し ！ H ぐ 


〇 履士 元、 性、 人倫 を 好み 長 養に 勤む、 毎に 稱述 する 所、 多く 其の 才に 過ぐ。 其の 人 


蓋し 郭有 道に 似たり、 有志の 士と謂 ふべ し。 


利 あらす * 该 

下に 奴 死す 

( 一 二) 蜀？ S 

の劉備 

( 一 ) {.f は 仲 

達、 魏の將 

(二) 劉瑋の 

八 叩 も 受け E 郡 

を 守る」 後；^^ 

飛の 捻す る 所 

となる も、 遂 

に 節 を 曲げす 

(三) 朱の 玄 

1K 祥 

字 は 盆 

德， 尿 郡の 人。 

^^と共に 劉 

に 仕へ て M 

名 あり 

(五) ネは f ナ 

寵、 常 山 fis 定 

の 人。 蜀の武 

將。 もと 公孫 

に屬し 後に 

到 備に 從 ひそ 

の主騎 となる 

(六) 1, 

字は士 元、 襄 

^の 人。 别偏 

に 仕へ て 孔朋 

と共に 重用 さ 

れし 俊傑の 士 

< 七) 郭泰、 , 


〇 先主 吳に 到る。 孔明 原と 此の 行を諫 む。 而 して 周公瑾 果して 之れ を 留めん と 欲す、 

さ  (九> 

先主 敢 へて 柱らん とす、 而 して 仲 謀 果して §s めず。 先主、 龎統に 謂つ て 曰く、 「知謀 

の 十： は 見る 所 略 ぼ 同じ」 と。 此れ等 は史 中の 佳話な り。 

( 1 〇)  そん  がいさい 

〇 法 正、 外、 都畿を 統べ、 內に謀 主 あり、 ー^^の德、 睚眦 の怨、 報復せ ざるな し、 擅 

に 己れ を 毀傷せ し 者 數人を 殺す。 是の時 實に堆 ふべ からず と爲 す。 而 して 孔明は 則ち 

曰く、 「主 公の 公安に 在る や、 北 は 普 公の 彊を 畏れ、 東 は孫權 の：，： を 憚り、 近く は刖 

ニニ)  ちう えき 

ち 孫 夫人の 變を 肘极の 下に 生ぜん こと を惧 る。 斯の 時に 當 りて 進退 狼^す。 法 孝 直 之 

れが 輔翼 を爲 し、 翻然 翱 翔して 復た 制すべ から ざら しむ。 如何 ぞ、 法 正 を 禁止して 其 

の 意 を 行 ふ を 得 ざら しめん や」 と。 諸 葛の 相た る、 人 を 用 ふること 此 くの 如し。 吾れ 

敬慕す るな き 能 はざる なり。 安政 丁 巳 六月 二日 錄す。 

〇 簡雍、 本姓 は耿 なり、 幽州 人の 語、 耿を謂 ひて 簡と爲 す、 遂に， 音に 隨 ひて 之れ を變 

ず。 按ずる に、 雍は性 簡傲跌 { 石 なり。 然 らば 則ち 彼れ 自ら 其の 簡 なる を標せ るか。 

(一 四)  ， 

しん ふく  ひと  たい 

〇秦{ 必傳 中に 載す る 所の 諸 文皆奇 にして、 精采 紙に 溢る、 特り天 を 論ずる 一 對 のみな 


幽 窓^ 筆 


三 三 


憲ニ と 變備 り 餘ぁ 刺 權 のへへ 
和 一 を はて 人り の 妻 ニー 
、3懼 生 入 待 皆 '諸 妹に ご：: 
嵌 れぜる 立 刀 待 兄 。し 
郡 字たん 苺し を 婢のォ て 劉？ II 
の はりこに 、執 百風捷 孫備備 


^^すは林{>_-、 後 

0, 界 休の 人。 

有 道 先生と 稱 

せらる。 博く 

墳 典に 通じ 

居して 弟子 數 

千 人に 敎ふ 

(<) 吳の周 

瑜。 字 は 公 逢 

(九) 吳の大 

帝 孫權。 字 は 

仲 謀 

(ー〇) 字 は 

考 直- 建. 乂の 

- 初め 蜀に 入り 

て 劉 達に 依る。 

後、 球に 說き 

て 先主 を迎 へ、 

蜀 郡の 太守に 

ih ビ ら る 


幽窓 隨筆  三 四 

らず。 就中、 奏記 州牧劉 ST 儒 士任定 祖を薦 むる の ー篇、 最も 佳な り。 評に 云 は. 


せんたい 


「專 對餘り あり、 文藻 壯〕 


時の 才士と 謂 ふべ し」 と。 此の 言然 


(二)  ニーつ 

〇 董和傳 に 「侯 服 玉 食」、 董允傳 に 「朱 紫 別ち 難し」， 來敏傳 に r 孟光 枢機 を 慎まず」 

と。 此の 類 は 所謂 套語 にして、 史家の 厭 ふ 所な り。 

〇 諸 葛 亮傳、 發す るに 臨んでの 上疏， lii に、 「若し 德を與 すの 言な くんば」 の 一 句な 

し、 宜しく 董允 傳に據 りて 之れ を 補 ふべ し。 

しょく  (0)  --7  、 - 

〇 亮傳に 「饋 を戮 して 以て 衆に 謝す」 と。 謖 の本傳 に に sr 獄に 下りて 物故す- 

亮 之れ が爲 めに 流 涕す」 と。 然 らば 則ち 戮と云 ふ は獄に 下す の 謂に して、 誅戮 殺戮 を 

謂 ふに 非ざる か。 當に 其の 實を查 すべし。 王 平 傳には 則ち 云へ らく、 「丞相 亮、 馬謖 

を誅 す」 と。 

〇 裴 註に、 陳羣の 子泰. 陸 遜の 子抗、 傳皆子 を 以て 父に 祭け、 刖に姓 を 載せず、 王 

肅. 杜恕 • 張 承. 顧 助の 流に 及ぶ まで、 皆然ら ざる はなし。 惟だ董 允の み獨り 否。 按 


ずるに、 允 は 和の 子、 各.' 一 傳を爲す。^_、ば。傳李嚴は後、 名 を 平と 改めし も、 而も 傳に 


六) 


人。 傳は蜀 志 

八に 出づ 

( 一 ra) 蜀 11^ 

卷 八に 出づ 

(■1) 奏記、 

州牧は 各.^ 官 

名」 劉 焉の傳 

は 蜀志卷 一 

(二) 董允傳 

と共に §^ 志卷 

九に 出づ 

(三) 蜀志卷 

十二 參照 

(は) 馬 05; 傳 

は 蜀志卷 九。 

謖は その 弟 

(五」 蜀志卷 

十三 

(六) 蜀志卷 

十 

(七) 趣 周 • 

郤 正の 傳 共に 

蜀志卷 十 一 

(八) 字 は 公 

il, 武 陵の 人。 

後 主に 怨望 を 

抱き、 ^葛の 

ために 流識せ 

らる。 蜀志卷 

十參照 

(九) 窝術を 

善くし 頗る 得 

失 を 論 決す。 


は 水： f 嚴を 以て 之れ を揭 ぐ。 蓋し 允 は 名 位 父に 踰ゅ、 故に 特に ー傳を 立つ るな り。 ？ぼは 

功^、 未だ 平と 改めざる の 前に 在り、 故に 反って 嚴の 名を揭 ぐ。 5S,. 、哪 isj-siis; "ゆ 

故に 蜀に 著す。 此の 義亦 併せ 考ふ べし。 〇a! 忠、 初めの 姓名 は 孤 篤。 王 

平、 初 姓 は 何。 而 して 二人 曾て 其の 初めの 姓名 も-薪せ す。 是れ 定格な り • 

〇 諸 葛、 相と なり、 彭承、 誅死を 免 かれず。 悲しい かな。 承の 獄中より 亮に與 ふる 書 

(八" なんだ 

は憐 むべ し。 然れ ども 諸 t:^ の 死す る や、 廢立 をして 泣 を 垂れし め、 李 平 をして 死 を 致 

さしむ。 是れを 以て 之れ を 推せば、 當に 冤枉な かるべし。 承の 徑 ちに 龎 統の牀 に 上り 

を さ 

し は、 粗 傲 笑 ふべ し。 馬 超 卿 其の 外を爲 め、 我れ 其の 內を爲 めば、 天下 定む るに 足ら 

ずと 謂 ふに 至りて は、 何ぞ將 門. 純 友の 言に 異らん や。 諸 * おの 人 を 罪する、 果して： 免 

枉な きかな。 

とど  1^ 九) 

〇 楊慣、 糧穀を 管 度し、 思慮 を稽 めず、 頗る 我が 長 束 正 家に 似たり。 而 して 其の 魏延 

と 平 かならざる は、 又淸正 • 行 長と 類す。 延の S プ猛矜 高は淸 正の 風 あり、 而 して^ は 

D  5  c  Nr-  5  s  ;o 儘. 延の 憎悪、 延 或は s を 擧げて 儀に 5W せば、 信 は gsssi^ す。 

1.1;: 長の あるに まさるな り 而 して 费襟 常に 蒙 i して 分別す、 亦是ゎ 一 の 鍋.： i"^ 茂な t た 

しょ  一？ いう ばしょく 

〇 向朗、 馬謖に 坐し、 建 興 六 年長 史を 免ぜら る、 乃ち 更に 心 を 典籍に 濟め、 孜々 とし 

m 窓- 隨 筆  三 五 


ひ' ちを漢 にへ 初 人 2 爭 
、議上 中 降 、め 、： ：； す 
疏 すら 王る 後 劉 字 
諫 るん の 。 、璋は 南 
しに こ 尊 群 先に 公宋 
て 及と 狭臣主 仕擧の 


初め 丹 羽長秀 

に 仕へ 富、 iKi 

萬を累 ねし む 

るに 至る。 後 

柴秀 吉に聘 

せられ 小 田 原 

征伐の 時は糧 

食 を 掌り て 運 

送の 事 も借辨 

す。 但し 資性 

不 舉 にして 思 

盧 定まらす。 

後 0^ 康 にっき 

又 石 田 一 一一 成 に 

通じ、 毛 利 輝 

元に 關ケ 原に 

從ひ 遂に 櫻 井 

谷に. 0 殺す 

( 一 ) 共に 漢 

の 高祖の 賢 相。 

凍 平はォ 智謀 

略 あり、 王 陵 

はよ くナ： SE 諫 
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て 倦まず。 年 八十 を踰 ゆる も、 猶ほ手 自ら 書 を 校し、 護 誤 を刊定 し、 篇卷 を積聚 する 

二  ：、 きこ 人、、 d  J  ノ。  feE-D 力 a マ .ul 入 マ 匕 A.X ン。 趙宋の 詩人 陸 游の詩 も 作る や、 口に^ あり" 

こと 時に て 1211^も名し 时. の： i>^lt- さカコ上 バノ たし H: に转 あり、 年 八十 餘に逮 ぶまで 少しも 廣 

せす、 亦^ 朗と 

類す る 者たり。 

〇 諸 葛の 表に、 「向 寵 必ず 能く 行陣 をして 和睦せ しめん」 と。 按ずる に、 寵は朗 の 兄 

の 子な り、 朗、 遣 言して 子 を 戒め、 ： 帥の 克っは 和に 在り、 衆に 在らず と稱 す。 寵は蓋 

し 善く 庭訓 を 守りし 者な り。 

〇 諸 葛、 張 裔を用 ひんと 欲し、 楊 洪に問 ふ。 洪 曰く、 「裔は 天 姿 明察、 劇 を 治む るに 

長ず、 然れ ども 性 公平なら ず、 恐らく は專ら 任ずべ からず。 向 朗を留 むる に 如かず。 

朗は情 僞差ゃ 少なし」 と。 是れ 正に 溫 公の 所謂 才智の 士は、 忠直を 得て 旁ら より 制す 

る 者な り。 卽ち陳 平 • 王 陵 並び 相た るの 故意な り。 

ニー) 

〇 費 詩、 漢中 王の 尊 號を稱 する を 諫めし は、 異識の 士と謂 ふべ し。 

一、 ni ) 

〇 杜微、 學を任 安より 受け、 一 たび は 劉 琼の從 事と なりし も、 疾を 以て 官を 去る、 後 

躲と稱 し、 先主に 屈せず。 吾れ 甚だ 其の 高 節に 服す、 而 して 其の 去就の 所 を 得る と 否 


左遷 さる 

(：：) 綿 竹の 

、> ネ は 定祖。 

少 にして 學な 

好み 隱 居して 

利 名., 營ま す、 

時人 稱 して 任 

孔子と 日 ふ。 

潔白 自ら 樂し 

み 終身 仕へ す 

(ra) 綿 竹の 

人、 {- ^は 茂 安。 

湯 厚に H 識を 

$, 家に 講 

S す。 嘗 て 天 

下の 大亂 を豫 

言し、 備の 

帝た る を 言 ふ、 

皆 符合す る 如 

しとい ふ 

(五) 許 慈、」 

字 は 仁 篤。 南 

陽の 人。 胡 潜 

{,1^ は 公與。 こ 

の 事、 蜀志卷 

十二の 許慈傳 

に 見 ゆ 


(六) 蜀漢後 

まの. 名 ：—ー 


と は 論す るな くして 可な り。 任 安と 董、 抉と は 並びに 漢 末の. r ル 人たり、 乂學行 を 以て 聲 

を齊 しう す。 安 は 七十 九、 扶は 八十 二、 皆 家に 卒す。 


2) 


こもぐ 


ばう とく 


あら 


〇 許 慈 • 胡潛、 並びに 學士 たり、 更.' 相克 伐す、 謗 謅 忽ち 爭ひ、 聲 色に 形 はる、 

そ たつ もち  しんけん 

の 有無 相 通 借せ ず、 時に 楚撻を 尊 ひて 以て 相 震 橈す。 學問 のま.：、 横流して ここに 至る- 

ま 二と 

詢に愁 笑すべし。 有志の 士は 宜しく 痛く 自ら 克責 し、 實學を 講究すべし。 然らずんば- 

初めに は 辭義を 以て 相 難 じ、 終りに は 刀 杖 を 以て 相 屈する 者、 何 ぞ獨り 蜀漢の 學士の 

りう きん  か き 

みならん や。 來敏 • 尹默、 左 氏 春秋 を 善くす。 默は劉 欲の 條例、 鄭衆 • 賈逵 父子 • 陳 

ー兀方 • 服虔 の注說 より、 咸略 ぼ誦述 して 復た本 を 按ぜず。 而 して 孟光は 公 羊 を 好みて 

左 氏を畿 り、 每に敏 と 此の 二 義を爭 ふ。 是 れ亦關 羽の 左 氏 を 諷誦す ると 異なり。 

〇蜀 に は 勸學從 事の 官 あり、 1|^默*譙 周、 皆 之れ となる。 周 は又徙 りて 典學從 事と な 

る、 州の 學を總 ぶる 者な り。 

〇譙 周、 書 を 後 主に 上り、 「陛下 天. 姿 至孝に して、 喪 三年 を. 踰ゅ」 と。 後 主 傳を閱 す 

るに、 禪、 三年の 喪 を 行 ふの 事な し。 是れ虚 美た る こと 疑な し。 

幽 窓】 筆  三 七 • 


(一) バ ：3 の 人、 

字 は 興 公。 博 

凄 能文な り 

ニー〕  K かの 賢 

臣。 左傳襄 公 

e: 年の 條に見 

ゆ 

(三) 究は夏 

の 時の 有窮り 

君。 Mu, 射も恃 

んで^^事を修 

めす、 遂に 塞 

s?^ に 殺さる。 

浞は寒 促の こ 

と 

(E;) 戰國齊 

の 人。 齊、 燕 

に 破らるな や 

遂に、 死す 

(五) 蜀志卷 

十 一 

(六〕 八十 一 

卷， 香 川. 正矩 

集 15。 文明よ 

り薆 長に 至る 

百十餘 年間の 

軍記物語 

(七) 吉田榮 

大-郞 ， 野德 

民 L 開傳〕 


1； 窓隨筆  三 八 

〇 譙 周の 仇國 論と 後出 師表と、 議論 相反す。 蓋し 各-見る 所 あり、 時勢 亦異 る。 其 „5> 


南中に 奔るを 諫めて 魏に 降る を勸 めし は、 竊 かに 悟らざる 所、 孫掉の 評， 誠に 然り。 

三 > 

(二〕  げぃ V- く  -ー， ねが  0  - 

r 武羅 を究. 泥の 墟に庶 ひ、 王蝎 を亡齊 


〇 譙周傳 の 注に、 桓溫、 譙秀を 薦めて 曰 


の 地に 想 ふ」 と。 武羅は 偶. > 其の 人 を 忘れたり、 當に査 すべし。 

(五)  ゑ なん，.」 

〇 卻正傳 に、 r 楚 客潜寇 して 以て 荊 を 保つ」 と。 註に、 淮南子 を 引きて、 楚卒、 齊の 

軍 帳 及び 枕 簪を偸 取せ し 事 を 載す、 亦孟嘗 君の 雞嗚 狗盜 なり。 而 して 陰德 太平 記 卷三 

十一 一、 杉 原 播磨守 盛 重 • 忍者 佐 田 彥四郞 • 甚五郞 • 小 鼠 佐 山 亲太郞 . 丸 山. 三 九 郞の事 

と 酷 だ 似たり。 

〇 任 子 は 卽ち門 蔭な り、 制度 通卷 九に 詳 かなり。 而 して 魏武紀 の、 馬 超、 任 子 を 送ら 

ん こと を 求む る は、 是れ 用って 質 子と 爲 すなり。 

(七) 

<r 榮太. 德 民と 三國 志を讀 む、 得る 所の もの あれば 隨 筆と 爲し、 備考すべき も 

のは雜 抄と爲 す。 二 生 亦 傚 ひて 之れ を 做さん と 欲す、 而 して 其の 取捨 繁雜に 苦し 

み、 余に 指示 を 求む。 余 乃ち 抄と 筆と を幷 せて 一 と爲 し、 一 一生に 资 せんと 欲す。 


r 八) It 

劉 表 

(九) 孫權と 

曹操 

(一 〇) 漢の 

武帝。 李 陵 は 

その 將第、 匈 

奴 と戰 ひて 遂 

に 降りし が、 

李 陵 匈奴に 兵 

化 な敎 ふと^ 

したる^ あり、 

武帝 此の 言 を 

借 じて 陵の 家 

族 も誅す 

二：； 後^ 

亡， ひ、 到 が 

帝位に 卽 ける 

年、 章 武は卽 

ャ， 蜀？？ 1$ の 號 


二 生 願 はく は 更に 之れ を 正せよ。 余の 書に 於け る や、 大を 遣して 小を抄 し、 精 を 

^して 粗 を 筆す、 殊に 體例 なし。 而 して 竊 かに 略 ぼ 其の 意 を 知り、 甚解を 求め ざ 

るの 義を附 す、 亦 唯だ强 顔の み。 二 生 i し 之れ を 知らん。 丁： J 六月 八日、 蜀書十 

三 を 始めと 爲す。 

蜀 十三、 〇 黃權、 州 牧劉璋 して 主 簿と爲 す。 蜀の 臣を考 ふるに 大抵 琼 • 炎の 遣臣 か、 

然らずんば 孫. 曹の 亡命な り。 漢土の 絕 えて 君臣な きこと 此 くの 如し。 權 進みて 曰く、 

「若し 漢中を 失 はば 則ち 三 巴 振 はず、 此れ 蜀の 股臂を 割く こと を爲 すなり」 と。 一語， 

ォ あら  ( 1 0) 

巴 漢と蜀 との 形勢， 其の 概略 を 見る。 圖を 按ずれば 自ら 現 はる。 註に r 漢 武は虛 罔の 

言 を 用 ひて 李 陵の 家 を 減 ぼし、 劉 主は憲 司の 執る 所 を 拒みて 黄權の 室を宥 す」 と。 -ぉ 

ずるに 權、 時に 魏に 降り たれ ども 妻子 誅を免 かれたり。 而も 遂に 國に 歸ら ず、 則ち 權 

の 罪 更に 陵より 甚し。 蜀 書皆蜀 Q 年 號を用 ふ、 獨り 此の 傳は權 已に魏 に 入れば 則ち 景 

初 三年 蜀の延 熙ニ年 云々 と 書す。 亦 實錄、 亦 書法な り。 〇^ 恢、 章武 元年、 i& 降 sf、 

畅 MJ- 一 InS? 寧 i は-お f の 都督 都 方 卒す。 先主 代り. を 問 ふ、 恢 R く、 「先 零の 役 啦 に 

幽窓 隨 筆  三 九 


(一) 充國自 

らも 指す 


(二) 第三 代 

g 帝， 第 四 代 

和 帝 


(マ；) St-. 

族の 名。 ItlK 


幽窓 隨筆  四 〇 

(11  は. A 

趙充國 曰く、 老臣に 若く はなしと。 臣竊 かに 自ら 授ら ず」 と。 先主 笑 ひて 曰く、 つ の 

ゑつ せん しき  よう. A い  ばっこ 

本意 も 亦已に 卿に 在り」 と。 先主 薨じ、 高定、 越 佳 £ に恣睢 し、 雍闓、 建 寧に 拔息 し、 朱 

褒、 ^：柯 に反叛 す。 丞相 亮、 南 征し先 づ越隹 £ よりす。 而 して 恢、 道 を 案して 建 寧に 向 

ひ、 諸縣、 恢の 軍を昆 明に 圍む 云々。 奔るを 追 ひ 北ぐ るを逐 ひて 南の かた 槃 江に 至り、 

東の かた 祥 柯 に 接し、 亮と聲 勢 相 連り て 南 土 平定す。 先主、 永 安に 薨ず。 永 昌の郡 吏 


せま 


ac 凱 • 府：^- 王 伉 等、 忠を絕 域に 執る こと 十有餘 年、 雍闓 丄咼定 其の 東北に 倡る。 而も 


二) 


凱 等義を 守りて 與に 交通せ ず、 頗る 班 超の 西域に 在りし に 似たり。 igif^gvc 馬忠 

よよ 

の 孫、 義は晉 の 建 寧の 太守な り。 呂 凱の 子、 祥は晉 の 南 夷の 校 尉な り。 其の 子孫 世 永 

昌の 太守と なる。 李 雄の 寧 州 を 破る や、 諸呂肯 へて 附 かず、 郡 を 擧げて 固守す。 Sfg 

チ 按ずる に 晉の蜀 土 を 治む る や、 多く 蜀の名 臣の後 を 用 ふ。 ほ 王 

平 連り に 馬 謖を諫 む、 護 用 ふる 能 はずして 大いに 街亭に 敗る。 惟 だ 平の 領 する 所の 十 

人、 鼓 を 鳴らして 自ら 持す。 事 倫なら ずと 雖も亦 我が 洞 春 公の 大內に 出 雲に 從へ るに 

似た る もの あ A。. 人を諫 むる 者 安ん ぞ自も 戒めざる ベ けんや。 平、 口授して 書 を 作り、 


は 五 胡 十六 國 

の ！ なる 前奏 

の 高祖 

(四) 宋の擧 

者 胡 二 省の 附 

けし 註 

(五) 明の 陳 

仁 錫刊、 n 一一 國 

产 5 評點 木」 あ 

り， その 評語 

(六) 廣 都の 

長と して 治 積 

擧ら す、 刿備 

怒りて 斬らん 

とせし が 諸 葛 

亮の救 解に 由 

りて 免 かる。 

諸 葛 更に その 

大器なる も 見 

己の 死後 は 1 

切の 國事 を統 

現せし める 樣 

後 主に 遺 if  E せ 

しが して^ 

は 能く この 大 

任に 堪 へたり 

(七) 蒋^ に 

於て は 先主 及 

ばす、 馬謖に 

於て は 諸 葛 及 

ば ざ る. を い J 

(八) 門人 吉 

田 榮太郞 


又 人 をして 史. 漢の諸 記 傳を讀 ましむ、 大いに 趙の 石勒に 類せ り。 亦 俊 と 謂ぶべし 


(三) 

てい わう 


l£gj!。 〇武 都の S 王符 健、 按ずる に符は の 誤な り、 諸誊 多く 然り。 通 鑑 の 胡 注に 

曾て 之れ を駭 せり、 今 其の 詳を 忘れたり。 余 諸 書を閲 する に陕 西の 陕、 多く 陝に 誤り" 

ちゃうぎ よく 

譖 訴の訴 多く 訢に 誤る。 isi ば ま 此の 類 極めて 夥し。 〇 夏 侯霸、 張嶷に 謂って：：： く、 

「足下と 疎濶 なりと 雖も、 然も 心 を 託する こと 舊の 如し」 と。 答 へ て ：：： く、 「僕 未だ 

子 を 知らず、 子 未だ 我れ を 知らず、 大道 彼れ に 在り、 何 ぞ心を 託すと 云 はんや。 願 は 

(5 

く は 三年の 後 徐ろに 斯の 言を陳 べん」 と。 陳の 評に 「交の 箴と爲 すべし」 と。 l:,lls 

h- し 時、 松 下 之 綱に 答 . • 

へし 語、 亦 iii 同じ。 


i ラとラ 


十四、 〇 蜀書、 此の 傳 及び 諸 葛 亮* 龐統 • 法 正の 傳、 並びに 姓名 を揭 ぐ。 其の 他 は 皆 


(六) 

た  f  ztv-  i  しゃ， つ ゑん 

獨だ 姓を揭 ぐるの み。 纖 先主 將に罪 を 蔣琬に 加 へんと し、 而 して 諸 葛 は瑰を 薦め 

て 己れ に 代らし めんと す。 諸 葛 は馬謖 を器異 し、 而 して 先主 は 其の 赏に 過ぎた る を 察 

せり。 是れ 先主と 諸 葛の 相 及ばざる 處 なり。 榮太、 孔 明が 先主の 東行 を 諫め. たる 事 を 

拈 出せる も亦然 り。 〇 瑰以爲 へらく、 昔 諸 葛 亮數. ^秦 川を闕 ひし も、 道險 しくして 連 

幽窓 隨筆  四 一 


幽窓 隨筆 


二 


二) 沔は漢 

水の に 入 

る 所  >  ふ 

(二) 費 ま 

W 敏拔 群、 其 

の は 書 令たり 

し 時 繁務の 傍 

ら賓 ^！;: に 接し 

て飮食 戲、 

餘裕 s!^ 々おり。 

S 允 代つ て尙 

書 令と なり、 

複に依 はん 

と せし も 及 ば 

す、 終日 事に 

從 ひて 尙ほ 足 

ら す. .0 ら才 

力の 相 る こ 

とも 嘆ぜ しと 

いふ 

(一一 一) 共に 漢 

, 弋^ 賦の 名家 

(四) 光 1«大 

夫の {t.: にあり 

し 人 

(五) 送別の 

挨拶 をす る 意 

(六) 謝 .女 は 

水の 戰に悠 

-が： 棊ーゲ 一 K みし 

と 云 ふ。 然れ 

ども それ は此 

の 時よ. n- 百年 


艱み竟 に克っ こと 能 はず、 水に 乘 じて 東 下す るに 若かず と。 乃ち 多く 舟 船 を 作り、 漢 

より 魏の 興. 上 庸を襲 はんと 欲す。 衆論 咸謂 へらく、 如し 捷っ克 はずん ば還路 甚だ 

ひ ゐ  き やう-人 

難し、 長 策に 非ず と。 1^、 費韓 等と 涼 州 胡 塞の 耍を議 す、 宜しく 姜雜を 以て 涼 州の 刺 

ひき 

史と爲 すべし、 維、 銜 して 河南 を 持し、 臣當に 軍 を 帥ゐて 維が 鎭の繼 となる べしと。 

〇 费禕、 書紀 を省讀 する に、 目 暫く 視て已 に 其の 意 3S を究 む、 其の 速 かなる こと 人に 

ニー) 

數 倍し 終に 亦 忘れず。 董允、 禕に 代る 云々。 費 韓*董 允、 事 を 治む るの 遲速 は、 猶ほ 

文に 司 馬 相 如. 枚皐 あるが ごとし。 〇 魏 軍の 興 勢に 次す る や、 禕に 節を假 し、 衆 を 率 

ゐて往 きて 之れ を禦 がしむ。 來敏、 韓 の 許に 至りて 別れ、 共に 棊を圍 まん こと を 求む ハ 

(プー  とどま 

先に 晉の. 謝 安 • 謝玄已 に 此の 事 あり。 〇 諸 葛亮の 死後、 出で て漢 中に 住る。 碗-及び 裨 

より、 自身 は 外に 在りと 雖も、 慶賞威 刑皆遙 先諮斷 して 然る 後 乃ち 行へ り。 諸 葛南征 

せんと 欲すれば 王 連諫爭 し、 姜 維西征 せんと 欲すれば 費禕裁 制す。 〇 姜維已 に 魏に降 

り、 反って 盡く魏 の 兵 を坑し 蜀の祚 を還復 せんと 欲す。 其の 膽 果して 斗な り-」 松 之の 

、九ノ  ( 1 C  > 

孫 盛 を 論- 駁 する は 極めて 當れ り。 下 條の駭 も 亦當れ り。 {1tw5ui 鎖 f き sliz 


餘の 後の 事な 

り。 先に 已に 

此の 事 あり i 

言 ふ は 松 陰の 

思 ひ 違 ひか 

(ヒ) 世 語に. 

姿 維 死せ し 時 

解剖せ しに 其 

の E" 斗の 如く 

なりし と あり 

(八) 南北朝 

の 宋の裴 松 之 

三！； ャぶ註 を 

作る 

(九) M の 寧 

者。 蜀志卷 十 

ra 姜 維の 傳の 

終りに、 裴松 

之、 孫 盛の 姜 

維 論 を 引きて 

これ を駭す 

(一 〇) 三國 

志の 著^ 陳 Sst 

の姜 維に 對す 

る 論評 を駭し 

たると ころ 

ニー) 蜀志 

卷卜 五に 張 1^ 

の傳 あり、 裴 

氏の 註に、 其 

の^^：祖父の事 

を敍 したる 

も 以て 松 陰 


十五、 〇 張 翼の 曾祖父 綱、 f5 梁冀、 綱を陷 れて廣 陵の 大 守と 爲す。 請 iil" 綱、 ^ 

車に て賊 壘に詣 る。 事、 顔眞 卿が 李 希烈に 使せ しが 如く、 段秀 實が郭 晞に詣 りしが 如 

ま， PW ま 

し。 〇 亮 卒し、 eK、 魏を 慮り 巴 丘の 守兵 を！？ し、 蜀も亦 永 安の 守 を 益す。 陳の 評に、 

r 漢賊兩 立せ ず、 孫 權與に 援と爲 すべし」 と。 此の 句 は 並びに 武 侯が 萬 分 の 一お 

ニニ)  わか 

なり。 〇 李密の 事の 如き は裴の 註の 最も 功 ある 處、 密は孝 孫、 亦 忠臣、 上 誓 中、 臣少 

くして 僞 朝に 仕へ 名 節に 矜ら ずの 數語、 忠魂 義腊具 さに 紙背に 見る。 陳、 反って の 

字 を 註す。 焦 竑亦云 ふ、 「之れ を爲 して 滿 たず」 と。 鄰守益 は 則ち 云 ふ、 r 一  きの 失な 

二き 

り」 と。 並びに 淺見た る を 免 かれず。 初め 太子 洗 馬を辭 し、 後、 小： 1： 書郞 . f  • 州の 

大 中正. 漢 中の 太守と なる。 其の 人 ここに 於て 推すべし。 密、 述 理論 十 篇を著 はし、 

楊戯、 季漢輔 臣贊を 著 はす。 按す るに、 蜀書は 楊戲を 以て 結と 爲し、 悉く 其の！：；：！ を 載 

や" つ ダラ 

せたり。 一 謦の體 甚だ 好し。 〇 楊顒、 諸葛亮 の主簿 となる。 亮 嘗て 自ら 簿書を 校す、 

願 直ちに 入りて 諫めて 曰く 云々 の數十 語、 柳 州の 梓 人の 傳と 似たり。 〇 張^ 仁 は 本名 

は存、 素より 龐統に 服せ ず。 統、 矢に 中り て 卒する や、 先主-一一 >c を發 して 嘉 嘆す。 存 z: 

g 窓隨攀  四 三. 


I 


これに 論及せ 

K- なり 

ニニ)  isle 

の 表 も 以て 知 

られ たる 孝 孫、 

蜀志模 鼓の 傳 

の 註に その 事 

も-記し、 その 

表 を S- す 

( 一 三) 明 代 

の學者 

二 巧) ^代 

の擧者 

( 一 五) 宫 1^ 

( 一 六) 柹宗 

元。 ti- 人傳は 

八 lis 文讀 本に 

あり 

( 1 ) 

字 は 公 JJT 費 

<!5r 字 は 文 偉 

(二) 

南の 文集。 局 

南， 名 ほ 孝 ，据。 

局 防の 人、 荻 

生 徂祙の 門人 

にして 後長 州 

藩 擧明倫 館の 

祭 酒と なる 

(三) 山縣半 

0. 松 陰の 友 

人 〔関 傳〕 

(g:) 明の 吳 
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く、 「統 は盡忠 惜しむ べしと 雖も、 然も 大雅の 義に違 ふ. 一 と。 先主 怒りて 曰く、 「統， 

身 を 殺して 仁 を 成せる を、 更に 非と 爲 せり」 と C 存の官 を 免ず。 C 諸 葛、 孫 福の 爲め 

产 一 ソ 

- 一 う え ん 

に 身 後の：^ 相 を 擧げ、 公 琰. 文 偉と 爲す。 甚だ 高祖の 語に 似たり。 〇 時 法、 異姓 を以 

て 後と 爲す こと を 禁ず。 故に 張襻は 姓を衞 氏に 復す。 又 劉 封 は 本と 寇氏 なり、 先づ養 

ひて 子と 爲す。 是れ蜀 書中の 養子の 事たり。 蜀書 終る- 

丁已 筆記 二月 念 八日 

(二)  (I  二) 

余、 周 南 集を讀 み、 吉 齋漫錄 なる ものに 垂诞 せり。 頃ろ 周 南の 裔、 世 銜に乞 ひ、 其の 

藏 する 所の 古寫本 を借讀 する に、 大いに 望む 所と 異なり。 上下 ニ卷、 上 は 程 朱と 難 を 

爲し、 下 は 陽 明と 難を爲 す、 而 して 皆 辯 を 好み 勝 を 好む の 病 依然として 宋. 明 諸家の 

習な り。 然れ ども 其の 中の #e 語 も亦廢 すべから ず" 左に 撮抄 す。 

吉齋 漫錄、 嘉靖癸 卯 三月 十 一 日、 蘇 原 山人、 濡須、 nJK 廷翰 著。 

何 を か 道と 謂 ふ、 一 陰 一陽 之れ を 道と 謂 ふ。 何 を か 氣と謂 ふ、 一 陰 一陽 之れ を 氣と謂 
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ふ。 氣は卽 ち 道、 道 は 卽ち氣 なり。 〇 ，あ-政へ て 斷然氣 を 以て 理と爲 す。 〇 聖人の 兩偶 

四 象の 說、 必ずしも 附す るに 五行 を 以てせず して 足る。 〇 五行の 說は 始めて：^ に 見 

え、 而 して 洪 範に詳 かなり。 人君 政を爲 すに、 其の 當に行 ふべき を 以てす、 故に 呼び 

て而 して 之れ に名づ くるの み。 後人 遂に 以て 天 行と 食し 而 して 禮 運に 稱述 せる は、 蓋 

し漢 儒の 附會 にして、 聖人の 言に 非ざる なり。 〇 善性 は卽 ち是れ 道、 道は卽 ち" 1^ れ陰 

陽。 所謂 誠 も 亦 只 だ是れ 陰陽、 眞實 無妄の 名な り。 〇 旣に名 づけて 性と 爲 さば、 卽ち 

巳に 是れ氣 なり、 又焉 んぞ氣 質の 名 あらん や。 旣に氣 質の 性な くんば、 又焉 んぞ 天 地 

の 性 あらん や。 〇 人心と 道心と、 本 は 則ち 一 なり。 人心 は 道心に して 性 も 亦 一 一な し。 

人心 は 人欲に して、 人欲の 本は卽 ち是れ 天理な り、 則ち 人心 も 亦 道心な り。 道心 は 天 

理 にして、 1K 理の 中、 卽 ち是れ 人欲な り、 則ち 道心 も 亦 人心な り。 明 道 謂へ らく、 天 

下の 善 惡は皆 天理な り、 之れ を 惡と謂 ふ もの は、 本より 惡に 非ず、 但だ 或は 過不及 あ 

り、 便ち 是れ なりと。 又 謂へ らく、 天下の 善 惡は皆 夭 理 なり、 惡と言 ふ もの 本より 惡 

に 非ず、 伹だ 或は 過不及 あり、 便ち 此 くの 如しと。 ？ 、触 雜きメ 盤 M ザ 
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〇 夜 氣は卽 ち是れ 浩然の 氣 にして、 乃ち 是れ 仁義の 心なり。 義を舍 てて 而 して 利 を 言 

ふ 者 は、 必ず 人欲 陷溺 の危 あり。 利を舍 てて 而 して 義をー W ふ 者 も、 亦 天理 自然の 安な 

ン。 以上 卷の下 OS する に大  • 

L 抵 3£明 • 大學を す，^ 

下 卷に亦 一一 一一 口 ふ、 孔門 は 詩 書 執禮を 以て 雅言と 爲し、 文 行 忠信 を 四 敎と爲 す。 當 時の 

學 者の ェを用 ひし は、 只 だ博學 • 篤志 • 切 問 • 近 思 • 言 忠信 • 行 篤 敬の 上に 在り。 

而 して 仁 を 求む るの 一 事 は、 乃ち 其の 先務な り。 曾 子犬 學を傳 へしより、 始めて 正 

はう、 ソんを も こむ 

心 を 曰 ひ、 子 思 中庸 を 作りて、 始めて 盡性を 曰 ひ、 孟子 乂存心 • 養氣. 求 放心. 知 

性 • 養 性 等の 項 を說き 出す。 而 して 學 者の 工夫 は漸に 向上 を 求む と。 是れ 等の 處は 

蓋し 周 南の 深く 取れる 所な り。 

三月 十三 日 起筆 

0 萬 *1 不朽の 大著 作 を 成す は、 頃刻の 能く 成す 所に 非ず。 頃刻の 能く 成す 所 は，、 決し 

て 萬せ 不朽の 大著 作に 非ず。 苟も 著作に 志 ある 者 は、 古に 鑑み 以て 速 かならん こと を 


：：： 名：:： 父卷 wri^ S 八 南 五 は!^ し 初つ 書魏 b  ^ 人つ ニ丄 
：5 臣 の 、書 書 5 十史 5 十 喪す がめ^  'に^ 書 、：十 
姚内は 五 卷《 卷 の。、 百 終 平 はネ 卷 

宋 Jjlj 察 二  H  + 唐 を 北 唐- 歷北 後に;? f  二る： ト: 高 は 後 

の 初撰卷 十六の 撰-もの 史齊] ^仕の 十歷^ 祖孟 i 夷 
歐 のす は六卷 人す 百 人 WW にへ 人卷史 のよ 堅の 


二) 漢の 人、 

ネは子 長、 太 

史 公と 被せら 

る。 史記は 黄 

帝よ の武 

帝 もで の紀傳 

體歷屮 • 書、 百 


欲する の 志を歇 めよ。 

二)  つく  ニコ 

司 馬遷は 其の 父談の 書を縯 ぎて 史記 を爲 る。 班 固 は 其の 父彪の 傳を續 ぎて 漢書 を爲 り， 

其の 女昭に 至りて 之れ を 成す。 李 百藥は 其の 父德 林の 紀傳 を-;^ ぎて 北齊 書を爲 る。 李 

大師の 子延) ^は S 下闕) 

, 五ン 

姚思 簾の 梁 *陳 書 は、 三 骨の 傳、 父子 數十歲 を歷て 乃ち 成る。  . 

隋書は 王劭に 始まり、 次に 顔 師古を 以てし、 次に 魏徴等 を 以てして、 其の 十 志 は 髙{ 一： 小 

の 時に 成る。 


新廣 書の 成る や、 十七 年 を！ if 


00 


柯維 験の 宋史新 編 は 二十歳 を てなる。 g&gl: 。に 

(九) 


條 . 朱祁等 

4g を ils^ じて^ 


讀 詩餘錄 丁 巳 五月 十八 日 起筆 

f 一  〇 ン  た ひら. * 

〇 齊 風の 載 驅篇、 「魯 道蕩 なる あり」 の 一句、 前の 二 章 は 車馬 を 以て 起し、 後の 二 章 

ぶんす ゐ  ^.^/\  す ゐ.， \- 

は 汶水を 以て 起す。 南山 篇は 却って 是れ 「南山 德々 たり、 雄 狐紋々 たり」 を 以て 起す. 
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す、 二百 二十 

五卷 

(6 字 は奇 

純。 明の 擧者、 

嘉靖の 進 士。 

門人 四百 餘、 

舉は實 を努む 

ベ きを l.na,i 

(九) 第四卷 

二 九 三 頁 「朱 

竹 $1- 文 粹も讀 

む」 參照 

二 〇) 詩經 

齊 風の 中の 載 

0 . 南山 篇參 

照 

(一) 前 出、 

二 六 頁參照 

(二) 塗 は 歯 

字を抹 去す る 

こと、 乙 は 字 

の 遺脫 ある を、 

そ の 傍に 勾し 

て 增 す こと 

(三) 雨森芳 

洲、 名 は 東。 

京都に 生れ 對 

藩儒と なる。 

*5 唇 五 年歿、 

年 八十 八 
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同一 の 句に して 三た び 變用を 做す。 以て 全 句 を 襲ね 用 ふるの 法 を 悟るべし。 

〇 放 翁の 詩に、 「我れ に 四 目と 兩 口と 無し、 但だ 人間に 於て 事 を更る こと 久し」 と。 

人 皆、 四 HI 兩 ロは曹 操の 語に 出 づるを 知れ ども、 而も 更 事の 二字に 至りて は、 或は 其 

の 出 づる所 を覺ら ず。 按ずる に、 武帝紀 に、 范陵、 笼 中に 至り、 宪使 をして 自ら 屬國 

の 都 尉と ならん こと を 請 はしむ。 公 n:  く、 「吾れ 預め 當に爾 すべき を 知る、 聖な るに 

非ざる なり- 但だ事 を更る こと 多き のみ」 と。 古人、 事 を 用 ふる、 率ね 多く 是 くの 如 

し。 

(二)  まじ 

〇 又讀 書の 詩に、 「校馨 の 心苦しく 塗 乙 を 謹み、 吟諷 の聲悲 v.^  く 歌 哭を雜 ふ」 と。 讀 

書の 秘訣 は 兹に存 す。 余 頃ろ 芳洲 口授 を讀 むに、 一 K はく、 「讀 書の 法、 五 張を讀 むこと 

一遍 は、 一張 を讀 むこと 五遍に 如かず。 一張 を讀 むこと 五遍 は、 半 張を讀 むこと 十遍 

に 如かず。 半 張を讀 むこと 十遍 は、 二三 行を讀 むこと 二十 遍に 如かず。 二三 行 を讀む 

こと 二十 遍は、 一句 を讀 むこと 四十 遍に 如かず」 と。 叉 云 はく、 「東、 ニ師と 漢書の 

を は も 

紀傳 若干 卷を 僭讀 し、 句 月に して 乃ち 訖る、 倘し晝 夜併讀 せば 十五 日に て 了すべし」 


(si)  w 末の 

忠臣 鄭 成功 

(五) もす の 

鳴き ご ゑ、 百. 

舌 鳥 は惡聲 な 

るよ. 外國人 

の 語 を 卑しめ 

て 言 ふ、 蠻爽 

の 語 

(六) 室町 時 

代 末期に 鑲倉 

五山の 僧侶 を 

巾 心と して 漢 

奥 勃興す 

(七) 賴出陽 

の 叔父、 藝藩 

吏に して 儒者 

(八) 王 仁 

(九) 古今 集 

の 序に 紀貫之 

は 王 仁の 作と 

專 へ ら るる 歌、 

「難 波 に 咲 

くや この 花 冬 

ごも h- 今 を 春 

ベと 咲く や こ 

の 花」 と淺香 

山の 歌と も以 

て 歌の 父母な 

りと せり 

( 一 〇) 紀貫 

之 

(II) 新 井 


と。 是れ 妙、 秘訣 を 得た る 者な り。 

〇 物 徂徠の 孔子の 赞に、 日本 國 夷人 某と 稱す。 其の 悖れる こと 固よ り^し。 然れ ども 

(•0)  かへ 

近時 賴 山陽の 鄭延 平の 傳を讀 むの 詩に、 「節義 飜 つて 歸す鱗 介の 徒」 と。 其の 侮 も 亦 

(S) 

げきぜつ 

徂徠の 下に 在らず、 叉 其の 薩摩 を稱 して 南蠻と 爲し肤 舌と 爲す は、 並びに 佳 語に 非ず „ 

五山の 徒 は 其の 西 人の 怒りに 逢 はんこと を 恐る、 吾れ は獨り 其の 罪 を 正 名に 得ん こと 

(七) (八)  なん ぢ 

を惧 るるな り。 杏 坪の 王 博士の 墓の 詩に、 「奚ぞ 啻に 國 風雨より 始ま る の みならん、 

原と 知る 聖典 吾れ に 向って 傳ふ」 と。 是れ も亦曉 るべ からず。 國風闹 より 始まる と は- 

つ 九ン  (i〇) 

難 波 津の哥 事 を 言 ふに 似たり、 而れ ども 是れ國 風の 始まる 所に 非ざる なり。 若し 紀氏 

なん ぞ ただ 

論ずる 所の 父母 を 以て 之れ を證 せば 誤れり。 且つ 奚 管の 兩字は 下し 得て 殊に 好からず- 

第五の 敎讓の 二字 も 亦 好からず。 余 曾て 詩 を 作り、 江戶を 指して 東 燕と 爲し、 頗る 以 

て 的 當と爲 せり。 頃ろ 芳洲 口授 を讀 み、 亦 多く 東 藩の 字面 を 用 ふ。 芳洲と 源 君 美と 國 

王の 事例 を 論ぜし 書に 云 はく、 「朝鮮 稱す るに 殿下 を 以てする の 書、 未だ 嘗て 一た び 

も辭 せず、 是れ王 を 以て 自ら 居るな り」 と。 云 はく、 「大君の 稱、 固より かなら ざ 

幽窓 隨筆  四 九 


白 石。 芳洲と 

國 HI- CS" 號の事 

例 を -151 じたる 

書 は 集 第 

八卷 外蕃： 通 略 

附 .1、 國王稱 

號論參 照 

二) 宋の王 

揪撰す *。 古書 

の 異同 を考證 

す、 凡て 三十 

卷 

(二) 街の 憲 

宗， 高崇文 を 

造 はして 賊を 

討つ。 戒めて 

曰く、 孜 もし 

捷た ざれば 當 

に！^ 雍を遣 は 

すべ しと" 崇 

文奢戰 して 勝 

ちて 歸る 

(三) 名 は ffi 

憙。 肥 前の 儒 

おにして 島 原 

藩主に 仕 ふ，^ 

原 城紀事 二十 

卷は寬 永年 問 

に 於け る 肥 =!S 

EI 耶蘇 教徒 爭 

亂の顚 末を詳 

記せる 書 
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るに 似たり」 と。 安中 侯 職 〈き ム； Hg^l 帽； iuis  。巳に 其の 書を傳 中に 收め、 從 つて 之 

れを 論じて 曰く、 「立言 命 意、 的確 易 ふべ からず」 と。 然 らば 則ち 余 向に 作りし 所の 

外 蕃通略 は 未だ 必ずしも 罪 を 名敎に 得ざる に 似たり。 

〇 芳洲の 句， 鍊句 全く 小說 より 來 ると。 亦 一 K ふ、 野 客 叢書 等の 類の 如き は、 之れ を 小 

說と謂 ふと。 余 未だ 此の 境界 を經 ず、 暫く 錄 して 後 考に備 ふ。 

き ざん 

〇 山 S の樱 井の 驛址を 過ぐ るの 詩 は、 頗る 祁 山と 綿 竹と に 似たり。 孔明は 病みて， 祁山 

に 卒し、 其の 子 瞻は戰 ひて 綿 竹に 沒す。 夫れ 大 楠の 戰 死は大 葛と 同じから ず。 然れど 

も 其の 忠焉 謀略 は 正に 相 匹敵す。 瞻の愤 歎 死に 赴く に 至りて は、 尤も 小 楠に 似たり。 

祁 山と 綿 竹と は遙 かに 漢水 を隔 つれば、 則ち 稍 や i 逸しと 雖も亦 以て 兵 庫と 四條 の 淀 

水 を)： むに 比すべ きなり。 山 陽 の 典 を 引く こ と 確 的な る は、 特に 此れの みならず。 

偶 ニニ 國志 を讀 む、 因って 之れ を錄 す。 

(二)  (三) 

〇 又詠懷 古跡の 短歌の 「崇文 未だ 捷 たず、 劉 雍を遣 はす」 も 亦 確な り。 河北 溫 山の 原 

よ なよ だ 

城紀 事， 采 つて 以て 一 論 を 構 ふれば、 則ち 冗 結し く 襲 絶し， 但だ 其の 「最も 隣むべし 


り 寬す巢 は 松 だ b に昌さ 5 
永 、をす 平平て 征 。5™ 
十 年 冒 。信が^ 討^ 
五 五 し fi 綱す' し 使 原 ^^*^<1： 

年 十て 昌 を?,？ 亂 との fr 羅 
た一 死賊 遣府 未な 亂 a 山 


(六) 名 は愿， 

字 は 伯 立、 潜 

鋒と 號す。 水 

戶 藩の IHCJ-, 

義公史 を修す 

る の 志 ありて 

召さる。 保 建 

大 記の 著 あり。 

寬永 三年 歿、 

年 三十 六 

(七) fc- 精澹 

泊、 水戶 藩の 

碩 ir 潜 鋒 等 

と共に 大日 本 

史 編修に あた 

る。 元 文 二 年 

歿、 年 八十 二 

(八) 唐の 詩 

人 

(九) 江戶の 

者。 寬延ニ 


L よ, i    くリっ 

孤 墓 松 揪に圍 まる」 の 一 句、 余 嘗て 原 城の 故址に 登り、 孤松の 下に 一 碑の^ 立す る を 

つま-ひら  fra.)  (五) 

見， 就きて 之れ を諦 かにせ しに、 則ち 林 祭 酒 撰 板 倉 侯の 碑な り。 所謂 孤 墓と は 卽ち是 

の 物にして、 lljll んぞ松 楸に園 まるる こと あらん や。 

(六)  ft)  00 

〇 栗 山 潜 鋒の 安積 君の 九 首の 詩 を 分ち- 各.^ 一首 を 和す るの (詩の) 序に、 祖 詠の 事 を 引 

きて 曰く、 「試に 應 じて 終 南を賦 し、 繙 かに 四 句 を 得て、 之れ を 有司に^る、 或 ひと 


たじ 


之れ を 詰る。 詠 曰く、 意盡 せり」 と。 きなる かな 言 や、 是れ 詩文の 秘訣な り。 

独 山 彩 I 品の 東韓事 略に、 東國 輿地 勝覽に 載す る 所の 詩 十四 首を錄 す。 W つて 憶 ふ、 周 

てう じれく  そ そつ 

南 集に 徂徠 先生に 答へ て 云 はく、 「大抵 韓人の 作る 所 は、 調 熟 ！：！ 貼、 此の間の 蠤 率な 

だし. 4 ゾ 


な ほ 


(19 


るに 比せず と雖 も、 而も 概ね 懦色 あり， 猶尙 其の 猿 王の 旗 を 望み、 丘ハ を. きて 辟易す 

る ものと 同じ、 其の 推尊夸 張す る 所の 先代の 英者 も- 亦 鴨 綠の水 を 飲みし のみ」 と。 

此 の 言 蓋し 誣 ならざる なり。 

〇 頼 杏 坪の 太宰府に て感 ありの 詩の 「千 単一 の 飛 梅 一夜の 松」 は、 元と 人の 成句な り、 

五山 堂 詩 話 補 遣卷の 四に 見 ゆ。 

幽 隨维  五一 


る 據龍代 雷 s 
人說 泉の;^ 巳 
に • 人。 

關太 戰 51 
係 阿 名 S 華 
あの 劍時 • 


もる 長文 陽への 卷し詩 山 菊 二 も 二 
上 。沙 帝の  一 。も 話と 池 さ；^ 
る 又に に 人 序文の も號桐 す 5^ 
治 議仕賈 漢 を 化 、編す 孫 
安せ へ 誼の 附 四十 纂 "^一詩 秀 
策 ら 、 。洛す 年 三せ の 五 人 吉 


幽窓 隨筆  五 二 

〇友人！|^月性の七雞第五句に 「少年 才子 長沙の 匹」、 末 句に 「治安の 諸 策 千秋に 足る」 

(二)  (三) 

と。 虎山の 評に 「末 句 は 五 句 を 犯す、 七. 律に は 此の 法 あるな し」 と。 偶  >白 詩 第 四 を 

(0>  ま さ 

讀 むに、 「張. 雷應に 氣、 天を衝 くを辨 ずべ し」、 其の 結末に r 肯 へて 泥中に 向って 折 

( 五 > 

わう せいぼう げぃほ けつよ 

劍を拋 つ、 收 めて 重 鑄して 龍 泉 を 作らず」 と。 此の 類 it からず。 王せ 懋の藝 圃擷餘 に、 

「藝 を談 ずる 者 謂へ る あり、 七 律の 一句に 兩 つの 故事 を 入るべからず、 ー篇中 重ねて 

故事 を 犯すべからず」 と。 吾れ 以爲 へらく、 皆 妙 悟に 非ざる なり。 詩 を 作りて 神 情の 

傳處に 到らば、 分に 隨 ひて 自ら 佳し。 下し 得て 痕跡 を覺 えずん ば、 縱へ 一句 兩 入し、 

兩句 重犯す とも、 亦 自ら 傷るな しと。 虎山 は 蓋し 偶. '之れ を 忘れし ならん。 

- -  も  (六)  ねんし £1 つ 

〇 行李 は 使 人な り、 而 して 後人 用って 旅装と 爲す。 隨園詩 話に 曾て 之れ を拈 出す。 然 

れ ども ほ 黎の 石洪を 送る 序に 、「行李 を戒 む」 と。 則ち 誤り 用 ふること 已に 久し。 鶴臺 

遺稿に、 「他日 行李 往來 す」 と。 5 簡將 it 是れ 用って 使 人と 爲 すなり。 

〇 淸の 周議， 柴斷 r 同 選の 陸 放 翁 詩鈔に は、 首に 曾 學士に 別る と、 曾學士 に寄酬 すと 

の 二 詩 を 列ぬ。 陸 は 業 を 茶 山に 受く、  2^ て 其の 淵源 を 見るべし。 而 して 其の 大尾 は 則 


al) 5 の 人。 

此の 書 は 詩 格 

み- 雜 翁す、 凡 

て 三十 餘條 一 

卷 

(六) 淸の詩 


(二)  の 

II 者 坂 井 虎山 

(三) 白樂天 


iif 歿 年 七十 

二 


人 s 枚の 著 

(七) 韓返 之。 

廣宋八 家 文 請 

木 「石 ほ士を 

送る 序」 參照 

(八) ^彌八 

(鶴？ と號 す) 

の  一 >if 甞、 鶴 S 

は 長 藩の 待 鼓 

にし て儲^^。 

-女永 二 年歿、 

年 六十 五。 鶴 

e 遺. fi、 鶴臺 

羅 あり 

(九) i、 

茶 山 居士と 號 

す。 朵人 にし 

て 詩 をよ くす 

(一 〇) 偏 後 

神？ の 儒 * に 

して 詩人。 名 

は晋 帥、 字 は 

禮卿。 资葉タ 

陽衬舍 詩稿 二 

十三 卷 あり。 

文政 十 年歿、 

年 八十 

(一一) 古賀 

精 里， 幕府の 

li{c。 文化 八 

年 祭 酒と 共 

に對 馬に 往き 

て韓 使に 接す。 


ち兒に 示す の ー絕 なり、 亦 其の 人の 忠節 を 見るべし。 是れ編 撰の 微意な り。 

〇&%ew の 詩に、 檢 稻を撿 田と 謂 ひ、 瀧 鶴臺の 稿に、 撿地を 均 S と 謂 ふ は、 皆 其の 實 

を 得ず、 而 して 今人 或は 襲用す る は何ぞ や。 賴杏浑 は 均 田の 法 を 行 ふ、 則ち：：： く、 「三 

秋 地 を撿し 田租 を 減ず」 と。 是れ 其の 實に 就きて 之れ を 言 ふ、 固より 妨げな きなり。 

〇 賴杏 坪の 精 里、 對 州に 赴き 朝鮮の 聘 使に 接する を 送る の 詩に、 r 釈だ當 に 大體恩 詔 

なん  きんたん 

を存 すべし、 詎ぞ微 文 を 用 ひて 鴛端を 開かん」 と。 當 時の 幕議、 蓋し 此 くの 如し、 時 

に 文化 八 年な り。 禮を對 馬に 行 ふ は 是の時 を 始めと 爲す。 故に 叉 n: く、 「馬 島の 鴻臚 

新館 舍」 と。 

〇 賴杏 坪の 高山 彥九郞 の ー絕は 見得 甚だ 淺し、 蓋し 未だ 其の 事を詳 かにせ ざるの み。 

山陽、 傳を 作りて 稍 や 其の 意 を 得た る も、 而も 尙ほ憒 々たる を 免 かれず。 

〇 杏坪鈔 の、 四 郡 ：  ?3  • 郡官の 詩と 賜 吿雲石 の 詩 は、 政 跡. 地理 並びに 史乘 • 地 志 

を 補 ふべ し。 挽 近 諸家に 希に 覩る 所、 詩是 くの 如くに して 作るべく、 傳ふ べし。 

「一二)  ま VJ 

〇 杏 坪の 詩に、 「^后 地下に 楚姬に 逢 はば、 應に楚 姬が楚 に 負 かざりし に愧づ べし」 

幽窓 隨筆  五三 


文化 十 年 ST 

年 六十 八 

( 一 二) 漢后 

は漢め 高祖の 

Asup 呂氏。 楚 

姬は楚 の 項 羽 

の 妾 虞 美人 

へ 一 ) 古賀侗 

巷 (稳 の 子、 

iGt 府の 11 官。 

弘化 £ 年 3«、 

年 六十) の 著 

(二) 欺 21 修 

の 文 

(三) 蘇老 泉、 

(£) 諫 論と 

共に 老 蘇の 文 

(五) 齊の桓 

公 •  St の 文 公。 

共に 戰國 時代 

に 霸業を 成す。 

事と は SS 案 を 

さす 

(六) 老 蘇の 

文， 卷の 十六 

转昭； 

(七) 司馬遷 

i 班 固 

(八) 宋の^ 

馬 光 (世に 涑 

水先 生と 稱 

す) の W 治： 通 


幽窓 IS 舉  .  五 四 

( 1 >  も  まさ  い 

と。 按ずる に恫巷 筆記に 淸 人の 詩 を 引きて 曰く、 「倘 し漢高 羽に 愈る と 道 はば、 試 

みに 呂后 を將 つて 虞姬に 比せん」 と。 

八 家文隨 讃隨錄  . 

ニコ  . 

〇 歐 文の 碑 誌 は 俯仰 低囘、 情文窮 りなし。 然れ ども 吾れ より 之れ を觀 れぱ、 濃厚 過ぐ 

る こと t:^ し、 終に 習 氣を免 かれず。 

ニニ) 

〇 老 蘇の 文 は 議論 囘曲 牽強に して、 其の 人の 檸狡 たる を 見るべし、 決して 善 物に 非 

ず。 

(0)  (S) 

〇 春秋 論に 「周 公の 心 ありて、 然る 後 以て 桓* 文の 事 を 行 ふべ し」 と。 此の 言 至當な 


り。 諫 論の 龍 逢. 比 干 • 蘇 秦- 張懷の 一 語 は、 則ち 下な 

は 却って 好し。  . 


くわん しレ 


程 子. の 關雕、 周 官のー ケっ 


〇 禮書議 • 春秋 論 を 合せば、 史を 作る の 法 足れり。 史論 上に 「務めて 濯丁 固の 實錄を 

こ ひねが  (八) 

希 ふ」 と。 亦是の 意の み。 涑 水の 通鑑は 全く の 法 を 用 ひたるな り。 


〇 歐の 帝王 I 次 圖の兩 序と 老の 嚳妃論 • 史論 中と は、 讀者 をして 睡を醉 さしむ。 文 を 

學 ばんに は 宜しく 是れ 等の 處 より 手 を 下す ベ し。 

〇 老 蘇の 高 帝 論 は、 人 を 用 ふるの 耍法 にして、 人 主宜レ く敬聽 すべし。 何 如ぞー lg む 者 

ほしいまま 

樊 喰の 一 事に 拘 りて、 横 に 議論 を 生ずる や。 替者器 を 評す、 亦 何 を か 言 ふに 足らん。 

f 九) 

魏叔 子の 書 後一 篇は、 洵を 論ずる こと 或は 然 らん も、 此の 篇を 論ずる に 至りて は ：！：^ だ 

迂 なり。 且つ 辨奸の 一 篇は、 尤も 老蘇. の私智 なり。 而 るに 反つ て 之れ を 智と謂 ふ は 

益ノ迂 なり。  . 

〇 鹽谷 { 石 陰の 函洲遣 稿 序 は、 全く 歐の秘 演 • 惟 儼の 兩序 を學 ぶ、 而 して 最も 惟の 序に 

似たり。 此の 種の 文 は 快 は 則ち 快 なれ ども、 惟 ふに 我れ 學ぶを 欲せざる なり。 賴 山陽 

の績八 家の 序の 士德を 說く處 は、 全く 歐の 田畫を 送る 序の、 文 初は將 家の 子な りの 數 

語を學 びて 甚だ 似たり。 文を學 ぶに は 宜しく 切に 似た る もの を 避くべし。 然れ ども 二 

文 は 叙事 神 行なり、 乃ち 恕 すべきの み。 

o:^ の 吉州學 記の、 幸に 予れ 他日の 一段 は、 原 道の 餘緒 なり、 本論. 禮樂志 論 並びに 

幽 一窓 隨筆  五 五 


照卷直 2 捨 し 秋 道 ^ 
—の C て もの、 る 
四臣 て 後 m 小 
― 。北 返に 臣早松 
頁 第 條身綠 な 川 野 
參三 氏す な り 秀正 


幽 0  0 筆 


五六 


二) 苦子 • 

韓返 之。 周孔 

は 周 公 • 孔子 


(二) 来の 人" 


(三) 徐初、 

字は昭 法、 俟 

と號 す、 明 

の 人。 ras 易 堂 

集 を 著 はす 

左 傅の 

註釋者 杜預、 

字 は 元亂) 0 

の武將 にして 

S 者 


具 さに 之れ を 論ぜり.' 而 して 此の 段 は 最も 着實 なり。 孟韓の 緒 を 接ぎて、 而も 之れ を 


周孔に 達する 者は歐 公な り。 余 こ こ に 於て 之れ を徴 す。 

(二- 

〇 史繩祖 曰く、 「東 坡の表 忠觀碑 は、 子 厚の 壽州安 豐縣の 孝 門銘を 傚 ふ」 と。 余、 歐 

公の 眞州東 園 記を讀 むに、 亦 同 一 作法な り。 

〇 徐昭法 曰く、 「書 後 は 必ず 其の 事に 於て 論 列す る 所 あり、 或は 古人の 未だ 發 せざる 

所を發 し、 或は 其の 事に 因りて 別に 他事 を 論ず、 僅々 たる 片辭 隻語の、 意 を 字句の 間 

に 取る ものに 非ず、 昌黎、 張 中 丞傳の 後に 書す る 如き 是れ なり。 題跌は 則ち 間 あり， 一 

と。 余 此の 種の 文 を 求 むれば、 杜元 凱の 左 傳の後 序、 及び 歐の 舊本韓 文の 後に 記す、 

是れ なり。 近時、 架 山 伯 立、 安積 君の 王 魏考の 後に 題す る や、 此の 法 を 得たり と爲 す。 

まった 

歐 公の 王 彥章畫 像の 記の 結末に 云へ らく、 「畫 旣に完 し、 因って 予の 得る 所の もの を 


すなに 

後に 書し、 而 して 其の 人に 歸 して 之れ を藏 せし む」 と I 仍ち 是れ書 後の 體た 


り 


〇 松 野 主馬 • 松 田英 春、 亦 一時の 烈士なる も、 其の 晚節 を觀 るに 及んで は、 人 をして 


羞愧堪 へ ざら しむ、 悲しい かな" 人 果して 學 ばざる ベから ざるな り。 

〇 鹤臺、 井子 章に 與 へて 曰く、  r 憂 國の心 ありと 雖も、 而も 愛 國の言 未だ 嘗て これ を 

口に 出さず、 虚襟 下問す る 如き 者 あり、 亦 必ず 前言 往行 を援 きて 以て 忠吿 せんの み」 

と。 大澤丹 治に 與 へて 曰く、 一， 聖人の 道 は 六經に 在り、 六經は 歷史に 通ず るに 非 ずん 

ば 則ち 明かなら す。 文章、 作ら ざれば 則ち 已む、 作らば 刖ち當 に良史 たるべし」 と。 

二 書の 說、 深く 吾が 心 を 得たり。 

〇 羽 柴筑前 守、 三 法師 を 立つ る や、 確乎と して 抜くべからず。 若し 織 田 氏の 爲 めに 之 

あは  とも 

れを 謀り、 信 雄 • 信 孝心 を 協へ、 柴田. 丹 羽 カを戮 せ、 與に 共に 三 法師に 奉 事せば、 

織 田 氏 未だ 必ずしも 彼れ の 如きに は 至ら ざり しならん。 然れ ども 羽柴は IK 縱 にして、 

區々 たる 心 力の 禦ぐ 所に 非ざる なり。 

幽窓 隨錄 丁 匕 八月 朔 起筆 

〇 余 從と佛 書を讀 まず。 頃ろ 平 田 篤 胤の 出定笑 語を讀 む、 大いに 是れ快 書な り。 因つ 

幽窓 隨筆  五 七. 


參 IS. 紀 S  —  ;^ 參崇紀 門 2 書ナ こも 茶::: 
照 極 #5〇S 照该卷 ごの 、る 論の W 
： 天 二 一     天 二  m    ニ漢 辨？？ 
iii 十日 頁 第 皇 十日 服卷文 ft  ° 富 

の K 木參 の 一本 部 頃 斥佛ノ JC 

條 '書 照卷 條、 書 蘇 筆し 敎仲 


阚窓隨 筆  五八 

て 知れり、 出定後 語、 赤 傑々 に fr の 5iS 化 >s 及び 此の 書 を 以て 先と 爲し、 然る 後 遍く佛 

書に 涉 らば、 恐らく は 其の 眩む 所と なる に 至ら ざらん と。 余將に 他日 を 待ちて これ を 

.1,^  > レ 一一 ケ 0 古舉考 中 、眞淵 ，直 長 は JJiC 主として -51 を排 する 者な り。 

一, 一 a ろ/とづ 而 して 主として 佛說 を駭 する 者 は. is? 亂 より 始まる" 

(三)  と とりべ. -4 ろ-つ  まれ 

〇 守 星の 臣、 捕 鳥 部 萬の 飼 ふ 所の 白 犬 は、 義 fsj^ 驚くべし。 淸 人の 聖師錄 中、 希に^る 

所な り。 聖師錄 は 淸の王 言 愼旃の 著に して、 虞 初 新 志 之れ を收 む。 fg^^KK い 

ふね OV ひと ゑ V -A  (六) 

0 入 鹿の 變に、 船史 ま-尺 國 記を收 めて 中 大兄に 上る、 其の 事蕭 何に 似たり、 而 して 功 

よ こ ニ丄こ 通ぐ。 義犬 *惠 尺の 二 事 は、 笑 

は 19^ にこ ォに く 1|^中^^.&-に之.1£を5?3^す。 .  ：• 


もや 


难 筆記、 義弘の 功 最大の 條、 義弘 方に 諸 將士と 火 を爐に 熾し、 爐を圍 みて 箕踞 し- 

(七) 

韓人 9 爲 めに 營を说 はるる 事。 薩人肝 付 七 之 允、 余の 爲 めに 淸正營 を说 はるる の 事 を 

說く、 事、 此れと 似たり。 

〇 又 淸の吳 中堅 は、 張子 房 • 諸 葛武侯 • 慕容恪 • 郭子满 • 李鄴侯 • 程 明 道 • 李 綱 • 宋 

(八)  き C ふ 

澤 •  ^ie 飛 ■• 孟拱を 以て、 三代 以下の 聖人と 爲す。 余 昨 孟子 を讀 みて 一 說を 得たり。 聖 

(九) 

人 は 百世の 師 なり、 乃ち 是れ 百世の 師 にして 聖人な り。 や Si 


(六) 漢の高 

祖に 仕へ たる 

亡に し所藏 

の 記錄 書籍 多 

く 火災に 失へ 

る も；. S 何に よ 

つ て 一 部 は 厄 

を 免 かる 

(七) 松 陰 江 

戶遊舉 時代の 

友 〔關 傳〕 

(八) 上古； 

殷 周の 三代 聖 

冶の * をい ふ 

(九) 伊 尹 • 


孟 

子 參公說 

子^ 呂 
思 淵 お 


ます。 仉 ダ.. 其の， 5§  土の 外、 聖々 あるな しと 

iK へる は、 亦 未だ. S1W ある も 知らざる な b。 


〇 又 太平 記に 天皇 御 謀反と 書せ る こと、 左傳 の、 王， 王 叔 *陳 生に 叛す 等の 數事を 


ひ 


( 一 〇) 黄 帝 

の 撰と 稱 せら 

るる も赏は 後 

世の 依託に 係 

る、 道 *法. 

術 三き 一 に歸 

する も- 說 ける 

^3_冢の書。 一 

(一一) 駭河 

の 人、 後、 一： 一 

河に 移る。 S 

«と 號す、 平 

田 篤 胤 門下に 

し て欢 人な り 0 

觀古 雜帖初 

編 • 萬^ 地名 

考 • 勝地 億談 

等の 著 あり 


きて、 深く 怪しむ に 足らずと 爲す。 大いに 是 れ怪說 なり。 左 氏 以下の 書法 皆乖 を 極 

あめ C したしろ しめ ナ すめら みこと 

む、 宜しく 痛く 駭 正すべし。 況ゃ 我が 御 宇 }K 皇、 31: 一に 之れ を 西戎の 王に 例視す 

ゆる 

るを容 さんや。 儒者 は 漢土 を視て 中華と 爲す、 故に 其の 言、 乖謬を 極む る ものと 雖 も- 

亦 奉じて 金 科 玉 條と爲 す。 又 蒙古、 大風に 逢 ふの 條の 神風 を 以て 兒 童の 見に 近し と爲 

し、 而も 反って 元史を 引きて 天意と 爲し、 遂に 陰 符經の 「人 を 殺す こと 萬に 滿ち、 大 

風 暴かに 起る」 を 引く。 是れ 獨だ兒 童の 見に 非ざる か、 亦 儒 者 漢土 を 信ずる の 過な り- 

〇 又 異產の 一 條、 證數事 を 引く、 穗 井田 忠 友の 觀古 雜帖、 佛 誕生 摩耶 夫人 像の 說と互 

に相發 明す。 然れ ども 余醫理 に通ぜ ず、 又 惟 を 語る を 喜まず。 故に 姑く 置いて これ を 

論ぜず。  . 

〇 又樂ェ 外肾を 去る の 條に云 ふ、 r 猶ほ 犬の 睾丸 を 去らば 則ち 力 絶 だ^なる がごと し」 

と。 ^て 聞ノ 

幽窓 攀  五 九 


俄雜斯 及び 我が 蝦夷、 蓋し 此の 俗 あり、 又 馬睾を 去る の 事 ありと。 松， 


二) 山 驟周 

南 

(二) 正 德* 

享保 

(三) 名 は 5? 

0. 東洋と 號 

す C 京都の 人。 

*;曆 十二 年歿、 

年 五十八 

(EI) 賀川修 

のこと。 姬 

路の 人、 寳暦 

五 年歿、 年 七 

十一 二 

(五) 徂徠と 


幽窓 隨筆  六 〇 

ま 

原 松 軒の 朝鮮 物語に も 亦 云 ふ、 「韃靼 の 馬 は 皆 睾丸 を 去る、 朝鮮に も 間 ま 亦 之れ あ 

朝鮮の 官豎皆 睾丸 を 去る」 と。 是れ 唐人と 略 ぼ 同じ。 


( 1 - 


〇 鶴臺 遺稿に、 周南縣 先生 六十の 壽の 序. 周 南 先生 行狀の ニ篇を 載す。 行文 措辭 率ね 


、ん じょう 


因仍 多し、 恐らく は 文章 出色の 術に 非 ざらん。 

(二〕  (三)  (glj 

〇 正享の 際、 山 脇 東洋、 祖徠の 書を讀 み、 醫道 にも 亦 古今 ある を 悟る。 而 して 香 川 太 

冲は 初め 實に業 を 仁齋に 受け、 後 乃ち 醫 となりて 以て 一家の 說を 成す。 ニ醫は 名手に 

して、 而も 一 一 儒より 發す。 儒の 權 ここ に 於て 盛な りと 爲す。 

〇 松原 松 軒の 朝 ti 物語に、 彼の 邦 近時の 名作 一 絶 を 載す。 余 之れ を讀 むに、 全く 是れ 

理語 にして 詩語に 非ず。 僴菴 筆記の、 金 庭 馴 • 金子貞 兄弟の ニ絕、 大いに 風情 を 見る、 

而 して 子 貞の作 特に 佳し。 正德 • 文化の ころ 彼の 邦の 變革 推して 知る ベ きなり。 

〇 鶴臺遣 稿の 紀事 ニ篇、 觀？ si?, のまで iK^fs 藏 冗長 厭 ふべ く、 全く 體裁 なし- 諸 

記 多く 索然と して 味なく、 獨だ序 • 書の 中に 觀 るべき もの、 往々 之れ あり。 

〇 宋 の王旦 死す る や、 眞宗、 朝を輟 むる こと 三日。 晏殊 死す る や、 仁宗、 朝を輟 むる 


七 久通者 吏 堂 2 
十二 稱 "^に 、ご 
三年 外 名 し 冪 

歿 記 はて 府效 
、 。用 又の 倉 

年 文 九 儒-能 簡 


こと 二日。 范仲淹 死す る や、 亦 朝を輟 むる こと 一 曰な り。 宋 代の 大臣 を 待つ こと 此く 

の 如し、 並びに 歐 公の 撰、 神道 碑に 見 ゆ。 

〇 余從と 律を讀 まず。 頃ろ 羽 倉の 三律撼 要を讀 む、 簡 括と 謂 ふべ し。 若し 此の 書を以 

て 主と 爲し、 幕府. 本 藩 見 行の 雜令を 以て 其の 輕重 を參考 し、 稍 や 三雜の 本書に 涉ら 

ば、 則ち 思 半ばに 過ぎん。 三 律 は 唐 *明. 淸 なり。 ここに 於て 古今の 史書 を讀 まば、 

必ず 發明 あらん。  • 

〇 太史 公、 孔子 を 世 家に 升し、 論 贊已に 其の 說を具 ふ。 又何^^俊の說き得て好し、 史 

の 評 林に 見 ゆ。 王 安 石 執拗の 見は聽 くべ からず。 - 

〇 禮を 老子に 問 ふと。 老子 は 蓋し 周の 守藏史 にして 禮を 知れる 者、 後 傳 ふる 所の 老 

子の 書 は 其の 手 筆に 非ず。 伊藤東涯 *齋 藤 拙 堂 之れ を辨 ずる こと 詳 かなり。 漠 以來、 

黄老と 孔子と 衡抗 す、 ここ を 以て 遂に 禮を問 ふの 老子 を 評 ひて、 書 を 著 はすの 老子と 

爲し、 師道 を假 りて 孔子 を壓 す、 世人 多く 其の 欺を受 く。 孔子 世 家 • 老子 傅に 載す る 

所の、 老子、 孔子に 謂へ る 語 は皆受 くべ からざる の 欺な り。 昭公齊 に奔る や、 孔子 齊. 

幽窓 隨筆  六 一 


二) 山片子 

0  (木 姓 長 谷 

川 氏) の 著、 

第三 卷五 九九 

育 頭註 參照 

(二) 春； JT- 戰 

國 時代 齊の景 

公に 仕へ し宰 

相 

(三) 末 元 

の擧 者、 仁 

山と 號す 

(ra.) 孔子の 

門人， 有 子 • 

01 子 

(五) 虎の 柳 

宗元 

(六) 近 江の 

人、 英 上人と 

稱 せられし 高 

德の擧 僧 

(七) 明の 學 

者陳仁 sr 明 

は そ の 字 

(八) 論語 泰 

伯 «| 第 £ 音； 參 

お 子 は 孝 

子に して 死す 

ると き 門下に 

.E 分の 手足 を 

示して 身 髮 

巧 毀傷な きな 


S 窓隨筆  六 二 

に！ く、 夫子の 才略 忠義、 想 見すべき なり。 gf き 1 題， よま，』 s£， 

ニー)  ォ  二)  (三) 

〇 晏嬰、 孔子 を沮 むの 語 は、 自ら 12 豕の 言に して、 晏 子の 本色に 非ず。 金履祥 未だ 盡 

く は 信ずべ からず と爲す e 柳宗 元、 晏子 春秋 を讀 みて 議論 あり、 從 ふべき に 似たり。 

坐 右に 柳 文な し、 他日 を俟 ちて 之れ を撿 せん。 

〇 論語 は 有. 曾に 成る、 柳 州の 論語 辨 上に、 之れ を 論ずる こと 已に詳 かなり。 朱 子、 

柳 州 を 去って 程 子 を 取れる は、 宗門の 見の み。 

C 翁 問答 五卷 は. - 中 江 藤！ 先生の 著、 世に 刻本 あり。 內に 多く 性 理精微 の 論 あり.^ 月 

性 余の 爲 めに 云 はく、 「此の 書 二 本 あり、 一本 は 百卷、 一本 は 百 二十 卷、 百 二十 卷の 

もの 最も 好く、 頗る 幕 制の 得失に 及び、 立論 囘避 する 所な し、 虞 淵 之れ を 言 ふ」 と。 

按ずる に、 末卷の 結尾 を 以て 之れ を歿 ふるに、 辛 巳 • 癸未 • 丙 戌 •  丁亥の 數本 あり、 

則ち 虞 淵の 說、 蓋し 徵 あり。 

(さ  S  f 九)  ひら 

〇陳 明 卿 曰く、 「若し 曾 子の、 も あらば、 卽ち龍 • 比の 身 首 分裂と、 手 を 啓き 足 を 啓く 

り くじょく 

と 一般な り、 然らずんば 則ち 睛 下に 老死す る も、 亦 刀 鋸の 像 辱と 何ぞ異 らん」 と" 翁 


：： に 公の 說平墨 我 洞：： iSi ニ篇ニ 照 

^出 下 事な 等 氏の 人 者 二 第一 

5 づ篇孟 リ!" 3 的 は 說主已 程 5  ニニ 

笫子ふ 兼 暴 を 甚 m 十 
孫 九 職 。愛 翟立的 楊 道 朱 六 里 
子 章 文 この 'っ爲 朱 の 章 仁 


(九) ！ gsh 

比 干。 ノ. M は 

W の IT 上 を 課 

めて 殺され、 

±； 千 は殷の 5? 

王 を 1 めて 殺 

さ る 

二 〇) 陳明 

卿と 朱 子と も 

匕；； す 

ニー) 攀而 

篇第十 一 意參 


る. 5 せ 一 


文中 敍述の 後 

に 多く 出づ る 

語法 

二 六) 徂 (休 

の 著に して 古 

^の 立場より 


問答に 見 ゆ。 米 子 in く、 「公冶 長の 如き、 緣紲に 在りと 雖も、 其の 罪に 非ざる なり。 

若し 當時 公冶 長 線紲に 死せば、 他れ 是れ正 命なら ずと 說 くこと を 成さず、 有罪 無罪 は 

二  9 

我れ に 在る のみ。 古人 身 を 殺して 以て 仁 を 成す 所以な り」 と。 語類に 見 ゆ。 二 先の 語 

は 衰世の 言に して、 孔孟の 語意に 非ざる なり。 然れ ども 衰肯に 在りて は、 爾云ふ を 得 

ず。 孔孟 をして 之れ を觀 しめな ば、 亦 必ず 點頭 せんの み。 hfl, 冊 gsj- にせ 撤胁； - 

へ 一 二) 

子 fej 是 となし 父 を不是 と K?- すに 坐す るの み、 一 倒 すれば 卽ち 明白な り。 「君に 仕へ て數， - 

し M 友に 數< すれば」 の 一意、 齊說亦 君と 朋友と も不 是と爲 す、 仁 齋の說 之れ を 得たり。 

〇 孔子 畢生 魯の爲 めに し 周の 爲め にす、 是 くの 如きの み。 然れ ども^の 爲 めに する は. 

周の 爲 めに する 所以な り、 周の 爲 めに する は、 魯の爲 めに する 所以な り。 若し^  *魯 

を 外にして、 而 して 寓 I の爲 めに 太平 を 開かば、 何 を 以て 孔子と 爲 さん。 

(一三)  (1ID が 

〇 明 道 曰く、 「楊 氏の 我の 爲 めに する は 仁 を 疑 ひ、 墨 氏の 兼ね 愛する は 義を疑 ふ」 と。 

余 謂へ らく、 楊 は 額囘に 似、 墨 は 孫 *稷 に 似たり、 二 氏 若し 時 を 知りて 執な くんば、 

二と さ 

亦 聖人の 徒な り。 明 道の 疑 ふ 所、 故ら に 倒語 を爲 す、 怪しむべき なり。 

〇 徂徠、 孫子 を 解す る や、 「故に 曰 く 沄.々 」 は 多く 古語と 爲す。 頃ろ 論語 徴を讀 むに、 


幽窓 隨筆 


六  一二 


語 を 解せ し 

もの 


二)  ニ卷、 

^篚趙 の 著。 

眞宗 本願 寺 >g 

僧の 行状 Sg 

E 著書 逸話 等 

^茺錄 す。 天 

保 ei 年に 成る 

ニー) 論語 はや 

而 *i 第 s: 章 


幽窓 隨筆  •  六 四 

開口 輙ち 曰く、 「先王の 法 言に 非 ずん ば、 孔子 敢 へて 言 はず」 と。 故に 君子 重から ず 

いま  じ か 

ん ばの 一章 は 古言 を 誦すと 爲し、 父 在せば の 二 句 も 亦 古語と 爲す、 而下 頭々 の 古言、 

處々 の 古語、 其の 說 或は これに 過ぐ る もの あり、 而 して 亦 其の 理 なきに も 非ず。 遍く 

古書 を讀 まば、 自ら 能く 原に 逢 はん" 

〇 孫子の 「主用」 と は 實用を 主と するな り、 主と は 忠信 を 主と すの 主の 如し。 「時制」 

と は 時に 隨 つて 宜しき を 制するな り、 時と は 時に 習 ひ 時に 中し 時に 措く の 時の 如し。 

論語の 「論」 は掄 なり、 倫な り。 已に掄 して 之れ を 撰し、 又 倫して 之れ を 次す るな り。 

〇 程 子 曰く、  r 將來 養し 成して、 甚だ 氣質を 生ず」 と、 按ずる に、 生ずと は 卽ち變 

化の 義 のみ。 然れ ども 一 たび 生 字 を 下す、 卽ち 生色 を 見る。  • 

〇 一向 宗の 末派に 異義 を 立つ る もの あり、 本山、 使 を 遣 はして 之れ を轧 し、 隨 つて 貶 

黜を加 ふと) 事往々 淸流紀 談に見 ゆ。 

〇 漢土の 人、 書 を 解す る ゃ往々 語意 倒なる もの あり。 知るべし、 古文 彼れ に 在りて 已 

に 其の 讀み 難き を 患 ひし こと を。 「吾れ 日に 三た び 吾が 身 を 省みる， T 朱 註に は 「此の 


(三) 孔穎達 

(四) 論語 述 

而篇第 十七 章 

(五) 論語 徵 

(六) 論語 爲 

政篇第 十七 章 

(.V) 古賀精 

里の 精 里 文集 

初 稿、 同 二 稿、 

1E 三 稿 

(八) ニ卷、 

空 華 老人の 著。 

道德 * 說故實 

に關し て 道 儒 

佛の 三教、 日 

印 支ーユ 國の傳 

說事冽 も 評論 

す。 作者の 傳 

夫- l-Itt 

(九) 懇遠 • 

陶淵明 • 陸 象 

( 一 〇) 北宋 

の 仙 遊の 人、 

M«r 字 は 君 

ま。 S- 者に し 

て 又 書 をよ く 

し 當時第 一 た 

ニー) 南宋 

の 大儒、 字 は 

S 癒、 都 陽の 


三者 を以. て 日に 其の 身 を 省み、 退いて 其の 私 を 省みる」 と。 孔 は：：： く、 「其の 退？ 速し 

つまびら 

て 二三 子と 道義 を說 11 し 大義 を發 明す る を 察 かにす」 と。 此の 類 極めて 多し、 一語 意 倒 

(四) 

！ H5b こ fe- ド 0。 「五十 以て 易も擧 ぶ」。 朱 註 は 五十 を 以て 卒の 誤りと なす。 ， 仳徠は 則ち 曰く，  rwi- し 

. ^るに. 3\19*r て 其の 說 之れ 是 ならん か、 當に卒 を 以て 易 を 擧 ぶと 曰ぶべし」 と。 是れも 亦 あり。 

(5 

〇 徂徠 の徵に 「門人 意 を 以て 孔子の 言を錄 し、 而も 其の 由る 所を錄 せず、 故に 後人 其 

(六)  をし 

の 解 を 難ん じ、 遂に 鑿す るの み」 と。 是れ 「由 ゃ汝に 之れ を 知る を誨 へんか」 の 章の 

爲 めに 發 すと 雖も、 其の 說 或は 未だ 必ずしも 當ら ず。 然れ ども 二十 篇中、 頭々 觸發せ 

し は、 大いに 發明 あり。 

(七) 

〇 精 里 三集卷 三、 偶 記に 云へ らく、 「三 笑 圖は畫 家の 寓意に して、 實に是 の 事 ありし 

(八) 

く うげ 

に は 非ず」 と。 已 にして 空華隨 筆、 廬山三 笑圖の 條を讀 むに 又 云 はく、 「本 說の據 る 

(九) 

べきな し」 と" 考證 益.' 密 なり。 但し 隨筆は 遠 公 • 陶 • 陸と 爲し、 精 里 は 遠 公. 謝. 

しら 

陶と爲 す、 余 深く は查 ベず。 

(10)  (二) 

〇 蔡君謨 鬚髯の 事、 空華隨 筆に 載す、 以て 三思 再思の 說を 悟るべし。 吾れ 洪邁の 人と 

なり を 重んずる も、 惜しむ らく は 其の 容齋隨 筆を讀 まず、 四^ 全書 簡明： ni 錄に 於て 其 
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人。 かって. 

に 使し、 父 知 

州と し て大ぃ 

に 治靖 あり。 

四 朝 國 史を上 

り 他に 史 記法 

語 • 南朝 史 

語 .sa 子 法語 • 

i  れ齋^ 筆 及び 

爽 堅志 等の 著 

あり 


( 一 ) 松？ S 松 

洞。 第 S 卷三 

二三 頁褒照 


幽窓 隨统.  .  .1 ハ. 一 ハ 

の 夷 堅志 を 知り、 竊 かに 之れ を 怖し む」 空 華隨 筆を讀 みて、 魚籃觀 昔の 條に 引く 所の 

夷 堅志に 至り、 益. 'これ を 依し む。 鳴 呼、 洪邁 其の 人に して 何 ぞ怪を 好む ことの 甚し 

き や。 

〇 藤樹 先生、 孝 經に專 精す、 孝經 啓蒙 • 翁 問答 及び 畸人 偉に 載す る 所 を 合 観して， 見 

るべ し。 

〇 畸人 傳に .IE 無能 淫 せざる の 事 を 載せ、 又 王 El 明の 事 を 引きて 之れ に 比す。 余 嘗て 虞 

初 新 志を讀 みしに、 黄 石 齋* 劉 念臺の 事 を 載す、 亦 酷 だ 相似たり。 而 して 其の 的 は 黄 

と爲し 劉と 爲す、 今 記 省せ ず。 他日 一 見せば、 當に 之れ を隨錄 すべきの み。 

Q 又 駿府の 義奴八 介の 事 を 載す、 差 川の 義奴六 松と 大いに 相 類す。 i ま  1?廳5。 

せんぎょ 

〇 又 大和の 孝 51 伊 麻 を 載す、 孝 感じて 輝 魚 を 得。 笆蕉庵 桃靑爲 めに これ を 書家 雲 竹に 

語る。 雲 竹、 門人 友 竹 をして 代りて 往 いて 之れ を貌 せし むと。 事 酷 だ 松 洞、 烈婦 登 波 

を貌 する に 似たり。 登 波の 事 は 伊 麻に 過ぎ、 松 洞 は 人 使 を 待つ ものに 非ず。 是れ稍 や 

優れり と爲 さんの み。 


寬 :2 篇衞: 
の に 風 
著 m  - 

漢づ河 詩 


經、 

廣の 

の桓 

S) 淸の左 

の 撰、 經籍 

に關 する 諸事 

を考詣 錄す。 

我が 國： 大保年 

問の 刊木 あり 

(五) 新 古今 

集 十 一 戀歌ニ 

r 筑波山 はや 

ま繁 A 繁 けれ 

ど 思 ひ 入る に 

はさ はら ざ り 

けり」 


〇 r 誰れ か 河を廣 しと 謂 ふ、 ー葺 之れ を 杭す」 と。 孔子 IE 


(六) 孟子の 

弟子 

(七) 論語 泰 

伯篇第 SI 章 を 

さす 

(八) 東漢の 

才女 班昭、 班 

固の 妹 


(一二) 


「吾れ 河の 廣 きに 於て 

德の 至れる を 知る」 と。 鹽， 鐵 論に IZ  く、 「德を 好む は 河の 廣 きが 如し」 と。 詳しく は 

(£)  (五) しげや ま 

三餘偶 筆に 載す。 吾れ 謂へ らく、. 葉山蕃 山の 一章、 以て 之れ に當 るに 足る と。 然れど 

も 此れ 本と 戀歌 なれば、 則ち 尙ほ斷 章 取義の 類の み。 

〇 古文 孝 經孔傳 に、 毀傷 を 刑 傷と 爲す。 太宰德 夫、 冈 つて 以て 孔傳 は僞 14 非ず と斷 じ、 

乂王仲 任の 語 を 引きて 誇と 爲す。 吾が 友宫 部鼎藏 だ 孝經を 重んじ、 古文 孔傳を 取る- 

數.' -の爲 めに 之れ を 道 ふ。 三餘偶 筆の 禮記 逸文 逸篇 の條、 曾 子の 記に：：： く、  r 大辱 

かたしろ 

身に 加 はり 皮體 毀傷せば、 卽ち 君、 臣 とせず、 士交 はらず、 祭る に昭. 移の 尸と なる を 

得ず、 食す るに 昭穆 の牲を 得ず、 死す るに 昭穆の 域に 葬らる る を 得ず」 と、 是れ亦 一 

設 なり。 樂 正子 春、 堂 を 下りて 足 を 傷く、 是れ 別の 一 理 なり。 必ずしも ここに 列せ ず" 

「七)  ， 

徂徠 集、 泰 伯のお.！ 子疾 ありの 章に 

も 亦 此の 論 あり、 極めて 詳 かなり。 

さ 

こ C ごろ  そうたい こ 

〇 頃 方 明の 仁 孝 皇后の 內 訓を讀 む。 其の 序に 據れ ば、 女 敎は育 大家の 女戒の 外、 未だ 

成 書 あらず、 女憲. 女 則 は 皆 徒 だ 其の 名 あるの みと。 而 して 余 內 訓を觀 るに、 其の 雷 
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(二 四卷， 

貞 il お 二十 三年、 

唐の 太 宗^ 撰， _ 

お £ 王た る チ" の 

锋 E とすべき 

こと も 記して 

太子に 賜 はり 

しもの 

(二) 清の 擧 

者、 S 若據、 

字 は 百 詩、 0 

丘と SS す。 著 

に 左 子 生卒年 

毛 朱 詩 說， 

ョ知^ 補正 等 

あり 

(三) 十卷、 

孔子の 言行 及 

is 門人の 問對 

諭 議の語 を 

す。 孔安國 の 

著と あれ ども 

作な り 

(四) 孟子 公 

孫せ 下 篇第七 

章に 見 ゆ。 淳 

ほ外棺 

(五) 孔子 家 

語相魯 の 意 冒 

頭に 出， つ 

(六) 孔子 5^ 

語 相魯の 章に 


二  ) 


窓 S 一  筆 

正しく 其 の 理 純な る こと、 唐の 太宗 の ^{^範 の 類た 

す處 少なき のみ。 


り 


丄ハ A 

但だ 恨む らく は 精采、 人 を 動か 


(二) 


〇 孟子の 履歷を ふべき もの、 閻百 詩に 孟子 生卒月 ii;- あり。 近 ごろ 三餘偶 筆を讀 む、 

卷三、 七 百有餘 歲の條 に、 數事を 辯 11 せり、 他日 當にニ 家 を 合^すべき のみ-」 

ニニ) 

〇 吾れ 童子と 孔子 家 語を讀 む、 太 宰增註 • 千 葉 漦訂. 冢田 注の 三本 を 得たり、 此の 外 

寛 文の 舊刻 及び 岡 白 駒 本 ある も、 余 未だ 一 見せず。 此の間の 家 語、 蓋し 此の 五本 ある 

のみ。 

(ep  くわく  かな  (E) 

〇 孟子 曰く、 「中古 は椅 七寸、 椁 之れ に 稱ふ」 と。 而 して 孔子、 中 都に 宰 たる や、 四 

マ 


寸 の柁、 五 寸の槨 を爲る 

(六) 


〔七) 


〇 孔子、 定 公に 言 ひて 曰く、 「家に 甲を藏 せず」 と、 王 注に、 「卿 大夫を 家と 稱す、 

は 鎧な り」 と。 此の 制 吾れ 甚だ 之れ を 疑 ふ、 當に他 書を査 すべし。 史記世 家に は 家 を 

臣に 作る。 

(八) 

〇 孔子 世 家に、 孔子 周 を 去る や、 老子 之れ を 送りて 曰く 云々 と。 酷 だ 後人 送 序の 體に 


. 出づ 

(七) 魏の王 

肅の註 

(八) 史 記の 


(九) ニ卷， 

安 精！； 2< 齋著リ 

和漢の 書に 涉 

て聖 g の敎， 

治國齊 家の 道、 

將士の 得 夫 等 

を 論じた る隨 

筆 

(一 〇) 字 は 

子 隱、 晉の 人。 

齊萬年 の 反亂 

にわ 戰 して 死 

す。 孝と 諡せ 

らる。 第三 卷 

EI 七 四な 參照。 

こ こに 引 ffl せ 

る Si は ii を 平 

ぐ る に り 

家に 老母 あり 

辭 すべ し i-s 

めら れ しとき 

の 答 語 

(11) 第三 

5^ 公孫 丑 下^ 


似たり。 

〇 孔子、 中 都の 宰 となりし こと、 及び 少正 卯を誅 せし こと、 史記は 家 語の 詳 かなる に. 

口 ゝ U  0 

(九) 

〇 徂徠答 問 書に、 人、 母の 怫を 信ずる を諫 むる を責 む。 及齋間 話に、 尹 和靖、 母の 爲 

めに 佛經を 誦する 事 を 載す。 意 皆 好し。 

〇 間 話、 又 周處の 忠孝 兩 全なら ずの 語 を 引く。  Ipi^^ 按ずる に、 蒙 求に 晉書を 

引き、 「忠孝の 道 安ん ぞ兩 全なる を 得ん や」 に 作る。 又三國 志"，：^ 主 傅に、 嘉禾六 年、 

三年の 喪 云々、 將軍胡 綜の議 に、 「忠節 は 圏に 在り、 孝道 は 家に 立つ、 身 を 出で て ぼ 

とならば、 焉んぞ 之れ を 兼ぬ る を 得ん、 故に 忠臣 たれば、 孝子た る を 得ず」 と。 是れ 

則ち 大いに 謬 語な り、 周 處と異 る。 周 處の言 は 則ち 忠臣 孝子の 眞情 にして、 何ぞ 輕.' 

しく 議 すべ けんや。 間 話 及び 水戶諸 先の 之れ を馼 する 者、 未だ 深く 思 はざる のみ， - 

〇 孟子の 所謂 召さざる の臣 は、 伊 尹 • 管 仲の 外、 吳の 孫權の 張昭、 ^の 肅宗の 李泌、 

是れに 近し。 然れ ども 張 昭は尙 ほ 外 敬た る を 免 かれず、 其れ 唯 だ 諸 _ ^亮 か。 三 國志裴 
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六 五 


孝 張 
«昭 


；;^ 權張文 誊擧曼 城 さ 孫 2  ?g  二 
ご に昭を 三を才 の； r 權; 1; 權 
m  - 能稷好 。人 の の 
孝 むれく 及み 少 、吳字 伸 兄 ほ 
m もす ひ'、 よ 字の 謀 策 
、 孫 。說 詩り は彭 は 、 
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i  二)  二つ  だ  すな は 

註？ 5 に、 策、 昭に 謂って 曰く、 「若し 仲 謀 事に 任へ ざる 者なら ば、 君 便ち 自ら 之れ を 

取れ」 と。 其の 言 亦 何 ぞ酷だ 劉 備に 似た る や。 

〇 三 國志。 ^に、 權 嘗て 嚴峻に 問 ふ、 「寧ん ぞ小時 闇ず る 所の 書 を 念 ふや 不ゃ」 と。 峻 

fra)  (Ho 

因って 孝経の 一， 仲 尼 居た まふ」 を 誦す。 昭 曰く、 一  嚴峻は 鄙 生な り、 臣請ふ 陛下 「爲 

めに 之れ を 誦せん」 と。 乃ち 「君子の 上に 事 ふるや. 一 を 誦す。 咸、 昭を 以て 誦する 所 

ST  (七) usa  -八) 

を 知る と爲 す。 通鑑 g に、 帝 I.- 爲政を 劉 獄に問 ふ。 對 へて！！：  く、 「政 は 孝經に 在り。 

凡そ 宋 氏の 亡びし 所以、 ，昨 下の 得た る 所以の もの、 皆是れ なり」 と- 又 f 滅蘇威 嘗て 

帝 の) 文に 言 ひて 曰く、 「臣の 先人 掉、 每に臣 を 戒めて 云 はく、 唯 だ 孝經ー 卷を讀 まば、 

以て 身 を 立て 國を 治む るに 足る、 何ぞ 多き を 用 ふる を爲 さん 一 と。 

( 1 Cn  あた  (二)  しるし 

〇 論語に 「言へば 必ず 中る あり」 と。 徵に云 はく、 「其の 言驗 ある を 謂 ふなり、 新 註 

i  (一二)  すくな 

の 理に當 るに 非ず」 と e 偶 ニニ 國志ぜ を 見る に、 顧雍 人となり 酒を飮 まず、 言語 寡く、 

二三〕  あた 

擧動 時に 當る。 權、 嘗て 歡 じて： n く、 「顧 君 は 言 はず、 言へば 必ず 中る あり」 と。 是. 

れ亦新 註の 如きの み、 言に 驗 ある を 謂へ るに 非ざる なり。 且つ 徵に 引く 所の 刑罰 中る 


(七) 

高咨- ： -ひ- 

道 成 

(八) 字 は 子 

珪。 ！ J ョま 孝、 

五 に 通じ 徒 

も聚 めて 敎ふ 

(九) 蘇掉の 

子、 字. に 無畏。 

政治 il^ にして 

財 $T に 長す、 

文 帝に ffiHC せ 

られ、 高； 


章に あ 


-ー 、バー、 開 

ふ めり 


*j  (に 同心 協贊 

して 天下 を 太 

平なら しむ 

(一 〇) 先進 

旗 第 十 w 章參 

(二) 徂徠. 

の 諭語徵 

( 一 二)  ？！ 1- の 

政治.！！^、 字 は 

元 歎、 諡は肅 

侯。 政務に 樓 

し 適；； M*- 適 

所に 住す 

二三) の 

大帝、 孫權 

(一！：) 里 仁 

篇第 十章參 照 

(一 五) 論語、 

先進 篇首 意參 

t ヌ 

( 一 六) 孔子 

十二 世の 孫、 

漢の擧 者 

(一七) 高 職 • 

高官に 同じ 

(一八) 楊！！ r 

学 は 闹修、 升 

菴 す、 明 

集 八十 一 卷ぁ 

り 

(1 九〕 の 


の 如き、 此れと 相似たり、 必ずしも 古典 を 謂 はざる なり。 

〇 論語の 「適 もな く莫 もな し」 は、 徴 の說盡 せり。 三國 志。 れに、 顧 索、 ：^: 相 平 (1: 書 事 

となる、 其の 選 用す る 所の 文武の 將吏、 各.^ 能く 任ずる 所に 隨ひ、 心に 適莫 なしと。 

亦 偏な く黨 なきの 意の み。 

(一 五ン  (一六)  けづ 

〇 先進 後進。 孔安國 n: く、 「仕の 先 後輩 を 謂 ふなり」 と。 朱 註 は 仕の 字 を 刪る。 微は 

之れ を 非と して 曰く、 「進 は 蓋し 進士の 進な り」 と。 其の 說 S かなり。 但し 三國志 f 

に、 顧邵、 豫 章の 太守と なるや、 小吏の 资質 佳なる 者 は 輙ち學 に 就かし め、 其の 先進 

を擇 びて 右 職に 擢 置し、 善 を 擧げて 以て 敎へ、 風化 大いに 行 はると。 進の 字は轉 じて 

爲學の 先輩に 用 ひて 可な り、 古は學 びて 然る 後 入りて 化 ふるが 故な り。 

(一八. >  1,  もん. V- ん (一九) 

〇 楊 升 薬 集 fS 針に、 窃寇を 哀しみ、 賢才 を 思 ふ。 文選の 呂 向の 注に 一お はく、 「哀は 蓋 

し 字の 誤な らん、 哀は當 に 衷と爲 すべし、 中心 之れ を 念 ふ を 謂 ふなり」 と。 全^と 哀 

字の 解き 難き を 疑 ひしが、 呂說を 見て 乃ち 豁然たり と あり。 按ずる に、 おの 字解き 難 

(二 〇)  (ニー) 

し。 乃ち 論語の 「哀しんで 傷らず」、 徴に 引く 所の、 季札、 樂を觀 て 之れ が 歌 頌を爲 


幽 窓 ill 筆 


七 


if 窓隨挚 


玄宗の 時、 五 

人 も 集めて 注 

ち 作らし め、 

高宗 の 時の 李 

善の 注と 合し 

て 之れ を 文選 

の六臣 注と い 

ふ" そ の 中に 

呂向 あり 

(舌) 八 倚 

篇第 二十 章 iKsf 

(二 一 ) 春秋 

時代、 吳王壽 

夢の 第 四 子、 

延 陵の 季子と 

は る 

( 一 ) ；？ I 語 5；? 

黨篇末 章の 文 

斯に擧 がる、 

りて 後に 集 

まる」 云々 

(二) 三國、 

魏の 人、 字 は 

季^3！；。 嫛姿高 

鶴、 眉： H 疏朋、 

髯長 S 尺、 甚 

だ 1» 重 ありて 

1^ 帝 も 敬 揮す 

(三) 初始元 

年 十二  H ；、 莽 

.R ら新 皇帝と 


して 曰く、 「哀しんで 傷らず」 も、 是 れ亦衷 たる か。 

<■ 1 )  ひさ  V 人， え 乂  ： 

C 鄕黨の 末 章 は、 聚訟尙 し、 而 して 崔琰 書して I 子 I を諌 めて 曰 


「哲人 君子、 俄 

に 色 斯の志 あり」 と】 お P 一。 是れ亦 其の 語 を 用 ひたるな り。 

(三)  くわんだ い 二う 

0 通鑑卷 三十 六、 初始 元年 11、 其の 當に爵 を關內 侯に 賜 ふべき もの は、 更に 附 城と 名 

づく。 註に、 「漢人 蓋し 城 を 以て 墉と 解す e 古文 は 庸は卽 ち墉の 字、 後人 土 を 加へ て 

以て 之れ を 別つ。 國を 成さざる もの 之れ を附 城と 謂 ふ、 猶ほ今 支 郡 を 言 ひて 屬 城と 爲 

(5  (六) 

すが ごとし」 と。 王制の 附庸、 鄭 注に 口く、 「小 城 を 附庸と 曰 ふ」 と。 


幽室 日抄 戊 午 二月 七夜 

(七)  (八) 

歐陽修 の 李 翱の文 を讀む 折 略 

(九. -  が 5/、  みな  なげ 

其の 賦に 曰く、 「衆 囂々 として 雜處 し、 咸老を 嘆 じて 卑を 嗟く。 予が 心の 然ら ざる 

を視、 行 道の 猶ほ 非なる を 慮る。 又 怪しむ 神 堯はー 旅 を 以て 天下 を 取れる に、 後世 

子孫 は 天下 を 以て 河北 を 取る 能 はず、 以て 憂を爲 す」 と。 嗚呼、 當 時の 君子 をして 


^す 

(SI) 六國時 

代より 夷 代に 

ありし 爵の 名、 

額 地も與 へす 

祿 のみ を 給す 

(五) 禮 記の 

王制 篇 

(六) 前漢の 

擧者綁 玄の注 

(七) 朱の 文 

豪。 「李 翔の 文 

も讀 む」 は 文 

章 軌範に あり 

(八) 唐の 人、 

字 は 習 之。 元 

和 の 初め 國子 

博士、 史館修 

撰と なる。 性 

硬直、 宰相 李 

逢吉の 過 を 面 

折して 左遷 さ 

れし こと あり 

(九) 李 翔の 

賦 r 幽 懐賦」 

もさす 

二 〇) 詩經 

魏風、 園 有 桃 

の篇 照 

(一一) 栄末 

元 初の 政治家、 

又擧 者。 字 は 

君 直、 疊山 i 


皆 其の 老を 嘆じ卑 を^く の 心 を 易へ、 翩の： 愛へ し 所の 心を爲 さしめば、 則ち^^？の夭 

下、 5:::- に亂と 亡と あらん や。 然れ ども 翱は 幸に 今時に 生れず。 今の 事 を 見ば、 則ち 

其の 憂 又 S しからん。 何ぞ 今の 人の 憂へ ざる や。 余 1K 下 を；：；： り、 人 を 見る こと 多 

し。 脫し 一人の 能く-纏の 憂 ふるが 如き 者 あらば、 又 皆疏遠 せらる る こと. 1 と 異るこ 

となく、 其の 餘の 光榮 して 飽く者 は、 一 たび 骨 を 憂 ふるの 言 を 聞けば、 以て 狂人と 

爲さ ずん ば、 則ち 以て 病癡 子と 爲し、 怒ら ずん ば 則ち 之れ を 笑 ふ。 鳴 呼、 位に 在り 

て 而も 賁 へて 自ら 憂へ ず、 又、 他人 を 禁じて 皆 憂 ふる を 得 ざら しむ。 嘆ず べき か 

な。  . 

詩、 魏國風  , 

r  一  00  くら  うた 

園に 桃 あらば、 其の 實 之れ 殺 ふ。 心の 憂 あらば、 我れ 歌 ひ 且つ 謠ふ。 我れ を 知ら ざ 

る 者 は、 我が 士矯 ると 謂 ふ。 彼の 人是 なり、 子が 曰 ふ は何ぞ や。 心 之れ變 ふ、 其れ 

誰れ か 之れ を 知らん。 其れ 誰れ か 之れ を 知らん、 蓋し 亦 思 ふこと なけん。 

謝枋得 曰く、 忠臣 義士の 心 をして、 略 ぼ 人に 知られし め、 通國 上下、 群^して 之れ 
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七三 


s.:: す。 著に 詩 

傳 註疏 あり。 

その 編せ る 文 

章軌 おも 以て 

名 あり 


( 一 ) 

風、 慕 門の 篇 

參照 


(二) 王 陽 明 
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を衆惡 せず、 其の 憂 ふる 所の もの は 何の 說、 今の 當に行 ふべき 所の もの は 何の 事 か 

と 問 ひ、 魏侯 聞きて 大いに 悔悟し、 急に 顚を扶 け危を 持す るの 謀を爲 さば、 晉^ に 

に- +* 

能く 縣 かに 其の 國を 滅ぼさん や") 國亡 ぶと 雖も、 亦 未だ 必ずしも 是 くの 如く 之れ 速 

かなら ざらん。 鳴 呼、 惜しい かな。  . 


墓 門に 梅 あり、 。. ^ありて 萃 まる。 夫 や t:^ からず、 歌うて 以て 之れ を 訊ぐ。 訊 ぐれ ど. 

も 予れを 顧みず、 顚 倒して 予れを 思 はん" 

朱熹 曰く、 墓 門に 梅 あり、 則ち^ ありて 之れ に萃 まる。 夫 や 良から ず、 則ち 其の 惡 

を 歌 ひて 以て 之れ を 訊ぐ る もの あり。 之れ を 訊 ぐれ ども 而も 予れを 顧みず、 顚 倒し 

て 然る 後 予れを 思 ふに 至って は、 則ち お に 及ぶ 所 あらん や。 

王 守 仁の 毛憲 副に 答 ふるの 書 折 ■ 

凡そ 禍福 利害の 說、 某 亦 嘗て 之れ を 講ず。 君子 は 忠信 を 以て 利と 爲し、 禮義を 幅と 

爲す。 苟も 忠信 禮義 の存せ ずん ば、 之れ に 萬 鍾を祿 し、 Si する に fe- 王の 貴 を 以てす 


と雖 も、 君子 猶ほ 之れ を禍と 害と 謂 ふ。 如し 其れ 忠信 禮義の 在る 所 は 心 を 剖き 首 を 

碎 くと 雖も、 君子 利して 之れ を 行 ひ、 自 ら 以て 福と 爲 すなり。 况ゃ 流離 直 逐の微 に 

それがし  しゃう れいこ どく とも  ち みまう りゃう 

於て を や C 某の ここに 居る、 蓋し 癉漓蠱 毒と 與に處 り、 魑魅魍魎と 與に 遊び、 日に 

三死 あり。 然り而 して 之れ に 居る こと 泰然と して、 未だ 嘗て 以て 其の 中 を 動かさ ざ 

る は、 誠に 生死の 命 ある を 知り、 一朝の 患 を 以て 其の 終身の 憂 を 忘れ ざれば なり。 

大府苟 に 害 を 加 へんと 欲し、 而 して 我れ に 在りて 誠に 以て 之れ を 取る こと あらば、 

則ち 憾みな しと 謂 ふべ から v^。 吾れ をして 以て 之れ を 取る ある ことなから しめ、 而 

ほし ノ まま かか 

して 横 に 罹る とせば、 刖ち亦 癘 のみ、 赢毒 のみ、 魑魅魍魎 のみ。 吾れ おに 是れ 

を 以てして 吾が 心 を 動かさん や。 

豳國 風、 . 聪鵠 の朱傳 

一 en  (五) 

武王、 商に 克ち、 管 叔鮮. 蔡叔度 をして 紂と武 庚との 國を監 せし む。 武 王-: 朋じ、 

成 王立ち、 周 公之れ に 相たり。 而 るに ニ叔、 武麼を 以て 叛き、 且つ 國 に流オ して：：： 

く、 「周 公 將に孺 子に 利から ざらん とす」 と。 故に 周 公 東征す る こと-: 年、 乃ち 管 

幽窓 隨维  七 五 


二) ぶ、- 代の 

清 主。 建 炎 E 

年 七 E:、 金 人 

(契 丹) i; 預な 

册 して 皇帝と 

し 國號へ 定め 

て大齊 とい ふ。 

九 E:、 豫卽位 

して 金の 正册 

も 奉じ 天 食 八 

年と す 

(二) 詩 小 

雅、 鹿 鳴 之 什 

祭-照 


(三) 詩經小 

雅、 鹿 鳴 之 什， 

も IS 皇者 華の 篇 

參照 
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叔. 武庚を 得て 之れ を誅 す。 

はばか 

寅 按ずる に、 武廣を 立て ずん ば殷人 服せ ず、 二 叔を監 とせず んば武 街^らず。 武 

庚 を 縛す るに ニ叔を 以てし、 殷人を 制する に 武庚を 以てする、 猶ほ契 丹の、 劉豫 

あま 

を 立てて 以て 趙宋を 制せる がごと し。 周の 謀 も 亦 周ね し。 武庚 乃ち ニ叔を 籠絡し 


そめ 


て 以て 大義 を擧 ぐ、 周 室 を 墻に閱 ぐに 投 ずと 云 ふと 雖も、 抑. -亦壯 な- 

其の 成るな きもの は 所謂 命な り。 悲しい かな。 


而 して 


(二) 

鹿 鳴 の 序  ， 

群臣 嘉賓を 燕す るな り、 旣に 之れ を飮 食し、 又 幣帛 を筐 篚に實 たして、 以て 其の 厚 

意を將 ふ。 然る 後 忠臣 嘉賓、 其の 心 を盡す こと を 得。 

ニニ) 

皇々 者 華の 朱傳 

王者、 使 を 四方に 遣 はし、 之れ に敎 ふるに 善道 を咨 諷する を 以てす、 將に 以て 聰明 

を廣 めんと するな り。 夫れ 臣 にして 其の 君の 德を 助けん と 欲せば、 必ず 賢 を 求めて 

以て 自ら 助く。 故に 臣 能く 善に 從 はば 則ち 以て 君 を 善に すべし、 臣 能く 諫を聽 かば 


則ち 以て 君を諫 すべ し" 未だ 自ら 治めず して 而 して 能く 君 を 正す 者 あらざる なり， - 

〇 司 馬 相 如 を 薦めし 者 は 狗監、 蜀の人 楊 得意な り、 史に 其の 名 を 明 書す。 而る に賈諫 

を 薦めし 前の 河南の 守、 廷尉吳 公 は 乃ち 其の 名 を 佚す。 士 の顯晦 果して 數 あるか。 

抑.' 空文 は 世の 貴重す る 所に して、 實才は 其の 疏 害する 所な り、 薦 者の 傳否は 蓋し 由 

ありて 然るな らん。 

〇 朱 雲 折^の 事、 固より 人の 耳目 を 驚かす。 而 して 雲 は 元 帝の 時に 枧単： の 令と なり、 

石顯を 論ずる に 坐して 魔 銅 せらる、 則ち 成 帝の 時 は 一布 衣の み。 乃ち 能く 書 を 上りて 

見 を 求め、 朝廷 亦 能く 引見す。 公卿 前に 在れ ども、 ^しく は 怪と爲 さず。 論者、 西澳 

(六)  そうけい 

は 古に 近し と 謂 ふ は、 蓋し 此の 類 を 謂へ るな らん。 左傳 に、 曹劂、 昆 えんこと を 請う 

て 曰く、 「肉食の 者 は 鄙し、 未だ 遠謀す る こと 能 はず」 と、 則ち 劍も亦 位に 在る 者に 

非ざる こと 明かな り。 

〇 宋の陳 俊 卿、 人 を 用 ふる を 以て 己が 任と 爲し、 朝士 及び 牧 守に 接する 毎に、 必ず 問 
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二) 宋の 人， 

字は彬 雨。 孝 

宗に 仕へ て 功 

あし 

(二) 宋の 人、 

字は季 海。 官 

は 左 丞相に 至 

る 

(三) 宋の 人， 

字 は 伯紀、 高 

宗の 朝の 忠臣。 

宰相と なりし 

も 邪 議に鼸 け 

ら る 

(四) 宋の 人、 

学 は 同 甫。 時 

務經世 策 を 主 

張せ る * 者 

(五) ^代の 

畢者、 字 は 沐 


(六) 漢の劉 

向の 撰、 逸事 

言行の 戒 とな 

すべ きもの を 

す。 凡て 二 

十卷 


IE 窓隨筆  七 八 

ふに 時 政の 得失、 人才の 賢 否 を 以てす。 虞 允文 も 亦 人才 を 以て 急と 爲す。 嘗て 籍を三 

等と 爲し、 見聞す る 所 あらば 卽ち 之れ を 記し、 材館 錄と號 す" 王淮、 人才 を 楊 萬 里に 

問 ふ。 萬 里 卽ち朱 熹 • 袁搞 以下の 六十 八 人を疏 し、 次第に 准 じ 之れ を擢 用す。 又 李 綱" 

人物 志 を 著 はす、 其の 序 は 集に 載す。 陳亮、 中興 遣 傳を著 はすこと、 魏 禱の大 鐵椎傳 

論に 見 ゆ。 古の 大臣、 心 を 用 ふること 此 くの 如し。 同 ^ の 如き は顯 用せられ ずと 雖も. 

亦奇士 なる かな。 

三十 而立  ， 

三國 志の 吳の 宗室傳 に、 孫權、 皎を讓 るの 書に 曰く、 「孔子の 三十に して 立つ と 言. 

へる は、 但に五 經を謂 ふの みに 非ざる なり」 と。 按ずる に 漢書に 曰く、 「古の 學者 

は 耕し 且つ 養 ひ、 三年に して 一 藝に通 ずれ ども、 其の 大體 を存 し、 經 文を玩 ぶの み n 

やし,！； I 

是の 故に 曰 を 用 ふること 少なく して 德を畜 ふこと 多く、 三十に して 五經 立つ」 と" 

(六" 

ぜ いえん 

又 說苑に 曰く、 「學 ぶこと 三十 年なら ば、 則ち 以て 達すべ し」 と。 此の 三者 を 合して、 

而 して r 立」 の古說 知るべき なり。 


九 合 

論語に は 九 合、 左 傳には 糾合、 三國 志の 吳の宗 室 傅に は、 孫輔、 遣 散 を 想 合すと：：： 

ふ。 九 • 糾 • 鴻 通用す る を 見るべし" 

の 如くし 祭の 如くす 

一章き 淵篇 論語に、 子 I：： く、 「門 を 出で て は 大賓を 見る が 如くし、 民 を 使 ふに は 大祭 を 承く る 

Vv: 年 T 條  が 如くす」 と。 左傳 に、 季门 く、  r 臣 聞く、 門 を 出で て は の 如くし、 事 を 承け 

て は 祭の 如くす る は、 仁の 則な り」 と。 敬 を 以て 仁を說 く、 孔子の 前、 ：：：- に 之れ あ 


^  0n^0  七 九 
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八十に 與ふ 十二月 二十 二  H  

S00  

三 末： お 國と和 せんこと を； i ず  

半 知 を 復すを 論ず  

學校を 論ず 附、 作場  

十二月 念 六日 記事  

念 七、 小 田 村士毅 に與ふ 十. 二月 二十 七 H  

同日、 村塾來 送の 諸君に 贈る 十二月 二十 七 H  

念 八日、 自書の 後に 書して 植生 五郎に 贈る 十二月 二十 八 H 

念 九 曰 記事 十二月 二十 九 H  
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は条 
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九 


戊 午 iE 室 文 稿  九 〇 

寄せら るるの 作 (門下生)  •： 三 六 二 

別 筵の 作 (友人. 門下)  三 六 三 

松 陰と 別る、 是の 夜^々 として 眠 を 成さず、 此れ を 書して 

自ら 遣る (小 £ 村士き  三 六 五 

無 逸に 寄す ("下 £ 首 松き  三 六 六 

子 遠に 寄す  三 六 八 

佐 i 八十 郞に 寄す  三 七 C 

村 塾の 壁に 留题す  -  三 七 一 

緩 狂 夫の 言 安政 五 年 冬  三 七三 


岡 田 耕^に 示す 正月 二 H 


(一) 戈な 枕 

と すと は 常に 

ijil^ する をい 

ふ。 五代 史に 

at" ゆ。 お-も 55 

ふ は 蘇 軾の語 リ 

何れも 武 * &パど 

^る をい ふ 

(二) 安政 EI 

年 十 》r ハリス 

g  乂城、 將？^ に 

謁して 書 を 

呈す 

(三) 運 m 東 

三 • 信 太 仁 十 

郎 •  ク江克 之 

助。 ハリスの 

S 城 v:<ii き 憤 

慨 して 刺さん 

とし 水 戶を出 

でし も果 さす、 

C や 31 して 傳馬 

町の に 整が 


をは 


正月 二日、 ！；£ 耕作 至る。 余爲 めに 孟子 を 授け、 公孫 丑 下 篇を讀 みて 訖る。 村 5- の 第 


一—) 


一義 は、 問 里の 俗禮を 一洗し、 枕戈橫 奥の 風と 爲 すに 在り。 ここ を 以て 講誦除 夕を徹 

し、 未だ 嘗て 放學 せざる なり。 何 如 ぞ年ー たび 改まれば、 士氣顿 に 弛める。 三 元の ロー 

(二) 

來 りて 禮を修 むる 者 は あれ ども、 未だ 來 りて 業 を 請 ふ 者 を 見ず。 今、 g.}- 使府に 入り、 

(三. - 

義士 獄に 下る、 天下の 事 迫れり、 何 ぞ除新 あらん や。 然り而 して 松ドの 士猶ほ 皆此く 

たま /ヽ 

の 如し、 何 を 以て か 天下 に^へん。 今 耕作の 至る や、 適.' 群 童の 魁と なる。 群 童に 魁 

する は 乃ち 天下に 魁す るの 始めな り。 耕作 年^め て 十^、 le^ く 自ら 激 -ig す、 其の 前途 

寧ん ぞ測 るべ けんや。 書して 以て 之れ を勵 ます。 


短刀 記 正月 六日 


し 

メ 


二) 秋.，. 「- 

之 助 〔s:^f 一 

(二) 武田耕 

R 齋正 生、 一 

に 如 S と す。 

水戶 藩士に し 

て國 事に 奔走 

す。 ®i 應： 兀年 

歿、 年 六十 三 U 

贈 正 K 位" こ 

こに W 難と あ 

るは弘 化 元年 

幕府 齊昭に 退 

E 一 を 命じ、 藩 

内の 正義 多 

く 退けられお 

る 事 を さす。 

その 折の 正 生 

の 歌 次の 如し， 

「太が くれて 

人に 問 はれ. £| 

もみ ぢ も 散 

りて こそ 知れ 

^^き心を」 

(三」 陪臣、 

秋 良 は 藩老浦 

靱 fiR の 家臣な 

り 

(n) 名は籍 

之 • 字 は 君 茅、 

齋 又は 桑 宅 

i 狭す。 廣島 

の 儒 にして 奴 
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九 二 


吾が 父 執 秋 良 翁、 其の 子 雄 太 を 遣 はし 來り、 短刀 一把 を 示して、 口く、 「是れ 水府の 

武田 氏の 贈に して、 毅ェ橫 山 某の 造る 所な り、 子 幸に 之れ に 記せ」 と。 余 謂へ らく、 ， 


ぬきん  もみ ぢ 

其の 國 難に 身 を擢 で、 枫を 以て 自ら 丹 赤に 比 


(一. 一一) 


ニコ 

武田氏 は 親 藩の 重臣に して、 曾て 聞ノ 

せりと。 其の 名望 隱 然として 天下に 在り。 而 して 翁 は 身 を&, 臺に 屈すと 雖も、 志 常に 

天下 を 以て 憂と 爲す。 則ち 此の 二人 は 身分 殊 なりと 雖も、 均しく 之れ 天下の 士 なり。 

而 して 其の 區々 たる 一 短刀 を 以て 相 贈る は、 何ぞ や。 蓋し 刀 は劍の 類に して 神 國の寶 

なり。 其の 短き もの 最も 便な り。 武田 氏の 枫を 以て 自ら 比し、 身を擢 でて 難に 當 るに 

あた  おそ 

方り て、 其の 恃 みて 以て 懾れ ざり し 所の もの も、 亦是の 物に 非ざる を 得ん や。 然 らば 

則ち 武 m の 贈、 秋 良の 受も、 亦 用 を 他日に 待ち、 且つ これ を 子孫に 傳 へんと 欲する の 

み。 書して 以て 雄 太に 付し、 これ を 翁に 問 ふ。 辱 愛生 二十 一回 猛士藤 寅 記す。 

木 原愼齋 に與ふ 正月 六 H 

とら (五 >  (六)  (七) 

寅， 尊厳の 高義を 欽慕す る こと 日 久し。 去 秋の 間 寡 君東覲 せし とき、 門 生 吉田無 逸な 


虎山 門下、 

お 陰の 友人 

マ 2! 德〕 

(五) m 齋の 

父 木 原 松 tt、 

當時 至孝 も以 

て 聞 ゆ 〔^傅〕 

(六) 安政 EI 

年 九 nr 五日 藩 

主 i 敉發- 十 月 

五 口 江戶 着。 

松 陰の 門下 吉 

m 榮太 郎從行 

す 

(七) 吉田榮 

太郞 〔關 傅〕 

(八) 性。 

防國 遠崎眞 

宗妙圓 寺の 住 

職。 海防^と 

して 名 あり。 

坂 井 虎 m と 親 

交 あり、 從っ 

て 愤 齋 とも 交 

友す 〔關 傳〕 

(九) 第 11 卷 

三 二八 頁 「木 

原&齋 に與ふ 

v< 一書」 參照 

二 〇) 松 浦 

松 洞 一: 關傳〕 

(一一) 松 ii^ 

の 肖像 を 松 浦 


る 者 をして 過り て 尊厳に 謁せし む。 已 にして 無 逸 報じて 口 く、 「松^ 老師 病 ありて、 


あ  (八) 

見 ふを果 さず、 深く 以て 憾みと 爲す」 と。 僕 之れ を 聞き、 愛 慮 措くな し。 屢.' 書を淸 

狂に 致し、 貴 狀を候 問せ しに、 淸狂 常に 云 ふ、 「貴 狀： j:^ しく は 佧 からず」 と。 ^の 一 焚、 

.  (九)  (一 0) 

ここ を 以て 日に 增し、 損する ことなし。 前書に 具す る 所の 松 洞 生 は 無 逸と 先 後して こ 

こを發 し、 西の かた 豐筑に 適き 留遊數 月に して、 歳暮 方に 歸れ り。 歸る ゃ刖ち 尊嚴の 

病 狀を審 かにし、 蹶起して 走り出で しも、 衆皆其の^^5突を、ほ.4::.せり。 w つて 緩に し 今 

日に 至りて 忽然と して 程 を 起す。 且つ 淸 狂に 過り て 指 引 を 請 ひ、 然る 後 貴地に 到らん 

と 欲す。 伏して 願 はく は 尊 嚴の病 間に 一 傾 蓋 を 得ば、 渠れが 平生の 願 足れり。 前書に 

懇請す る 所の 如きに 至りて は、 萬敢 へ て 請 はず。 伍 だ 事 固より 懸かに 委曲 を 度り 難し" 

まさ 

淸狂應 に 書 あるべく、 松洞應 に面陳 すべし。 僕 は 則ち 退きて 好 報 を 待たん のみ。 僕の 

近業 道 ふべき ものな し。 松 如、 文を修 むる こと 舊に仍 る。 怛だ新 除の ii、 未だ 俗務 を 

免 かれざる のみ。 松 洞の 行 甚だ 迫り、 書に 臨みて 悉す能 はず。 正月 六日、 吉 m お， HI す" 
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山 同 之？ 二 か 松 
の じ 助;^  — し 洞 
門く  ' じめ を 
{ こ 3 《迎 んし 
S 共 S 稱土 と て 
ぶ 虎と 矢 屋す書 


午， 文 校  九 四 

狂 夫の 言 正月 六日  ， 

天下の 大忠 は、 其の 大忠 たる 所以 を 知らざる に 在り。 苟も 大忠 の大忠 たる 所以 を 知ら 

すで 

ば、 寧ん ぞ 之れ が 計を爲 さざる を 得ん や。 當兮 天下の 亡、 ひん こと 已に 決す、 其の 患復 

〔開 is 

た 此れより 犬なる もの あらん や。 

夷蠻 戎狄の 我れ を 環 伺す る もの、 勝げ て^ふべ からず。 而 して 墨 夷 最も 蹴な り。 if: 夷 

ご J  の 計に 曰く、 「京 坂 及び 金 川 • 新？；； E. 長 崎. 平戶に 各.' 商館 を 起し、 官〕 貝 を 置き、 更 

(二)  <.;i 事 ノ 

リス を さす  ニニ  わたくし 

(三) タ ウセ に 一重 員 を：： d 戶に 立てて 以て 之れ を 管す。 其の 商法 は內 商と 外商と 私に 相 貿易し、 一- 

ンド • ハリス  ぜ、 

^^^00 れを 官府に 轄 せず」 と。 是れ 其の 我が 國を 吞噬 する の 形、 固より 已に著 はる。 然れど 

の^に 勝負 を  (三) (Eh  ま  か 

.^せ、ん；^2；：^； も 墨 夷の 使 は^ 注な り。 吾れ 輸 くれば 則ち 彼れ 非常の 利 を 得、 吾れ I 風た ば 則ち 彼れ 一 

こと 所謂の  (£ン 

るか そる かの  まみ  n ンスル 

大冒險 2:;5 敗 地に 塗れ、 復 た餘资 なからん。 彼れ 行年 六十、 猶ほ昆 須寞に aw す、 其の 傑物に 非 ざ 

(五) S 吉" 

^M^^ る こと 知るべき のみ。 今來 りて 我が 國を說 くや、 これ を 心に 取り、 これ を：！ に 發し、 

一 3 问 からざる に 

^^-^^n 初めより 深 重に 思惟せ ず。 而 るに 吾れ 其の 情僞を 察せず して、 一切 之れ に從 ふ。 已に. 

ぜ ももい ふ  ，  (六)  はか 

S 大統 I 胡 之れ に從 へば、 本 國の夷 It 更に 實を 以て 之れ に繼 がん。 是れ其の利固ょり^3;られず。 


若し 能く 一  言 之れ を 折 かば、 彼れ 將た何 を 以て 之れ に繼 がん ノ 吾れ 固より 其の 必ず 逸 

巡して 縮 退す る を 知る ある ことなり。 

夫れ 京 坂 • 江戸 は 天下の 所謂 三都會 なり。 彼れ 已に 商館 を 起し、 已に 重： を 置か 

きょう もく  はか  きつ 

ば、 ？ー に 其れ 拱默 して 爲す ことな からん や。 吾れ を 以て 之れ を 度る に、 我が 邦に は 乞 

丐 S だ 衆し、 彼れ 必ず 貧院を 起さん。 棄兒 ii,: だ 衆し、 彼れ 必ず 幼院を 設けん。 疲腐殘 

疾、 貧賤に して 治療す る 能 はざる 者 は.： だ 衆し、 彼れ 必ず 施 藥醫院 を 造らん〕 是れド 手 

の 一翁に して、 已に 愚民の 心 を 結ぶ に 足る。 之れ に 次いで 字 を 識り文 を 作る の 徒 を 慕 

り、 博物 材拔の 流 を 雇 はん。 ここに 於て か 利 を 知りて 義を 知らず 螯を 知りて 道 を 知ら 

きふ ぜん  よう-: ふ  たんらん 

ざるの 人、 翁然附 同し、 蟥聚 して 蠅集 せん。 而 して 幕内へ； n 焚の 吏、 其の 心 夷狄の る 

所と なるや 已に 久し。 其の 忠の 更に 切に 更に 犬なる、 尙ほ 此れより： i::^ しきもの あらん。 

1?〕  0 癸 a 六月、 先 將軍薨 じ、 今將軍 ：1 ぐ。 當時輿 人 言 ひて 曰く、 「今 將 軍委廢 す、 素より 

年 六 巧 將 iSf  . 

lug 薨じ S え 任に 勝へ ざらん」 と。 今、 職に 在る こと 六 年、 繼，： g 朱 だ 定まらす。 輿 人 則ち 復 た：：： く、 

r 紀伊 • 一橋 各.^ 入 繼の志 あり。 幕吏 諸 藩 交.^ 主と する 所 あり、 ここを以て依^^して 

^午 幽^ 文搞  九 五 


戊 午 iP 审： 文 稿  九 六 

今に 至る」 と I 今、 夷官來 居す、 後 必ず 此の 議に 預からん。 是れ石 敬 塘の事 遠から ざ 

るな り。 將 軍敬塘 たる も、 天下の 諸侯 或は 未だ 屈 降せ ざれば、 猶ほ 未だ 全く 我が 國を 

奪 ふに は 至らざる なり。 而れ ども 其の 諸侯 を 降す こと、 亦 難しと 爲さ ざらん。 

ニー) 

諸侯の 苦しむ 所の もの は參勤 交代の み。 夷官 必ず 曰 はん、 「日本 は海國 なり。 陸道奔 

ま ヤー 

走、 數百 千里、 費 弊す る こと 甚だ 巨な り、 火 輪 船 を 用 ふるの 愈れ りと 爲 すに 如かざる 

なり， 一 と。 諸侯 辭す るに 船な きを 以てせば、 彼れ 必ず 曰 はん、 「船 は 米 利 堅の 富む 所、 

もと  まか  t パ ち 

多寡 は 其の 需 むる 所に 任せん。 其の 價 直の 若き は、 五 年 若しくは 十 年 を 待ちて 漸次 慣 

淸 せよ」 と。 因って 一 郡 若しくは 一 島 を 以て 質と 爲し、 五 年 十 年の 間 を 以て、 貧幼藥 

醫 の諸院 を^ 立し、 以て 其の 地方の 人民 を 勾 誘し、 而 して 諸侯 も 亦 其の 船 を 得る の 利 

を樂 しみ、 決して 其の 人民 を 誘 ふ を 怪しま ざらん。 鳴 呼、 夷 計 ここに 至らば、 天下の 

めぐら 

亡びん こと 尙ほ踵 を 旋すを 待たん や。 是れ 吾れ の 謂 ふ 所の 大患な り。 

や 夷人 變詐 百出して、 通商 利を爭 ふ。 利を爭 へば 亂を 長ず る こと、 自然の 勢な り。 

利 を 爭ひ亂 を 長ず るの 事に して、 これ を 官府に 轄せ ざれば、 其の 弊 其れ 極り あらん や。 


J? 第 別 者 さ 
P 十 陸 a 

卷 B 寸 魯 
參 二に 望 0 
照 二 出の の 

一 づ離擧 


夫れ 天下の 忠、 誠に ここに 至らば、 其の 計 を爲す こと、 しく 何 如す ベ けん。 古人 言 

へ る あり、 「峻蛇 一 たび 手を螫 せば、 壯士疾 く 腕 を 解く」 と。 今 曰の 計、 補^の 

能く 濟ふ 所に 非ざる ゃ必 せり。 英決 果斷、 腕 を 解く の 壯士の 如くして 後、 禍を轉 じて 

福と 爲し、 患， を 以て 利と 爲し、 以て 大業 丕鎮を 建つべき なり。 一 府の 事の 若き は 遠く 

しばら 

して 測り 難し、 且く本 藩の 謀 を 以て 之れ を 言 はん。 夫れ 繁文 縛禮 は， W 化に 如かず。 君 

仁君 義 なれば、 仁義なら ざるな し。 化 以て 仁義 を • 行 ふに は、 其れ 文武 勒儉 より 始め 

んか。 文武の 荒 は 奢 怠に 如く ものな し。 奢 怠の 原 は 居所に 如く ものな し。 當 今の 諸侯，、 

t な r えしよ ろう 

メ  E んー， ■ ほ 「^ 國に大 城 を 擁して 以て 居所と 爲す、 是れ皆 謂 ふ 所の 原な り。 吾が 藩 は 幸に^ 江 書樓ぁ 

一 tr  I  i  I  £ 

風 山 H? 鲁欞  おも 

記」 照  り.、 君 公の 游息 所と 爲す。 吾が 意 私 かに 謂へ らく、 君 公 宜しく 姑く 城 を 避けて 徙 1115 す 

べし。 城 一 たび 之れ を 避く、 垣 屋障席 は 破る る も 補 はず、 壞 るる も 築かず、 其の 难士 

衞卒は 僅かに 百の 一 を存 し、 以て 其の 餘を 休せ しむ。 書樓狹 なりと 雖 も！，" さず、 朴な 

りと 雖も雕 せず。 群臣の 朝す る や、 皆 地. 坐して 事に 從ふ。 雨 ふれば 則ち 草韩 笠、 以 

て 之れ が 備と爲 す。 果して 能く 是 くの 如くん ば、 ー國の 人心、 一朝に して 面 を 革 めん。 

戊 午 幽室 文搞  九 七 


.1^-午幽室文稿  九 八 

是れ SP 化 仁義の 始めな り。 ここに 於て 日に 群臣 諸官を 召し、 與に國 事を議 し、 つて 

哀痛の な r- を 下し、 切 直の 言 を 求む。 一一 H 當ら ざる 者 は 之れ を舍 き、 其の 當る者 は 徒役陪 

録 と雖も 必ず 召して 之れ を 見る。 其の 言當れ ども 而も 詳 ならず 精なら ざる 者 は、 更に 

策 を 下して 之れ を 問 ふ。 叉 臣民の. 冤 任 ある 者 は、 上書して 之れ を 一： 一一 口 ふ を 允す。 書已に 

上れば、 雜議 して 之れ を 判ず。 

吾れ 私 かに 本 藩の 事を觀 るに、 大 弊數？ や あり。 大臣 事 を 怠り、 陪臣 私 を 行 ふ。 內臣政 

に預 り、 外 臣面從 す。 中士權 を專ら にし、 小 臣職を 失 ふ。 諸官、 曹を 分ち、 各曹相 軋 

る。 凡そ 是れ弊 端の 尤も 犬なる もの、 皆 勢な り。 勢 を 制する は 人 主の 方寸に 在る のみ。 

を V 一 

夫れ 國は 大臣に 倚る。 大臣 事 を 怠れば、 何 を 以て 國を爲 めん。 陪臣 私 を 行 ふより、 內 

臣 • 外臣. 中 士 • 小 臣の諸 弊に 至る まで、 皆 此れに 由り て 起らざる なし。 苟も 大臣 を 

怠ら ざら しめんと 欲せば、 人 主日々 召 見し 與に國 家の 艱難 を議 する に 如く はなし。 或 

は 事の 議 すべきな くんば、 與に國 家の 制 法 及び 聖經賢 傳を讀 み、 叉 與に學 校に 遊び、 

ゆる や 

與に陣 法 を 演じ、 與に 山野に 田獵 し、 務めて 其の 禮數 を寬 かにし、 其の 歡心を 結び、 


(一) 毛 利 氏 

1 門 及び 永代 

宗老 

(二) 貴族に 

つぐ 高 線の 階 

級に して、 大 

組の S となる 

上士。 六 千 二 

百 石 乃至 二百 

五十石 を 食む 


大臣 をして 吾が 君 を 親愛す る こと、 父師の 如く 然 らしめ、 自ら 斑さざる なから しむ。 

今の 大臣 は 君 を 緩る こと を 知りて 君に 親しむ こと を 知らず、 君 を 敬す る こと を 知り て 

君 を 愛する こと を 知らず。 是れ謂 ふ 所の 繁文 縛禮の 致す 所、 天地 否 塞の 道な り。 之れ 

が變 通を爲 さざる ベ けんや。 大臣に 賢 あり 愚 あり、 能 あり 廠 あり。 而 して 其の 酒色 其 

の 心を溺 らし、 居所 衣服 其の 體膚 を軟柔 にして、 勒勉勞 苦の 事に 堪 ふる 能 はざる 者 は" 

上書して 病 を 養 ひ 退 居す る を 允す。 退 居して 病 を 養 ふ 者 は、 假に 其の 采地士 民 を官に 

ゎづ 

牧め、 裁かに 數 口の 米を廩 給す。 其の 稍 や 志 あり、 若しくは 年少なる 者に は、 特に 學 

资を 給し、 其の 學 校に 登り 諸國に 遊ぶ こと を 許し、 其の 德を 成し 村 を 達し、 葡習を 一 

て. 二 ざ 

洗す る を 待ちて、 然る 後 向に 收 めし 所 を復 し、 擧げて 大臣 執政と 爲す。 果して 能く 此 

くの 如くん ば、 則ち 怠らざる の 大臣 出 でん。 然れ ども 此の 策 は 一 朝に して 成る ベ きに 

非ず、 而も 其れ 未だ 成らず。 大臣に 其の 人な くんば、 人 主 誰れ と與に 事を議 せん。 嗟 

呼、 是れ 固より 術 あるな り。 

.  一  ニー) 

貴族に 人な くんば、 これ を 寄 組に 取る、 是れ今 曰の资 格の 常な り。 摘めて 之れ を 論ぜ 

戊 午 幽室 文 稿  九九 
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( 一 ) 八 s!^ と 

も稱 し. B 土の 

上流に 罔す。 

千 六 百 石 乃至 

四十 石 を 食む 

(二： 遠近 附， 

中 士の 下にし 

て 百 M 石 乃至 

十三 石 を 貪む 

(三) 叙； 給： 迎、 

下士の 上に し 

て 六十 石 以下 

(四) 士分の 

下等に して 二 

十 石 以下 を 食 

む 

、五) 士分に 

in すして 弓抬 

銃隊 等と たる n 

十 石 五斗 以下 

も 給 せらる 

(六) 長 門 • 

周 防の ニ國 

(七) 寄 組の 

士 これに 當り 

大 組の 士を統 

轄 する 役 

(八) 大 組の 

士 これに 當り 

頭の 下に 屬 

し大 組の 士の 

一 部 を 統轄す 

《九) 國 政の 


( 1 )  (二) (三)  (Q) 

んに、 寄 組に 人な くんば、 こ れを大 組に 取り、 之れ を 遠近 • 無給に 取り、 之れ を 徒 

(五)  (六) 

士  . 足輕に 取り、 之れ を 農工 商賈に 取る も 不可 あるな し。 一 一 國の大 にして、 其の 人な 

しと 謂 ひて 可な らん や。 且つ 人 を 取る こと 誠に 能く ここに 至らば、 天下の 志士 皆將に 

首 を 翹げ心 を 動かし、 千里 を 遠し とせず して 至らん とす。 况ゃ禮 を 以て 之れ を g: し、 

祿を 以て 之れ を 厚く する を や。 則ち 其の 人 固より 用 ひて 餘り あるな り。 一世の 賢材を 

歷 選し、 置きて 大臣と 爲 さば、 大臣 怠らず、 而る後 國事濟 すべし。 陪臣 決して 私 を 行 

ふ 能 はず、 內臣 決して 政に 預る能 はず、 中士 決して 權を 専らに する 能 はず。 凡そ 此の 

三者 は、 固より 亦 正と 邪と あり。 正なる 者は拔 きて 之れ を 用 ひ、 邪なる 者は擇 びて 之 

しりぞ 

れを黜 くる は、 皆 一 の 大臣に 在り。 一 の 大臣 用 ひて、 三 弊 皆 除かる。 而 して 外 臣面從 

し、 小 臣職を 失 ふに 至りて は、 猶ほ議 すべき もの あり。 

(七) (八) (九) (一 〇) 

夫れ 組頭 • 番頭. 目 附 • 物 頭 は、 皆 謂 ふ 所の 外臣 なり。 今、 政 は專ら 中士に 在り、 而 

も中士 或は 內臣 に附 同して、 竊 かに 君 意に 中つ。 外臣 其の 非 を 知る と 雖も言 ふ 能 はず、 

卽し 之れ を 言 ふ も、 行 ふ 能 はざる なり。 一隊の 士卒 を 鼓舞 激勵 する は、 組頭. 番頭. 


.减 否 も 視察し 

又は 君命の 徹 

否 及び 諸 職の 

勤怠 を 視察す 

る 役 

(一 0) 麾下 

に 届す る足輕 

も 統轄す る 役、 

所謂 足 輕 大將 

に當る 


かな 


物 頭の 職に 非ず や。 其の 人 其の 職に 稱は ざれば、 汰 して 之れ を 去る も 可な り。 其の 人 

果して 其の 職に 稱へ るに、 辩 して 之れ を 制し、 其の 用 を寵さ ざれば、 其れ 之れ を 何と 

か 謂 はん。 宜しく 急に 三 官を召 見し、 親しく 其の 鼓舞 激勵の 術 を 問 ひ、 乂從 つて 其の 

方 を 指示すべし。 其の 得た る 者 は 之れ を褒し 之れ を獎 め、 其の 失へ る 者 は 之れ を 罰し 

ことわり 

之れ を戒 む。 次いで 隊の 士卒 を 召し、 其の 服 否 を 問 ふ。 其の 否に して 理 なき 者 は、 隊 

中の 巨魁 を擇 びて 之れ を 罰し、 其の 或は 理 ある 者 は、 更に 他人 を公舉 して 以て 之れ に 

代 ふれば、 則ち 三官 の職擧 がらん。 

ぎよし 

目附は 漢土 稱 する 所の 御史 にして、 其の 職 は 以て 糾彈 すべく、 以て 諫議 すべし。 今の 

目附は 能く 小事 を糾彈 すれ ども、 而も 大事 を糾彈 する 能 はず。 是 れ糾彈 すら 尙ほ 未だ 

盡 さざる あり、 而る を况ゃ 諫議を や。 宜しく 急に 目附 を精撣 すべし。 員 は 必ずしも 冗 

ならず、 唯 だ 其の 人 必ず 剛直 明達なら ば、 乃ち 可な り。 已に 其の 人 を 得ば、 數 J 门見 

して 事々 垂 問し、 事. 議 せざる なく、 議、 盡 さざる なくん ば、 則ち 目附 の職舉 がらん， 

架して 能く 此 くの 如くに して、 外臣尙 ほ面從 する 者 あらん や。 

戊 午 幽室 文搞  •  一  〇 一 
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今、 政 權は專 ら中士 に 在り、 議、 小臣に 及ばず。 故に 小臣： t 棄 もて 自ら 待ち、 肯 へて 

心を國 事に 竭 さず。 國 事の 困 橛 を視 て、 腹排せ ざれば 則ち 面 詔し、 未だ 嘗て 一 言 も 救 

正せざる なり。 吾れ 曾て 小臣の 父兄 を歷觀 する に、 其の 子弟 を 戒めて 曰く、 「必ず 汝 

{ 一 ) 

二) 令色の の 言貌を 令に し、 必ず 汝の 筆算 を 巧に せよ。 切に 文 を 學び武 を 演ずるな く、 切に 酉に 

合に 同じく、  、/ 

I 一一 一— 貌 ち.. - ま ど くる  ふけ 

u^^^^ 酗ひ 色に^る なかれ」 と。 是れ 其の 最も 美なる 者. なり。 然れ ども 夫れ 巧言 令貌を 以て 

ぶる 意 

筆算と 科 を 同じく し、 學文 演武 を 以て 色と 罪を齊 しくす、 人材 何ぞ從 つて 生ぜん ゃリ 

而 して 其の 美なら ざる 者に 至りて は、 酒色の み、 言貌 のみ。 若し 或は 然ら ざれば、 筆 

算 以て 貨利を ti- し、 文武 以て 戲玩に 資す、 寧ん ぞ 其の 實村を 望まん や。 天の 村 を 生ず 

る や、 貴賤 を 別つな し。 然れ ども 吾れ 成童而 下の 書 を 請む 者を歷 試す るに、 愈. '貴き 

者 は 愈. '鈍に して、 愈 >賤 しき 者 は 愈.' 敏 なり。 年 未だ 弱冠なら ざるに、 敏 なる 者 は 

常に 敗れて 詔 を爲し 慢を爲 す。 鈍なる 者 は 或は 進みて 忠を爲 し 勤を爲 す。 是れ 其の 大 

數 なり。 蓋し 賤者 必ずしも 村なる に 非 ざれ ども、 窮 して は 善く 思 ひ、 思 ひて は 善く 村 

となる。 貴 者 必ずしも 不 村なる に 非 ざれ ども、 逸して は 善く 怠り、 怠りて は 善く 不村 


となる。 今 善 思 善 村の 成 童 をして、 反って 善 怠善不 村の 弱冠に 及ば ざら しむ。 其の 之 

れを 敗る 所以の もの 知るべき のみ。 夫れ 人 村 を 敗り、 其の 制し 易き を樂 しみ、 以て 苟 

安を爲 す、 治平の 日 は尙ほ 或は 可な らん も、 之れ を 以て 危亡を 救 はんと 欲する、 危に 

其れ 救 ふべ けんや。 然 らば 則ち 何 如 せん。 亦 唯 だ 上書；？： 見、 明試擢 用、 以て 小 臣の氣 

を 鼓舞して、 其の 實村を 成さし むべき なり。 

國 家の 政 は 皆 大臣に 總 ベら る。 大臣 勤勵 にして 賢 村なら ば、 百弊 皆 除かる。 何ぞ 各-一 12! 

相^^るを患へん。 然れ ども 略 ぼ 今時の 弊を陳 べんに、 學官 n: く、 「人 村 は 宜しく 文武 

の 人 を 用 ふべ し」 と。 政府 は 乃ち 其の 親 故 を 用 ふ。 民官 n く、 「堤防 池澤は 民事の ハ.. わ 

なり、 宜しく 官金 を捐 てて 以て 之れ を 修築すべし」 と。 兵官 ：！： く、 「船 艦 橄銃は 兵備 

の 重なり、 宜しく 公裕 を捐 てて 以て 之れ を 造 鑄すべし」 と。 財官は 乃ち 金穀 (常) 計 あ 

る を 以て、 並びに 其の 議を. 讽 格す。 政府の 令 出で て 行 はれざる も、 目附 必ずしも 糾 II； 

せざる なり。 諸.. の 頭 或は 議 する 所 ある も、 政府 必ずしも 聽納 せざる なり。 大抵 一 暫 

事 を 立つ る や、 他曹 之れ を沮 み、 一 人議を 建ず る や、 衆人 之れ を廢 す。 未だ 曾て lni々 

戊午幽 (せ 文搞  ，ー〇 三 


(一) 加判 衆 

とい ひ、 藩の 

行政 執行に 當 

りて 加判 決裁 

する 役。 貴族 

又は^ 士中！ » 

^功勞 あるお 

の 中より 任す 

(二) 當役卽 

ち 行 相と 當職 

卽ち 國 相 


戊 午 幽室 文 稿  一 〇 四 

として 襄成 する もの あらざる なり。 故に 吾れ の說に 曰く、 「曰に 群臣 諸宫を 召し、 與 

に國 事を議 する に 如く はなし」 と。 請 ふ 更に 其の 大略 を陳 べん。 公 は 常に 書樓に 居り- 

あした  ( 一 ) 

晨には 則ち 起 坐して、 群臣の 朝す る を 待ち。 貴族. 加判、 皆 入りて 恃す。 政府の. 愿： 貝- 

皆兩 職に 從 ひて 坐し、 民 官* 市官. 兵 宫. 學官、 各.' 司る 所 を 持して 之れ に從 ふ。 ：：：！ 

附は 毎朝 必ず 一 たび 入り、 其の 或は 他處を 巡視す る 者 は 必ず 君 公に 面 謁して 然る 後出 

で、 歸 らば 則ち 盡く 其の 所見 を 白 上す。 其の 議事の 體、 初日、 先 づ大號 を 下して 曰く- 

r 將に 大更張 あらんと す、 從 前の 疏議、 一 切 之れ を罷 めて 報ぜず、 其の 罷む ベから ざ 

る もの は、 更に 來 りて 疏議 せよ」 と。 因って これ を 殿 門 及び 城門 • 校門 • 札 場に 大署 

し、 復た 移檄を 下さず。 次 日、 又大號 して 曰く、  r 國 家の 事、 言 ふ あらんと 欲する 者 

たてまつ 

は士 民に 限らず、 皆 書 を 持して 來り 上れ」。 又 次 日、 大號 して 曰く、  r 士 民の 冤枉 ある 

者 は、 皆 書 を 持して 來り 上れ」 と。 其の 大署 して 傲せ ざる こと、 並びに 初日の 如し。 

ここに 於て 國中駭 然として 其の 爲す ある を 知り、 而 して 其の 由 を 知るな し。 數 日の 間、 

たてまつ 

蓋し 來り 上る ものな からん〕 (其の 問) 前に 謂 ふ 所の 制法經 傳を讀 み、 學 校に 遊び、 陣法 


(一一！) .ぉ 政 は 

奏の始 皇帝。 

天性 剛 にして 

天下の 襄 大小 

となく 皆 自ら 

決し、 日夜 休 

iy: せす。 楊 堅 

は 隋の文 帝。 

性嚴 道に して 

政 に 勤む。 

令 行 はれ 禁止 

む。 財に 嗇な 

るの 缺點 あり 

しも、 功 を 賞 

して 吝 ならす、 

百姓 を 愛 養し 

農 桑 を 勤 誘し 

ら奉 する こ 

と儉 薄な りし 


を 演じ、 山野に 田獵 する こと、 皆 不可な し。 而 して 制 法 號令を 請み、 其の 可否 を资議 

し、 凡て 短冗琪 屑、 具 文 虛設の 事 は 一 切 之れ を 勾し、 務めて 著實 施すべき を 令す。 經 

*t じ 

傳を讀 み 武技 を 講ずる、 必ず 懦員武 藝の師 及び 一 時の 碩學 良材 を？^ = して 之れ に參 ふ。 

或は 左右の 侍 御と 討論 刺擊 し、 而 して 左右の 不文 不武の 士は皆 除きて 之れ を 去る。 其 

の 忠純 倚るべく、 材俊用 ふべき 者 は、 或は 諸 國に發 遣し、 地理 民俗 を歴觀 し、 乂^：；-師 

友 を 求めて 之れ に從 ひ、 以て 其の 大成 を 責め、 其の 大用を 期す。 一 日の？？、 志 氣稍ゃ 

倦怠す る こと あらば、 乃ち 大臣 左右 十 名 上下 を從 へ、 學 校に 遊び、 陣 法 を 演じ、 或は 

直ちに 學 生を從 へ、 山 を 驀ぇ川 を 越え、 嫁 を 海上に 逐ひ、 猪见を 山林に 驅る。 是 くの 

如き こと 數日 にして、 臣下 必ず 吾が 君 を 親愛す る こと、 父師の 如くな らん。 數 日の 後 _ 

疏議坌 集して、 勝へ 難き に 至る。 ここに 於て 日 El^ 食 はず、 中夜寢 ねず、 頗る 赢政 *揚 

堅の 爲に倣 ひて 之れ を 上がば、 大抵 一 一 一月に して 了す ベ し。 其の後 は 蓋し 平日の 如く 

して 簡を加 へん。 贏 政 • 楊 堅 は 能く 自ら 强 むる も 人に 任ずる 能 はず、 吾れ は 乃ち 自ら 

强 めて 而も 人に 任ず。 自ら 勞 する 如しと 雖も、 其の 實甚 しく は 自ら 勞 せざる なり。 凡 

戊 午 幽室 文搞  一 〇 五 


(一) 松 陰の 

號" 第 一 卷幽 

囚 錄附錄 「二 

十 一 回 猛士の 

說」 參照 

(二) 孔子 陳 

に 在りて 魯の 

狂 士も思 ひ、 

又 中道 を 得て 

之れ に與 せす 

ん tf 必 t,. や 狂 

かと 謂 ひし 

こと あり、 孟 

子 も 亦 こ の 意 

も述 ぶ。 盡心 

下篇 第三 十七 

竞參照 


戊 午 幽{ 半-文 稿  、  一 0 六 

そ來 りて 疏議 する 者 あり、 或は 策を獻 じ、 或は 冤 を 陳ず。 事、 財に 涉る もの は、 財 {目 

之れ を 主り、 民に 涉る もの は、 民官 之れ を 主り、 ra: つて 諸臣諸 官に附 して 雜 1： す。 議 

已に 定まりし もの は、 特に 發議 人に 命じて、 主官と 同じく 來者を 召して 對辨 す。 來者 

心服 すれば、 乃ち 罷む。 是れ 人に 任じて 勞 せざる の 道な り。 此の 法 旣に行 はれ、 政 一 

途に 出づれ ば、 決して 諸曹 相： ti- るの 弊な きなり。 

鳴 呼、 今日の 計、 大略 此 くの 如し。 然れ ども 今日の 患 は、 人 未だ 其の 忠 たる を 知ら ざ 

れば、 則ち 吾が 計 を 以て 暴と 爲し 狂と 爲す も亦宜 なり。 人 以て 暴と 爲し 狂と 爲せ ども、 

而も 吾れ 猶ほ言 はざる ベ からざる もの は、 是 れを舍 けば 國 家の 亡 立ち どころ に 至る こ 

と 疑 ひなければ なり。 然 りと 雖も、 今日の 計と 今日の 患と は 豈に是 くの 如くに して 止 

まん や。 苟も 是れ すら 且つ 知らず 行 は ざれば、 天下 復た爲 すべき ものな からん。 噫。 

人 一 一十 一 问子を 狂 夫と 謂 ふ も、 同 子 は 乃ち 猛士 にして 狂 夫に 非ざる なり。 然 りと 雖 

も 狂 夫の 言 は、 聖人 これ を擇 る、 ， 詎庸ぞ 傷まん。 狂 夫の 言 を 作る。 正月 六夜謦 す。 


某日 年 第 次 g 
宛 Pfj" 正九郎 ラ 

簡後ニ 安長 通 

參藩十 政 藩 m 

-t*  — •  -i*-  口 


(2 安政 四 

年 十 E- ハリス 

登城、 將 3ef に 

謁 せし を さす 

(五) 文 永、 

弘 安の 元寇な 

さす 

(六) 都 成功 

の こと。 父 芝 

寵平戶 に 亡命 

し 田 川 氏を娶 

りて 成功 を 生 

む。 後 父淸に 

降りし とき、 

逃れて 南澳に 

據り延 平 郡 王 

となりし を 以 

て延 平と いふ 

(七) 菊 池 氏 

EI 世。 武房 . 

時 隆 • 武 時 • 

武光 をい ふか 


兒玉士 常の 九國 • 四國に 遊ぶ を 送る 敍 正 二十 三 H 

ニニ)  き ぜん 

兒玉士 常 は 劍を擊 ち 書 を 讀み、 頒然 たる 丈夫な り。 歳の 正月、 將に 西の かた 豐筑に 造 

び、 肥 日を跌 み、 遂に 四 國に航 せんとす。 余 曾て 再び 九 國を經 たる を 以て、 吾が 友 高 

杉暢 夫に 因りて、 余の 贈 言 を 請 ふ。 鳴 呼、 九國は 余の 曾て 經し 所、 而 して 今は幽 W 廢 

錮、 世と 謝絕 す。 西 州の 消息 水； II として 昔 響を絕 ち、 能く 言 ふこと あらず と雖 も、 能く 

昔を懷 ふこと なけん や。 癸丑 • 甲 寅 以來、 夷狄の 娼獗 日に しし。 去年に 至りて、 一 价 

どん ぜ ノ 

府に 入り、 六十 六國 殆ど 其の 口舌に 噬 せらる。 而 るに 堂々 たる 藩：^ 你、 尙ほ 且つ =  安然 

高 臥して 以て 憂と 爲 さず、 天下の 勢、 滔々 として ここに 至る。 獨り两 州に は 猶ほ悲 W 

の士 ありと 云 ふ。 然 らば 則ち 士常、 劍を擊 ち 書を讀 むは、 固より 徒然に 非ず。 而 して 

お ほよ そ  ， 、に- 

其の 奮然と して 西遊す る、 寧ん ぞ 故な きを 得ん や。 大凡 士君子の 事 を 成す は、 .1^.- 氣佧 

如に 在る のみ。 志 を 立つ る は奇傑 非常の 士に交 はるに 在り、 氣を養 ふ は 名山 大川 を跌 

、五ノ 

涉す るに 在り。 西 州 は 又 古跡 勝地 多し、 箱 崎 は 以て 伏 敵の 往事 を 想ぶべく、 長 崎 は 2^ 

て 嵐 夷の 雄 略を觀 るべ し。 平戶 は鄭延 平の 生れし 所 * 菊 池 は 四， 忠臣の 居りし 所、 他 
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(！) 文化 ff! 

年 八 2?、 英船 

長 il- に 入港し 

て 食糧 薪水 を 

强 要す。 奉行 

松平圚 書守康 

英>  止む を 得 

す 之れ に從ひ 

遂に 出 W 後 

(十七 日夜) 責 

も 引いて 自殺 

す 

(二) 名 は 正 

之、 上野 國の 

人。 尊王の 心 

厚く、 十八に 

して 京に 出で 

又 四方に 局 遊 

す。 意 を當世 

に 得す、 西 海 

に 遊び 筑 後久 

留米 にて 自殺 

う。 年 四 十七。 

宽政三 奇士の 

一 人 

(三) 伊豫の 

二 名の 洲、 卽 

ち 四 國の こと 

(ra) 安政 EI 

年 十 nr ハリス 

の 出府 をい ふ 

(五) 久坂玄 

字は實 jar 


に 松 平 圖書頭 丄咼山 彥九郞 の 墓の 如き、 掃して 祭るべし。 而 して 霧 島山 祌戟の 威 は 萬 

ニニ) 

ふたな  しま 

代の 仰ぐ 所、 皆 慨然と して 之れ を陚 して 可な り。 若し 乃ち 二 名の 洲は 余の 未だ 經 ざる 

所、 士常ー たび 之れ を經 ば、 亦 必ず 賦 あらん。 苟も 其の 賦 する 所に 因りて、 其の 山川 

人物 を預り 聞き、 以て 吾が 志氣を 立て 養 ふこと を 得ば、 誠に 囚 室の 大幸 なり。 暢夫も 

亦 遊 志 ある 者、 故に 已に士 常 を 達り、 併せて 暢 夫に 吿ぐ。 

水 戶齊昭 卿 の 壁 書 に 跋す 正 月 吉日 

丁 巳の 冬、 墨 使府に 入り 年を驗 ゆる も 去らず、 天下 皆 これ を 憤る。 松 下の 士 乃ち 謂へ 

らく、 徒らに 憤る も签 なし、 且つ 天下の 事 は 身 家より 始まる と。 而 して 水 戶の 老公 は 

ぎよ ラ しょ < 

當 世の 泰斗に して、 其の 隻語 も 以て 吾が 黨を矜 式すべし、 況ゃ 其の 壁 書と 云 ふ もの を 

や。 ここに 於て 活 則して 以て 同志に 頒 つと 云 ふ。 安政 戊 午 正月の 吉、 松 下 村 塾。 


(S) 


日 下 實甫の 東行 を 送る 序 二月 上句 


日 坂 — a: に  ー, a 文 ネ才 

ご〕 l!U よし-適 文^ 子 に P 突- 

發ニ勞 く 妹 三 のし 門 
支 東 n  に 久 八 its て 下 
那上ニ  。贈 坂 九 °  、の 
史す十 久る氏 H 第 妹 逸 


吾が 妹^ 日 下 實甫は 年 未だ 弱冠なら ざる も、 志壯氣 鋭、 之れ を 運ら すに 才を 以てす。 

吾れ 嘗て 推す に 吾が 藩の 少年 第一流 を 以てせり。 今兹 二月、 將に 山陽より 東上し、 皇 

京に 過り * 更に 東の かた 江戶 を觀ん とし、 贈 一一 目 を < ^に 請 ふ。 余 謂へ らく、 今や 天-卜 大 

變 革の 兆 あり、 而 して 實甫は 吾が 社の 領袖な り、 吾れ の 之れ に 語る、 寧ん ぞ 尋常の 言 

(の 七 r 元は 胡 を 以てせん やと。 吾れ 幼より 喜んで 震 《: 一史 を讀 む。 而 して 其の 宋 亡びて 胡 元と なり、 

族よ h- 起り し  r 八)  £) 

ひ ていふ 明 減び て滿淸 となりし こと、 獨り 自ら 感 あり。 彼の 震且 なる もの、 三代. 漢 .iw は藏 

(ズ) ^.^N^^  二つ 二 

洲 より 起り し  ま け ス いん 

も 以てい ふ  然として 中 夏 を 以て 自ら 居り、 問 ま檢^  •  奴の 如き 者 ありと 雖 も、. 以て 勝ちて 之れ 

(九) 夏 *殷*  ニー)  - 

PE. の 三代  しの  たくばつ きつたん 

「一 〇 マ庶虞 を 上ぎ たる ことなし。 勝ちて 之れ を 上ぎ たる は， 柘跋 • 契 丹を然 りと 爲す。 然れ ども 

時代 迄の 北 

讀 き』 嫌 はれ 未だ 曾て 區夏 を包擧 せざる なり。 唯 だ 胡 元 • 滿淸、 則ち 能く 之れ を包舉 す。 是れ 固よ 

一種 族  (ニー) 

二 一) 拓 S り 震旦の 大變 革な り。 而 して 其の 時に 及んで は、 家紋 翁 • 胡 身 之. 徐眧； iil • 魏 叔子諧 

は 後魏の 主の  、-:  . 

5 來 支那 憾方 人の 如き あり、 許衡. 陸隴其 諸人の 如き あり。 其の 他 因循 依 遠す ると、 狼织顧 望す る 

の m、 者との 流 は 勝げ て 計 ふべ からず。 而 して 許 • 陸の 倫 は 世 或は 仰ぎて 正學^ 儒と 爲す も、 

後に n 號を遼 

と 改め、 大 家 • 胡 • 徐 • 魏 の 諸人に 至りて は、 亡國の 一 淸節 士と爲 すに 過ぎず。 然 らば 則ち^ 俗 

戊 午 幽室 文槁 _  .  一 〇 九 
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〇 


を «5 す 

( 一 二) 家^ 

翁 は 宋の眉 山 

の 人、 字 は 則 

堂。 ぬ； 問該 厚、 

宋 亡びて 旦タ 

哭 滞し、 元の 

招 S- を 返け 淸 

節 t ぜを 終る。 

胡 身 之 は 名 は 

三省， 字 は 身 

之、 栴 磯と 

す。 朵の ff.iw 

の 進士" 仕へ 

て 朝 奉 郎に至 

h\ 宋 亡びて 

^^居して仕へ 

t 徐昭法 は 

清の 徐坊、 俟 

齋 と！？ S す。 居 

易 堂 集の 著者。 

5^ 國の诚 亡 後 

節 を 守 h- て 仕 

へす。 第四卷 

八 六 頁 「居 易 

堂 集を讀 む」 

參照。 魏叔子 

は 明末淸 初の 

寧 都の 人、 名 

字 は 

たるの 操 持 固 

く 野に あ h- て 


の 論、 何ぞ 與に輕 重を爲 すに 足らん や。 抑.' 震旦の 國 たる や、 錢 興相仍 り、 固より isi 


ふに 足る ものな し。 而 して 明季の 事、 獨り 頗る 観るべし。 蓋し 燕 土に 死す る 者 あり， 

ニ匸  (三)  (マ、 ン 

金 陵に 死す る 者 あり、 臺灣に 死す る 者 あり。 吳三 桂. 史可法 • 耿尙忠 の 如き 者に 至り 

て は、 滿淸稱 して 三 叛と爲 す こと、 猶ほ殷 の 頑 民の ごとし。 嗚呼、 此の 四 者 は 固より 

家 • 胡 • 徐. 魏と 其の 志 を 同じう して、 決して 許 • 陸の 比に 非ざる なり。 今 吾が 神州 

宴 安 無事なる こと 二百 餘年。 一旦 墨 夷 一 价を馳 せ、 征夷 府に 入る や、 征夷 府將 に國を 

擧 げて聽 かんとす。 天下の 事、 ここに 於て 知るべき なり。 而 して 吾人 此の 問に 處 する • 

宜しく 何れの 所へ か適從 すべき。 家. 胡 • 徐 • 魏は 蓋し 志 ありし ならん、 而れ ども 成 

す 所な くして 死す。 許と 陸と は 正 學酷懦 と稱 せらる と雖 も、 吾れ は 萬 從ふ能 はざる な 

り。 燕 土  • 金 陵. 薹灣と 所謂 三叛 なる 者と は、 其れ 必ず 一 に 宜しき 所 あるな り。 若し 

(き  (五) 

乃ち！ ：| 文 叔の漢 室 を 再 造し、 朱 元 琼の胡 塵 を 掃蕩す る は、 彼れ に 在りて は 方に 憾みな 

きものと 謂 ふべ し。 實甫往 け。 士 此の間に 生れて、 適く 所 を 擇ぶを 知ら ざれば、 志氣 

と才 と、 將た 何の 用 ふる 所ぞ。 生の 死に 如かざる や 之れ 久し。 實帘の 行、 皇 京に 過り- 


藥も講 す。 第 

EI 怨 £〇 七 貝 

r 魏叔子 文 ®j 

も讀 む」 参照 

( 一 三) 許衡 

は 元 代 初期の 

寧 者、 字 は 仲 

平。 博 * 多識、 

蒙古 朝廷の 漢 

化に 與っ て 力 

あり、 文 正と 

諡 せらる。 陸 

^其 は淸初 平 

m の. <、 字 は 

稼 書。 清朝に 

仕へ し樂 «、 

著述 頗る ダノし 

( 一 ) 燕 十 . 

金 陵に 殉難の 

志士 數十 名な 

さす。 今 一 々 

親 .lb す 

(二)  V 邠 成功 

^*^サ明の称興を 

はからん とし 

て臺^ に 死す 

(三) s$ 

耿精忠 は 何れ 

も 一 度 に歸 

服して 後に 叛 

*1, 史町 法 は 

一 SI-, ェを 擁して 

舉 兵し 揚 州に 


.y 戶 を觀れ ば、 其れ 必ず 徧く 天下の 英雄 豪傑 调騰 の士を 見ん。 往 きて^に 此の 義を討 

論し、 以て これ を 至 當に歸 し、 返りて 一 國の公 是を定 むる は、 誠に 願 ふ 所な り。 若し 

然る 能 は ざれば、 吾れ の 推す に 少年 第一流 を 以てせし は、 一家の 私 言と なりて、 天： 卜 

の士 に愧づ べき ゃ大 なり。 實甫往 け。 是れを 贈 言と 爲す。 

(六) 

佐 謙 • 岡 部 • 谷 茂 に與 ふる 書 二月 五日 

三 生 足下、 士の才 と 成す 所以の もの は、 文と 武に 非ず や。 而 して 「文 はぎ _ ^に 非ず、 

(七) 

武は^ 榴に 非ず」 と、 陳同甫 の 言 固より 然り。 然れ ども 事を處 する に は 必ず 鈴 _ ^より 

始め、 敵 を 判る に は 必ず 劍榍 より 起す、 是れ 術の 方の み。 今、 村 塾 新たに 興る、 固よ 

り 紛槧劍 桐の 士を蓄 ふに 非ず。 然れ ども 亦 此れ を 外にす る 能 はず。 且つ 人々 が 事を處 

し而 して 敵 を 料らん と 欲する は、 乃ち 材に 因りて これ を 篤く する の 近に 非ざる なり。 

(九) 

有 隣 *淸 太. 實術、 審精書 を讀み 以て 諸 生 を 導き、 其の 之れ を 講ずる 亦詳 かなり。 然 

れ ども 僕 獨り盧 るに 書を讀 むこと 專 精なる とき は、 積みて 文弱 委應の 風を爲 し、 其の 

戊 午 幽室 文 稿  一 1 一 


i 郎^- 7» て 小 杉 年 


ほ 4  -  -  ノ」舍^1、舍^十ひ 


久久 に 下 を 宅一 
M ザえ 保 富 充村修 地 巧 安 
IH 玄淸 永つ 塾 捕 內五政 

太 現 太 有 のしの 日 


^死す 

(5 名 は秀、 

字 は 文叔" 王 

莽も 誅伐して 

も 再興し、 

後^«の祖とな 

る。 光武帝 卽 

ち これな り 

(五) 明の 太 

祖。 元 も. 减し 

こ 漢人の 天下 

となす 

(六) 佐々 木 

00 • 岡 部 富 

*^  • 中 ハ<? 茂 

十郞 〔関 傳〕 

(七) 陳亮、 

字 は 同甫、 寵 

川と 1^5 す。 朱 

の？ 者、 世 

4H とす 


戊 午 幽室 文搞  一二 一 

かたに 

諸 生 を 害する こと 淺鮮 ならず。 足下 三 生の 傍ら 擊劍 を修 むる は、 以て 其の 弊 を 救 ふに 

足る か。 僕 因つ て 指 を 屈する に、 諸 生 S- 擊劍 する 者 は、 三 生の 外、 1^ 生 • 玉 生. 熊 生. 

弘生 及び：！ ^は 生. 弟の 梅 三， 共に 七 名な り。 今より 約 を 結び、 隔日に 場 を 開き、 备 21 

生 を 直て、 擊劍の 事 を 管し、 以て 諸 生の 武力 を 誘 はば、 斯ち 其れ 可な らん。 去年 來兒 

童 頗る 準 鉄 を 習へ る は、 未だ 必ずしも 益な きに 非ず e 何 如ぞ、 新 塾已に 開き、 讀誦 益； 

盛に して、 他事に 暇 あらず、 是れ 誠に 喜ぶべし と雖 も、 亦 一 を 顧みて 二 を， 失 ふの 患な 

きこと 能 はず。 今 三 生の 力に 頼り、 擊劍を 興し、 兼て 準 鉄を復 する、 誠に 願 ふ 所な り „ 

郊野に 出 遊し、 力 を 養 ひ 氣を振 ひ、 地理 を 知り、 民俗に 通ず る も、 亦學 問の 一 益な り ( 

每月 一 一 一 曰 を 定めて、 出 遊の 日と 爲し、 近き は 一 一 一里、 遠き は 五六 里、 地 を 約し 期 を 

刻して 各. '其の 所に 趨き、 劍 若しくは 鉄 を 演じて 然る 後歸 る、 亦 可なら ず や。 此の 事 

は 僕 有 隣. 淸太 • 實甫と 之れ を 謀りし に、 其の 意 亦皆此 くの 如し。 乃ち 諸 生 中 を 環視 

する に、 三 生の 託すべき に 如く ものな し。 但だ谷 生 は 其の 家隔 遠に、 又 多事 自ら 煩 は 

お ほむ 

しく、 去る 毎に 率ね 連日 來ら ず。 佐 生 • 岡 生は邑 中の 冠者に して、 向に 已に準 銑の 事 


しにに 助 三る のしす の 年 
こ 赴托 と ほ と 遊て 藩 下 十ち 
i か し 共 金 安 歷東邸 付 二 

ん てに 子 政 を 北 もも；！ 嘉 
と 泡 米 16 元な 諸 亡 待 過 永 
せ 外 艦 之 年せ 國 命た 所 四 


養ん 作：:: 
とで ° じ 
稱松久 
せ 門 坂 通 
ら のと 稱 
る雙並 tf 


S か に勞 す、 今 は 最も 任ぜざる ベから ず。 僕 幽糜百 折し 事々 皆蹶 く、 鉛 慙劍循 は 其^:^ し 

0  • 弘勝之 助 

か. 佐々 木龜 とする 所に 非ず、 事 を 處し敵 を 料る は 其の 能くす る 所に 非ず。 然 りと 雖も 寧ん ぞ也人 

之 a  •  , 、木 

梅 一二郎 〔關 傳〕 に 望む ことなき を 得ん や。 三 生 足下、 其れ 幸に 之れ を 識れ。 寅 白す。 二月 五日 


高杉暢 夫に 與ふ 二月 十二 日 

僕、 足下と 交を納 るる は、 徒 y 讀書 稽古の 爲め のみに 非ず、 固より 將に 報國の 大計 を 

建てん とすれば なり。 足下と 淸 太と 思慮 尚詳 にして、 僕の 固より 推 許して 倚 頼す る 所 

なり。 机 だ 近日の 議の 如き， 淸太諸 友 其の 説な きに あらず。 然れ ども 鋭 だ 過ぎ、 乃 

ち 之れ を 疎脫に 失す。 足下の 一言 之れ を、 ほむ ことな かりせば、 僕 殆ど 將に 大事 を 誤ら 

く は 

ん とせり。 事 過ぎて 之れ を 思へば、 大 夢の 一 覺の 如し、 僕 何の 感荷 かこれ に尙 へん。 

僕 平生の 交友、 亦 鮮少と 爲 さず、 自ら 以て 人 を 得たり と爲 す。 奈 ともす るな し、 亡 

邸. 入海 ニ擧の 後、 諸 友 乃ち 僕 を 以て 狂と 爲し 暴と 爲し、 剛愎 自ら 用 ひ 人 言を聽 かざ 

る ものと 爲す。 僕 蓋し 此の 病 あり。 然れ ども 人 自ら 知らざる を 苦しむ。 近日の 言の 如 

戊 午 幽宰文 稿  一二 一一 


〔關 傳，」 

(：.；) グ、 保？ 1? 

大郎 「^ 傳〕 


ISi 卷？^ 小 る 木 
參 phSH  二 書 
〇 全よ リに 
三 集り 九 明 

mmti: 日 
書 六 陰附ぁ 


f 1 ) 長藩國 

WAtumlK 正の 

臣。 須 佐の 

f 英館敎 g 


(二)  一 野 S- 

行。 ^田！ m 正 

の臣" 須 佐の 

出身に して 松 

下 村 5 & に来畢 

す 〔ss 傅〕 


戊 午 室 文 稿  一 一 四 

き は、 僕 誠に. 聞く を樂 しむ 所、 而 して 肯 へて 自ら 改 むろに 吝 かならず.^ 足下 僕の 爲め 

に 忠告せ しこと、 從前ー に 非ず。 而 して 此れ 最も 危機たり。 ここ を 以て 特に 書して 謝 

を 言 ふ〕 足下 願 はく は棄 てず、 更に 誨 ふること あれ。 當今 天下の 事 * 萬爲 すべから ず" 

而も 爲 さざる ベから ざる は、 臣 子の 責 なり。. 爲 すべから ざる を 知りて 爲 さざる と. * 爲 

す 所 ありて 成らざる と、 皆 俊傑の 爲に 非ざる なり。 而 して 僕 は 乃ち 幽囚せられ、 事 其 

の 時に 非ず。 願 はく は 足 更に 深 田 4 熟慮し、 大計に 於て 發明 する 所 あれ。 足下の 眷厚 

を 辱う し， 僕 遂に 言 之れ に 及ぶ。 寅 白す。 不宣。 二月 十二 日 

小 國剛藏 に與ふ 二月 十 WH 

ああ  -- /  -<) き 

寅 白す。 喧夫 • 天下 國 家の 事已ん ぬる かな。 僕 賦性 率直に して、 人に 畛域 を設 くる こ 

と 能 はず。 其の 心事 淺易 にして、 原と 委曲 知り 難き に 非ず。 而 して 迂儒 俗吏 は 乃ち 知 

る 能 はず、 往々 指 目して 狂と 爲し 愚と 爲す。 狂と 爲し と 爲すは 其れ 何 ぞ迂儒 俗吏に 

二つ 

咎めん。 乃ち 荻 野生の 如き 者 も 亦 僕 を 知る こと 能 はず。 僕 之れ が爲 めに 痛哭し、 益.' 


(三) へ； I 田 丹 

下。 正 

の 老臣 

S)  00 

正。 當時國 相 

府 大臣 


(五) 荻 野 時 

行、 須 佐に 歸 

りて 小 國に松 

の を傳ふ 


知己の 難き を 哀しむな り。 生 素より 半面な し、 然れ ども 神 彩 透徹、 言論 聽く べし、 加 

ふるに 足下 僕 を， W ふの 故 を 以て、 一見 舊の 如し。 輙ち！ K 下の 大計 を 以て ぐる こと を 

爲す。 其の 言 本と 自ら 次敍 あり。 其の 幕府 臣を墨 夷に 稱 する も *  ニ國 はせ * しく 附 同す 

ベから ずと 曰へ る は、 立志の 本な り。 其の 吾人 は 以て 有司 を資 め、 有司 は 以て 大臣 を 

資め、 大臣 は 以て 君 公 を. W むと n へる は、 下手の 次な り。 故に 足下 n- く 出で て、 丹 卜 

諸君と 謀り、 內貴主 を^め、 .f,n 人 乃ち 之れ を 外に 助け， 以て 國勢を 振作 せんと 欲する 

こころ  か 

は、 僕の 眷々 する 所な り。 請ふ嘗 みに 夫の 學を爲 す 者を觀 よ、 盖し 聖人 を 以て 期と 爲 

し、 而 して 酒 摇應對 を 以て 事と 爲す。 期と 爲さ ざれば、 以て 志 を 立つ る ことなく、 事 

と爲さ ざれば、 以て 手 を } ^す ことなし。 志 立ちて 而 して 手下り、 學問も 成るべし、 國 

家も濟 ふべ し。 然れ ども^ 野生 匕に 僕の 心 を 知る 能 はず、 則ち 足下の 倚^、 何ぞ 能く 

遙 かに 僕の 心を諒 せん。 故に 凡そ 足下の 論ずる 所 は、 皆 過 慮な り。 然れ ども 其の 諒せ 

ざる 者 は、 啻に 迂儒 俗吏の みに 非ず、 啻に 足下と 荻 野生との みに 非ず、 平生の 知舊皆 

然ら ざる はなし。 ここ を 以て 僕 近日 恐 惧胖， し、 日夕 t^rte して、 復た 事を專 とせず。 

^午 幽^ 文 一 一  五 


( 一 ) 論語！？ 

篥篇に 「祭 肉 

は 三日 を 出さ 

す、 三！！！ も 出 

つれば 之れ を 

食 は卞」 と あ 

り、 その 意 は 

時な 失して 貪 

物 腐敗 すれば 

.\ ^角の 神の 

物を污 す を 恐 

るるが 故にし 

て、 こ こ は 時 

機を旣 に 失 ふ 

に 笞 へて いふ 

(二) 来ぶ 良 

藏 〔 関傳〕 

(三) 長 州 藩 

は嘉永 六 年 十 

一 巧 以降 幕 命 

を 受けて W 模 

戍 の 任に あ 

り。 蔵當時 

その にあ 

hv し を さす 
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夫れ 幕府 誠に 墨 夷に 臣 となり、 墨 夷 功利の 政 は 以て 君子 小人 を 籠絡す るに 足る、 面し 

て國 復た爲 すべから ず。 唯 だ 時 唯 だ 勢， 今 二三 年に 在る のみ。 之れ を 過 ぐれば、 ち 

祭 肉 三日 を 過ぎん。 然れ ども 是れ 幽囚 人の 知る 所に 非ざる なり。 向に 荻 野生の 書 至る、 

未だ 復答す るに 暇 あらず。 善 傳是れ 祈る。 二月 十五 日、 寅 白す。 

僕 維れ 幽囚 無知 なれ ども、 寧ん ぞ 天下 國家を 憂へ ざる を 得ん。 但だ書 は 言を盡 さず" 

あやま 

傳說は 訛り 易し。 足下 出府せば、 相 見えて 思 ふ 所を盡 さんの み。 


(二. 


つま-つ 


良 まに 與ふ 二月 二十 二日 

(三) 

聞く、 老兄戌 を！ 能め て歸 ると、 甚だ 好し ij:^ だ 好し。 先 次の 郵便、 老 兄の 官厥 くと 流傳 

まさ  J- 

す。 僕 方に 書 を 作らん とし、 筆 を 投じて 大呼して 曰く、 「國 尙ほ濟 すべきな り」 と。 

夫れ 當今官 に 當り均 を 秉る者 は、 皆 鄙 夫な り。 有志の 士、 其の 間に 翱翔下 上し、 徒ら 

たま/ 、けつち 

に 自ら 闲 苦す、 而 して 事に 益な し、 亦 悲しむべき のみ。 今 老兄宫 適. -蹶 躓す、 退きて 

俊秀 を 鼓舞し、 用 を 有事に 待つ、 事 これより 便なる はなし。 老 兄の 學識と 勤と を 以て 


して * 官を棄 てて 之れ を爲 す、 國 寧ん ぞ濟 すべから ざる もの あらん や。 是れ 僕の 大呼 

して 筆 を 投ぜし 所以な り。 老兄 旣に歸 り、 家兄 趨訪 して 其の 論ずる 所 を 聞けば、 則ち 

果して 僕の 料る 所の 如し。 而 して 規模 度量 は 則ち 之れ に 過ぐ、 僕 何の 欣慰 かこれ に尙 

へん。 萩 中正 論の 君子な しとせ ず。 唯 だ 口 能く 之れ を 言 ひ、 身 は 未だ 必ずしも 之れ を 

行 はず。 ここ を 以て 僕 は悶々 I お々、 國の爲 めに 愤 切す。 -m 切 國の爲 めに すれば、 乃ち 

人に 猜忌疾 怒せられ、 進退 日に 谷 まる。 老 兄に 非 ずん ば、 其れ 誰れ か 僕 を 助けて、 而 

S)  して 其の 不逮を 医さん。 今日 * 德民 • 彌次將 に りて 老 兄に 見えん とす。 僕 一詩 を呈 

民 . 品 出彌ニ 

t^ot^J し. „ ^寸  わ， つ 

X 一生. liwf して 敎を乞 はんと 欲すれ ども、 急迫 及ぶ 能 はず、 裁かに ー聯を 得。 11  く、 「勤王 敵懷 

I 皆 口にす、 刻 意 勵行獨 り 君 あり」 と。 僕當 f を慨 きて 老兄を 推す こと、 大略 斯 くの 

きつ ふ 

如し。 昨 聞く， 老兄譴 を 蒙りて 出で ずと。 唯だ須 らく 反省して 罪 を 思 ひ、 益.^ 精忠を 

蓄 へん こと を是れ 祈る。 論ぜん と 欲する もの 尙ほ 多し、 統べて 後 昔に 期す。 二月 二十 

二日、 寅 一 一 拜白。 

(五) 富 永 有 

0  • ク、 1:.;^£4<-  (五、 > 

i〔ii〕  有 隣 -淸 太の 勉勵 喜ぶべし。 他に 同志の 士尙 ほ數名 あり。 後生 畏る べし、 先生 刖ち 
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長るべからず。 伊れ 憂 ふべき なり。 

淸狂 に與ふ 二月 二十 六 H 

昨， 枉顧を 辱う し、 政府の 意を傳 へらる、 至 慰 至 慰。 上人の 言 微かり せば、 政府 は遂 

に 吾が 黨を 以て 狂 妄輕銳 事 を 解せ ずと 爲し、 而 して 吾が 黨は 遂に 政府 を 以て 实安 姑息 

國を ，i へずと 爲し、 ニ^^の隙- 其れ 孰れ か 之れ を II かん。 當今 天下の 大勢、 已に 知る 

べし。 藩 翰 諸侯 宜しく 國是を 建立し、 豫め大 變に備 ふべ し、 斷 じて 雷同 顧 望して、 一 

時 を 偷 すべから ず。 政府 巳に 此の 議を す。 群材 宜しく 用 ふる 所 あるべし、 群策宜 

しく 施す 所 あるべし。 是の 時に 當 りて、 苟も 國 を-愛へ 難に 任ずる 者、 其の 趨向す ると 

ころ 千 差 萬 別な りと 雖も、 要は 其の 大同 を爲 すに 害 あらず。 書生の 同 は 狂 論 多し。 而 

つ と   

して 政府の 諸 位 も K 虫に 朝して 晏く 退き， 寝食 安から ざれば、 則ち 其れ 或は 餘 間に 遇 ひ 

V つくん  ノ 

て 詩 酒に 憂 を 消し、 書 畫に悶 を- 排 する も、 無寧ぞ 傷と 爲 さん。 此れ 其の 同 不同 は 彼れ 

に 在りて 此れに 在らざる を 以てな り。 僕已に 此の 說を 以て、 徧く 同志に 吿ぐ。 同志 翕 


傳の 政の gj 之 0： 
U 代府役 相 助 5 
表少 に府 、 

者壯 在; 52 當罔 

有 り 近時 布 
關志 、方 藩 政 


然として 以て 然 りと 爲す。 因って 謂へ らく、 果して 以て 然 りと 爲す も、 其の 赏ぁら ず 

こころ  「三-一. 1 J 

んば、 亦 空言の み。 其の 內は 遂に 然 りと 爲 さざる なりと。 上人 願 はくは^. 公^とお 

し、 一 日 を卜定 し、 吾が 黨の士 某々 若 而人を 其の 宅に 會し、 歡然晤 言して 以て 其の 大 

同を證 せば、 政府の 意 大いに 吾が 黨に 流れ、 吾が 黨の情 大いに 政府に 通 ぜん。 庶幾 は 

く は 吾が 黨の 狂妄輕 鋭、 政府に 怪しまれず、 而 して 吾が 黨敢 へて 政府の 宴 安 姑息 を 疑 

は ざらん。 上人 已に 二者の 情に 通ず。 請 ふ 遂に 之れ を 謀られな ば 幸^な り。 不 -i= ；。  二 

月 念 六日、 寅 再拜。 

淸 狂に 與ふ 二月 二十 六日 

(5 防- 府の 防府の 1K 滿社官 鈴 木 高 過ら る。 議論 坑慨、 一 にこれ を國 風に 寄す、 蓋し！^常の社官 

松 崎 天神 社 IM  ,  ？っ 

官. ばし は S 擧 . こ 非ざる なり。 上人の 世の 綿 流に 非ざる を閱 くや、 一見して 志 を 論ぜん と 欲す。 夫れ 

に 通し 1^ をよ  t  ： フ  、 

年 IT 年 H 十 今 世、 社官と 云ひ緇 流と 云 ふ 者、 皆 乞丐 非人な り、 吾れ の齒 する 所に 非ざる なり。 其 

.T  しん ゐき 

の 或は 然ら ざる 者に 至りて は、 或は 神 或は 佛、 畛域 あるな し。 因って 書 を 附し鈴 木の 
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二)  {.K の-平 

陽の 人、 字 は 

明復。 泰山に 

退 5fc して 春秋 

ち 一 * び！！ at 王な S 

致 十二 篇を著 

はす。 接に 范 

仲掩 等の 推 罔 

により 出で て 

壮へ SIS 中丞と 

なりて す 

(二) 宋 の轰 

の 人、 字 は 

守 道。 ms? 學士 ^ 

ほに して 善 を 

樂 しみ 惡を 憎 

わ 一 こと 甚 しく、 

忌 せす。 父 

母の 死に 逢 ひ 

祖^ 山 下に 退 

居し て. E ら耕 

し、 易を敎 S 

す、 >  時人 祖徠 

先生と f:i- す。 

娶看 お， 太子 中 

允に でら る。 

富 •  flSf 培 等 

の 正 {i- の士 

政と たり、 ^ 

JiiJ^ 等 諫官た 

り。 介 乃ち 憂 

,M 聖 整詩 も 作 
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先 容と爲 す、 炳亮 あらば 幸甚な り。 念 六日、 藤 寅 再拜。 

淸狂師 の 鄕に歸 る を 送る 序 三月  一 H 

吾が 性 迂疎堅 僻、 I 事に 於て 通曉 する 所な し。 獨り身 を 以て 物に 先んじ、 以て 艱を犯 

し險を 冒す を 知る のみ。 而 して 儒 夫 庸人- 乃ち 往々 駭愕 し、 指 目して 孫復. 石 介復び 

まこと  を V- 

生る と爲す e 嗚呼、 明 復 • 守 道は詢 に 吾れ の 拖を斂 めて 肅 敬し、 其の 及ばざる を 嘆ず 

ふ まう  (三) 

る 所な り。 然れ ども 衆 口 積 ST 國 是を誣 罔し、 勢 將に淸 流. 東 林の 議を 起さん とす。 

區々 の 身 惜しむ に 足ら ざれ ども、 抑，.' 將に國 家 を 何 如 せんとす る。 方 外の 同志 淸狂師 

其の 斯 くの 如き を 患へ、 奮然と して 錫 を 飛ばし、 急ぎ 获 城に 走り、 諸 公の 間 を 周旋す „ 

いた  こもん 、 

叉 吾が 廬に 造り、 交. '國の 正氣長 養せ ざるべからざる も、 庸 儒の 論 聽く ベから ざる こ 

と を 論ず。 ここに 於て 吾が 徒の 心 始めて 平ぎ、 而 して 諸 公の 疑 も 亦 解く。 吾が 江 家 を 

して 萬、 衰漢 • 季 明の 禍 なから しむ。 淸狂師 の 功、 ここに 於て か大 たり >  而 して 所謂 

智名勇 功な き 者に 幾から ず や。 師又 余に 徵め、 其の 鄉友秋 本文 字 兵 衞の事 を 記せし む。 


り， 人に 多く 

指 目 さる 

(三) 淸流は 

後漢末 {s; 官の 

横暴に 反抗し 

て 立ちし 廉 

正直の 徒にし 

て、 陳蕃， 李 

應 ャザ首 領 とな 

り， 大 ゆ；. 生數 

萬 人 これに 黨 

して 朝政 官吏 

の 稗 惡も 評. 

せし を さす。 

東 林 は 明 末の 

萬 暦の 時、 顧 

憲 成，： 止錢の 

士， 朱の 楊龜 

山 創設に 係る 

東 林 書院な 再 

興して 舉を講 

じ 同志と 時 政 

も 痛論して 懌 

らざ り し を さ 

す。 この 二者 

は爲 めに 誅戮 

投獄され し 者 

多し。 下 文の 

衰漢 • 季 明の 

禍とは これ を 

さす 

(四) 孫子 車 

篇に 「古の 


は>1 


文字 兵 衞は邑 正にして 書 を 知る 者な り。 其の 邑：！：^ だ 小さく、 又强 n 巴に 介 まる。 近 曰 強 

邑の 者來寇 す。 文字 密かに 奇計 を 運ら し、 寇 をして 疑 ひて 自ら 引き去ら しむ， 亦 所謂 

(五)  ちか 

勝ち 易き に 勝つ 者に 幾し。 吾れ ここに 於て 感ずる 所 あり、 一 鄕ー國 は； 一 H ふに 足らず.。 

まさ  いた 

方今 四 夷の 事、 天下の 計、 策士 論者 方に 首 を 疾め心 を 苦しめて、 至難 至 艱と爲 し、 知. I 

極まりて 勇 窮まる。 吾れ を 以て 之れ を觀れ ば、 寧ん ぞ平々 易々 として 功名 言 ふべき な 

(六)  (七)  や 

きものな けんや。 牛刀に て鷄を 割き、 陸地に 舟 を 行る、 吾れ 感 なき 能 はざる なり" ^ 

さぎ 

狂師 向に 母 を 喪す。 忌甫 めて 訖り、 吾が 報 達す、 錫 を 飛ばして 直ちに 至る。 至りて 數 

日、 鄕報 至る。 三月 朔、 清 狂 乃ち 去る。 吾が 感 益.' 深し、 故に 序を爲 りて 之れ を^る。 

もと 

其の 徵 めら れし 所の 記事 は、 將に 郵便 もて 繼 ぎて 之れ を 致さん とす。 

淸狂名 は 月 性、 周 防 遠 崎妙圓 寺の 住持な り。 淸狂は Is なりと 雖も、 好んで 天下の 名 

流と 交 はる。 其の 藩 府に來 りて 法を說 くや、 府員學 生 日に 相從 ひて 遊ぶ。 時に 亦 論 

建 あり。 常に 尊攘 を 以て 自ら 任じ、 扼 腕流涕 之れ を ふ、 事 猶ほ目 にれ り。 に n 

らん や、 序 を 作りて 之れ を 送る の 後月、 溘-焉 として 示 寂す。 友人 土屋 松如爲 めに 之 
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所謂 害く 戰ふ 

考は 勝ち S き 

に 勝つ 者な り。 

故に mu- く戰ふ 

« の 勝つ や、 

智名 もな く、 

更,^ もな し」 

とぁるに^!!^  く 

(五) 前 註參 

(六) 小事 を 

處す るに 大器 

も 用 ふるの 愚 

なる に. ふ。 

！?. 陽貨 If に 

出づ 

(七) 我意 を 

以て. 11" 理も通 

さんと する を 

いふ。 莊子天 

運 篇に舟 も 陸 

に 推す と あり 

(八) 安政 五 

年 五 g 十 一 B 

(第 九卷 五 H- 

十五 日 附梁川 

K 一 巌{兆 書 SE に 

よれば 十日と 

あり) 急に 病 

みて 死す。 年 

EI 十二 
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れが傳 を 立つ。 其の 文 甚だ 美な り。 然れ ども 此の 序に 謂 ふ 所 は 未だ 論及す る あらず。 

余 因って 具 さに 平日 相與の 始末 を 書し、 書 事 ー篇を 作る。 已 にして 之れ を 松 如に 示 

せし に、 松 如 之れ を 周 布 公輔に 借し、 遂に 亡失 を 致す。 淸狂 素と 詩 名 あり、 手定の 

呤 稿 三卷、 これ を 家兄 伯敎の 所に 藏す。 淸狂已 に 寂し、 同志 頗る 上梓 を 謀る も、 其 

の 多く は 時事に 牴觸 する を 以て 旋ゃ復 た遲囘 す。 獨り 護國論 ー卷、 I に 梓 行す。 是 

れ 其の 說 法の 大じ 3 を 論ぜし ものな り。 淸狂 固より {HI ら 不朽の 人物に して、 他人の 之 

れを傳 ふる を假ら ざるな り。 然れ ども 余淸 狂に 負 ふ もの 多し。 偶. '舊 稿を讀 みて、 

愴 然として 懷 あり。 因って 之れ を 書す。 己 未 四月 十四 夜、 寅 書す。 

無窮の 說、 無窮の 東 遊 を 送る 三月 三 H 

同 邑の松 洞 散 人 松 浦溫古 • 字 は 知 新、 幼に して 緒 事を好む。 已 にして 余に 從ひ誊 を讀 

ぬ  けみ 

む。 一 曰 諸 友と 松 下 塾に 會し、 架上の 古法 書を擢 きて 之れ を閲し * 偶.' 無窮の 二字に 

遇 ふ。 其の 筆勢 夭 矯騰驩 なる を 見， 群り 観て 快と 稱す。 松洞卽 ち. 取りて 以て 自ら 號と 


し • 後 遂に 其の 名字 を 改め、 無窮 を 以て 自ら 稱す。 

. 歲戊 午の 三月， 將に 東の かた 江戸に 遊ばん とし、 余に 造りて 無窮の 說を請 ふ。 余 謂へ 

らく、 無窮の 義、 蓋し 無窮な りと。 天地 を 以て 言 ふ もの あり、 江 海 を 以て 言 ふ もの あ 

り。 易 家 は 易 を 以て 無 1^ と爲 し、 兵家 は 兵 を 以て 無窮と 爲す。 然 らば 則ち 無窮の 義た 

る、 其れ 誰れ か 之れ を^ めん。 仍だ松 洞 は 乃ち 古法 書に 於て、 偶. - 一 たび 之れ に 遇 ふ、 

吾れ 益 J 說を爲 す 所以 を 知らざる なり。 然れ ども 吾れ 松 洞と 交 はる こと 三年な り。 初 

め は 以て 畫師 と爲 し.' 已 にして 其の 書 を 好み 歌 詩 を 喜ぶ を 知る。 今 は 則ち 隱然 たる 有 

志の 士、 國家を 以て 褒と爲 す 者な り。 是れ 吾が 三年の 交、 三た び 其の 品 题を易 ふ、 其 

の 中 誠に 無 にして 測るべからざる か。 抑. - 其の 學駭々 として 進 益し、 極 あるな き 

か。 吾れ ここに 於て 一 說 あり。 

當今 天下の 事 何如ぞ や、 未だ 必ずしも 志士 仁人な きに あらず、 然れ ども 能く 濟す者 あ 

るな し。 蓋し 智 窮まり 極まり、 才 乏しく して 志 先づ祸 くるの み" 今 松 洞の 遊、 志氣 

ヽ j  ) 是 t-* 

0^ 甚だ 雄な り。 江戶衰 へたり と雖 も、 霸氣の 餘烈尙 ほ 在り。 而 して 憂 國の士  > 是非 淑應、 
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見聞 皆師 なり。 智勇 を 蓄積し、 才器 を 練磨す る は、 其れ 人に 存す るか。 無！^ 無窮、 巳 

に 其の 中を窮 むるな く、 叉 其の 學を. g 恥む るな し。 無窮の 發 する、 其れ 果して 窮む ベけ 

んゃ。 易の 變爻の 如く 然 り， 兵の 奇 正の 如く 然り， 以て 天地に 比すべし， 以て 江 海に 

くら 

方ぶべし。 

松 洞の 此の 行、 塾 中の 同志 頗る 謀畫 する 所 あり。 大計に 非ず し-一 U ふと 雖も、 其の 利鈍 

成壞、 亦窮と 無窮 何 如 を 顧 ふの み。 已 にして 無窮の 說を爲 り、 併せて 其の 行 を 送る と 

云 ふ。 三月 三日 

( 一 ソ 

周 布 公輔に 與ふ る 書 三月 十四 H 

囚奴寅 二、 再拜 して 周 布 公輔 足下に 白す。 側聞す、 相府 頃ろ 橡を屬 吏 及び 館 生に 傳へ 

切 直の 言 を 求む と。 蓋し 謂へ らく、 目今 天下の 勢， 將に 一 大變 あらんと す。 機に 先ん 

じて 策 を 運ら し、 以て 治安 を 謀る、 其の 明識 深慮、 至れり と 謂 ふべ しと。 僕 幽囚 せら 

. ^て 世事に 19^ ら ずと 雖も、 盛 擧を傳 聞す、 寧ん ぞ默々 として 生 を 此の間に 倫む に 忍 ひ 


(三) 揚子法 

首に 「^r 群 

策 を 屈し、 群 

策， 群 力 も 屈 

す」 と ある を 

取れる か 


- 三) 

んゃ。 仉だ 今日 群 賢 職に 任じ * 諸士 慮を竭 す。 所謂 群才を 屈し、 群 策 を 屈す、 何ぞ囚 

奴の 瞽言を 待たん。 待つ 所な しと 雖も， 猶ほ a っ替 お！： する は是れ 僕の 忍び ざれば なり" 

僕小少 より 天下 を践涉 し、 遍く 其の 風 尙を觀 るに、 强 あり 弱 あり、 ^！^ぁり頑ぁり。 而 

して 東西の 邊隅、 或は 頑鈍迂 僻の 如しと 雖も、 其の 剛強 亦 取るべき もの あり。 吾が 防 

長に 至りて は、 其の 人 溫良善 を 好む こと 天下に 比な し。 而れ ども 其の 弊 柔弱に して 自 

ら 安んじ、 振 はざる に歸 する のみ。 ここ を 以て これ を 平 世に 措かば、 尙ほ 可な り。 當 

今 大變の 機に 會ふ、 重く 之れ が爲 めに 憂慮せ ざるべ けんや。 然れ ども 善 を 好む の 人に 

困りて、 剛强の 國と爲 し." 以て 風 尙の弊 を 一 變 する、 豈に 術な からん や。 是れ 固に 吾 

が 君 吾が 相の 任な り。 僕 請 ふ 略 ぼ 吾が 相の 爲 めに 之れ を 言 はん。 

僕 嘗て 平 戶に遊 ひ、 其の 士林 を觀 るに、 家 必ず 一 小舸を 置き、 少しく 餘カ あるとき は" 

すな は 

輙ち洋 に 出で て 魚 を 捕へ 以て 樂 しみと 爲す。 其の 地 海 島險狹 なり、 然れ ども 騎馬 し 

からず。 僕 知る 所の 葉 山佐內 なる 者、 食祿 五百石、 班 は 中老に 列し、 時に 寺社 奉行た 

り。 彼の 藩に 在りて は 蓋し 重臣たり。 其の 齢 叉已に 六十 を 脇 ゆ。 而も 其の 城に 上る を 

戊 午幽宰 丄乂へ 一二 五 


二) 國 

田 もさす 0 

ほ 正當時 年齢 

二十 六 歳、 元 

來&院 の 兵 も 

門下に して 有 

の士、 松 下 

塾 志より 大 

いに？ 望 さる 

〔開 傳〕 


(二) 
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見る に 必ず 騎し、 官 の 時には 出で て 大洋に tSi す。 常に 曰く、 「海 島の 士此 くの 如く 

お ほむね 

なら ざれば、 事に 臨みて 用を濟 さず」 と。 平 戶の士 風、 大率此 くの 如し。 西南の 諸 國- 

古より 最も 水戰に 長ず と稱 す。 而 して 今 平戶は 頗る 古風 を存 す、 蓋し 由って 然る もの 

あるな り。 今 吾が 藩 柔弱の 一朝に して 之れ を矯 むる は 固より 易き 事に 非ず。 然れ 

ども 吾が 相 ニ國の 均を秉 る、 風尙の 由る 所、 責 其れ 歸 する あり。 願 はく は剛邁 雄武の 

爲を振 ひ、 屬吏 • 群士に 先んぜば、 弊習 其れ 改まらざる もの あらん や。 5^- や 吾が 相 年 

少く武 を 好み、 馬 を 馳せ劍 を 試み、 山海 を跌 渉し 行 伍に 出入す、 下輩 踐 士と雖 もこれ 

かう りゃうぐ わん 二 なら ひ 

に 及ぶ 能 はざる もの あり。 膏粱紈 袴の 習、 斷々 乎と して 一 も存 する もの あるな し。 人 

固より 之れ に 服す。 今 重職に 任ぜら ると 雖も、 願 はく は屬吏 及び 諸 士中村 武の者 を 率 

ゐ、 或は 遠く 六 七 里の 外に し、 或は 魚 を 大海の 中に 捕へ、 礮を 演じ 陣を 敷く の 事と" 

なら  二つ 

比び て 之れ を 行 ふこと • 月に 率ね 數次 以て 常と 爲し、 乃ち 城に 上り 學 に：^ き、 及び 親 

故に 往來 する が 若き、 凡そ 事 ありて 出入す るに は、 必ず 騎馬 を 以てして 敢 へて 乘 輿の 

安き に 就かず、 叉屬 吏に 令して * 分に 隨 ひて 馬 を 養 ひ、 常に 之れ に騎 らし めんこと を。 


是れ 固より 小事な り、 然れ ども #: 風を變 ずるの 一 端な り。 

I たさ 

凡そ 官吏の 習、 頭を簿 書に 擅め、 志 を 期會に 役し、 武技 習 ふに 暇 あらず、 兵械檢 する 

に遑 あらず、 身體 柔軟、 面 n:t" 白- 雨 雪 霜 露に 勝 ふる 能 はざる は、 巳む を 得ざる の 勢 

なり。 然れ ども 或は 誤りて 以て 重職！ iH 目 固より 當に 然るべ しと 爲 さば、 官を 求め 任 を 

貪る 者、 率ね 其の 風に 倣 ひて 以て 善美と 爲し、 滔々 として 流れて 一 國 の風尙 とならん 

然 らば 則ち 吾が 相の 一 寧 一 動 は 乃ち 一 國强 弱の 關係 する 所な り、 愼 まざる ベ からざる 

なり。  . 

今 相 府言を 求む、 屬吏諸 生 は 蓋し 事務に 益 せんこと を 望むな り。 然れ ども 一 片 忍び ざ 

るの 心、 萬瞽 言の 罪 を 避けざる なり。 公輔 足下、 僕の 平生 を悉 す、 足下に 如く はなく 

吾が 相に 進言す る、 足： 卜に 如く はなし。 若し 僕の 言 を 以て 或は 然 りと 爲 さば、 時を以 

て 此の 意 を 吾が 相に 鳴せ よ、 則ち 亦 僕 幽囚の 一 願な り。 黄 ニ再拜 して 白す。 三月 十四 

戊 午幽. M 文 5?  ニー 七 


(二) 松 陰の 

M ひ叔久 保 五郎 

左衛門 〔関傳 〕 

(三) 安政 二 

年 十二  fi- 十五 

日獄. を 免され 

て 杉 家に 83 せ 

ら る 

(SI) 安政 四 

年 十 一 巧 五日 

を 以て 開く： 

ま 主 表面： _—* 久 

保 氏なる も 事 

實 陰の 主 

宰に 係る 

(五) 中村理 

三郎 . 岸 田 多 

門 〔SFi§:〕 
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中 村 理三郞 に 贈る 三月 二十 五日 


二八 


(一) i 今茲 三月、 學館、 讀を 試す。 松 下の 塾 童 場に 赴く 者 凡そ 十五 名、 皆 甲 科に 登 


り 


の 


さ てつ  >  二 1  ■-! じ  (三) 

差跌 あるな し。 久保氏 塾 を 瓶め しょり、 年に 益 「盛 を 加 ふ。 乙 卯の 冬、 余甫 めて 歸り • 

此の 邑に囚 せられ、 嚴に 交遊 を 絶つ。 其の後 塾生 竊 かに 來 りて 業 を 請 ふ 者 あり。 遂に 

久保 氏と カを戮 せて、 新 塾を營 む。 ここに 於て〕 巴 學稍ゃ 振 ふ。 而 して 其の 余の 囚 室に 

(五) 

從ふ 者、 童子 は 則ち 中 村 • 岸 田の 四 五生、 最も 其の 先に 居り。 中 村 • 岸 田の 二 生、 資 

頗る 遲 鈍なる に 似たり、 而 して 進 益 效を見 はすこと、 反って 之れ が最 たり。 蓋し 其の 

勤苦 人に 過ぐ る もの あるたり、 去年の 秋 試に、 中 村 生 論語 科を爲 む、 能 はざる を 以て 

病と 稱 して 出で ず。 此の 時に 當 りて、 衆 皆 謂へ らく、 「生濟 すべから ざるたり」 と。 

未だ 幾く たらずして、 來 りて 余に 從ふ。 余 其の 性 勤苦に 勝 ふる を 見て 頗る 之れ を 愛し- 

益 i 爲 めに カを竭 す。 讀を 孟子に 起して より 来 だ 半年なら ざるの 問、 五經 を讀完 し、 

稍 や 群 輩の 上に 出づ。 已 にして 村塾增 築の 事 興り、 諸 生 親ら 卷築を 執り、 土石 竹 木 を 

搬 運す、 群 童の 中に 在りて、 生 最も 力 あり。 群 童 日に 擊劍を 試む、 生 亦 頗る 勤む e 塾 


に 一 頑兒 あり、 常に 群 童 を 侮慢す。 群 童 平 かならず、 均しく 往 きて 之れ を攻 む。 个後 

に 詰問せ しに、 生 等 明かに 陳 ベて 隱 さず。 余 其の 暴 を 咎めて、 其の 直 を^す。 ，i^;今十 

四、 誠に 今の 道に 反するな く、 益. - 未だ 至らざる 所を勉 めな ば、 其れ 必ず 濟す こと あ 

らん。 然れ ども 人情 は 困 しめば 則ち；^ ひ、 得れば 則ち 怠る。 生 蓋し 前に 困し み、 而し 

て 今に 振 ふ。 安ん ぞ 今の 得た る や、 叉 後の. 一 r 心 を 致さざる を 知らん や。 今 塾 中 交. '生 を 

譽む、 而 して 余 獨り爲 めに 惧 るる あり。 向に 謂 ふ 所の 四 五生 中、 岸 田 生、 生に 長ず る 

(六 わか  へし) 

こと 一歳、 而 して 勤苦 或は これに 過ぐ。 飯 田 生の 如き は 生より 少 きこと 二 歳、 國司生 

はる 

の 如き は 生より 少 きこと 一 歳なる も、 其の. jv 學皆 ft かに 一 一生の 上に 出づ。 だ勒 苦す 

るに 非ざる より は， 輙ち 及び 易から ざるな り。 然 らば 則ち 生 其れ 4::- りて 板 はざる ベけ 

んゃ。 余 故に 具 さに 言 ひて、 中 村 生に 贈る と 云 ふ。 三月 念五日 

久保淸 太 • 富 永 有， 隣 及び 村 塾 諸子、 荻 野 時 行と 同じ 

く 嵩 佐に 遊ぶ を 送る 敍 三 月下 句 

戊 午 幽室 文搞  一二 九 


親 s  I) 子平祖 2 
s 出 阿 城 先 ご 

づ 保天大 
毛 親 皇江毛 
利 王の 氏 利 
敬 ょ皇 はの 
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外 弟 久保淸 太， 夙に 育 材の志 を 抱き、 二三の 友と 謀り、 富 永 有 隣を獄 より 抜き、 又 松 

下 塾を增 廓して、 以て 邑人 を敎 ふ。 其の 志 甚だ 銳 にして、 生徒 日に 集まる。 有 隣. 淸 

たまく す さ (一) 

太隱 然として 謂へ らく， 吾れ の 志 以て 漸くに して 成るべし と。 會.' 嵩 佐の 荻 野 時 行、 

常に 其の 邑の振 はざる を慨 き、 歳の 三月、 策 を 決して 來 遊し、 二子と 交を締 び、 益. - 

其の 合 ふ ある を 喜ぶ。 行く に 臨みて 終に 二子 及び 塾生 十 數名を 誘 ひて 去る。 蓋し 反り 

て 其の 邑を震 はさんと 欲するな り。 吾れ 幽囚 せらる と雖 も、 素より 二子と 志 を 同じう 

し、 助けて 之れ を 成さし めんと 欲す。 其の 塾 徒に 於け る、 啻に 傾 蓋 一朝の 故の みに あ 

らず、 故に 其の 行く に 及んで、 敍 して 之れ を 送る。 曰く、 古より 憂 國の士 多く is へら 

とぎ 

く、 「安危の 界、 存亡の 秋」 と。 吾れ 常に 以て 徒 一 W と爲 せり。 今日 墨 夷の 謀 行 はれな 

ば、 則ち 國危 ふくして 亡びん。 能く 其の 謀 を 伐た ば、 則ち 其の 存亡、 固より 將に日 あ 

らんと す。 則ち 謂 ふ 所の 界と 秋と、 固より 今日に 在るな り。 竊 かに 聞く、 今皇聖 明、 

公卿 人 あり、 而 して 二三の 大藩、 朝廷の 爲 めに 忠 謀す と。 其れ 或は 挽 囘の機 あらん か。 

吾が 大 江の 源 は、 實に 天潢を 分ち、 歷世 勤王して 以て 本初に 報 ゆ。 而 して 今 公 最も 


二) 須 佐の 

人、 小 國别一 

門下の 俊秀 


志 ここに 恃  1 し。 則ち 臣民 カを竭 すの 日、 今 を 松き て 其れ 何れの 時ぞ や、」 今 吾が 同 友、 

江戸に 在る 者 あり、 皇 京に 在る 者 あり、 各.^ 其の 簿畫 する 所 を 行 ふ。 然れ ども 行 ふ 者 

は 常に 居る 者 を 憂 ふる あり、 而 るに 居る 者 顧って 漠然として 念と 爲 さざる は、 古今の 

通忠 なり。 今、 嵩 佐 人の 松 下に 待つ あり、 而 して 松 下 生の 嵩 佐に 望む ある は- 皆： i5 る 

者の 行 ふ 者の 心 を 安んじて、 其れ をして 其の 行 ふ 所 を 成す こと を 得しむ る 所以な り。 

S)  (五〕 

^^^^ 抑.^ 同舟 風に 遇 はば、 „4< 越 も 兄弟な り、 紂の兵 は 億 萬に して、 其の 心 を 億 萬に す。 今 

3^ 一  EH- 舟 禾 6^ 

,^)rH: じくす る  ぼん  うれ ひ 

時 は 知る と 知 や 萬、 億 萬の * & あなしと 雖も、 今日の.^、 其の 風に 遇 ふや 亦 ：1=^ し。 松： 卜 二 高 佐 合して 左 

らざ るとの 別  - 

M^^^ 右の 手と ならば、 四海 兄弟 は 其れ 此の 舉 より 始まらん か。 然れ ども 劇 飲 狂 舞し、 主 は 

ふ。 孫.，^ 九地  つ ひや 

び S 策 其の 材を麼 し、 客 は 其の 禮を 失し、 以て 氣合ひ 意投ぜ りと 爲す は、 是れ 流^の 見に し 

に 見 W 

L 五し) て. 詣叫心 て、 吾れ の 取る 所に 非ざる なり。 諸子の 行、 ^する こと 明 n:^ に 在り、 事 急に して 各.' 

i 致せざる を  つく 

歡に II 之れ が 敍を爲 る 能 はず、 故 を 以て 通 言す る こと 此 くの 如し。 嵩 佐の 小 國剛藏 も 亦 素よ 

り 此の 志 を 同じう する 者な り。 諸子 其れ 往 きて 之れ を 謀れ。 

4^-午幽{„|-文搞  . 一 一一 一 一 


( 一 ) 

gssc 篇に出 

づ： 

«tl に は 萬 幾に 

作る。 一日 二 

日の 短時日の 

間に 多くの 1« 

の 兆 ある 意 


(二) 西 城 ±5 

西の 丸， 將箄 

逮 51 の 3lf る 所、 

卽ち 一 橋 憂 喜 

將 fsf 遼 SK とな 

b しも 傳ふ。 

然れ ども これ 

は 誤傳に 基き 

しものに して、 

後に 遂に 紀州 

德川 福 入り 

て SS ぐ 
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中谷賓 卿 を 送る 敍 三月 下句 

/、つ  二つ  二と  ( 1 ン 

大凡 機の 事に 在る や、 ^として 來り忽 として 去り、 窮極 あるな し。 信なる か、 兢々 業 

業、 一 日 一 一日、 乃ち 萬 機 ある や。 突 S  . 甲 寅以， 來、 • 墨 ニ央. 佛、 憧々 往來 し、 事 

塞ぐ が 如くして 而 して 復た 開き、 僅かに 開きて 而 して 忽ち 塞ぐ。 去年の 冬に 至り、 墨 

使府に 入り、 吾が 爲 めに 法を變 じて 相 を 置かん こと を 謀る。 鳴 呼、 天下の 事- 其れ 遂 

に 塞ぎて 復た 開かざる か。 天下の 機、 其れ， 終に 去りて 而 して 復. た 來ら ざる か。 今上 

皇帝. 文武 歡聖 にして、 親王 公卿、 隱 然として 人 あり、 世 皆 皇道の 復興 を 冀ふ。 征夷 

府 久しく 世子 を 置かず、 或は 以て 憂と 爲す。 近 ごろ 聞く、  I 橋 卿 選ばれて 城に 人り、 

甚だ 士論 を铭 へ、 二三の 大藩又 正議を 以て 朝廷に 奏する 者 ありと。 事 開き、 機來 る、 

將に復 た 日 あらんと す。 是れ 誠に 志士 カを竭 すの 秋な り。  . 

古より 未だ 嘗て 君子な きに あら ざれ ども、 小人 ありて 之れ を 間て、 爲す こと ある 能に 

ず。 未だ 嘗て 正論な きに あら ざれ ども、 邪說 ありて 之れ を擾し  >  行 ふこと ある 能 はず 

然れ ども 小人 邪說 は、 譬 へば 禾の秕 あるが 如く、 叢の 棘 あるが 如し、 理の 固より 免 か 


fill) 忠 兵衞。 

藩の 循吏 とし 

ズ精勵 W 勤の 

名 あり、 安政 

三年 七 S 病 も 

以て 歿す。 第 

ra 卷 一 四 八 頁 

「中 谷正亮 に 

與 へて 喪 を BP 

する 書」 參照 


れ ざる 所な り。 君子、 君子 を 攻め、 正論、 正論 を駁 す、 宋. 明に は 則ち 之れ あり、 然. 

れ ども 吾れ に 寧ん ぞ 之れ あらん や。 刃 も 朝 をして 沛然と して 征夷 • 諧 藩に 流通せ し 

め、 征夷 は 諸 藩に 率先して、 朝廷に 奉 事し、 諸 藩 は 朝廷. 征夷の 問 を 周旋し、 天地 を- 

やす 

して 交 はりて 泰 からし むれば、 則ち 皇道 其れ 興らざる もの あらん や。 佤だ 天ドは 大物 

わす 

なり。 正論 君子と 雖 も， 或は 一 を 顧みて 二 を 失 ひ、 東に 拘 りて 西 を 遣 るれば、 則ち 君 

子- 君子 を 攻め、 正論、 正論 を駁 する こと、 或は 將に 之れ あらんと す。 是れ 吾れ の！ K 

下の 爲 めに 過 慮す る 所な り。 然れ ども 機に 臨みて 果決、 留滯 ある ことなく、 異説 あり 

と雖 も、 其の 問に 發作 する を 得 ざら しむ、 亦 事を處 する の ー權 なり。 

V.- き  ニニ  ) 

吾が 友 中 谷 賓卿は 忠孝の 人な り。 嚮に 其の 父 を 喪し、 嚴に心 制 を 持す る こし-三年 なり ハ 

未だ 終らざる こと 三月、 朝廷 及び 征夷 • 諸 藩の 議を傳 間し、 坐視す る 能 はず、 蹶然と 

して 起ち、 天下の 正論 君子に 從ひ、 事 機 を 論議し、 國 家の 爲 めに 大策を 建てん と 欲す。 

歳の 三月、 將に先 づ九國 に 柱き、 然る 後 畿內に 遊び、 遂に 坂 東 を觀ん とす。 余 之れ を 

送りて 闩く、 成し 難き もの は 事な り、 失 ひ 易き もの は 機な り。 機 來り事 開きて 成す 能 
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ほ 美 矢 主 n 名 年：^ 

兵 作 之 殿 之: R 上 3? を 二 ご 
衛の 助の 助の ま、 德 ^  4 
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y、) 名 sli^、 はず、 坐して 之れ を 失 ふ もの は 人の 罪な り。 近 ごろ 傳ふ、 智恩院 の 臣池內 某、 水戶奏 

降听と 一す：  .ミ< 

京都の 浪人 爆 議の事 を 以て 微かに 征夷に 觸忌 し、 京畿 の士、 是 れが爲 めに 少しく 畏れて？^ むと。 噫， 

者。 5 は 梁  .1 むね  - 

今 *^、  士と稱 する 者 >  大率 顧慮す る こと 多き に 過ぎ、 徒らに 禍欧を 憂 ふ、 ここ を 以て 

^レ 高く、 听 

00 事 成らず して， 機 乃ち 去る、 豈に 惜しまざる ベ けんや。 賓卿賓 卿、 家に 在りて は 孝 を 

へ、 戌 午の 大 

きに.： E 首して 重し とし、 國に 在りて は忠を 重し レーす。 身 を 憂へ ざれば 以て 孝と 爲 すなく、 家 を 忘れ 

SC 爲 めに 

ざれば 以て 忠と爲 すなし。 賓卿 其れ 天下の 正論 君子の 爲 めに 盡く 之れ を 言へ と。 是れ 

省と 見られて 

文久 三年 暗殺 を 敍と爲 す。 

せらる  I 


周 布 公輔に 與 ふる 書 SE 月 上句 (力) 

宵 白す。 ：5 國の 要は * 賢 を 擧げ能 を 用 ふるに 在り、 是れ 古今の 通論な り。 然れ ども 徒 

らに 舉げて 之れ を 用 ふる を 知りて、 而 して 之れ を 鼓舞 激厲 する を 知らざる は、 其の 初 

にして 則ち 未だしき なり。 今 鼓舞 激！ g の 道、 專ら士 林に 及べ ども、 而も 未だ 輕卒 以下 

(二) 

に 及ばざる は 一 闕 事と 謂 ふべ し。 向に 國相 府、 陪臺四 名の 人 を稱揚 し、 已に 其の 端 を 


發す、 甚だ 其の 宜しき に 適へ り。 願 はく は 更に 其の 意を擴 めて、 これ を 輕卒に 及ぼさ 

ん こと、 豈に佳 事に 非 ざらん や。 輕卒中 固より 亦 老成に して 稱揚 すべき 者 あらん e 然 

たくらく  ただ 

れ ども 僕の 最も 鼓舞して 激厲 せんと 欲する 所の 者 は、 獨り 少年 卓 華の 徒に 在り。 徒に 

#  ゆる 

之れ を稱揚 せんと 欲する のみに 非ず、 亦 官命 じて 其の 四方に 遊學 する を縱 されん こと 

を 欲するな り。 輕卒は 弓 銑隊以 F 數十 隊、 千 人 を 下らず。 僕 常に 怪しむ、 天の 村 を 生 

わか 

ずる や、 責賤を 別つな し。 賤 者の 村、 或は 貴 者に 過ぐ る もの あり。 而 るに 率ね 彼の 于 

人中、 文學 武技、 一 時に 震 ひ 天下に 聞 ゆる 者 は、 士 林の 百の 一 なる 能 はず。 寧ん ぞ鼓 

かみ  しも  おこた 

舞激厲 する に、 上 其の 道 を 失し、 自暴自棄して、 下 其の 業 を 荒る に 非ざる を 得ん や。 

僕の 知 聞す る 所 を 以てする も、 輕 卒中 四方に 遊學 せんと 欲して、 而も 未だ 能 はざる 者、 

十 數人を 下らず。 此の 輩の 心專ら 文武に 在り、 誠に 同 倚の 阻 排非笑 を 避けざる なり。 

(マ P  せいひと 

(1 一一) 第一 一一 卷 然れ ども 衆 楚の嚣 々たる、 ー齊 人の 能く 當る 所に 非ず。 苟も 官 之れ を 助けて 之れ を 1^ 

♦1^ 子^ 文 公 下 

Mg 第 ラ？  まさ  こつ ぼつ 

^  すに 非 ざれば、 方に 恐る 半途に して 汨沒 せんこ レー. を。 今 遊學の 令、 沛然と して 一 たび 

下らば、 渠の氣 十倍 せん。 而 して 向の 阻排 者は變 じて 贊成 を爲 し、 非 笑 者は變 じて 录 
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同日 附月性 宛 

Iweji 參照) で 

あり、 同し，、 

EH- 十八 日附 

森 E 節 齋宛書 

rafli は旣に こ 

の 對策を 「感 

激の麁 把 筆 立 

ち どころ に 就 
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云と 述べて ゐ 
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せ り 
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慕を爲 さん こと 必 せり。 然れ. ども 築れ 皆 小祿薄 俸、 自ら 其の 遊資 を辨 ずる 能 はず。 願 

フ  二.)  お， やけ 

は/、 は 政府 各隊に 勅令して， 一良 法 を 設け、 略 ぼ 旅 役 出 米の 例の 如くに して、 公に 其 

の 費用 を 給 せんこと、 $ii に 其の 方な からん や。 果して 能く 之れ を 行 はば、 三 五 年なら- 


ずして、 必ず 奇才 偉物 其の 問に 生ずる こと あらん。 然る 後 擧げて 之れ を 用 ふる も、 亦 

國を 治む るの 一 著な り。 願 幸く は 之れ を 謀れ。 寅 再拜。 

仙 之 水なる 者 あり、 亦 所謂 輕卒 Sft の 一 才物に して、 土 谷 矢 之 介の 門人な り。 矢 之 一 

. 介 は 文 律審密 にして、 蓮ら すに 才學を 以てす。 其の 指授を 奉ずる 者、 文 各-, 法度 あ 

める 

. り、 而 して 仙 最も 其の 俊秀たり。 僕の 其の 遠 遊を縱 されん と 欲する は、 此の 奪是れ 

- なり。 ，の 近業 一 ー篇 別紙 附往 す、 願 はく は 一 見して 之れ が 評 陆を爲 さば、 何の 幸 か 

之れ に 過ぎん。 寅 又 白す。 


(二) 


對策. 一道 附論 一則 四月 中 


こた  (に！)  たてまつ 

謹みて 對ふ。 弘 化の 初め 蘭 使 至りて 變を 上る。 ここに 於て か 天下 紛々 として 兵 を 言 ふ P 

お ほ  (ra)  し VK/.X 

時に 和 を 主と する 者 少なく、 戰を 主と する 者 衆し。 其の後 十 年、 墨.^. 暗. 拂駸々 - 

として 來り問 ふ、 而 して 墨 夷の 忠 最も 深し。 ここ」 於て か 兵 を 言 ふ 者 益. '盛な り、 而 

さぎ 

して 向の 戰を 主と する 者 多く は變 じて 和 を 主と す。 和 を 主と する 者 衆く して、 戰を主 

とする 者 寡し。 夫れ 戰を 主と する 者 は 鎖 國の說 なり、 和 を 主と する 者 は 航海 通 市の 策 

なり。 國 家の 大計 を 以て 之れ を 言 はんに、 雄 略 を 板 ひ 四 夷を淑 せんと 欲せば、 航海 マ S 

市に 非 ざれば 何 を 以て 爲 さんや。 若し 乃ち 封關 鎖國、 坐して 以て 敵 を 待た ば、 勢 屈し 

力 縮みて、 亡び ずん ば 何 を か 待たん。 且つ 神 后の 韓を 平げ、 Sn; 額 を 定め、 官府 を 置き 

たま ふや、 時に 乃ち 航海 あり、 通 市 あり。 德川氏 征夷に 任ず、 時に 固より 航海して 通 

市せ り。 其の後 天下 已に平 かに、 苟倫 無事な り、 寬永 十三 年 乃ち く 之れ を禁 絶す。 

然 らば 則ち 航海 通 市 は 固より 雄 略の 資 にして 祖宗の 遣 法な り、 鎖國は 固より i り 倫の 計 

にして 末世の 弊政な り。 然 りと 雖も、 之れ を 言 ふ. こと 難き もの あり。 今の 航海 通 市 を 

言 ふ 者 は 能く 雄 略を資 くるに 非ず、 苟も 戰を免 かれんの み。 其の 志 固より 銷國 者の 戰 
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を 以て 憚と 爲 さざる に 如かず。 故に 世の 和 を 言 ふ 者 は 心 實に戰 を 畏れ、 內に 自ら li ，、つ 

ま V 一  し  -X 

る あり。 (ザ 一る に) 一た び 吾が 言 を 聞かば、 將に 口に 藉 きて |§ おつざる あらんと す。 ここに 

於て か 和を排 して 戰を 主と する 者叉從 つて 之れ を攻 むれば、 吾が 說 躓かん。 是れ 其の 

言に 難き 所以な り。 

嗚呼、 神州の 振 はざる こと 久し。 一 旦勅 論震發 する や、 正論 t 星ハ す、 誠に 曠 代の 盛事 

なり。 凡そ 臣子 たる 者 之れ が 承 順 を爲す こと 能 はずん ば、 其れ 之れ を 何とか 謂 はん。 

おそ 

況ゃ墨 夷の 脅嚇， 幕府 攝れて 之れ を 聽き復 た 國體を 顧みず。 凡そ 士民 たる 者 之れ が lie: 

( j  )  ほ し 一 ま ま 

二) 此處に 救 を爲す こと 能 はずん ば、 亦 之れ を 何とか 謂 はん。 今 墨 夷 は 相 を 置き 市 を 縱 にせん 

て は 外交官、 

ぴ ^ 濘等 もさ と 欲す。 蓋し 相 を 置く は 吾が 國を 敷す る 所以な り、 巿を縱 にす る は 吾が 民 を 誘 ふ 所以 

なり。 又 天主 堂 を 立てて 吾が 國の 妖禁を 除き、 及び 商館 を 建て 吾が 民 を 傭 ひて 之れ を 

用 ひんと 欲す。 其の 國を 1- し 民 を 誘 ふこと を爲 すゃ甚 し。 夷謀此 くの 如し、 而 して 幕 

府は方 且に和 を 講じて 謀と 爲す。 其れ 果して 雄 略を資 くる か、 抑.' 苟も 戰を免 かれん 

とする か。 戰を 畏れて 和 を 講ずる- 是れ 聖 天子の 珍 念した まふ 所以な り。 一旦 幕 問 


吾が 公に 及ばば、 吾が 公 宜しく 答 言した まふべ し、 「天 勅 は 奉ぜざる ベ からず、 1. ザ： 夷 は 

絕 たざる ベ からず」 と。 是 くの 如きの み。 幕 問 必ず 重ねて 及びて：：： く、 「天 勅 は 固より 

奉ぜざる ベから ず。 然れ ども 向に 已に墨 夷と 條約 せり、 今 何の 辭 もて 之れ を絕 たんや」 

と。 吾が 公之れ に 答へ たま ふこと 易々 たるの み。 今 墨 夷の 禍心は 洞と して 火 を^る が 

如し。 然れ ども 其の 辭には 乃ち n: く 、「統領 は 日本の 爲 めに 謀る のみ、 統領 自ら 爲 めに 

する に は 非ざる なり。 使臣 は 日本の 爲 めに 慮る のみ、 使臣 自ら 爲め にす るに は 非ざる 

なり」 と。 吾れ 從っ て 之れ が 答 辭を爲 して 曰く、 「大統領 は 吾が 國の爲 めに 謀る こと 深 

し、 貴 使臣 は 吾が 國の爲 めに 慮る こと 厚し、 吾れ 固より 其の 奪 を 秤す。 仉だ 吾が 國は 

三千 年來 未だ 曾て 人の 爲 めに 屈 を 受けず、 宇 內に稱 して 獨立 不輯の 國と爲 す。 今貴國 

の 命を受 くれば 乃ち 其の 臣屬 となり、 今 貴 國の敎 を 奉ずれば 乃ち 其の 笫 子と なること 

勢 已むを 得ざる なり。 三千 年獨 立不覊 の國、 一 日： 降りて 人の 臣屬？ ^子と なる、 15 に大 

統領 • 貴 使臣、 人の 爲 めに 謀 慮す るの 意な らん や。 果して 吾が 爲 めに 謀 慮せば、 願 は 

く は 引き去り" 吾れ の往 きて 答 ふる を 待て。 近日の 約 はこれ を 天子に 奏せし に、 

戊 午 ^{せ 文 稿  ニー 一九 


戊 午 幽室 文槁  一 . K〇 

^^,-^0 天子 震 怒した まひ、 これ を S 國に 敷きし に、 四國 憤懣して Asr\ らく、 貴國は 人の 爲 

めに 謀 慮す る 者に 非ず、 せ 言美辭 もて 人を陷 阱に陷 れんと する 者な りと。 吾れ 貴國の 

ま さ 

爲 めに 謀 慮す >  去ら ざれば 禍將に 及ばん とす」 と。 是 くの 如くに して 去ら ざれば、 其 

の 禍心已 に 著 はる、 名 を 正し 罪を责 めて、 -: 十 內に暴 白す とも、 其れ 孰れ か然ら ずと 謂 

はん。 然れ ども 墨 夷 猶ほ謂 はん、 「吾れ，： ぃ內を <| 口せ て 之れ を 同じう せんと 欲す、 貴國 

ふさ  もち 

獨り梗 ぎて 從は ざれば 兵を尋 ひざる を 得ず」 と。 吾れ 之れ に對 へて n く、 「方今 未だ 

貴國に 同ぜざる 者、 特に 吾が 國 のみに 非ず。 今 汝と約 せん、 亞細亞 諸 國盡く 貴 國に同 

じて、 而も 吾れ 未だ 答 ふる 所 あら ざれば、 吾れ 甘んじて 其の 曲 を 受けん。 諸國 にして 

未だ 同ぜ ざれば、 吾れ の 同ぜざる、 何 ぞ獨り 梗と爲 さん」 と。 辭命是 くの 如くならば、 

.墨 夷 は 返かざる を 得ず。 退か ずん ば 之れ を擒 にし 之れ を誅 すと も、 吾れ 皆 名 あり。 苟 

も 吾れ 名 あらば、 戰 ふに 於て 何 か あらん。 

然 りと 雖も、 空言 は 遂に 以て 驕虜 を徽 すべから ず。 宜しく 今日より 策 を 決し、 上は祖 

宗の遣 法に 遵ひ、 下は德 川の 舊軌を 尋ね、 遠謀 雄 略 を 以て 事と 爲 すべし。 凡そ 皇國の 


士民 たる 者、 公武に 拘ら ず、 貴賤 を 問 はず、 推薦 抜擢して 軍帥舶 司と 爲し、 大艦を 打 

から ふ 上  しま/、 

造して 船 軍 を 習練し、 東北に して は 蝦夷 *廣 太、 西南に して は 流斜. 對馬、 情々 往來 

さと 

して 虚曰 ある ことなく、 通 漕 捕鯨 以て 操 舟 を 習 ひ 海 勢を曉 り、 然る 後 柱いて 朝鮮. 滿 

洲 及び 淸國を 問 ひ、 然る 後 廣東. 咬^ 吧. 喜 望 峯* 豪斯多 辣理、 皆 館 を 設け 將士を 置 

き、 以て 四方の 事 を探聽 し、 且つ 互市の 利を征 る。 此の 事 三年 を 過ぎず して 略 ぼ辨ぜ 

カリ」" ル -ーァ  むす 

ん。 然る 後 柱いて 加里 蒲 爾尼亞 を 問 ひ、 以て 前年の 使に 酬い、 以て 和親の 約を締 ぶ。 

果して 能く 是 くの 如くならば、 國威奮 興、 村 俊极起 、決して 國體を 失 ふに 至らず、 乂 

空言 以 て 驕盧 を懲す るの 不可なる に 至らざる なり。 然れ ども 前の 論 は 以て！， をぎ く 

べし、 而 るに 後の 論擧 がら ざれば 何 を 以て 國本 を强 くせん。 國本强 から ざれば、 ^患 

何れの 時に して 止まん や。 後の 論 は 以て 國本 を强 くすべし、 而 るに 鎖國を 以て 謀と 爲 

しゅ ラく 

し、 航海 互市 を 以て 古に 非ず と爲 して 衆咻 して 之れ を攻 むれば、 後の 論 何 を 以て 擧が 

らん や。 然 らば 則ち 天下の 事 は 吾が 公 自ら 任ずる に 非 ずん ば、 斷 然として 遂に 爲 すべ 

からざる なり。 吾れ 驚 劣な りと 雖も 平生 書を讀 み、 皇室 を 重んじ、 夷 廣を愤 る こと、 

戊 午 幽室 文 稿  、  一四 一 


(一) 北 4?-" 

0.  一 古 ァ , 

も-斬り、 遂 

に弘安 £ 年來 

藭 せる 敵と 一 

Ig せし こと を 

さす 

(二) 承 ク 、三 

年 北倏 氏、 後 

島！？^ 法皇 も- 11 

に. 顆德上 

皇を佐 渡に、 

土 御門 上皇 を 

土 佐に 遷し奉 

りしと、 元弘 

二 年、 後 BB» 

天皇 を ilte に 

遷し泰 りし を 

さす 


^午 陶.； 文 稿  一四 二 

# 、さに 明 問の 及ぶ 所の 如し。 今日の 事、 ； W 何ぞ 之れ を盡 さん. - 聊か 其の 百 一 を對 ふる 

こと 右の 如し。 

-或 ひと 曰く、 「勅諭 は 正大 高 明たり、 征夷 必ず 股して 之れ を聽 かば、 則ち 其れ 廣使を 

誅し國 威 を 立て、 弘 安の 事 起らん。 若し 或は 征夷 昏迷 不恭 以て 皇命 を梗 がば、 則ち 承 

久 二兀弘 の變發 らん。 子 以て 何 如と 爲す」 と。 曰く、 「然 り、 吾れ も 亦 之れ を 思 >r 

今日の 事 >  弘 安と 承久ニ 兀弘と 似て 而も 大いに 同じから ざる もの あり e 蒙古 は 兇 威 を 

逞しく する 者な り、 墨 夷 は 實利を 謀る 者な り。 戰を 以て 人の 國を 屈する は 蒙古の 計た 

り、 辭を 以て 人の 國を奪 ふ は 墨 夷の 謀な り。 故に 予謂 へらく、 墨 夷 は 譎辭を 以て 吾れ 

, ,  ふ 一. -  おそ 

を 攻め、 吾れ は 誠辭を 以て 夷 を 担ぐ。 墨 夷の 戰を 以て 吾れ を 攝 ら すは虚 なり、 吾れ の 

戰を 以て 夷に 應 ふる は 實 なり。 然 らば 則ち 蒙古の 計は淺 しと 雖も、 其の 言實 なり、 墨 

夷の 謀 は 深し と雖 も、 其の 言虚 なり。 1^: 夷惧 るるに 足らず、 何ぞ 蒙古に 比する に 至ら 

んゃ。 弱 主， ^臣 を誅 し、 霸臣、 弱 主 を 犯す、 是 れ承久 • 元弘の 事な り。 今 は 則ち 然 


ニニ) 藩主 毛 

利 敬 親と 子 

0  (後の 元 

德〕 


§ 書經" 大 

禹謨の 篇に出 

でし 舜の語 


加な  き  こもん、 

らず、 外に 大患 あり、 君臣 心 を 協へ て 之れ を 謀る、 向の 上下 交.' 征す るの 比に 非ざる 

なり。 征夷 萬 ー勅ヒ " を 奉ぜ ざれば、 天下 擧 つて 之れ を斃 さん こと 易々 たるの み。 而し 

(三) 

て 征夷 は 決して 然ら ざるな り」 と。 曰く、 「當 今、 吾が 公 父子 皆 江戶に 在り。 征夷 萬 

1 の擧 あらば、 吾が 公 宜しく 何の 虚置 を爲 すべき か」 と。 予门 く、 「天日の 照す 所、 皆 

ハ. -さ 

皇 神の 御め たま ふ 所な り。 天子の 勅 は 乃ち 皇 神の なり。 其れ 奉揚 せざる ベから ざ 

る こと 論ずるな くして 可な り。 勅 を 奉じて 死 すれば、 死 は猶ほ 生の ごとし。 勅に 背き 

て 生 くれば、 生 は 死に 如かざる なり。 此の 義ゃ 天下の 人 皆 之れ を 知れり、 而 して 征夷 

-. 獨り 知ら ざらん や。 征夷 或は 知らず とも、 二百 六十 大名 乃ち 一 の 知ろ 者な からん や。 

(S 

且つ 水戶. 越 前. 加 賀 • 薩 摩の 諸 藩の 如き、 已に粗 ぼ 此の 義を 知る に 似たり。 膨が志 

先づ 定まり、 詢ひ 謀る に 愈 同じ。 鬼神 其れ 依り、 龜筮 協ひ從 ふと。 吾れ の 定志を 以て 

往 きて 此の 義を 知る 者と 謀る、 吾れ の處置 何の 難き ことか 之れ あらん。 然れ ども 徒ら 

に 征夷と 異を爲 し、 以て 勅 d3 を 奉ずと 爲す も、 亦 所謂 此の 義を 知る 者に 非ず。 是れ亦 

知らざる ベから ざるな り。 
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戊 午 il 室 文搞 


四 四 


二) 栄元明 

SI 紀奉 使抄。 

第 十二 卷に收 

む 

(二) 朱の 名 

臣、 祌 宗の 時、 

同 平 章 事と な 

り， 治睛 多し。 

時に 强敵契 丹 

との 外交の 事 

に當り 使臣と 

なりて 赴き 朱 

國の體 面 を 保 

持す 

(三) 名は實 

德、 運 稱茂樹 

後に It. 助と 改 

む。 小 國剛藏 

s: 下にして 松 

下 塾に 来擧す 

〔關 傳〕 

(巧) 00 

正 〔開 傳〕 

(五) 三 WM 一 

十日 に 下 

L 給へ る is:. 諺 

卽 v 米國 との 

條約不 許可の 

勅^；^なさす 

(六) 第 四 卷 

一 九 頁 r 士規 

七刖」 參照 


( C 


. 使 おに 跋す 四月 二十日 

是れ 余の 野山獄 にて 抄 する 所の 奉 使の 原本な り。 戊 午の 四月、 荻 野 時行來 りて 云 ふ、 

r 將に 四方に 遊ばん とす」 と。 余 謂へ らく、 當今 夷狄 陸 梁し、 天子^ 念した まふ。 

遊ぶ も 徒らに 遊ぶ に 非ず、 猶ほ 古の 使 を 奉ずる 者の ごとし、 況ゃ將 たら ざれば、 乃ち 

使と なる は、 志士の 以て 志と 爲す 所なる を やと。 因って 此の 本 を 擧げて 時 行に 附し、 

且つ 爲 めに 富弼の 一條 を 指して 之れ を 示す と 云 ふ。 二十日 


士規 に跋す 四月 二十 五： n 

(三)  (ra)  こ と し (五) 

大谷 茂樹は 世々 貴族 益 田 氏に 仕 ふ。 今茲 勅諭に 感激し、 塾に 來 りて 益 を 請 ふ。 吾れ 其 

の 人となり を觀 るに、 亦質實 欺かざる 者に 似たり。 因って 舊と 作る 所の 士規七 則 を 書 

して、 以て 之れ に與 ふ。 噫、 國歩 艱難、 今 rn に 至りて 極まれり。 死して後已む、 士其 

れ已む を 得ん や。 戊 午 四月 一 一十 五日 


r 礎 室 適^ 秦も にの 粗 功 7 亡 

スをニ ri: 策の 與秩 © 、暴! si ぶ 
！: i 固 百變を 如へ 序 俗な ' 

も' 年改 とき 、とやり mm 
m のしら 抑而規 政し 者 初 
文 き" S す壓も 律治漢 。の 


(七) 蜀 j-s の 

司 馬德 操、 劉 

備に 對 へし 中 

に 「11 生^ 士 

豈に 時務 も 知 

らん や- 時 

も 知る * は 俊 

傑に 在り」 と 

見 ゆ 

(八) 泰の始 

皇帝。 奏は僅 

か 三世に して 


叔卽ち 後漢再 

興の 主 光武 皇 

帝。 岸 I？ は 頭 

巾 をね ぎ な 

現 はすこと に 

して 法 

Ig- にす るない 


須 佐の 七生 邑に歸 る に 贈る 言 四月 二十 九日 

或 ひと 「時務 を 知る を 俊傑と 爲す」 の 說を問 ふ。  < 水 曰く、 「其 3 義 博し、 遠 かに i^, す 

ベから ず.。 然れ ども. 試みに 漢土の 事 を舉げ て、 其の 一 端 を 首 はん。 昔卷 秋戰國 のとき 

天下 大いに 亂れ、 君臣 上 F の^ある なし。 秦主臝 政 之れ を g| むる こと is だ 過ぎ、 义之 

れを行 ふに 仁義 を 以てせず、 ここ を 以て 一 たび 得て 復た失 ひ、 漢の 天下と なれり。 大 

下漢 となる も- 猶尙 i は嘩禮 なし、 劍を拔 き 柱 を擊っ は、 戰國 の餘習 然るな り。 ここに 

一九)  めん ザつ 

於て か叔孫 通なる 者 出で、 區々 綿 を 以て 二百 年の 防を爲 す、 亦 時務 を 知れり し-^ ふ 

べし。 漢の漢 たる こと 已に 二百 年、 禮は具 文と なり、 法 は徒設 となり、 情 絶え i,: 隔た 

(一 〇)  がんさく  (一一)  (一二) 

、 上下 鴻^ す。 乃ち 文 叔の再 造す る や、 岸 i; して 馬 文 淵 を 見る、 井蛙の 子 陽と ：！： じ 


り 


からず、 豈に 俊傑と 謂 はざる ベ けんや」 と。 今 天下の 平、 亦 二百 餘年、 上ドの •  隔絶、 

西 漢の季 よりす H し。 其の 弊 流れて 學 校に 入り、 師弟の 際、 古の 君 を 望む 能 はず、 一.^:1 

れ 方に 以て 憂と 爲す。 歳の 三月、 吾が 黨の 士須 佐に 遊ぶ こと 十數 日、 繼 ぎて 數名を 造 

戊 午 幽室 文 稿  一 四 五 


(二)  s, 

字 は 文 ST 光 

武 帝に，， U へ し 

名.^.。 後に 伏 

;„^^裤\孃とたる。 

嘗て »?3ST に 臣 

-fih- しとき 使 

して 光武帝に 

面 せし に、 帝 

剌 の 徒と 見 

做さす、 時 法 

に拘ら すして 

Isl- 文 に is す 

( 一 二) 公孫 

逸の 字。 時に 

帝 を！ 5^ す。 馬 

文 淵舊 交 あり 

て 面せ しに、 

禮法 に拘. 

大 なりし S め 

取る に 足らす 

となし * 井底 

の鲑と 評す。 

十八 史 if 東漢 

サ，： 光武帝の 

( 一 ) 安政 五 

年 三 B?  二十日 

？ の渙 、を 

さす 

(二) 蜀« の 

德！ i。 淸 一 おに 


午 幽室 文 稿  一 四 六 

- はすこ と を 杓して 歸る。 已 に して 果 さ ず C  _| 皿し 吾 が 黨 須^の 尙ほ 弊習 あるに „1 た ざ た- 

ばたり。  而 るに 須 佐の 人 其の 意 を 察せず、 乃ち 深く 吾れ の 前約に 背く を怨 む-」 未だ 幾 

くたら ずして、 京師の 美擧須 佐に 傳 聞し、 須 佐の 人 益 田邦衞 以下 七 名， 驟 起し 來 りて 

，ノ， 5 

吾が 塾に 寓す。 吾れ 首， 二して 語る に 時務 俊傑の 說を 以てせし に、 七 名 皆 以て 然 りと 爲 

せり。 其の 將に 去らん とする に 及んで、 吾が 黨の士 四 名 復た往 きて 之れ に從 ふ。 吾れ 

其り 兩っ 相和諧 する を 喜ぶ や、 敍を 作りて 之れ を途 らんと 欲す。 而 るに 病臥 十數 日、 

みだ 

復た文 を 作る の 意た し。 設 りに 或る人に 答 ふるもの を 書して 贈と 爲す。 鳴 呼、 叔孫通 

の禮を 制する、 猶ほ 希世の 畿 あり。 吾が 黨 之れ を 言 ふ を 恥づ。 文叔は 乃ち 聖人の 亞に 

して、 吾れ の 及ぶ 所に 非ざる なり。 已 むな くんば 則ち 吾れ 其れ 司馬德 操に 從 はんか。 

しぱら 

且く七 子に 與 へて 之れ を 問 ふ。 四月 二十 九日 


(三) 


益 田邦衞 に. llF る a 月 二十 九日 


すべ. A 


士君子の 口  i を 立つ る、 須 らく 言 はずして 信なる 處 あるべし。 然る 後巍々 乎と して 共れ 


郞外 s 策 s せ 下 剛士さ 
/^弟き 一 S し 衬藏に 5 
關久 道  一 門し 
m 保 松 も 前人に 下て 須 
U 淸陰 さの 來 。小 佐 
太の す對 mii; 國の 


して 善く 人 を 

知る、 富 て昭 

烈帝劉 備 の g? 

に ^.k. へて 俊 ■  ぬ 

たる 葛お • 

^ 統を賠 む， 

&德公^rして 

水鏡と たす。 

r_ こ は 松 陰，： 3 

ら SP 操に 傲 ひ 

て 俊傑 を 君 公 

に 薦めん の 意 

を 示す 


成功 あらん。 然ら ざれば、 辨說 喋々、 徒らに 能く 人 言 を 折く も、 寧ん ぞ 人心 を 服す る 

を 得ん や。 邦 衞將に 去らん とす、 書して 以て 之れ を 贈る。 四月 二十 九日 

周 布 公輔に 與 ふる 書 五月 上 化 (力) 

僕 向に 政府の 議を 側聞し、 私 かに 對策を 作り、 以て 足下に；： 小せ り。 凡そ 策の 對 へし 所- 

皆 俊 平 昔の 持論、 天下の 爲 めに 大計 を 立てん と 欲せし ものにして、 一時の 戯 ii の： 百に 


■IF 


5 


ざるな り。 已 にして 足下 家兄に 語る に、 僕の 策 を 以て 疎と 爲 せりと。 乂 太に 語」 


て 曰く、 「墨 使の 約條、 盡 くは辭 すべから ず」 と。 其の 意 蓋し 其の 屮從 ひ：.^ きもの を 撰 

びて、 一 二 之れ に從ひ 以て 其の 餘を辭 せんと 欲するな り。 而 して-俊の 一概に 之れ を 絡 

つ を 以て 棘と 爲 せる のみ。 僕の肯 は 戲謔に 非ず、 足下 疑 ふ 所 あらば、 當に 其の 所以 を 

つら 

疏ね、 下問 せらる る こと あるべし。 僕 は 天下の 爲 めに 大計 を 立てん と 欲する 者な り、 

何ぞ 塞. 復具答 を 以て 烦 冗と 爲 さん。 今 足下 問 はれず と雖 も、 僕何ぞ 々として むこ 

と を 得ん。 夫れ 癸丑 • 甲 寅 以來、 墨 夷の 患、 駸々 として 日に す。 其の 由る 所 を 原ぬ 

t{ 午陶室 文 稿  一 四 七 


(一) 安政 五 

年 三 尸" 二十日 

焕發 せらる 


(二) 魚屋 八 

兵衞 の！ T 悃當 

局 を 動かし、 

後光明 天皇 の 

大雜に 常り、 

從来 火葬な り 

しも 改めて 土 

葬に 複す るに 

至り， 3 こと を 

さす 


戊 午 幽室 文 稿  一 四 八 

るに、 兇 威先づ 我れ に 加 に り、 萬 事 皆 解く  e 智者 謀る 能 はず、 勇者 怒る 能 はず。 其の 

局 を 一 變す るに 非ざる より は、 鬼 謀 神 響 ありと 雖も將 に 以て 此れに 處 するな からん と 

す。 區々 たる 小 補、 其の 從 ふべき に從 ひ、 其の 辭 すべき を辭 す、 萬々 能 はざる なり。 

僕の 之れ を 思 ふこと 久し。 圖らず も 勅 論 一 たび 發 せられて 天下 皆 震 ふ。 大 機の 會 數.' 

失 ふべ からず、 今にして 前 局を變 ずる 能 はずん ぱ、 神州の 事- 其れ 熄 むに 殆しレ 然ら 

ば 則ち 以て 名と 爲 すなし と雖 も、 將に 且つ 之れ を絕 たんし-す、 況ゃ 之れ を絕 つに 名 あ 

る こと、 僕對 ふる 所の 如くなる を や。 何 を か 像り て 結たざる。 一 たび 墨 夷を絕 ち、 一 

たび 前 局 を變ぜ ば、 天子の 勅、 四 夷に 明かに して、 神州の 興隆 * 將に曰 あらんと す。 

但だ 興隆と 衰替と は、 天な り 命な り、 人力の 及ぶ 所に 非ず。 而れ ども 有志の 士 寧ん ぞ 

之れ が爲め t カを盡 さざる を 得ん や。 足下の 意 必ず 謂へ るな らん- 是れ 天下の 計、 幕 

府の 策に して、 吾が 藩の 能く 及ぶ 所に 非ず、 乃ち 其の 一 彼 一 此は 是非に 干るな しと。 

抑 亦 惑へ るかな。 丈夫 志を定 むれば、 魚 戶も猶 ほ 能く 萬乘を 動かす。 况ゃ 堂々 たる 

藩國 * 國是ー たび 定まらば， 何 を 欲して か 得 ざらん や。 足下 平生 色 を 正して 廳に 立ち、 


士 論の 歸 する 所な り。 足ド斷 然として 議を 立てば、 君 相し， -雖も 亦 將に賴 りて 以て 策 を 


(二) 本卷九 

今日の 

謂 肺病に あ 

らす氣 管 支 力 

タルの 意 

(五) も^え 

苦しむ こと 


、- N-  |>  /\ 


決せん とす。 安ん ぞ 此の 憒.々 の 言を爲 して、 自ら 欺き 以て 人 を 欺く を 得ん。 條 約の 害- 

あら  (三) 

言 を 待た すして 自ら 見 はる、 且つ 向に 狂 夫の 言 を 作りて、 已に 首と して 之れ を 言へ り- 

- 四 }  がいそう しき 

今復 た樓述 せざる なり。 僕 日 來肺を 病み、 咳嗽 累 りに 發し作 讀皆疲 す .れ ども、 足： トの 

f ち 

兩語を 聞きて 愤懣に 勝へ ず、 枕 を 推して 毫を 揮へば、 頭 乃ち 5_ 「々たり。 故 を 以て 語、 

文 を 成さず。 推讀 を是れ 祈る。 


(六) 一 咼杉暢 

夫、 通稱 SE 作 

〔關 傳〕 


暢夫の 「煙管 を 折る の 記 を « む」 を 評す 五月 五 H 

余 曾て 獄に 在りし とき、 墨 夷の 志を讀 みしに、 言へ る あり、 「近 吡、 酒 煙 並びに 损ぁ 

りて 益な きの 理を 究め、 禁酒 禁煙の 會を 創め、 簿を 作りて 名を署 し， 多き は數 F 千 人 

に 至る」 と。 余の 性 酒に 勝へ ず、 叉 煙 を 好まず。 謂へ らく、 皆無 用の 物な りと e 少ハ や 

の 客氣、 數.^ 人と 校す。 年 寝 や 長 じて 始めて 性棄に 長短 あり • 好尙に 異同 ある を り- 

己れ の 長 を 以て 人の 短に 臨み、 己れ の異を 以て 人の 同を强 ふること を 欲せず、 ロを絕 

戊 午 幽室 文搞  一四 九 


( 一 ) 富 永 有 

^  〔開 傳〕 

(二) 第 K 卷 

三 三 八 i 

»1B を 折る の 

記 J 參照 


(三) 市 之 進， 

溝： -郎の 二人 

(四) 松诹松 

洞 〔閱 傅， 一 

(五〕 增野德 

.  ？ STW タノ 門 

〔3〕 

(六) 吉 E 榮 

大郞。 當時東 

行して 江戶に 

あり as〕 


むべ  ますく 

宜な るかな、 其の 國 日に 增.' 隆 興し、 遂に 吾が 上 國を凌 俊す るに 至る 


戊午幽 (ま 文 稿  ，ー 五 〇 

ちて 酒 煙の 事 を 言 は ざり き。 墨 夷の 說を 得る に 及んで 心悅 び、 往々 擧げて 以て 人に 告 

すくな 

げ て：：： く、 「人の 難き もの は、 欲 を 寡く する より 甚 しきもの なし。 墨 夷 は 乃ち 之れ に 

克 つもの あ h 

こと」 と。 然れ ども 亦敢 へて 是れを 以て 人に 强 ひざり き。 

已 にして 有 隣 獄を脫 する や、 人 其の 酒 を 禁ぜん こと を 欲す、 余 拒みて 聽 かず。 而 るに 

いた  とど 

有 隣 は 痛く 自ら 禁を 持す。 其の後 又 管 を 折る の 事 あり。 余、 時に 之れ を 止む る こと、 

記 中の 言の 如し。 蓋し 余， 禁と 折と を悅 ばざる に 非ざる も、 其の 久しき を 持す る 能 は 


ずして、 更に 人の 笑 を^さん こと を 恐れし な 


(三) 


記 中に 舉 ぐる 所の、 市. 溝 は 共に 閬 里の 頑兒 なり， 無窮 は 初めの 約に 預ら ず。 其の 忽 

や  た  ( 五 ソ 

ち輟め 忽ち 作す、 皆 言 ふに 足らず。 獨り無 咎 • 岸 田は猶 ほ 能く 持 守す、 誠に 能くし 難 

しと 爲す。 無 逸 は 東に 在り、 其の 果して 如何なる かを詳 かにせ ずと 1 も、 其の 人と な 

なか 

り を 察する に、 亦 中ば にして 自ら 廢止 する 者に 非ざる なり。 二人 有 隣の 事 を 見て、 口 

に 一一 H はずと 雖も、 心 或は 服せ ざらん。 無 逸に 至りて は 或は 未だ 聞かざる も. 卽し 之れ 


(ヒ) s . 

f  ： 窮 • 無咎。 

Si ち吉 W 榮+^ 

郎， 松 松 洞， 

傅〕 

(八) 杉 百 

之 助 *久 保 五 

郎左衞 門 〔翻 

偶〕 


を 聞かば、 其の 怒る こと 必ず 暢 夫と 同じ からん" 

暢 夫の 論ずる 所、 有 隣 節 を 折り 堙を嚙 む、 則ち 他事 推して 知るべき なりと は、 其の 一 マ" 

頗る 刻な り。 然れ ども 有 隣の 酒 を 禁ずる こと 嚴恪 にして、 煙 を^むと 同じから ず。 而 

るに 嫉み惡 む 者 は、 乃ち 語 言 を 造作し、 有 隣 某 水に 醉 倒せり と 謂 ふに 至る。 "だれ 亦自 

ら 取る 所な しと 爲 さず。 然 らば 則ち 暢 夫の 怒る 所 は、  < 水 則ち 有 隣の 爲 めに れ且 っ惜 

しむ ものな り。 有 隣の 獄を脫 する， 艱難 萬般 なり。 三 無- 身を拔 きて 上書し- 家 殿と 

もと  ， 

, 人 保へ 一？： と 保 I； ほし， 政府の 兩相 協議して 之れ を斷 ず、 事 原より 容易に 非 ざり き。 有 隣 一 

たび 脫 して、 萬 難皆釋 く。 有 隣 少しく 自ら 弛む ことなき 能 はず、 乃ち 其の 節 を 折り 煙 

を むこと、 管 を 折り 煙を斷 ちし 時より 易き は、 理勢 自ら 然るな り。 況ゃ 余の 己が^ 

を 以て 人を责 むる を 欲せざる こと、 具 さに 前に 言 ひし 所の 如し。 故に 惧れ 且つ 惜しむ 

と雖 も" 未だ (きて 言 はざる なり。 今 暢夫は 乃ち 能く 之れ を 言へ り。 五 2 れ W つて 以て 素 

論を陳 ぶる を 得たり。 無咎. 無 逸と 岸 田と は 皆 以て i:-::: ふべ し、 而も 未だ： 一：：： ふ 所 あらず 一 

其れ^ 以て 何 如と 爲す。 已に暢 夫の 文 を 評して.' 遂に 遍く 同志に 問 ふ。 端午の 日、 藤 
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寅昏 す。 

端午の 日 書して 耕作に 與ふ 五月 五日 

今 世 佳節 ベリお、 慶を稱 し 賀を稱 し、 酒 食追逐 し、 百事 皆 魔す、 所謂 一 國の人 狂の 如く、 

長者の 風 あるな し。 何ぞ 乃ち 童兒 書を讀 むに 於て 之れ を 責めん。 然 らば 則ち 當 今の 士 

は 皆童兒 なり。 而 して 童 兒中 乃ち 長者の 風 ある 者、 其れ 唯 だ 耕作 か。 耕作.. 歳の 正月 

わきば ヤ-- 

二日、 冊 を 挾みて 業 を 請へ り。 余 已に文 を 作りて 之れ を譽 む。 今 端午の 日、 亦來 りて 

書 を 一 讚む。 故に 重ねて 書して 之れ を與 ふ。 

愚論 五月 上句 (力) i 和文) 

此の度 勅答の 趣に 付き、 幕府より 諸 藩へ^ 紙の 通り 仰せ 出され 候。 是れ に付き 相考 

へ 候へば、 幕府に は 少しも 勅旨 遵奉の 意 は 之れ なき 事と 相 見え 候。 夫れ に付き 慮る 

べき 事數々 之れ あり 候。 幕府 必ず 石 敬 塘の故 I 曰に 出で、 皇國 の事狀 何事 も眞具 さに 墨 


夷へ 示し、 勅諭 も 之れ あり、 人心 も 折 合 はざる 故、 二三 年 引延して 事 を 謀り^へ な 

どと 申し 候 はば， 表 は 勅 を 奉ずる に似て； r 實は 詐誕の 限り、 勅 を 奉ぜざる よりも 

惡 しく 候。 叉是れ にて 墨 夷 服し 申さず 候 はば、 是れは 京師より 出で 候 事に 付き、 京師 

へ參り 脅喝せば、 事 自ら 成就す べしと 申し 候 はば、 輦穀 の大變 此の 秋に 御座 候。 n だれ 

も 神州 一致して 謀る ことに 候 はば * 何も 憂 ふるに 足らず 候へ ども * 幕府 已に墨 夷に 黨 

し 候 時 は、 甚だ 虚し 苦 敷く 御座 候。 夫れ に付き 今日の 急務 は 天意の 所、 得と 慕 府の肺 

盱に 徹し 候樣 之れ なくて は相濟 まず 候。 然る 處鎖國 の 御 定論に て は、 幕府に は 必ず 流 

行に 後れた る 1^ 慮と 一概に 侮り 候 様相 成り 申すべく 候。 是れは 幕府の 俗吏の みに 非 

ず、 當今 天下 材臣智 士と稱 する 者 皆々 此の 見に 御座 候。 右に 付き 銷國の 一 條は * 深く 

時勢 御察觀 成され、 御變革 之れ なくて は、 皇國御 興 復は迎 も出來 申さず、 a つ 幕 1^ 萬 

一 違 勅の 節， 所謂 村 臣智士 なる 者 悉く 幕府に 與し、 幕府に 與 する 人 多く 相 成り、 天朝 

きづか. H し  まん * 

孤立の 勢 誠に 氣は逸 敷く 存じ 奉り 候。 然れ ども 鎖國を 開き 候に は、 墨 夷 丸に 御 ffi 絕成 

されず 候て は、 御 國威相 立ち 申さず、 神奈 川の 條約は 其の儘に 成し 置かれ 候て は、 名 

4^-午幽宰.文稿  一 五三 


二) 孟子 雜 

f5!i 上 篇第七 童 

に 出づ。 齊の 

景公 がその 女 

も 蠻夷な る吳 

の 太子に 妻せ 

て 一 時の 和平 

も 保て る.？； ム 
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は 何とも 相 立ち 申すべく 候へ ども， 實は 五十 步百步 の 論に 御座 候〕 且つ 神奈 川の 收 i 約 

其の儘に 成し 置かれ 候へば、 此の 餘 にても 幕府 何程の 誣妄も 出來、 墨 夷 何程の 耍求も 

C 一 ) 

もと  なんだ  め あ- 5 

出來候 本に 御座 候。 幕府 雄 略 は 之れ なく、 只 だ 外 夷に 要せられ、 泣 出で て吳に 女す の 

謀に 出で 候へ ども、 鎖國を 開く の 一條、 天下の 村 臣智士 を 籠絡 致し 羽翼 多く 御座 候。 

何卒 天朝に 於て 神 功 皇后 以來の 眞の雄 略 を 御 鑑み 遊ばされ、 墨 夷の 撻伐を 仰せ 出 

され^ はば、 精 忠義 愤の 人々 は撻 伐の 偸 快に 大氣を 伸ばし、 材臣智 士は叉 雄 略 を ま- 〔び • 

天下め 人心 一 朝に 天朝に 歸向 仕るべく 候。 左 候 はば 幕府 諸 藩 一 人 も 不服 は 之れ ある 

間 布く 存じ 奉り 候。 幕府 諸 藩 心服 仕らず て は- 曠 代の 大業 は 恐れながら 覺朿 なく 存じ 

奉り 候。 殊に 幕府、 二百 年來諸 藩の 統領 仕り 候 事に 付き、 此の 心 を 服し 候 はば、 天 F 

は 一致 仕るべく 候レ 德川 氏の 兇德、 人 皆 脈 ひ 果て 候 様 天朝へ 申 上げ 候 者 も 之れ ある 

ベく 候へ ども、 是れは 阿諛と 嫉妬と に 出で 候 事に 付き、 深く 御 評議 遊ばされ ずて は大 

事 を 誤る に 至るべく、 水 戶*趑 前 其の 外 を察觀 仕り 候處、 德 川の 一 門に も隨分 忠義の 


國 之れ あり、 加 *薩 


た C も し 


肥な ど賴母 敷く 相 見え 候へ ども、 丸に 是れ 等へ 御 委任 成さ 


(二) 後 臨 

仲 穎" 性 粗 一お 

&カ 人に 過ぐ。 

S は 功 を 以て S 

^^&の時將，ポと 

たる。 帝の 35 

後 * 太子 を 終 

し、 何 太后ん 一 

おして 獻帝も 

立つ。 

兵な 起して 卓 

も 討つ や、 卓. 

:B き、 長 安に 

？! I 都し， 狂泰 

〈^-|^1しく、 

遂に 部下の た 

めに 殺さる 


ニー) 


れ候 はば、 矢張り 義 仲なら ざれば 董 卓に 御座 候。 此の 處 深く 御 勘考 遊ばされ， 幕府 I？ 

-添を 心服 さする 御， 處置 急務と 存じ 奉り 候。 かく 申 上げ 候 はば、 幕府へ 媚 付き 候 見識と 

一概に 篤詈 する 人 之れ あるべく 候へ ども、 愚論 果して 朝廷の 爲 めに 申 上げ 候 か、 ^.肘 

へ 3U) 候 か、 行末の 所 御明 II 仰ぎ奉り 候。 自然 異變に 及び 候 はば 防禦の 處置 如何せん 

と 巾し 候 所、 幕府 怯懦の 根源に 御座 候。 戰はー T 變萬 化、 先傳 すべきに 非ず と 中す.？：、 

當今 兵力 單 弱の 故 は、 將 其の 人に 非ざる と * 兵 を 選ぶ こと 精し からざる との 二つに. 約 

座 候。 幕府 にても 諸 藩 にても • 番衆組 付な どと 申し 候隊 中には、 老人病 者！！^ 弱 無， ゾハ 〈の 

者 も 混じ、 又 千 石 何十 人、 萬 石 何 Kn 人と 申す 軍役の 定め 之れ あり 候へ ども、 萬 石 以上 

領地 之れ ある 分 は 可な り 人數も 之れ あるべく 候。 石 以下、 又 諸 藩 千 石 以下の 士は軍 

役 は 皆.^ -額 のみに 相 成り、 假 令頭數 ありと も 精兵 は 何程 も 之れ なく 候。 夫れ 故 此の：：：^ 

を 一 變 し- 萬 石 以上 以下に 限らず、 村武 にして 隨分 一 戰仕 るべ しと； i 出で 候 もの へ 、 

力に 任せ 有 祿無祿 武士 浪人に 拘ら ず， 1 募 させ、 千 夫 長 百 夫 長 其の 大小に 準じ， 贼艦ー 

楚ー ；集 乃至 三 五 义攻 取り 候 事 を 委任 仰せ付けられ 候 はば、 世祿 大身より 下賤の 徒 浮浪 

戊 午^ i^f 文 稿  一 五 五 


戊 午 幽室 文 稿  一 五丄ハ 

に 至る まで- 悉く 奮發 國の爲 めに 力 を 致し 候 様相 成り 申すべく 候。 調 募の 兵の 給資は 

食祿 無用の 徒の 糧を 減じ、 彼れ を 取り 此れに 與 ふる 法 を 立つべし。 此の 策 施され 候 は 

ば將 其の 人 を 得、 選 兵 其の 精 を 極め， 戰の 一條 何も 差 障 之れ なき 事に 御座 候。 

海外へ 乘 出す 事 も 是れに 準じ 候 事。 
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亞墨利 加 人取极 方の 儀 五月 十二  H 

前に 勅答 之れ あり、 今 之れ を 略す。 

( 一 )  ぞんじよ *- 

亞墨利 加 人 取扱 方の 儀、 勅答の 趣 も 之れ あり、 容易なら ざる 機に 付き、 今一 應存寄 申 

立て 候樣、 委細 は 年寄より 書附 を^て 相 達すべ く 候。 

先年 神 奈川並 びに 下田に 於て 取 結び 候 亞墨利 加國條 約の 趣， 具 さに 京都へ 仰せ 進 ぜ ら 

れ 候へ ども、 此の度の 機 は 容易なら ざる 御變 革に 付き、 备. -存寄 を も 御 尋ね 遊ばされ 1 

衆議 御 參考の 上， 條約相 取替の 方 決着 • 別段 御 使 を 以て 歡慮 御：^ 相 成り 候處， 別紙 

の 通り 勅答 g: せ 出され、 素より 戰爭の 叙 慮 在らせられず 候へ ども、 


論じて 曰く， 是れ 叙 慮を誣 ひ- 諸侯 主 戰の說 を 抑 ふ。 然れ ども 征夷 は 武臣な り、 

一 日 戰を忘 るれば、 一 日の 職を曠 しう す。 何ぞ 以て 天子 を 奉じて 諸侯に ベリし、 且 

っ戰 ひて 而 して 後 守るべく、 守りて 而 して 後に 和す ベ けんや。 戰守を 畏れて 和 讓 を 

講ず、 古より.^ だ國 を」」 ぼ さ ざ. る もの あるざる なり。 

方今 萬國 形勢 一 變の折 柄、 御處 置の 次第にて は、 忽ち 仇讎の 姿と 相 成り、 

論じて 曰く、 忽ち 仇讎と なる、 是れ 戰を畏 るるの 見に して、 本より 書す るに 足らず。 

然れ ども 理を 以て 之れ を喩 さば、 摇夷 必ず 折 服して 去らん、 不滿 ありと 雖 も- 決し 

(三) 

て 仇讎. たる こと 能 はず。 詞令は 巳に 對策 中に 具す。  . 

御全國 の 大事 及び 國家 の 御 爲め相 成らず、 

論じて：！： く、 14 平 二三 百年、 士氣 少しく 弛む。 ー戰 して 以て 之れ を 張る も 亦 可なら 

ず や。 

宸襟 を： め 奉るべき 期 も.^ ら せられ 間 敷きに 付き、 先般 京都 へ 仰せ 立てら れ候外 御 扱 

方 之れ なく 思？^:: し 候。.  ， _  . 

^午 幽.： f 文 稿  一 五 七 


戊 午 幽室 文槁  一 五八 

1 じて 曰く、 果して 此 くの 如くならば、 幕府 毫も 天 勅 を 奉ぜざる なり、 毫も 神 

慮 を 畏れざる なり。 是れを 以て 天下に 臨む、 天下 孰れ か 以て 然 りと 爲 さんや。 是れ 

固より 德川 氏の 利に 非ず。 凡そ 諸侯に 在りて、 其れ 箱默 して 爭 はざる ベ けんや。 

且つ 今度 衆議 聞し 召され 度く との 滴 は、 旣に 昨年 來、 各^-存寄御！^^：ねの上の-依に候へ 

ども、 

論じて 曰く. 是れ 諸侯の 前言 を 以て 其の 口 を 間 執す るな り。 議者 或は 其の 答 を 難し 

とせん。 < 謂へ らく、 天 勅 は 奉ぜざる ベから ずの 一 言 もて 之れ に 答へ て餘り あり。 

墨 夷の 事 は 神州の 大忠 にして 孰れ か 之れ を 憂へ ざる。 然れ ども 從前實 に 猶ほ倫 安の 

念 あり。 一 日 天 勅 降下す、 臣子 寧ん ぞ嘗膽 坐 薪 以て 之れ を謀圖 せざる を 得ん や。 

諸侯 前言 ありと 雖も、 幕府 前議 ありと 雖 も、， 再び 議し 再び 霄ひ • 何ぞ 其の 心 を 5f さ 

ざる を 得ん や。 

とく 

勅 詫の 趣 も 之れ ある 間、 篤と 勘辨 致し、 各. '存 寄の 趣 早々 申立てら るべ く^ 事。 

1、 永 I 安全に して を 安ん ぜら るべき 事。 


一 、 國體 に拘ら ず、 後忠 之れ なき 樣 方略の 事" 

一 、 下田 條 約の 段 御 許容 遊ばせられ ざるの 節 は、 自然 異變に 及ぶ も 計り 難き にっき、 

防禦の 處置 聞し 召され 度き 事。  . 

.  く は  二) 

n) 木卷 I  論じて 曰く- 防禦の 處 置は將 其の 人 を 得、 兵 其の 選 を 精し くす るに.；^ り。 赂ぼ 

HI 一 一 頁 

に 見 ゆ。 

一 、 衆議 言上の 上 叙 盧猶ほ 決せられず 候 はば、 伊勢神宮の 祌盧伺 はるべき 谈も 之れ 

あるべ くやの 事。 

. 論じて 曰く、 是れ 今上 皇帝の 安心立命 なり。 身 を 以て 國に殉 じた まふ、 ぽ久 

しく 已に 決せり。 事 或は ここに 至らば、 其の 底止す る 所、 其れ 何如ぞ や。 諧侯 门 十く 

いさ 

幕府 を爭 め. ざれば、 啻に 天朝に 忠 ならざる のみならず、 且つ 幕府に 負く こと ：！：^ し 

と 爲す。 

或 ひと 論じて 曰く、 此の 四條 及び 前の 勅答、 並びに 天朝より 出で 候 分と は、 文 

か は  よく/ ヽ 

言 異同 あり、 意味 も 少しく 更れ り、 甚だ 然るべ からざる 事 どもな り。 能々 兩方 照合 

戌 午 幽室 文 稿  .  一 五 九 
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戊 午 幽室 文 摘 一六 〇  - 

すべし。 叉 紙ド田 奉行 井上 信 濃 守 殿より 相 渡され 候 口演に 云 はく、 昨 二十四日 備 

おひく 

中 守 宅 へ 使節 呼び寄せ、 逐々 談判に 及び 云々 と あり。 天朝より は 諸侯 の 腹心 聞 召 

さるべく とこ そ 仰せ 出された るに、 二十四日に 墨 夷の 使節 召 出され、 其の 明 二十 五一 

日に 諸侯 刀：： 出され 候 は、 外 を 先んじ. s: を 後に せられた る 幕府の 御處 置な り。 諸侯に; 

於て 此の 處御不 滿の思 召 も 之れ たきと は、 一圓 合 點參ら ぬ 事 どもな り。  .， 

戊 午 五月 十二 日  に 

續 愚論 五 二十 八日 i 和 さ 

此の度 勅答 闊 東に 下り 候 上、 關東 にて 何 如の 評議 之れ あり 候 や、 誠に 以て 氣遣 敷ん 

存じ 奉り 候。 此の 時に 當り、 恐れながら 天朝の 御 急務と 存じ 奉り 候 は、 關東 決議 4|<； 

だ 之れ なき 內、 朝廷より 將箪 又は 三 家の人々 召し 登せられ、 〔此の 段 朝廷 幕府の 事體、 

愚 来 だ 知らず と 云へ ども、 嚴重 勅 ils を 以て 仰せ 出され 候 はば * 何ぞ行 はれざる こと 一 

とく  ん  j 

あらん や〕 得と 朝議 仰せ^けられ 候 事大 念務と 存じ 奉り 候。 關 東の 決議^ながら 御 使 


ち 成され 候て は、 事 甚だ 遲延に 相 成り、 且つ 向に 5! な i に 相 認め 候樣、 幕府の； 棘 妥^ だ 

以て 慮るべき 事に 御座 候 事。  • 

5! お  1 に 申 述べ 候^.^ もに は 候へ ども、 天朝の 御 定論 は、 下 E の 條約は 其の儘に 成し 

置かれ、 此の コ ンシ ュ ルの申 分 は 一 々御 拒絶れ ら せられ 候 思 パ：： の. E、 旣に^ E へ も 

此の 趣 仰せ^けられ、 綸言 汗の 如しの 譯 に^へば、 今更 下 S の 條約も 破 斷とは 仰せ 出 

され 難く、 又 航海 雄 略の 事 は、 是れ まで 朱 だ 仰せ 出されざる 事 を， 今 is^ 仰せ 出され 候 

事尙ほ 以て 如何 敷く 杯 申す もの 之れ あり 候へ ども、 是れは 小量なる 考に 御座 候。 1^9- 

一條 は實に 桓武 天皇 遷都 以來の 大議に 御座 候へば、 君 も 臣も打 返し 打 返し 再三と な 

く 御 評議 在らせられ、 至 常に 歸し候 はで は相濟 まず、 關 東よりも 幾度 か 奏聞 も 之れ あ 

るべ く  • 朝 よりも 幾度 か 勅答 も 仰せ 出さるべき 事に て、 綸 1「"：汁 の 如しとの み 一 

概に申 詰め 候 はば、 矢 5g り 一 偏に 落ち 申すべく 存じ 奉り 候 事。 

趙國 の說は 一 時 は 無事に 候へ ども、 实安 姑， = 心の 徒の 宾ぶ 所に して、 始終 IS 犬の 御大：：.^ 

に 御座な く 候。 ー國に 居附き 候と 天下に 跌涉 仕る と は 人の 智愚勞 逸、 近く H 木. 2： にて 

戊 午 幽室 文 稿  一 六 一 


. ^午 幽室 文 稿  一六 二 

も懸絕 致し P 、事、 況ゃ 四海に 於て を や。 何卒 大艦打 造.' 公卿より 列 侯 以下、 萬國 航海 

仕り、 智見を 開き、 富國强 兵の 大策相 立ち；^ 樣. ii り 度き 事に 御座 候。 叉 交戰の 上を以 

て 申し 候へば、 鎖 園 は 丁 人の 取 籠り ものの 如くに 御座 候。 前後に 氣を 配り 左右へ を 

い け ど り 

使 ひ、 §1  一夜 共 安 寐出來 ざる 故、 終に 氣カ 弛み 生 捕に 合 ひ 候 事 • 每々 に 淘 座 候" 一 時の 

戰略は 如何様と も出來 申す ベ く 候 へ ども- 永世 へ 掛け 始終 海岸 防禦に のみ 財力 を竭 し、 

國 貧し 民 する に 至り 大敵 來攻 ども 致し 候 はば、 一 人の 取 籠 者と 同日の 談に 之れ ある 

ベく 候。 外國の 事情 を 知らず して 徒らに 海岸 を 守り 貧 に 困し み 候 は、 誠に 失策に 之 

れ あるべく、 唤喑 1- • 佛 蘭 西な どの 小國 にて さへ、 萬 里の 遠海へ 1 り 人 を 制し 候 は、 

皆々 航海の 益に 御座 候。 此の所 早く 御 着眼 之れ なく 候て は覺 束な く 存じ 奉り 候 事。 

天朝より 勅 詫 を 以て 嚴重 仰せ 出され 候へば、 思 召 通り 可な りに は 行 はれ 候 害に は 御 

座 候へ ども- 實は 天朝より 實事を 以て 御 示し 成されず 候て は 十分に 參り 兼ね 申し 候。 

右に 付き 差當り 愚考 仕り 候は學 校に 御座 候。 京師に 於て 文武 兼備の 大學校 御 造 建 成さ 

せられ * 上 皇子 皇孫より 下齊 民に 至る まで、 貴賤 尊卑の 隔 なく 寄寓 仕らせ、 文武 講 


習を宗 とし、 天下の 英雄 豪傑 を 此の 內へ聚 めお 樣 仕り 度く 存じ 奉り 候。 學校造 建の 順 

序 は、 第一 に 文武 生 居 寮 を 構へ、 第二 銃 兵 調 鍊所を 構へ、 「，フ馬劍搶所是れに^|す。 制 

本 所 • 制藥所 鉄 所、 並びに 諸 工作 所 等 皆 學校中 か 又は^ 所に 置き 候と も、 學 校の 

支配に 致すべき なり。 又 施藥. 悲田 等の 院も 是れに 準ずるな り。 扨て 其の 總餐 たる 人 

其の 撰^だ 重し- 文武 兼備 大道 を 明らめ、 旁.' 萬國の 事に 通じて 英邁 俊， おの 士御 求め 

然るべ く 存じ 奉り！^。  ^し 學校を 興し 候 事 頗る 大舉 にて、 一朝に 成就 さすべく と 申し 

候 はば、 中々 容易なら ざる 事に 之れ あるべく 候へ ども、 是れを 與し候 は漸を 以てし、 

第一 第二と 順々 に 御調へ 成され 然るべ く 候。 费用 は諸宗 の^ 徒、 又大阪 其の 外 富豪の 

者へ 獻金 させ、 其の 基. >ズ を 建て 置き、 將軍家 • 諸 大名へ も 御手 傳 仰せ付けられ 然るべ 

く 存じ 奉り 候。 基 资已に 建ち 候 はば、 以後 以後 は 永 續出來 申すべく、 且つ 工作 を 以て 

利 を 興し ^様の 仕 法 建 之れ ある ベ く 存じ 奉り；^、 事 e 

航海の 事，  一 口に 航海 航海との み • 申し 候へば， 極めて 成り 難き 事に 相 聞 え^へ ども、 

是れを 行 ひ 候 は 夫々 順序 之れ ある 事に 御座 候。 航海 は 一 科の 學に相 成り 居り 候 事に 付 
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き、 學校 中へ 此の 學所 一局 相 建て、 其の 學に長 じ 候 もの 入學 仕らせ 候 儀 ー說に 御座 候。 

叉 吾が 國の 航海、 東北^^夷*松前ょり两南對馬*琉球まで、 自在に 通 船 致し：^ 事に 候 

へど も- 只今の 所に て は專ら 船頭 舸 子の 事に 成り果て 候 故、 武家の 士 にても 此の 術 を 

會得 致し^も の 之れ なく、 況して 公卿の 歷々 を や。 夫れ 故學校 中に て 人 村 を 選び、 二 

十 左右 少壯の 者 を 諸 園の 港々 へ 遣 はし 通 船に 託し， 海勢幷 びに 船 上の 事 心得させ、 叉 

る 

志 ある もの 十 歳 左右の 童 兒をも 丸に 船頭に 託し 置き 候 事 勝手に 致させ、 專ら 其の 術 を 

精究 致させ 度く、 是れ等 も 皆 公卿より 御 引 立 成され 候 事、 是れ ニ說に 御座 候。 和蘭陀 

は 二百 年 來來航 仕り 候 事に て、 墨 夷 其の 外新來 の夷國 とも 違 ひ、 且つ 往々 御國 の御爲 

め を 謀り 候 事に 付き、 此の 船に 託し 壯士數 十 人づっ 年々 廣東 • 风哇 其の 外へ 御 遣 はし 

成され 候 事， 是れ 三說に 御座 候 U 此の 三說を 以て 航海の 基と 成され 候て、 淸國. 朝 

0  • 印度 杯の 近國へ 出掛け 候樣 成され 候 はば、 數 年の 內 航海の 事 は 大いに 行 はれ 申す 

ベく 存じ 奉い 候。 此の 條亦 早く 其の 總督 を定 むる に 在り。 

右の 數件 當兮の 急務と 存じ 候 故、 此 くの 如く 書附け 申し 候。 御上 京の 節、 有志の 歷 
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歷へ 得と 御 商議 然るべ く 存じ 候な り。 

戊 午 五月 念 八日  吉田！ S 方再拜 

中 谷正亮 足下 

(二) 

暢 夫の 對策を 評す 五月 下句 (力) 

2  一二 

<r 擧 業の 文 體を厥 ふこと 久し、 而 して 幸に 此の間 未だ 此の 習 ひ あらざる なり。 近 叱 

賴 山陽 二十 三論 を 作り >  尤も 其の 體に 肖る、 吾れ 樂 しまず。 然れ ども 山^ は文奈 なり. 

猶ほ 生色 あり。 而 して 山陽 を學ぶ 者復た 出づれ ば、 則ち 陳々 のみ。 ここ を 以て 人の 策 

論 を 見る 毎に * 必ず 卷を終 ふる 能 はざる なり。 暢夫 此の 稿 を 示さる。 謂へ らく、 亦 山 

^の 流な らんと。 取りて これ を 几 上に 束ねて 觀ず、 次 曰の：：：：^ 讀み畢 る。 Fl^ りに 把り て 

之れ を讀 めば， 則ち 別に 面目 を 出し、 躍々 として 出 でんと 欲す、 覺 えず： を 徹す。 ，w 

呼、 是れ 吾が 國の 文な り。 決して 彼の 間擧 業の 流に 非ず、 强丘 〈の 末 論の 如き は， 反 後 

して 益 ~ 喜ぶ。 

一六 ， 


午幽宰 文 稿  .  一 六 六 

賓卿を 送ろ 敍の 尾に 書す 六月 六 H 

賓卿 西遊し、 曾ち 未だ 三月なら ざるに、 京師の 議論 益. '盛んなる を 聞き、 急ぎ 歸 りて 

つら 

將に東 せんとす。 余 乃ち 具 さに 持論 を疏 ね、 以て 賓 卿に 贈る。 賓卿掌 を撫 して 善しと 

稱す。 余 心 自ら 誓って 曰く、 吾れ の 誠 を 立て 己れ を 信ずる こと 此 くの 如し。 吾れ 肯へ 

て 阿諛して 容れら れんこと を 求めざる たり" 朝議 或は 朱 だ ここに 至らず、 天下の 事 未 

だ 知るべからず。 而 して 吾れ は 則ち 卷 きて 之れ を變 きて 可な り。 然 りと 雖もー 日： 事 緩 

急 あらば， 寧ろ 正 を 得て， 蚊る ると も、 敢 へて 成して 正 を 失 はじ。 是れ 則ち 義卿 のみ。 

二つ 

初め 賓 卿の 西 する や、 余 已に序 を 作りて 之れ を途 る。 今 把り て 之れ を觀 るに、 事勢已 

に 同じから ざる もの あり。 今の 疏 ぬる 所と 雖も、 若し 膠して 之れ に 泥 まば、 死 論たら 

ほ とん まれ 

ざる もの 幾 ど 希な り。 是れ賓 卿に 在る のみ。 六月 六日 

益 田 it 正 fi;^ に 上る 睿 六月 十ん H  . 


五— ヌ造さ ^rag ろ 梅^ 

二  v_ ^の 六 リ保太 じ 

M     C  M    3    r^- 郞 
參木 と 對本照 木 太 • 
照卷 策卷 卷 外 兄 
― —— 九 第 杉 


と 海 日 年 7 
す 外 下 三 
に 田/? 
出港 二 安 
で よ 十 政 
ん り 七 元 


六月 十八 日、 囚奴吉 £lg 方 再 禅し、 謹んで 國相益 田彈正 君の 執事に 白す。 前日 執事の 

ニニ) 

屬員 5^ 布 公輔 執事の 命 を 傅へ、 家兄 们敎 • 外 ^淸太 をして 僕に 致さし む。 リヽ， 「足 

(0)  (五)  (六)  ，  ] 

下 著 はす 所の 狂 夫の 言 • 私 擬對策 . 愚論 は 具 さに これ を 明 公 閣" 卜に 上りし に 閣卜 5^ 

然として 色憐 みて：：： く、 寅次郞 幽囚、 更に 屈 抑 を 加 ふれば、 或は 發 して 狂と ならん。 

若かず 之れ を 導き 之れ を 誘 ひ、 其の 氣を 鼓し 其の 心 を 慰め、 其れ をして 其の 言 はんと 

つく  いづ くん いた 

欲する 所を悉 さし めんに は。 言 當を 失する こと ある も、 採擇は 己れ に 在り、 庸；. ぞ傷 

うるな i 

まん。 卿 其れ 之れ を 謀れ」 と。 僕 之れ を 聞きて、 感激 14" に 徹し、 涕泗の 稱ふを 覺ぇざ 

るな り。 僕の 迀翁、 果して 何の 取る 所ぞ。 而も 閣ド の渦聽 ここに 至る。 况ゃ俊 一 たび 

藩 律 を 犯し、 再び 幕 典に 忭ふ。 罪惡深 重に して、 死して 餘罪 あり、 果して 何の 恕 する 

所ぞ。 而も 閣下の 特有 ここに 至る。 僕耀 行中、 學問忠 44 の 僕 等に ^絶せ る もの、 ii げ 

1 ぞ  あつ 

て 計 ふべ からず、 而も 過聽特 { 有、 乃ち 獨 り 侯の 身に 萃 まる。 而 して 執事の 士を 愛し ゾ 

を 達する、 罪囚 僕の 如き ものと 雖も、 猶ほ 人數の 中に 置かる。 僕何ぞ 以て 之れ に^へ 

んゃ。 僕 年に いめて 十一 、 實に 始めて 進講し 對 面せし も、 童 稚何を か辨 へん、 乃ち 憐を 

z^^^^s  一  六 七 


(七) 嘉水 H 

年 十二  十 EI 

口 亡命して la- 

北 遊の 途に就 


(九) 天 保 十 

一 年 藩主の 前 

に 武教 全書" お 

法 篇二戰 を？！ 

す 


す卷の 書に 年， 
か 參 上 及！^ 明：: 
照 書 ひす 倫 
^へそ る His 
も 第の 意 再 永 
さ一 後見 興 元 


•  ^午 幽室 文搞  一 六 八 

賢明に 取る。 退く ゃ恐惊 忸怩、 身 を 措く に 所な かりき。 已 にして 十餘 年、 恩寵 曰に 隆 

く、 咫尺の 地を假 りて、 辭 說を陳 ぶる を 得 しめらる るに 至る。 感激して 狂 を 作し、 逋 

亡して 律 を 犯せし も、 賢明 猶ほ 棄絕 せらる るに 忍びず、 恩命して 更に 四方に 遊歷 する 

こと vv 二 几 さる。 a 寅の 際 は、 實. 二 一  死 恩に 報いん と 欲せし も、 無智 淺謀 にして、 恩 未 

(二〕 嘉永六 

年 ii« 元 fe; だ 報いる に 及ばず、 身 未だ 死す るに 及ばず して、 幕吏の 覺 察する 所と なり、 罪 を 負 ひ 

ク ヘリ 1  .s?^  *;s? 

£f さす て 國に歸 り、 重ねて 本 藩 を ii5 はす。 中外 憤らざる はなく、 僕 其れ 死 せんこと を 欲せり- 

而 るに 執事 遽 かに 絕 つに 忍びず して、 遂に 閣下の 過聽特 宥復た 今日 あらしむ。 僕の 涕 

• 泗、 自ら其の-^！沾ふを覺ぇざる、 登に 其れ 已むを 得ん や。 僕の 逋亡 幽囚、 上下 八 年、 i^: 

m^MW. 往 々挫折す、 軛ち 奮って 曰く、 「吾が 身 罪 あり、 明 公之れ を { 有さる。 吾れ 何 

物ぞ 依然として 勵 まざる。 吾が 身 は すべし、 志 は 挫くべからず」 と。 ここ を 以て 暴 

せず 棄 せず、 以て ここに 至る を 得た る は. 皆 明 公 • 大臣の 賜な り。 

僕 年少に して 過って 虛 譽を瘦 たる も、 實 に衬學 なし •〕 獄に 下りて 以 夾-、 切に 恐る 前 3 や 

朱 だ 報いず、 後罪荐 りに 加 はらん こと を.^ 1 日：.；！^^-に委ね、 消 滴 償 ふ 所な し C 日夜 汲. 


汲と して、 書 を 把り て 之れ を讀 む。 五 年の 曰、 駒 隙 逝 水、 顽質 依然として、 拟 ありて 


(5 これ 等 

の 作 凡て 木 

-! K 集中に あり、 

一 々； 一:t -」 せす 

(五) 獄舍問 

S の附錄 とし 

て舊 全集 第二 

卷に收 載す。 

木 や： 集に は 省 

略す 

(六) 第 四 卷 

武教 全書？ i 錄 

のこと 


益な し。 然れ ども 幽闪 無事、 間 ま筆錄 あり。 口 く幽 W 錄、 口く 江戶獄 記、 附り； i 堂 策" 


(5 


曰く 獄舍 問答、 通鑑 抄附、 曰く 淸國 咸豐割 記、 口く 宋元明 鑑 紀奉 使抄、 n く 講孟劄 記、 

曰く 武敎 小學 講錄、 s  く 孫子 評註、 n  く 詩文 稿、 共に 十九 卷、 要は 皆 一時の 偶作に し 

て、 緊要 あるな し。 然れ ども 微衷の 存 する 所、 K, ハ さに 此れに 在り。 僕竊 かに 將に 次に 

仍って 進呈 せんとす。 伏して 願 はく は 執事 政に 從 ふの 暇に、 辱く も 瀏覽を 賜 ひ、 其の 

大要 を 括り、 これ を 閣下に 聞し、 閣ド をして 俟數 年の 心此 くの 如くなる を 知らし めら 

れんこと を。 僕 畢生の 願. - 何 を 以て かこれ に 加 へん。 今 天： 卜の 存」」 正に：！！^ 前に 會す。 

而 して 塑蔽、 忠を爲 し、 決疏 すべから ざる も、 閣下の 命ぜら るる 所、 執事の 傅 ふる 所. 

幸に 流れて S 奴に 及ぶ。 言 路の洞 開、 前古に 踰越 する、 已に 之れ が 兆を爲 す。 乂に僕 

區々 一身の 爲め にして 之れ を 度ばん や。 妄言 聞 を 清し、 ：g 悚已 むなし、 ^だ 執事 察 

せられん こと を。 矩方 謹み 再拜 して. n す。  卜 


一 六 九 


/ 


(二 久坂ズ 


(二) 漢の 人" 

兵 を 寧げ て 王 

莽 み-?, IS ち 劉 信 

を 立て て 天子 

と S し、 .H ら 

大司 馬と 稱す。 

後 諸条傑 起り 

て 遂に！ K 死す。 

徐 業 は 街の 

人、 唐 之 奇. 

杜求仁 •  賓 

王 等と 武 氏な 

討ち 兵 敗れて 

その 下の^す 

となる 

(三) 伯 * &、  • 

叔齊 と！ » の 遺 

臣陶淵 明。 ^s! 

齊は 局の 武王 

^王 を iiX つ を 

諫めて 去り、 

首 EL 一山に 截死 

し  >  淵 明 は 新 

主に 仕へ す 返 

居して？ を 

以て 世み 一 終る 


^午. 閣室文 稿  一 七 〇 

自 ら 實 M を 送 る 敍の後 に 書 す 

余、 實 ^ を 送る の 叙 を 作り、 略 ぼ 今日 志士の 適從 する 所 を 定めざる ベから ざる を 言へ 

り。 謂へ らく、 琪：^ の擧 止は實 前に 於て は何ぞ 論ぜん と、 論及せ ざり し 所以な り。 「し 

にして 諸 友の 贈る 所を視 るに、 多く は輕擧 妄動 を 言 ひて 戒と爲 し、 深 思 熟慮 を 以て 敎 

と爲 す。 蓋し 實甫を 以て 才を負 ひ 氣を使 ひ 自ら 顧惜 せざる 者と 爲せ しなり。 吾が 意 は 

則ち 然ら ず。 吾が 性 頗る 躁暴、 事に 於て 辭避 する 所な し。 然れ ども 獨り 自ら 反省す る 

に、 顧惜の 意、 常に 人の 知る に 及ばざる もの あり。 實^ 誠に 才氣 あり、 誠に 顧惜 せず。 

然れ ども 舉動を 以て 戒と爲 し、 思慮 を 以て 敎と爲 す は、. 顧 ふに 機宜 を 失 はず や。 實^ 

i_ "めよ や。 當 (「の 世、 足らざる もの は EK 斷 なり。 因って 前敍の 未だ 及ばざる 所を昏 し 

て- 其の後に 附 すと 云 ふ。 

叉 書す 六月 二十 m 

初め 實袍の 將に往 かんとす る や、 墨 使の 約 書 適  至り、 且つ 聞く 幕府 將に 舉げて 之れ 

を聽 かんとす と。 吾が 黨の 士、 俯仰 措 を 失す。 餐義. 徐敬業 は 吾れ 敢 へて 爲 さず、 夷 


せ 不の年 s 參一 
出 許勒三 5 照 一 
さ耵詫 i5  ― 
るの。 二 安 頁 
^條十 政 頭 
仰 約 日 五 H 


鄱 成功 „ 

卷」 Q せ、 


齊 • 陶潛は 吾れ 爲すを 欲せず、 頗る 鄭延 平の 擧を慕 ふ。 而 して 勢 猶ほ繁 る 所 あ 


こ 


(六) 長， 潘士 

にして 夙に 海 

t5f の 事に 力な 

(七) 勝 海 舟 

(八) 終-^ 

風， S"SS の篇 

に n 人の 未^ 

陰 雨せ ざるに 

！! 3. びて、 彼の 

桑 七 か-傲り、 

s 戶 を 纏 

す」 と Sd つ 。 

患難 も 去  一 g に 


(五： 


こに 於て か 此の 敍 あり。 其の後 天 じ：： 汗發 せられ、 士氣顿 に數百 里の 外に 蜜 ふ。 幕吏 

或は 昏迷なる もの あらん も、 久しから ずして 將に 屈せん とす。 然 らば 則ち 普！ K 率土、 

力 を 皇室に 竭 して 以て 醜 慮を樓 ふ、 何の 顧惜か 之れ あらん。 是れ 誠に 賀 すべし、 而 

して 此の 書 焚くべき なり。 頃ろ 實甫の 書 至る。 曰く、 「前 敍 これ を 道 上に 遗る、 幸 は 

く は 改め 錄 して 之れ を 寄せよ」 と。 余、 焚かん と 欲して 未だ 果 さず、 又 其の 由 を 書し 

て、 併せて これ を 郵便に 附 すと 云 ふ。 六月 二十 夜 


洋言 を譯す 六月 二十 二  H 

北 條源藏 長 崎に 在り、 頃ろ 西 洋 新聞 一 紙 を 藩 廳 に V せり。 原と 蘭の 士官 ハン— 

口 ー ュ ン より 出で、 而 して 勝 氏 之れ を 輝す、 其の 蕪陋 蓋し 讀 むに 勝へ ず。 余 2： 

つて 重ねて 譯す こと 左の 如し。 敢 へて 之れ を 文と する に 非ざる も、 仉だ事 本邦 

に關 する を 以て、 聊か 徹桑 を戒 むる のみ。 六月 二十 二日、 二十 ー问生 誌す。 

^午 幽{ せ文槁  一 七 - 


( I ) 吉田松 

陰 二十 一 回猛 

士の^ 


(二) ィギー 

ス 


(二) 長^ 


.^-午幽审_文搞  一七 二 

安政 戊 午 五月 晦日、 墨の 軍船 ボ ー。 ハ タ ン長 崎に 來る。 

回 曰く、 ポ ー パタン は 合 衆國の 船號、 甲 寅の 歲、 彼理駕 して 吾が 國に 來れる もの 

なリ C 

是れ より 先き 蘭の 商船 一 隻亦來 る。 是れに 由り て 得る 所の 新聞 左の 如し。 

初め 暗 • 佛 • 魯 • 墨、 支那と 戰ふ。 

IE 口く、 五國の 交戰" 當に 曲折 あるべし.' 而 して 洋言概 見せず。 

支那 乃ち 軍費 金 六 千 二百 萬 莨 を慣 ひて、 和 好 を 結び、 且つ 爲 めに 五 港 を 開き、 以て 

交 市に 便し、 外 國のミ 二 ュス トル をして 北京の 近 地に 置かし め、 又 外 國の船 m 义大江 

を 溯る こと 八 百 里 |§ の、 及び 異人 縱橫 に國內 を遊步 する こと を 允す。 而 るに 支那の 

事、 未だ 平定 を 致さず して、 四國の 軍船、 薪 食缺乏 す。 こ こを以てニ十ニ三^11^<の船 

近日 將に 崎に 來 りて 辨 置す る 所 あらんと す。 

问 曰く、 徒らに 近日と 言 ひて、 時 月 を 的 指せ ざれば、 則ち 備虞 K 設、 今日と 雖も 

！: 十から ざるな り"  • 


^し 睹將 n ルト ェ ル ギン •  If, 將リ ー ド • 佛將バ コ- ンゴ ス • お ^プ I チア チ ン等、 

はう ふつ 

つて 日本に 留まり、 江戸に 人 親し、 將に方 物を貨 ぎ 條約を 定めん とす、 魯將は < 

ち 甲 寅の 歲長 崎に 來り 使せ し 者な り。 暗將は 先き に廣東 に^り、 頗る 戰功 あり。 佛 

國は 多く 帆船 を 改めて.^ 輪 船と 爲し、 海軍 益. '盛大 を 致す と 云 ふ。 ， 

问ロ く、 蘭 • 墨の 說 並びに 遽 かに 信 を 取るべからず。 然れ ども 向に 墨 夷の n 比娘寞 

：::^ 戶府に 入り、 遊說 する こと 根な し C 獨り ^吏 之れ を聽 くの み、 天下 朱だ然 りと 

爲 さず。 今 蓋し 實事 以て 之れ を證 せんと 欲す、 是れ墨 夷の 謀な り。 而 して 蘭 夷 も 

亦 之れ を 知る。 謀 を 伐ち 交 を 伐つ、 其れ 今日に 在る かな、 其れ 今 R に 在る かな。 

諸 生に- ホす 六月 二十 三 HI 

はいらく 

村 塾、 禮 法を寬 略し、 規則 を擺 落す る も、 以て 禽獸 夷狄 を學 ぶに 非ず、 以て 老莊 竹林 

を 慕 ふに 非ざる なり。 特だ 今， 禮 法の 末 造、 流れて 虛 僞刻簿 となれ る を 以て、 誠朴忠 

(五)  したが 

實 以て 之れ を矯揉 せんと 欲する のみ。 新 塾の 初めて 設けら るる や、 諸 生 皆 此の 道に 率 

戊.^ 闲^ 文 一七 三 


二) 安政 五 

年 三"、 三！ S 

二 室、 EI* 半 

一 室の 築 成 

る 

ニー) 谷 三^、 

通稱 昌平、 

六 年 SMT 遊歷 

の途 大和の 八 

木の 寓居 を訪 

ふ 〔閉 溥〕 

(三) 董 

漢の武 帝の 時 

の 大儒に し て 

廣川 G 人な り 


ふお 圭。 

の 東^の 人に 

，二. -善く 詩  一 y 

說き 人の も 

解く。 又 liy に 

す。 元 帝の 

時に 宰相と な 


戊 午 幽室 文 稿  一七 四 

ひて 以て 相 交 はり、 疾病 艱難に は 相 扶持し、 力役 事故に は相勞 役す る こと、 手足の 如 


(一) 


く然 り、 骨肉の 如く 然り。 增 塾の^、 多く はェ * ほ を はさず して、 乃ち 能く 成る こと 

二 一) 

ある は、 職と して 是れに 之れ 由る。 吾れ 嘗て 大和の 谷 翁 三 山を訪 ふ。 三 山 曰く、 「吾 

れ充耳 を 以て 學を畎 畝に 講ず、 喜ぶ 所 は 諸 生 相 親愛す る こと、 兄弟 骨肉の 如く 然り」 

い  おも 

と。 因って 數事を 舉げて 之れ を誦 ふ。 へ. T 時に 歆羨 巳まず、 謂へ らく 亦 有德の 言な り 

つた ニニ) 

と。 數.^ 諸 生の 爲 めに 之れ を 道 ふ。 諸 生 幸に 深く 此の 意を諒 し、 久 次相授 ふ。 廣 川の 

門と 雖も 以て 加 ふるな し。 因って 謂へ らく 是れ 難から ずと。 

又 嘗て 王 El 明の 年譜 を讀 む。 謂へ らく、 其の 門人 を警發 する や、 多く 山水 泉石の 間に 

於て すと。 竊 かに 其の 理に 服せ り。 吾れ は 陽 明に 非ざる なり。 然れ ども 朋友の 切 礎 亦 

當に斯 くの 如くなる べし。 ここ を 以てき 講連 業、 未だ 嘗て 繩墨を 設けず、 」 ハ乂 ふるに 諧 

譃 滑稽 を 以てする こと、 一:i 稚圭が 詩を說 くの 故事の 如し。 近く は 米 を 春き 圃を 鋤く の 

擧の 如き、 亦 此の 意を寓 する のみ U 擊劍. 踏 水の 二 事に 至りて は、 武技の 最も 切要な 

.5 さ  — 

る もの、 時方に盛_^3^ 邊 警叉設 にして、 一 日 も 弛う すべから ず。 然れ ども 徒らに 視て 


.,J …一一 

遊 戲と爲 し、 實 用を尙 ばず、 ^^：-陰を消し、 學業を 荒る も、 ^^るべき なり。 之れ を 要 

する に學の 功た る、 氣 類先づ 接し 義理 從 つて 融る。 區々 たる 禮 法規 則の 能く 及ぶ 所に. 

非ざる なり。 學者 自得す る 所な くして、 呶々 多言す る は、 是れ 聖賢の 戒 むる 所な り。 

而れ ども Es.^ 一  得 ありて、 沈默 自ら 護る は、 <^i^ だ 之れ を^む。 凡そ 讀書は 何の 心ぞ 

や、 以て 爲す あらんと 欲する に 非ず や。 書 は 古な り、 爲は 今な り。 今と 古と 同じから 

ず。 爲と 書と 何ぞ 能く 一  々相符 せん。 符 せず 同じから ざれば、 疑 難 交..'.^, せん。 開 

時 あり、 乃ち 同 友 相 質す こと、 寧ん ぞ 已 む を 得ん や。 然 らば 則ち 沈默 自ら 護る 者 は、 

自得 語るべき ものな きに 非 ずん ば、 則ち 人 を 以て 語る に 足らずと 爲 すなり。 吾が 志 は 

則ち 然ら ず。 已に 語るべき ものな くんば 則ち， しむ も、 ^も 語るべき もの あらば、 牛 夫 

馬 卒と雖 も、 將に與 に 之れ を 語らん とす。 况ゃ同 友 を や。 生 村 塾に 來る 者、 要は 皆 

有志の 士、 又 能く 俗流に 卓立す、 吾れ 憾みな し。 然れ ども 意^. - 感ずる 所 あり、 故に 

聊か 之れ を 言 ふ。 六月 二十 三日、 二十  一：^ 生 書す。 

戊 午 IE  { 辛-文 5^  1 七 五 


戊 午 幽{ ^爻稿 


一 七. K 


二) 通稱削 

藏、 小 E 村 伊 

之 助の 兄， 松 

陰の 友人。 長 

藩の^, 省 建設 

に 功 精 多 し 

〔 ^傅〕 

(二 ) 勝 海 舟 


(三) 阿片の 

異名 1 I  — 


(5 英米 露 

^の EI 國 

(Hi) 公使 


C- 1 y 


三) 


松島瑞 益に 與ふ 六月 二十 六日 

寅 白す。 昨、 北 條源藏 政府に 呈 する 所の 攝舶の 新聞 一 紙 を 獲たり。 卽ち蘭 官の勝 氏に 

贈れる ものにして、 事 固より 當 に虛妄 なかるべし。 然れ ども 其の 內疑 ふべき もの あり 


やぶ 


淸國惯 ふ 所の 軍 费六千 二；， リ 萬ず、 と は、 頗る 人聽を 驚かす。 鸦片の 變に淸 人 大いに 衄れ 

加 ふるに 多く 煙 土 を 焚け るに、 而も 償金 二 千 一 百 萬； 响に 過ぎず。 今 償 ふ 所 は 蓋し 其の 

三十 倍に 過ぐ。 且つ 近年 暎獨り 淸の廣 東 を 接す、 而 して 未だ 其の 他 を 聞かず。 而 るに 

清此 の 大償ぁ る は 何ぞゃ 。 果して 大いに 魁る る こ と 鴉片 二 s-〕 よ り甚 しき も の あ ら ぱ 、 

其の 曲折 審 かにせ ざるべからざる なり e 去年 wli.: 使：： d 戶に 人り て 云 ふ、 「唤國 の 清 を攻 

めしとき、 桉を 我れ に 求 むれ ども、 我れ 肯 へて 聽 かず。 墨の 喜ぶ 所 は 兵を敢 むる に 在 

りて、 兵 を 起す にれ ら ざる を 以てな り」 と。 今 は 乃ら 摄三國 と與に 淸を攻 む、 何ぞ言 

(£ソ 

の 反せる や" 四國 淸に克 ち、 慣を 取り 港 を 開き、 密尼斯 篤兒を 北京の 近 地に 置く、 乃 

ち 威、 淸に加 はる。 何ぞ 其の 薪 食の 缺乏 を忠 へん。 薪食缺 乏し、 之れ を 長 崎に 取らん 

とする は、 其の 威、 淸に加 はらざる こと 知るべし。 是れ 侯の 疑 ふ 所な り。 吾が 國の人 


寸板 すら 海に 下さず。 咫尺の 外も茫 として 辨識 するな く、 跛燈の 如く、 」 ぉ瞽の 如し。 

ここ を 以て 異人の 巧言 騙設、 底止す る 所な し、 亦 悲しから ず や。 想 ふに I. ザ舶 今-: I ほ顽 

然として 去らず、 而 して 源藏 幸に 滞りて 崎に 在り。 老兄は 源藏に 於て 交際 最も 深し G 

ただ  もと 

何ぞ 一書 を 作りて 源藏に 贈り、 勝 氏に 因りて 更に 蘭官に 詰し、 遍く 事の 木末 を 索め ざ 

る。 其れ 必ず 發明 すると ころ あらん。 其れ 靈舶 港に 入る、 亦 當に鎭 臺にヒ りし 口供 あ 

るべ し。 寄せ 來 つて 參考 せば、 或は 其の 情 を 得ん。 知らず 老兄 以て 何 如と 爲す。 六月 

念 六日、 寅 白す。 不宣。 

無 逸に 與ふ 六月 二十 AH  . 

無 逸足 下、 歸計 決すと、 吾れ の 喜び ここに 於て か 知るべき なり。 今日 時勢： FJ 切す-、 一 

二  0 

しょと  か へ 

口と 雖も 惜しむべし。 況ゃ 三年の 久しき を や。 三年の 胥徒、 黄塵 腸を染 む、 歲： 1 すべ 

からず、 穢 雪ぐべからず。 時 去り 勢 過ぎて、 然る 後 悲愁す とも、 亦將た 何の ハ まあらん。 

足下の 前 計^だ 失せり、 蓋し 才を恃 みたる の 過な り。 足下 は 誠に 才 なり。 然れ ども"： K 

戊 午 幽室 文 稿  一七 七 


(一) 久坂玄 

中 谷正亮 
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下恃 むべき が 如くして 恃 むに 足らざる もの、 才に 若く はなし。 而 して 足下 翻然と して 

善く 前 局を變 ず、 是れ 亦才の 美な り。 春來、 實甫. 無窮. 賓 卿相 尋 いで 東 遊し、 暢夫 

も 亦 遊 志 ぁリ。 現に 塾 中に 在る 諸人 は憤勵 して 書を讀 み、 大いに 昔日に 異る。 然れど 

も 天才 限り あり、 足下の 敵 亦 甚だ 衆から ず。 僕、 有 隣. 淸 太と 與に 事を議 する や、 往 

往 足下 を 思 ふ。 足下の 歸計 決すと、 吾れ の 喜び ここに 於て か 知るべき なり" 心緒 萬 般- 

渾て 對晤に 待つ、 寅 白す。 不備。 六月 二十 八日 


(二) 國相府 

に屬 せる 右筆 

役 をい ふ。 異 

船 防禦の 事務 

も 兼任した る 

を 以て 俗に ii5 

船方と いふ 


國相益田^；^に上る書 六月 

囚奴吉 田 寅 次再拜 して、 國相益 田 君の 執事に 白す。 僕 向に 幕府の 大禁を 犯し、 辱 かし 

めら れて囚 奴と なり、 自ら 誓って 復た國 事 を 言 はず。 而れ ども 平生 5| 頑の 心、 往々 に 


じんかん 


して 觸發 し、 或は 言說 となり、 輙ち 人間に 傳 はる、 竊 かに 自ら 快怩 たり。 今茲 勅 論 

ぉラ/ 、わい 


の發 せらる る や、 四國 皆-震 ひ、 僕の 素 癖签. 《 動き、 自ら 韜晦す る 能 はず、 稍 や 復た云 

執事に 於て 益.' 親 


ぬきん  (二) 

云す るの み。 執事の 屬員周 布 公輔、 擢 でられて 再び 唐 船方と な 


なり。 而 して 公輔、 僕と 舊 あり、 益. '僕 を 促して i 一一 C はしめ、 或は 執蓽の 盛 意 を傳ふ 

るに 至る。 一 二の 私 言、 思 ふに 或は 座 下に 達せし ならん。 前日 僕の 同 友 久保淸 太 • 富 

永 有 隣、 貴 邑に往 き、 貴 S の 子弟、 亦 弊 塾に 至る 者 あり。 是れ に. S りて 頗る 相 交通す 

る を 得たり。 已 にして 執 事大 谷 生に 命じ、 更に 僕 を 促して 言 はしむ。 俟獨り 何物 ぞ、 

知 を 蒙る ことこ こに 至る。 況ゃ僕 向に 書 を 公輔に 與へ、 執事 宜しく 僚 嵐 を 率ゐて 不時 

に 出 遊し、 山川 を跋涉 し、 及び 騎馬して 鹿に 升り、 位屬 をして 分に 隨 ひて 馬 を蓄 はし 

むべき 事 を 言へ り。 騎馬 • 蓄 馬 未だ 遽 かに 擧げ行 はれず と雖 も、 或は 川上に 如き、 或 

は大 井に 如き、 執事 事に 因りて 巡視す るに、 必ず 位屬 之れ に從ふ あり。 是れ 自ら 執事 

の 公事に して、 固より 僕の 言 を 待たず、 叉 出 遊の 比に 非ず。 而れ ども 2^ 者の 一 得、 或 

は 賢者に 收 めら るるが 如くん ば、 僕何ぞ 知己に 感激して 益 . ^瞽 .ii 一口 を 進めざる を 得ん、 

而 して 寧ん ぞ 幽囚 之れ 顧み るに 足らん や。 

(七) 

僕 向に 私 かに 對策を 作り、 之れ を 公輔に 致す。 公輔 蓋し 亦 これ を 座 下に 呈. せし ならん。 

僕の 策 私 かに 作る 所と 雖も、 亦 Ml 言に 非ざる なり。 願 はく は 執事， 公輔， と 反-没」；^ 量 
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せられ、 用 ふべき は 之れ を 用 ひ、 用 ふべ からざる は 更に 策 を 下して 之れ を 難 じ、 必ず 

鄙 策 を 用 ひて 天下に 施されん こと を 欲す。 事務の 本 藩に 急なる もの、 蓋し 三 あり C 鈇 

陣を 興すな り。 航海の 學を 講ずるな り。 港 を 開き 商 を 通じ、 兼て 士 をして 海 勢に 習 ひ 

に 一 I 長 門 • 針路 を曉 らしむ るな り e 凡そ 此の 三者 は先づ 之れ を 貴邑に 試み、 而る後 之れ を ニ國に 

施して、 可な り。 

銑陣の 事、 執事 巳に 意 あり。 貴邑 の士、 叉 能く 之れ を邀 奉す。 而 して 來原良 藏葷、 之 

れを 外に 周旋 じ、 事 以て 漸く 緒に 就く。 

す ざ 

向に 有 隣 貴邑に 至り、 策して 曰く、 「須佐 は 蓋し 北濱の 一 名 港な り、 而れ ども 船隻甚 

あやつ 

だ 少なく、 物资亦 乏し。 且つ 防 長 は 三面 海に 濱す、 而も 士人舟 を 操る を 習 はず。 是れ 

海 國の備 を爲す 所以に 非ざる なり。 如かず、 大いに 通商 を 開き、 船 隻を增 し、 物資 を 

殖やし、 港口より 輸出し、 士人 をして 之れ を 統領せ しめんに は。 則ち 亦 富國强 兵の 資 

なり、 必ず 之れ を 施行 せられん こと を 欲す」 と。 有 隣 自ら 規畫 する 所 あり。 願 はく は 

下 執事に 命じ、 其の 言 ふ 所 を 底し 行 ひ、 其の 成功 を委責 せられん こと を。 旣に 已に委 


責 して、 或は 成す 能 は ざれば、 更に 他人 を 使 ひて 可な り、 決して 半途に して 廢 すべ か 

らず。 

商船 漸く 增し、 土貨 漸く 殖え、 而 して 互市 漸く 盛ん なれば、 乃ち 軍艦 を 造る。 軍艦に 

ニー) 

(二、) ョ-" は 必ず 砲 銑を備 へ、 士卒 を 充て、 商 艦 は 以て 輜 重に 當っ。 ここに 於て 歐羅. 米 利 も、 

力  遠くして 到るべからざる ことなし >  而 して 朝鮮 • 滿洲は 之れ 言 ふに 足らん や。 果して 

ここに 志 あらば、 航海の 學、 預め 講ぜざる を 得ず。 而 して 此の 學は I に 未だ 多く 師ぁ 

らず。 輕卒 に豐之 助なる 者 ありて、 頗る 專攻 する あり。 願 はく は 執事 引見し、 其の ー紲 

む 所 を 叩き、 且つ 其の 需 むる 所の 器械 書籍 及び 船复を 給し、 贵む るに 其の 學を 興さん 

こと を 以てせられ なば * 其の 學の與 る •* 亦 將に日 あらんと す。 

嗚呼、 今日の 急此 くの 如し、 而 して 之れ を 爲すは 固より 容易に 非 ざれ ども、 亦 甚だ 雞 

きに も 非ず、 唯 だ 執事 意 を 決し 志 を 堅く し、 之れ を爲 すに 漸を 以てせら るるに 在る の 

み。 或は 爲 すべから ざる ある も、 方 を 改め 人 を 易 ふれば * 尙ほ 或は 可な り。 決して 異 

そ だう 

論 邪 說の爲 めに 其の 策を沮 橈す る ことな くんば、 則ち 必ず 幹事の 才 ある もの 起り、 執 

.1^: 午^ 室 文 稿  一 八 一 


：: 六十た 維 s;^ 盛:;: 
C 十九 り 新 を 校 二 

五 年 、後^#  、 
m  SB ガ 地く 長 勝 

M      '治 方す 藩 間 

m 年三官 。士田 
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事の 用に 應 ぜんこと 疑な きなり。 執事 fl? も 然る 能 はず、 漫然 之れ を爲 し、 汎然 之れ を 

試み、 少しく 滯礙 あらば、 乃ち 遂に 廢棄 し、 重ねて 人の 笑と なる は、 初めより 之れ を 

ま V.-  し 

爲 さざる の 愈れ り と 爲 すに 若かざる なり。 

有 隣の 說、 淸太も 亦 深く 以て 然 りと 爲す。 今 淸太謁 を 請 ふに 因りて、 附す るに 此の 書 

を 以てす。 書. _s す 能 はざる 所 あり、 親しく 淸 太と 議 せられな ば、 何の 幸 かこれ に 加へ 


しょうり つ 


ん。 囚 奴の妥 言、 2 糸ね て 聽覽を 煩 はす、 讓に 勝へ ず。 寅 ニ再拜 して 白す" 


之 允 奥久、 陶 

sfs に 臣事す。 

fa 治 二 年 十 一 

nT、 毛 利の 將 

坂 新 五 左衞門 

の 討チ と，； n 砂 

河に 戰 ひて 死 

す 


二) 

か つま た 


の 古 節 及び 其の 著 はす 所の 記 文 ー篇を 寄せ 示さる。 曰 

(二) 

しょうや 


^^^u.  ^  ^ ムハ 3J 

Tr^ ん MZ;  ISP 1ノ  E/ 

間 田 翁 人 を 使 はして、 

ニー) 

：:  ,  _  子 其れ 之 

れに 一 言せ よ」 と。 余 把り て 之れ を觀 るに、 器 は 誠に 古樣 にして、 其の 記 は敍議 兼ね 

盡し、 復た手 を 措くべき ものな し。 之れ を辭 する こと 再三 なれ ども. 命 を 得ず。 今 #竑 

三月， 天子 墨 夷の 事に 感じ、 勅を發 して 征夷 を戒飭 した まひ、 四 國の民 • 草莽の 


• -. 力 


(三) 陶 sr®" 

其の 主 大内義 

隆を 害し、 豐 

後の 大友 宗麟 

の弟義 長を迎 

へ て大內 氏の 

家督と なし、 

晴 賢，：： ：！ ら國政 

を 行 ふ 

(5 毛 利の 

fsf もさす。 毛 

利 は 主 大内氏 

の 復仇の ため 

に 時の 天子よ 

り 勅許 を 得て 

賊臣陶 討伐の 

肺 も 起せし を 

以てい ふ 

(五) 仕 ふる 

所の 人に 忠義 

も 致す に ^ふ" 

鄒 の 獄中 梁 

王に 上る の 書 

及び 史記 ffi 陰 

侯傳 に出づ 


微， 皆 微^ を效 さん こと を冀 ふ。 而 るに 當路 の執權 者" 或は 说 然として 意と 爲 さず。 

こが  つく、  いとま 

吾れ 幽辱廏 銅、 思 を 焦し 慮 を竭す こと 數日、 食と^^^とに追ぁらず、 何ぞー の 古 液に 及 

ぶに 暇 あらん や。 一 夕 客 去りて 燈烛 る、 枕に 就きて 眠られざる こと 之れ を 久しう し、 

なんだ  あた  (一二  > 

忽ちに して 勝 屋の事 を 思 ひ、 感慨 泣 下る もの あり。 陶賊 其の 主を弑 する に 方り て、 他 

人の子 を援 きて 之れ を 立て、 以て 舊將士 を 籠絡す。 勝屋の 死の 如き、 烈は 則ち 烈 なれ 

ども、 ぜんじて 賊の欺 罔 を 受け、 非義 以て 義と爲 す、 亦 悲しむべき のみ。 士の識 なき 

や、 勝屋の 烈と雖 も， 猶ほ非 義に陷 る を 免 かれず。 當 《「の 時に 生れて， 悠々 に々、 大 

義の 在る 所 を 知らず、 天子の 勅， 夷！ W の ir 概乎 これ を 不問に く。  ffi しき 者 は 風 

流飮 博、 歳月 を荒廢 す。 是れ亦 勝屋の 罪人な り。 抑. >  城 某 は 吾れ 未だ 其の 人となり を 

かう す ， や  ま 1- と 

知らず、 然れ ども 聞く 民間の 一富 豪に して 好事 者な りと。 た ^ に 能く 激昂し 公に 奉ぜば、 


寧ん ぞ 大義に 惑 ふに 至らん や。 翁の 記に 


「古 船 今 は 用って 花瓶と 爲し、 以て 太 


しらすな が は 

平の 戲玩を 助く。 尙ほ 勝屋戰 死の 處の名 を 取りて、 白沙 河と 11 ふ。 勝 屋義師 を^むと 


(五) 


雖も • 桀の 犬、 堯に吠 ゆ。 固より 英主の 愍む 所と 云 ふの み」 と。 翁の 論 た 美し。 故 

戌 午 幽室 文 稿  ，，  一八 三 


二) この 年 

六 n?  二十 六日 

行 相 浦 a 負と 

國相盆 田 S 正 

と 交代す 

(二) 行 相府 

右筆 役に して 

手元 役に 參す 

(三) 秋良敦 

之 助。 國相浦 

® 員の臣 にし 

て 勤王 正議の 

士  OS 傳， 一 

(E) 能く 遠 

きも 見聞する 

耳 H、 管 子に 

「 一 に 曰く 長 

二に 日く 

飛 耳：： 明か 

に 千里の 外搭 

微の中 も 知 

る」 と出づ 

(五) 

大野 郡に あり、 

土 井能 登 ザ 四 

萬 石の 封地 

(K) 桂 小 HI 

郎 〔闢 傳〕 
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, に 余 復た道 はず、 姑く 巳に 感ずる 所 を 道 ひ、 城 氏に 贈り、 併せて 以て 翁に 問 ふ。 二十 

一 IE 猛士 記す。 

周 布 公輔に 與ふ る 書 七月 五 H 

公輔 足下、 兩相 交代し、 賢材彙 進す。 而 して 足下 最も is.;- 地に 當る、 誠に 賀 すべきな り ( 

ま VJ 

然れ ども 僕 未だ 賀す る に 暇 あら ざ る は、 時事 方 に 迫れる を 以てな り。 


( 三  >  ほしいまま 

秋 良 生 至り、 縱に 時事 を 論ず。 謂 へら 


當今 幕府 奉 勅の 誠、 未だ 天下に 昭か 


し. A つみなら す 

ならず。 天下 觀 望し、 士民愤 惑す。 加 之- 長 崎 は 暗 • 舉： の警 ありて， 禍變 測られず。 

幸に 本 藩 は 新たに 振興の 機 あり、 今日に 急と する 所 は、 飛-斗 長 n: に 如く ものな しと。 

(五) 

秋 良 慨然と して 盛に 大野の 內山隆 助 • 濱 松の 岡 村 貞次郞 の 事を稱 道す。 而レて 玄瑞近 

ごろ 報ず、 隆助 巨舶に 駕 して • 黑 龍，.： d に往 かんこと を 謀り、 桂 及び 己れ を 誘 ひて 去ら 

んと 欲す、 其の 志大 にして、 之れ を 運ら すに 才を 以てすと 謂 ふべ しと。 秋 良！ ：！ く、 r 貞 

次 は 年 二十 六、 邸 守 を 以て 大 坂に 據り、 銃礮を 以て 門 生を敎 導す。 其の 徒 千 人、 又姻 


(七) 久坂玄 

瑞 


(八) 所謂 S? 

牒の こと 

(九) 齋 藤彌 

九郎。 劍 客に 

して 其の 塾に 

は 長 藩の 子弟 

多く 留擧 し、 

桂小五^^の如 

き は その 塾 頭 

代理と なる 

(一 〇) 藩の 

命令書 


を 京紳に 連ね、 具 さに 其の 密議 を 瘦。 其の 人 敏捷、 決 機 明 決、 此の間の 人士に 未だ 其 

(七) 

の 比 を 見ざる なり」 と。 僕 二子の 名 を 聞く こと 熟せり。 日下の書及び秋^:^の說を^-て1 

心是 れが爲 めに 頗る 動く。 誠に 此の 徒を收 めて 吾が 用と 爲す とき は， 當兮の 事 * 策す 

べきな り。 然れ ども 隆助は 一藩の 家老たり、 又將に 去りて 遠 邊に往 かんとす、 遽 かに 

其の 用 を 得難し。 而れ ども 桂 生 相 知る こと だ 深し >  更に 日 下 生 をして 交 を 結ばし め 

ば， 猶ほ 其の 粗 を 得ん。 獨り貞 次 は 大坂を 以て 常 居と 爲し， 四方に 交通す。 吾が 藩咨 

もん  (八) 

問相繼 ぎ、 牧 めて 吾が 間と 爲すは  >  政府の 一 虚 置に，^ るの み。 且つ 銃礮の 一 科 は 今日 

の最 急務と 爲す。 少年の 俊秀 十 數人を 遣 はして， 常に 其の 塾に 留 むる こと * 江戸の 齋 

藤 塾に て 劍を學 ぶの 事例の 如くせば、 則ち 國家 多事の 際、 大小 必ず 益す る 所 あらん。 

然れ ども 事 固より 輕. - しく 議 すべから ず。 頃ろ 高 杉 暢夫將 に 東 遊 せんとす。 暢夫は 年 

少 にして 志 あり 識 あり。 伏して 願 はく は 政府 熟議し、 一黄 紙 を 降し、 暢夫 をして 坂に 

留まる こと 一月 * 貞 次に 從 ひて 遊び • 其の 人物 を品题 せしめ、 a つ 上 吾が 士を遣 はし 

其の 塾に 留め、 利害得失の 狀を議 せしめん こと を。 是 くの 如く なれば 則ち 貞 次の 人と 
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.  はん- ん 

なり 益. '詳 かに、 暢 夫の 交 を 締ぶも 亦泛然 ならず、 而 して 其の 蘊を 得ん。 僕 謂へ らく 

亦才を 愛する の 一 籌 なりと。 

y。) 松 11§ 桂-赤 川の 兩生は 各.' 遊學 する こと 數年 なり、 思 ふに 當に益 を 得る こと あるべし。 遊 

人  一： 傳〕 

學 して 得る こと あらば、 乃ち 歸 りて 國に事 ふる- 是れ 志士の 常な り。 兩 生の 如き は、 

急速に 召還し、 これ を國 用に 供す る、 是れ 政府の 務 なり。 或 ひと 曰く、 「渠れ 年少、 

何 を か 能く 爲 さん」 と。 僕 謂へ らく、 誠に 今の 繩墨 をして 之れ を 縛せ しめん か、 老 

成歷 練の 人と 雖も 亦爲す ある 能 はず、 况ゃ 年少 渠れ が！ の 如き 者 を やと。 僕 ここ を以 

て 渠れが 輩の 官に 就き 職 を 執る を 欲せざる なり。 唯 だ 特に 其の 繩墨 を寬 にし、 其の 束 

縛 を 解き、 其れ をして 時 を 以て 書院に 進講し、 書樓 に請對 し、 或は 大臣 執政に 謁見し 

て 時事 を縱 論し、 退きて は 則ち 志士 を會聚 し、 或は 學 校に 登りて 諸 生と 論議し、 或は 

諸 郡 を往來 して 住士居 民の 美惡 勤惰 を觀、 從 つて 之れ が 警策を 加へ， 務めて 其の 意に 

とうだ 

適從 せし むれば、 事爲 さざる なきな り。 其の 倫惰 を激勵 し、 舉- 蔽を疏 決し、 隱 然とし 

て國 家の 營茂を 成す こと、 蓋し 淺鮮 ならざる なり。 若し 夫れ 飛-斗 長目の 策 は、 僕の 聞 


知す る 所 を 以てする に、 上國 及び；： d 戶 • 長 崎に 备.' 遊學生 あり、 明 ベリ 一 下、 ^むる に 

政府の 意 を 以てし、 優す るに 急報の 資を 以てすれば、 SntSS 、の おは 、し I 四方の 事. 

日に 政府に 聚 まりて 絶えざる なり。 伏して 熟議 を 祈る。 匆々 不 t4、 宵 白す。 七月 五日 


(二) 入江 杉 

藏、 名 は 弘毅、 

字 は 子 遠。 野 

村 和 作の 兄に 

して 共に 松 陰 

愛弟子 〔關 傳〕 


ニー 一) 毛 利 敬 

親の 後 51 定廣 

卽ち 後の 元德 


(二) 

杉藏を 送る 敍 七月 十一 HI 

胥徒 杉藏、 飛脚 を 以て 歸る。 歸 りて 数日、 復た 又途に 上る。 杉 藏は胥 徒の 微を 以て、 

慨然 天下の 事を談 ず、 急遽 造次に も猶ほ 能く 吾が 徒に 從ひ、 議論 を上ド し、 妮々 とし 

て 倦まず。 其の 志亦奇 なり。 而 して 其の 說も亦 頗る 吾れ と 同じう す、 吾れ 深く 之れ を 

喜ぶ。 然れ ども 是れ 皆讀書 人の 習氣、 何ぞ甚 しく 貴ぶ に 足らん。 吾れ の^だ 杉藏に 

ぶ 所の もの は、 其の 一 愛の 切なる、 策の 要なる、 吾れ の 及ぶ 能 はざる もの あれば なり。 

當兮 幕府の 心 は、 路人も 知る 所、 諸侯の、 府下に 在りて 其の 策を爲 す、 亦 難し。 況ゃ 

(三 >  . 

吾が せ 子 獨り府 邸に 留まり、 侍衛の 番士， 下 は 銃 槍の 輕卒に 及ぶ まで、 ki: 人なる 能 は 

ず。 一 日： 變起 らば 何 を 以て 此れに 處 せん。 是れ 誠に變 ふべき なり。 而 るに 敢 へて これ 

戊 午 幽{ せ文槁  一八 七 


二) 長井雅 

樂 〔開 傳〕 

(二) 來島又 

兵 衞 〔開 傳〕 

(三) 桂 小 五 

郞. 赤^ 淡水 • 

久 坂玄瑞 S 

傳〕 

(四) 吉田榮 

太郎 • 松浦龜 

太郞 〔関 傳〕 

(五) 高杉晉 

作 • 尾 寺 新 之 

允 〔關 傳〕 
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を 憂 ふるな し。 唯 だ杉藏 のみ 是れ 策し 是れ憂 ふ。 余 因って 謂って 曰く、 「士卒 百 人、 

獨り浩 流の 中に 立つ、 沈ま ざれば 則ち 漂 はん。 然れ ども 天下の 諸侯 亦 正論の 者 あり、 

豈に獨 り 我れ のみな らん や。 忠孝 節義と 雄才 大略の 者と は、 或は 刀 筆に 隱れ、 或は 技 

藝に 隱れ、 或は 市井 田野の 間に 隱る、 亦獨り 我れ のみな らん や。 勅旨 を 奉じ、 胡 塵 

を淸む * 吾が 志 一 たび 定まりて * 沈まず 漂 は ざれば、 其れ 必ず 來り 助く る 者 あらん。 

而る を况ゃ 吾れ： Hi きて 之れ を 求む る， 其れ 寧ん ぞ應ぜ ざる 者 あらん や。 人歸 して 天與 


す 二. li 


す、 百 人 固より 以て 千 萬 人 を 得べ し、 而ち. 11： ぞ ここに 難 からん」 と。 杉藏亦 深く 之れ 

ニー 一 

を然 りと す。 余 乃ち 告げて 曰く、 「當 今の 江 邸、 長 井 は 化 子 番頭たり、 來島は 大檢使 

(三)  , 四) 

たり、 皆 有志の 士 なり。 桂. 赤 川 • 日 下と 無 逸 • 無窮と は、 高下 深淺、 各.' 自ら 同じ 

からず と雖 も、 要は 皆 智識 あり， 順逆 を 知る。 是れ皆 杉藏の 熟知す る 所な り。 而 して 

高 杉. 尾 寺 も 亦 東行の 志 あり。 且つ 聞く、 近 ごろ 江 邸に 會約 あり、 一 月數 次、 志士 を 

湊 合し、 各-' 其の 閱知 する 所を竭 すと。 然 らば 則ち 何ぞ 吾が 言 を 待たん」 と。 吾れ 幽 

1  ^る 

囚疲鈉 * 爲す ある 能 はずと 雖も、 近 ごろ 恩 旨 を 蒙り * 建言 諱 まざる を 允 さるる を 得た 


ニぺ ほ 松 之 三:^ 傳 領 す 遠 利 右 手 さ 

13 る 陰 、郎: 袖。 、濟衞 元 0 
凡 。の 字 ° た 正 陸 、門 役 
ほ 第 は 名 通 り 誘丄| 字 、前國 
參 13 名 賓は稱 n  M と は 名 tH 相 
m 卷 に 卿 竄? 闢の 號 致 は孫府 


もむ 

れば * 其れ 徐ろに 具して 之れ を 奉らん。 杉藏往 け。 月 白く 風淸 し、 飄然 馬に 上りて、 

三百 程、 十數 日、 酒 も 飲むべし、 詩も賦 すべし。 今日の 事 誠に^な り。 然れ ども 犬； 卜 

は 大物な り、 一 朝 奮激の 能く 動かす 所に 非ず、 其れ 唯 だ 積 誠 之れ を 動かし、 然る 後 動 

く あるの み。 七月 十 一 日  - 

前 田 手元に 與 ふる 書 七月 十二 日  . 

(七. -  つら 

寅 白す。 昨、 中 谷 正 亮の大 坂 • 京師の 二 書 連なりて 至る。 大 坂の 書に 稱す、 舶祌奈 

川に 至る や >  幕府 乃ち 堀 田 及び 永 井 • 井上 •  5 石 瀨の諸 員 をして 應接官 たらしめ、 a つ 

命 あり、 魯 • 暗 諸 國の繼 いで 至る ありと 雖も、 皆 宜しき に隨 ひて 應 接せよ と。 僕 固よ 

§s  り已に 征夷の 勅に 違 ふ を 疑へ り。 京師の 書 を 得る に 及んで、 乃ち：：： く、 去 冬の rli 使 

(八) 閣老堀  「—ち 

の 假條約 は 六月 一 一十 一 日 を 以て 調印せ りと。 勅 3ほ の 禁ぜし 所、 假條 約に 非ず や、 今旣 

志 . 下 m 奉行 

に 巳に 調印せ り、 復た又 何 をか說 かん。 天下の 事 一朝に して ここに 至る、 .£ つて 來る 

【j 力 九 r し 六 甚だ 久しと 雖も • 有志の 士、 安ん ぞ驚坦 して 膽を 破らざる を 得ん や。 前 田 君 足下， 以 
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て 何 如と 爲す。 士の氣 節 ある は、 これ を 平 曰に 視 るに 非ず。 必ずや 變に 臨みて 榜， まず、 

死 を 守りて 懾れ ず、 乃ち 其の 氣節を 見る のみ。 國の 定論 ある も、 亦 これ を 無事に 視る 

に 非ず。 必ずや 天下 ほ亂 し， 正議 If 杉 塞して、 乃ち 其の 定論 を 見る のみ。 今 幕府 明々 

勅に 違 ひ、 罪 天地 を 塞ぐ。 天下の 諸侯、 想 ふに 當に 雷同 阿附 して • 是非 を顚 倒し、 犬 

羊を拜 して 皇帝と 爲し、 至尊 を 辱し めて 寓 公と 爲し、 自ら 以て 計 を 得たり と爲 すべ 

し。 是れ 悲しむべき なり。 tr 夫れ 士 節の 顯晦. 國 論の 定否、 其れ 今日に 在る たり。 

僕 幽囚 せらる と雖 も、 素より 氣節を 以て 自ら 任ず。 前 田 君 足下、 政府の 議論 果して 何 

れ にか 定まる 所ぞ。 俟の 區々、 It^. 復 思惟す、 當 今の 諸侯 宜しく 勅 是 れ視、 其の 他 

ほ C 

を 問 ふこと なかる べしと C 向に 側かに 聽く、 大臣 連署して 建白す る 所 ありし も、 適-' 

ilK 公：： d 戶の 事を竣 へて 還り  >  事 及ば ざり きと。 僕 因って 謂へ らく、 大臣 更に 一 の正議 

を 建て、 これ を 君 公に 請 ひ * 以て これ を 幕府に 上れ。 HI く • 「 勅旨 を 遵奉す る は 天 

下の 公義な り」 と。 幕府 或は 以て 然 りと 爲さ ざれば、 吾が 藩 直ちに 天子に 請 ひて 事 

を 決せん. 決して 阿 同す る 能 はざる なり， - ここに 於て 書 を 朝廷に 上り、 其の 處分を 


受く、 是 くの 如くして 幕府 以て 叛と爲 し、 不義の 兵 を 加 ふれば、 士 死して 國 減ぶ も、 

道に 於て 何の 不可 か 之れ あらん。 然れ ども 吾が 志 一 たび 定まらば， 天下の 人心き？ 然と 

して 歸向 せん。 幕府 決して 妄りに 兵 を 加 ふる 能 はざる なり。 然ら ずして 姑 n^w 循、 M 

害 を計較 し、 幕府 勅に 違へば、 則ち 幕府の 議是 なりと in ひ、 幕府^を；；^^せば、 則ち 

あた  あ ひひき  いづ 

征夷の 策當れ りと 曰 はば、 日 又 一日と 淪胥ゐ て 以て 亡びん。 則ち 氣節 安くに か 在らん、 

國論 安くに か 在らん。 然るに 今 天下の 諸侯、 比々 皆然 り。 試みに：. ^：: 骨の 後より 之れ を 

見ば、 其れ 果して 何 如と 爲す。 伏して 願 はく は 此の 議を 持し、 これ を 大臣に 請 ひ、 こ 

れを君 公に 獻じ、 大いに 國 中に 令して 以て 國論を 定め、 氣 節の 士 をして 徒らに 憤懣し 

て 死せ しむる ことな かれ。 是れ 天下の 公義な り、 百世の 定論な り。 .M 白す。 . ^旣。 七 

月 十二 日 

附白 

僕 更に 一書 を 作りて 周 布 公輔に 與 へんと 欲す。 然れ ども 事 甚だ 迫し、 一日 も綏ぅ 

すべから ず。 願 はく は 此の 書を轉 示し、 以て 其の 意 何 如 を 視られ よ。 至々 嘱々。 

戊午幽宰；文^^.  一  九 一 
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大義 を議す 七月 十三 日 

墨 夷の 謀は祌 州の 忠 たる こと 必 せり。 墨 使の 辭は； t 州の 辱 たる こと 決せり C ここ を以 

. て 天子-震 怒し、 勅 を 下して 墨 使 を 絶ちた まふ C 是れ 幕府 宜しく 跪體 遵奉 之れ 暇 あ 

ら ざるべし。 今 は 則ち 然ら ず、 敖然 自得、 以て 墨 夷に 詔 事して 天下の 至 計と 爲し、 國 

患 を 思 はず、 國辱を 顧みず、 而 して 天 勅 を 奉ぜず。 是れ 征夷の 罪に！ て、 天地 も容 

,れ ず、 神人 皆 情る e これ を 大義に 準じて、 討 滅誅戮 して、 然る 後 可な り、 少しも { 有す 

ベから ざるな り。 

近世 功利の 說、 天下に 滿ち、 世 を 惑 はし 民を誣 ひ、 仁義 を 充塞す。 或は 大 節に 遇 ふ も、 

左右の 狐 鼠、 建 明す る 所 ある 能 はず。 違 勅の 國賊 を視 るに、 猶ほ强 弱 勝負 を 以て 說を 

(一〕 vs- 利 元 立て、 斷然 其の 罪 を 鳴らして 之れ を 討つ こと 能 はず。 甚 しき 者 は 樂の逆 を 助け、 衬の 

就 

0^,^0. 暴を輔 けて、 自ら 以て 計 を 得たり と爲 す、 甚だ 悲しむべからず や。 試みに 洞 春 公 をし 

の主大 内義隆  こご 

も- * す  て 今日に 生れし めば、 其れ 之れ を 何とか 謂 はん" 夫 0 陶賊 は特だ 其の 主に 叛 ける のみ。 


洞 春 公猶ほ 且つ 聽 かず。 今 征夷 は 國忠を 養 ひ、 國：^ 小 を. し、 而 して 天 勅に 反き、 外、 

夷狄 を 引き、 tsr 諸侯 を 威す。 然 らば 則ち 陶 なる 者 は 一 國の賊 なり、 征夷 は 天下の 贼 

なり。 今 措きて 討た ざれば、 天下 萬 世 其れ 吾れ を 何とか 謂 はん。 而 して 洞 春 公の 神、 

其れ 地下に 享 けんや。 

義を 正し 道 を 明かに し、 功利 を 謀らず。 是れ 聖賢の 敎 たる 所以な り。 勒 を！. ずる は 

道な り、 逆 を 討つ は義 なり。 公侯 夫士、 生れて 此の 時に 際 ひ、 苟も 道義に 違 ふこと あ 

らば、 猶ほ 何の 顔面 ありて 聖賢の 書に 對 せんや。 士大 夫の 志た る、 死生 甚だ 小に して、 

道義 甚だ 大 なり。 道に 違 ひ 義に戾 り、 徒爾に 生 を 偸む、 何の 羞恥 かこれ に 加 へん。 乃 

ち國 家と 雖も 亦然 り。 不道 不義、 以て 一 日の 存安を 謀る は、 君臣 上下、 義に 仗り 道に 

狗ひ、 以て 始終 を 全うする と 孰れ ぞゃ。 

然 りと 雖も、 英雄の 事 を 謀る や、 未だ 必ずしも 利害 を 計較せ ずん ば あらず。 事義 にし 

かな 

て 利に 合 はざる とき は、 固より 將に 之れ を爲 さんと す。 况ゃ事 已に義 にして、 乂 利に 

合 ふ、 何 を つて か爲 さざる。 當今 幕府の 謀、 蓋し 諸侯 を 疑 ふこと ！！： 夷に 過ぐ、 而し 

戊 午 幽室 文 稿 ，  一九 三 


戊 午^ {せ 文搞  一九 四 

て 墨 夷を畏 るる こと 諸侯より 甚し。 謂へ らく、 諸侯 を 役して 歷 夷を时 つも、. i^: 夷 未だ 

減すべからず、 而 して 諸侯 去らん。 墨 夷を假 りて 諸侯 を 制せば、 諸侯 制し 易し、 而し 

まか 

て 墨 夷 朱 だ 必ずしも 叛 かずと。 是れ 征夷の 護 計な り。 今 諸侯 は 坐して 征 突の 爲 すに 聽 

せ、 而 して 少しの 異忤 をも爲 さず、 其の 禍の 底止す る 所、 其れ 突 一心すべき のみ。 今日 

吾が 藩斷 然として 大義 を 天下に 唱へ、 億兆の 公愤に 仗ら ば、 征夷 固より 內 に-仇 立し、 

而 して 歷夷も 亦 外に 屈 退し、 皇 朝の 興隆、 指 を 屈して 待つべき なり。 然れ ども 其の 初 

かつ/ ヽこ 

めに 當る こと、 蓋し.^^-々.乎として難きかな。 而 して  一 二 難の 後 は、 復た 甚だ 難から ざ 

るな り。 吾れ 切に 恐る、 當路の 君子、 一 二 難の 忍ぶ 能 はずして、 大義 を 忘失し、 征夷 

と 其の 亡 を 同じう せんこと を。 故に 今日の 務は 大義 を 明かに する に 在り。 

大義 已に 明かなる とき は、 征夷と 雖も 二百 年 恩義の 在る 所 なれば、 當に再 四 忠告して、 

勉めて 勅に 遵 はんこと を勸 むべ し。 且つ 天朝 未だ 必ずしも 輕. - しく 征夷 を 討滅し 

たま はず、 征夷 翻然と して 悔悟せば、 決して 前 罪 を追咎 した ま はざる なり。 是れ 吾れ 

の 天朝 • 幕府の 間に 立ちて、 之れ が 調停 を爲 し、 天朝 をして 寬洪 に、 而 して 幕府 


二)  は 親 

之、 又は： 通埼、 

枇杷 山人 又は 

杷 山と 號す。 

長 藩 高 祿の士 

にして 文擧才 

氣 あり。 當時 

年 二十 五歲、 

松 陰と 意氣投 

八" す。 安政 五 

年 八：^、 寺社 . 

奉行と なり、 

六年八月8^す 


をして 恭順に、 邦內 をして 協和に、 而 して 四 夷 をして 懾 伏せし むる 所以の 大 ih; なり。 

然れ ども 天下の 勢、 萬 調停すべからざる もの あり、 然る 後 之れ を斷 ずるに 大義 を 以て 

すな は 

せば、 斯ち 可な り。 

當兮 吾が 藩 は 君臣 明 良に して、 大義 赫々、 復 た是れ 等の 議を烦 はさざる なり。 然れど 

も 寅の 身 幽囚に 在りて、 廟議を 聞く こと を 得ず、 ここ を 以て 叮啼此 に 至る。 ££： して 惟 

ふ 採 察せら れんこと を。 

七月 十三 日 

吾れ の國 家に 建白す る や、 極めて 機密な りと 雖も、 極めて 遽 なりと 雖も、 未だ 嘗 

て 稿 を存せ ずん ば あらず。 謂へ らく、 機- 辨の 策、 急遽の 事、 成らば 刖ち功 あり、 败 

れば 則ち 罪 あり。 萬ー爲 すべから ざれば、 則ち 請 ふ 此の 卷を携 へ、 身 を 以て 罪に 當 

らんこと を。 幸に して 事 ここに 至らざる も、 亦 以て 後人の 稽 に资 する に 足る と。 

二) 

く. tf ば とくすけ 

是れ 稿を存 する の 本意な り。 而 るに 口羽 德： ii 以て 然 りと 爲 さず。 其の 意 を 察する に- 

文 を 以て 之れ を視、 余を咎 むる に 國事を 以て 文 料と 爲す ものの 如し。 ，irt -、 人の 心 

戊 午 文 稿  一 九 五 


戊午陶 ；^」 文 稿 


L しヽ 

ノ 


(一) 

宗 の臣。 字 は 

志完、 晋 陵の 

人。 仕へ て 右 

正 言の {5 に 至 

る、 時に 帝 劉 

• 氏 も 立てて 后 

となす。 »J 浩" 

皇 nr 册 立の 

も 追 停し 別に 

名 族 も 選ばん 

こと を 乞 ふ、 

{5t れられ すし 

て {S も 除かる。 

後 IS 宗立 ちて 

{3 に復 す。 第 

六 卷已去 文 if 

ri^ 浩 • 田畫* 

事- ヌ す」 參 

照 

(二) 朱の 人 • 

字 は 中、 了 

齋 isi^ す。 お： 

宗 のとき 蔡京 

の 姦惡. 一 し 

ご 其の ffl ふべ 

からざる を 言 

(三) 安政 六 

年 

(四) 局防國 

^^毛郡大野村 


は 面の 如し、 誰れ か 其れ 之れ を 同じう せん。 偶- -宋 紀を讀 む、 鄒浩、 立 后の 事を諫 

め、 隨 つて 其の 稿 を 削る。 陳瑾 n く、  r 禍は 其れ 兹に 在る か。 異時 >N ^人 妄りに 一 稿 

を 出さば、 辨ず ベから ざらん」 と。 後、 蔡京 果して 僞疏 を爲り 以て 之れ を 出す と。 

鳴 呼、 士君子に 禍福 得 喪、 何ぞ 其れ 計铰 する 所な らん や。 然れ ども 稿 を 削りて 陰禍 

を 得る は、 何ぞ 稿を存 して 顯罰を 蒙る の 俯仰に 愧 なきに 如かん や。 此の 稿數 十篇、 

吾れ 重碎を 得と 雖も、 誓って 其の 隻字を も 削らざる なり。 已未 三月 三日、 これ を餘 

白に 書す。 

生 田 良 佐 を 送 る敍 七月 十五 H 

大野 邑の生 田 良 佐 突然 レーして 來り、 吾が 塾に. せんこと を 求む。 居る こ， と數 日、 議論 

益.' 合 ふ。 吾れ 其の 人と たり を觀 るに、 拘 々如たり C 之れ と 語る に、 古今 を 上下し、 

經史 を包羅 す。 其の 文 を 出せば、 滔々 百 千 言、 筆 下風 生ず。 其の 志 を 叩けば、 則ち tn 

く、 「吾れ 讀謦 作文の 人た る を 願 ふに 非ざる なり」 と。 是 れ亦才 たり。 然れ ども 自ら 


頁 八 次:^ 
參巧郞 ：5 

照 • 。 

' —木 岡 
八卷村 


の 人、 父 及び 

値；： r 性の 影 I せ 

も 受けて 國^ 

に^^5.ゎす。 ,p 

時 二十 二！ ？r 

松 陰 を 松下衬 

S: に訪 ひ、 次 

で 上京して 梁 

川 • 栴田 •  0 

〔關 傳〕 

(五) 大野 村 

の 領主 毛 利 一 

門の 毛 利隱岐 

の臣レ 郷 m 

S の 祭 酒 

(六) 梁 川 ffi 

M • 梅 ms 濱 

〔p.: 傅〕 


(八) 大久保 

人。 和漢の m チ 

に 通じ 兵藥に 

も 精し。 慷胺 

cr 藩主 土 ila 

^女 正大 is. 城 

代と なるや そ 

の 公用 人と し 

て 京攝の 間に 


饿 しとせ ず。 余從 つて 其の 師友 淵源の 由る 所 を 詰 むれば、 則ち n く、  r 邑に 岡 村. 

へ 5 

安富の 二 翁 ありて、 吾が 父寞山 翁と 交り 善し、 三人 年 皆 老いたり。 其の 心 を 皇室に 

存し、 愤を醜 慮に 積む こと、 蓋し 年 歳 あり。 吾れ 乃ち 忠を 運ら さんと 欲し、 皇 恩に 

報いん こと を 謀る。 區々 の 心、 是れ 其の 由る 所な り」 と。  < 水 乃ち 良 佐の 徒にすな るの 

みに 非ず して、 眞に志 ある 者なる を 知れり。 已 にして 京の 報 至りて 云 ふ、 「幕府 勑 

ふんこう 

に 違 ひて 慮と 和す」 と。 ここに 於て か 朝野 愤懣、 議論せ， 興し、 大義 明かに して 國是定 

まる。 而 るに 肉食の 間、 或は 持 重の 論 あり。 良 佐 奮然と してお に：^ り、 將に故 を父師 

• に 吿げ、 東上して 京に 入らん とす。 余 謂へ らく、 犬 朝の 正義 は 天： 卜の 問く 所に して. 

千 百 里の 外、 藩 4t の逖 きと 雖も、 猶ほ 能く 其の 名を歷 指して 之れ を 稲^す。 其の 伏し 

て 下に 在る は、 京に 於け る 梁 川 • 梅 田の 如き、 攝に 於け る！： 村. 大久 保の 如き 者！ s々 

として 傳述 す。 且つ 吾が 黨の士 中 村道 太. 中谷贫 卿. 荻 野 時 行、 亦 先き に 其の 地に 遊 

ぶ、 則ち 良 佐の 此の 行、 其れ 誠に 樂 しむべきな り。 抑. - 吾れ の 塾 を II きて 客 を 待つ 

は、 固より 將に 陰に  一 I の 奇士を 得て、 之れ と 交 を締 び、 吾れ の.： i 鈍 を 磨かん とする 

^千 幽{ せ文搞  一九 七 


活躍し、 ^防 

ft- び 銃 の 事 

に 意 を S ふ。 

戊 午の 大獄に 

連逮せ られて 

ず is に禁銦 せら 

れ、 安 ^ ^ハ年 

十二  囚中病 

す、 年 六十 

二。 贈 從？： 位 


戊午幽 i 辛-文 稿  一九 八 

に 在り。 良 佐の 來 るに 及んで、 其の 喜び 知るべき なり。 則ち 其の 將に 去らん とする や 

吾れ 宜しく 引きて 之れ を 止むべき に、 今 は 則ち 然ら ず、 文 を 作りて 之れ を 送り、 以て 

これ を 上 國に傳 へ、 以て 志士 仁人の 先 容と爲 す。 其れ 亦 已むを 得ざる の もの あれば な 

つ、。 


七月 十五 日 


1 


冋猛士 稿 


あまね 


良 佐の 行 甚だ 迫り、 徧く諸 友に 簡す るに 暇な し。 僅かに 一 敘を 裁し、 諸 友に 轉 示す" 

諸 友 以て 良 佐の 人となり を悉 し、 隨 つて 之れ が 愛惜 を 加 へられな ば、 何の 幸 かこれ 

に 加 へん。 寅 白す。 

中 村道 太 兄 

中 谷. M 卿 兄 

荻 野 時 行 兄 


-時義 略 論 七月 十六 H  is 


十：^  く 館 崎 年：：: 

九 二 の • お； 和 

fj 三下に 親 
事 m m ょ條安 
實 を • り 約 政 
は 開函 長の 元 


謹んで 按ずる に、 幕府 墨 夷 取扱 ひの^、 叙 ％5 に應ぜ ざる 段、 蓋し  一 二 件に 非ず。 就 

中、 去年 十二月 四日 墨 使 奉呈の 假條 約の 件、 最も 以て 神州の 大禍忠 にて、 痛く 逆鱗に 

觸れ たる ことと 見え、 已に 勅答に も、 3- 寅の 歳 御免 許 三 港の 外、 此の度！！： 使 申立の 

al) 

件 御 拒絶の 叙 慮、 天下 萬 人の 瞻仰 する 所な り。 而 るに 今 六月 一 一十  一 ！ II、 幕府 乃ち 

勅 il3 を 奉ぜず、 諸侯に 謀らず、 獨斷 にて 調印せ しむる の 段、 何程 巧言 奸辯 ありと も、 

幕府 違 勅の 罪 は 明々 白々 なる 事 どもな り。 而 るに 尙ほも 幕府 違 勅、 未決の 如く 间 護す 

る 者 ある は、 實に 不仁に 與す るの 甚 しき 者と 云 ふべ し。 お；, iffi 讀。 

幕府 違 勅 巳に 決する 上 は、 二百 年來の 恩義、 默 止すべき ことに 非ざる を 以て、 直 首 諫 

爭、 至誠 を竭 すべき は 固より なり。 然れ ども、 違 勅の^ 未だ 明白に 仰せ 出されざる を 

以て、 或は 幕府 を^むる の 論 を 疑 ふ 者 あり。 是れ事 體に昧 きの 甚 しきと 云 ふべ し。 吾 

れ 試みに 幕府 を諫 むる の辭 令を擬 せん。 大意 云 はく、 「頃ろ 道路の 言 を 聞く に、 凝府 

已に舊 冬の 條約を 調印す。 天子の 勅、 諸侯の 議、 一 も 顧みる 所な しと。 幕府 寧ん ぞ 

之れ あらん や。 然 りと 雖も、 流言の 起る、 必ず 因って 然る 所 あり。 帷， 你 の^, 萬 此の 
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やから 

妄擧 なしと 雖も、 下僚 賤吏中 或は 此の 大逆 無道の 族な しと 一 K ふべ からず。 杲 して 是れ 

あらば、 恐れながら 征夷の 御 武運 今日に 極まる と 思；^：: さるべし」 と。 闪 つて 勅 匕：： の 

が は 奉せ ざるべからざる 所以、 醜 慮の 終に 大患 深禍 をな す 所以 を 反復 陳說 し. ，英 決果斷 

の說を 以て、 萬 死號慟 して 諫爭 すべし。 幕府 赫怒して 此の 使 を 殺さば、 是れ 天下の 事 

由って 決する 所な り。 然れ ども 幕府 遽 かに 此の 使 を 殺さず、 慰喩 I 能り 去る こと 必 せり、 

而 して 待 夷の 策、 毫も 變改 なかるべし。 此の 時に 當 りて • 此の 使た る 者 死 を 以て 自ら 

析可 ひ- 斷然 去る ことなく、 以て 夷 事の 定まる を 待つべし。 滅 §f サ." 是に 於て 征夷に 事 

ふるの 道、 略 ぼ 其の 宜を 得たり。 然れ ども 亦 至尊の 宸襟を 安んじ 奉る 事 を も 思 ふべ 

一 0  W 上、 幕府 を諫爭 

I する I- と を 論す。 

皇 威の 陵遲 五六 百年、 政 權復た 朝廷に 在らず、 降って 近 ft に 至り、 天子 益 威 福 

を 失 ひ 給 ひ、 拘囚に 均しき 御暮 しにて、 近く 洛中 を だに 御 一生に 御 一 覽 坐ます こと も、 

叙 慮に 任せざる 程の 御 有様なる に、 辱く も 上 は 神宮の 神慮、 列 朝の 聖 3ほ を 長み 給 ひ、 

下は大 八洲の 靑人草 を 十 M み 給 ひ、 玉 體の御 艱苦 を 襌り給 はず、 かく 仰せ 出されし 事 


と 二 年 巧 s 七 年：^  で 
し 日十卽 S 日 十 じ  の 
て 太 二ち 一  問 
下 政；！ 安 そ g 嘉 
る官ニ 政の 二： 永 
符 十元翌 十七 


果して 何故 ぞゃ。 特に 今上皇帝の离狄を£^りせ給ふこと決して 一 朝 一 夕の 故に 非ず、 

草莽の 問く 所 を 以てする に、 癸丑 六月、 墨夷沛 賀渡來 以來、 毎晨 寅の刻より 玉體を 

齋戒 し、 敵國懾 伏、 蒼生 安穏 を 御 祈願な され、 佛御ー 日兩 度の 外 は、 R:: 上がられぬ 程 

の 御 精 誠にして、 「朝な 夕な 民 安 かれと 思 ふ 身の 心に 掛る 異國の 船」 との 御詠 は、 又 

是れ より 前の 御 事に や。 かくて 安政 改元の 詔書， 梵錡 を禱換 へて 大撒 小銃と 爲 すの 

宣命 等の 事 ありて、 今 戊 午の 春に 至り、 終に 墨 使の 事に 六 年の 痕怒を 發し給 ふこと、 

豈に 容易の 事な らん や。 然るに、 征夷 毫も 其の 3:： を 奉， 艰し給 はぬ こと、 { お ^何程 か 

苦 惱に思 召さる る こと にゃあらん。 然れ ば、 一 日 も：： 十く 是れを 安んじ 奉らで は、 子 

の 道、 爭 でか. 鼓せ りと 申すべき や。 闪 つて 寢襟を 安んじ 奉る の 處置を 云ぶべし。 ザ 

今上.？ +帝 虞 も 憤ら  . 

せ給ス ことな 云 ふ。 

宸襟を 安んじ 奉る の處 置と 云 ふ は、 近臣 中 最も 忠貞 の士 一  人、 15,^11， 急に 京師に 差 

登せられ、 密 奏して 云 はく、 「此の度 征夷 違 勅の 所爲、 何とも 惡 むべ きの 至りな り。 

併. しながら、 此の 筋 は 三 家. 大老； T に應 じて 上りた る 上 は 勿論、 上らず とも 勅使 を 
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(S  M0. 

水 戶*紀 伊の 

德川三 大 

老井 伊直お 


ハ 一 ) 嘉永六 

年 

(二)  iHS 一一 一 

時より 五 時 ま 


(I) 毛 利？^ 

は大 江の 後に 

して 大江氏 は 

平 城： 大 皇の皇 

子 阿 si- 親王よ 

h- 出づ 

(二) 老中 掘 

田 正睦、 條約 

許 を 得る こ 

と 能 はすして 

四 巧 五日 京都 

も？^ し 二十日 

江 戶 に 人る 
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下され、 國體 大義 及び 利害の 間、 叮嚀 反復 御敎 諭な さるべ けれども、 若し 遂に 不順に 

して 逆節顯 はれば、 藩 幹の 臣、 不肖の 身ながら 勤王の 志此 くの 如く、 同勢 此 くの 如く I 

軍謀此 くの 如し、 綸じ 2 の 下る 所、 或は 東 或は 西、 左右 上下、 少しも 囘避 する 所な く. 

股肱の カを竭 して、 之れ に繼 ぐに 死 を 以てせん。 唯 だ 願 はく は 叙 慮 赫々、 大義.： 千內 

に 御立拔 遊ばされ 度き 段、 至 願に 勝へ ず」 と 仰せ 上げら るべ し。 夫れ 君- al^ めら るれば 

臣 死す、 古今の 通義 なり。 方今、 外 は 醜 腐 5g 獗、 天子の 土地 を竊 み、 は 將軍跌 息- 

天子の 勅し n: を 奉ぜず。 是れ君 すめら るるの 時に 非ず や。 凡そ 諸侯 は 藩 幹の 臣、 天子 

に 奉 事す る こと は 同じ ことながら、 御 當家は 殊に 皇 別の 名胄、 更に 報 本復 始の義 ある 

を や。 何を撣 りて 一 使 を 遣 はして 密奏を 遂げ 寝 襟 を 安ん ずる こと を爲さ ざらん や。 

竊 かに 惟ん みるに 慮 本と 神明に 誓 ひ、 萬 死 御 決心の 上より 出で たる 事 なれば、 百 

(二) をり ふし 

折 千 挫、 固より 御. 汛撓 遊ばされざる は、 論に 及ばざる なり。 然れ ども 前日 堀 田 折伏 東 

下の 後、 何の 奏聞 もな く 直ちに 此の度の 調印に 及び、 叉 京攝諸 地の 警衞 向き も 甚だ^ 

しき. ものに て、 北 條氏兩 六 波羅を 置きて、 名 は 京師 を 守護 するとて、 實は 天子 を 狩 


制せし 故智に 近から ず や。 杲 して 然 らば、 最早 笠 置の 御難 同様にて、 此の 時に 常り て、 

ふる 

一 i: を掉 つて 靈 夢に 應 ずる 者 あらば、 叙 慮 何程 か 面白く 思；^:: さん。 是れ 襟 を 安 

んじ 奉る の處 置な り。 S 安 云 ザ 

夫れ 今上 皇帝 1^ 廣を愤 り 給 ふこと、 已に 右の 如く、 征夷の 違 勅 又 右の 如く、 吾れ の 

征夷 を諫爭 する、 其の 力 を 致し、 朝廷に 密 奏する、 又 其の 誠を籍 したらん 上 は、 一 ：：：； 

事 起り、 天朝 吾れ を 以て 倚賴 となし、 征夷 吾れ を 以て 仇敵と なすこと 必 せり。 征^ 

の 仇敵と なす を禪 り、 成败 利鈍に 眼 を 注け、 大事 を果斷 する こと 能 はざる 者 あり。 是 

れ 大義に 暗く 忠心 薄き より 起る 事と 雖も、 抑.' 又 知"、 機先 を 察する 事 能 はず、 策、 大 

寇に處 する に 足らずして 然るな り。 是れ亦 悲しむべき のみ。 當今 幕府の 謀、 其れ 誰れ 

か是 なりと なさん。 然れ ば、 遠からずして 勅 じ：： 大いに 天下に 降り、 諸侯 各.' 向 北：：： に 

迷 ひ、 終に 減 亡に 歸 する 者、 蓋し 舉 げて數 ふべ からず。 今日：： 十く 志 を 皇室に 歸し、 

吃然 皇室の 倚賴 となる こと、 知 2 者に.：^ りて 何の 議擬 か是れ あらん。 大 寇に處 する の 

策に 至りて は， 吾れ 亦 略 ぼ 之れ を 言 はん。 今 急に 天子 に^し、 京 城に て は 何 如に も 
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其の 形勢 を 得ざる 故、 1^ 山 臨幸の 策を獻 ずべ し。 琵琶の 湖に 據り、 大津 の糧に 因り、 

-r^ て. PY,1、  Id  Im 1、 & お )、 御 國 士農工商 壯 r 十五 萬と みて、 百 中 一 を 拔き千  一？ JIJ-KV 一ん 卞$  ^.  J 

i ジて ぶノ  i  ノを& し ifi 百 人 一 マ-得べ し. - 三の 一 を 以て 京 城 を 守護す るな り f,!,^ を VP 靜し ヌ H3#^ 

義故を 調 募し， 益. ^警衛 を嚴 にし、 一面 は 三 家 • 大老 を 召し、 征夷の 失策 を 反復 懇到 

に說喩 すべし。 天朝よ リ 征夷の 罪 を 問 ふ 杯の 事 は、 決して 仰せ 出されず、 唯々 正論 

御 持 詰め 遊ばさるべく、 然る 時 は 勢 必ず 幕府より 逆 節の 事 あらん。 逆 節 あるの 日 は- 

卽ち 四方 義兵 爭ひ 起る の會 なり。 今、 征夷より 命ずる 所の 京師 警衛の 兵 も、 略 計す る 

に 半ば は 官軍に 參る べし。 其の 他 は 解散して 去らん のみ。 行 在 御 持 詰め 三 四月の 後 

は、 天下 皆應 ずべ し。 此の 餘 臨機の 計 は、 又 其の 人に 存 するな り。 御 兩國の 如き は、 

精兵 千 人、 大義 を 首に 戴き、 萬 死 を 心に 期し、 其の 要衝 を 守り、 外 近隣 國々 に 交通し、 

暗に 京師の 聲援 なさば、 誰れ か敢 へて 是れ に當 らん や。 策已に 得、 智已に 明かなら 

ば、 天朝に 密 奏し、 征夷 を諫爭 し、 以て 大義 を 天下に 立つ るに 於て、 何の 疑 か あら 

ん。 寧ん ぞ 征夷の 違 勅 を 坐視す る こと を 得ん や。 是れ 今の 時な り、 是れ 今の 義 なり. レ 

孔子、 易に 繁 けて、 時と 義と 以て 大 とす。 故に 余、 時 義略論 を 作る。 まひ-： &に i£t?l ひ； 


も 論じ、 遂に 全 

篇 の辣收 となす。  . 

右、 時 義略論 一 篇  . 

第一 段 は 

幕府 違 勅た る を 明かに す。 

第一 一段 は 

幕府 を諫爭 する こと を 論ず。  . 

第三 段 は 

今上 皇帝 醜權 を愤ら せ 給 ふ こ と を 論ず 。 

第 四 段 は 

密奏以 て 叙 慮 を 安ん ず る を 論ず。 

第五 段 は 

智、 機先 を 察し、 策、 大 寇に處 する 事 を 論じ、 遂に 全篇の 總收 となす。 

是れ 皆、 人々 意中の 言、 奇策 妙 論 あるに 非ず。 只 だ H だれ を 行 ふに 至りて は、 明君 
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賢將 の英斷 にある のみ。 是れ 則ち 野人 匹- 

安政 戊 午 七月 十六 日 


ニ〇 六 

能く 及ぶ 所に 非ざる なり- 


( 一 ) 事 11^ は 

十九 日 


(二) 江戶坡 


兵 庫の 海防 を辭 せんこと を議す 七 月 十 六 日 


二) 


六月 二十 一日、 幕府 堀 田 以下の 諸 應接官 をして 暴； 使の 條 約に 調印せ しむ、 是の 日京攝 

の 守備 を 以て 九 諸侯に 命ず。 京 を 守る 者 は 高 松 • 雲 州 • 藤 堂 • 桑 名、 坂 を 守る 者は備 

前 •  土 州 •  州、 堺を 守る 者 は 柳 川、 而 して 吾が 藩 は 則ち 兵^な り。 高 松 四 藩 は 皆 幕 

府の親 故な り、 其の 特に 京師 を衞 る、 人 或は 以て 疑と 爲 さん。 夫れ 幕府 勅に 違 ひて 

(二) 

虔と 和し、 敢 へて 情 を；：： i 城に 增さ ずして、 遽 かに 嚴に 京師 を 防ぐ、 人の 疑 ひと 爲す も- 

ま A 

理 なしと 爲 さざる なり。 然れ ども 是れ 或は 姑く これ を 四 藩に 委 すべきな り。 兵 庫 は 吾 

が 藩の 事な り、 是れ豈 に 委す所 あらん や。 兵^ は？ • 大 坂と 對 持し、 乃ち 京師の 辱齒 

たり。 已に嚴 に 京師 を 防ぐ、 復た ここに 備 へざる を 得ざる は、 勢 固より 然るな り。 然 

れ ども 兵^ は 則ち 條 約の 五 港の 一 なり、 條約 は已に 調印 を經 たり。 兵 靡 必ず is を 置き 


(三) 外交官 

に相當 する 役 

入ち さす 


(四) 11- 水 六 

年 六 n ペリ— 

來 朝す 

(五) 安政 元 

年 一一 一 nr 和親 條 

約 を 結ぶ 

(六) 安政 四 

年 十 巧 ハリス 

登城す 


,11^ を 開かん。 幕府 命ずる 所の 警衞、 吾れ 切に これ を 疑 ふ もの あり。 往年 橫：； ぬの 會館は 

松 代 • 小 倉の 二 藩 をして 之れ が警 衞を爲 さしめ たり。 時に 幕吏 一 一藩の 行人に 私して 曰 

く、 「二 藩の 警衞は 夷！ K の 非常 を 爲すを 警衛す るに 非ず して、 使節の 爲 めに 非常 を 警 

衞 するな り」 と、 二 藩 愕然たり。 然れ ども 已に軍 を 出せり、 復た爲 すなき なり。 a! 見し 

列藩 は 墨 夷 を 視て深 仇 勁敵と 爲す、 而して幕府は则ち之れを尊ぶに^^^を以てし、 之れ 

を 親しむ に 友 を 以てす。 是れ幕 • 藩の 扞 格す る 所以な り。 且つ 癸 ft、  使 始めて 至る- 

情意 未だ 通ぜ ず、 猶ほ 待つ に 外國を 以てす。 5. 寅、 始めて 親しみ、 待遇 加 ふる あり。 

. 去年に 至る に 及んで、 一 介の 使節， 大 城に 登り 將 軍に；！ し、 閣老の 1： に 出 人す-. 其の 

尊 親豈に 横濱會 館の 比な らん や。 而も 吾れ の 仇 敵視す る こと， 则ち 前年に 加 ふる ある 

なり。 今 深く 幕 謀の 在る 所 を 究めず して、 輕.' しく 大軍を 舉げて 丘 ハ^に 吨す。 一 凡^ 

來 りて 館 を 置き 市 を 開かん に、 吾れ 之れ を禁防 するとき は、 則ち 幕府の 意に 非ず、 吾 

そむ 

れ 之れ を 保護 するとき は、 則ち 天子の 勅命に 負く。 是れ爲 すべから ず、 、らんと 欲 

して 去るべからず、 戰 はんと 欲して 戰 ふべ からず。 國論 未だ 定まらず、 左右 依 違せば- 
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W ち 陣將何 を 以て 之れ に處 せん。 吨將處 する 能 は ざれば、 則ち 軍士 惑 ひ 且つ 疑 ひ、 終 

に 賊軍の 歸 とならん e 吾れ 甚だ 之れ を惧 る。 或 liH く、 「命 幕府に 出 づと雖 も、 軍に 

則ち 吾れ の 治む る 所たり. 賊 たる も宫 たる も、 唯 だ 吾れ に 在り。 而 して 何ぞ遽 かに 六 

義に迷 はんや C 且つ 新田. 足 利 は 本と 亦賊 たリ、 機に乗じ 時 を 察して 乃ち 變 じて 官と 

なれり。 洞 春 公の 陶を 討つ、 初め 亦 偽り 和して 以て 之れ を縻 ぐ。 何ぞ 其の 義を擧 ぐる 

を 害せん」 と。 余 謂へ らく、 古の 明君 賢將 或は 權詐を 用 ふる も、 蓋し 其の 時 然るたり。 

今に 天子 至誠 を 以て 天下に 臨み、 大信を 以て.： 千內に 布き たまへば、 則ち 天下の 人 亦 

當に誠 信 を 以て 之れ にぎぶべし。 今 幕府 勅に 違 ひて 慮と 和す、 虜 乃ち 館 を 置き 市 を 

開かん 一 r 吾れ 默 然として 其の 傍 を 警衛す、 果して 官た るか、 果して 賊た るか、 吾れ 

未だ 其の 爲す所 を 知らざる なりと。 ここに 於て か强顏 にして 曰く、 「吾れ 姑く 幕 命 を 

わ サ 

受けて 以て 出づ、 若し 其れ 勅 を 奉じて 慮 を 討つ は、 固より 方寸に 在るな り」 と。 殊 

て 知らず、 方寸の 事 は 君 公 も 以て 陣將に 命ずべ からず、 陣將も 以て 軍士に 戒む ベから 

ざる を。 機 失 ひ 時 去り、 茫然 爲 すなく して、 尙ほ 曰く、 「方寸 方寸」 と。 事已 にこ こ 


んっ者 章 孫：： 
ざお の 參丑リ 

i る 何 照 下 

なれ C 篇ぷ 

免 か 前 第 子 
か一 二三 公 


に 至る、 寧ん ぞ 新田 • 足 利 • 洞 春 公 を 引きて、 n に 薪く を 得ん や。 故に 吾れ 謂へ らく、 

兵 庫の 警衛 斷然 之れ を辭 する に 如かず と。 其の 辭は 蓋し：！ く、 「勅に 違 ひ^と 和し- 

五 港 を 開 置す る は、 萬々 不可な り。 今 命ぜら るるに 兵 庫 港 を 以てす。 兵^ は 顧 ふに 五 

港の 一 に 非ず や。 吾 が^は 將愚 にして 士 弱く、 能く 之れ に處 するな し。 願 はく は 更に 

これ を 他人に 命ぜられよ。 然れ ども 幕府 幸に 勅 を 奉じて 廣を絕 たば、 吾が^^と雖も 

幕 命の 使す る 所、 將にカ を^し 難易 を擇ば ざらん とす」 と。 果して 能く 此 くの 如くな 

らば、 則ち 國論 内 に 一 定 して、 大義 已に 天下に 立たん。 然らずんば 滔々 貿々、 吾れ 其 

の 底止す る 所 を 知らざる なり。 七月 十六 日 

幕府 5^ と 調印せ し は、 是れ廣 使の 言 を 信じた るな り。 使の きに 曰く、 「一 たび 我れ 

と 和せば， 萬國 以て 兵 を 加 ふるな し。 日本 をして 更に 太平 を 永遠に 保た しむな り」 

と。 是の言 果して 信なら ば * 何ぞ 海防 を 以て 爲 さん。 使の-. n 是 くの 如くして、 而も 

猶ほ 不測の 憂 を 抱く は、 則ち 慮 使 を 疑 ふなり。 果して^ 使 を 疑 はば、 慮と 調印す る 

二)  . 

を 得ざる なり。 夫子 必ず 一 にこ こに 居らん。 u  く、 「使の  一一：.！ Ill 「"なり  >  而 して^ ほ不 
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測を存 する は、 幕 慮の 深く 且つ 周 なれば なり」 と。 曰く、 「幕 言 は 則ち 然り、 幕 慮 

は 則ち 未だ 知るべからざる なり」 と。 

再 書 

まじ 

此の 議 原と 高 杉暢 夫. に 出づ。 吾れ 深く 其の 識に 服し、 間 ふるに 己れ の說を 以て、 一 

篇を搆 成す る こと 右の 如し。 已 にして 之れ を 4- 田 村 士毅に 示す。 士毅 曰く、 「幕 命 

一 たび 下る、 之れ を辭 する こと 誠に 難し。 若かず 專ら 幕府 を 詰る に、 夷 を 待つ の 方 

を 以てし、 論定 まりて 然る 後に 軍 を 出さん に は」 と。 吾れ 又 其の 通. に 服す。 然れど 

も 夷 館 を 置き 私 市 を 開く こと、 兵 庫 必ず 之れ あらん。 之れ あらば 卽ち 勅に 違 ふなり。 

果して 勃に 違 はば 吾れ の 助くべからざる や 決せり。 暢 夫の 識は 卓し、 而れ ども 之れ 

を 達する もの は 其れ 士毅の 說に出 でんか。 苟も 幕府 を 憚り、 墨 夷 を 長る、 是れ 且つ 

因循 顧 忌、 建 明す る 所 ある 能 はざる なり。 吾が 藩の 勤王、 其の 意 荒せり、 悲しい か 

な。 七月 十七 夜 

幕府へ 上る の 書に 擬す 


拙者^ 此の度 兵^ 御 警衛 仰せ付けられ^ 處、 萬  一 n: 夷 其の 外渡來 仕り 候 はば、 如何 

取 計 ひ 然るべ くや。 先般 勅諭の 趣 も 之れ あり、 ： 大朝叙 慮に 相 叶 ひ 候 様 仕り 度く 

存じ 奉り 候 間、 此の 段 御 指揮 願 ひ 奉り 膀。 以上。 

高 杉 暢夫を 送る 敍 七月 十八 曰 

余 嘗て 同志 中の 年少 多才なる を歷 撰し、 日 下 玄瑞を 以て 第一流と 爲 せり。 已 にして 高 

杉 暢夫を 獲たり。 暢夫は 有識の 士 なり、 而れ ども 學問爱 からず、 又 頗る 意に 任せて 自 

ら用 ふるの 癖 あり。 余 嘗て 玄瑞 を舉げ て、 以て 暢夫を 抑 ふ、 暢夫心 ：！：^ だ 服せ ざり き。 

未だ 幾くなら ずして、 暢 夫の 學業 暴かに 長 じ、 議論 益. > い く、 同志 皆爲 めに 拖を斂 む。 

余事 を議 する 毎に 多く 暢夫を 引きて 之れ を斷 ずるに、 其の 言往々 にして 易るべからず。 

ここに^て か 玄瑞も 亦 尤も 之れ を 推して 曰く、  r 暢 夫の 識ゃ 及ぶべからず」 と。 暢夫 

反って 更に 玄瑞 の才を 推して、 當世 無比と 爲す。 二人 權 然として 相 得たり。 余 或と き 

旁より 之れ を贊 して 曰く、 「玄 瑞の才 はこれ を 氣に原 づけ， 而 して 暢 夫の 識 はこれ を 
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氣に發 す。 二人に して 相 得 たれば、 吾れ 寧ん ぞ憾 みあらん や」 と。 是れ より 先き、 玄 

瑞已に 東 遊し、 暢夫も 今 亦 將に東 せんとす。 相 後る る こと 蓋し 六月の 問の み。 而 して 

天下の 勢、 變動 する こと 一 ならず。 當今 幕府 勅に 遠 ひて 廣と 和す。 天子 赫 然として 

幕府に 詔し、 三 家. 大老 を 召した まふ。 幕府の 從 違.^ だ 測度すべからず。 天下 疑懼し、 

左右 観望す。 而 して 吾が _t 新たに 幕 命 を i? けて、 兵 成に 備ふ。 兵 寐は攝 津に屬 し • 所 

謂畿內 なり。 畿內の 地 は、 天朝 切に 之れ を 夷狄に 假すを 禁じた まふ。 而 して 幕府 は 

五 港 を 以て 墨 夷に 許す。 兵 庫 は 蓋し 其の 一 なり。 且つ 聞く 吾が 君 吾が 相 は 征夷の 謀 を 

是 とせず、 將に書 を 幕府に 上りて 之れ を諫爭 せんとす と。 ここに 於て か 吾が 世子 正に 

藩 Is 江 邸に 在り、 人 或は 去留を 以て 世子の 爲 めに 危ぶむ。 而 して 武門の 大義 は 苟も 去る ベ 

からず、 去りて 達せ ざれば、 適.' 人の 謗 を 招く を 知らざる なり。 暢夫 論議 を 此の間に 

建て、 多く 余の 意と 合 ふ。 而も 其の 精識 なる に 至りて は、 則ち 余の 及ぶ 所に 非ざる な 

り。 暢 夫の 事を議 する や、 素と 持 重 多 かりき。 近 ごろ は 則ち 振 發凌勵 專ら氣 を 以て 之 

れを 行る 者の 如し、 蓋し 其の 識の 進む あるな り。 玄瑞 向に 京に 在り、 便ち 王事に 死せ 


參 


んと 欲す。 東 下の 後に 及んで、 又大 艦に 駕し黑 龍、 江に 赴かん こと を 謀る。 其の 事に 遇 

ひて 難易 を辭 せず、 身 を 奮って 之れ を爲す こと、 率ね 常に 斯 くの 如し。 然れ ども 吾れ 

獨り 其の 或は 多岐に 失せん こと を 憂 ふ。 暢夫. 玄瑞 固より 相 得たり。 暢 夫の 識を 以て、 

玄 端の 才を行 ふ、 氣は皆 其の 素より 有する ところ、 何 をか爲 して 成ら ざらん。 暢 夫よ 

2) 

に 一).、 5^ ほ 暢夫、 天下 固より 才 多し、 然れ ども 唯一 の 玄瑞失 ふべ からず。 桂. 赤 川 は 吾れ の 重ん 

C 閉 isn  ニーフ  -w-)  ，- み 

nr 吉 E 榮 ずる 所な り。 無 逸 • 無窮 は 吾れ の 愛する 所な り。 新 知の 杉藏は 一見して 心與 せり。 此 

f 四 1 〔超 Mil の 五 人の 者 は、 皆 志士に して、 暢夫 之れ を 知る こと 熟せり。 今 幸に 東に 在り。 暢夫往 

0  〔閉 傳〕  い 

け。 急ぎ 玄瑞を 招きて 之れ を 道 ひ、" 且つ 之れ を 五 人の 者に 語れ。 七月 十八 日 

私 策 六 項 七月 二十日！ (力) 

つ *,* 

皇國の 夷狄 を 待つ、 素より 典 刑 あり、 而 して 幕府 if: 夷 を 潘れ、 和議 を 以て 之れ を麼 

•  ゆる  なじ 

がんと 欲す。 天子 允した ま はず、 勅 を 降し 之れ を 幕府に 詰りた まふ。 幕府 再奏 

に 及ばず、 輙ち墨 夷と 條 約に 調印せ り。 ここに 於て 天子 復た 幕府に 勅し、 三 家， 

戊 午 幽室 文 稿  ニニ 一一 


戊 午 幽室 文 稿  ニー  四 

大老 を 召した まふ。 幕府 果して 能く 勅 を 奉ずれば 則ち 論な きなり。 若し 更に 因循 

遲 疑し、 勅旨 爲 めに 空しければ、 則ち 天子 寧ん ぞ是 くの 如くに して 止みた ま は 

んゃ。 其の 勢 必ず 大いに 罪 罰 を 下されざる を 得ず。 而 して 當今 聖賢 相 遇 ひ、 萬 幾 維 

れ 新たな り。 是れ 等の 大計、 何 ぞ草莽 の 愚 言 を 待たん や。 然れ ども 國家 莫大の 變故、 

伏して 草莽に 在りと 雖も、 安ん ぞ；. 愛へ ざる を 得ん。 已に 之れ を 愛 ふ、 何ぞ 策せ ざる 

を 得ん。 故に 私 かに 之れ を 策す る こと 左の 如し。 

、 幕府、 三 家 • 大老 を 發 して 之れ を 京師に 朝せ ざると き は、 則ち 朝廷 直ちに 勅 を 

降して 之れ を 召す。 若し 果して 勅 を 降 さば、 宜しく 先 づ尾張 • 水戶を 召す ベ し、 

其の 他は必 とせざる なり。 

、 朝廷 向に 已に 勅 を 幕府に 降し、 諸侯に 詢 りた まふ。 諸侯 蓋し 巳に 慕 府に復 せり。 

而 して 或は 戰を 主と し、 或は 和 を 主と す。 或は 遠 略、 或は 鎖國、 其の 言 思 ふに 當に 

人々 異る べし。 幕府 具 さに これ を 朝廷に 上らば 則ち 已む。 若し 或は 曖昧 隱匿疑 ふ 

べき もの あらば、 急に 公卿 を 列 國に發 し、 直ちに 其の 幕府に 答へ しと ころ 及び 其の 


なじ 

國の 同じく 是 とする 所の もの を 詰る。 

1、 東 叙 山 法 親王 は 宜しく 竊 かに 脫 して これ を 仙 豪 • 米澤 等の 藩に 託すべし。 其れ 

皇太子 • 親王 • 法 親王 各 これ を 正 議の大 諸侯 加 • 薩 • 長. 肥 前. 土. 勢の 如き 者 

に 託す。 是れ 後醍蘭 天皇 已に 試みた まひし 策な り。 

1 、 天子 意 を 決して 叙 山に 臨幸し、 大いに 諸國の 義士 及び 祠官 I： 侶 を 募りた まふ。 是 

れ 誠に 急 著たり。 若し 果して 之れ を 行 はば、 累々 千 ：7H、 日なら ずして 來り 山門に 會 

せん。 因って 各 > 宜しき に隨 ひて 部署す。 或は 遙 かに 隔 遠に 在り、 暗に 藤 拨を爲 す 

も、 亦 其の 宜しき に隨 ひて 可な り。 ここに 於て 條 として 持 重を爲 さば、 贼共 決して 

動く 能 はず。 賊兵ー たび 動かば、 義師 均しく 發す、 其の 115- に 髮を容 れんや。 

一 ， 諸宗の 本山に 勅し、 大いに 末寺の^ 徒を會 し、 墨 夷 を 調伏し、 且つ 末. f!^ をして 

國^ に 亦 各. '調伏 を爲 さしむ。 調伏の 事 は 固より！： 徒の 職な り。 一 は以て人心を^^ 

向せ しめ、 一 は 以て 義氣を 鼓舞す、 是れ 其の 調伏 を爲す 所以な り。 
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含 章 齋山田 先生に 與 ふる 書 七月 二  t  二日 

昨 聞く、 黄 紙 先生の 廢錮を 召し、 これ を 親隊に 班し、 防寇の 議に預 らしめ、 且つ^ 命 

あり、 造 艦 及び 禱作 精練の 諸 務を總 管せ レ むと。 道路 翁 然として 以て 理 宜しく 然るべ 

しと 爲す。 僕 幽囚に 在りて、 妄りに 時事 を 論 列し、 事、 君 公に 達す。 君 公 深く 以て 罪 

と爲 した ま はず、 反って 僕 をして 其の 言を盡 さしめ、 又 門人 輩の 來 りて 業 を 問 ふ を 允 

さる。 今日 國家 多難、 君相發 奮し 務めて 破格の 擧を爲 し， 人 村 を 網羅し 罪 錢を問 はず、 

先生の 雄 村の 如き、 此の間に 振起す る、 誠に 賀す べしと 爲す。 小生 末學僕 等の 如き 者" 

遽例眷 顧 を 蒙る、 將た何 を 以て. か 之れ に堪 へん。 因って 思 ふ、 十四 年 前、 僕 年甫め て 

十六、 先生に 含 章齋に 謁す。 先生 一見し 僕 を 招 じて 謂って 曰く、 「近時 歐夷 日に 盛に 

して、 東洋 を 侵蝕す。 印度 先づ 其の 毒 を 蒙り、 而 して 滿清繼 いで 其の 辱を受 く。 餘焰 

未だ 熄 まず、 琉 球に 朶頤し 突いて 崎 幕に 來る。 天下の 人士、 方に 心 を 痛め 首を疾 み、 

防禦 を 以て 急務と 爲す、 殊て 知らず 夷の 東 侵す る、 彼れ 必ず 傑物 ある を。 傑物の 在る 

所、 其の 國 必ず 強し、 國强 ければ 敵な し。 將に長 策 を 振 ひ 雄 略 を 建てん とする に は、 


(五) エリオ 

ット • ブレ マ 

の 二人 は 鴉片 

戰爭の 時の 英 

國の遣 支 艦隊 

11? 令官。 マ リ 

ソン は 未詳 

(六) 合衆國 

の 太平洋 海岸 

も 合せた る を 

い ふ i 


人 をして 已 れに備 ふるの 遑 あら ざら しむ、 何 ぞ區々 防禦と 爾云 はんや。 維 ふに 我が 神 


じ やう 2 


州 は 萬 國の上 游に屹 立す る も、 古より 威 を 海外に 耀 やかせし 者， 上 は 則ち 神 功、 下 

は 則ち 時宗 • 秀 吉の數 人の み。 吾子 年 富み 才 足る、 激昂 以て 勳名を 萬國に 建つ る 能 は 

ざれば 則ち 夫に 非ざる なり」 と。 當時、 僕 自ら 揣度 せず、 ^然として 自ら 任じ、 謂へ 


(五) 


, オット ブ 


らく、 時宗 • 秀吉は 誠に 及び 易から ず、 然れ ども 義律. 伯 麥* 馬 単： 遜は陋 夷の 小材な 

り、 何 ぞ與に 校ぶ るに 足らん やと。 已 にして 先生 再び 重讓を 蒙り、 而 して 僕 も 一 たび 

藩 律に 羅 せられ、 再び 幕 辟に 陷る。 困頓 危惧の 間、 墨 • 魯 • 暗 . 佛愤々 往來 す。 1.^ 夷 

は 東陬に 在りて 素と 甚 しく は亞 細に 通 ぜず、 合 衆 西 濱を收 めて より、 其の 忠 殆ど 歐夷 

より 甚し。 時 f の變 革、 誠に 驚 担を爲 すべし。 而 して 向の 言、 茫 として 隔 夢の 如きの 

かた 

み。 今日、 墨 使 幕府 を 騙り、 天下 皆愤 る。 一 n: 天子 赫怒した まひ、 萬 邦 皆-乾 ふ。 就 

中 吾が 公 精 誠英斷 にして、 百廢 日に 與る。 事の 歸宿、 今 未だ 知るべからず と雖 も、 將 

S  くく  あら 

に 往~ 上に 祌功 あり、 下に 秀吉 あり、 君臣 德を 同じう し、 四 夷を撻 伐す るの 事 を 見 

はさんと す。 ここに 於て か恍 然として 始めて 覺る、 前日 先生の 命へ し 所- 徒らに 夸大 
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»  す, 二よ 

たるに 非ず して、 實效道 ふべき もの ある を。 若ち 天 之れ を 開ける あるか。 抑、. 近時 

. い ま- i 

墨. 魯の諸 使 縦 に來 りて 我れ を嚇 す、 恃む所 は 艦な り。 艦已に 成る。 礮銑用 あり、 

士卒 措 あり。 雄 略 ここに 於て か 建つべし。 何 ぞ獨り 防禦と ぼ 云 はんや。 先生 雄 材を拾 

あ. きたら- マ 

牧し、 これ を ti 々の礮 艦の 間に 施さば、 人.^ は 以て 慊 と爲 さん も、 未だ 深く 其の 理 

に通ぜ ざるな り。 頃ろ 先生の 事 を傳閜 し、 一書して 賀を言 ひ、 且つ 蒙る 所の 恩 旨に 報 

いんと 欲す。 縱言累 幅、 緊耍 のこと に關 する たし、 唯 だ 先生 炳亮 せられよ。 七月 二十 

二日、 吉田矩 方再拜 して 白す。 


(一) 松 陰の 

兵 學 門下生 


(二) 竹 は 竹 

簡、 幾ら 書き 

て もの 意 


( 1 - 


褶原淸 介 を 送る 敍 七月 二十 一一 一日 


ただ 


幕府 特に 勅旨に 違へ るの みならず、 又將に 朝廷 を 脅嚇 せんとす。 是れ 幕府の 罪 1. 


(二) つ， 


して、 眞に竹 を 整して 盡し 難し。 吾れ 反復 之れ を 思 ふに、 幕府 蓋し 做 ふところ あるな 


しわざ 


獨り墨 夷の 爲を見 ざらん や。 墨 夷 江戸に 入る や、 初めは 甘言 美辭、 利 を 以て 之れ 


ろうた う 


を 誘 ふ。 稍 や 不可 あれば 輒ち威 を 以て 之れ を嚇 し、 遂に 幕府 を籠罩 して 以て 己が 役と 


(i) 老中 塌 

田正睦 


(？ 1) 日米 條 

！ 調印 も ±5i 禮 

にも 宿 次 f.^ 書 

を 以て 奏上せ 

しに 丘り しも 

さす 

(五) 水 戶， 

尾 張 . 越 前 の 

藩主に ® 、居 謹 

愼を 命ぜし を 

さす 

(六) 井伊 直 


爲す。 是の 時に 方り て 幕府 大聲 一 喝 せば、 豈に遽 かに 墨 夷の 愚と すると ころと ならん 

や。 夫れ 堀賊の 京に 入る を觀 るに、 重 賄 美 利 以て 公卿 を 誑 惑 せんと 欲す、 可なら ざれ 

ば 則ち 夷 勢を皇 張し、 以て 至尊 を 難詰す。 事皆諧 はずして 去る。 巳に 聲息を 絕っこ 

(En  (S) 

と 三 四月、 一日： 急爐を 以て 天朝 を 試み、 外、 夷を假 りて 重と 爲し、 內 親族 を黜 斥す 

甚 しき は 則ち 流言 を 布き、 彥根 をして 天子 を 擁し これ を 其の 國に 幽せし めんと 欲す 

と。 是れ皆 墨 夷に 得た る 所 を 以て 轉じ てこれ を 天朝に 施せし に 非ざる か。 天朝 を 

して 幕府の 轍 を 踏むな からしめば、 天下 幸甚、 何 を 以て か 之れ に 加 へん。 

福 原 淸介は 吾が 公家の 冑を 以て、 命 を 奉じ 京 攝に是 の日往 かんとす。 事 ：}„^ だ 急迫せ り 

吾れ 叙して 之れ を 贈らん と 欲すれ ども、 胸中 愤懣、 文 を 成す 能 はず。 然れ ども 幕府の 

失策 は、 淸介も 其れ 之れ を 知る こと 熟せり。 天朝 若し 幕府の 爲す 所に 反せば、 則ち 

幕府 必ず 策な からん。 幕府の 失 は、 斷 なきな り、 戰を 長る るな り、 利に 耽るな り、 諸 

侯の 己れ を援 けざる を 憂 ふるな り。 噫、 己れ は 則ち 利に 耽り 戰を 畏れて 斷 なく *  ".m も 

諸侯の 己れ を援 けんこと を 求む。 諸侯 其れ 己れ を援 けんや。 明 天子 賢 法王" t くも 幕 

戊 午 幽室 文槁  ニー  九 


二) 當時幕 

府： 大皇 ん_彥 根 

に遷し 奉らん 

とする の 風評 

あり、 その 事 

に 開 係す。 之 

れを 策す ると 

は そ の 事に つ 

いての 對策を 

建つ る こと を 

さ， す 

(二) 後 醐 

"ヌ 皇朦 岐に遷 

幸の 途を伺 ひ、 

賊 Jsf より 奪 ひ 

奉らん と 企 圈 

し て. 果 さす、 

櫻， ほに 微志を 

刻み て 去る 

(二") 栄の義 

烏の 人、 字 は 

S 靖康の 

變 に！！ 宗 • 欽 

宗のニ 帝、 金 

の 軍に 捕 はれ 

て 北に へ S れ去 

られ宋 南 渡の 

悲運に 逢 ふや， 

高宗も 守護し 

副 一 兀； £と な 力 

て ST 土の 義舉 

に 力す。 憲 

策 多 かりし も 
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府を 以て 鑒と爲 した まふ。 臣が輩 は草莽 微蟲、 誠に 數 ふるに 足らず。 然 りと 雖も登 に 

敢 へて 自 逸する に 忍びん や。 泣 血し 書 を 以て 淸 介に 贈り、 其の 之れ を 京 攝に傳 へん こ 

と を 欲するな り。 七月 二十 三日 


六 人の 者 を 送る 敍 七月 二十 六 H 


(1) 


萬、 是の 事な きなり、 而れ ども 且つ 之れ を 策す る 者、 古に i& みるに 或は 之れ あり、 而 

して 事に 及ばざる なり。 事な くして 之れ を 策 すれば、 或は 世の 怪しみ を受 く， - 之れ あ 

りて 及ば ざれば、 臍 を 嚙むも 益な し。 忠臣 義士の 事 を 立つ る、 寧ろ 世の 怪しみ を受く 

-る も、 而も 辭 せず。 必ず^ を嚼 むに 益な きを 以て 憂と 爲す 者な り。 古の 之れ ありて 及 

(二)  (三) 

ばざる 者 は、 兒 島高德 なり。 而 して 宋 に宗澤 なる 者 あり， 亦 善く 似たり。 吾れ 深く 二 

人 を 敬慕す。 寧ん ぞ 其の 及ばざる を 以て 惜と爲 さざる を 得ん や。 今 豫 根の 事、 萬是れ 

なきもの なり。 然れ ども 一 たび 之れ を 流傳に 得、 吾れ 徒らに 之れ を 策す。 流傳 之れ 果 

して 訛なら ば、 天： 卜の 幸、 何 を 以て これに 加 へん。 而 して 吾れ の 之れ を 策す る は 非な 


奸 人に 肌 まれ 

r- 果 さす。 忠 

簡と諡 せらる 

(四) 伊碟： 傳 

之 輔* 杉 出 松 

介 • 伊 利 輔， 

^干吉 〔關 傳〕 

(五) 福 原淸 

介 • 中 村道 太 

郎* 中 谷 正 亮* 

荻 野 時 行 • 生 

田 良 佐 〔51 傳〕 

(六) 過去の 

.0.,^.- さす 


り。 故に 此の 策 や、 吾れ 敢 へて 之れ を 公一 一一！ CI せず、 獨り 之れ を 六 人の 者に 私 かにす。 A 

人の 者と は、 曰く 傳之 輔、 n: く 松 介、 口 く 利輔、 曰く 仙吉、 其の 二人の 者 は 吾れ 未だ 

之れ を 知らず。 則ち 未だ 知らず と雖 も" 四 人の 者 皆 之れ と 交 はる こと 最も 深き を れ 

げん  へ 五) 

ば 則ち 其の 與に私 かにす ベ きを 知る。 見に 京に 在る 者 は、 福 原 • 中 村 • 中 谷 . 获野 • 


もがら 


生 田の 倫 共に 五 人、 皆 吾れ と 志 を 同じう す。 六 人の 者 其れ 往 きて 之れ と 謀れ。 注け 六 

人、 木 藩 方に 飛 耳 長 を 以て 務と爲 す。 爾等を 使 ふ 所以な り。 爾等 奔走 驅^、 他 n 俗 

吏 輩の 爲 めに 奴僕視 せらる。 一 日： 變 故に 遭遇し、 文武お 4 氣を 以て 揮ば る、 事輕 しと 雖 

も 亦 以て 少しく 其の 氣燄を 吐くべし。 爾等各  >- 其 の环を 飛ばし 其の 目 を 長く し、 搾ば 

れし 所以の 意に 報ぜん こと を 思 はずん ば、 將た 安ん ぞ六 人の 者 を 以て 爲 さんや。 "ん， n れ 

常に 嘆ず、 都 會の弊 は 坐して 四方の 見 閱を牧 め、 徧く 天： 卜 S 事務に 應 じて、 志 足り 意 

滿ち、 探索 を 以て 急と 爲 さず、 に似て 實 は陋. 徧き に似て 實 は！^ なること、 往々 に 

して 然る を。 五 人の 者 固より 已に 其の-斗 R を 飛 長す。 今、 更に 六 人の • 斗 を 飛ばし、 六 

人の 目 を 長く す、 亦 或は 京師に 益 あらん。 京師 は 天下の 中な り、 近き は 則ち 五 幾 之れ 
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(1〕 七 H- 五 

日 尾 張 藩主 德 

川 |5 ザ 勝に 瞎居 

謹 を 命す 

(二) 紀伊藩 

附家老 水 野 土 

佐 守の 居城 


を 環り、 遠き は 則ち 七道 之れ を繞 る。 凡そ 其の 耳目の 及ぶ 所、 人物 形勢、 皆識 りて 存 

すべし。 大坂は 古より 財 粟の 邦と 稱す。 而 して 兵 庫 は 新たに 吾が 藩の 信 地と なれり。 

やど 

山 田 • 熟 田 は 神器の 寓る 所、 名 護 屋 • 和歌 山 は 三 藩の 二に 居り。 而 して 名 護 屋の主 近 


(1) 


(二) 


ごろ 幕府の 爲 めに 奪を受 く。 新宫は 紀藩奸 相の 邑 たり。 並に 民心 安から ざるの 聞え あ 

り。 民心 古を懷 ひて 忘れざる もの、 近畿に は 最も 芳野を 推す。 抑，' 聞く、  _ ^根と 京師 

と、 相距 たる こと 十八 里，、 驛亭六 七、 其の 間 蓋し 武人 あり、 俠客 あり、 財に 富める 者 

あまね 

あり、 智に 周き 者 あらん、 往 きて 之れ と 交を締 び、 以て 緩急に 備 へよ。 耳目 あり、 手 

足 あり、 萬 一事 あらば、 高德言 ふに 足らず、 何 ぞ况ゃ 宗澤を や。 合して 言 ひて 以て 六 

人 を 送り、 併せて 在京 五 人の 者に 語る。 一 一 十 一 回 猛士敍 す。 七月 一 一 十六 日 


口羽 德祐 に與ふ 七月 二十 八日 

寅 白す。 才 弱く 艱大 にして， 病苦 將に 至らん とす。 益 田 君 至り、 審 かにす、 老臺 赏然 

として 萩に 出づる を。 話 言 近し， 僕の 意 頓に强 し。 小 郡の 粟屋 英次郞 亦 事 を 聞きて 來 


り 問 ふ、 志氣 奮然 • 方に 佳 策 を 思 ふ。 今 謹んで 德民 をして 之 を 介せ しむ、 寬晤 是れ祈 

る。 近 稿附呈 す。 寅 二の 無狀、 累 ねて 過 獎を叨 りに すれ ども、 以て 國に報 ゆるな レ、 

萬々 炳亮 あらん こと を。 七月 念 八、 寅 再拜。 


(三) 長 藩士、 

通稱新 三郞、 

名 は 園 書。 直 

Gr 附役 にして 

正議 の士、 -能 

吏の 名高し 

(S 舊 全集 

第六卷 安政 五 

年 七 nr 中旬 中， 

谷正亮 より 松 

陰 宛 書 參照 

(五) *S 极藩 

大老 井伊 K 弼 


S) 


ニー. 乙  nai 

淸水圖 書に 與 ふる 書 s.^ 七月 下， W (力) i 和文) 

；紙中 谷正亮 書翰 の 趣、 京 坂 御 留守居 役 其 の 他よりも 連々 申し 參り 候に 之れ あるべく 

候 所， 何とも 切迫に 相 見え 候。 當 月末 迄に^ 根 上 ん 天子 を擁 去し 候 計 策、 兒 島高德 

さぎ  . 

に 先 だち 候 も 今日と 存じ 奉り 候。 右に 付き 早速 御 同勢 差 出され、 然るべき 事に 存じ 奉 

り 候へ ども、 只今 右の 御手 當と 申し 候ても、 如何にも 過激なる と 申す 說も 之れ あるべ 

きに 付き、 兵 庫 御 警衛 人 數と號 し 急々 差 出され 度く 候。 且つ 叉 外に 文武 修行に 名 を 託 

し、 二十 人 程 も 精 忠の士 を 差 越され 度く、  も 此の 面々 恐れながら 御前に 召 出され 御 

ち^ 

直に、 

彥 根の 事、 其の 外上國 甚だ 不穏の 風說も 之れ あり、 旁  天朝 誠に 御氣遣 敷く 思パ ：！ 
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し 候。 之れ に 依り、 修行 中 居所 彼れ 是れ 京都 御 留守居へ 申出で 置き、 京 攝邊に 忍び 

居り、 彥 根の 風說 相違 も 之れ なき 事に 候 はば、 場合 を 見 計 ひ 兒島高 德に先 だち 候へ 

よ C 

と 仰せ 聞 けられ 差 登 さるべ く 候。 左な く 候て は 大義 を 失 ひ 候 は 論 を 待たず、 巳に 尾 張. 

水 戶をも 上書の 故 を 以て 罰せられ 候 程の 勢に 付き、 若し 主上 を擁去 ども 候 はば、 御 

-國 杯元來 正義 赫々 の 名 之れ ある 御國 柄の 俊、 決して 生して は閣き 申さず、 右に 付き 前 

段の 策 は 徒らに 天朝の 御爲 めの みに 之れ なく、 且つ は 御 家の 御爲 めに 付き、 思 召 

を 2^ て 急々 仰せ 出され 候樣、 精々 御言 上 歎願し 奉り 候。 

彥根 四千 人と 申す は 大虚喝 にて、 四千 は 四百 も覺 束な く、 是れ は御當 家の 御手 當り 

を 以て も 相 知れ 候 儀に 御座 候。 城 普請 杯 は尙ほ 以て 虛聲 相違 之れ なく、 併し 是れも 

其の 分に て 置き 候へば、 虚が直 樣實と 相 成り 申すべく、 本文の 趣虚 中の 實 に付き、 

此の 聲 にて 彥根 反って 手 を牧め 候に も 至るべく、 若し 手 を 妆め候 はば 卽ち 兵家の 所 

謂 r 戰 はずして 人 を 屈す」 の 奇策に して、 彼の 數十人 は 思 ふ 儘に 文武 隊 行して 歸る 


に 若かず 候。 

幕府の 勢 今 は 盛に 御座 候へ ども 畢竟 は 外 夷 を恃み 候の みに て、 一 旦 11.: 夷 退去し 候 は 

ば 大いに 屈折 致し 申すべく、 夫れ 故 幕府 は舉夷 立ち去らざる s: にと 考へ、 頻りに S 

迫に 切り込み 申すべく 候。 其の 機 を 外さず の 積り と 相 見え 候。 就いては 正議の 面々 

は 城 を 守る と 心得、 命 限り 正 を 持ち 詰め 申すべく 候。 或は 云 ふ、 一 日： 彥 根に 擁去さ 

せ、 跡に て義を 舉げ候 はば、 隱岐の 還 幸 も出來 申すべき.^。  t -々、 是れは 至尊 を 

死地に 投 ずるの 策、 臣 子の 忍ぶ 所に 之れ あるべく や。 la つ 今の 義時丄 咼時は 天子 

遠 流 はせ ず、 土华へ 入れる か、 毒 を 進む るかに 御座 候。 克々 御言 上 祈り 奉り 候。 萬 

死 萬 死。 

囚室臆 度 八月 上， W 九月 朔 m 十二月 二十 四 H 

和 戰の議 久しう して 決せ ざり しが、 一 H 一  勅旨 汗發 する や 犬 下 皆 動け り。 然れ ども 戰 

を 主と する 者 は 勅 を 奉じ、 和 を 主と する 者 は 勒に違 ふ。 而 して 和 を 主と する 者 は 

戊午幽^!|-文||  ニニ 五 


た 藩 慕 水 さ 
るに 府野 3 
家附ょ 土 
老 け り 佐附 
添 紀守冢 
へ 伊は老 
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名 を 雄 略に 资れ ども、 而も 實は 戰を畏 るるたり。 戰を 主と する 者 は 多く 齷齪 自 守して 

宇 內の 大計 を 知らず。 而れ ども 戰を 主と する 者、 要は 皆 忠臣な り。 和 を 主と する 者、 

(一) 江戶城 要は 皆 邪 人な り。 幕府の 西 城 は、 紀伊. 一 橋 各-^ 入 繼の謀 ありし が、 終に 紀 伊に 歸せ 

西の 丸、 將軍 

000 り。 紀 伊に 黨 する 者 は 皆 邪 人な り。 一 撟を援 くる 者 は 皆 忠臣な り。 故に 紀 伊一 たび 入 

00^ れば、 一 橋 及び 尾 張 • 水戶 • 越 前、 皆 毒害 を 免 かれず。 戰を 畏れ 和 を 主と する の 徒、 

この 年 六 終 令 已に黑 夷に 和せ り、 魯使も 亦 登城 拜禮 せり、 暗舶は 則ち 品 川に 入れり。 魯. 暗帖然 

に紀 伊と 決定 

一) 喑はァ として 墨 夷の 下に 出 でんや。 且つ 邪 人 勅に 違 ひて 和 を 成し、 懿親貴 戚を貶 黜廣錮 す。 

ンゲリ ャ卽ち 

イギリスの 略 懿親 貴戚、 安然と して 邪 人の 後に せんぜん や。 此の 二者 は 今日 時勢の 大機關 なり。 

ニニ) 

關 東の 二 奸は、 曰く 閣老堀 田備中 守、 曰く 紀 伊の 附老水 野 土 佐 守な り。 水 野 は 蓋し 紀 

園の 財力 を竭 して 幕吏 を 要 結し、 遂に 紀侯入 繼の局 を 成せり。 堀 田 は 蓋し 深く 墨 夷の 

囑託 指嗾を 受け、 勅旨に 違 ひ 正 議を排 し、 以て 一 己の 私見 を 逞しく して 條 約に 調印 

あは 

せり。 小人の 情、 利 を 見れば 則ち 合 ふ、 ニ奸の カを戮 する 固より 其の 所な り。 一橋 及 

び 尾 • 水 • 越 を 罰する は 固に 夷の 事に 因る か、 抑.' 繼嗣の 事 か。 水野議 する 所 か、 堀 


元 皇后の 甥に 

して、 遂に 帝 

位 を ふ e 孔 

光 は 孔子 十 SI 

^の 孫に して 

.iw の 政治に 參 

與す。 王莽の 

横 を 快し と 

せす、 辭職を 

欲しお る も！ 

されす、 共に 

平 帝に 仕 ふ 

(五) 水 野 土 

佐 守 忠央， 篤 

學の 士を 招き 

て、 古來 諸家 

の 著述に かか 

る 歌集 • 物語 • 

k*?: 書 • 日記 • 

行事 等 を 編輯 

し、 自らの 號 

丹 鶴 をと り て 

叢書に 名づ く。 

百 五十八 卷ぁ 

(六) 嘉 永 六 

年 

(七) 周 防の 

儈 にして 泡 防 

論者、 松 陰の 

友人 〔關 傳〕 


田 爲す所 か。 之れ を 要するに 二者 は 形 分れて 力 合 ひ、 勢 合 ひて 心 分る。 今の 合 ふ もの * 

暫く 利 を 見るな り。 一旦 利 去らば 合 ふ もの 復た 分れん、 是れ豫 卜すべき なり。 

堀 田 及び 松 平 伊賀 守罷 め、 太 田 道 酷 • 間 部下 總守. 松 平和 泉. 守 を 以て 之れ に 代 ふ。 阳 

く、 道醋は 八十の 笔夫 なりと。 何ぞ 能く 爲す あらん。 然れ ども 正論 を 以て 一時の 重 望 

たれば、 人 或は 之れ を 喜ぶ。 殊て 知らず、 堀 田 自ら^ 黜し、 顧って 道 1^ を 腐め て 以て 

物議 を壓 する こと、 猶ほ王 莽の孔 光 を 用 ひたる がごと し。 ここ を 以て^ EMii せらる 

る や、 卽日尾 • 水 • 越. 梳も亦 皆 罪 を 蒙れり。 之れ が 主張 を爲す 者^ 田に 非ず して 誰 

れぞ や。 而 して 其の 謀に 與 する 者 は 水 野な り。 逢 根 及び 下 總 • 和 ^は 二 好の 3^ とする 

所と なるや 久し。 而れ ども 其の 機 を 知る 能 はず、 悲しい かな。 

水 野は奸 にして 才 あり、 世 頗る 之れ を畏 る。 其の 丹 鶴 叢書 を輯 して 以て 國學者 を 欺き- 

銑陣を 練り 製 藥局を 開き、 測量器 を 具へ て 以て 洋學 者を收 む。 叉 蜋夾を 問 ゆして 以て 

雄 略 を 示す、 亦 一 時の 豪な り。 然れ ども 癸丑の 春、 余 大和 • 和 Ci 水に 遊びし に、 路人紀 

國の事 を 說く者 必ず 先 づ水野 を 篤り て 然る 後に 其の 他の 事に 及べり。 月 性 云 ふ、 「新 

. 戊 午 幽室 文搞  ニニ 七 


第 子 り 岐狄祖 つ り 
十 梁' 住 山に 父 
五惠 めの 追大 
意 上 り 下 は 王 文 
^ 下 e に れ は i 
^^,篇孟移 て北の 
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(に) 安き 一一 {呂 二十 三 村の 民變、 頗る 大義 を唱 へて 辭と爲 す も、 遽 かに 服し 易から ず」 と.」 是れ丙 

(二) ム匕ー c 

年、 こ？ si 辰の 歲、 月 性 和歌 山に 遊びて 親しく 之れ を 其の 吏人に 聞け りと 云 ふ。 水 戶人も 亦 云 ふ、 

nr 水戶 公齊昭  § 

00^ 「甲 辰の 國 難に は 水 野 大いに 爲 めに 力 を 出して 義 徒を援 けたり。 而 るに 近 ごろの 所爲 

とりて Hlis な  か, が 

を觀 るに 眞に兩 人たり」 と。 合せて 之れ を 致 ふれば、 水 野の 淺深 測る ベ きのみ。 

f  二つ ひん  ォ 

大王 邠を 去りて 岐 山の 下に 邑 せし は、 自ら 是れ 卓識な り。 去ら ざれば 則ち 奮 習陋 俗、 

萬 除くべき こと 難し。 小人 は实安 姑，：： つ ばかに 革むべからず。 一 S; 擧 去り、 如し 之れ 

に歸 して 從ふ者 あらば、 皆忠肝 義膽賴 むべき の 人な り。 今 天朝 確乎と して 國を 鎖し、 

？く とつ 

i„4ss 物 論の 從違を 以て 變と爲 さず、 其れ 亦 大王の 事に 見る あるか。 W 奴の 冒頓は 大逆 無道、 

下 HIT 一十 八 

実 HJAes) 人理を 以て 論ずべ からず。 然れ ども 其の 東 胡 を 取る の 策 は 其の 機 頸る 大王に 似たり。 

13 ク 但し 大王の 志は大 にして 慮 は 遠く、 誠に 後人の 能く 及ぶ 所に 非ず。 偶~ 諸子と 縣詩を 

出づ  講ず、 故に 之れ に 及ぶ。 

越 前 侯 幼に して 英名 あり。 叉 水 戸の 老公と 心 を 協へ て 事 を 謀り、 天下 其の 正議に 服せ 

り。 近來 乃ち 邪 議に黨 する の 聞え あり、 人爭 ひて 之れ を む。 余 謂へ らく、 正の 克た 


(六) 中 根 I? 

江、 越 前 福 井 

の！？^ 士」 平 田 

篤 胤 門下に し 

て 寺 こ 詳し 

く葸末 • 明治 

^年の 事に 奔 

.1 ^す。 明治 十 

年 残、 年 七十 

I  、 贈 從 四位リ 

(七) -i 

喜 を將策 象定 

の 後嗣たら し 

めんとの 議 

(八) S 根城 

.1;^ 井伊直弼、 

こ の 年 四月 大 

老に就 ild 

(九) 佐 倉 藩 

主にして 閣老 

たりし 堀 田 正 

睦を さす。 上 

田 は 同じく 信 

州 上田 藩主に 

し て閣老 たり 

し 松 1^ 忠固を 

さす 


ざる を 畏れ、 乃ち 反って 邪 議に與 す、 誠に 特操 なきが 如しと〕 然れ ども 其の 君臣の 苦 

心亦憐 むべき もの あり。 是れ より 先き 越臣 中根靱 負、 私 かに 人に 謂って IT  く、 「越 前 

家 は 外 藩の 諸侯と 異る、 大小、 幕府と 同じから ざる を 得ず」 と。 靱 ft は 越 侯 を 幼時に 

補佐して 忠勤 今に 到る。 其の 人 本と 本末 あ. り、 苟も 邪 議に與 する 者に 非ず。 闪 つて 思 

(七〕  たが 

ふ、 一橋の 議は實 に 越 前より 出づ。 一橋の 事乖 はば 則ち 其の 禍越 侯に 及び、 而 して 其 

の臣、 主の 爲 めに 謀りて 忠 ならず。 則ち 姑く 其の 說を變 ずる は、 前議の 跡を斂 めて 而 

して 侯 を 旣缺に 全うする 所以な り。 侯 全くば 則ち 水 • も 亦 倚りて 全く、 而 して 幕府 

も 亦 以て 全 かるべし。 然 らば 則ち 天-卜の 謗！^ を 犯して、 姑く 邪 議に黨 する は、 其のお 

國の爲 めに 謀る 其 だ 深き なり。 然れ ども 謀 深く して 事乖 はば、 則ち 人爭 ひて 之れ を咎 

むる こと を 得、 吾れ 深く 之れ を 悲しむ。 

(八)  (九)  - 

彥根 大老 已に佐 倉 • 上田 を 逐ひ、 乂！： • 水 • 越を廢 銅す。 ここ を 以て 人 其の 權を 擅に 

し 私 を 逞しく する を惡 み、 或は 刺客 輿に： 過る と 流 ％： する に 至る。 彥 根の 罪 固より 逭る 

ベから ず。 然 りと 雖も 徒らに 彥根 をお めて、 之れ を 使むる 者 を 問 はざる は、 特に 首從 

戊^ 幽 (せ 文搞  ニニ 九 


當蕩に にめ flF っ牟さ ») 

V    'も、 一 丄  Fj^  •  v*-^ 

こてせ 諸 防 安 
の 、る 藩 備相政 嘉 

任 奢^ 交の 模 元；^ 
に 根 兵 代た の 年 六 


(一) 第 八 yf.l, 

裏 永 RI 年 九月 

二十 三日お 宗 

兄宛雾 にあ 


(S) ァ メリ 

力 合衆國 大統 

額の 使者 ペリ 

(五) 久圼濱 


(六) 安政 四 

年 十月， ハリ 

ス 入府して 通 

商條約 « 結 も 

lyi す 
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の 科 を 失 ふ。 余聞く， き 侯の 始めて 國 に 入る や 二 歌 あり、 以て 國 人に 賜 ふ、 頗る 憨恤 

の 意 あり e 且つ 其の 初 政 蓋し 亦 観る ベ きもの あり， 一： 然れ ども 丑 • 寅の 際 乃ち 邪議に 

あらた  け た •. 

黨し， 今に 到る も 未だ 伎め ず、 而も 其の 政 を 爲すゃ 弛みて 以て 肆 なり。 將士の 解體せ 

る こと 相 戌 に 毂て も 亦 見る ベ き な り 。 然ら ば 則ち 彥侯は 仁 厚 の 長者 二 して 乃ち 邪 人の 

爲 めに！ I 謹 せらる、 高貴の 人の 常習の み e 是れ 余の 首從 の說、 由って 起る 所な り。 

_ 五 > 

癸丑 六月、 墨 使 始めて 來り國 書を呈 す。 幕府 之れ を 栗 濱に受 く。 栗濱は 浦賀に 近く、 

相 摸の 界に 在り e 故事、 長 崎に 非 ざれば 夷 舶の人 港 を 許さず、 栗濱 にて 書を受 くるに 

故事に 非ざる たり。 而 るに 幕府 は 天朝に 奏し 諸侯に 令す るに、 並びに 一 時の 權道を 

以て 言と 爲す。 天下 皆 不服の 心 あり、 而 して 天子 最も 深く^ 念した まふ.^ 是れ より 

天子 憂 勤係厲 一した まひ、 聖德 日に^る。 雨後、 鑄 磁 . 改元の 詔宣累 りに 下る。 聖 

旨、 征夷 を諷 導した まふ 所以の もの.' 蓋し 一 日に 非ざる なり。 而 して 幕府 漫然と して 

一 も 省みる 所な く、 夷に 親しむ こと 益！ 密 なり。 丁 巳、 墨 使 假條約 を 持して 來れ るに. 

幕府 復た 天朝 を 以て 意と 爲 さず。 堀 田の 京に 上る や 威風 後々. 傲然と して 自得す。 


而 るに 天 勅 一 たび 發 する や、 公卿 感奮し、 堀田蹙 然として 復た對 を 措くな し、 皆 其 

(七) 

(七) 條約調 の算 外に 出づ るな り。 堀 田 已に歸 り、 幕 議稽延 す。 一 旦墨使 復た來 る や、 乃ち 急 ili を 

印 を 宿 次 奉書  .  . 

>£. ^て 奏上せ  こころ 

レ S さ？ モ 以て 天朝 を嘗 む。 謂へ らく、 是れ 以て 天子 を 制すべし と。 而 るに 天朝 は 固よ 

り已 にこれ を算 した まふ、 故に 肯 へて 是非 を 其の 間に へず、 直ちに 幕府に 勅して 一一 一 

家. 大老 を 召した まふ。 是れ亦 其の 算 外に 出 づる なり。 而 るに 幕府 は 尾 侯 及び 水の 老 

侯を錮 し、 事 又 水の 今 侯に 連る。 而 して 紀は 則ち 入 繼の事 あり。 是れ彥 根 をして 京に 

上らし むる こと 已むを 得ざる が 如きな り。 彥根は 頗る 邪 議に與 すれば、 則ち 幕府の 之 

れを使 ふこと 固より 當れ り。 而れ ども 天朝 は 未だ 必ずしも 串^と 爲し たま はざる なり。 

吾れ 因って 之れ を 通論す るに、 天朝 は 終始 誠 を 以て 幕府 を 待ちた まひ、 而 して 箅ぁ 

こた 

り。 幕府 は 終始 詐を 以て 天朝に 應へ、 而 して 算 なし。 詐の 以て 誠に 克っ ベから ざる 

まさ  じこん じ ご  おも 

や 久し、 則ち 算の 有無 固より 當に 然るべき のみ。 而今 而後 天朝 顧 ふに 必ず 大虑分 あ 

らん、 吾れ 日に 頭 を 擧げて 以て 之れ を 待たん のみ。 或は 傳ふ、 廷議已 に 略 ぼ 決せり。 

蓋し 天子 奮然 征夷に 勅して 闩く 、「尾 • 水と 越と 皆 正 議の臣 なる に、 征夷 は 私意 も 
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て 之れ を黜 斥す。 是れ 內 に 必ず 姦臣 あらん。 征夷 若し 姦臣 を誅 する こと 能 はずん ば， 

朕將に天Fの諸侯の其の任に堪ふる者に勅して之れを•^S誅せんとす」 と。 鳴 呼、 此の： 

詔 果して 發 せば 大事の 定まる こと 遠き に 在らず。 而 して 萆 莽の囚 室， 死して 猶 ほ餘榮 

あり。 

右 八條、 今兹 八月 上， 1?、 予漫 りに 之れ を 書し、 以て これ を篋 中に 藏む C 已 にして 時 

事 頗る 臆 度と 符ふ を覺 ゆ" 而れ ども 其の 合 はざる 所 あると 後に 聞知す る 所と を 以て 

-更に 之れ を 左方に 揭 ぐと 云 ふ。 月 朔日識 す G 

# 、狄& 謀 は 深く して 且つ 遠し。 常 情 を 以て 之れ を 論ずれば、 魯. 暗 固より 當に帖 然と 

して 已 むべき にあらず、 而 るに 魯 • 暗 は 乃ち 事た くして 退けり。 是れ 其の 志戰を 好ま 

ずして、 日， _ ^一 を 一して 自ら 潰えし めんと 欲する のみ。 而 るに 奸 邪の 人 は 自ら 以て 計 を 得 

たりと 爲し、 正論の 君子 は茫 として 手 を 措く 處 なし、 並びに 悲しむべき なり。 近 ごろ 

〈- 

竊かに 越 前 侯、 家中に 賜 ふの 親書 を觀 る、 謂へ らく、 國の爲 めに 忠を竭 して 罪 死 自ら 

期す。 汝臣^ 憤懣に 勝へ ずして 幕 命を輕 蔑す る は 吾が 志に 非ず と e 尾 • 水 二 侯 も 其の 


(I) 史記高 

sg 本紀 によれ 

ば、 J€ の 高祖 

嘗て 項^の 伏 

兵に 射られて 

g に 傷き しも、 

足に 中り たり 

と 稲して 士氣 

の 沮喪 を 止め、 

且つ 張 良の 勸 

めに ihr- て、 

傷痍 を 押して 

軍 を 巡視し 士 

卒を勞 り 安ん 

ぜ しむ 


意 蓋し 亦此 くの 如し。 方今 幕府 は 正論 を ..f  ^し、 天 "ト の 事 は 天朝 及び 二-二 有志の々 

藩に 繁る、 尾 • 水 • 越 等の 如き は 蓋し 其の 最も 翹々 たる 者、 天： 卜 正論の 倚りて 定まる 

所な り。 今 三 侯に して？ 树默 せば 天下の 正論；^ まれん。 然れ ども 三 侯の 意 必ず 謂へ らく、 

奸邪は 一時の 威焰 にして 當 るべ からず、 而れ ども 寧ん ぞ 久しき を 得ん や。 天 • 卜の 諸 藩 

亦 正議者 あり。 默 然として 正 を 守らば 外 必ず 援 あらんと。 鳴 呼、 三 侯 は 徒らに 犬 下の 

正理を 知りて 其の 勢 を 知らず。 群 鶴 和 鳴 すれ ども、 一雄 銃に 難： -れ なば 則ち 餘者皆 揚が 

らん。 漢 高足 を 傷け しも、 出で て 其の 軍 を 巡れば 士氣 乃ち 懾れ ず。 是れ 今日の 勢な り „ 

加 之、 正論 一 たび. 汲まば 邪氣隨 つて K にして 孰れ か遽 かに 克 くこれ を 減さん。 

頃ろ 在 、江 諸 有志の 書を觀 るに、 多く は、 奸 邪の 忠正を _稷 ふ を 笑 ひて 以て 無 棚2 無謀，： n ら 

敗 禍を速 かにす と爲 し、 己れ は 則ち 漫然と して 事 を 以て 心に 經 けず、 坐して 時機の 

會 せんこと を 待つ.。 吾れ 其の 心 を 措く の 粗なる を 恐る。 奸 邪の 敗禍は 誠に 遠から ざら 

た ふでう 

ん。 然れ ども 奸邪 杏疊 し、 前 狼 後 虎 * 夷狄 は 日に 益.^ 志 を 得、 吾が 耍 會に據 り、 吾が 

し j2 んばぅ 

蠢頃を 誘 ふ。 而 るに 忠臣 正士 依然として 職 を 失 はば、 國事 復た爲 すべから ず。 ^呼、 

4^^干幽{せ」义^？  ニー 一二 一一 
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今に 及んで 謀を爲 さず して、 尙ほ何 を か 待たん や。 

(I) 上田 ー严 傳 聞す、 堀 田 朱 だ 京に 上ら ざり し 前、 權勢 伊賀の 上に あり。 上京の 舉は 伊賀 固く 之れ 

主にして 閣老 

伊 を 止めて 曰く、 「此れ等の 議は 幕府 斷 じて 之れ を 行へば 可な り、 何ぞ 勅 允 を 待たん」 

と。 堀田聽 かず。 蓋し 謂へ らく、 吾れ 千金 を懷 にして 京に 入らば、 京 紳何を か 能く 爲 

さんやと。 已 にして 事 意外に 出づ。 堀田惶 恐し 辟易して 東 走す。 伊賀の 權 ここに 於て 

堀 田 を：：^ して 上る こと 數等 なり。 一 一老の 同 惡相濟 けて 猶ほ相 忌 害する こと 此 くの 如し、 

何ぞ？ ^や 堀 田の 水 野に 於け る を や。 且つ 聞く、 間 部 も亦奸 邪に して 之れ を濟 くるに 鵞 

加ん 

博 を 以てす、 是れ 最も 憚るべき 者な りと。 然 らば 則ち 堀 田 一 日： にして^ 黜 せられ 他人 

.  已に 其の後に 據る、 勢復た 起つ 能 はず。 暴 を 以て 暴に 代 ふ、 天下 從 つて 濱亂 せん。 

ョ) SS 吾れ 初め 臆 度せ り、 天朝 必ず 大處分 あらんと。 已 にして 傳 聞す、 八月 七日 勅 詫 幕 

午の 密 にし 

て、 Mtlti 余 

t^^.,i^ 府 及び 尾. 水 二 家に 下り、 公卿 又 交  >>內 書 を 親姻名 藩に 致す と。 此の 事 果して 實 なり 

越 前 を はじめ 

む!^? I き。 天朝の 虑分、 安ん ぞ これより 大 たる こと あらん。 且つ 吾れ 私 かに 其の 辭 令を觀 

るに、 蓋し 謂へ らく、 當今 大事 を 誤る は幕內 必ず 奸猾 あれば なり。 然ら ざれば 征夷 安 


市 東 山 ts: 今 熊 

野 町に あり、 

ほ 言 宗泉诵 寺 

}g の 本山に し 

て、 古来 皇室 

の 華院 とし 

て 著 はる. - こ 

の 頃 泉 涌寺遷 

幸の 事な し、 

或は 松 陰の 傳 

聞に 基く  P 、信 


てんめつ 

んぞこ こに 至らん やと。 且つ 諸 藩を贵 むる に 征夷 を ！：£: 救し 奸猾 を殄滅 せんこと を 以て 

ろ,^ ぎ 

せば、 其の 寬 仁の 明確なる、 蟪蝗の 微と雖 も、 之れ を 聞きて 寧ん ぞ 感泣せ ざらん や。 

况 ゃ嚴然 たる 有 土の 君 長 を や。 然り而 して 奮 飛す る こと 能 はざる は、 幕府 積 成の 約す 

る 所と なれば なり、 身 家 を 顧みて 天下 を 忘 るれば なり、 利 を 謀り 私を營 みて 天子 

に忠せ ざれば なり • 嗚呼、 譜 第の 小 藩、 幕府の 積 威を藉 りて n 實と爲 す は猶ほ 之れ 可 

なり。 尾 • 水の 諸 藩、 ここに 於て 機 を 決する こと 能 は ざれば、 贤聲 令望、 皆假 なり。 

而 して 天子 を 何れの 地に 措かん や。 初め 吾れ 傳 聞す、 某 堂上 竊 かに 天子に 奏して 

曰く、 「京師の 近海 は 腐 患 測り 難し、 何 ぞ豫め 蹕を吉 野に 徙し 以て 永吉を 卜した ま は 

0 たま は 

ざる や」 と。 天子 逆鱗して 曰く、 「朕 皇神列 聖の爲 めに 斯の土 を 守り、 斯の民 を 

およ 

護る。 昔 桓武實 に 此の 都を肇 めた まひて 以て 今に 迄ぶ まで 若干 年、 未だ 嘗て 一 たび 

も遷徙 して 敵 を 避けず。 今一 民 尺地に して 猶ほ存 す、 都遷 すべから ず。 萬ー爲 すべ か 

かく C  - ごと 

ら ざれば、 朕 は當に 皇神列 聖の爲 めに 斯の 民斯の 土と ともに 殉ず べし」 と。 若 

(三) 

くして 乃ち 遷 りた まふ 所 は 則ち 一 泉 涌 寺の み。 今日の 事、 尾 • 水 諸^ 安然と して 手 を 

戊午幽 {ま 文槁 
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拱き、 默 然として 坐視し、 終に 萬乘泉 涌の 幸 を 成す、 賢聲 令望 ありと 雖も、 奸臣猾 

吏と 何 を 以て^たん や. - 

十二月 二十 四 夜、 桂 小 五郞來 り、 具 さに 堀 田 及び 西 城の 事を談 ず。 大いに 余の 测る 

所と 異なり。 つて 左方に 錄 して 以て 前條を 正す。 

堀 田 は 本よ， リ 自ら 善人な り」， 然れ ども 氣魄. なく、 事を處 して 透らず。 初め 西 城の 議起 

る や、 有志の 士<_^-11  く、 「越 侯 をして 幕 務を攝 せしめ * 因つ て 上洛して 勅^ を 奉ぜ 

しむれば、 則ち 天下 太-牛に して 德川 中興 せんと。 然れ ども 越 侯 先づ議 すべから ず、 先 

づ 一 橋を議 すれば 乃ち 可と 爲す」 と。 ここに 於て 之れ を 越の 臣に 謀る。 越の 臣 深く 以 

て然 りと 爲す。 然れ ども 議は 越より 發 すべから ず。 乃ち 之れ を 內藤駭 河 守に 謀る。 駿 

モ  ニニ)  • 

河 守 柱いて 阿 侯に 說 いて 曰く、 「公 は德 川の 周 公な り。 今繼嗣 未だ 定まらず、 人心 询 

お  がくち 

淘 たり e 東 照の 靈、 天下の 望、 執事 を舍 きて 其れ 誰れ ぞゃ」 と。 阿 侯愕胎 して 曰く、 

f 子 其れ 何 を 以て 之れ をせ しむる や」 と。 駿 河 具 さに 一 橋の 賢を陳 ぶ。 侯 卽ち往 いて 

之れ を 堀 田に 謀る， 堀 田 之れ を諾 す。 「しにして 松 平 伊賀 守閣老 となる。 伊賀 守の 國 極 


めて 貧^な り。 因って 越 を 說き金 を 出して 大いに 之れ を 助け、 且つ 語る に 謀 を 以てす。 

伊賀 も 亦 これ を諾 す。 ここに 於て！. ゼ 使の 事 起る。 堀 田 上京して 3：： を 取る。 而 るに 

聖旨 允した ま はず、 堀 田 京に 滞る こと 日 久し。 是の 時に 當り、 水 野 土 佐 守 日に 問 隙 を 

けつな ふ 

窺 伺し、 遂に 彥 根と 結納し、 擧げて 以て 大老と 爲す。 其の後 勃に 違 ひて 調印す る や、 

皆 之れ を 堀 田. 松 平に 歸 して 一同 罷免し、 一橋の 謀 破る。 而 して 紀 伊の 入 繼 成る。 天 

^)  下の 事、 是に 於て 問 ふべ からざる なり。 是れ 五郞と 齋藤彌 九^と 實に潛 かに 其の 事に 

預 ると 云 ふ。 吾れ 亦 之れ を 聞け り、 間 部の 上京す る や、 首と して 水 戶を譖 りて：： く、 

. 「違 勅の 擧は水 戶實に 之れ を. S れり。 水戶は 本と 尊王攘夷 を 以て 自ら 任じた る も、 今 

其の 子の 入繼を 貪り、 乃ち 私 かに 堀 田. 松 平に 黨す。 是れ水 戶の奸 たる 所以な り」 と。 

是れに 由り て 之れ を觀 るに、 繼嗣 の議、 堀 田、 一橋 を 右く る 事 、巳に 天聽に 達せる 

や 加るべし。 但だ堀 田の 善 は 善 一ぶな り、 姑，： ：- わなり、 是非の 心なき なり。 何と なれば 墨 

使の 言、 虚誇 にして 無禮 なる に、 渠れ已 に 甘受して 奏^し、 天子 允した ま はざる に、 

猶ほ尙 ほ 調印す。 善柔 姑， 是非の 心なき 者と する、 非な らん や。 鳴 呼、 堀 E は實に 

. 戊ゃ幽 {f- 文 稿  二三 七 
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天下の 罪人な り。 


二三 


( 一 ソ 名 は 信、 

明 倫， 虎に 藥び 

松 陰の 兵 奥 門 

下 生。 この頃 

は 松 下 村 塾に 

来擧す 〔閼 傳〕 

(二) 易、 整 

醉下傳 に 「治 

にして を 忘 

れす」 と あり 

(三) 論語 衞 

靈公篇 に 

—曰く、 人 遠 ® 

なければ 必す 

近 憂 あり」 と 


尾 張德 

川赛勝 • 越 前 

： な 平 155^- 永に 

居 謹 sw、 水戶 

齊昭に 謹慎 を 

命じ、 一橋^ 

喜 及び 齊昭の 

子 憂 萬に 登城 

も 禁ぜ し こ と 

もさす 


( 1 ) 


尾 寺 新 之 允 を 送る 敍 八月 四日 

(二)  (--0  をし 

治に 居て 亂を思 ふと は、 古の 令 典な り、 遠慮なければ 近 憂 ありと は、 孔 聖の訓 ふる 所 

なり。 然れ ども 人情 安き を偷 み、 而 して 己れ 獨り亂 を 思へば、 人 交.' 之れ を 怪しむ。 

おもん ばか 

衆人 は 近き を視、 而 して 己れ 獨り 遠き を 慮 れば、 衆 皆 之れ を 怒る。 嗚呼， 忠臣 國の 

爲め にす、 何ぞ 人の 怪怒を 避けん。 然れ ども 是れ 常人の 能く 及ぶ 所に 非ず、 尾 寺 新 之 

允 其の 人の 如きに 非 ずん ば、 吾れ 其れ 孰れに か 望まん。 尾 寺 は 毅然た る 武士に して、 

亦 能く 書を讀 む、 然れ ども 肯 へて 記誦 詞章の 學を爲 さず。 性朴 #: の 如くして、 遠き を 

慮り 氣振 ふ。 余と 交 はる こと 一 年、 諸 友 中に 於て 最も 相諒 すと 爲す。 故に 余 も 亦爲め 

に 亂を思 ひ 遠き を 慮る の 論を陳 ぶる を 得るな り。 當今 天子 墨 夷 を 赫怒し、 勅を征 

夷に 發 した まふ。 征夷 顧って 墨 夷に 親しみて 良友と 爲す。 其の 或は 然 りと 爲 さざる は- 

貴戚鼓 親と 雖も 銀き て 之れ を^る。 其の 德是 くの 如くに して、 而も 自ら 悔 ゆる を 知ら 


(五) 毛利定 

廣 


(六) 漢の高 

組の 臣。 _ 初め 

高祖、 沛に起 

る や 王 陵數千 

の 兵 も 率ゐて 

之れ に 歸 す。 

時に 項 羽、 陵 

の 母 を 捕へ Jef 

中に 8K き 陵 を 

招く。 母、 陵 

の 心 迷 はんこ 

i も 憂へ 劍に 

伏 t- て 死す 


(E) 

ず。 是れ 其の 勢 必ず 上 天朝に 抗す るに 至らん。 事 或は ここに 至らば、 吾が 世子の 江 

戶に 在る こと、 誠に 慮るべき なり。 ここに 於て か 或は 脫 走の 策を畫 する 者 あり- 其の 

說に 曰く、 「世子の 江戶に 死す る は、 死所に 非ず」。 c: く、 「世子 江戸に 在り、 觔令 

或は 吾が 藩に 下らば、 小人 必ず 父子の 情 を 以て 吾が 公 を 動かす 者 あらん、 是れ忠 ふべ 

きなり」。 曰く、 「今に 及んで 斷然脫 走せば、 一 國の 人心 歸向 する 所 を 知らん」 と。 此 

の 三 說は皆 余の 取らざる 所な り。 I 子 征夷 を 諫めて 死す る も 可な り。 ^子 贼に當 りて 

ばん はく 

死す る も 可な り。 持 守 苟も 正しければ、 蠻 略に 死す と雖も 可な り。 何ぞ況 や：： d 戶の死 

. を や、 安ん ぞ 之れ を 其の 所に 非ず と 謂 ふ を 得ん や。 此の 志 一た び 定まらば、 脫 走の 策、 

誰れ か復 たこれ を 口に 舉 げん。 吾が 公 を 動かす を 以て 患と 爲 すに 至りて は、 臣 子の 敢 

へて 言 ふ 所に 非ざる なり。 然れ ども 王 陵の 母、 猶ほ 能く 一  死 もて 其の 子 を 安ん ず。 世 

子 大義 を 天下に 立て、 情を陳 ベて 父 を 安ん ずる、 其れ 何ぞ 難しと 爲 さん。 且つ 夫れ 志 

定まらば 則ち 氣壯 にして、 匹夫 も 志 を 奪 ふべ からず。 一 士、 氣を 奮へば、 萬 夫 も 辟易 

す。 ？仇ゃ 吾が 閼 邸の 士夫、 正義に 據り大 節 を 杭げ、 以て 其の 志 を 定め、 以て 其の 氣を 
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に は 唐 居年毫 2 
あ 唐 六セ號 esJ^c 
り 朱臣と し 陽 
八傳 いて 修来 
a "^後 ふ 六 、の 
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詹 

壯に する を や。 堂々 たる：：^ 戶は 征夷の 居る 所に して、 大小の 諸侯 皆 其の 指 嗾に從 ひ、 

勢威 も 亦 盛んな り。 然れ ども 彼れ は 其の 衆 を 以てし、 我れ は 吾が 一 を 以てす。 彼れ は 

其の 力 を 以てし、 我れ は 吾が 義を 以てす.^ 成敗 利鈍 固より 料る 所に 非ざる なり、 而れ 

ども 事義 にして 志 一なら ば、 天下 其れ 誰れ か然ら ずと 爲 さん。 以て 唱へ なば 則ち 和し、 

以て 呼ばば 則ち 應 へん.' 是れ 則ち 其の 人に 存 するな り。 茲 八月、 尾 寺 公 命 を 蒙り、 

::d 戶 に遊學 す。 同行 十 人、 而 して：^ 土寸 之れ が最 たり. - 余爲 めに 略 ぼ 衆人の 公然 言 慮せ 

( 一 ) 

二) ス江 杉 ざる もの を陳 ぶる こと 斯 くの 如し。 是れ より 先き、 钐 蔵なる 者 あり、 飛脚 を 以て 歸り、 

余が 松 陰の 囚室 を訪 ぬ。 つて 具 さに， 江 邸の 事をム 3 ラ。 時に 高杉暢 夫と 尾 寺と 亦皆來 

り會 し、 議 以て 好く 合へ り。 暢 夫と 杉 藏とは 皆 先き に 東せ り。 尾 寺の 東す る、 其れ 其 

の與 にす るな きを. s』 へざる なり。 是れを 敍と爲 す。 八月 四 曰 


歐文 を讀む 八月 六 H  . . 

文  (二) 

歐六 一 の 「废六 臣傳後 論」 は、 . 文氣 激昂、 短 節 促 調、 最も 能く 人 を 動かす。 吾れ 深く 


(三) 明荡論 

以下 三篇 何れ 

も 八 {Sf 文に あ 

り。 ffilL 蘇 子 

美の 墓誌銘 は 

「潮 州 長史蘇 

君 墓誌銘」 と 

して 出，. つ 

(四) 北 朱の 

名臣、 字 は 世 

昌。 朱 朝の 故 

實に 通じ て大 

事 を 決し、 陋 

屋に寓 して 淸 

貧に 安ん す 

(五) 北宋の 

名臣、 字 は 希 

文。 汎 く六經 

に 通じ、 常に 

感激して 天下 

も 論じ 一 身 を 

顧みす。 文 正 

と諡 せらる 

(六) 蘇 舜欽、 

北朵の 詩人， 

字 は 子 美。 少 

にして 愤慨大 

志 あり。 地震 

によせ て當時 

の 政治の 闕失 

を 論じて 范仲 

一に 認められ、 

宰相 社； S の 女 


二：  一)  (rt!)  (5)  r 

此の 種の 文 を 喜ぶ。 謂へ らく、 是れ當 に 「朋黨 論」、 「杜衍 • 范仲淹 等が 政事 を罷 むる 

(を 論す る) 狀」、 「蘇 子 美の 墓誌銘」 等の 諸篇と 併せ 觀 るべ し、 則ち 六 ー當 日の 情事 想 ふ 

たづ 

べし。 凡そ 文字 を觀 て、 其の 情事 を 原ね ざれば、 乃ち 孅を嚙 むの み。 事、 固より 世 を 

異にして 情 を 同じう する もの あり、 吾れ の斯の 文に 感ずる、 其れ 安ん ぞ已む を 得ん や * 

八月 六 夜、 德民 * 文 周 • 彌 二と 歐 文を讀 み、 已に畢 りて 之れ を 書す。 


富 搜文周 を 送る 敍 八月 十七 H 

藝備と 吾が 防 長と は、 境 相 隣す。 勤王の 事 は、 左提 右挈、 宜しく 兩 手の 相 救 ふが 如く 

すべし。 吾れ 小少 にして 遊 を 好み、 東 は 奥 羽より、 两 は 肥筑に 至り、 皆 其の 贤豪を 求 

めて、 之れ と 交を締 ぶ。 獨り藝 備に 於て 闕 如し、 常に 以て 憾みと 爲せ" 

氏 ありて、 一家の 文學、 隱 然として 天下 を 動かす。 吾れ 其の 書 を讀む 毎に、 敬慕して 


藝には 昔輯 


其の 辰に 及ば ざり し を 惜しむ。 今 富 徑生文 周の 來る、 是れ 吾れ 藝人を 知る の 始めな り < 

是れ より 先き、 吾が 藩の 浮展月 性. 土屋松 如、 坂 井 翁の 門に 及り、 木 原 愼齋と 相 知る- 
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二 四 一 


も娶. ^しが 反 

ss^ に 劾 せら 

れ て 除かる 

(セ) 增野德 

民 • 富 整 文 周 • 

品 川^  ニ郞 

〔8F 傳〕 

富 整の 事 は 次 

の 章參照 

(八) 賴巾陽 

(九) 土 屋矢 

之 助、 菜 海と 

31；： す" 松 陰の 

親友 〔関 傅〕 

二 〇) 名 は 

ヘム 實 字 は 華、 

€, な 山 又は &虎 

山人と 號す。 

® ，春 水の 統 

も傳 へ て廣島 

藩儒と な h- 詩 

文 を 善くす。 

嘉永 三年 歿、 

年 五十 三 

ニー) 本卷 

九九 頁 頭註 參 

0  〔開 傳〕 

( 一 ) 毛 利 氏 

1 門、 及び 永 

代 家老に 次ぐ 

高祿の 階^に 

して 大 組の 長 

とたる。 六 吁 
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翁 已に沒 す、 而 して 三人の 交往 其の 初めに 變ら ず。 余 も 亦 時に 愼齋と 通 問す、 而れど 

も 未だ 其の 人 を 見る を 得ず。 當今 夷狄 猖獗 にして 幕府 跌 息し、 天下の 事、 變革將 に 至 

らんと す。 有志の 士、 孰れ か 王事に 勤む る こと を 欲せ ざらん。 苟も 王事に 勤めん と 欲 

せば、 決して 獨立 能く 爲す 所に 非ざる なり。 隣國の 交、 今に 於て 急と 爲す。 文 周歸ら 

ば 幸に これ を愼齋 同志の 士に 語れ。 文 周 は 專精書 を讀む も、 未だ 甚 しく は 心 を 時事に 

留めず。 然れ ども 吾れ と 居る こと 六月、 交情 甚だ 深し。 今將に 西の かた 筑 紫に 柱き、 

往古 を觀覽 して、 然る 後 國に歸 らんと す。 故に 吾れ 輸 すに 心腹 を 以てする こと 此 くの 

如し。 八月 十七 日 

田 坂 • 中 村 名字の 說 八月 十七 日 

二- 

, .  かた だ  よりぐ み 

吾が 藩の 重臣 堅 田 氏 は、 寄 組 中に 於て 采邑 最も 大きく、  士民 最も 衆し。 而 して 其の 家 

老と稱 する 者 六 家 あり、 吾れ 其の 四 を 知る。 田 坂 茂 人 • 中 村 多 三郞は 其の 二な り。 

二人 は 親しく 兄弟に して、 分れて 二 家 を 襲ぐ。 其の 人 年少く、 皆敦 實の資 あり。 堅 田 


へ 一 ^至 1 一 氏の 主 幼 なれば、 家老 事を議 する に 率ね 親戚に 就きて 決 を 取る。 ここ を 以て 事歸 一す 一 

百 五十石 を 食 

るな く、 沮 滞して 行 はれ 難し。 其の 志 ある 者、 或は 竊 かに 憤 嘆す。 今兹 八月. 其の 老 • 

斷然 建議し、 練兵の 擧 あり。 壯士 二十 六 人、 來 りて 吾が 塾に 就き、 銃陣を 演ずる の 法 

さわ 

を學 ぶ、 事 頗る 府下に 噪 がし。 而 して 四 人の 者 も亦數 中に 在り。 蓋し 其の 家老なる こ ： 

と を 以て 挾む こと を爲 さざる、 家風の 美と 雖も、 抑.' 亦 時變に 通じ、 報國を 知る 者な 一 

り。 去る に 臨みて 田 坂 • 中 村、 余に 名字 を 請 ふ。 余 乃ち 答へ て 曰く、 「兄の 名 は； J^. 綱、 

字 は 伯經、 弟の 名 は 義紀、 字 は仲緯 にして、 可な り」 と。 其の 說に ：！： く、 經 あり 緯ぁ 

一 

. らば、 以て 萬國を 綱紀すべし、 而る を況ゃ 一家 を や。 天下 國 家の 忠は 不和に 在り。 不 一 

和の 原 は 異同 相 軋る に 在り。 經は竪 にして 緯は橫 なり、 竪 あるに 非 ざれば、 何 を 以て 一 

か 其の 橫を持 せん。 綱は大 にして 紀は 小な り、 小 あるに 非 ざれば、 何 を 以て か 其の 大 一 

を 成さん。 伯 は 綱に して 經、 仲は紀 にして 緯 なり。 其の 他の 群材衆 能、 著 はれて 文章 

となり、 散 じて 萬 目と なる、 其の 異、 未だ 必ずしも 同じから ずん ば あらず。 或は 不和 

あらば、 乃ち 忠臣の 節の み。 是れ 吾れ の 二人に 望む 所に して、 乃ち 六 家に 望む 所な り。， 
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顧 ふに 夫の 闔邑士 民の 望、 何ぞ 以て 此れに 外な らん。 當今 天下の 事 だ 急な り、 然り 

と雖も 吾れ 堅 田 氏の 爲 めに 之れ を 期す る こと、 五 七 年の 外 を 以てす。 因って 書して 以 

て 名字の 說と爲 す。 

戊 午 八月 十七 夜  二十 一 问生稿 

竹 下 琢磨の 邑に歸 る を 送る 敍 A 月 一一 十五 日 

y。) 石！ S 勒" 「大丈夫の 事 を 行 ふ. 當に鐳 々落々 として 日月の 皎然 たるが 如くなる べし」 と、 是れ 

て i 曰の 末期 英雄 男兒の 語な り。 吾れ 小少 より 此の 語 を 喜ぶ。 ここ を 以て 人 を 待つ に 城府 を 設けず、 

に亂に 11 じ 群 

00^^^ 瀝肝 吐膽、 一 見 故の 如し。 是れを 以て 天下に 交遊す、 奇才 異能 あろに 非ず。 而 るに 天 

へ て歷； を 

下の 士. 過ちて 許與 せらる。 逋亡 幽囚、 流離 顧沛、 人の 賤 しみ 惡む 所なる に、 而も 天 

しめ 後に 劉 氏  かた 

にやて 自ら 下の 士. 或は 之れ が 愛慕 を爲す もの は、 皆是 れが爲 めの み。 近日 國事 益. -艱 く、 籌略 

帝 * 稱し、 所  • 

趙の 主と 益  >  困 しむ、 有志の 士、 隱計 密算、 以て 大事 を 成さん と 欲す。 余 顧って ft 時の！ I 落 を 

以て ここに 處る。 ここに 於て か 彼れ 交.' 余 を 咎め、 狂と 爲し 愚 と爲 し、 訐直名 を 好む 


と爲 す。 吾れ 退きて 之れ を 思 ふに、 人 言 誠に 當れ り、 吾れ 默 せんの み。 會ノ € 生 竹 F 

(二) 

琢磨 將に 去らん とす。 琉 磨は戶 田の 邑人 なり。 是れ より 先き 同 邑の士 ニ卜餘 名と 松 下 

； 名  塾に 來り、 銑陣を 演習す。 二十 餘名は 巳に 去りた る も、 琉磨獨 り^まり、 書を讀 むこ 

と數 日に して 然る 後 去る。 吾れ 戶 田の 人士 を歷觀 する に、 谆素 質朴、 猶ほ 古色 あり。 

然れ ども 謹 勅 謙譲、 ^落の 風に 乏し。 ここ を 以て 終日 相對 する も、 其の 藏 否の.；；^ る 所 

を 見ず。 問 ま 叩く に 一 事 を 以てする に、 唯々 する のみ。 人 は 蟲蟒に 非ず、 孰れ か 智識 

なからん。 智識 あり、 而 して 肯 へて 人に 語らざる 者 は、 謹 勅 謙譲と 云 ふと 雖も、 抑.' 

. 大丈夫の 行ならん や。 孫 磨 留まりて 讀 むこと 日 あり、 頗る 相盡す を 得たり。 故に 吾れ 

敢 へて 默 せず、 復た奠 時 鐳 落の 習を發 し、 且つ 望む に 英雄 sf^ 兒を 以てし * 以て 训れを 

吿げ 併せて 在 邑の諸 士に吿 ぐ。 人 吾れ を咎 むと 雖も、 吾れ の 素、 其れ 終に 變 ずべ けん 

や。 八月 二十 五日 

無 思 不服 八月 (力) 
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(五， - 行 相 "五- 

益 行 相 君に 上る 九月 十九 日 


(I)  fst 大 

雅、 文 王 有 S 

の篇に 出 づ" 

子 公孫 丑 上 

第三 案に も 

用 さる  


(二)  》: 全集 

第 九き 「七 tl- 

ノ外 二十 一 回 

害 書」 中に 牧 

む" 當 巷 

に >K 布せ し將 

pef 家定 毒殺 說 

も 中心に 幕閣 

謀反 人 及" び 

忠義の 面 * の 

一と を晝 きし 

u について- V 

の 意 を^ 說て 

る もの 

(二) 長門國 

ISJ^ 郡に あり、 

毛 利 氏の 末 家 

一 萬 石の 城下 

(E) 名 は 守 

bT 豐 浦 山模 

isf; す LS? 傳〕 


- 二  - 

道化 狂畫考 に跋す 九月 中句 (力) 

一. 三 ン 

•  きにする；  (sn  き .f- き 

右一 篇， 淸 末の 浪人 船 越 淸藏の 著 はす 所な り。 事、 諧に 近し と雖 も、 亦 以て 鬼 喊の態 

を 究め、 且つ 其の 人の 忠心 を觀 るべ し。 傳へ 聞く、 淸藏 行年 六十、 大津に 僑 居す、 貧 

にして 以て 自ら 給す るな し、 書札 句讀 もて 兒 童の 師 とたり、 以て 餓 口に 資す。 平居慨 

然として 曰く、 「天朝.， 江 家の 爲 めに 死せば、 死して 吾が 所 を 得るな. り」 と。 臣 此の 

文を讀 みて 其の 人 を 想 ふ、 故に 謹んで 奉 上す と 云 ふ。 


戊 午 幽室 文 稿  二 四 六 

おも ひと t て ふ，、 せざる なし  あや K< 

無-一 思 不一 レ服 の 四 字、 人 多く 錯り 解す。 朱 註 は 心服と 爲す、 是れ 其の 由る 所な り。 

余 謂へ らく、 無二 思 不一， 服と は卽ち 服せ ざるの 思 ひ 無き なり、 言 ふこ ころ は 西 東南 北の 

ひとして しから-, - 一る- -i な し ところと してし からざる， なし 

思 皆 服す るな り。 無二 日 不 1 レ然. 無二 處， 不一 レ然、 皆 同 句法の み、 奇特の 解を爲 すな 

> し C 

力れ 


(fc) 本卷意 

見 書類 九 s 十 

六日 附 「盆 田 

彈 正に 上る 意 

見 書」 に淸藏 

の ことにつ い 

て 言 へる こと 

あり、 恐らく 

は それ もさす 

ならん か 


井蛙 錄ー卷 は、 船 越 淸藏の 著 はす 所、 論 老に理 正しく、 援引 叉 力む。 其の 書に 就きて 

其の 人 を 判る に、 決して 浮薄 空 腔の 能く 及ぶ 所に 非ざる なり。 ，^、  tl{ 竊 かに 淸藏の 辜 

を 言へ り、 然れ ども 謂へ らく 一老 朴翁、 頗る 國を憂 ふる 者の みと。 今 此の 錄を觀 て、 

大いに 驚異す。 伏して 願 はく は 昨 言 ひし 所、 速 かに 議尤を 賜 はらん こと を、 蓋し 火擧 

に 非 ざらん。 萬、 執事の 鐾 別に 在るな り。 九月 十九 日 


(ヒ) 周防國 

大野 村 出身。 

本卷 一 九 六 頁 

參照 〔關 傳〕 


(八) 尾 張， 

水戶の 二親 藩 

i 越 前 福 井 藩 


(七) 

生 田 良 佐の 邑に歸 る を 送る 敍 九月 二十 四 H! 

生 田 生、 旣に志 を 京師に 得ず、 來 りて 松 下 塾に 寓す。 叉 故 ありて 去らざる を 得ず、 將 

に歸 りて 其の 邑に讀 書 せんとす。 生、 貌厚 くして 氣完 く、 文 あり 行 あり、 宜しく ぼの 

愛慕す る 所と なるべし。 今 乃ち 是 くの 如し、 時事 知るべき のみ。 然れ ども 今 曰 辜 機の 

會は、 朝 去 夕來し 有志の 士 をして 喜 怒 を 其の 間に 變ぜ しむ. 何ぞ 能く 爲す あらん。 入 

子の 勅、 幕府の 奉ずる 能 はざる は、 資尾 . 水 • 越に 在り。 尾 . 水 • 越の 奉ずる 能 は ざ 

る は、 * 天下 諸 藩に 在り。 天下 諸 藩の 奉ずる 能 はざる は、 责草莽 豪傑に 在り。 
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傑 上天 下 諸 藩と 幕府と を 責め、 萬々 從 はれ ざれば、 死 を 以て 之れ を爭 ふ- 正義と 謂 ふ 

べし。 身 を 以て 之れ に 任ず、 大忠と 謂 ふべ し。 此の 論 明白、 疑を容 るる 所な し e 然れ 

ども 漫然 之れ を 人に 語らば、 人 以て 叛 人と 爲し、 以て 狂 夫と 爲す。 生 田 生に 非 ずん ば、 

吾れ 安ん ぞ之 れを發 せん。 

^^F0  彌 二に 與ふ 九月 二十ず 

〔《5〕  え やす 

彌 二の 才、 得 易から ず、 年穉 なりと 雖も、 學幼 なりと 雖も、 吾れ の 相 待つ こと- 則ち 

長者に 異ら ざるな り。 何 如 ぞ契濶 乃ち 雨る や。 時勢 は 切迫せ り、 豈に內 に 自ら 惧 るる 

もの あるか。 抑. -已に 自ら 立ち， 吾れ の 論に 於て 與 せざる もの あるか。 逸 遊敖戲 して 

學業 を荒廢 する は、 則ち 彌 二の 才- 決して 然ら ざるな り。 說 あらば 則ち 已む、 說 なく 

んば卽 ち 來れ。 三日 を 過ぎて 來ら ずん ば、 彌ニは 吾が 友に 非ざる なり。 去る 者 は 追 は 

ず、 吾が 志 決せり。 九月 念 七 


む下武け い 周文太資商^餓恥の诚れ位竹^^ も に S 年 2 
に 王て て • も 王公 相の S 死ぢ 粟す 後 も 君； 3 呈謁城 十 じ 
王 も 射武興 を 望 。人 す 首 をに 武讓の すしし 《 
たし も 王し 助呂 太、 伊 陽 食 及 王り 二  g? 、てハ 安 
らて討 も 、け 尙公湯 尹 山 ふび 射て 子の 阔將リ 政 
し，大 ち 助 次て 、はの は にも 周 を 逃 、孤 書軍ス '四 


(五) 霍義は 

？ S の 人、 兵 を 

寧げ て 王莽も 

討ち 劉 信 を 立 

てて ；大 子と 爲 

し 自ら 大 1? 馬. 

と稱 す。 後 Jl^ 

i*^ 傑 起り て遂 

に， お す。 徐 


時勢 論 九月 二十 七日 (原 和 さ 

某竊 かに 時勢 を觀 察する に、 寶祚 無窮の 大 八洲、 存亡 誠に 今日に 迫れり、 誠に 恐れ 

多き 事な り。 上 は 主上より、 公卿の 歷々 より、 下 吾々 士 民に 至る まで、 中々 一 通り 

の 心得に て は相濟 まざる ことなり。 抑. -德川 家 征夷 將 軍に 任ぜられ てより 以來、 外爽 

控敏の 策、 著々 其の 宜を失 はれた る こと は、 一 朝 一 夕の 事に は 非 ざれ ども * 中に 就き 

て 近來墨 夷の 事 起り しょり 以來、 彌.' 以て 外內 失策の み 行 はれ、 條約 調印に 至りて 極 

ニコ 

まれり。 去年 墨 使の 來る や、 某 長大息して 云 はく、 「神州 已に陸 沈せ り。 亡 國の事 は. 

皇國に 於て 振 古 以來斷 えて 前蹤な きこと なれば、 何 如して 可な らん か。 - しむ ことなく 

(三)  -£)  i) 

んば， 漢土 賢哲の 往踪 なりと も學 ばんか。 伯 夷 • 叔齊は 何 如、 伊 尹 • 太 公 は 如何、 種 

義.. 徐敬業 は 何 如」 と、 頻りに 苦惱 する s:、 恐れ多く も 九重の 勅 詫 天下に 布き、 草 

莽迄も 響き渡り、 死者 再生の 心地に て、 幕府 奉揚、 諸侯 協同、 天兵 一 時に 夷 を in 懲 

する の 事 あらんと 日夜 翹 企せ し處、 E おに 圖 らん や、 六月 二十 一日 神奈 川に ての 調印、 

幕府 明かに 勅 読に 違背せ り。 爾 のみならず、 正論忠志の尾張 • 水戶 • 越前等を黜1^5 
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00 する に 至る。 某、 是に 於て、 天子 逆鱗 何 如 程に か あらんと 恐惶に 勝へ ず。 而 して 今 

仁 . 駭賓 王す"^ 

と 武氏を 討ち、 に 至る 迄 何たる 御 處置も 承らず。 尤も 幕府. 尾 張. 水戶へ 勅； _ 一 化 を 下され、 a つ 公郎 

れ て.^ 下 の 

？听 となる 親姻の 所緣を 以て、 二三の 名 藩へ も御內 書を發 せられし 由 なれ ども、 是れ又 If^:!^ き 

,  み * 二ら す  (一) 

ほ M 事 も 承らず。 加 之、 水 戶は奸 臣の輩 父子の 間 を 離間し、 內輪 甚だ 不 協和に て、 近日 

正論 者 1 一人-韻 觸 を 誠 罰し、. 奸臣 二人 駄相研 S: を舉 用し、 勅 詫の 趣い かが 致す ベ 

くやと、 丸に 打明け 幕府の 閣老へ 謀りし に、 閣老云 はく、 「此の 勅詫は^^奏の隨意 

に 書せ しものに て、 直 勅に は 非ず」 と對 へたる 由、 かかる 次第にて は、 中々 以て 少し 

も御爲 めに は 成らず。 尾 張 も元來 天下の 務に 疎き 國風 にて、 竹 腰 如きの 奸物 甚だ 跌 

する 由、 されば 天下 賴 むべき 諸侯 は 至って 少なく、 勤王の 事 は 思 ひも 寄らぬ 事な り。 

天朝 格別 の 御 英斷な されず て は、 神州 は 必ず 夷狄 の 有と なる ベ く、 皇太神 の 神勅 

も 今日き りなり、 三種の神器 も 今日き りなり、 豈に 痛哭に 堪 ふべ けんや。 幕府に は 墨 

夷との 條約 も相濟 み、 近日の 內、 外國 奉行 • 目 附 等の 吏員、 星 夷へ 渡海 致す 由、 然れ 

ば 和親 は 益. >固 まり- 且つ 幕府より 外 夷へ 許し 遣 はす 所の 諸 港 も漸々 開 市 致すべく、 


のへ 梅 先 策 至 部 年つ 
1*  、田づ をり 詮九じ 
端 安雲 九 斷て勝 
を政濱 巧行强 京 老 せ 
開大を 七し 誕都中 政 

く獄捕 H   、政に 間 五 


夷 官夷民 共 も 追々 占據 致すべく、 加 之、 魯 西亞. 唤咭 1- • 拂朗察 等 も 同樣條 約相濟 み、 

殊 に 淸國 -複轍 の 鸦片 を も 持ち 來る を 許し、 一 一 百年 來德川 家 第 一 嚴禁な る 天主 敎をも 許 

し >  繪 踏の 良法 を改 除し、 他日の 忠害已 に 目前に 備 はれり。 今日 を 失へば 千萬歲 待ち 

て も 機會は 決して ある ことなし。 幕府 天 勅に 背き、 衆議 を排 し、 其の 私意 を 逞しう 

する は、 賴む所 は 外 夷の 援 なり。 然れば 幕府に は、 諸 國義擧 の 起らぬ. に、 早く 外 夷 

の 和親 を；^ くす るの 謀と みえたり。 只今の 勢に て は、 天朝より 幾 百 通の 勅： 一 ^ 降り 

て も、 諸侯より 何千 通の 正議を 建白しても、 幕府に は 一 向 遵奉 採用 は 之れ なく、 只々 

. 外 夷の 和親 を 急ぐな り。 和親 已に堅 まる 上 は、 天下 正 議の者 は 悉く 罪に 行 ひ、 又 天 

朝 正議の 公卿 をも暖 鋼誅戮 に， V 及び、 其の 次 は，^ 久 • 元弘の 故事 を援 きて 主上 を議 

(二) 

する に 至らん こと 必 せり。 此の度 梅 田 源 次 郞等召 捕り 候 にても 报 知すべし。 然るに 

天朝に、 今日の 機 を 失 ひ 空論 を 以て 實毒を 攘ひ給 はんと ある こと * 實に 恐れ多き こと 

ならず や。 天朝の 御 定算は 蓋し 諸侯の 赤心に て 人心の 歸 する 虚を御 待ちな さるるな 

るべ し、 誠に 勿體 なき ことなり。 當今 二百 六十 諸侯、 大抵ー骨梁子^^にて、 大ド國 家の 
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事務に 迁潤 にして、 殊に 身 家 を 顧み 時勢に 媚諛 し、 其の 臣 なる 者、 御大 事 御大 事と 申 

す 事に て 其の 君 をす くめ、 勤王の 大義お ど は 夢にも 說き 及ぼさず- 何程 聰明 果斷の 人 

君 ありと も、 決して 袭擧を 企つ る こと 相 成らぬ 勢な り。 是れ 尋常の 諸 藩し かり。 其の 

奸惡 なる 者に 至りて は 幕吏に 連結し， 其の 逆焰を 助長す る 類 少なし とせず。 然 れば當 

今 天下の 諸侯 を 御 待ちな されて は、 終に 幕府の 議に 落ち 伏せ、 其の 末 は 外 夷の 羼國と 

相 成り、 皇國の 滅亡 實に踵 を旋ら さざる ことなり。 眞に 此の 趣 御 落 著 遊ばされ たらば * 

天下 萬 民の 信服 仕り 義愤 を激發 する の 御處置 あらま ほしき ことなり。 勿體 なけれ ども 

後醍蝴 天皇 隱岐の 出で まし あれば こそ、 天下の 義兵 一同に 起り たり。 加 之." 是れ より 

先き、 後鳥羽. 順 德 • 土 御門の 三 天皇の 御 苦難 も あらせられたり。 されば 建 武の御 

一 Hv^if 中興、 中々 一朝 一 夕の 事に は 非ず。 孟 1： が 「苟も 善を爲 さば、 後 I 子孫 必ず 王者 あら 

章 一照  か ごと 

ん。 君子 業 を飢め 統を垂 るるに は、 繼 ぐべき を爲 すなり。 夫の 成功の 若き は 則ち 天な 

つと 

り、 君 彼れ を 如何せん や、 彊 めて 善を爲 さんの み」 と 申した る も、 思 ひ 合 はすべし C 

某の 所見に て は • 主上 大いに 天下に 勅 を 降し、 あらゆる 忠臣 義士 御 招集 遊ばされ. •  _ 


叉 尾 張 • 水戶 ， 越 前 を. 始め、 正義の 人 罪謫を 蒙り、 叉 は 下賤に 埋沒 する 者盡. く 闕 ！.' 

に 致し， 外夷撻 伐の 正義 御 建て 遊ばされ 度き ことなり。 某 向 に 屡 ノ観山 遷幸の 事を議 

. す。 今 前說の 如く 行 はれば、 遷幸な きも 亦 可な り。 確乎と して ：g 武以來 の 帝都 御 持 

守 遊ばされ、 幕府より 何程 逆 焰を震 ひ 悖 慢の處 置 ありと も御頓 著な く、 後.；：：？ 羽. 後 

ニー) 

(二)  新 醍猢兩 天皇 を 目的と して 御覺！ ^定められば， 正 成 • 義貞丄 咼德. 武 重の 如き 者、 累々 

田 • 兒島 • 菊 

ff  繼ぎ出 でん は 必然な り。 今 天朝に は、 德川 扶助、 公武 一 和との み 仰せ 出さる る 故、 

德川 は， 益.' 威 を 逞しう し、 諸侯 は 悉く 德 川に 頭 を 押 へられ， 勤王の 手足 は 出で ず 

其の 下の 忠義の 士も皆 征夷 か 諸侯の 臣 1^ に 非ざる はなければ、 其の 主人に 先だって 義 

擧を 企つ る こと もなら ず。 終に 天朝に 心を歸 する 者 ありと も、 志 を 抱きながら 老死 

致し" 甚 しき は奸 吏の 手に入り、 囚奴 となり， 戮 死と なり- 終に 戀闕の 志 も 日 を逐ひ 

て 薄く 成り 行くな り。 是れ 迄の 寛大の 御 處置は 誠に 凡慮の 及ぶ 處に 非ず、 御尤もと 申 

上げん も 畏れ 多 けれど、 今より は 御 果斷の 時節 到來 にて、 今一 年 も 今の 形に て 御觀望 

なされば， 忠臣 義士 半ば は 死亡， 半ば は 挫折し、 幕府 は 益. '凶 威に 募り、 諸侯 は 益.' 
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おそ 


2) 大原重 

德。 中纳言 a 

尹の 子に して 

當時參 叢たり。 

夙に 皇室の 式 

故 を き 幕府 

の lass を 憤り、 

松 陰 等に 大 

の 盟主と 仰望 

さ 7%  .31 ほ 本 

書 は 故 ありて 

遂に 大原 御の 

手に 達せ ざり 

しとい ふ。 第 

九 卷.、 安政 五 

年 十 R- 二十 一 

日附+ 、原お 書 

參照， 閱傳〕 

(二) 以下 木 

書中の 人名 

十二 卷^ 係 人 

； r 傳參照 


幕 威に 懾れ、 而 して 外 夷の 患 益、 - 深く、 天下の 事 丸に 時 去り 機 失 ひ、 何 如と も 手は附 

き 申さぬ こと 必然な り。 此の 論 尤もと 思 召さば 別に 秘策 あり。 此の 論不當 ならば 某最 

かつ- <、 

早 勤王の 手段 盡き 果てた る 故、 且々 に 主家へ 微衷 を效 すの 外 致し方な く、 亡國 の苦惱 

適從 する 所 を 知らず.、 痛恨の 極、 爱に 止まりたり。 

戊 午 九月 念 七日  草莽 の 臣藤 原矩方 謹ん で 撰す 

(1 - 

大原 卿に 寄す る 書 九月 二十 八日 i 和文) 

謹 白 

先達て 弊 藩 書生 中 谷 正亮. 久坂玄 瑞參殿 仕り、 御高 議竊 かに 相 伺 ひ 候 由に て * 委細の 

儀 書翰に て 申し 來り、 且つ 輕卒 伊藤 傳之輔 と 申す 者歸り 來り兩 生よりの 傳言 之れ を 承 

り、 誠に 御 父子 樣御揃 ひ 御 正義 御 雄 論 只々 感 佩し 奉り 候。 傳聞 仕り 候處. 御高 議に云 

はく、 「此の上 は 吾が輩 一命 を 投げ 候ても、 身 を 奴隸に 致し 候ても、 諸侯の 國に往 き 

其の 大臣に 相對 致し * 一藩の 國是 聞き 轧 すの 外 之れ なく 候。 汝が 藩の 大臣 能く 我れ に 


面する や。 若し 能く 我れ に 面せば、 我れ 卽ち策 を 決して 西 下せん」 との 御 事、 三人の 

者 共、 書翰 且つ 口上に て 私見 込 を 尋ね 來り、 且つ 意見 あらば 早々 大原 卿の 下 執事へ 申 

上げよ と 申す 事に 御座 候。 私儀 未だ 曾て 御 下風 を も 御 伺 ひ 申 上げざる 者、 席 突に 天！^ 

の 大計 申 上げ 候 事 恐れ多く 存じ 奉り 候へ ども、 三人の 者 は 皆 私異體 同心の 朋友の 事に 

て、 殊に 雨 生 一度 下風に 拜趨 仕り 候 上 は 私儀 も 最早 同様の 優と 相考 へ、 申 上げ 度き 事 

(二)  * 卷ニ の 御座 候。 私意 見 は 別紙 時勢 論の 通りに 御座 候。 就いては 主上 御 決心 後 羽 • 後 

HI 九 頁 參照 

醍醐 兩 天皇の 覆 轍 だに 御 厭 ひ 遊ばされず 候 はば、 私 策 言上 尤も 願 ふ 所に 御座 候。 諧 

侯恃 むに 足らずと 申す： s:、 公卿 間より 親しく 御 下向 御說破 遊ばされ 候 はば、 四 五 藩 位 

は 立 所に 應 ずる 者 も 之れ あるべき か。 一旦 義旗 擧 がり 候 上 は 雲霞の如く 天闕 に拜趨 

仕り 候 段 疑 之れ なく 候。 併し 他 藩の 事 は詳か に 存じ 申さず 候 へ ども、 弊 の 依、 當職 • 

當 役と 申す 兩人、 家老 中の 要職に 之れ あり 候處、 當職 は國事 を總攝 什り 候 故 に國扣 

と唱へ 申し 候、 當 時浦魏 負と 申す 者 相 勤め 候。 當役は 寡 君 輔弼の 任に して 江戸へ 從行 

仕り 候 故 f に 行 相と 唱へ 申し 候、 當時 益田彈 正と 申す 者 相 勤め 候。 兩人共 孰れ も 有志 
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(1) 姓 は樂 

正、 名. は克， 

孟子の 弟子。、 

善人と して 有 

名な り。 孟子 

盡 心下篇 第二 
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の 者に 候處、 浦 は 老輩に て 其の 家來 忠義の 者 殊に 盛に 御座 候。 签田は 行年 二十 六 七 歳- 

英氣活 澄の 人物に て、 當時象 老中 第一流の 人材に 御座 候。 私 門人に 付き 幽囚 中に. て も 

兼て 志 を 通じ 居り 候 事に 付き、 勤王の 一義に 於て は 常に 其の 志 を 同じ 候 儀に 御座 候。 

浦の 橡愿前 田 孫 右衛門、 忠直 善く 人 言 を 容れ候 者に て、 是れ弊 藩の 樂 正子に^ 座 候。 

益 田の 緣屬周 布 政 之 助、 是れは 此の節 上京 仕り 居り 三條公 へ 謁見 を 得 候 由 承り 及び 候 „ 

三條 家の 方 能々 御 聞き 繕 ひ 遊ばされ 度く 候。 此の 者剛 正比な し、 併しながら 頗る 持 重 

論 も 之れ あり 候。 其の 他 兩相府 の 役人 共 孰れ も 異論の 者 は 御座な く 候。 小吏 無 役の 輩 

に 至りて は 頗る 篤志の 者 之れ あり 候。 右に 付き 御 父子 樣間御 西 下 遊ばされ 候 はば 私屹 

と 周旋 仕り、 兩相等 謁見 仕り 候樣 仕るべき 覺 悟に 御座 候。 私儀 幕府の 罪人に て 幽囚の 

身分に は 御座 候へ ども、 今にも 脫走 上京 も； id るべ く は 候へ ども、 只今 上京 仕り 候て は 

一 手 も 出さぬ 前に 又 幕府 へ 召 捕られ 何の 益 もた き 事に 付き、 御 父子 樣間御 下向 遊ばさ 

れ 候 は ば、 及ばず ながら 弊 藩 の 力に て， も 御身 柄 を 幕府 へ 渡し 候樣 の 事 は 斷然 仕らず 候ハ 

左 候 て 弊 藩御逗 留 中に 弊 藩 有志 の 者 共 九州 邊へ差 廻し、 勤王の 儀 申談じ 仕るべく 候。 


最早 かく 成り行き 候 上 は 官軍 贼 兵の 姿 忽ち 兩 端に 相 分れ 候满 に付き、 有志の 士は 悉く 

弊 藩迄駄 付け 申すべく 候。 左 候 はば 萬々 失策に 出で 候 も、 私共 同志の 者 計り 募り 攸と 

も 三十 人 五十人 は 得べ くに 付き、 是れを 率ゐて 天下に 横行し 奸賊の 頭. ；っ 三つ も瘦候 

上に て戰死 仕り 候 も、 勤王の 先鞭に て 天下の 首唱に は 相 成り 申すべく、 . 私儀 本望 之れ 

に 過ぎず 候。 諸侯 恃 むべ からず、 草莽の 志士 を 募る と 申す 事、 大坂^ 等の. 没 轍 をのみ 

思 ひ 合 はせ、 一 概に危 ふき 事の 様に 申す 者 も 御座 候へ ども、 是れは 事の 本末 を考へ ざ 

(二) 大野 治 るの 論に 御座 候。 大坂陣 は 元 來豐臣 氏の 爲 めの 義兵に は 之れ なく， 1^ に 大野 杯が 好 計 

長  み 

に 籠 終され た る 不遇 失職 の 徒の 私黨 にて、 殊に 明 智の士 は關ケ 原 前後 に皆德 川へ 與し、 

其の 與 せざる は 大抵 時機 を辨ぜ ざる 鈍 頑の 徒に 御座 候。 况ゃ 此の 時德 川の 武運 日の 升 

るが 如く、 明主 智將ー *1 材 能の 士を 羽翼 股肱と せし なれば、 大 坂の 收 固より 其の 所な 

り。 今日の 事 は 則ち 然ら ず、 天下の 諸侯 志 ある 者已に 少なく、 偶. '其の 人 ありと も、 

家老 . 用人な どの 諸 役人 俗論 を 以て 是れ を；^ む 時 は 能く 攀動 する ことな—。 此の 聚皆 

身 家 を 顧み 妻 孥を眷 み、 斷然 大義 を 以て 自任す る こと 能 はず、 其の 人知るべし。 彼の 

戊 午 幽室 文 稿.  二 五 七 


戊 午 幽室 文槁  二 五八 

募りに 應 ずるの 志士に 至りて は、 禍福 死生 已に 其の 念を絕 ち， 大節 大義 を 天下 後^に 

建 明 せんと 欲する 者 共の 俊に 候へば、 所謂 一騎 當 千なる 者に して、 德川 は-しに 衰運に 

趨き候 折 柄の 儀に 候へば、 大坂陣 と 同日の 論に は 御座な く 候。 陳て叉 元 弘の時 は民怨 

に乘 じて 北 條氏を 討 罰し 給 ひ、 今は士 論に 因りて 德川を 匿 正し 給 ふ。 事體各 >異 り、 

か. A. に 

難易 も 亦 同じから ずと 云へ ども、 外 夷に 關り候 事に 付き、 今日 迄 は 天下の 愚 夫 愚婦迄 

かつ/ *  - 

も且々 に 切齒扼 腕の 氣 之れ あり 候 故、 程好く 鼓舞 致し 候 はば、 士論 は卽ち 民怨の 端と 

相 成り 申すべく 候。 若し 此の 分に て曠 日彌. '久しく 遊ばされ 候 はば、 外 夷の 事 日々 に 

人心に 習れ 染み 候 て 切 齒扼腕 の 氣も 沮喪 致し、 民怨 の み な らず士 論 も 崩れ 行き 申す ベ 

き は 必然に 付き、 何分 士 論の 崩れぬ 先き に 御 決 策 御 下向 待ち 奉り 候。 委細 は 傳之輔 へ 

含め 差 登せ 候 間、 吳々 も 草 莽の愚 願是に 止まり 申し 候 事。 

叉 白す、 周 布 政 之 助 三 條公迄 申 上げ 候 俊 未だ 委細 は 承り 及び 申さず 候へ ども， 寡 君 

よりの 直 命 を 受け 罷り 登り 候 事に 付き、 { 暴君 平素 勤王の 微衷 は 申 上げ 候 事と 察し 奉 

り 候。 さりながら 是れは 外 間にて は 存じ 候 者は斷 えて 之れ なき 事に 付き， 是れへ は 


關係 なく 御 下向 下され 候ても 苦しから ず 候。 f 一  應三條 家へ 御內 達の 上に て御處 

置 遊ばされ 候 ことに 御座 あるべく や、 此の 投；^ ひ 奉り 候。 別紙 時勢 論の 满は 何卒 

叙 聞に 達せ させられ、 主上 御 決 策の 處竊 かに 伏聽 仕り 度く 存じ 奉り^ 事。 

九月 一 一十 八日 


： 根文季 墓誌銘 十 四 H 


二)  《ss 家の 

言に 手足 痲 

する., « 不仁と 

いふ 

(二) 毛 利 藩 

府 所在地た る 

サ戏 あさす 


や ばら 


山 根 文季、 ，名 は 正直、 周 防 吉敷矢 原の 人な り。 本と 重宗 氏、 父 を 良策と：：： ひ， 名 は 正 

則、 世 眼科 醫を 業と す。 文季は 其の 二子、 出で て 山 根 氏を繼 ぐ。 良策 多病に して， 年 

四十、 手足 不仁と なる。 文季、 藥 资を收 めて 以て 父 を 養 ふ。 居る こと 之れ を 久しう し 

て， 良策、 文季に 謂って 曰く、 「吾れ 初め 府下に 開業し、 進みて 藩 醫に列 せんと 欲せ 

り。 今 病みて 果す能 はず。 汝 勉めて 吾が 志 を 成さば、 吾れ に 於て 足れり」 と。 文^ こ 

ひがし. A がはづ むら  くびす ひび 

こに 於て 出で て 获の東 香 川 津邑に 象し、 眼科 を 以て 治 を 施す。 來り請 ふ 者， 鍾日 其の 

門に 接す。 天 保 三年， 事 聞え、 恩命 あり。 其の 八月、. 良策 歿す。 後 六 年、 眼科 を 以て 

戊午脚{^-文稿  二 五 九 
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御薩醫 となり， 寺社 組に 班す。 叉 三年、 外科 を 兼ね， 城 番に加 はる。 安政 元年、 墨 夷 

再び 武 相に 來る や， 夷勢猖 狂に して、 人心 頗る 惧る。 文季、 乃ち 奮然 自ら 役に 從 はん 

こと を 請 ひ， 款 成りて 歸る。 今茲夏 秋の 際、 惡癘 大いに 行 はれ、 天下の 死亡 相 踵ぐ。 

而 して 文季も 亦疾に 罹りて 歿す、 實に 八月 二十 九日な り。 行年 五十 有 七。 配 白 上 氏 一 

をお  よよ 

を 生む、 小 野 氏 を 冒し、 爲 八と 稱す。 從子孝 仲、 重宗 氏より 來り嗣 ぎ， 其の 業 を 世 

にす。 二 女 あり。 一は 卽ち孝 仲の 配、 一は 安部 氏に 適く。 孫 男 二 あり。 兄 は 飯 田 氏 を 

ほど-一し 

冒し， 淸 巷と 稱す。 弟 は 吉_难* 皆 孝 仲の 子な り。 文季 素と 惠 あり 施 を 好む。 諸 病客來 

やど 

りて 治 を 請 ふ 者， 或は これ を 其の 室に 寓し、 飮食藥 餌 必ず 謹 を 加 ふ。 其の 貧に して 資 

さ  にぎ 

給す る 能 はざる 者に は爲 めに 其の 藥券を 折き、 甚 しき 者に は 或は 资を與 へて 之れ を賑 

はす。 而 して 平素 儉樸 苟も 費さず。 性寡默 にして 最も 能く 事 を 勤め、 家に 居りて 未だ 

嘗て 寧處 せず。 然れ ども 酷 だ 酒 を 好み、 客 あれば 必ず 留めて 與に飮 む。 醉 へば 則ち 滑 

おとが ひ  じん ぞく 

稽 百出 以て 人の 頤を 解く、 其の 人 俗に 拘ら ず、 其の 歡を盡 して 而る 後已 む。 孝 仲 -爲 

八 皆 素と 余と 相 知れり、 孝 仲、 憂 服 中より 狀を 致し， 其の 墓に 銘 せんこと を 請 ふ。 銘 


S す 戶 九 整 て 捕 S  .賓2十 で 日 こ ^^秀時 人 S 居譴藩水 治 事 士:^ 
b  、獄 g が 伏 吏 七 。；: j 门歿 俄の 袖 勤 、 -ち謹 を主戶 、六に 。ご 

^ 年中 十れ 見に 口 こ 關 すか 年と 王 京 愼^ 何 •  年年 奔;^ 
[？ョ に 四 、の 拙 幕の 梅傳 、に 九 仰 志 者 都 梁す りれ 越 尾 五 五 走 末 肥 
十 病 日 翌獄は 府年田 U 年 病； 3 が士  。の 川 て も 前 張 十 3 しの 後 
五 死 江 年 にれ の 九 雲 七ん 二る の 當詩星 隱 幕の • 六 病 明 国 藩 


に 曰く- 

う つ  あまね 

矢！^ の籍、 來 りて 香 川に 徙る。 事 を 繼ぎ志 を 養 ひ、 醫名 日に 宣し。 北山 々として. 

孫子 慶延 す。 

安政 戊 午 十月 四日  二十  一 Mil  士！ a 方 撰す 

轟 木 武兵衞 に SS す 十月 AH 

六月 念 五の 芳牘、 八月 下句 を 以て 達す。 承 はれば、 老臺 東上の 議、 抵指 する 所 ありて 

ただ 

遷延 果さ ずと- 憾々 何ぞ 止まん。 目下 時勢 切迫す。 幕府 特に 勅に 違 ひて 調印せ しの 

(三) 

みならず、 復た將 に 私 使 を 夷 國に發 せんとす。 正 議の幕 親 一 たび I ハルれ て 再起の 色 を 見 

ず。 賴る 所の もの は 天朝の 元 氣凜々 として 橈まず、 公卿 亦 皆蹇々 "ゆ^する、 是れ賀 

(gn  (五) 

すべきな り。 而 して 下に 在る の士、 梁 星 Z 品 は 病歿し、 梅 雲 濱は幕 捕に 就きて 伏 獄に梨 

き やう だつ 

がる、 人 をして 驚 せし むる のみ。 士 此の間に 生れ、 楊柳た らんと 欲せば W ち 楊柳た 

くだ 

り、 松柏た らんと 欲せば 則ち 松柏たり。 霜 を 排し雪 を 凌ぎ、 枝 折れ 錄摧 くと も、 寧ん 

戊 午幽. M 文槁  . 二 六一 


(一) 本卷ニ 

二 五お ね-照。 

吟勢； r は 二  gi 

九お tf^ 照 

(二) 宮都鼎 

藏，永 鳥 三 平。 

何れも 後： 话 

勤-土の 士 にし 

て、 松 陰の 親 

友 L 関傳〕 

(三) 来 原 良 

0  〔 關傳」 

(ra) 中 村道 

太郞 〔閼 镇〕 

(五) 白 井 小 

助， 炸 井竹提 

〔開 傳〕 


(六) 後の 伊 

藤 博 文 〔閼 Is 


戊 午幽宰 • 文 稿  二 六 二 

もと 

ぞ 陽春の 囘 なからん や。 老臺は 社中の 長者に して、 性 素より 沈毅 なり。 今日の 務 必ず 

至當 不易の 論 あらん， 僕 願 はく は預り 聞かん。 僕の 膚見、 誠に 謂へ らく、 觀望持 重、 

今の 正義の 人、 比々 皆 然リ。 是れ 最大の 下策たり、 何 ぞ輕快 拙速、 局面 を 打破し、 然 

る 後 徐ろに 地 を 占め 石 を 布く の 勝れり と爲 すに 如かん やと。 囚室臆 度 • 時勢 論 以下 數 

通寫し 致す、 一 々敎を 垂れられよ。 { 呂部 • 永 ilm 一 君， 近日 何 如なる 情 態ぞ。 此の 書 及 

び 致す 所の 數篇を 併せて 之れ に 示されな ば、 何の 幸 かこれ に 加 へん。 怛だ 機密の 一 事. 

たやす 

僕 平日の 同志と 雖も敢 へて 輙く 告げず。 今 突然 三 君に 示す。 三 君 僕の 困苦 を諒し >  幸 

に 此れに 處 する あらば、 實に 望外の 奇 幸と 爲す。 來原は 此の 次、 命 を 蒙りて 崎に 柱き" 

中 村 は 近く 政府に 進む、 白 井 • 坪 井は舊 日に 異る なし- 幸に 放念 あれ。 多事 卒々、 萬 

未だ 旣 くさず。 十月 八日、 寅再拜 して 白す C 

叉：：： く 

此の 生 は 伊藤 利 輔と稱 する 者な り、 胥 徒の 末 役 なれ ども >  反って 好んで 吾が 徒に 從 

を \- な  さき 

ひて 遊ぶ。 才 劣り 學穉 きも、 質 直にして 華た-し， 僕 頗る 之れ を 愛す。 向に 事に 冈リ 


て 京に 上り、 數日 にして 歸る。 此の 行 良 藏に從 ひて 崎に 往き， 道 を 枉げて 貴 藩に 出づ 

幸に 一.4" を 辱う し、 兼ねて 敎 へらる る 所 あれ。 ^々。 


(ヒ) 韓退 之、 

an 黎と號 す。 

德宗に 佛骨を 

論す る 表 も 上 

り、 その 怒に 

觸れて 潮 州 刺 

史 に^せら る 

(八) 長 藩の 

老 朱子舉 者、 • 

山縣太 華。 第 

二卷？ 餘話 

附錄 一照 〔關 

傳〕 

(九) 〈E 澤 

藏、 號 は 正^ 

齋。 水戶藥 代 

$  〔關 傳〕 

( 一 〇) 長 州 

S 舉明倫 館 

ニー) 詩 親 

の篇 名。 ^宮 

卽ち^？侯の學 

館に 頌禱 する 

め _1  一  „k 


國 柱に 跋す . 十 一 月朔 H 

(七)  まも 

唐の 韓ほ 黎、 佛を排 し 表 を 上りて、 南 夷に 貶 資せら る。 而 して 道を衞 るの 志、 ^々と 

して 少しも 衰 へず。 故に 其の 論 著 は 天地 を^め、 萬 ゆに 1A りて、 磨滅すべからざる な 

り。 士、 道に 志さ ざれば 則ち-しむ。 苟も 道に 志して、 禍を 畏れ 罪 を 惧れ、 一 H を^さ ざ 

る 所 あり、 容を當 骨に 取り、 誤 を將來 に胎す は、 おに 君子の 學を爲 す 者の 爲す 所なら 

はか  (八， - 

んゃ。 < ^嘗て 自ら 揣ら ず、 書 を 著 はして 妄りに 尊皇 拔 夷の 義を 論ず、 而 して 老儒 先生 

の黜 斥す る 所と なる。 然れ どもべ 平生 狂 にして 辟 多し、 特に 著書" 1H 語の 末の みに 非 

き やうく わつ 

ず。 而 して 余の 空 腔、 其の 說淺 易に して 徒らに 强聒 を爲す >  固より 國 家に 招 益な きな 

り。 吾が 友 赤 川 淡水 向に 水 戸に 遊び" 正志會 翁に 從 ひて 學ぶ。 會翁は  一 I の誉 にし 

二 〇)  ニー) 

て、 學又 淵源 あり。 淡水 已に 其の 要領 を 得、 兼ねて 發明 あり。 一 曰飽に 登り、 

戊午幽 (ギ • 文搞  二. 一 ハー 一一 


( 一 ) 大江 家。 

こ 一一 にて ほ 其 

の 子孫なる 毛 

利 象 を さす 

(二) 東南の 

ー离。 詩經 この 

に 「明々 お 

る！^ 侯、 克く 

其の 德も 明か 

にす。 旣に^ 

宮を 作れり、 

夷の 服す る 

%、 矯々 たる 

虎臣 云々」 と 

あり 

(三) 魯の僖 

公 


(四) 父 杉 百 

合 之 助 • 叔父 

玉 木 文 之 進 • 

兄 杉 梅太郎 

〔SI 傳〕 

こ の 書の 原文 

は 現在 ts- 市松 

陰 神社の 神罢 

となる 


戊 午 闺 室 文 稿  ニナ、 四 

水 を 講じ、 巳に 退きて II 案 一 通 を 草し： 名づ くるに 0 柱 を 以てし . 余 をして 一 言せ し 


( 1 ) 


む。 其の 說 蓋し 宗周を 以て 皇 朝に 比し." 魯の國 を 以て；： d 家に 比す。 詩 書の 大義 を會 し. 

(二) 

て、 孔子の 微意 を 揭げ、 神 世人 代 を 合して： 吾が 公 勤王の d:i を 明かに す。 且つ 淮夷を 

おどろ 

平ぐ るの 事 は.. これ を 伴宮の 上に 講ず、 的 切 明暢、 固より 人 聽を聳 かすに 足る。 而し. 

て 其の 深 識精學 の概， 亦 見るべき なり。 故に 講席 未だ 半ばなら ざるに、 聽者擧 りて 皆 

ふん うん 

嘆 服す。 而 るに 所謂 老儒の 徒 • 亦 復た紛 すと。 當今 天下の 事 何如ぞ や、 外夷践 星す 

る こと 特に 淮夷 のみに 非ず、 聖皇憂 勤した まふ こ と に衰 周の 比すべ けんや。 而し 

ニー 一」  しわざ  なげ 

て 征夷 因循、 諸藩觀 望、 未だ 魯 偉の 爲の如 きもの を 見ず。 是れ 淡水の 深く 慨く 所な り， 

うしな 

而 るに 猶ほ紛 転す る もの、 何ぞ 其れ 心 を 喪 ふの 甚 しき や。 鳴 呼、 紛^の 害 は 老佛に 過 

ぐ。 紛転 たる 者 除か ざれば、 皇道 何に 由り て 興らん や。 然 らば 則ち 淡水 其れ 昌黎 を以 

て 期と 爲す は、 吾れ の 望む 所な り。 是れを 跋と爲 す。 安政 戊 午 十 一 月朔日 


■5 


家 大人 • 玉 叔父 • 家 大兄に 上る 書 十一 月 六 H 


(五) 一一 一家と 

は 水戶， Is^ 張 • 

紀伊の各親^« 

主ない ふ も、 

こ こは紀 伊の 

代りに 越 前 を 

いへ るなる ベ 

し 

(六) 井伊 直 

弼 

(七) 將 車の 

後 緩 IP のこと 


頑 兒矩方 泣 血再拜 して. 家 厳君 • 玉 叔父. 家 大兄の 膝 T に 白す。 ^方 一 臬性虛 弱、 嬰孩 

こ C. &た 

以來 連り に 篤疾に 罹る、 而 して 不幸 遂に 病に 死せ ず。 制 行 狂暴、 弱冠 而？： ほ、 ar 重 典 

を 犯す、 而 して 不幸 遂に 法に 死せ ず。 二十 九 年 問を间 顧せば、 當に 死すべき もの 極め 

て 多し。 今に 迄り て 未だ 死せ ず、 復た 父兄 今日の 累を 致す、 不孝の 罪 何 を 以て かこれ 

く は  かか は 

に尙 へん。 然れ ども 今日の 事、 皇 家の 存亡に 關り、 吾が 公の 榮 辱に 係る、 々休止 

すべから ず。 古人の 所謂 忠孝 兩 全なら ずと は、 此の 類是れ なり。 

しばら 

天下の 勢滔々 として 日に 降り、 以て 今に 至る。 其の 由 蓋し 一 日に 非ざる なり。 ：z;  く 近 

きを 以て 之れ を 言 はん。 墨 使、 幕府に 入りて 假條約 を 上る、 天子 之れ を 開し めし • 

勅 を 下して 之れ を 停めた まふ。 幕府； 逸 はず、 假を 定めて 眞と爲 す。 列 侯の 議、 士： ：！^ の 

(W) (六) 

論、 一 も 幕府に 容 れられ ず。 天子 又 勅 を 下して、 三 家 • 大老 を！^:: した まふ。 大老- 

至らず、 三 家 は 則ち 幕責を 蒙る。 幕府 反って 老中 間 部 侯 をして 京に 上らし む。 侯-しに 

おも  r 七) 

京に 上り、 病と 稱 して 朝せ ず、 僞言 反復す。 謂へ らく、 水 戶と堀 田と 西 城の 議合 ふ、 

故 を 以て 阿附朋 比し、 遂に 違 勅の 擧を爲 す。 水 戶* 堀 田 を 斬ら ざれば 夷 事理む ベから 

^午 幽室 文 稿  二 六 五 
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一六 六 


( 一 ) 将 Paf 窘 

0. 安政 五 年 

土 一； 歳 


(二) 尾 張. 

水 戶. 越 前 • 

(二) 趙の平 

S 君の 食客 毛 

遂、 楚に 使せ 

し 時、 俱に行 

きし 十九 人の 

者 を 叱 罵せ し 

0 「公^ 碌々， 

所謂 入に 因り 

て lis- を 成す «1 

なり」 に 基く。 

十八 史ぉ 春秋 

戰 S 趙，， 條 tl ぶ 


ざるな りと。 當今 幕府 幼冲 にして、 辨識 する 所な し-】 大老 之れ を 上に 主 どり、 問 部 之 


レづ. 


れを F に輔 くるに 非ざる より は * 天下の 事 安ん ぞ ここに 至らん や。 然 らば 則ち 二人の 

者の 罪、 上 は 天子の 明 勅に 違 ひ、 下 は 幕府の 大義 を 害 ひ、 內は 列侯士 民の 望に 背き • 

外 は 虎狼 溪 A1„f の 欲 を 飽かしむ。 極 天 窮地、 俯仰 容 るるな し。 然り而 して 天下の 士夫安 

然默 然として、 一 礮 一 艦の 注いて 其の 罪 を 問 ふなし。 神州の 正氣、 旣に已 に 邪 氣の消 

鈍す る 所と なれる か。 頑兒の 一念 ここに 至り、 食、 咽 を 下らず、 寢、 尊に 安ん、 ず。 


唯 だ 一 死の K 虫から ざる を 悲しむ のみ。 

頃ろ 忽ち：： d 戶の報 を 得たり、 尾 • 水 • 越. 薩、 將に襲 ひて 亲根 大老 を誅 せんとす と。 

頑兒 之れ を 聞き、 距躍 三百して 曰く、 「神州の 正氣、 遂に 未だ 消 蝕せ ざるな り。 政.^ の 

議、 固より 當に四 家に 合從 して 邪氣 を鎭壓 すべきな り」 と。 然れ ども 兒猶ほ 憾み あり- 

事 四 家より 出づ、 吾れ 人に ra: りて 功 を.^ す は、 公 等碌々 の 數を免 かれざる なり。 ここ 

を 以て 兒私 かに 自ら 量らず、 同志 を 糾合して 神速に 京に 上り、 間 部の 首を瘦 てこれ を 

竿頭に 貫き、 上 は 以て 吾が 公 勤王の 衷を 表し 且つ：： d 家名 門の 聲を扱 ひ、 下 は 以て 天下 


(SI)  ^の 高 

祖 起-土 を 罵り 

し 怨に報 ゆる 

ため 高祖 を喑 

殺せん と 企つ。 

超 王 慰留せ し 

めんと せし も、 

この 語 を 述べ 

て その 抉 意 を 

示す。 後に 王 

と共に 投獄せ 

られ、 已れ I 

身に 罪 を 貢 ひ、 

王 を 救 ひて 自 

殺す 

(五) 梁 川 2^1 

0  〔關 傳〕 

(六) 大原重 

德 

(七) 大原重 

實の 詩、 第 九 

卷、 安政 五 年 

十  一 Hrranl 附 

稱野德 £^ に與 

ふろ 書簡 iKAgr 

詩 中、 高德に 

就きて は r 英 

雄、 高 德の若 

くなる を 得 ざ 

れば 誰れ と 共 

に 勤王の 士を 

起さん」 と あ 

h -、 博 浪の鐵 


士 民の 公 愤を發 して， 旗 を舉げ 闕に趨 くの 首魁と ならん" 是 くの 如くして 死せば • 

死 も猶ほ 生の ごときな り.。 然れ ども 事 固より 私に 爲 すべから ず、 而も 亦 放へ て 公に 請 

(S 

はず。 超の 貫 高の 所謂 「事 成らば 王に 歸し、 成ら ざれば 獨り身 坐 せんの み」， 是れ 兒 

等の 志な り。 ここ を 以て 兒等將 に 某日 を 以て 同志と 偕に 益 田 行 相の 門に 化 i り、 故を吿 

げて而 して 發 せんとす。 敢 へて 許え を 求めず。 政府 待つ に 述亡を 以てする も 可な り。 

事捷 たば 則ち 師旅 當に繼 ぎて 進むべく、 不幸に して 捷た ざれば、 他人 或は 死 せん も、 

兒は 則ち 身を投じて 捕に 就き， 志士 憤懣の 發 する 所、 決して 公家の 知る 所に 非ざる を. 

明かに せん。 頑兒 虚弱 狂；； iT 本より 人の 數 中に 在らず。 天 F 反って 虚名 を ffb 聽し、 認 

めて 豪傑と 爲す者 あり。 向に m よ  1 數道を 以て 之れ を 梁 川緯に 致す。 緯竊 かに 上 青雲 

の 上を濟 すに 蓋し 乙夜の ％ を經 たりと 云 ふ。 介の 草 莽區々 の 姓名、 聖 1K 子の 垂 


おそ 


(六) 


知 を 蒙む る、 何の 榮か 之れ に 加 へん。 兒の 死す る 何 ぞ晚き や。 近日 正三位 源 公， 七生 

(七)  たか C り 

滅賊の 四 大字 を 以て 賜 はる。 且つ 其の 世子の 詩數 章を傳 へ、 高德を 望み 博浪の 錢椎を 

望む、 其の 意^だ 切なり。 兒 5: はに 死せ ざるべ けんや。 不孝の 子 は 唯 だ 慈父 之れ を み、 

戊 午 幽{ せ文槁  二 六 七 


3S は 張 c-r か秦 

の始 皇帝に @ 

たんと せし 故 

事な 云 ひ、 

中には 「博 浪 

の^ 椎今 若し 

得ば 頑 8^ の 首 

も擊 ちて 徴 

i 作さん」 i 

あり 


戊 午 幽室 文 稿  二 六 八 

不 弟の. は 唯 だ 友 兄 之れ を恕 す。 定省 怡々、 復た 膝下の 歡を轡 す 能 はず。 願 はく は 愛 _ 

を 割き 友 を 抑へ、 兒を 以て 死す る こと 已に 久しと 爲し、 尋常の 親肢、 身體 髮膚、 併せ 

て 以て 賜 はらん こと を。 頑兒の 願、 何 を 以て かこれ に 加 へん。 泣 血 漣々、 所思 を竭す 

こと 能 はず。 頑兒： ^方 泣血拜 白。 十 一 月 六日 


(一) 


( 一 ) 周 布 政 

之 助 〔關 傳〕 


周 布 氏の 說 附、 愚按 十一月 十一 H  (原 和文) 

周 布 氏の 說^= ^だ 以て 一 定 ならず。 初め 中 村道 太郞 より 承り 候 所に て は、 殿 樣正議 の 諸 

侯と 共に 御上 京 遊ばされ、 德川御 扶助、 公武 御 合 體の俄 御 周旋 遊ばされ 候 由。 此の 說 

略 ぼ 聞くべし。 其の後 松 島瑞益 • 赤 川 直次郞 より 承り 候 所に て は、 殿様 御 早目に， y 戶 

御 出府 遊ばされ、 彥 根へ 御 直言の 御 積り の 由。 此の 說 最も 危 計と 云 ふべ し。 其の 危ふ 

き 所以 委細 書付に 致し、 瑞益を 以て 申 述べ 候處、 周 布 云 はく、 「御 出府と 申し 候ても、 

一 日； 御上 京、 正議の 諸侯と 一 同 綸旨 申請け， 一 同 東 下 遊ばさる るな り」 とレ 果して 

然 らば 尙ほ 疑念 之れ あり 候。 初め 瑞益 . 直次郞 より 承り 候に は、 薩. 越 • 因 • 筑 各.' 


(二) 秦の昭 

王、 * を 贈り 

て 楚の壞 王と 

武 關に會 せん 

こと も 求む。 

Iffi 平 これに 反 

對せ しに 子 蘭 

勧めて 行かし 

む。 奏人 これ 

も 執 ふ 

(三) 藩主 毛 

禾 aw 親 世子 

定廣 

S ヌ くの 築 

王 は 湯 王 を W 

碧に 囚し、 殷 

の 針 王 は 文 王 

も 麦 里に 幽閉 

す 

(五) コンシ 

ュ ル は 額 事、 

-v- 政 S! 年 十 CT 

S ハリス、 

征 お-大将； 水に 

謁し、 SH- 日 

米 通商 條約を 

議定す るに 至 


其の 說 之れ あり 候へ ども， 本 燕 は薩. 越へ 御 11!^ を 並べられ 候樣 にも 御 及び難く、  SI. 

筑の 後に 御從ひ 遊ばされ 候ても 相濟 まず、 之れに依り御獨カにて彥根を御^^破成され 

候 事 然るべ しとの 事な り。 其の 危 計なる を 難 じ 候へば、 直ちに 諸侯 一 同の 說を立 てら 

れ候。 諸侯 一同の 說は了 昨夜 ^ 瑞 益に 答 へられ 候 所に て， 昨夜れ 前 m にての 話の 由。 

杉藏 より 傳 聞の 所 は、 又 御 出府の 上彥 根を諫 むる との 事の 由。 右の 如く 反- 0 常な き は 

實 に覺朿 なき 事に て、 政府の 人の 口上と も覺ぇ 申さず 候。 之れ を 要するに、 かかる 危 

まっさき  (二) 

計へ 君 公を眞 先に 出す こと 實に 恐れ多き こ とに 存じ 奉り 候。 楚の子 蘭が 懐 王 を 進め 

(三) 

て秦に 入らせし と 同日の 論に 御座 候。 況ゃ御 兩殿樣 とも江 戶 に御滯 り 遊ばされ 候 事、 

彌 ！ 以て 所謂 王と 太子と 具 へ て 諸侯に 困 しめらる と 申す 勢に 相考 へ られ^。 然れ ども 

V  (0)  い，.， り 

御 兩殿樣 御正 議御立 貫き 遊ばされ 候 上に て 幕譴を 蒙られ 候 4 は、 の-? -臺、 .i^ 王の 羑里 

にて、 御 當家御 美 目と も 申 上げ 奉るべく 候へ ども、 豫根 誠實溫 言に て 憐みを 乞 ひ 候 時 

(£  ノ 

は、 甲 寅の 歳 阿部 侯 御 論辨、 近く は 昨年 コ ンシュ ルー 條の覆 轍に 出で 候 事 必然に 御座 

候。 其の 節に 至り 臣子 何の 面目 之れ あるべく や。 扨て 其の 末 は承久 の" 俊 轍 更に 以て 測 

4^: 午 幽室 文槁  二 六 九 


. ^午. 文 稿  二 七 〇 

り 難く 候。 右に 付き、 御 早 登り 御着 府の 上彥根 御諫爭 は、 幾重 も國 家の 大事 を 誤り^ 

事 必然に 御座 候。 御上 京 もむ ざと 遊ばされ 候 事宜し からざる なり。 

5! 亍按 左の 如し 

一 、 殫正 ^只今の 御 役に て 京都へ 御 使者  ， 

一  > 一 手の 人數召 連れら るべ く 候。 

1 有志の 士、 願に 依り 同斷。 

一 ： 京都 御 留守居 奥 番頭 格に して { 六 戶九郎 兵衞、 御 用談 役 井上 與四 郞、 御手 元 前 田 

孫 右衛門、 御 政務 座 周 布 改心に 候 はば 用 ふべ し.^ 若し 改心 致さず 候 はば 中 村道 

太郞 • 來 原良藏 にて 可な り。 

一 、 敏負殿 行 相 暫時 兼蒂。 

一 、 御 末 家 • お 國；^ ：: 出。 

一、 越 • 薩 • 因. 筑 等と 御 書 

一 、 御 直 翰に て 若殿 樣 京師 迄 御 召 登せ。 長 井稚樂 改心に 候 はば 用 ふべ し。 若し 改、. ：3 


致さず 候 はば、 御 表より 御 小姓 一 人. 御 使者に て， 來，： 又 丘ハ衞 へ警衞 仰せ付けら る 

ベ く！^。 

但し 長 井 • 周 布 改心 致さず 候 はば、 野 山 屋敷へ 入ホ 仰せ付けら るべ く 候。 

、 彈 正殿 京 邸 着  . ， 

一 、 關白 • 傳奏 • 勸修寺 等 へ 行き 口上 同樣" 

此の度 主人 使者と して 罷り 登り 候。 德川御 扶助、 公武 御 合體の 事に 付き じ：：；？ ヒ 

奉仕り •  ^事 其の 節 を 遂げ 奉り 度く 存じ 奉り^、 御 指！^ 待ち 奉り 候。 

一 、 所 司 代と 問 部へ 行き 口上 同様。 

此の度 主人 使者と して 罷り 登り 候 次第 云々。 叙 慮 相 伺 ひ 候 上、 萬 端 御 相談 化り 

度く， 1 お。 

一 、 根 家老へ 書翰。 

此の 間 主人より 尊 侯へ呈 書 仕り 候 趣 御 答 承り 度く、 尙ほ 此の度 上京の 次第 云々。 

一、 諸 藩 京 邸 留守居へ 一通り 達しの 上、 人 指 を 以て 寄せ 相談。 

.!^{午幽宰：文稿  二 七 一 


ト 2- 午 幽室 文 稿  二 七 二  . 

一 、 天朝へ 建白の 條件 

一、 尾 • 水 • 越の 幕 貴 御免 然るべき 段 勅 詫。 

一 、 三 家 • 大老 召 登せ の 催促。 

一 、 公卿の 傳手傳 手 を 以て 諸侯 召 登せ。 

一 、 所 司 代 • 大阪 御城 代 • 京 坂 町奉行、 伏 見. 奈 良. ^等の 諸 奉行。 

右の 面々 へコ ンシュ ル 申立の 件 御 採用 成され 難き 段 叙 慮 候 問、 存念 申 上ぐべく 

一、 諸國 忠義の 士召 登せ。 

一、 忠義の 士幕責 を 蒙り 候 者 勅 免。 

一 、 教慮相 伺 ひ 若殿 樣御 上京の 事 

愚案 大略 右の通りに 御座 候。 大臣 第一 罷り 登り、 第二 若殿 樣御 登り 遊ばされ， 其の 

後 自他の 御 模様 御觀 察の 上、 御 留守 • 御 末 家 • 岩國 等に て 御 心 元な き 儀 之れ なく 候 

はば、 御上 京 も 苦しから ず 候。 是 くの 如く 候て こそ、 君臣の 義、 父子の 親 も 相 立ち 


(一) 松 陰の 

門下生 岡 部 富 

太郞 の. S なれ 

ども、 の此 

處に 記され あ 

る は 何の 意な 

るか 来 だ flitl. か 

たらす 


(二) 日米： 通 

商條約 調印 を 

さす。 但し 事 

實は六 》T 十九 

a に 調印す 


申すべく と 存じ 奉り 候。 

若殿 樣御 上京の^ 反復 思惟！ り 候 所、 脫走等 は 所：^ 肚危 計に て 必ず 宜しから ず 候。 君 公 

思？： M 筋 を 以て 幕府へ 懇切に 御 申入れ の 上. 幕議墓 行き 申さず 候 はば、 上京の 上 公武 御 

合體の 儀、 屹と 周旋 仕るべき 段 御 願 出に しかず 存じ 奉り 候。 兎角 天下の 事、 巧 詐は拙 


誠に 如かざる の義、 御 熟思 遊ばさるべく 候- 

戊 午 十 一 月 富 太 


已未御 參府の 


十  一 H 十三 H  (原 和文) 


當今 急務の 儀 中々 多端に 候へ ども、 差 當り候 は 來春御 參府の 一條に 候。 大義 を 以て 論 

<  二) 

じ^へば I 六月 二十 一 日 の 違 勅に て、 天下の 諸侯 德川 氏への 向背 を 決し、 專ら 叙 慮 

を 奉じ 違 勅の 罪 魁誅戮 致すべき は 當然に 候へ ども、 天朝 にても 格^ 御 寬大の 叙 慮に 

て 德川御 扶助 公武 御合體 との 事に 付き >  今に 至る まで 天下 因循に て 打 過ぎ 候。 然れど 

も 幕府の 奸吏 相替ら ず頌然 f 能り 居り 候 所 へ 趨爭奔 競 致し 候 事、 天朝 へ 對し 候ても 恐 

^午 幽室 文槁 


；- で 保 城, m:2 
し 親天大 W 
を 王皇江 
A よ 皇氏毛 
てり 子 は 利 
い 出 阿 平の 


戌 午 幽{ や 文" 31  二 七 四 

れ 多き ことにて、 殊に 御當 家格^の 御門 地 君 公 格別の 思 召 之れ ある 處へ 連屬致 さ ざ る 

ことと 相考 へられ 候へば、 正義に て 申し 候 所に てに 來る 御參府 はお づ御 見合せ にしく 

まじ 

は是れ なく 候。 更に 利害に 雜 へて 是れを 論じ 候 時 は尙^ 以ての 事に 候。 當今 天下の 形 

お.，？ れ！ f 勢" 變革 曰に 迫り 候 は 人々 の 見る 所に て、 來る 未の 御參府 より 申の 御歸國 迄の 無事、 

その 次の 年に 

f  ^だ 以て 保し 難く 候。 御參 府中 若し 事 起り 候へば 誠に 以て 危 ふきこと に 候 事と 申し 候 

は、 有志の 大藩 俄かに 上京 致し 天朝の 御 力 を 添へ 候 か、 叉 は本國 に割據 致し 居り 幕 

うって 

府 より 擊手差 向けられ 候 か、 又は 民間 士林 義勇 頌 の 徒黨を 結び 幕府の 奸史を 打 毀ち 

まラし 

候 か、 孰れ 內亂の 恐れ 之れ あり 候。 外 夷 とても 何程 平穩と 申し 候と も、 何 如なる 申 

むすび  おんし： S. ひ あ ひ 

結より 事 起り 申すべく や も 測り 難く 候。 一 日： 事 起り 候 節、 吾が 藩 幕府の 御 首尾 合 十分 

宜しく 候 はば、 奸吏 共より 手 を 下げ 何 如なる 難題 御 頼 入相 成るべく や も 測り 難く 候。 

設けて 申し 候 はば、 彥根 等より 吾が 公 御直對 にて、 扨て 墨 -魯. 暗 • 拂四國 の 機 孰れ 

も 盛 强の國 勢に て、 太平 打 檣き 候 末にて は 幕府 とても 四國捷 伐の 御 力 恐れながら 之れ 

おたのみ 

たく、 家門 • 外様 大小 藩 にても 是れ こそと 申し 吃と 幕府 御 頼と 相 成る ベ き國 之れ なく 


(三) s.m 

國 時代 13 國の 

S^JSr 蘭 相 如 

も 同じく 趙 P 

上 卿に して 廉 

頗と刎 の 交 

あり。 秦、 き 

も 侵さん とせ 

しも、 この 二 

人 ある も 以て 

遂に 兵 も 加 ふ 

る こと 能 は ざ 

，りしと いふ 


之れ に 依り 已むを 得ず 目前の 近禍御 ぎ 遊ばされ， 後來 遠大の 御 計算 御 建て 遊ばさる 

ベ き 御 見 詰 を 以て、 權宜 の御處 置に て 六月 一 一十 一 日の 調印に 及ばれ 候 上、 追々 天朝 

へ 御 申 解 之れ あり 候。 元來將 軍の 職 は 君命 受けざる 所 あり、 殊に 鎌倉以 來柳營 は軍國 

まる  ためし 

治^の 事、 御代々 15^ に 御 委任の te, にて 和漢！：^ き 御權勢 ii 候へば、 t 是れ 式， の 事に て 中 


中 遠 勅 杯と 申す 譯には 之れ な. 


天朝に 於ても 決して 左様 御 心得 遠 は 之れ ある 間 布 


く 候へ ども、 浪人 無 轍の 族 頻りに 天朝 を 蠱惑し 其の 毒 諸 _t にも 及び 候 故、 追々 幕府 

にて 御 詮議の 上 御沙汰 も 之れ あり 候へ ども、 尙ほ又 其の 毒已み 難く 苦心 罷り 在り 候， 

幸に 貴君 幕府へ 御 忠志屹 と相顯 はれ 候に 付き、 加 樣加樣 御 頼 思 召す 杯と 仰せられ 候 は 

ば、 其の 末 何 如 成り行き 申すべく や。 若し 又 正論 御 立 莨き にて 奸 吏の 意に 觸れ候 事 之 

れ あり， 尾 張. 水戶， 越 前 等の 如く 幕 謹 を 蒙られ 候 時 は、 只今 事 を 用 ふるの 臣は盡 く 

御尤を 蒙るべき は 當然に 候。 其の 餘の國 勢 何 如 成り行き 申すべく や。 是れも i お 殿様に 

(三) 

て も 御國に 居らせられ 候 はば、 行 相. 國相、 廉頗 • 蘭 相 如の 働 も出來 申すべき かなれ 

ども、 是れ 以て 誠に 恐れ多き ことなり。 況ゃ御 兩殿樣 共： ば戶 に御留 りなされ^ はば、 

戊 午 幽室 文 稿  二 七 五 


二)  £J 

ほ宍戶 び 

毛 利 五家に し 

て、 世々 宗宗 

老臣たり。 

末 家 は 長府， 

德山 • 清 末 Q 

三 支 藩 家、 岩 

國ほ吉 出家 

ニー) 滞の 高 

a- に 仕へ し！ 

0. 齊に 使し 

きて その 七 

十餘城 を 降す。 

時. に 募 信 急に 

齊ち I® ひて-な 

つ。 n ほめに 齊 

王 食 其 を烹殺 

して 奔 る。 せ.？ 

iSi は 唐の 太宗 

ち-佐け し 功臣-" 

貪觀 の， g に 突 

厥に 使せ しが、 

その it. 唐の 將 

第 李靖急 に 兵 

や-出して {?f  35 

も 討つ。 ^^幸 

にして 危地 も 

して 生 S す。 

この 二人 は 共 

に il^e として 

出で、 却て 用 

乓作 S め 


^ 午 幽室 文 稿  二 七丄ハ 

趙國の 如くに 萬々 參ら すお。 つ 君公杲 して 御參^ 遊ばされ 候 はば、 吾が輩の 正論 實 

に 御 首：！ li- の 御 妨に相 成り 候 事に 候へ ども、 吾が輩 正論 を 巳め 候 時 は 防 長の 正氣 は是れ 

より 地に 墜ち、 、水く 國脈 培養の 手段 は 之れ なく 候 間 * 御 一代の 御 首尾の 爲 めに 正論 を 

止め 申すべき か、 末代 御國 脈の 爲 めに 正論 を 張り 申すべき か、 甚だ 左右に 惑 ひ 居り 候- 

就 い ては來 春の 御參府 は 1^ ん病氣 の御唱 にて 御 見合せ 然 る ベ く臉。 左 候て 行末の 見 詰 は 

此の 一 舉卽ち 富 國强兵 勤王の 大本に 相 成り 申すべく 候.^ 勿論 是 くの 如く 仰せ 出され 候 

節 は 御 一 門 • 御 末 家 •  5 石國 等へ も 御 示談；^ 同たら では 相 捌けず 候。 御病氣 なれば 幕府 

より 御國 目附來 るべ し • 來り候 はば 先 づ御參 勤の 御 入費 を 悉く 擲 つと 申す 積り にて 厚 

く 供應侍 遇し， 日夜 辯 士を遣 はし 天下の 大義 吾 が 勤王の 誠意 等 說喩し 容易に は 返す ベ 

二 一 - 

からず。 目附 留まり 居り 候 間 は 幕 狩. にも 遽か に是れ を 戴 食 其 • 街：^ として 兵 を 吾れ に 

加へ は 致す 間 布く 候。 HE 附 誠に 吾が 論に 信服 致し 候 はば 放 還しても 宜 敷く、 永留 させ 

ても宜 敷く 候。 不服に て强 ひて 歸り候 はば、 其の 時 こそ 上の 令 迄 もな く 有志の 吾が輩 

自ら 處分 ある ことに 候。 目附 去り 候 上 は 吾が 防 長兩國 必死と たる なれば、 富 國も强 兵 


に^せられた も 勤王 も 皆本氣 になる 故 大業 是れ より 成就 仕る ベ きなり。 此の度 御參府 遊ばされ 候へ 

る 者と して こ 

こ こ 引 ら 

れい もの  ば、 御 刚殿樣 共に 奸 吏の 掌握に 入られ、 御國の 正論 義氣 地を拂 ひ. 江 家の 名， を i." し 勤 

王の 義擧已 み 果て 候の みならず、 奸吏覆 敗の 時は從 つて 援敗 する こと 必然に 御座 候。 

御參府 之れ なく 候へば、 若殿 樣 御上 は 誠に 危 ふく 候へ ども、 御國の 正論 義氣 益.' 盛に 

江 家の 名譽 愈.^ 揚り、 勤王の 義 擧是れ 直ちに 起り 申すべく、 且つ 奸 吏の 覆收は 孰れ 遠 

からざる 事に 付き， 暫時に 屈して 永遠に 伸び 候 は 必ず 此の 一策に あるな り。 a ハ 眼の 人 

人 注意せ よ。 

訂ま針 針 は^ 墨 使 申立の 趣 論 ©條 件 未定稿、 和 作に 附す (？ S 

長 門 吉 E 寅次郞 方 

曰く 懇切、 曰く 明白、 曰く大君殿ドを大切に存じ^^由、 開口の 演說 なり。 いで 其の 懇 

切ならず、 明白なら ず、 殿下 を 大切に 存ぜ ざる 由 を 次々 に 論ずべ し。 

合 衆 國と條 約 成さる る は、 御國 にて 外 國と條 約の 初め 故、 大統領に も 御 國は他 國と違 

^午.納{^-文搞  二 七 七 


戊 午 幽室 文槁  二 七 八 

ひ 親友と 相 心得る 由。 是れ 彼れ が 所謂 懇切の 意な らん。 然れ ども 彼れ 條 約の 國々 甚だ 

多し、 何 ぞ獨り 吾が 國を 親しむ こと 爱に 至らん や。 其の 我れ を 親しむ の 意 は、 蓋し 謂 

へらく、 日本 宜しく 魯 • 暗 • 拂を棄 てて 我れ を 厚く すべし、 吾れ 乃ち 深く 日本 を 愛護 

せんとな り。 然 らば 則ち 彼れ の 懇切 は 吾れ を臣 妾に せんとす るたり。 宇內獨 立の 大日 

木に して 安ん ぞ犬 羊の 庇 廣を受 くる、 是に 至る に 忍びん や。 

合 衆 國は外 國と遠 ひ、 東方に 所領 を 得る を 願 はざる 由。 東方と は 墨 夷より 歐 羅 巴 を 束 

とし、 亜 細 亞を叉 其の 東と す、 卽ち大 東洋の 地方に て、 本邦 • 支那 • 印度 等 を 指し 云 

ふなり。 大 東洋の 地方、 墨 夷實に 未だ 寸地 尺壤を 有する こと 能 はず、 力 未だ 足ら ざれ 

ばな り。 カ已に 足らば、 伊斯 班の 呂宋、 和 蘭の \^ 哇、 喑 夷の 齊 狼の 如き もの ある を 欲 

せ ざらん や。 唯 だ 其の 力なき を 以て 反って 仁義の 言を假 借す、 憎むべし。 幕府の 諸 位 

若し 能く 墨 夷 東方の 所領 を 願 はざる を 保せば、 吾れ 亦 墨 夷の 力 未だ 足らざる を證 せん" 

且つ 其の 外 國と違 ふと 云 ふ は亦魯 • 暗 • 拂 を^す るな り。 

合衆國 他方へ 所領 を 得る こと を 禁ずる 由。 地 綾の 地 は 追々 蠶 食して 禁ぜず、 獨り 他方 


を 得る を 禁ず、 陋 弊と 一 K ふべ し。 

國々 より 合 衆國の 部に 入る を 願 へ ども 都て 斷 りに 及ぶな り。 サ ン トウ ヰ ス邊も 亦 然る 

由。 是れは 彼の 國 にて 眞に然 りと 云 はば， 强 ひて 辨 ずるに 及ばず。 然れ ども 喋々 しく 

此の 無 緊要の 談を なす は、 日本 を 合 衆國の 部へ 入れん とする に 非ず と 云 ひて 吾が 心 を 

安ん ずるな り。 抑. '是れ 等の 事に 就いて、 常に 吾が 師平象 山と 我が 邦 鎖國の 弊を慨 ぼ. 

せし ことなり。 誰れ か 翼 を 生じて サン トウ ヰスに 至り、 其の 實否を 礼 さば や。 

是れ迄 一 里たり とも 干戈 を 以て 合衆國 〇 部に 入れし こ， こ 決して 之れ なき 由。 是 れは大 

虚言な り。 往古の 事 は 姑く 置き、 甲 寅 墨 使 彼 理の來 る や、. 幕府へ 獻納の 書 nr に 1| 是可 

戰勝圖とか§|籠^^:?請1み、 云 ふ 物 あり。 又 一 醉夷 橫濱會 館に て 劍を拔 いて 墨是 可戰徒 

の樣 をな して、 自ら 其の 功に 誇りし 由、 親しく 其の 様 を 見た る 者より きけ り。 是れ新 

是可を 合 衆國に 入れた ると き、 干戈 を 用 ひざる と 云 ふこと を 得ん や。 其の 說の 明白 

ならざる こと 是 くの 如し。 

右の 如く 合 衆 國ー體 の 風儀 を 云 ふ は、， 飴 を 舐らす る 手段な り。 飴 中 を 置く， 其れ 誰 

戊 午.； I 室文搞  二 七 九 


(1) 天子の 

w 云 は 後 j-g 

#. 階 前干圼 

は 管 子に ある 

語に して 共に 

統冶 者の 聰明 

叙 くも 洞 

察する 力 ある 

もい ふ 

(二)  ； 4? は 高 

祖 1^- 淵の 建て 

し國、 因って 

李 唐と 稀す。 

唐の 末路 は監 

tsK 且し きな 得 

す， 遂に， ての 

臣朱全 忠に亡 

ぽ さ る 
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れか 知ら ざらん。 五十 年以來 西洋 も 種々 變 化し、 蒸 氣船發 明以來 遠國も 手近に 相 成る 

由。 是 れは實 話な り。 

M レ キトル. テレガ ラフの こと、 和 蘭人の 風說 にも 同様に あり、 蓋し 實話 ならん。 然 

れ ども 「天子の 明 萬 里の 外 を 見る」 と、 「^前 千里、 朝廷 萬 単：」 との 論、 國 政の 本な 

り。 安ん ぞ 此の 機巧 を 羨まん や。 且つ 橫濱 にて M レキを 仕 懸けた る を 親しく 見た る 者 

の 話 をき くに、 唯 だー兩 字の 相紋 符牒の 如き ものに て、 何ぞ 機密 を 詳報す るに 足らん 

•6 ぐん  (ニソ 

や。 況ゃ 兵家 は 由 來麼軍 を 忌む。 李 唐の 失策 は監 軍に，；.；^ り、 何 ぞ況ゃ H レ キトル • テ 


レガ ラフ を や。 一筆. 

カル ホル-一 ャ より 日 木へ 十八 曰に て 來るも 蒸氣船 故の 由。 彼理の 書に も 是れを 云 ふ、 

小 兒を嚇 する の 語なら ず や。 十八 日に て 來るを 恐れば、 若し ー兩 日に て來 るの 近 地に 

居らば、 遂に 國を爲 すべから ざる か。 敵來 るの 遲速を 問 ふこと を 用 ひず、 唯だ國 力の 

强弱何 如と 顧みる のみ。 

西洋 备國 にて は 世界中 一 族に 相 成り 度き 由。 然れば #： . 暗 . 拂の 如き も 墨 夷と 同志の 


國と云 ふべ し。 何ぞ F 面に 云々 する 如く 紙 毀す る を 用 ひん や。 

たつ 

遮て 外し」 交 を 結ばざる 國は取 除かる 由。 取 除きに は 干戈に 非 ざれば 得ざる は 固より な 

り。 若し 果して 干お を 用 ひば、 合 衆國の 部に 入る るに 非ず とも 同事な り。 是れ 前條と 

隨 齠 するな り。 前條を 以て 吾れ を 恩 誘し、 此の 條を 以て 威懾 す。 墨 使の 苦心、 明 者 一 

mr 燎 として 火を覩 るが 如し。 

右 一 統 致す に付き 一 一 の 願 ある 由。 此の 一 一 願 眼目な り、 注意すべし。 

其の 一 は.' 事務 宰相 ミ ニス トルー 名ァ ゲン トを 都下に 置附け 度き 由。 勿體 なけれ ども、 

攝夷の 大統領と 我が 將軍 殿下と 同等 ，こみる 時 は、 ァ、 ゲン トは御 老中と 同等と すべ し。 

若し 彼れ 其の 强大を 挾み、 我が 殿ト より 一等 上に ありと 云 はば 何 如 せん。 若し 叉 恐れ 

多く も 大日 本 御，： 于 天皇と 同等と 云 はば- ァゲ ント は將軍 殿下と 同等な りと 云 はんも 未 

だ 知るべからず。 大國 より 懇切 を 以て 置附 けたる 重役 なれば、 殿 F の 待遇 何如ぞ や、 

幕吏の 崇奉 何如ぞ や。 一 一 百 六十 諸侯 何の 面目 ありて ァゲ ントと 比肩して 登營 する や。 

且つ 當今 天下の 權柄 幕府に あり、 幕府 今舉 げて是 れをァ ゲン トに假 す。 匹夫 匹； i と雖 
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八 二 


二) 戰國時 

ゆ，： 齊の 一:1 十に 

して、 趙 • 魏 

たどの 奏に 2- 

せ ん とする 政 

策に 反對す 

(二) 唐の 高 

宗の 皇后、 則 

天武 后。 高宗 

む や 政 も 專 

ら にし、 遂に 

聖神 皇帝と 號 

し、 國號も 周 

とい ふに 至る， 

ヒ閣は 天子の 

蹈な り。 ここ 

は： 大 子の 位に 

g; く や-とも 得 

た る な い ふ 


(1 ) 


も 其の 肉 を 食 はんと 欲す。 苟も 魯仲 連の 志を存 する 者默 止す る こと を 得ん や。 且く 


(二) 

ぶ せう 


條の悖 逆 猶ほ九 世の 榮を 保す。 武塑の 淫悍猶 ほ 七廟の 建を果 す。 夷狄の 德も黎 民 之れ 

に 懐かば 皇天 其れ 之れ を棄 てん やと 云 ふが、 卽ち 此の 事に て、 我が 邦 二百 年來、 太平 

さんげい 

の 弊習、 千 萬數へ 難し。 墨 夷 若し 一 々其の 弊 を刪艾 し、 務めて 民に 便し 惠を 施し、 貧 

院. 病院. 幼 院 • 書院 等 を 起し、 其の 奇抜 淫ェを 以て 智者 を 眩し、 妖敎貨 利 を 以て 愚 

者 を 惑 はす 時 は、 ァ ゲン トの所 爲豈に 北 條 • 武 望の 下に 出 でんや。 然 ればァ ゲン トの 

一 條^ も 心性 智識 を存 する 者 • 嚴に 是れを 拒絶せ ざる こと を 得ん や。 

叉 一 は國々 の 者 勝手に 商賣 致し 度き 由。 是れ亦 大いに 不可な り。 交易 は 元來利 を爭ふ 

の ことなれば， 官府より 管轄して すら 萬國を 引受けての 事 は 損得 曲直の 論 起らざる こ 

，こ を 得ず。 況ゃ 勝手に 商賣 せば 其の 害 豈に云 ふに 堪 ふべ けんや。 且つ 國々 の 夷人、 各.^ 

吾が 戰を畏 るるの 國 なる を 侮り 暴慢 無 禮を加 ふる 時 は、 幕府 何の 術 を 以て 是れを 制せ 

んゃ。 〇 此の 兩條， 担 絕出來 ざる 位の 幕府 なれば、 幕府 決して 自ら 存 する 能 はず。 是 

りんしょ 

れ を諫爭 する こと 成ら ざ る 程の 諸侯 なれば、. 必ず 幕府と 淪胥 共に 亡ぶ る こと 必 せり。 


(一 5 南北朝 

時代 陳の後 主。 

宣 帝の 後も嗣 

ぎし も、 色 

に溺れて政*^- 

も 見す、 文武 

の 官吏 背き 離 

れ、 遂に 在位 

六 年に して、 

降の 第に^ 虔 

となりて 闕亡 

ぶ 


假令 匹夫匹婦たり とも、 天恩 を 思 ひ 神州 を 知る 者なら ば、 傍觀 坐視す べきの 理 なし" 

然れ ども 幕府 • 諸 侯の 滅亡す る を 待ちて 後 >  大事 を舉 げんと 持 重 待 時の 徒 あり， 是れ 

不忠 且つ 不智 なり。 何と なれば 外 夷の 毒 は 曰に 深く 月に t= す。 ァ ゲン ト.^ だ 米らず、 

商賣 未だ 始まらざる 前に、 大事 を擧げ ずん ば何ぞ 事に 及ばん や。 吾れ 謹んで 有志の 士 

に吿ぐ る こ と爾 り。 

右 兩條は 墨の みならず、 國々 の 懇望 希望の 由。 此の 語 未だ 明白なら ず。 四 洋各國 皆. 剛 

條の事 を 得ん こと を 願 ふか。 交易の 害 前に 云 ふが 如し。 各 國のァ ゲン ト 諸共 江 戶に來 

往 せば- 江戶 益. -勝 ふべ からず。 • 

日本の 危難 は 落 掛け 居るな り。 是れは 暗 夷 以下 歐羅 巴 各國の 事の 由。 危難 を 懇切に 救 

(三し 

ひ參 らせんとの 事、 此の 1 言 を 聞いて 怒る こと 能 はざる は何ぞ や。 幕府 は陳 叔齊， 全 

く 心肝な きに 似たり。 

暗の 水師 提督 取 結びた る條 約、 彼の 政府に て不 伏の 由、 叉 暗 は 日本と 戰 ふこと を 好む 

由。 皆 離間の 語、 叉 恐嚇の 語な り。 
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暗 夷は魯 夷の 滿州 • 唐 國を押 領し、 遂に 己が 印度 所領 を 奪 ふに 至らん こと を 特の外 恐 

れ， 拂 夷と 一 致し、 サガ レ ン. 蝦夷 • 箱 館を領 し、 力 ム シ ャッ 力と サガ レ ン の 間 を 海 

軍に 絕ち 切らん と 謀る e 面して 唐國と 日本と は獨 立の 姿の 由。 形勢 を 以て 云へば 誠に 

然り、 亦 一 奇談と 言 ふべ し。 然れ ども 魯夷已 に 此の 規模た く， 暗 夷 亦 此の 雄偉な し。 

畫餅を 以て 小兒を 弄せん と 欲す、 惡む べき かな.^  0 魯夷 m に 淸を壓 し、 暗 夷 亦 曰 本に 

逼る、 而 して 淸と 日本と^ 立援 たし。 是に 於て 墨 夷 懇切， ハ 談を發 せんと 欲す。 以； 卜 先 

づ 淸 の 覆辍 を 言 ひて、 日本 をして 再び 其 Q 車 を 覆す こと な か ら しめんと 欲す- - 是 . ，わ 墨 

使游說 の 次序た り  >  是れ 亦蘇秦 • 張 儀 の 流な り e 

唐國は 十八 年 前 暗 夷と 戰爭 起る。 其の 時ァゲ ント 北京に 罷り 在らば 其の 鶄に は 及ぶ 間 

敷き 由。 唐國 Q 存念 は、 廣東 奉行の 取拔を 以て 相濟 ませ、 政府に て は取极 はぬ 樣 せし 

より 破れに 及ぶ 由。 叉 奉行 暗 夷へ 對し權 高に ある 故 戰爭相 起り し 由。 戰爭ょ リ百萬 人 

あまた 

の 人命 を 失 ひ、 港々 且つ 南京 をも乘 取られ、 戰 爭の雜 費、 和議の^ 料、 餘多相 渡し • 

國 大いに 衰 へたる 由。 皆 鴇片の 役を假 りて， 暗 夷の 戰を 好む * 恐るべき を 言 ひて、 


吾れ を 恐嚇し... 其の 懇切 を賣 らんと 欲するな り。 

近日 又 暗 • 拂 一 致して 街 國を攻 む。 其の 勢喑 • 拂 の 望 悉く 遂げ ざれば、 全國皆 1 一 夷の 

所領と なるべし。 拂は 高麗、 暗は臺 灣を領 する の 望な り。 此の 戰 和議に 至る とも 諸 費 

の惯料 多分の 事なる べし。 若し ァ ゲン ト 北京に 罷り 居らば、 天に 折 一：： つて 此の 戰は 起さ 

せざる 由。 餘り淺 露な 游說に は 之れ なく や。 元來、 戰は 忿と贪 とより 起る ことなる に、 

一 人の ァゲ ント 神に も あれ 鬼に も あれ、 安ん ぞ 能く 一  ；國の 忿貪を 塞がん や。 一 一 國の忿 

貪 を 塞ぐ のァゲ ント あらば、 ァゲ ントの 忿貪叉 誰れ か 是れを 塞がん や。 

暗 . 拂 より 唐 國の戰 に 援を求 むれ ども 大統領 斷 りに 及べ る 由。 是れ墨 夷 は 1" . 拂に懇 

切ならず して、 唐 • 日 木に 懇切なる なり。 然れば 暗 • 拂 を 無道の 國 とする こと を 知る 

なり。 

國爭亂 の 基 は 一 つ 之れ あり、 阿片 是れ なり。 當時 阿片 を 用 ふる 人 百 萬餘、 其の 費 二 

千 五 百萬兩 計りの 由。 阿片 を 用 ふる は、 體を 弱くし 富 を 貧しう し、 才氣 減じ 精神 疲れ、 

非人 同様 道路に 倒れ、 貧困より^ 賊 等の 惡事を 仕出す 者 少なから ざる 由。 右様夥 敷き 
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阿片に 皆 暗 夷 所領の 東印度に 生殖し、 大いに 唐 國の害 をな し、 叉 大いに 暗 夷の 利 をな 

す。 暗 夷 己が 利益の 爲 めに 唐の 損害 を 顧みざる 由。 此れ 阿片の 大害を 言 ひて 日本に 暗 

夷 を 忌まし むるな り。 

暗 夷 は 日本 にても 唐 國同樣 阿片 を 賣り弘 め 度き 志願に て、 大統領、 日本の 爲 めに 阿片 

を戰爭 より 危ぶみ、 格^ 大切に 御心附 成さるべく 條約相 成らば 阿片の 禁を腚 と 御 立 

て 成されよ と、 大統領 申し 聞け たる 由。 若し 墨 夷 阿片 持 渡りたら ば、 日本に て 御燒拾 

の 上 過料 御 取 立て 苦しから ざる 由。 是れ 怪しむべき ことに 非ず や。 以上の 辭 にて は 暗 

夷の み 阿片 を鬻 ぐが 如し。 然るに 此に 至り 忽ち 墨 夷 阿片 持 渡らば 如何せ よと 說くは 何 

ぞゃ。 墨 夷 自ら 其の 船中の 阿片 を燒 捨てず して、 上陸の 後日 本人に て燒捨 つる は爭の 

端な り。 且つ 前に 國々 の 者 勝手に 商寶 致し 度き 由 を 白す。 勝手に 商賣 すれば 密 賣の奸 

二) 清の 部 

尤も 防ぎ 難し。 阿片の 蔓延、 豈に數 行の 條 約の 能く 禁ずる 所な らん や。 吾れ 叉 曾て 淸 

進士 にして 又  (一) 

兵#气籌^?* の瑰 源が 藝海篇 をみ るに、 阿片の 交易 暗 夷の みならず、 墨 夷の 如き も 亦 少なし とせず 

^tt その 箸お 

ば? s!T 墓 墨 使の 言斷々 陰ず ベ からず。 


大統領 つて 申 上ぐ， 日本 も外國 同様、 港 御開き." 商賫御 始め、 ァ ゲン ト御迎 へ 置か 

れば 安全の 由。 大言 無當と 云ぶべし。 淸國 實にァ ゲン トを 北京に 置かず。 然れ ども 墨 

夷の ァゲ ン ト暗 夷に は 置くなる ベ し. 何ぞ 其れ 阿片の 源 を 塞がざる や。 

日本 數 百年の 治平 は大 幸と 云 ふべ し。 然れ ども 餘り久 布き 治平 なれば 武事に 怠り、 其 

の 國の爲 めに 成らぬ 由。 實語 なり、 然れ ども 護 嘲を帶 ぶ、 .惡 むべ し。 

大統領 謂 へ らく、 日本人 は 世界中の 英雄 なれ ども： は 術の 爲 めに 制せら るる ものな り" 

戰爭に は 蒸氣船 其の 外 軍器 尤も 宜しき 物の 由。 是れ亦 一 理 ある ことなり。 然れ ども 彼 

.れ の 本意 は實に 日本の 瑪 を惧れ * 日本の 戰 はんこと を る。 故に 日 木の 器械 技術に 乏 

しき を 云 ひて 其の 勇を壓 倒し • 太平の 久しき を 云 ひて 其の 戰を、 俎 抑す。 幕吏 敢 へ て是 

れを 詰らず。 肉食の 者 は 鄙な り、 古より 皆然 り。 吾れ 乃ち 是れに 代って 云 はん。 死せ 

る 器械 は活 せる 勇氣に 如かず、 一 一 百年 來治を 厭 ふの 民 は 百戰勞 弊の 兵より 用 ひ 易しと • 

,  三) 

其の 戰鬪 必勝の 說は 吾れ 曾て 綾 愚論に 詳 かにす。 

六 ◦ 貞參照 

暗 夷と 合戰 成さる る も 御國の 損失 は 夥しく して、 暗 夷 はさまでの 事な き 由。 是れ 等の 
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( 一 ) 本文 末 

尾の 漢詩に つ 

けたる 照 

(二) 宋の大 

罨呂姐 謙、 東 

t 來と t: す。 諸 

生の 爲 めに 左 

Is!- を 論評せ し 

文を輯 めて 東 

菜博議3卷を 

(； 一一) 楚王强 

大 にして 周に 

代りて 帝たら 

んと 欲し、 周 

宇： の资 器た る 

鼎の 輕重を 問 

ふ。 周の 臣王 

S, 帝た る 

に は德の 如何 

により、 鼎の 

大小に 非ざる 

こ と を 云 ひて 

t も 王の 野心 を 

挫く。 東 i ぶこ 

れを 評し、 こ 

れ辯舌 以て 社 

稷％ 守る に 足 

るとの 化-一 賴心 

も 起さし め 却 

つ て 後患 を 招 

く 基因と なる。 

おに 識省 はこ 
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、 

事、 余 曾て 詳 かに 論定す、 何ぞ墨 使の 過 慮 を 借らん や。 

日本、 幸に 戰爭 は書史 にて 御覽 迄な り。 大統領 心願 も 日本人 をして 實 地御覽 なき 樣致 

し 度き の 由。 前に は 治平 久 布き は 却って 其の 國の爲 めなら ずと 云 ふ、 爰 には义 かく 云 

ふ。 然れば 大統領の 懇切 は 國の爲 めなら ぬ 懇切な り。 其の 言眞實 に出づ るに もせよ • 

細 人の 人 を 愛する や 姑， リ ^ を 以てする の 類な り。 况ゃ笑 中の 刀、 餅 中の 毒 を や。 

戰爭の 終り は 佝も條 約な り。 大統領 心願 は 戰爭に 至らず、 互に 敬 禮を盡 し 條約を 結び 

度き 由。 又 两 洋 高名 提督の 語に、 最上の 戰勝は 最下の 和議に 如かず との 由。 是 れ淺智 


の 論な 


二) 


力 力 


る 提督なら ば、 義卿を 一 面せば 殆ど 新 垣 衍の魯 仲 連に 屈する が 如くな 


らん。 何れの 國 にても、 武を 以て 基 を 建てざる はなし。 今 墨 使 務めて 日本の 武力 を墮 

ニニ  (5  . 

さんと 欲す。 豈に眞 の 懇切な らん や。 宋の呂 東萊の 議中、 楚王鼎 を 問 ふの 一 論 極め 

て 善し、 故に f 復た云 はず。 

合衆國 より 來る 所の 船 も 筒 もな き 私と、 條約御 取 結び は 御國の 譽れを 落さぬ 由。 余 は 

其の 恥 更に 甚 しとす。 .ii: となれば 酈 生の 三寸 (の 舌) 以て 七十 餘城を 下す もの は、 漢の威 


i-i 德と韓 信の 斌カ とに 因るな り。 使の 一 介 以て 條約を 取 結ぶ は 大統領と 彼 i との 接 威 

に き." き  r 五) 

お， 一 に 2： るな り。 然れば 嘉永屮 { 成の 年、 彼理， 〈c の 八 叩 を 奉じ 軍艦 十 m さど 以てお 川に 氷り 德 

m 註參照 

s〕 嘉永七 川 將軍を 脅す。 將軍 心膽； ^喪し、 其の後 遂に 一 介 使節の 爲 めに 莫大の 條杓を 取 結ぶ と 

年卽 V 安政 元 

^  云 はば、 百世の 是非 何 如 あらん。 又 u 本 使彼理 4«m5- の 軍艦に 恐嚇せられ、 其の後 一 

介 使節の 爲 めに 條約を 結ぶ と 云 はば， 萬 國の毀 眷何如 あらん。 深 W わ 熟慮すべし リ 

一人と 條約御 結び は、 品 川 沖へ 五十 艘來 りての 條 約と は 格別 相 遠の 由。 幕府 是れ 程に 

外 夷に 輕視 せられ、 何の 面 ほ を 以て 諸侯に 霸 たる や。 萬國を 綱紀し おゆ を 維持す る 者、 

唯 だ 道理の 曲直 • 詞 令の 順逆 を 以て 從違町 否 をな すべし。 大小、 强弱、 賤、 尊卑の 

界限 をな すべ けんや。 然れ ども 幕府 五十 艘を 惧れて 一 人 を 侮る の 心事 を 見 透され たる 

なり。 

此の度 開港 御 許し 相 成る とも、 一時に 御開きと 申す にて は 之れ なく- 漸々 時 を 追 ひ 御 

開き 相 成らば 御 都合 然るべき 由。 i| 使の 禍渐々 深くなる こと、 明 の士- 其の 機先 是 

に 於て 察せず して 更に 何事 を 待たん や。 然れ ども 天 ド明智 に 一之し。 士 未だ 愤る こと 

^ャ闹 (1- 文 稿  二八 九 
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能 は 一丁、 勇者 未だ 怒る こと 能 はず、 何 如何 如) 

阿片の 儀 は. 合 衆 國の條 約へ 聢と据 置かば、 暗 夷 も 削る こと 能 はざる の 由。 又國々 よ 

り條 約の 使節 差 越す とも" 世界 第一 の 合 衆國の 使節 斯 くの 如く 取 極めた ると 仰せ 聞け 

られ ば、 決して 彼れ 是れは 申す 間 敷き 由。 大 言無當 なり。 前に 云 ふ 如く、 勝手の 買賫 

は 條約も 防ぎ 難き 所 あり、 叉魏 源が 說の 如く、 墨 夷 も 阿片 を 持 渡る たり。 且つ 世界 第 

一 の 合 衆 國と云 ふこと 曾て 聞かざる ことなり。 魯 夷の 一 母 五 兒を现 する も 空言の み。 

暗 夷の 海上に 於て 抗衡 する ものな きも 一 長の み。 ？仇ゃ 新造 C 合衆國 * 遽 かに 界第 一 

を 以て 自ら 居る こと を 得ん や。 若し 田- 〈して 能く 第一 を 以て 自ら 居らば- 輕.. 'しく 交 を 

締ぶ時 は、 必ず 吾れ を臣 妾と するな り， 熟思な かるべ けんや。 

一： 百年 前， 葡萄牙 • 伊 斯班人 御 放逐な された る 頃と 只今と は 外 匪の 風習 犬い に 異なり。 

其の 頃 は 宗門の 事 を 皆 願 ひ 居 たれ ども、 1% 夷に て は 宗門 杯 は 皆 人々 の 望に 任せ， 彼れ 

を 禁じ 此れ を勸 むる 様の 事 更にな き 由。 彼理の 書に も 此の 意 あり C 然れ ども 會澤の 新 

論 云 ふ、 「神 奸の潛 行 は 其の 名變 ずべ く， 其の 狀更 むべ し。 而 して 其の 民心 を #, する 


所以の もの 自若たり 云々」。 破 的と ふべ し。 

两 洋 にて >  一方の 宗門 を 外 宗に改 むる 者 あれ ども、 干戈 を 用 ふるの こと 決して 之れ な 

き 由。 近く は ァソフ 湖 中に て 魯西亞 と都兒 格との 大戰、 獨逸 及び 1" • 佛 二 夷の 加勢せ 

しこと は、 鎖國の 日本人 さへ 其の 始末 を 明瞭に する ことなり。 宗門の 爲 めに 十 戈 を 用 

ふること なきと は 何の 說ぞ や。 

墨 夷 は 怫の堂 も 耶蘇の 堂 も 一 様に 並び 居り、 一 nr に 見渡す 由。 是れは 葡萄牙 • 伊斯班 

等 は 己が 邪宗 を 開かん 爲 めに 至る所 神社 佛閣を 焚 毀して 耶蘇 堂 を 立てし が、 1^ 一 夷は然 

らず となり。 然れ ば葡. 伊 は 一向 專 念の 神社 を拜 する こと を 許さざる に 似たり。 I.!; 夷 

は 本地垂 跡の 說の 神佛を 混合す るに 似たり。 其の 邪敎を 主張す るの 意 は 同 一 なり。 

當時は 葡- 伊の 反逆人の 如き 者相盡 き、 世界一 統睦 じく、 一  方の 潤澤は 一 方に 柊し、 

凶作の 國 へ は 畳なる 國 より 商 賣を 休め 食物 を 運す るの 風儀の 由。 然れば 前に 云々 する 

戰を 好み 阿片 を押賣 して 人の 國を 貧しう し 人の 智力 を 屈 減 さする 一階 夷 は、 何 を 以て 今 

の 世界に 立つ や。 且つ 禾に 稂莠 あり、 蟲に 蛇蝎 ある は、 物の 自然な り。 今の 世界と て 
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も惡人 絶え 果っ べきの 理 なし， - 若し 强 ひて 惡人絕 え 果てたり と 云 はば、 • 其の 人卽ち 卑； 

人と 知るべし。 

交易の 便利 數條。 其の 中には 尤もなる こと も あり。 然れ ども 是れ 等の 處 吾れ 曾て 象 山 

師に 聞く こと あり，. 云 はく、 一  出 交易 は 可な り， 居 交易 は 不可な り」。 <K 云 はく、 「國 

ハ强 勢に て 外 夷 を駕駁 する に 飴り あらば、 居 交易 も 亦 可たり、 ？仉ゃ 出 交易 を や。 外 夷 

の 成 勢， こ. 畏 攝 して 巳む を 得ざる に 出でば， 出 交^も 亦 不可な り， ？仇ゃ 居 交易 を や。 但 

だ 出 交易 は 識見 を廣 め- 學藝を 進む るの 便 あるの み」。 象 山師 之れ を額づ く。 

瓜哇 にて 條約を 結び、 暗 夷の 横行 を 防ぎし 由。 世界一 統睦 じき 中 なれば 無 ハ-^ の 苦心な 

り。 豈に 東方に 所領 を 得ん との 手段に 非ず や。 

東印度 は 西洋と 條約を 取 結ばざる 故、 遂に 暗 夷に 一統 せられし 由。 是れは 墨 使 未だ 印 

度の 事を詳 かに 知らざる なり。 印度の 敗る る 所以 は 各部 和 協合從 せず して. ST 相爭奪 

する を 以てな り。 陸鬪に 長ず と雖も 海軍に 拙き を 以てな り。 騎兵 長 檢に長 ずれ ども 大 

はう 

煩の 術に 疎た る を 以てな り。 此の 三 事 を 問 はずして 條約 のみ 是れを 事と す. 何 ぞ亡を 


苻す るに 益 あらん や" 

高山に 格別 眼力 宜き人 登り 見たら ば、 墨夷の^^漁船數；^！！艘日本國の周りに寄合ふこ と 

こんば う 

相 見 ゆべき 由。 侮言 慢語爱 に 至る、 默々. 答へ. ず。 幕吏の 昏蚝、 實 に悲愤 に^へ ず。 

大統領より、 墨 夷 心得 居る 事 何 にても 傳ふ べし。 軍船 • 蒸 氣船、 其の 外の 軍器 にても 

御 入用の 品 は 持 渡るべし。 海陸 軍の 士官 幾 百 人 にても 指 出すべき 由。 今 五 ：！ が國を ：9 子 

き- T つし 

とせんと する は、 他日 吾れ を臣荣 とする の. 漸 なり。 是れを 以て 殿ドを 大切に 存 ずると 

云 ふべ けんや。 

大統領、 两 洋各國 と 確執の 中立 • 條 約の 中立 を 致さん との 事の 出。 返す返す も，： E ら利 

する 所な くして 斯 くの 如きの 面倒 を、 誰れ も賴 まぬ 事に、 する 者が あらん や。 人情 華 

夷な し、 唯 だ 利 を 顧みる のみ。 

香港に て 暗 夷の 總督に 面 會す、 日本への 使節 を 命ぜられし 由。 其の後 書翰 四 通： 越す" 

其の 中に 云 はく、 「日本へ 渡 來の節 は 日本人 是れ迄 見 及ばざる 軍船 を^ ゐ、 、ば戶 表に 

來り 談判す ベ. し。 願 筋はァ ゲン トを 都下に 留め置く と、 日本に 數个 所の 港 を 開く との 
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(I) 秦の 

王. 齊を 伐た 

んとせ しも， 

楚の齊 と 聯合 

せん こと も-憂 

へ 張 儀ュで し 一 > 

楚王に，^^かし 

めて 曰く、 王. 

51^ も閉 ぢて齊 

に絕 たば、 商. 

於の 地 六 百 里 

を獻 ぜんと。 

楚の懐 王 これ 

(：- 信じ、 齊王 

も 辱め これと 

つ。 因って 

秦に地 を 請 ひ 

しに 秦 僅か 六 

里を與 へ んと 

す。 楚王 怒り 

て秦を 伐ち 大 

敗す 

(二) 戰國時 

代、 魏 の安藶 

王の 臣，" 趙と 

共に 暴 秦に屈 

する の 政策 も 

行 はんとす。 

幸に 齊の魯 仲 

連に 說服 せら 

れて， V の 事な 

き ％ 得たり 
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ニ條 なり。 拂夷も 同様な り」。 終りの 書翰に 云 はく、 「蒸 氣船計 五十 艘餘 至るべし。 右 

に付き 其の 節の 取扱 方 等 御治定 成し 置かるべし」。 私の 考 にて は、 條約御 取 結びの 外 

は 御 扱 方 も 之れ ある 間 布く、 私 名前に て 暗 • 拂 の 高官へ 書狀 差遣 はし、 日本 政府に 於 

て 條約御 結びに 相 成り、 外 國へも 一 般に 御免 許 相 成る 害の 趣 申達せば、 五十 艘は 一 艘 

又は 二三 艘 にて 事 濟 むべ き 由。 是れを 以て 見れば 暗 夷と 全く 心 を 戮せ計 を 協へ たる 縦 

跡 明白な り。 面 會と云 ひ 書翰と 云 ひ 何等の 親睦に して- 前 條墨夷 戰爭を 好み 阿片 を鬻 

ぐの 邪心 を 毀 証す るの 甚 しき や。 墨 使 一 日の 談說 すら 其の 反覆 かくの 如し。 何の 懇切 

か あらん、 何の 明白 か あらん、 何の 大君 殿下 を 大切に する ことか あらん。 吾れ 謂 へら 

く、 張 儀が 商 • 於の 六 百 里と 云へ ども、 其の 詭辯 未だ 爱に 至らざる なり。 此の 申立 を 

尤もと 聞きて 條約を 調印す る は、 國に 負く の 奸賊、 人々 得て 誅 する こと を 得る 者な り。 

今 謹んで 有志の 士に吿 ぐる こと 然り、 且つ 係く るに  一 HIS を 以てす。 

二) 


不 卻 新 垣 衍 

難 洗 東海 恥 


新 垣 衍を卻 け ざれば， 

東海の 恥 を 洗 ひ 難し。 


i 法 取のに て；;^ ベ 原 
云 もりた 於 下 0 し莊 

ふ授 、めて 郊 F3 

か 終に 荧の張 郎 
り に 履 石： tfiia な 
し 兵 を 公橋嘗 乙 


(一 一一) 泰に 事 

へんと て六國 

の 速 橫を說 け 

る 魏の政 客 

fra) 楚の屈 

原忠 諫容れ ら 

れす 遂に ，5 羅 

に 投じて 死す 

(五) 殷の高 

宗が 夢に 見て 

遂に 得た る 賢 

ふえつ 

臣 1W 說と 周の 

文 王が 渭 水の 

濱に 得た る 太 

公望 呂尙 

(六) 後^ 醒 

天皇の 御 夢に 

入りし 棟 正 成 

(七) 大原三 

位 a 德の西 下 

策の- i=i めに 京 

都に 潜入した 

ろ 伊藤 傳之輔 • 

村 和 作 • 田 


〈三) 

不刎張 慎 頭 張 儀の 頭 を 刎ね ざれば、 . 

ベ. きら 

何 辭汨羅 死 何 ぞ泊羅 の 死を辭 せん。 

吾 原 存此心 ，吾れ 原と 此の 心を存 し、 

* 櫪羈 千里 槽稷、 千里 を 一 i す。 

(五) 

傅呂非 所望 傅呂は 望む 所に 非ず、 

況乃南 木 子 況ゃ 乃ち 南 木 子 を や。 

堂々 吾 二 州 堂々 たる 吾が 一 一州、 

， f 七) 

夢 卜 得 三 士 夢 卜 三士 を 得たり。 

三士 眞傑 豪 三士 は 眞の傑 豪、 

非 待 五 a 言 起 吾が 言 を 待ちて 起てる に 非ず。 

しばら 

然且聽 吾 言 然れ ども 且く 吾が 言を聽 け、 

(八) 

勝 取 E^- 下 履 5? 下の 履 を 取る に 勝らん。 

夷 情 不難知 夷 情 は 知り 難から ず， • 


戊 午 幽室 文 稿 


二 九 五 


二)  .K 拳に 

「十： n の 親る 

ず-、 十手の 指 

す 所、 其れ おお 

たる かな」 と 

あり、 衆人の 

する 所 誤 

h- なき 意 

m) 天皇。 

こ この 二 IS は 

Bsii も 通. おも 

s«! ：衽 一に 責を sie 

して 幕府，！ n ら 

事に 當 るの 意 

なき をい ふ 
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十目 十手 指 

何 如 征夷 府 

喪心 信 兩 • 斗 

國難向 君 託 

財貨 任君巿 

救 僚 一時 

遣 切 千歳 齒 

天子 甚聖明 

洞察 興亡 理 

紫 疲降絲 給 

薄 海欣々 喜 

三士 生此 % 

東 遊 徒 爾 


十 E 十手の 指。 

何如ぞ 征夷の 府， 

心 を 喪 ひて 兩. 斗 を 信ず。 

ニー) 

國難 君に 向 ひて 託し、 

財貨 君に 任せて 市ろ e 

一 時の 屑 を 僚く を 救 ひ • 

千歳の 齒を 切る を 遣す G 

天子 甚だ 聖明 なり、 

興亡の 理を 洞察した まふ。 

紫 に 絲綸を 降し- 

いた 

W に i?. るまで 欣々 とし て T::!!: ぶ - 

とき 

三士 此の^に 生る、. 

東 遊 S に 徒爾な らん や。 ， 


(二)  仲 連 

や Ir!^ の 如き 

人 


(HI)  ロシア 

(五) アン ゲ 

リア 卽ち ィギ 

リ ス 

(六) フラン 


屈. 人逝矣 #：2：:3 人 逝け り、 

尊 壤 三 士 匕 尊-摘 は 三士の み。 

附論三 則 文) 

癸 fi- 甲 寅、 彼理— の來る や、 多舶 を率統 してお.^ もて 我れ に 臨む。 而 るに 其の 螯辭は 

則 ち^しく は 不遜なら ず。 請 ふ 所の 四 條も亦 皆 其の 國已 むべ からざる 所に して、 庇 藤 

を 我れ に 仰ぐな り。 今巴兒 単： 斯 一介 ノ府に 入り、 大 言 無 禮>  尊ら 我が 邦 を 庇 する を 

以て 辭と爲 す。 是れ 疆 夷の 術數、 剛，^ 载ね 施す ものな り。 夷を馭 する に 宜しく； おす 

ベ き 所な り。 

魯夷、 滿洲 • 支那 を 窥ひ、 勢將に 暗の 印度に：, らんと す。 一 L= は 乃ち 拂と 謀り、 吾が 蝦 

から ふと  「 ど 

夷 •  太 を 取りて 遙 かに 對 持の 勢 を. おり、 且つ 拂と 朝鮮 丄 灣 を分領 し、 近く 其の-:^ 

を扼し 其の 角 を 折らん と 欲す。 二 夷 果して 能く 此の 大經略 を 成さば、 則ち 大 東洋 屮に 

i^.: 夷 復た手 を 着く るの 處 なし。 是れ 其の 腐心 切膚 なり。 是を 以て； i«r 支那を游^^せ 

んと 欲す。 支那 未だ 服し 易から ず。 乃ち 神州 を嘗 む。 其の 筲館 • 長 崎を悅 ばず しス、 
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(一) 天文 年 

間 山水 朝せ るィ 

ス パー ーァ 人宣 

教師 ザビ ェ 1 

ル の 如き を 指 

す 

(二) ミー ース 

トル は 公使 • 

特>^ 《使節、 コ 

、ノス ル は 領事 

(三) この 倏 

の 人名 及び 事 

件の 内容に 就 

きて は 本稿 中 

「嚴 囚紀 事」 

参照 

(ra) 彥根藩 

主にして 時の 

大老た る 井伊 

直 

(五) 當 役の 

雅稱 にして 藩 

主に 從ひ 多く 

江戶 にあり。 

鬵 お 卽ち國 相 

と共に 最も 重 

耍 なる 役目" 

當 時の 行 相 は 

Is 田 sst 正な り。 

本 卷ニ七 〇 頁 

周 布 氏の 說附 

の 愚按參 照 


戊 午 幽室 文 稿  二 九 八 

專ら 江戸と 京 攝とを 求む る、 其の 窮計奸 謀 並びに 測 知すべし。 

一)  ニー) 、 

往昔の 葡.. 伊， 一 法師 を 遣 はして 猶ほ 能く 人の 國を 傾く。 今、 密尼 斯篤兒 • 昆須屢 の 

ただ  わす 

權カ豈 に 特に 法師の 比な らん や。 而 るに 猶 ほせ 受 して 疑 はず。 幕府 假令前 轍の 覆 を 遣 

るる も、 寧ん ぞ來 機の 兆 を 察せ ざらん や。 明智 の士、 一目瞭然 なり、 百 憂何ぞ 止まん 


周 布 公輔の 事ニ條 十一 中句 

ニラ 

周 布 公輔、 中 村道 太 • 松 島 瑞ハ徒 • 赤 川 淡水 をして 余に 謂に しめて 


、 「頃ろ 某々 の 

いた 


四 侯將に 上京して 誠を陳 ぜんとす。 事 果して 決せん か、 吾が 公 富に 直ちに、 y 戶に詣 


(9 


彥 根を諫 むべき のみ。 書生の 呶々 を 費さざる なり」 と。 余 反復して、 江戶に 詣り亲 根 

(5 

を諫 むる の 計に 非ざる を 論じ、 叉 行 相當に 公に 代りて 上京すべき を 論じ、 條記 する こ 

と 頗る 詳 かなり。 已に前 田 致 遠に 附し、 其れ を 公輔に 示さん こと を 欲す。 來原 良藏の 

言 を 聞く に、 公輔 は 果して 之れ を 見たり と。 已 にして 行 相の 家臣 大谷 茂樹來 りて 云 ふ- 

「主 公. 君 公江に 詣り 彥を諫 むる の 言 あり、 子 以て 何 如と 爲す」 と。 余 驚きて 曰く、 


「此の 事、 余已に 公輔 を辨駁 せし に、 公輔の 說 せり。 主 公 顧 ふに 未だ 聞かざる か。 

公輔の. 1 蔽、 其の 罪 莫大な り、 且つ 國事を 如何せん」 と。 茂 樹も亦 驚きて z:  く、 「吾 

れ 將に歸 りて 主 公に 問 はんとす」 と。 - 

つ  よぎ 

公輔 又良藏 をして 余に 語げ しめて 曰く、 「長 井の 此の 行、 將に 京に 過り て 一 行の 詔 寳 

ぢミ 後の 前 を 請 はんとす。 勤王の 事 不曰擧 行 せん、 書生の 呶々 を 費さざる なり」 と。 良藏、 佐 糞 

八十 郞と來 りて 其の 語を傳 へ、 且つ 曰く 、「勤王の 事、 余已に 之れ を 公輔に 委ぬ。 足： ト 

若し 余を諒 せば、 何ぞ 余と 同じから ざらん」 と。 嗚呼、 余 良藏と 交遊す る こと 一 日に 

非ず、 相諒 する こと 一 年に 非ず。 余の 交遊、 志 を 同じく する 者 からず。 然れ ども 其 

の 間、 性行 意見 >  少しく 扞格 なき 能 はず。 良藏 及び 桂 小 五郎に 至りて は 萬、、 異同 ある 

なし * 卽し 一 も 之れ あらば、 一 二言せば 乃ち 合 ふ。 今 乃ち 是れを 以て) 過ら る。 吾れ？？ - 

に 之れ に 違 ふこと を 得ん や。 然れ ども 心 遂に 平 かなる こと 能 はず、 且 く謹對 して ：！ く、 

r 諾」 と。 三人 默 然として 對坐 する こと 久し。 余 闩 く、 「吾れ 其れ 遂に 山林に 老いん か。 

政府 果して 能く 王に 勤めば 何ぞ囚 奴の 瞽言を 待たん。 且つ 闪 奴の 如き 者怏々 として 寧 
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戊午幽 幸-文 槁 


三 〇〇 


t -。 韓信 5JK て 

il51. 一 伍す る を 

.E ら りし こ 

と ある 故事よ 

り、 凡庸 者と 

伍す る 4 い ふ 


(二) 来 原 は 

常時 手 當方用 

接と たり、 長 

. ゆに 留- f 中の 

le 详 砲術 傳習 

生の 監督 指導 

を 命ぜ ら る 

(三) 下級の 

書記 役 

(H) 佐 世 八 

十 良 


んぞ喰 等と 伍す るに 堪 へん や。 ？仉ゃ 口舌 呶々 する は 事に 益な し。 吾れ 其れ 遂に 山林に 

老いん か」 と。 良藏愤 りて 曰く、 「是れ 則ち 功名 を 貪るな り， 忠義に 非ず」 と。 余：：： 

く、 「固より なり。 余 は 之れ 不忠 不孝に して 功名 を 貪るな り。 唯 だ 人の 爲す能 はざる 

所を爲 し、 人の 言 ふ 能 はざる 所 を 言 ふ は、 余を舍 きて 其の 人な きなり。 是 れを舍 きて 

余の 事な きなり」 と。 時に 良藏は 銑陣の 事に W りて 將に 西の かた 長 崎に 柱かん とし. 

ニコ  ， 

きみ  一. I 一  1 ) 

頗る 得意の 色 あり。 余 因って；：：： く、 「今、 公の 事 を 奪 ひて 與 ふるに 一助 筆 を 以てせば、 

公猶ほ 能く 力 を 致し 職 を 守らん か、 抑ノ 山林 を 思 はんか」 と。 ft!; 藏益. >慍 る。 時に 夜 

將に 明けん として、 霜 重く 月 寒し。 余爲 めに 置 酒して 送別の 意を寓 す。 良藏は 酒量 固 

と大 いなる に、 僅かに 三 小 1^ 息 を 傾け、 顧みず して 去る。 パ十 も亦從 ひて 出づ。 嗚呼 > 

吾れ 實に 功名の 士 にして 忠義の 士に 非ず。 然れ ども 國家詔 を 請 ひて 勤王す る こと、 果 

して 虚言に 非 ざれば、 己れ ょリ 出で たるに 非ず と雖 も、 固より 將に^ 躍の 暇 あら ざら 

ん とす。 何の 不平 か 之れ あらん。 請 ふ、 更に 良 藏の言 ふ 所 を 以て、 詔 を 請 ふの 實に非 

あ. A 

ざる を證 し- 且つ 不平の 由 を 明さん。 ^藏 曰く、 「公輔 は 余 をして 筑前 • 薩 摩の 事情 


を 探らし めんと 欲す。 余 曰く、 公家の 議論 逐一 吿 げられ よ。 吾れ 將にニ 藩に：^ きて 其 

の 君 相に 謁し、 吿 ぐるに 所 由 を 以てし、 且つ 其の じ：： を 聞きて： i らんと す。 否れば 則ち 

能 はざる なりと。 公輔 答 ふること 能 はず」 と。 夫れ §i を 請 ひて 勤王す る ことおに 易禀 

ならん や e  rs:、 これ を將相 • 大臣 ニニ 末： お 國に議 し、 外- これ を 同列の^ 侯に 謀り、 

其の 趨向 を熟觀 して  >  然る 後に 手 を 下す も、 猶ほ 其の 成らず して 妨 あらん を 恐る。 今、 

書生の 議論に 逼り、 輙く詔 を 請 ふと 言 ふ、 孰れ か敢 へて 之れ を 信ぜん。 义：： く、 「公 

輔言 ふ、 此の 事 切に 寅 一： をして 知ら しむべからず。 ： 之れ を 知らば 必ず これ を 紙に 

筆 せん、 是れ惧 るべき なり」 と。 夫れ. ぽを請 ひて 勤王す る は^に 隱事 ならん や。 事果 

て 成らば、 天下の 君子 將に 筆に 載せて 環 立し、 これ を卷^ に窨 して 千古に 昭耀 せん 

とす、 寅 二な しと 雖も， ^寧ん ぞ 紙に 華す るの 人 乏し からん や。 然れ ども- K  二 は { 仝 文 

の士に 非ず。 之れ を 謀る こと 宜しく 密 なるべくん ば、 安ん ぞ」： ij- りに 之れ を， 率 せんや。 

唯 だ 公輔の 惧 るる は、 則ち 虛僞 あるの 言 も 口外せば 乃ち 消 ゆ、 或は 歸ら ざる ある も 他 

人 は 則ち 笑 はんの み。 寅 二 は 則ち 之れ を 筆して 往 いて 攻む。 是れ 公輔の^ るるな り。 
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* 以下 餘白 

に 朱書せ り 

( 一 ) <s 田 as 

正、 當 時 行 相 

なり 


戊 午 幽室 文槁 •  三 〇 二 

是れに 就きて 之れ を 思へば、 吾れ の 不平 豈に 其れ 由な からん や。 然れ ども 長 井 詔 を 請 

ふの 事 は 公輔 嚴に 其の 漏：^ を 禁ずれ ども， 余 極めて 其の 事の 信に 非ざる を 知ろ。 故に 

公然 之れ を 人に 告げて.、 公輔の 虚妄 を 暴. にす。 鳴 呼、 其の 事 をして 信なら しめば、 余 

が 漏：^ の 罪 其れ 勝げ て誅 すべ けんや。 然れ ども 事 果して 此に 至らば、 國 家の； i 寧ん ぞ 

此れより 大 なる もの あらん や。 

十 一 月 一 一十 曰、 岡 部 . 福 原、 此の 書 を 持して 彈 相に 詣 K>。 

二. 十一 日夜、 小 田 村、 藤 井お 兵衞に 至る。  . 

一 一十一 一日、 小 田 村、 彈 相に 至る e  . 

一 ； 十三 日、 小 田 村、 前 田に 至る。 


諸 友に 示す 十一月 二十 九日 

神州の 積衰、 

夷. 諸侯 之れ を 制する 能 はず。 ここに 於て 私心 慨然と して 曰く、 「攘夷の 事 は、 * 吾 


し. A  r- みならす 

朝 一 夕の 故に 非ず。 加 之、 近日 夷 慮 猖狱し 皇威を 屈 橈す、 而 して 征 


が 摩に. < ^り」 と。 已 にして 勅 じ：： 汗發 し.. 征夷. 諸侯 をヒ おむ るに 壤^ を 以てした まふ) 

征夷 • 諸侯 未だ 奉ずる ある 能 はず。 獨り 吾が 公秦然 有司 を 鼓舞し 以て 勅 を il じた ま 

ふ。， 有司 或は 從ひ 或は 逆 ひ、 未だ 一 に歸 する 能 はず。 ここに 於て 私心 條 然として HI  く- 

「有司 能く 公 3!- に遵ひ 勅意 を 奉ぜば、 則ち 誠に 善し、 若し 或は 然る 能 は ざれば、 奉 

じ 14^1 勅の *、 固に 吾が輩に 在り。 然 りと 雖も 吾が 君 能 はずと する、 之れ を 贼と謂 ひ、 難き 

首章 褒照  くわん やう 

を 君に 責 むる、 之れ を 恭と謂 ふ。 吾れ， 江 家 百年 豢 養の 恩 を 蒙り、 吾が 公二 十 年 造 就の 

德を荷 ふ。 事已 にこ こに 至る、 寧ろ 恭臣 となる も、 3& つて 賊 121 となら じ」 と。 ここ を 

. 以て 頗る 難き を 君と 有司と に责 む。 且つ 謂へ らく、 君と 有司と 果然 能 は ざれば、 ^名 

を 得と 雖も 天 勅 奉ぜざる ベから ざるな りと。 私心 此 くの 如し- 他 腸 あるに 非ず。 

昨夜 玉 木 叔父 來 りて 臼 く、 「政府 旣に汝 の 心 赤を諒 せり。 忠 ふる 所の もの は 議論^ 摱、 

ふん うん t ^、うせい  そこな  きた  すく" j 

往復 紛転、 鲰 生賤卒 政府に 出入し、 國體を 損 ひ 俗議 を來 し、 害 を爲す こと 細からず。 

且つ 政府 眞に 能く 爲す あらば、 何 ぞ汝の 言 を 待たん。 政府 果して 爲す ある 能 はずん ば、 

汝の言 人を强 ふと 爲す。 强ふ ベから ずして 强 ふる は、 人 を 知らざる なり。 一 H を 待たず 
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( 一 ^  Si 先 

進篇 第二 十 章 

(二) 禮記、 

#■1  少ド に出づ 


二) い 一 


(三) 弟敏； ：一 


して 言 ふ は， 言 を 知らざる なり e 痴叔の 見る 所此 くの 如し。 古；：： く、 父兄 在す あり、 

之れ を 如何 ぞ、 其れ 聞く がま まに 之れ を 行 はんやと。 叉 3  く、 子の 親に 事 ふるや、 三 

諫 して 聽 かれ ずん ば、 號 泣して 之れ に從 ふと。 假令 吾が 言當ら ずと も， 當に有 在の 義 

を 思 ふべ し、 號 泣して 之れ に從 ひて 可な り」 と。 鳴 呼、 <^.E ら；^ る こと 饭 人の 下に 在 

らず。 常に 謂へ らく、 吾れ 同志と 力 を 戮せ心 を 協へ、 正 議を村 塾に 唱へ、 以て 國脈を 

：^" 養し、 天下 を 維持す べしと。 自ら 信ずる こと 此 くの 如し。 £:n^ に 1； らん や 其の 忠と爲 

す 所以の もの 忠に 非ず、 而 して 義と爲 す 所以の もの 義に 非ず、 徒らに 以て 國 家の 極 害 

とならん と は C 國 家を梗 害する は、 吾れ の樂 しむ 所に 非ず。 請 ふ是れ より 戶を 閉ぢて 

It 居し、 嚴に 諸君と 絕 たん。 諸君 各. >爲 さん， こ 欲すろ 所を爲 せ、 吾れ は 則ち 靜坐 默處 

以て 其の 何 如 を視ん のみ。 

义 書す 十二月 二日  . 

吾が 弟敏 生れたがら にして 啞、 今已に 十四な り、 面目 動 止、 凡人に 異る なし e 其の 

字 を 寫し書 を 摸す る こと、 頗る 善く 人に， 肖る、 亦 人 問 書 あり 說 くべ くして * 己れ 獨 


り 通ず る 能 はざる を 知る。 人の 書 を 讀むを 見て、 或は 默然 注視して 去らず、 或は 喃 

なん 

喃語を 習 ひ て 已 まず。 盖し 或は 人の 姓名 若しくは 食物 器 は v、n 用 切 近 の 稱謂 の 字面 を 

知り、 又 粗 ぼ 字に 異體 あり 讀に廻 環 ある を 悟る。 而 して 遂に 讀み 且つ 通ず る 能 は ざ 

るな り。 余 頃ろ 丈 室に 囚 せらる。 室 中に 先 靈の位 あり。 敏、 =: 暮 必ず 來り、 位 前に 

ォはを 焚きて 拜禱 す。 其の ロ喃々 として 何の Is なる か を辨ぜ ず。  初め 以て 戯れと 爲 

す、 已に 其の 常 ありて 變ぜ ざる を 怪しみ、 試みに 微 しく 之れ を 叩く。 敏、 ^縮 喪 笑、 

書 を 把り て 口 を 指し、 喃々 として 讀む 者の 狀の 如し。 ぼつ 靈位 を； し、 f 赌る所 ある 

を 示し、 叉 指 其の ロを掩 ひて、 人に 知らし むな かれと。 夫れ 啞者 は以そ 書を讀 むべ 

からざる こと、 已に生 あるの 初めに 定まる。 而 るに、 渠れ獨 り，： HI ら 知らず。 唯 だ；^ れ 

亦湯藥 針灸の 能く 治す る 所に 非ざる を 知り、 乃ち これ を 先靈に 禱 る、 其の^ 亦 悲し 

むべき のみ。 然れ ども 其の 禱 り 果して 何れの 日に 始めし か、 吾れ 問 ふに 忍びず。 其 

の杲 して 何れの 日に 終る や、 亦 問 ふに 忍びず。 禱 りて 得 ざれば、 れ死 すと 雖も變 

ぜざ るか、 抑 >將 に 更に 何 如に せんとす るか、 吾れ 益. -問 ふに 忍びざる たり。 其の 
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とど 

^を喩 し 其の 禱りを 止めん と 欲すと 雖も、 辭 通ず べきに 非ず。 嗚呼、 吾れ の 尊王 達 

夷 も、 何ぞ 以て 此れに 異 らん。 天子 勅 あり、 吾が 公敎 あり。 而 して 政府 毫も 遵奉 

する に 意 あるな し。 詭詐 反復、 吾れ を 嚴囚に 陷れ、 心 以て 快と 爲す。 噫、 吾れ 嚴囚 

せらる と雖も 首領 尙ほ 在り、 尊攘の 志 少しも 沮撓 せず。 政府の 君子より 之れ を視 

れば、 猶ほ 吾れ の啞 弟を視 るが ごとく なるべし。 然れ ども 吾れ は啞弟 を視て 其の 悲 

しみに 勝へ ず。 而 るに 政府の 君子の 吾れ を視る は、 將に笑 罵 之れ 勝へ ざらん とす。 

鳴 呼、 兄弟の 愚、 其の 濟ら ざる を 均しう す。 彼の 蒼なる 者 は 天に して、 一視同仁た" 

り、 悲しまん か 笑 はんか。 吾れ 其の 決して 之れ を 罵る に 至らざる を 知るな り。 十二 

月 二 夜、 書 を讀み 倦みて 臥す。 臥して 陲る能 はず。 復た 興き 燈を 挑げ て 之れ を 書す、 

時に 四 更なり。 二十 一 回 猛士。 

周 布 を 論じ、 兼ねて 兩府の 撰 充を議 す 十一月 下旬 (力) 

周 布 政 之 助 は誣妄 反復、 其の 罪 を 正論に 得る こと 固より 計 ふるに 勝へ ず。 然れ ども 余 


の 心 未だ 以て こ こに 止まる と爲 さず。 吾が 公 勤王の 志 は 固より 已に 確乎と して 親書に 

二) 一一 一條 W 見 はる、 而 るに 周 布 は 之れ を撓 めたり。 且つ 聞く、 上京の 次、 三條 公に 謁. （陳說 する 

萬 

まラ 

所 ありと。 吾れ 其の 說を 察する に 決して 正論に 非ず。 宜しく 周 布 をして 之れ を 白 さし 

むべ し、 周 布 若し 白 さ ざれば 吾れ 則ち 代りて 之れ を 言 はん。 吾れ の 洞識、 人の 肺腑 を 

とほ 

透す、 今 若し 代りて 言 はば、 周 布 決して 別に 言 ある を 得ざる なり。 周 布の 說蓋し n: く 

「天朝 願 はく は 持 重して 移らず、 前議を 確守して 浪人の 妄語 を聽 くこと なかれ。 一 日" 

天朝 變 あらば 寡 君 兵 を 提げて 自ら 出 でんの み、 決して 宸 襟を努 せざる なり」 と。 鳴 

呼、 謂 ふ 所の 浪人なる 者 は精忠 苦節の 士 なり、 妄語なる もの は tMl 正議 なり。 幕府 は 

蓋し 元弘の 變に監 み、 決して 承久の 逆に 出で ざらん。 ここ を 以て 徒 だ 能く 精忠 苦節、 

讜論正 議の者 を 除き、 以て 天朝の 羽翼 手足 を 殺がん のみ。 敢 へて 凶 逆 を 以て 少しも 

天子に 加へ ず、 天下 をして 名 づけて 與る能 は ざら しむ。 是れ 幕府の 奸 なり。 周 布の 智 

蓋し 之れ を 知らん。 故に 天朝に 白す に 此の 言 を 以てし、 事、 君 公 自ら 出づ るに 至ら 

わ け 

ざる を 計れるな り。 殊て 知らず、 幕府、 外 夷 を 親しむ こと 良友の 如く、 外 夷 を 長る る 
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( 一 ) 行扣は 

當 役の 11^ 稱に 

, て， 藩主に 

隨 從， 二」 國 命 

出納の ted にあ 

り、 重要な 

乙 人事に 關 «f 

す。 多く ほ. 江 

戶に 在り。 行 

の 下に 頃す 

る 下 ほ を s^t 稲 

して 行 相府と 

^ふ 

(二) 孟子の 

！ IK 子に して 魯 

に 仕 ふ。 人と 

た b 善 も 好み 

忠言 を容 るる 

仁者な り 

(三) ここ は 

當役 手元 役、 

衆聪を 總理す 

る 雷 要の 地位" 

前 田 は當^ 國 

相府の 手元 役 

(四) 江戶方 

も 筆 役と もい 

ひ、 藩主 M 轄 

の 政務に S 與 

する； W 書 役 

(五) 用 所 役 

とい ふ。 行 相 

府 所要の 經 
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こと 嚴 君の 如く、 盡く 吾が 國の 情實を 以て 外 夷に 輸し、 若し 犬 朝 をして 持 重、 諸侯 

をして 觀望 せし むれば、 則ち 其の 事 成れり とする を。 闳 布の 說は 正に 其の 術中に 陷 り- 

其の 實は身 を 謀る に 巧みに して 國家 天： 卜 を 顧みざる なり。 然 らば 則ち 周 布 は 上天 朝 を 

欺き 下 我が 公 を 謬り、 有志の 論 を 挫きて 幕府の _ ^吏に 迎合す、 罪、 誅を容 さず。 宜し 

く 其の 政務 を 奪ぶべく、 然る 後に 嚴に 其の 罪を議 して 可な り。 然れ ども 周 布 も 亦 人傑 

なり、 內 自ら 邪 說を懷 けど も、 外 世俗の 邪說を 担ぐ。 故に 世俗の 邪 說は周 布の 覆 敗 を 

時として 起らん 。ぽぽ K5s?isss"l> 之れ が 後 圖を爲 さざる ベから ず。 請 ふ、 終に 


二) 


之れ を 策 せん。 行 相府は 政務の 本な り、 當に 人才 を 妙 撰して これに 充っ べし。 前 田 孫 


三 ：> 


右衛門 は 正直に して 善 を 好み、 樂 正子の 風 あり、 宜しく 御手 元と 爲 すべし。 宍 戶九郞 

兵衞は 剛直に して 器 局 あり、 宜しく 街 政務 座と 爲し、 御手 元 職に 參ぜ しむべし。 來原 

ぎ - ま 

良藏は 節概の 勇士に して、 中 村道 太郞は 才智 兼ね 具 ふ。 皆 御 政務 座の 村な り。 來島叉 

兵 衞は膽 力 人に 過ぎ、 叉 精算 密思 あり、 御用 所と 爲 さば 正論に 益 あり。 之れ を 要する 

に 此の 五 人の 者 は 其の 才智 或は 周 布に 讓る もの あらん。 然れ ども 皆 人 言 を容れ 正義に 


劳し相 之:^ 相 里：;： る 
0 す こ 府助 ：5 府 助し、 役 

手 右 ' 手 ' 
當 元 筆 f; 周 元當內 
U 役 役 時 布 役 時 
の にに 行政 行 Mi 


の 計算 及び 運 

用の 事務 を. ま 


與し、 詹 かに 內 藤の 圓活、 周 布の 奸猾の 比に 非ざる な 


鳴 呼、 奸猾 なる 者 は 萬、 誅 


雅稱 にして 藩 

S の 謂 はば 國 

0^ 老 たり、 當 

役と 共に ニ大 

政務 長官な. 0 

(九) ここ は 

m 胺 手元 役に 

して、 藩 地の 

衆 職 を す 

二 〇」 S 相 

&〕 に 屬し各 郡 

=.官役を總项 

-、、 尺 政に 關 

V 一一) ここ 

は當職 用談 役 

の. ^種に して 

E 相の 參謀役 j 

こ の 職 は 安政 

二 年 以来 疲止 

さんて 當 S- に 


を容 さず。 圓活 なる 者 は 用 ひて 其の 當を 得れば 則ち 可な り、 寧ん ぞ遽 かに 舍 つべ けん 

はな は  <■ 八) 

や。 且つ 行 相 府は絕 だ 正 議を爲 し， 國相府 は 當に從 ひて これ を 正すべし。 請 ふ、 亦 之 

れを策 せん。 國相府 の務、 重き は 民政 理財に 在り。 內藤 萬虽介 は吏才 あり、 民政 理財 

「九) 

は 蓋し 其の 諳鍊 する 所 なれば， 宜しく 御手 元と 爲 すべし。 井上 與四郞 の 才は內 藤に 似 

>-K  二 〇)  (二) 

て、 更に 恬活事 を 喜む、 宜しく 郡 奉行と 爲し御 用談 役 を 兼ね、 叉 民兵 調 習の 事 を 管せ 

しむべし。 二人 今の 職 は當に 非ず。 之れ を 此の 職に 移さば 其れ 必ず 效あ らん〕 兼重讓 

二 四) 

か., i, ふれ 

藏は學 あり 才 あり. 乏しき 所 は剛銳 の氣、 骨 硬の 色の み。 今の 職 は 亦當に 非ず、 _w 船 

；. 1 た  (一 五)  ュ な は 

方と 爲 さば 益 あらん。 渡邊 伊兵衛 は 國相府 に 在る こと 太 だ 久し. 其の 典故 ー諧練 知る ベ 

し。 且つ 其の 人 善良な り。 今の 職 を 革め ずして 可な り。 兩府の 撰充大 なる 者此 くの 如 

し、 其の 他 は 則ち 言 はずして 可な り。 鳴 呼、 周 布の 罪は議 せざる ベから ず。 然れ ども 

ただ  ま  へら 

徒に 其の 罪を議 して 而 して 後 圖を爲 さ ざれば， 則ち 益さん と 欲して 反って 损し、 成さ 

んと 欲して 更に 壌るな り。 故に 余 嫌忌 を 悼らず して 公言す る こと 此 くの 如し。 i:? も 心 
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を 勤王に 存し、 江 家に 忠 ならん と 欲する 者， 其れ 幸に 其の 當否 を議 せよ. - 

？廳 囚 紀事 十二月 一 f 

安政 戊 午 十 一 月 念 九日、 余 父兄の 言に 從 ひて 一 室に 嚴囚 す。 其の 室 方丈に して、 東に 

窓 南に 戶、 北に 先 靈の位 (牌) を 設け， 又 遠く 城 山に 當る。 一 地爐を 其の 中に 開き • 余 

は 其の 東 位に 坐し、 近く 先 靈に對 し、 遠く 城 山 を 拱す。 寢 るに は 則ち 東南 を 首にす、 

東南 は是れ 京師の 在る 所な り。 ここに 於て 親交 密友、 同志の 士、 一  切 謝絕す e 書信の 

往復と 雖も肯 へて 一字 を通ぜ ず。 是れ 抑.' 由 あり。 

初め 吾が 公歸 城の 明 1 のハ s+ls お ST に の I 浦お ss^ts 化 Is;; り 疋國相 益田彈 正、 公に 見え、 

首と して 京師の 事實 及び 國中 G 論策 を 上る。 ？齩 sg! ；』 お ISSIS れ、 4 ザ 余が 著 は 

(二) 

す 所の 狂 夫の 言 亦 これに 在り。 公一 見して 曰く、  r 是れ寅 次郞の 手抄に 非ず や」 と。. 

國 相惶惧 して 曰く、 「君 公言 あり、 臣敢へ て隱 匿せ ず。 但だ 臣實は 之れ を 或る人に 獲 

たれ ども 其の 主 名 を 得 ざり き。 君 公 以て 寅 二 郞と爲 した ま はば、 臣も亦 以て 然ら ずと 


1^ さず」 と。 公 曰く、 「寅 一 ー郞は 幽囚せ る も 言 はんと 欲する 所 あらば 其れ 之れ を 上達し. 

爲 めに 其の 抑鬱 を宣 ベ、 其れ をして 發 して 狂たら しむる ことな かれ」 と。 國 相；^ き、 

屬吏周 布 政 之 助 isgyjg ほ輔、 をし て^を 傳 へしむ。 政 之 助、 家兄 杉 梅 太郞、 外：？；？ 久保 

淸太郞 を 召して、 之れ を 余に 致さし む。 f 書 5ifSi ひ 余 之れ を g きて 感激し、 益 J 一 ra ふ 

所 あらんと 欲す。 已 にして 彈正轉 じて 行 相と なり、 周 布 亦 御 政務 座衞 lgsMsi.s& 顺 

けべ となり、 則ち 益  > 君 公に 親近す。 浦 叙 負 先き に 行 相たり、 彈 正に 代りて 國相 となる。 

ヘムの 江戶に 在る や、 行 府には 俗吏 堝 咽す。 而 して 御 直 s 附？ あ 水圖書 は 正？ f IB 然、 尸、 いに 裤" 11^ あ h。  船に は 則ち；！ WW  、で. 几たり、 

周 布、 唐 船方たり、 中 村、 筆名たり、 宍 戶、 京邸留 居たり。 京 邸の 留守居 亦國 相に 鹿す。 11 人 は 行府の 論に 抑^せられ ず 

MU3SB^^ 其の 手元 は 則ち 前 田 孫 右衛門 gill 、なり。 前 田 は 人となり 

善 を 好み 衆 を 容れ、 務めて 正士 を拔舉 す。 中 村道 太郞 ISISJ^ysfJS 鞭 sisj.? お"、 

て 神 典 摭耍を 著 はす、 其の 志 見るべし。 然れ ども 中 問に 俗吏と なり、 頗る 持重靓 望の 論を爲 し、 己4^^フしーょ；、 え J 

余の と 合 はず。 歲中 再び 上京し、 感奢 する 所 あり、 正議 凛々、 大いに 國相府 の 重き を爲す 言 良 t\ と 力. *- な浙 

1 ゾこ. vro. 一一 ヽヨ Y-KH-.T-^^^ 素と藩史に精しく兼て國風を^«くす。 向に 京郎 留守たり。 僭 H- 性で. - 邱ー 財の 

ブに tK 戶カ 良ぶ ノ禅 と 詩 酒に 放浪し、 多く  ！ 時の SSE 傑と 交 はり、 尊王の 志 M も 堅し 祸ポカ n 力 職な り 

中. 115a、PJK- 吏才 あり、 事 功 を 喜ぶ。 向に 相模も 戌り、 或は 江戶に 出で、 略 ぼ. 大 下の 變革も 知り、 ：s も 

と户り TKfirt^\EI 良 西洋 陣法を 好む。 然れ ども 雄才 火^ あるに 非す、 又 王の 志に 乏しく 以て 大任に 鹏 b 難しお 14 

行と なる。 前 田 常に 此の 三人と 機密 を圖議 し、 議論 善く 合 ふ。 然れ ども 井上 常に 過激 
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を 抑 塞す るの 意 ありと 云 ふ。 國相 曾て 書 を 上る、 大意 謂へ らく、 勤王の 事に 大義の 在 

る 所， 君 公 或は 禍， おあらん も、 上 は 天朝に 忠し下 は 先 公に 孝 なれば、 臣民の 仰望 何 

を 以て かこれ に尙 へんと。 三人 翕然と して 善しと 稱す C 而 るに 井上 は 則ち 其の 意 を 善 

しとして 其の 辭を 激しと す。 こ こ を 以て 井上 は國 相の 屬 となりて 三人と 事 を 謀らば 則 

ち裨签 あり、 他 職と 爲 さば 必ず 害 あり。 

彈正已 に 行 相と なり、 益.' 言路を 開き 正議を 張る。 ここ を 以て 兩府 ー體 とたる。 幽囚 

< ^の 如き 者 も 朝に 一 書 を 前 田 • 周 布 等に 與 ふれば、 食 時に 兩 相の手 を經 て、 日中に 君 

公の 左右に 達す、 誠に 近古 以來 希有の 盛事たり。 是れ より 先き 天子 墨虜の 遂に 國忠 

とならん こと を 慮り- 勅 を 征夷に 下した まひ、 諸侯の 赤心 を 問 は しめらる。 而 るに 

征夷 は 勅に 違 ひて 廣と 和し、 天下の 諸侯 は 観望 持 重して、 朱 だ 一言 一 動の 以て 皇室 

を强 くして 醜 慮 を攝れ しむる もの あらず。 獨り 吾が 公憤 然として 勤王攘夷 を 以て 己が 

任と 爲し、 親しく 其の 意 を 書して 臣下に 班 示す。 政府 亦 其の 意を體 し、 京 城 風 說書を 

以て 諸 代官に Hr し、 諸 代官 をして 意 を 民政に 用 ひしむ。 ま sftf」Mssli は S 。か, 有 


志の士！^；躍して曰く、 「事濟 すべし」 と。 已 にして 君 公. 辨 かに 周 布 を パ：： し、 親しく 勤 

王の 意 を 告げ、 其れ をして 上京して 之れ を 達せし む。 事 極めて 祕 にして、 人 其の 由 を 

知る ものな し。 周 布 7 しに 上京し、 盡く 書生の 京に 在る 者、 中 谷 正 亮 • 久 坂玄瑞 _M の 如 

き 者 を驅逐 し、 密かに 京 邸 留守居 福 原與三 兵衞に 約して：：： く、 「京の 事 た 重し、 宜 

ぢさ 

しく 直に これ を 君 公に 達すべし。 若し 國相 府を經 なば、 或は； If^ の忠 あらん， 直に こ 

(二)  (三) 

れを行 相府に 致して 可な り」 と。 時に 山 田 亦 介. 福 原 淸介も 亦 京 坂の 問に 在り、 i 盘し 

其の 密約に 預 ると 云 ふ。 周 布 已に歸 り、 甚だ 京師の 事を祕 す。 而 るに 國相府 常に 正論 

を 持して 行 相府の 因循 を責 む。 因循 日に 甚 しく、 或と き は 虛語を 以て 實を 塞ぐ。 是れ 

しば/  、 

より 兩府の 隙 漸く 生ず。 而 して 余 は數. "前 田に 因りて 策を獻 ず。 前 田 は 常に < 水の 策 を 

善し とし、 余 も 亦 前 田の 善く 容 る る を 喜 ぶ と 云 ふ。 

府ー體 の 初めに 當り、 適. - 征夷 違 勅の 事 あり。 余 謂へ らく、 方今 天子 疑念した ま 

ひ、 神州 將に沒 せんとす。 吾が 公 奮然と して 之れ を籍 くるに 非 ざれば * 天ド 其の 人 あ 

るな し。 而 して 吾が 藩の 力 は 以て 爲す あるべき なりと。 書 を 前 田に 與へ、 且つ 大義 を 
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議す ー篇を 上る。 來 原良藏 sf^sijft も 亦 書 を 周 布に 與ふ。 已 にして 君 公の 明 旨を傳 

聞せ しに、 深く 二人の 言 を 以て 是と爲 す。 而 して 雨府亦 以て 非と は爲さ ざり きと。 之 

れを 久しう して 行 府詭秘 の 跡 漸く 著 はる。 余斷 然として 謂へ らく、 勤王 は 大事な り。 

二) 毛 利 ほ 政府 は 決して 君 意に 副 ふこと 能 は ざらん と。 別に 奇策 を 設けて 以て 江 家の 美事 を 成さ 

一り こと。 毛 is: 

家 は その 先大 レ 0 

江 氏より 出つ  ん と^- 

る を 以て かく  ニー)  . 

fill 大 Is^ 初め 大原源 三位 公懷慨 にして 奇節 あり。 前年 禁內災 に 罹る、 公、 炎 火に 投じ 內侍所 を 

0  〔關 傳〕  でんそう 

捧げて 出づ。 近 ごろ 傳ふ、 三位 公、 傳 奏東坊 城の 姦を 知り、 輿に 逼 りて 之れ を 刺さん 

( H )  あ 

と 欲す。 叉大 坂に 下り 城代 土屋 侯に 見 ひ、 水 戶に往 きて 老公 を諫 むる の 意 を 論ず。 侯 

懇ろに 之れ を 止め 事 遂に 寢 むと。 中 谷 *久 坂、 三位 公の 人となり を稔 聞し、 上書して 

見 を 求む。 公 父子 これ を 燕 室に 延き 款談 して 懷を盡 す。 話 次、 公、 言 あり、 「今日 

朝廷 は 諸侯の 赤心 を 聞かん こと を 欲すれ ども、 諸侯 は肯 へて 赤心 を 以て 上陳 せず。 列 

國の 大臣、 能く 我れ に 面する あらば、 我れ 直ちに 策 を 決して 下らん。 汝が國 の 大臣の 

如き 果して 何 如と 爲す」 と。 中 谷 具 さに 以て 余に 報ず。 余 謂へ らく 亦 一 奇 なりと _ 急 


(E) 本卷ニ 

EI 九頁參 照 

(五) 本卷ニ 

五 四 頁參照 


(六) 大原重 

德の 世子 重實 

(七) 通稱幹 

之丞、 舊姓松 

崎。 周 防國大 

島 郡 柱 島の 出 

身に して、 幼 

^より 月 性に 

從擧 し、 安政 

三年 八 ほ 頃 萩 

に 来 h- て 松 陰 

に 從畢し 尊で 

上京して 雲濱 

に 師事す 〔關 


(六ソ 

世子 公 

(七) 


(ep  (五； 

に 時勢 論 ー篇、 書 一通 を 作りて 之れ を 三位 公に 上る。 事 る、 ここ を 以て 論 は 達した 

れ ども 書 は 則ち 達せ ざり き。 論ずる 所の 大意 謂へ らく、 當今 征夷 は跌 遠し、 諸侯 は觀 

望す- 皆 むに 足らず。 恃 むべき 所の 者 は 草莽の 英雄の み。 然れ ども 京紳 自ら 下りて 

辨說 せば、 或は 四 五 藩の 應 ずる 者 あらん。 唯 だ 願 はく は 朝廷 承 久の變 を 以て 戒と爲 す 

ことな くんば、 則ち 建 武の隆 期すべき なりと。 書 は 則ち 公の 西 下 を 促すな. 

余の 論 を 観て 之れ を然 りと す。 然れ ども 未だ 能く 斷 ずる あらず。 國 相の 家臣に 赤根武 

人なる 者 あり、 梅 田 源 次郞の 塾に 寓す。 梅 田の 縛 せらる る や、 幕 問 あり、 疑狀 なくし 

て 放 還せられ、 來 りて 余を訪 ふ。 余 其れ をして 亡命し 再び 上 國に往 かしむ。 

行府已 にして 二 事 を：^ 聞せ る も、 未だ 其の 詳を得 ざれば 則ち 大いに 惧る。 周 布、 家兄 

tlx- 、ヌ \\ ノ  i 名 は 致、 字 は 子 遠、 飛脚 を 以て 新たに 江戶 より 歸る。 京に 過り て 一一 一位 公に 謁すと ヒ ン て.. <!,、 こ 胃 i  -6 

p^<u ネ 云 ふ，^  二 事の 洩は山 田 亦 介より 1^,? す。 杉藏 其の 書 を 持ちて 歸り しも、. CE ら 知らず をし マ < ^に 言に し * 

て 曰く、 「勤王の 事 は 政府 已に 定算 あり。 君 公の 親 出 を 待ちて 而る後 決せん こと を 要 

す。 書生の 妄動 を 費す ことな かれ、 妄動して 止ま ずん ば 投獄 あるの み」 と。 余 急に 書 

を 作りて、 周 布に 與 へて 曰く、 「京の 事 極めて 艱し、 君 公の 親 出は危 計な り。 吾が 絮. 
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戊 午 幽室 文 三 一 丄ハ 

先づ 出で て 之れ を 試み、 事 成らば 公の 出づ る. を 待ちて 之れ を 機ぎ、 成ら ざれば 吾が輩 

戮死 せん、 固より 國に 損なし、 是れ 僕の 志な り。 然れ ども 足下 僕の 事 を 忌 害せば こ， れ 

を 野 山 る. S て に投ぜ よ。 僕 首領 を 今 曰に 保ち 虚名 を 一 世に 取る こと を 得。 何の 恩 

惠 かこれ に 加 へん」 と。 然れ ども 政府 能く 問 ふこと あらず、 而 して 大 原の 策 も 亦 少し 

く沮 めり。 

いくば  f  一 )  5 た  か へ  (二) 

未だ 幾くなら ずして 新 殿 番頭 長 井雅樂 走りて 江戸より 囘る。 舆論皆 謂 ふ、 幕府に 土 州- 

宇 和 島の 正議を 忌み、 其れ をして 隱居を 請 はし めんと 欲す、 而 して 我が 藩 も 亦 其の 聞 

え あり。 故に 長 井 は 君 公の 急速に 參府 し媚を 幕府に 獻 ぜんこと を 促すな りと" 已 にし 


(gr 


て 赤 川 直 次郞來 りて 曰 • 


ま ノこ 

快事 あり、 兄 未だ 聞か ざ るか。 尾. 水. 薩. 越 將に彥 


根 大老 を 襲 殺せん とし、 援を 吾が 藩に. 求む。 長 井の江 戶を發 する や 事 未だ 決せず、 事 

ク 3 

果して 決せば 則ち 山 縣半藏 將に繼 いで 發 せんとす」 と。 余 乃ち 同志 を 會し議 して 曰く- 

「四 藩の 擧は 蓋し 在 下の 志士より 發 せるな らん。 ^今 諸侯の 動き 難き こと 天下 皆然り 

獨り 吾が 藩の みに あらず。 吾が 藩 誠に 能く 四 藩に 合し 奸人 を誅 せば 則ち 善し。 然れど 


も 四 藩 首と なり、 吾が 藩從 となる こと， 豈に 志士の 大 恥に 非 ざらん や」 と。 W つて 同 

あ つ 

志を糾 めて 上京し、 問 部 侯 Isf  lis ま， i れ fiigjf を 誅殺 せんと 欲し、 血盟 書 を 作りて 

ト七名 を 得、 半藏 至る の 日 を 以て 發 せんと 約す。 數日 にして 家兄 之れ を 前 田に 聞く、 

云 はく、  r 薩 摩の 堀 忠左衞 門、 山 縣半藏 に 語げ て 曰く、  〈r 同志の 士を糾 めて 五十人 

,  を 得たり、 將に 大老 を 襲 はんとす。 而 るに 上國 未だ 應援 あらず。 貴 藩 ひ： に 意な きを 得 

ん やと。 山縣 愕然として 曰く、 是れ 余の 能く 及ぶ 所に 非ざる なり。 ：. しむな くんば 則ち 

越 前 かと。 堀 之れ を然 りと し、 急に 之れ を 越 前に 謀る。 越 前， g ち應 じ、 上國の 事を以 

て 自ら 任ず。 是れ 江戸の 報な り」 と。 余 謂へ らく、  ニ說は 同じから ずと 雖も、 ， ぱ戶は 

已に 人の 先んずる 所と なり、 上 國も亦 事に 及ば ざれば 則ち 吾が 黨 何の 面！ ni か 之れ あら 

んと。 益.' 上京の 事 を 謀る。 山縣歸 るに 及んで、 病と 稱し て敢 へて 人に 接せず。 數日 

にして nl 治と 稱 して 出づ、 其の 往く所 を 知る ものな し- 皆 行府の 意な り OS 與 t^lsl は。 

五 ^ff 余、 願書 案文 一通 を 草し、 之れ を 前 田 • 周 布に 示す。 前 田 は 其 だ 之れ を然 りと して E 

CT 六日 g-s? 布  も 

i,0  ,  く、 「聞く 肥 前 藩に は 素と 敢 死の 士 結社して 變を 待つ 者 あり。 水戶^ に は 近 ごろ 志士 
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出府して 公を諫 むる の擧 ありと。 吾れ 常に 其の 義勇の 風 を 羨み I 吾が 藩の 之れ なき を 

E  * 村道 恥づ。 今、 公 等の 在る あり、 吾が 藩恥ぢ ざるな り」 と。 周 布 は 則ち 大いに 惧れ、 中 村 

をして 余に 謂 はしめ て 曰く、 「勤王の 事 は 政府 自ら 處分 あり、 願 はく は 少しく 子の 擧 

を 緩う せよ」 と。 中 村 極めて 周 布の 僞に 非ざる を 保し、 且つ 曰く、 「周 布に して 僞ぁ 

らん か、 吾れ 則ち 耦 刺して 死 せん」 と。 遂に 緩う して 十二月 晦日に 至る こと を 約して 

とど 

去る。 明日、 松島瑞 益、 赤 川と 至り、 具 さに 政府の 處分を 語り、 懇ろに 余の 擧を 止む。 

中 村の 語と 大同に して 而も 詳を加 ふ。 其の 說に 曰く、 「薩藩 彥根を 襲 ふの 議 4:- む e 越 

の老侯 將に脫 走して 國に歸 らんと す、 其の 議に預 る 者 近臣 十數 名のみ。 薩士 五十 名 其 

の 前後 を 護衛 せんこと を 約す と 云 ふ。 筑前 侯、 參 府と稱 して 國を 出で、 京に 至りて 駕 

とど  (二) 

を駐 めんと す。 因 侯 此の 時に 乘 じて 京に 上り、 實 父水戶 老公の 冤を訴 へんと す。 ここ 

に 於て 薩侯 • 越の 老侯亦 皆 上京 せん。 四 侯 一 一條 城に 會し、 勅 を 奉じて 幕府の 奸吏を 

除かん とす。 吾が 藩の 若き は已 に薩. 越に 加 はる こと 能 はず、 叉筑. 因に 讓る ベから 

ず。 乃ち 四 侯の 京に 會す るに 乘 じて 直ちに 江戶に 走り、 彥根を 貴む るに 正義 を 以てし， 


の 洋崎友 5 
監 砲に 人 S 
督 術て ° 
役 傳長當 松 
た 授藩時 陰 
り 生 西 長の 


以て 四 侯に 內應 す。 期 約 巳に 定まる、 事 決して 明春 を 待たざる なり。 聞く、 细 已に國 

に歸 り、 數 十日なら ずして 將に 萩に 來り、 周 布に 會 はんとす。 而 して 筑前 或は 已に國 

を發 せり」 と。 是れ皆 周 布の 語な り。 而 して 中 村の 語少異 ある は、 群へ らく、 「吾が 

公 亦 上京す るな り」 と。 是れ危 計な りと 雖も、 義に 害な し、 故に 余 姑く 之れ を 置く。 

松 島. 赤 川 は 則ち 曰く、 「吾が 公參府 する、 是れ 計已に W: だ危 ふく、 義も亦 i= ^だ詭 ふ」 

(三)  S  3 

(三) 本卷ニ と。 余 も辨ぜ ざる を 得ず。 是れ より 周 布の 反復 變詐 する こと 具 さに 训錄に 見 ゆ。 f い^ 

けん 

香れ 未だ 知る 能 はす。 筑前侯は見に^；？と稱して參府せす。 口 1^ 德祐 曰く、 「堀 は 一書 生の み。 吾れ 其の 人 も 知る、 決して 

一 國も 動かす に 足らざる なり」 と" 然 らば 則ち 薩*筑 の 事 は W かに 其の 實に珠 す。 何ぞ遽 かに g-*  R か-; i;- する こと も 得ん。 

良藏長 崎より 歸る。 SilSt ，碗 § れ 麵ま滅 g、JSI;.3 お、/ 余 語る に 周布變 

詐の狀 を 以てし、 具 さに 參府の 計に 非ざる を 論じ、 且つ 謂 ふ 、「長 井 も 亦^ ふべ し」 と。 

來原 蹶然として ョ く、 「吾れ 往 きて 之れ を驗 せん」 と。 因って 座中 を^ 睨して 曰く、 

「長 井 果して 姦 ならば、 汝輩 能く 之れ を 斬る や 否や」 と。 座中 齊 しく 應 へて 3 く、 「固 

よりな り」 と。 時に 座に 在る 者、 佐 世 八十 郞 及び 杉 藏. 榮太郞 なり。 來原 去り 

て 後、 余、 岡 部 富 太 郞？？ 爾. 有吉 熊次郞 IJiSi を 招き、 語る に 所以 を 以てす。 一； 人 
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も 亦 曰く、  r 固より なり」 と。 來原、 長 井に 往 きて 具 さに 語る に 故 を 以てす。 長 井 IM 

りて 曰く、 「吾れ を 以て 大義 を 知らざる 者と 爲 すか。 參府 媚を容 る、 吾れ 寧ん ぞ 此の 

feR^i?  i  _ こ。 此の答へ，^^の詰る所と少しく想語ぁるもー覺ゅ。 蓋し來1!»は .R-ln. ハ、 I、  ノ  C, たこ 胃. h 

を lljjt- ズんぶ 」 と 舆誇の謂ふ听も-以て長井.を^;,7>。 故に 其 C 答此 くの 如し。 冲 ノ をし ズ^ に譁に 

しめて 曰く、 「長 井 斬る を須 ひざるな り」 と。 余、 反復 之れ を 思 ふ も 未だ 其の 耍領を 得 

ず、 而 して 來原亦 來ら ず、 憤 戀胸を 塞ぐ。 長 井 時に 轉 じて 御 直： in 附 となり、 將に復 た 

，砕 iS のタ に. M 

失、 君 江戸に 往 かんとす。 長井發 程の 曉 il^s 一書 を 裁し、 榮太 をして 長 井に 造らし めて 曰 

_&及び諸^?の 

^さ讓 す く、 「. 公輔 云 ふ、 四 藩合從 して 京に 上る、 而 して 吾が 藩 は 則ち 直ちに 參府 して 大老 を 

責 むと。 參府 して 大老 を責 むる こと、 僕 は 以て 危 計と 爲す。 知らず 足下 は 以て 何 如と 

爲す や。 伏して 囘答を 待つ」 と。 長 井口 もて 榮 太に 答へ て ：11  く、 「四 藩合從 の 事 未だ 

確定 を爲 さず。 吾れ 世子の 口語 を 奉じて 歸り、 これ を 君 公に 啓す、 君 公 巳に 之れ を諾 

十。 世子の 33 蓋し 謂へ らく、 勤王の 事 は 大義 在る あり、 願 はく は 妻子 S 爲 めの 故に 遽 

たやす 

雨に 參府 する ことな かれと。 是れに 由り て 之れ を 推す に、 君 公 は 決して 輙く參 府せざ 

らん。 然れ ども 國是の 在る 所 は 吾れ 預り 知らず。 若し 疑 ふべき もの あらば、 これ を 益 


行 相と 淸侍御 iss はとに 問へ。 歸 りて 寅 二に 語れ、 輕易 吾れ を視る ことな かれ」 と。 

余 因って 書を來 原に 與 へて 曰く、 「長 井の 一 W 此 くの 如し、 則ち 周 布 益. '信ずべ からず。 

然 りと 雖も人 を責 むる は 易く、 而 して 自ら 爲すは 則ち 難し。 吾れ 復た周 布を實 めざら 

ん」 と。 來 原書 を 以て 周 布に 示さば、 周 布の 變詐 蓋し 一 に 窮まらん。 

こけつ 

嗚呼、 逝く もの は. 江河、 未だ 嘗て 涸竭 せず。 盈虛 する もの は 月、 遂に 消長な し。 ：：d 月 

竭 くる こと ある も、 布の 變詐 窮まる 時 あるな し。 一夕 來- ぬ、 ^布に 造る。 容^り て 

もえ C こ  ひそ  ひ  し 

燈她 る。 周 布 密かに 之れ を 一室に 延 きて R  く、 「吾れ 極 密事 あり、 今 之れ を 子に 語ら 

ん。 子 其れ 此の 意 を 以て 寅 二 を 論し、 寅 二の 暴擧 をして 其の 念 を 絶た しめよ」 ，こ。 乃 

まこと 

ち 長 井 詔 を 請 ふの 事な り。 來原 以て 信に 然 りと 爲し、 來 りて 懇ろに 余に 諭し、 且つ 依 

I 裔七 父子 及び 中 村道 太郞を 以て 保 證と爲 す。 事 亦 训錄に 具す。 

來原復 た 去りて 長 崎に 柱く。 已 にして 僞端 漸く 著 はる。 岡 部 富 太 郞 • 福 "5- 义四 郞は來 

原の 內外 姪な り。 來 原に 從 ひて 崎に 往 かんと 欲せし も、 願書 未だ 允され ず. - 允 さるる 

だいし ゆく 

を 待ちて 而 る後發 せんと 欲す。 余、 岡 部. 福 原に 謂 ひて CI  く 、「周 布、 乃叔を 欺け るに 
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非 ざれば、 乃叔 乃ち 寅 二 を 欺け るな り。 乃叔 欺を受 くると 乃お 人 を^く と、 皆 二 姪 

恥な り。 二子 其れ 之れ を 圖れ」 と。 二子 走りて 行 相に 謁し、 由 を 告げて 答 を 請 ふ。 行 

相卽 答せ ず。 明日、 小 田 村 伊之助 又 行 相に 謁して 答 を 請 ふ。 行 相 曰く、 「周 布 は 頃ろ 

病 を 移して 出で ず。 周 布の 出 づるを 待ち， 熟 商して 之れ に 答 へん」 と。 後數 日、 周 布 

出づ。 而 して 小 田 村の 職 は 明 41 館都講 たり、 向に 周 布と 連り に學 中の 事 を 論ぜし に、 

周 布に 變詐" 蹐 あり、 忿然として 病 を 移す" ここ を 以て 行 相の 答 未だ 報ずる 所 あら ざ 

りしな り。 

周 布 巳に 再び 余 を 欺け り。 余、 再び 其の 欺 を 受けず。 而 して 國相府 も 亦 余 を 以て 非と 

し AC みならす 

爲 さず、 則ち (局 布) 益.' 困し む。 加 之、 國相府 正議を 以て 行 府を責 む る こ と 益-急 

なり。 周 布 乃ち 井上 を 薦めて 行府御 用談 役と 爲す。 井上 行府に 入り、 周 布と 謀り、 

めて 正 議を抑 塞し、 首と して 余 を 縛して 獄に投 ぜんと 欲す。 初め 余の 論策 頗る 兩府の 

間に 行 はる。 行府 其の 或は 法 吏の 繩靈に 罹らん こと を 慮り、 特に 門人の 高 第 者に 接す 

る を 允し、 以て 辭と爲 す を 得しむ t ここに 至りて 周 布草議 して n!  く， 「寅 二 は 學術純 


ならず、 人心 を動搖 す。 闪っ てこれ を 野 山 (獄) に 下さん」 と。 事 未だ 行 下せず。 叔父 

玉 木 文 之 進、 井上と 舊 あり。 井上、 圾父 を； C して- }i 出かに 其の 議を 示し、 且つ：：： く、 「事 

果して ここに 至らば 寅ニ憐 むべき なり、 子 其れ 之れ を虚 する あれ」 と。 叔父：： く、 「^ 

二 罪 ありて、 政府 これ を 獄に投 ずる は 可な り。 今 私に これ を 家に 闪 せば、 所謂 正議の 

黨、 寅 二 を 以て 父兄の 命を聽 かざる 者と は爲さ ざらん も、 父兄 を 以て 義理 を 知らざる 

H  とも 

者と 爲 さん。 已 むなし、 傑 官を罷 めて 退處 し、 二 を 室に-試せ、 相與に 講究 研， M し， 

寅 二の 學術 純なら ざる 所 あらば、 當に規 して 之れ を 正すべく、 或 If 取るべき もの は更 

あやまち 

• に 之れ を上陳 せん。 僕 寅 二の 爲す 所を觀 るに、 粗暴 過に 當る、 而れ ども 心 は 亦 他な き 

のみ」 と。 叔父の 歸る や、 急に 罹病 辭官 の狀を 作りて 之れ を 國相府 に 上る。 il^if 難 15 

££;JS1^ 叉 書 を 井上に 與へ、 復び 前言 を 申ぬ。 岡 部. 福" 5- も 亦 井上に ギ 3 りて 詰問 

す。 「周 布の 言、 眞か偽 か。 丈 人 其の 志 を 同じう する か、 抑. -異 るか。 問く が 如くん 

ば 寅 ニ獄に 下る と。 罪名 果して 何 如と 爲す。 僕 輩 崎に 往 かば 將に は， ハ さに 以て 叔父に 吿 

げんと す」 と。 井上 終始 確答せ ず、 最後に 乃ち：： く、 「二子の 崎 遊は官 允さざる たり」 

^午幽^*-文搞  三 二三 


二)  s 陰の 

實デ" 杉 接. K 郎 


(二) 當時防 

長 二 州 を 十六 

の涯 劃に 分ち 

て、 代官 をし 

て 夫々 治めし 

む 


(三) 木卷三 

〇 二 頁 「諸 友 

に 示す」 參照 
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と。 二人 りて 去る。 而 して 井上 益.^ 困し み、 家兄 を 召し 懇 論し 一て 曰く、 「政府 は敢 

へて 寅 二 を 憎む に 非ず、 專ら寅 二 を 叔父に 委 ぬるに も 非ず。 唯 だ 寅 二の 過激 或は 禍 r お 

を 取らん こと を 恐れ、 叉 俗論に 抵觸 して 更に 物議 を 長 ぜんこと を 恐る。 ここ を 以て 苦 

心 ここに 至る。 政府の 意 は 寅 一 一 をして 少しく 鋒 鋩 を斂め 以て 事體を 全うせし めんこと 

を 欲する に 過ぎざる のみ」 と。 叔父 は 代官と なりて 治、 十六 宰の最 たり、 名 代官の 稱 

一時に 噪 がしければ、 國相 其の 罷去を 允さず、 病 を 勉めて 事を視 しむ。 ここに 於て か 

叔父 來 りて 余 を 論し、 轿 默嚴囚 せし む。 余 乃ち 置 酒高會 し、 文 を 作りて 由 を 諸 友に 吿 

ぐ。 文 は 別 錄に見 ゆ。 是 の日會 する 者、 久 保. 佐 世. 岡 部. 福 原 • 有 吉* 作間銘 g 曰チ曰 I： 

0  • 杉藏 • 直 八 • 榮太郞 • 彌ー 一郎 Mm 共に 十 人な り。 

嗚呼、 匹夫 も 志 を 奪 ふべ からず、 況ゃ十 志士 を や。 一 寅 二 は嚴囚 すべし、 其れ 能く 十 

志士 を嚴囚 せんや。 且つ 今日 を 以て 之れ を視れ ば、 周 布 • 井上 は 堂々 たる 政府の 君子、 

お ほやけ 

而 して 寅 二 は 一 瘦囚 のみ。 百世の 後より 之れ を視れ ば、 將に 公の 是非 誣 ふべ からざる 

もの あらん。 然れ ども 近 ごろ 聞く、 周 布 • 前 田 心 を 協へ て 事を議 し、 異議 ある ことな 


しと。 二人 果して 能く 公の 3n に 副 ひ， 王事に 勤め、 勳を萬 世に 建 つれば- 則ち 吾れ は 

誠に 天 F の 罪人に して、 國 家の 大幸何 を 以て これに 加 へん。 城 山上 に^り、 先. 靈 旁に 

在 や。 而 して 天皇の 居、 昭々 として 汝に 臨む。 一語 だ も i^. あらば 天 譃 立ち どころ に 

至らん。 嚴囚紀 事 を 作る。 

十二月 三日  二十  一 M 猛士稿 

子楫. 子 德- 子 大の說 十二月 十一 日 

安政 戊 午 十一月、 吾れ 同志 を 糾合し、 將に皇 京に 赴かん とす。 事 誠に 二 kE 年來 希有の 

ことたり。 岡 部 利 濟 • 有 吉良明 • 作 間 昌昭、 皆 其の 謀に .預 る。 發す るに 期 あり- 三人 

あざな 

皆！：： く、 「吾が輩 名 ありて 字な し、 字 は 人の 稱 する 所な り。 吾が 聚將 に往 いて 人の 稱 

する 所と ならん とす、 其れ 字な かるべ けんや」 と。 余 方に 多事に して、 應酬 給せ ず。 

而 して 三 子の 請、 理 として 辭 する を 得ず。 乃ち 皆 其の 名に 因りて、 以て 之れ に 字す C 

HI く、 利濟字 は子楫 と。 今日の 事、 周易に 所謂 大川 なり、 舟楫 あるに 非 ざれば 何を以 
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て か 之れ を利濟 せんや。 岡部才 あり、 其れ 是れを 以て 之れ を 期せよ e 然れ ども 天下 恃 

むべ きが 如くして 恃 むに 足らざる もの、 才 より 甚 しき はなし。 才 ありて 實 なくん ば、. 

譬 へば 漏 舟 敗楫の 如し。 徒に 用に 適せざる のみに 非ず、 將に 併せて 人 を 誤 まり 事 を 誤 

まこと  な j とり 

まらん とす、 詢に惧 るべき なり。 1: 部の 居は大 川に 濱す、 故に 別の 字 を 巨 川と し、 以 

て 今日の 艱難 此 くの 如き を 志し、 其れ をして 惧れて 慎まし む。 n く * 良 明 字 は子德 と。 

有吉質 直にして 氣 あり、 而 して 本と 讀書を 以て 業 を 建てん と 欲す。 今 は 乃ち 慨然と し 

て相從 ふ、 吾れ 經義を 以て 之れ に吿 ぐる も 乃ち 可な り。 今の 學者ロ を 開けば 則ち 曰く、 

「明德 明德」 と。 皆 空言な り e 君 憂 ふれば 臣 辱ぢ、 君 辱 かし めら るれば 臣 死す。 中心 

の^々 たる、 辱ぢ 且つ 死せ ざるに 忍びざる もの、 所謂 明德に 非ず や、 忍びざる を 忍び 

ずと する は， 所謂 之れ を 明か iM うるに 非ず や。 讀謦此 くの 如くん ば 乃ち 有用の 學 なり、 

何ぞ 其の 業 を 終へ ざる を 恨みん や。 ：： く、  nil 昭字は 子犬と。 作 間 li 朴訥に して 頗る 沈 

毅の質 あり。 三 子 皆 年 た少 く、 經歷 だ 淺く學 問 来 だ 達せず。 而 して 作 間 最も 甚し e 

然れ ども 其の 昭々 たる もの、 固より 匕に 評 ふべ らず。 今より 日に 紫ね 月に 積み、 之 


t ち 入 佐 2W 之：:： 郞郎^ ra  + へ 

川 江 世 5 郞助ご 郎ニ 

八 iV 福 三 關 ； (ト ；?：1 傅 川 W 入 iiSf 佐 
人 田 原子 傳 上布 U 彌榮江 原 世 
• - と U 與政 二 太 杉乂八 


れを大 にして 叉 之れ を大 にせば、 以て 夭 に 至るべし レ 發期 匕に 近し" 一刻千金 なり." 

夙夜 書劍 稍し も 弛むべからず。 三 子の 字、 各  >.當 る 所 あり." 然れ ども 通じて 之れ を、 1 

ぜば、 明德を 明かに する に 非 ずん ば、 何 を 以て か 舟 利 濟の功 を 成さん。 之れ を 犬」 

し 之れ を大 にして 1 以て 天の 昭々 に 至ら ずん ば、 何 を 以て か德を 明かに し 功 を 成し.' 

人の 人た る 所以 を盡 さんや。 ここ を 以て 合して 一 說と爲 す。 三 子 幸に 此の 意を體 し： 

あは  わた  • 

心 を 協へ カを戮 せ、 推 挽 一致 以てお 川を濟 らば、 則ち 上 は 天朝の 爲めド は：：^ 家の 爲 

め- これ を 天壌に 建て、 人の 稱 する 所と なりて 愧ぢ ざるな り。 是れを 說と爲 す。 

■ 余 已に三 子の 爲 めに 此の？ 1^ を 作り、 說已に 成る。 而 して 上京の 舉、 政府の；^ む 所と 

なる。 爾來 事故 變換 し， 人心 反復す、 而 して 三 子の 節操 益-堅し。 本 月 五日、  < -投 

獄の命 あり、 而れ ども 名狀 あるな し。 其の 夜 三 子と 佐 世 . 福 原 • 杉藏 • 榮 太 • 彌 治 

と， 政府の 吏 周 布. 井上の 家に 詣り、  の 罪 狀を問 ふ。 布は脫 走し i 井上 は 病し」 

(三) 

稱し" 並びに 出 接せず。 明日、 八 子 も 亦 皆 家に 囚 せらる。 余の 將に獄 に 赴かん とす 

る や. - 叉 此の 說を 把り て 三 通 を淨錄 し" 以て 三 子に 贈る、 是れ 其の 一な り。 十二月 

.1^^十幽{ホ文倚  一一 一二 七 


谩命政 譴に陰 江 作；^ 素 後て 陰 字 之^て 米 E 年：^^ 邸 待 過日 年へ 
遊し 四 を 纖の戶 、S 直-の 藩の は 助 5 失鑑夜 三；;； を をた 所 東 十二 
すて 年— 象 力 亡 遊 字 r 男の 妹-!:  、  15： 化-下 月 1? 亡す の 北 二 
S 四 三る し 命 學は小 開 お 名 通す 乗 田 二 * す 命し 下^ 巧嘉 
= 方/! 。て一 中 士禽齒 揖官に 。は稱 をに 十 政 して 付 S 十 永 
S も 亡 安 藩 件 松 健 ' し 松哲伊 企て 七 元 江 g をの 四 四 
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三 二 


十 一 日 


(五) K« の荀 

0. 楚に囚 は 

れし 時、 賈人 

SS 中卽 や-衣 « 

に 入れて 股 出 


偶 記 十二月 十六： W 

物に は 果して 因緣 あるか、 抑.' 非ざる か、 吾れ に 之れ に 惑 ふ。 昔 吾れ の 亡命せ しと 

ニコ 

き、 周 布 公輔 實に 政府に 在り、 籍を 削り 祿を奪 はんこと を議 す。 吾れ の 海に 人り しと 

き、 公輔 復た 政府に 在り、 議 して 之れ を 野 山 獄に投 ず。 今 吾れ の 再び 獄に投 ずる や、 

つかさ  - 11 ■ 、 

公輔 復た 政府の 議を主 どる。 公輔 數. '政府に 出入し、 政府 < ^を 罪する 毎に 必ず 公輔 あ 

(三)  (ra) 

り。 小 田 村 士毅は 則ち 之れ に 反す。 亡命 • 人 海の ニ變に は、 其の 弟 健 作と 與に 周旋 救 

護 甚だ 力む。 亡命の 時の 如き、 健 作實に 之れ が爲 めに 連坐せ り。 今 健 作 遠く 遊びて 還 

らず。 余、 塾 を 松 下に 起す や、 方に 士毅と 謀り、 ^作 を迎 へて 其の 師と爲 さんと 欲す- 

事 未だ 遂げず して 余 再 獄の命 下る。 士毅こ こに 於て 死力 を 出して 余 を 救 はんと 欲し、. 

かな  ちょち^う 

重く 罪 を 獲と 雖も 顧みず。 政府 固執して 事諧 はずと 雖も、 余 は 則ち 箱 中の 感 なき 能 は 

ず。 而 して 頗る 因緣の 是非に 惑 ふ あるな り。 職 月 十六 日 


せしめん こと 

も鬪 る。 成 

らざ. C 'しも、 

後荀 ぉャ- 國に歸 

る も 得、 再び 

その 賈 人に 逢 

ひ し 時 恰も，？ f 

中 以て 脫 せし 

如く 感謝 善 遇 

せりと 左傳成 

公三 年に 見 ゆ。 

卽ち事 成就せ 

ざる も その B» 

義大 なる に感 

する をい ふ 

へ 六) 妹！？ 小 

田 村 伊之助の 

次男 条次郎 

(七) 第六卷 

已未文 稿 所載 

(八) 忪 陰の 

妹， 小 田 村の 

妻壽 子 

(九) 安政 六 

年 五 五日 

(一 〇) 後の 

子爵 品 川彌ニ 

郎 〔關 傳〕 

ニー) 十五 

歲を いふ 


右 は 去 冬 余 將に獄 に 赴かん とし、 秘かに 記して 简に藏 せり。 吾れ 拽 折 困 して 悲^ 

兼ね 至り、 往々 知 舊に加 ふるに 悖 慢の語 を 以てす、 以て 吾が 士毅の 如きと 雖も、 或 

は 忌憚な し。 ，5 ら ざる 者 は 遂に 以て 交 を 全うする 能 はずと 爲す。 t -、 吾れ の 知を恃 

うんじょう  V. うよ 

みて ここに 至る、 過 も亦大 なり。 吾れ 恐る、 子孫 雲仍 深く 父祖 相與の 際に 通せず、 

從 つて 嫌 隙 を 生ぜん こと を。 今 米 甥 幟 を 建つ るに M りて、 詩 を 贈 り 遂に 錄 して 阿 妹 

(九) 

に せ、 密かに 之れ を識し 以て 他日 子 を 籠 ふるに 资 すると ふ。 端午の 日、 狂 兄 寅 

次手錄 す。 


日 孜字は 思 父の 說 十二月 十九： n 

是れ より 先き 彌治 余に 從 ひて 學び、  < 水に 問 ふに 名字 を 以てす。 氽 Z1 く、 「日 孜、 思 父 

はじ (11) 

を 可と 爲す」 と。 而 して 未だ 其の 說 あら ざり き。 彌治 年甫め て 成 童、 乃ち 來 りて 余 を 

見る。 其の 容色 溫直 敦朴な り。 余 一見して 之れ を異 とす。 已に 年餘、 i せ々 として 稱す 

べき もの あるな し、 而るに其の中 (心) 江然として^！ら人と同じからず。  <水 益. >  之れ を 

戊午幽 {も 文槁  三 二 九 


( 一 ) 書 K;-< せ 

稷の篇 に出づ 

(二) 舜の讓 

も 受け て 帝位 

に？ 一:1 h- 夏の 基 

ち 開きし 聖人 

(三) 陶讽、 

ネは士 行。 幼 

にして 貧， 刻 

苦して 學び、 

に 仕へ て， ポ 

功多く、. 遂に 

大 まも 拜す， 

養て 廣？ -刺吏 

4^り し 時、 無 

la* に L て身體 

衰 へん こと を 

恐れ、 暮百 

爱を 運ぶ" 0 

て 曰く T 大禹 

は 聖人に して 

乃ち 寸陰を 借 

しむ、 吾人に 

至りて は當に 

分 陰 も 借し む 

ベ し」 と 


戊 午 闺 室文槁 

愛す。 然れ ども 余 猶ほ謂 へら. 


三 三 〇 


か な 


彌治は 人物 を 以て 勝り、 而 して 學問稱 はずと。 故に 


其の 名字 を 問 ふに 及ぶ や、 是れを 以て 之れ に應ぜ り。 

か  わ  し V  (二； - 

夫の 一予れ 日に 孜々 たらん こと を 思 ふの み」 と は、 大禹の 言な り。 思 ふと は 知な 

孜々 と は 行なり。 知りて 行 ひ、 行 ひて 知る。 之れ を 日に すと は  一 R に 非ざる なり 


學 


びて 聖人 を師 とせんと 欲する 者 は、 其れ 三た び 思 を これに 致さざる を 得ん や。 晉の陶 

士行 言へ る あり、 r 大 一-おは 聖人に して 乃ち 寸陰を 措し む」 と。 其れ 亦 此れ を 謂 ふか。 

今 茲職月 五日、 余 下獄の 命 を 蒙る や、 彌治、 同學の もの 七 人と 政府に 詣り 余の 罪名 を 

請 ふ、 遂に 坐して 家に 囚 せらる。 闪居 無事、. 蓋し 學に 於て 進まん。 余冈 つて 此の 說を 

走らせ 之れ を 誘 ひて：：： く、 彌 治よ 彌治、 當今 天下の 事、 ^ある 者 は 皆 見て 之れ を 知る。 

吾が 黨の 任た る 茶 だ 重し、 志 を 立つ る こと 宜しく 犬なる べし、 區々 として 自足す ベ か 

らず。 假令 大禹は 企つべからず とも- 其れ 亦陶士 行た らん や。 鳴 呼、 其の 本と する 所 

の もの は學 のみ。 勉 めよ や 日孜、 念へ よ や 思 父。 是れを 說と爲 す。 仲 九、 寅 撰す。 


へ FT) 松 陰の 

寅 父 杉 百合 之 

助、 時に 疫疾 

1!* し。 松 陰 十 

二  H: 五日 投獄 

の 命 ありし も 

下獄 延期 願 を 

出して 杉 家に 

あ h- て 看病す 

(五) 墦 野德 


(六) 漢書の 

木紀、 中宗孝 

宣 皇帝の 章。 

宣帝、 先帝 

孝武の 廟樂の 

事 も 詔す。 時 

に舉者 侯 勝 

r 字 は 長 公) 

獨り戰 後！！^ の 

弊を现 由と 

し て 詔書 用 ふ 

ベ からすと 反 

封し、 獄に下 

さ る 


彌 治に 與ふ 十二月 二十： n 

彌治 足下， 幽囚 何の 狀ぞ。 家嚴 疫疾. ^だ 平 かならず、 俊 ここ を 以て.^ だ獄に 赴く 能 は 

ず。 僕、 着 護靈陶 して 時に 復た 書を觀 る、 古人の 面目、 千歳 新たなる が 如し。 今 化の 


ぬす 


人の 朝雲暮 雨なる に 似ざる なり。 1! せられし 名字の；；！^、  を 偸み て 裁かに 三- PCIr::::! を 成 


(五) 


す。 而し て無咎 至り、 且つ 讀み 且つ 談じ、 頗る 適 意を覺 ゆ。 說中 W く 所の 大 陶士 


かき 


行、 今 世の 人 必ず 以て 大言夸 語と 爲 さん。 俱だ學 人の 志， 要は 自ら 畫ら ざる を货 ぶの 

き C ふ  (六) 

み。 足下 幸に 此の 意 を^れ。 咋、 漢の宣 紀を讀 む。 孝武の 廟樂の 事に、 _^::-侯長公、 お 

書 用 ふべ からざる を議 し、 且つ：：！： く、  r 議已に 口を出 づれ ば、 死す と雖も 悔いず」 と" 

そし 

長 公 是れに 坐して 獄に F る。 夫れ 長 公の 獄に 下りし は、 詔書に 非ず して 帝 を 毀り し 

を 以てな り。 今 吾が 黨の 天 勅 を 奉じ、 公 4：： を 戴き、 徒らに 态權の 鋒に 觸れて 以て こ 

こに 至る は、 長 公に 逮 ばざる や 遠し。 足ド 以て 何 如と 爲す。 五 七日の 後、 ，1 嚴の疾 平 

がば" 僕 乃ち 獄に 赴かん。 而 して 足下 諸人の 幽囚 も亦從 つて 釋 放されん のみ〕 當に相 

雜 つて 書 を 讀み、 益.' 古人に 及ばん こと を 求むべし" 無咎 將に往 きて 訪 はんとす、 書 

戊 午！； 室文槁  . 三 三 一 


戊 午 幽室 文 稿 

の盡 さざる 所 は 萬 口述に 在り。 不， 


一十 日、 寅 白す" 


(一〕 これよ 

h 先き 十 E?  二 

+ 五日に 家 茂 

に將 W 宣下 あ 

h -、 勅使 東 下 

して 宣下 

の 式 は 十二 ョー 

朔 日に 終る 

(二) 實は六 

KT 十九 日、 日 

米 通商 條 約に 

調印す 

(三) 條約調 

印の 報に 天子 

激怒し 給 ひ、 

六 二十 八日 

勒旨 あり 

(SI) 尾 張 • 

水 戶*紀 伊の 

德川三 親 藩主。 

大老 は 井伊 直 

雜 もさす 

(五) A-CTra 

日將箪 家定薨 

去 


(1 ) 


を は 


諸 同志に 告ぐ 十二月 二十 一 日 

十二月 二十日、 江戸の 報 を 獲、 云 はく、 「本 月 朔日將 軍 宣下の 事後る」 と。 果して 然 

らば 則ち 天下 勤王の 士、 志氣ー H: にして 沮喪 せん。 嗚呼、 疾風 勁 草 を 知る と は 正に 是 

の 時な り。 今茲 三月 一 一十 日、 天子 勅を發 して 幕府 を 論した ま へ ども、 幕府 奉ぜず。 


二 1) 


六月 一 一十 一 日、 幕府 墨 夷と 條 約に 調印せ 


ニラ 

月 曰 


天子 幕府 を 論し 三 家 若しくは 大 


£^  か- つ. A つ 

老を 召した まへ ども、 幕府 叉 奉ぜず。 已 にして 月日、 將軍 則ち 薨ず。 ここに 於て 狡黠 


すな 1 


變詐の 徒、 大喪 を 時として 不戟を 謀る。 蓋し 勤王 を假 りて 名と 爲す、 而ち 勤王の 士も 

亦假 借して 以て 應援を 爲すを 免 かれざる なり。 ここ を 以て 天下 同然、 唯だ宜 下の 速 か 

に發 せん. こと を 恐る。 { 一  H: 下 果して 發 せば 則ち 曰く、 「勤王の 事已 まん かな」 と。 鳴 呼- 

是れ 天子 德川を 扶持し 神國を 守護した まふの 誠意に 通ぜ ざるな り。 蓋し 墨 夷の 計， 

德 川を危 ふくし 而 して 神 國を 傾く る もの、 一 にして 足らず。 天子 之れ を； 憂へ、 幕府 を 


論し 諸侯の 赤心 を詢 ひた まふ。 幕府と 二百 六十 諸侯と， 奉揚 する こと ある 能 はず。 こ 

こに 於て 勤王の 士と狡 黠變詐 の 徒と， 其の 見 均しく 天子 を 挾んで 天下に 令 せんとす 

るに 出づ。 是れ 其の 穴 下 を 便と せざる 所以な り。 今.. しに-〕： ：- 下 あり、 幕府に 主 あり。 吾 

れ 則ち 謂へ らく、 從 前の 事、 皆 常に 更始す べしと。 天子の 勅 は 必ず 遵奉す るな り • 

il; 夷の 計 は 必ず 沮絕 するな り、 諸侯の 赤心 は 必ず 上達す るな り、 正 人の 罪 を 確た る 者 

は 必ず 登庸す るな り、 奸 吏の 夷 を 引きた る 者 は 必ず 黜 罰するな り。 若し 辆ほ 未だしな 

P) 同 „ ほ らば，、 今將 軍も猶 ほ先將 軍の ごとし。 先將 軍の 末年 勅に 遠 ひて 腐と 和し、 赏 罰を颇 

て、 宣下 あり  あらた 

て 新しく 將軍 倒せり。 今將 軍に して 悛 むる 心 あるな くんば、 則ち 天下の 諸：^、 義 固より^ 苻に趨 走 

となりし 甲斐 

iy すべから ず。 勁 草 疾風、 唯 だ是の 時を然 りと 爲す。 . 

或 ひと lis へらく、 「先將 軍 勅に 違 ひて 慮と 和す、 天子 何ぞ 以て 今將 軍に 穴 下し 

たまへ る」 と。 余 謂へ らく、 「先將 軍に して 在りし とき、 天子 未だ 必ずしも 適 か 

に 其の 職を擬 ひた ま は ざり き、 則ち 今將 軍の {ー 几下、 庸詎ぞ 怪と爲 さん。 若し 乃ち 遠 

勅 和 爆の 事 は、 先將軍 在りし 時より 廷議 以て 然 りと 爲さ ざれば、 今將 軍に 至る に 及 

戊 午 幽室 文 稿  三 三 三 


二〕 違 s つ. 和 

虔の間 題に sf「 

して は 今の 将 

軍と な つても 

廷露 は不變 に 

して その 儘に 

ては濟 まされ 

ねの 意 

(二) 本卷ニ 

七三 頁參照 


：ヒ) 


戊 午 幽室 文^  三 三 四 

二)  , 

ん で- 庸； 能 ぞ竟へ ざらん」 と。 或 ひと 謂へ らく， 「子 向に 已 朱の 參 府を議 す.. 今 へ 

して 何 如ん」 と。 余 n く、 「依然として 移らざる なり」 と。 違 勅 和 廣は義 に 非ず 計 

に 非ず、 先將 軍と 今 將軍を 論ずるな し。 勅遵 はず 慮 絶た ざれば、 吾が 公の 駕" 寸步 

も 東に 前むべからず。 天下に 吾が 議を 非と する 者 あらば、 首領 奪ぶべく、 骸骨 埋む 

ベ し、 精神 狄々 として、 吾が 公の 左右に 在り" 戊 午 十一 一月 一 一 十 一 日 


(三) 佐 ft 八 

十§  後の ル c" 

0  一  ！！ ^〔5£傳〕 


(i:) 宋の詩 

人， 陸游、 字 

は 務覿。 早く 

より 文名 あり， 

官に 仕へ て 言 

0W. 宰相 

IF 檜 に 嫉 まる。 

人と 交り 禮節 

に拘ら や、 自 

ら放 第と IS す 


ニラ 

八十に 與ふ 十二月 一一 十二  m 

生死 離合， 人事 倏忽 たり。 但だ奪 はれざる もの は 志、 滅びざる もの は 業、 天地の 問恃 

むべき もの は獨 り是れ のみ。 吾れ 公 を 見ず して 獄に投 ず。 獄脫 すべから ざれば、 公 吾 

れを 見る を 得ず。 而れ ども 志 業の 天地に 寓る * 吾れ と 公と 當に務 むべき のみ。 陸務觀 

言へ る あり、 「死生 は 原と 是れ 開闔の 股、 禍福 は 正に 反覆の 手の 如し」 とレ 嗚呼、 大 

丈夫の 重んずる 所 は * 彼れ に 在りて 此れに 在らざる なり。 二十 二日  . 


川 家 毛德； T 得^ 松 主 六 A 者 も 役め 正と 日 年:？ 四 

家 。利 山 C しす 陰 W 巧 を拔に 、と BH- 7 六 Sse  く 
岩 氏 • むる のに 十 一き 正 屬 交 相 相 S 參 

國の淸 長 こ 上 命 五 こ 掃、 議下替 盆 iifi  二 安 照 木 
は 三末府 と 書 じ 日の す 俗の のせ ffl 靱十政 卷 
吉 末の • も 建て 藩 年 論士： 8 し彈 S 六 五 九 


(五) 著；： の 

E? 恐らく は 六 

七 の 交なら 

んも、 暫く 未 

定 として 入獄 

前の 處に 入れ 


(； 〇) 左傳 

桓公十 一 年に 

出づ 

(二) 吳子 


(五  . 

r  tr,  0 lis 

さき -. ュメ) 

余 向に 狂 天の 言 を 作る、 主 意 は 親 政 衆議 に 在り * 


(七) 


當今 吾が 公 奮然 兩相を 易 S し 


賢 村 を拔擢 す。 凡百の 事.' 思 ふに 日を逐 ひて 舉げ行 はれん こと * 固より 幽囚の 替 

(八) 

言 を 待たざる なり" 然れ ども 向に 幸に 恩命 を 蒙り、 所見 を陳 ぶる を， 冗 さる。 知り 

て 言 はず、 言 ひて 盡 さざる は * 皆 吾が 公の 恩 意に 食く と爲 す。 闪 つて 知る 所を歷 

陳 する こと 左の 如し。 其の 言 は 必ず 之れ を- 1 す。 其の 或は 識 さざる は 皆 必ずしも 

讓 さざる も のな り。 

(九) 

三 末 •  3 石 國と和 せんこと を 論ず 

古：：： く、  r 師の克 つ は 和に 在り、. 故に 國に 和せ ずん ば >  以て 軍 を 出すべからず」 と" 

當今天下國家の和せざるもの^^^しだ多し。 幕府 勅 3：： を 敬せ ず、 ig 侯、 幕 命を悅 ばず、 

やす 

列國、 隔し、 士民怨 一  1^ す、 其の 和せ ざる や K し。 然れ ども 是れ 皆大 にして 議し 易から 

ざる ものと、 細に して 議す るに 勝へ ざる ものと なり。 唯 だ 本 藩 切に  一！^ ふべき もの あり- 

三 末 •  5 石 國の乖 忤是れ なり。 三 末 中 長府の 如き は >  人 皆 謂へ、 りく、 其の政治^！！！ら舉ぐ 

戊 午 幽室 文へ；！  三 三 五 


岩^；；全し舍の居？^ニ 
國ち體 文 長長 寮學已 

の の學ょ —  B 月 
奥 三 取 寮 り ^2舍<命舍 
館 末 綿生累 Eg —  館長 
• 役 徒 進 は 舍のは 


戊 午 幽室 丈搞  三 三-一 ハ 

all 篇に お. つ る 能 はずと 雖も、 其の 他 は 政治 略ぼ擧 がる、 而 して 或は 陰に 宗藩 を輕ん ずるの 意 あり 

二) 書？ < と。 然れ ども 是れ皆 言 ふに 足らざる なり。 至誠 は 神 を 感ぜし む、 矧ゃ兹 の 有 苗 を や。 

ーき 誤の 篇に出 

，つ  ニー) 

(二) 詩罕 K 矧ゃ茲 の 維れ 城 維れ 幹の 宗子宗 孫 を や。 伏して 願 はく は 親政 衆議、 一朝に して 擧げ行 

雅、 生 民の 篇 

に 出. つ  ひ、 遂に 推して これ を 三 末 • 岩國に 及ぼさ れんこと を。 三 末 1  お 國は皆 吏 を 置きて 获 

まじ 

城に 在り。 衆議の 日、 必ず 召して これ を 謀議に 厠へ、 吾が 公 天子 を 敬し、 幕府 を諫 

め、 士民を 愛 養し、 夷狄 を撻 伐す るの 大志 をして 之れ を 其の 藩に 報ずる を 得しめば、 

則ち 其の 心 を 結ぶ の 一端な り。 叉 三 末-岩 國の 少年 俊秀の 徒を收 めて、 之れ を 明 倫 館 

(三) 

の 生 員に 充て、 其の 高下 淺 深に 隨 ひて 任ずる に 都講. 舍 長の 任 を 以てし、 或は 謹 厚 確 

實の 士を擇 びて、 往 いて 其の 學に 遊び 其の 風を觀 せしめ、 務めて 志士 をして 相 切磋 親 

てん ゐき 

睦 して 畛域を 分た ざら しめば、 則ち 亦 其の 心 を 結ぶ の 一端な り。 吾が 公江 戶に 在りて 

は、 毎に 三 末と 事 を 謀る。 是れ 今日の 常 式た， リ。 吾が 公園に 就く と雖 も、 大議 ある 每 

S) 防き 1 に 必ず 三 末 • 岩國の 主 及び 其の 重 吏 を； ^= して 之れ を 謀り、 ニ國の 政務 をして 一途に 出 

すな は 

でしめば 斯ち 可な り。 然ら ざれば 宗家 は 方に 奢侈 を 禁ずる も、 而も 三 末 は 乃ち 劇場 を 


すべ 


(六) 藩 公の 

衷情 もさす 


(七) 毛 利 藩 

にて は 士の祿 

は 高 百 石に つ 

き 玄米 EI 十 石 

も 給す る 制な 

り， 此れ 本 知 

なり、 半 知と 

は 更に 半減し 

て 二十 石と な 

す をい ふ 

(八) 御馳走 

米と 都す る特 

^附 加稅 にし 

て 一石に つき 

五 升 納めし む 


起し、 宗家 は 方に 造酒 及び 美 衣 を 禁ずる も、 而も 岩國は 乃ち 盛に 酒驢を 起し" 衣服 都 

て 美に して、 裁 抑 を 加へ ず。 凡そ 是 くの 如き もの 比々 として 然り。 是れ 不和の ししき 

ものに 非ず や。 當今 事務 を 論ずる 者、 ヒは 天朝 幕府より ドは 列國士 民に 及ぶ まで、 

縱 論橫議 せざる はなし。 獨り三 末 •£ れ國の 事に 至りて は、 措きて 論議せ ず。 蓋し 論議 

する を 欲せざる に 非ず、 其の 事 切に 憂 ふべ しと 雖も、 賢爽 より 出づ るに 非 ざれば、 誠 

に 不可 なれば なり。 苟も 一 たび 賢衷に 出づれ ば、 其の 處置. 愛 ふる 所に 非ざる なり。 

半 知 を 後す を 論ず 

. 今日 半 知の 獻、 量 皆 其の 甚だ 重き を訴 ふ。 俗人の 説、 言 ふに 足らず。 乃ち 糾ぼ 時務 を 

知る 者、 間 ま 不知 を 給す るの 便 を 論ず。 謂へ らく、 恩命 沛 下せば 士氣 一新 せん" ここ 

に於て機に乘じて文武を^^勵せば>  事 意の 如くなら ざる はなしと。 余 請へ らく、 然ら 

ずと。 士の半 知 は猶ほ 百姓の 石 別 五 升. の ごとし、 重 は 則ち 重なり、 W は 則ち 困な り。 

然れ ども 一 朝恩 賜 ありと も、 下 以て 當 然と 爲し、 未だ 必ずしも 恩 を 感ぜ ざらん、 ^：抗ゃ 

官 未だ 必ずしも 此の】 M 餘 あらざる を や。 則ち 便と 雖も行 ひ 易から ざるな り。 農政 家： W 

ト.^ 午 幽室 文 三 三 七 


( 一 ) E- 倫蹈 

兵事 場 

(二)  ei! 合 は 

高足の 中より 

命じて 師 {Sf の 

敎授を 助けし 

めら るる 者。 

IS 取は少 青年 

門弟 中よ h- 選 

びて 監督 等の 

ことに 當 らし 

めら るる 者 
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へる あり、 「民祖 を 減ずる は徇 吏を擇 ぶに 若かず、 蓋し 懇惻 勤勞 以て 害 を 除き 利 を 興 

し、 民に 稼 穡を敎 ふれば、 壯丁も 感奮し、 矜寡 も惠鮮 し、 害 除かれ 利 興らん、 則ち 歳 

人 自ら 倍し、 復た 减祖の 及ぶ 所に 非ざる もの あり」 と。 是れ 概論すべからず と雖 も、 

抑. '或は ー說 なり。 叉 聞く 某 代官、 石 別 五 升 を 論じて 曰く、 「一升 五合 を復 し、 肯へ 

たく- に  ひら 

てこれ を 民に 頒 たず、 姑く 官 倉に 儲へ、 以て 荒 凶 及び 窮乏の 者 を 待ちて 之れ を發 くに 

如かざる なり」 と。 余 謂へ らく、 此の 意 推して これ を 士の祿 に 及ぼすべし、 凡そ 半 知 

かへ 

な る もの も 亦 四 五 石を復 して これ を官 倉に 儲 へ 、 以て 文武の 士を 優！？ 1^ すれば 斯ち 可な 

0 若し 高 百 .6 にっき 米 五 石 も復 せば、 士の綠 E 十 萬 石に して、 須 らく 米 二 萬 石 を .-{f  pjp り寸匕 匕ら る： lJiT、  £i 

I 得べ し。 米 四 石 も復 せば 復た米 一 寓六千 石 も 得、 略 計 蓋し 萬 口の 米 を 得るな り。.^ 「 n?nj に. 14 -ム目 まス。 f_f  は 

二)  ニー) 

學生 若しくは 武 場の 見合， 頭取 及び 親衛の 先鋒、 相 校の 戌 兵に 充 つる を 得ば、 此の 法 

甚だ 好し。 然れ ども 此の 輩 軍功 あらば、 更に 祿を 給し 金 を 賜 はらざる を 得ず、 而 して 

班 祿に制 あり、 官 に赢餘 なければ、 果して 何 を 以て 給 賜に 資せん や。 且つ 今日 少年の 

俊^ これ を 四方に 出し、 其の 蓬 桑の 志 を 報 ゆるに 非 ずん ば、 何 を 以て 用 を 他日に 待た 

んゃ。 凡そ 其の 給 賜の 资、 遊學の 費、 皆 これ を 向に 復 せし 所より 取る。 而 して 儲事此 


ぽ うき  た と ひ 

れ より 便なる はなし。 大抵 今 I の 人士 は乏 K にして 多く 士卒 を 養 ふ 能 はず。 假令木 知 

なかだち 

に復す も、 徒らに 以て 奢侈 を媒 し、 以て 婦女 玩 好に 资す、 固より 益な きなり。 i おし 乃 

ち 精兵 銳卒 にして 等 倫に .ilHg し、 緩急に は 以て 方面に 當っ ベく、 其の 次 は 以て 一 隊を 

强 くすべき 者、 乃ち 千 百 中の 十一 なり。 是れ 其の 宜しき を 量り、 金 祿を增 賜せば、 何 

の 不可 か 之れ あらん。 今日の 患 は、 民貧にして士.^1:心るに在り。 故に 民 は 其の、；^ を瞻 し、 

士は 其の 能 を 優にす る こと、 今日の 務 なり、 然ら ざれば、 心して 费 せざる 者 幾 ど 希な 

り 0 

舉校を 論ず 附、 作場  . 

人材 を聚 めて 國勢を 振 ふ は 今日の 要務たり。 而 して 人 村 一た び聚 まらば、 M ち 國勢报 

ふ を 期せず して 振 はん。 人 村を聚 むる は 其の 器に 隨 つて 之れ を敍 用す るに 如く はなし。 

たま- 、 tvr り 

然れ ども 徒らに 其の 名 を 聞きて 之れ を 用 ひ、 當ら ずして 之れ を捨 つれば、 適. '人の f お 

を招き國勢をi^すに足る、 慎まざる ベから ざるな り。 故に 余に 二 策 あり。 一 に：：： く學 

校 を 奮 はす、 二に n く 作場 を 起す。 今 學校設 くと 雖も、 大いに 奮 ふに 至らず。  謂へ 

戊 午 幽室 文 三 三 九 


二) 明 道 先 

生 

(二) 北宋の 

擧 者、 nil は 文 

昭、 安定 先生 

1,- せらる、 

周易 ロ義、 

範ロ義 の 著 あ 

り 

(三) 北宋の 

文豪、 蘇洵の 

字 は 子 ST 

東坡と as す 

(四) 防 長 二 

(五) 稷下は 

齊の國 の 城門 

の 名。 宣王文 

®t 遊 說の士 も 

喜び これ も 優 

遇せる を 以て 

談說の @ 士大 

いに 此處 に聚 


いた 


戊 午 幽室 文 稿  三 四 〇 

らく、 大いに 國 中に 令し、 學 問行義 の、 人の 師表た るべき 者， 志氣材 能の 學 びて— 造る 

べき 者、 其の 他 兵 農！. 曰算、 天文 地理、 諸種の 學藝の 自ら 長と する 所 を 挟け る 者 を 募り 

貴賤に 拘ら ず、 淺深を 問 はず、 皆學 生に 充 つる を 得しむ。 學生は 科 を 分ち、 各  >  其の 

學ぶ 所を學 び、 縛す るに 繩墨を 以てせず。 唯 だ 其の 德を 成し 材を 達する と 否と を視て 


4 り ゆつ ちレ 


ていか Z 


之れ を黜陟 す。 宋の 程顥議 する 所の 尊 賢 堂 . 觀國法 g||?i,SigS§Ii せ 、て 5 


ニコ 


- „  ぼ 1? 支 交/ ヽる片 D  . 至： S 蒋 德も成 • ムロ. PI ：：?: を 達する 听以。 〇 此の ニ齋 なくん ば學 i±、  J 币 

足らざる なり ，Tfiv5^;Ii;s くス" B ^び S 義 Is.^ す 所以 、一な 校 は 蘇？. W の 所謂 黃茅白 葦 王 ii- の 同な り は？ „K の iEE 

果して 能- 


材ち聚 むる に- 

足らざる なり 

道學 制に 於け る や、 並びに 其の 宜しき を 得たり。 果して 能く 二 賢の 意を師 として、 こ 

れを 今の 學 校に 遷 さば、 學校 其れ 奮 はざる もの あらん や。 禮に、 天子の 太子 學に 入ら 

ば 齒に讓 ると。 今 は 學校を 以て 門地 資格の 場と 爲す。 且つ 學校 は將に 天下の 人士 を 待 

(5 

たんと す。 何ぞ 必ずしも 吾が 一 ー國 のみな らん や。 今 陪臣 • 足輕 ニー 國の 民、 猶ほ 且つ 

入學 する を 得ず。 其の 規模た る、 5 一  に 嘆くべき の甚 しきに 非ず や。 讀謦 の士- 率ね 空 

(五) 

疎 多し、 齊の 稷下鑒 みるべき なり。 故に 余 謂へ らく、 作場 を 起し 之れ を學 校に 連接す 

るに 若かず と。 船-匠 • 銅 ェ • 製 藥- 治 革の ェ、 凡そ 寸技尺 能 ある 者、 要は 皆 宜しく 治 


(六) 小才 凡 

器の 意 


事 齋に屬 すべし。 今 これ を 作場 ヒ湊聚 し、 衆知 を 合せ 巧 思を廣 くし、 船 艦 器械 を 講究 

せば、 必ず 成る 所 あらん。 今、 寸技尺 能な きに 非ず。 然れ ども 樸橄絲 粟、 自ら ffi ふ 能 

はず。 或は 良工 師 ある も、 其の 徒 衆から ず、 以て 事 を 成すな し。 今、 學生 已 に 貴賤 淺 

深 を 問 はず 人學 する を 得しむ とも、 若し 乃ち：： 木 然舗讀 せば、 甚 しく 事に 補な し。  謂 

へ らく、 時 を 以て 之れ を 工作に 驅る も- 顧 ふに 亦 一 益な りと。 今，、 學生 は！： より.， し 

に 空疎に して、 事務 を 解せ ず、 エ^ は愚朴 にして、 耍需を 知らず。 二者 分れて 鴻溝を 

爲す。 忽ち 余の 學校 作場の 說を 聞かば、 必ず 愕 きて 以て 異と爲 さん。 然れ ども 五 2 れ固 

より 謂へ らく、 材能を 募りて 學 生に 充 つれば、 學生 向の it^, 疎の 徒に 非ず、 且つ 作場 は 

必ずしも 大いに 其の 中に 作る こと あるに 非ず。 H 作に は學 あり、 SJglsi い ussf 

みに^ ャ。 書 を藥び 劍を擧 ぶが 如き、 以て 見るべし。 故に 其の 職 術、 ^:3ら稱して照畢と曰 J/l 乙 Zutsf-Lat こ. „a^r.s  p、iH、 

ふ、 亦空文《^:理も抑へて、 これ も责 事に 熟する の 微意な り。 所謂 工作の 擧も 亦是の 物な り iM ォを每 ^に 4-.^ ォは 

是れ兩 便と 爲す のみ。 嗚呼、 今日の 務は 人材 を聚 むる にれ り。 人材-しに 聚 まらば、 之 

れを學 校. 作場に 置く。 然る 後 其の 實材實 能 を 科り、 宜しき に隨 つて 之れ を 叙 用せば- 

諫官 あり、 治臣 あり、 軍 防備 はり、 民政 擧る、 一 器 一 藝、 具 さに 其の 妙 を 得ん。 是く 
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の 如くに して 國 勢の 振 はざる もの、 未だ 之れ あらざる な 


三 四 二 


(1) 松 陰の 

投豫送 別會 

(二) 吉田 榮 

* 郎無逸 • 品 

彌：； 郞日孜 • 

入江 杉 藏子遠 

【關 傳〕 

(三) 岡 部 富 

+-{^ 子 揖と同 

繁之助 兄 *f 

(四) 佐世彥 

七 • 同 八十 郞 

〔s^ 傅〕 

(五) &陰別 

^に 於け る 小 

EE 村士毅 の 詩" 

上 二 句と は こ 

の 時の 小 田 村 

の 下 二 句に 封 

する 句と し 

て 松 陰の 作り 

しもの。 本稿 

附錄參 照 


〇 

戊 午 十二月 念 六日、 獄に投 ず h 


念 七、 小 田 村士毅 に與ふ 十二： 一一 十七：！！ 

昨日の 會、 老 兄の 氣 力. 詩 力. 酒 力、 皆 僕の 當る 所に 非ず。 之れ を 終 ふるに 老兄 は|1 

りて 僕は樂 しみ、 老兄は 留まりて 僕 は 去る、 頗る 殺風景に 屬す。 沿途、 ll; 逸. 日お.， 

(三)  (en  がう き や. -ノ 

子 遠. 子楫 兄弟. 佐せ 父子 を 見る、 大抵 嚙 驚して 語 跪る。 0^ 强 たる こと 子 遠. 八十の 

如き、 駿發 なること 無 逸. 子楫の 如き も、 「先生 行く か」 と 曰 ひしに 過ぎ ざり き-) 日 

お 少年 は 翻って 曰く、 「今より 當 に勉勵 すべし」 と。 勉勵 する 所 果して 如何 を 語らず 

と雖 も、 要は 自ら 非凡の 語な り。 投獄 後、 餘醉 未だ 解けず、 一 睡 して 曉に 達す e 起ち 

(五 ) 5 た  -. かん 

て 高 作を哦 ひ、 上 二 句を續 ぎて， 云 はく、 「皇上 頗る 憂 ひた まふ 國若问 と、 吾人 此の際 


(六) If 末枢 

帝の 時！^ 言； 

節の 士、 李^ • 

陳蕃 等の 風 を 

うけ て 起 り し 

大 isf 生 を 中 

心と する 正義 

黨 にして、 宦 

官の 政な 罵 

り 多く 禁錮に 

處 せらる 

(七) 明 末 ii? 

歷の 間に 顧憲 

成 • 高攀 IS 等 

栄の揚 時の 設 

けし 東 林 書院 

も 複 興して 事 

も f?f し、 同志 

sg 生と 時 政 を 

評論し、 要路 

の 人物 を 攻撃 

す。 在野の 擧 

者 又 や 一れ に 加 

^し、 歷く 反 

對 派の IST 鍵に 

逢って 下獄 誅 

に 伏す 乙 もの 

多し。 こ こ は 

小 m 村が 明 倫 

館 • 松 下 村 塾 

にあって 正議 

.^y 唱 へし をい 


故ら に坎 I： なり」 と。 別に 絶： F 1. 章 は！ 重大な 


謂 へ らく- 和す ベ きの 時 を 待ち 


て 和す る も 朱だ晚 からざる なりと。 老兄 以て 何 如と 爲す。 大學. 東 林に 老兄屹 立し- 

餘人 仰ぐ 所 を 知る。 寅 二 は 幽囚、 以て 默^ すべきな り。 寅ニ拜 白。 


同日、 村塾來送の諸^^に贈る 

送 吾 十四 名 

訣別 易 多情 

松 塾 當 隆起 

村 君主 義盟 


吾れ を 送る 十四 名、 

なん 

訣训 ST ぞ 多情なる。 

松 塾當に 隆起す ベ し、 


村 君 義盟を 主 どる 


念 八日、 自書の 後に 書して 桂 生 五郎に 贈る 

(九) 

余獄に 下る の 前 二 夕、 桂 生 五郎 新たに 江戸より 歸り、 余を囚 室に 訪ふ。 〈や： 父游； 大： 卜に 

滿 つれ ども、 顧 ふに 其の 平素 最も 深く 相諒 する 者、 五郞 及び 來 减に 如く はなし。 
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f 八) 小 田 村 

伊之助 〔關傳 ，一 

(九) ：K 小 五 

郎， 後の 木戶 

孝 允。 松 陰. の 

兵舉 門下生 

〔關 傳〕 

( 一 ) 阅部富 

郎 •  一  g 原 又 


(二) 伊接傳 

之輔 • 野衬和 

作。 この 二人 

は 松 陰の 計畫 

せる 大原 三位 

西 下策に 密使 

となりて 京都 

に 奔走し、 遂 

に 挫折し. て 追 

下しに 逢 ひ 家 

囚 となる L 開 

傳〕 
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良 藏は剛 方に して， 五郎 は 懇篤な ゆ。 剛 方なる 者 は 敬すべく、 懇篤なる 者 は 親しむ ベ 

し。 而 して 五郎 は 少時より 余に. 從 ひて. 學び、 相 知る こと 特に 久し。 但だ余 甲 寅に 幕議 

けいく わつ ほ とん  めぐ  (一) 

を 獲し 後 、五郎と 契 澗幾ど 五 年を浹 る。 良藏は 則. ち 日夕 過訪 し、 且つ 其の 二 姪 をして 

あ ひつ，、 

余に 從 ひて 學 ばし め、 殊に 相 籍すを 得たり。 圖ら ざり き、 余の 嚴囚 投獄 せらる る や、 

たま ノ  \  まさ 

良 藏會. ^長 俯に 柱き、 而 して 五郎 方に 歸 らんと は。 一夕の 談. 五 年の 心" 百に 其の 一 

を舉 ぐる 能 はず。 特だ斯 の 文 を 出し 之れ を 誦して：：： く 、「吾れ の 心跡是 くの 如きの み」 

と。 余. u に獄に 下り， 签 J 一子 を 思 ひて 已 まず。 今斯の 文を錄 して 以て 五郎に 贈り、 

良藏歸 るの 日、 將に與 に 之れ を觀ん とす。 鳴 呼、 當^ の 事 * 獄 奴の 宜しく 言 ふべき 所 

に 非ず。 二子 は 蹇然志 ある 者、 其れ 敢 へて 之れ に 任ぜよ。 已に 以て 五郎に 語げ、 併せ 

てこれ を 良 蔵に 致す と爾云 ふ。 下獄の 後 二日 卽ち戊 午 十一 一月 念 八日 


〇 


二) 


念 九日、 京 報 を 得、 又傳 之輔. 和 作の 幽囚 を 聞. 


(一 5 次頁參 


〇 

ニー 一) 

晦日、 投獄 紀 事の 稿 成る 


除 夕 

吾生. 於國不 忠臣 

叉 是囹圄 違 一 一親 

吟坐計 更初至 四 

强顏猶 欲 1^ 新春 

又 

脫却 人間 鬧 

耍迎 獄裡春 

. 君 恩 重 於 嶽 

戊 午 幽室. 文槁 


吾れ 國に 生れて 不忠の 臣 たり』 

叉是 れ囹圄 二親に 違 ふ。 ， 


か う 


かそ 


吟坐更 を 計へ て 初めて 四に 至 


むか 


强顏猶 ほ 新春 を 1^ へ んと 欲す- 

じんかん だう 

人間の 鬧を脫 却し、 

獄裡の 春 を要迎 す。 

君恩 獄 よりも 重し、 . 
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( 一 ) 安富 s 

ii、 名 は 常 一 。 

野 山 獄同囚 

广 關傳〕 


戊 午 隅 {.f- 文 稿 

圆報定 何 辰 

叉 聯句 

快 傾 三 捥 酒 

冼讓 一年 愁 

除夜 寒燈下 

共叩獄 窓 遊 


三 四_ 


歳月 は齡 と共に 類 るれ ど 類れ ぬ もの は 大和魂 


圖報 定めて 何れの 辰ぞ。 

快よ く 傾く 三捥の 酒、 

洗 ひ盡す 一年の 愁。」 寅 

除夜 寒燈の 下、 


二) 


共に 獄窓 を 叩 き て 遊ぶ ピ 安富 


燈 火の 影靜 かなり 歳の 


(二) 午後 七 


投獄 &ー 


十二月 三十日 


： 二) 


余旣に 家に 嚴囚 して 六日、 十二月 五日 戌^ 支配 書 至る。 家君 披 きて 之れ を讀 みたま ふ 


(三) 父 をし 

て 借牢願 出の 

形式 を 以て 投 

i§ せ しめんと 

す る 怠 

(E) 當^ 中 


^3 藏. 兀役 

所に 屬 する 各 

局に 日々 巡番 

に 出勤して 金 

穀物 品の 出納 

を檢閱 する 役 


(三) 

に 則ち： n く、  r 吉田寅 次郞罪 あり， {且 しく 上 請して 獄に投 ずべ し」 と。 家君 時に 疫を 

病みて 蓐に 在り、 急に 余 を 刀：： す。 余 之れ を 聞き、 直の 塾生 作 間 忠三郞 及び 榮太郞 を ガ：： 

して 由を吿 ぐ。 の I 刚 きね Sr1。 二人 走りて これ を 同志に 報ず。 而 して 富 永 有 隣 

至り 家兄と 謀り、 寅 二 病に 罹る と稱 しこれ を 家に 囚 せんこと を 請 ふの 書 を 作り、 急に 

走りて 中 村道 太郞に 造り、 事を議 して 還る。 已 にして 杉藏 至る。 佐 I 八十 郞* 岡 部 富 

太郞二 i 原 叉 四郞. 有吉 熊次郞 及び 彌次 郞、 皆 二人に 隨 ひて 至る。 有吉 は是れ より 先 

き 俗議の 逼る 所と なり、 外 叔の命 を 以て 家に 嚴囚 す。 岡 部往ぃ て吿 ぐるに 由 を 以てせ 

しに、 蹶然として 出 づと云 ふ。 松 島 瑞ハ徒 • 小^ 村 伊之助 も 亦 至る。 企 i する 者 共に 十 名 

なり。 直 八 は 遠き に 居り、 報知す る こと 能 はず。 喊ま， の IS? |;|f ii 一れ』」 久保淸 太 

(E  ノ 

郞は 巡番檢 使たり、 故 あり 病と 稱 して 家居す る こと H 久し かりし が、 是の めて 出 

ちょく 

で、 直して 藏 元に 在り。 故 を 以て 二人 皆會 せず。 時に 夜寒く して 月沒 す。 置 酒して 

衆に 唱 言して 曰く、 「吾れ の獄に 投ぜら るる、 首領 を 今日に 保ち、 聲名を 天下に 收む 

何の 幸 かこれ に 加 へん。 而 して 復た 何の 悲しみ か 之れ あらん。 悲しむべき 所の もの は 

戊 午 幽室 文 稿  ，  一一 一 四 七 
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君 公 幕府に 建白し 臣下に 頒 示し、 壤夷 勤王の 匕：： 上下に 洋 溢せ しが、 一 曰： 奸吏權 を： 弁す 

る や 寅 ニを囚 繋す、 寅 ニ囚繁 せられて 夷- S ふべ からず、 王 勤む ベから ざれば、 則ち 天 

下の 人 をして 長 門に は獨り 一 吉田 寅次郞 あるの みと 曰 はし めんこと なり。 且つ 國事 を- 

如何せん」 と。 十 名 皆默然 たる こと 久しう し、 佐 杉藏 抗言して 曰く、 「急ぎ 行府 

に 柱いて 先生の 罪名 を 請 はん" 聞く が 如くん ば、 行府 向に 言 ふ、 先生の 學術 純なら ず 

と。 果して 學術を 以て 罪 を 獲ば、 吾が輩 業を受 くる 者 皆 免 かるべからず」 と。 一座 蹶 

然として n く、 「然 り然 り」 と。 各- 一 大盃 を 傾けて 走り出 づ。 

是の 夜、 小 田 村 は 未だ 余の 投獄の 事 を 知らず、 別議 ありて 御 政務 座 周 布 政 之 助 を訪ひ 

しに、 周 布 病と 稱 して 之れ を 担む、 心 頗る 平 かならず。 而れ ども 其の 由 を 知らず、， 去. 

りて 兼 重 讓藏に 造る。 兼 重 も 亦 周 布の 同僚な り。 云 はく、 「松 陰 隱士濟 ふべ からず、 

今日 巳に 投獄の 命 あり、 僕實に 之れ を 草せ り」 と。 小 田 村 愕然として 曰く、 「罪名 何 

如」。 曰く、 「語るべからず」 と。 小 田 村 因って 具 さに 寅. 次、 公の ぼに 感激して 侃 直言 

を盡 せし も、 行 府欺妄 にして 正士 を-諫^せ る狀を 語る。 一語 を發 する 毎に 兼 重 輙ち愕 


眙す、 已 にして 曰く、 「吾れ 井上 •  布と 同署に 在りと 雖も 百に 其の 一 も 知らず」 と。 

小 田 村 こ こに 於て 走りて 吾が 家に 來る、 而 して 松.： 15 及び 八 人 ここに 在りき。 

是れ より 先き 玉 木 叔父 已に 政府と 謀り、  <ル を 家に 厳闪 し- 出で て 其の 管なる 吉 m  . 卜 

關を 巡る。 蓋し 政府 は 余を獄 に投ぜ ざる を 約し たれば なり。 小 田 村 乃ち 松， おと 謀りて 

HI く、 「前日 政府、 玉 木 翁と 言 ふ。 言 皆 妄に屬 す。 是れ 詰らざる ベ からず。 罪名の 如 

き は 諸君 之れ を 問 ふ を 可と 爲す」 と。 

八 人 先づ周 布に 往く。 周 布復た 病と 稱 して 出で ず。 佐 ま •！： 部、 閣 人に w りて 謂 ひて 

曰く、 「公果して 病 あり 尊に 在らば、 必ずしも 衆 見せず、 一 二人 密かに 1^ 下に 就きて 

陳白 する 所 あらん」。 閽人復 た 出で て：：： く、 「吾が 主 急 事 あり 外出す。 諸君 {且 しく 去る 

べし」。 八 人 不平に 堪 へず 皆 上りて 座に 就きて：：： く、 「公輔歸らざれば曉に徹するも，^,^ 

らず」 と。 聲を勵 まして 曰く、 「急ぎ 燈繁. ^盆 を 持ちて 來 れ」。 ここに 於て 放吟 劇論、 

ごと 

旁に 人な きが 若し。 男兒 死の み、 1^ 栢凋 むに 後る (等)、 ロを衝 いて 亂 出す、 一 に 苦節 

精 忠の蒙 積す る 所に 非ざる はなし。 彌次郞 獨り小 門の 側に 立ちた るに、 尚 布 衔を冒 り 

.:^{午幽{せ文槁  三 四 九 
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て 將に出 でんと し、 彌次郞 を 見て 卻 避す。 蓋し 後門より 出で しなり。 佐 世. 榮太は 去 

りて 中 村を訪 ひ、 具 さに 語る に 由 を 以てす。 中 村 曰く、 「余 向に 周 布に 往き 反復 詰問 

せる も、 周 布 遂に 罪名 を 語げ ず。 諸君の 往 きて 問 ふ は 則ち 可 なれ ども、 周 布 は 必ず 語 

げざらん」 と。 二人 復た歸 る。 而 るに 周 布の 妻の 弟 粟屋 半次郞 至り 八 人に 面して 云 は 

く、 「政 之 助 故 ありて 外出す。 事 若し 僕 代りて 聽 くべ くんば 則ち 謹んで 之れ を聽 かん。」 

八 人 均しく 云 はく、 「今日 吉田寅 次郞に 下獄の 命 あり C 寅 次郞は 吾が輩の 師 にして 忠 

義の 人な り。 獄に 下す は 何の 罪ぞ、 八 人 是れ問 はん」。 粟屋 曰く、 「謹んで 諾 す、 之れ 

を 政 之 助に 語 げん」 と。 八 人 引 去り、 行府御 用談 役 井上 與四郞 に 柱く。 井上 も 亦 病と 

稱し、 摘 子 壯太郞 をして 出で て 面せし む。 八 人 言 を 進む る こと 前の 如くに して、 且つ 

ふる かほ 

w  く、 「子 は 寅 次郞を 知る 者， 以て 何 如なる 人と 爲す や」。 壯太郞 聲顫へ 面 土の 如くに 

して nl く、 「僕と 雖も 以て 忠義の 人と 爲す。 唯 だ 政府の 議は阿 爺の 獨り 任ずる 所に 非 

ず。 衆議の 決する 所 阿 爺 も 蓋し 奪 ふ 能 は ざり しならん」。 八 人 曰く、 「聞く が 如くん ば、 

政府 寅 次の 學術 純なら ずと 議 すと。 是れ 或は 其の 罪 を 獲る 所な らん か。 果して 然 らば 


吾が輩 將に 一 言す る 所 あらんと す」 と。 壯太郞 出入 反復、 遂に 明對 なし。 八 人 11 りて 

IT  く、 「此の 區々 者と 問答す、 遂に 要領 を 得る に. S なし。 直ちに 兩 相に 往 きて 之れ を 

問 ふに 如かず」 と。 皆 走りて 吾が II に歸 る、 而 して 天明け たり。 

周 布は脫 去して 行府 手元 內藤萬 里 介に 柱き、 書 を 井上に 走らせて 急を吿 ぐ。 書 はぶ ^ し 

八 人と 後先して 達したり と 云 ふ。 叉 書して 中 村 を 招く。 中 村 策して：： く、 「八 人、 師 

の 罪名 を 問 ふ、 甚 しく は 担むべき に 非ず。 當に餘 人 を 散 遣し 特に 一 人 を §E め- 明かに 

吿 ぐるに 所以 を 以てすべし、 乃ち 可な らん」。 周 布 曰 く 、「終に 語ぐべからず」、 と。 宵 

井上の 書來 りて 云 はく、 「八 人の 者來 り、 議學 術に 及ぶ。 膝兒應 接せる も烦然 退かず。 

願 はく は 一 奇を 出して 之れ を 退けよ」 と。 內藤、 一 計を枯 出し、 書 もて 佐，^ 七 を？^:: 

す。 亲 七-は 八十 郞の 父に して、 岡部丄 .1 原 輩 皆 親戚の 長者と して 尊稱 して 丈と 爲す 者、 

(は 一 i 駕 1れ£。 見に 御輿 奉行たり、 直して 殿中に 在り。 謂へ らく、 「八十 輩 憤懣 積る こと 久し、 今夕 

5^ 主ク輿 に  しわざ  たやす 

こ 必ず 粗暴の 爲 あらん。 但し 殿中の 直 夜、 顿く往 くべ からず」 と。 書を復 して 之れ を-お 

る 一切の 事務 

統麥 する 役 -"T 
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推 2 軍 叉 正視 施に つ 

治 乙- 監異邪 し 行し— W 
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意 推な の 探 一 態 法 守 
問 る 際 偵 般を令 法 
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小 E 村 は 明 倫 館に 歸り、 赤 川 直 次郞を 呼び 起して！：！ く、 「義 卿獄に 下る、 子、 未だ 知 

らざ るか」。 赤 川 驚 起して：：： く、 「咄、 義卿は 同志の 士 なり。 義卿獄 に 下らば 吾れ 其れ 

之れ を 同じう せん」 と。 小 田 村 深く 之れ を然 りと す e 是れ より 小 田 村 反復 政府に 往來 

し、 劇論 抗議、 實に 下獄 を 以て 自ら 期す。 赤 川 は 周 布に 柱き、 其の 密意を 受け、 來り 

て < ^を 慰めて：： く、 「罹病 囚 家の 請 は 不可な り。 公 勉強して 獄に 赴く を 可と 爲す。 前 

日 物議せ 起す、 皆 公 及び 前 田 .s- 布 を 指す。 目附 連り に 之れ を 推せん こと を 請 ふ。 ^1? 

し 之れ を 推す る こと を 許さば、 事； 刚相 及び 屬員に 連り、 禍を爲 す こと 細からず。 今に 

及んで 公を獄 に投ぜ ば、 事猶ほ 止むべし。 且つ 公輔 は 始終 公を援 けしに、 公 等 始終 之 

れを排 す、 亦 食かざる か」 と。 余 曰く、 「公輔 は奸猾 なり。 奸滑 除か ざれば 國事濟 す 

ベから ず。 吾れ 國の爲 めに 奸搰 を排 す、 寧ん ぞ私恩 を 顧みん や」。 赤 川、 杉 藏等を 顧 

くみあ づけ  ， 

みて！ II く、 「聞く、 汝が輩 は組預 となると。 急速 家に 歸るを 可と 爲 す」。 余、 佐 ゆ • 

杉藏 を^ 處に 引き、 密かに 語げ て：：： く、 「公輔 は奸猾 なり、 而 るに 囘 護す る こと 彼の 

如し、 赤 川 信ずべ からず。 且つ 目附 能く 政府の 權を撓 むる こと 此の 如くん ば、 近事の 


(マー) 檢察當 

局た る IE 附の 

意志に 關係ぁ 

るが 如く 赤 川 

は 言 へど も、 

實は周 布の 意 

志に 出で おる 

こと 明かな り 

i の 意 


(円) 松 lil 瑞 

A 处 • 赤 川^ 水 


大 快事な り、 吾れ 復た何 を か 恨みん。 而れ ども ni 附は 必ず 能くせ ざらん。 吾れ の 罪 を 

瘦る、 由る 所 甚だ 明かな り。 公輔 は 赤 川 を 欺き、 赤 川 は 乃ち 其の 欺 を 信ず。 吾れ は 則 

ち 赤 川の 欺 を 信ぜざる なり」 と。 二人 之れ を 頷く。， 已 にして 八 人 稍々 散歸 す。 歸れば 

則ち 皆 其の 家に 囚 せらる。 而 して 亦 罪名な し。 政府 蓋し 八 人 を：； II して 暴徒と 謂 ふと 云 

， 0 

是の 夜、 小 田 村 は 諸 同志に 檄し、 吾が 家に 會議 す。 而 して 八 人 皆 せられ、 獨り佐 ゆ 

彥七 • 久保 至る。 首と して 罪名の 議に 及ぶ。 議 方に 半ばに して 松 島 • 赤 川 突然と して 

至る。 (曰く)、 「吾が輩 內 藤と 謀り、 獄に 赴く を 緩う する こと 一 日、 家に W す る の 事 を 

議 せん。 公 等 劇論す るな かれ」 と。 小 田 村 • 久 保 素より 赤 川 を 信ぜず、 二人が 正議を 

撓 めんこと を 疑 ひ、 頗る 不平の 色 あり。 赤 川 氣を勵 まし 聲を 怒らし、 i 水々 辨說 す。 佐 

世溫 慰して 曰く、 「淡水 怒る ことな かれ、 吾れ 等 は 子 を 以て 政府の 赤狗 子と 爲 すに 非 

よろこ 

ず」 と。 終に 擇ば ずして 散ず。 獨り小 田 村 *久 保留 まり、 密議す る こと 久しう して 去 

る。 
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&に 於て 小 田 村 • 久保益 ！ 罪名 を 問 ふ を 以て 自ら 任ず。 余 書 を 作りて 二人に 與 へて 曰 

く、 「政府 僕 を 以て 獄に投 ず。 而 して 罪名 あるな し。 僕 切に 謂 へ らく、 天下に 眞 勤王 

あり、 僞 勤王 あり。 不肖 矩 方と 同志の 諸士 と皆眞 勤王な り。 政府の 各位 は 則ち 僞 勤王 

なり。 今眞 勤王、 僞 勤王に 忌諱 せられて 以て ここに 至り、 眞 勤王 驚る。 偽 勤王 遂に 將 

に眞 賊軍た らんと す。 眞 賊軍の 天は眞 勤王 固より 共に 戴かず、 則ち 僕の 獄に投 ずる は 

盖し 其の 身 を 歿するな り。 豈に 草々 にす ベ けんや。 然 りと 雖も 吾れ 獄を畏 るるに 非ず。 

つ 一と 

誠 に 罪名 を して 明白な らしめば 欣然と し て 以て 柱かん のみ。 其の 眞僞邪 正 の 若き は 天 

まさ 

下 後世の 議將に 欺くべからざる もの あらんと す， 一 と。 且つ 詩 一章 を附 して 云 ふ。 

吾 原 爲國生 吾れ 原と 國の爲 めに 生く， 

爲國死 登 避 國の爲 めに 死す る豈に 避けん や。 

死 且所不 避 死 すら 且つ 避けざる 所、  _ 

何汊 叢棘寘 何 ぞ况ゃ 叢 棘に {眞 かるる を や。 

然而 罪不名 然り而 して 罪名 あらず、 


二)  V；？ 利 家 


(二) 書藉の 

怠。 古 は 竹 を 

火に て 炙り 靑 

色 も 除きて 文 

を 書きし も 

W ていふ 


酷 負 平生 志 

野 山 罪人 居 

寧 可 混 善 類 

賊子 奸 夫人 

博徒 與奸吏 

瓦 礫 埋明珠 

牛槽 食天驥 

天下 將傳之 

公家 非 美事 

萬 *1 將書之 

汗 靑 得 無 累 

嗚呼 投獄 生 

寧 死 全其義 
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酷 だ 平生の 志に 負く。 

野 山 は 罪人の 居、 

まじ 

寧 んぞ善 類 を 混 ふべ けんや。 

賊子と 奸 夫人と、 

博徒と 奸 吏と。 

瓦礫、 明珠を め、 

やしな 

牛 ir 天 驟を食 ふ。 

天下 將に 之れ を傳 へんと す、 

公家の 非 美事。 


萬， 將に 之れ を 書 せんとす、 

二 了 

かんせい 

汗靑累 なき を 得ん や。 


嗚呼、 獄に 投じて 生きん より は 

寧ろ 死して 其の 義を 全うせん。 


五 
五 
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と。 ここに 於て 久保は 書 を國府 手元 前 田 孫 右衛門に 與へ て 云 はく、 「佐 I 八十 郞 以下 

八 人、 皆 家に 囚 せらる。 而 るに 其の 罪名 を 載せず。 八 人 は 皆 僕の 門人 朋友に して、 具 

さに 其の 平生 を悉 す、 決して 不忠 不孝、 罪 を 名敎に 獲る 者に 非ず。 罪 を 獲る 所以の 由、 

甚だ 怦 しむべし。 聞く が 如くん ば、 前夜 八 人 均しく 井上. 周 布に 造り、 寅 次の 罪名 を 

問 ふ、 是れ 其の 罪な りと。 果して 是れを 以て 罪と 爲 さば、 僕と 雖も 切に 願 ふ 所な り。 

切に 願 はく は 速 かに 八 人の 罪 を 免し、 且つ 寅 次の 罪名 を 明示せ よ。 二者 皆聽 かれ ざれ 

まった 

ば、 願 はく は 僕の 罪を議 せよ。 僕は義 として 獨り完 うすべからず。 此の 事 原と 當に之 

れを 井上 • 周 布に 問 ふべ し。 而れ ども 井上 • 周 布 は 吾が輩 を 待つ に 仇敵 を 以てし、 往 

くと 雖も 面せず。 ここ を 以て これ を 足下に 請 ふ。 足下 其れ 之れ を處 する あれ」 と。 且 

つ 自ら 柱いて 其の 委曲 をロ陳 す。 前 田 堅く 對 へず。 

小 田 村 は 則ち 日內藤 • 兼 重に 造りて、 余が 爲 めに 罪名 を 請 ふこと だ 力め、 復た前 

m. 中 村と 反復 商議し、 又 暴. -井 上に 造る。 井上 は 固く 担み て 見 はず。 則ち 書 を與へ 

て 曰く， 「八 人の 者 は 皆 性 巾- 義 にして 利害 を 顧みざる 者な り。 速 かに 犯す 所の 罪 を 末 


減せ よ。 僕 當に寅 次に 代りて 益. '其の 性 を 養成し 以て 國 家に 報ぜん とす。 黄 次の 行事 

に 至りて は 其の 著 嚴囚紀 事ー卷 あり、 相 見 ゆるの 日、 取りて 以て 對讀 し、 以て 其の 重 

罪な きを 驗 すべし。 足下 何 ぞ廣. '僕 を 担む こと を 以て 爲す や」 と。 

小 田 村 • 久保已 に 罪名 を 得ず。 而 して 政府 は 余の 獄に 赴かん こと を 促す t:^ だ 急な り。 

是の時 家君の 病 日に 益. - 危篤な り。 醫は云 ふ、 r 是れ腸 胃の 熟に して 神 經疫を 兼ぬ る 

C ど 

もの」 と。 數.' 嘔吐し >  食 咽 を 下らず、 衰備- 日に 甚 しく、 性 命 測るべからず。 而も 猶 

ほ 厘.' 余の 獄に 赴かん こと を 促す。 余 驚きて 家兄と 謀り、 書 を 前 田に 與へ て 云 はく、 

「僕の 初 意 は 罪名 明白に して 然る 後獄に 赴かん こと を 欲せり。 同志 皆 以て 然 りと 爲す 0 

長 井 詔 を 請 ふの 眞僞の 如き は、 來 原の 歸國を 待ちて 之れ を究詰 せん。 而 るに 行 府は罪 

あきらか 

名 を 白に せず して 獄に 赴かん こと を 促す 甚だ 急な り。 僕 は 死 を 以て 自ら これ を 誓へ りリ 

豈に圖 らん や 家 爺の 疫疾 危篤に して 性 命 保し 難し。 事已 にこ こに 至る。 僕 安ん ぞ區々 

として 前 事 を 以て 意と 爲 さんや。 足下 幸に 行府と 謀り、 僕の 數 日お 護し、 父の 病 少し 

I  く. H 

く 間 ゆる を 待ちて 而る 後獄に 赴く を 允 さば、 僕 何の 幸 かこれ に尙 へん。 ^ち 僕の 罪名、 
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同志の 憤怒 及び 詔 を 請 ふの 眞僞は 一 併して 解除し， 復た終 を 究め ざらん。 僕 向に は 則 

しばら 

ち 夜叉、 今 は 則ち 菩薩な り。 重く、 且く 同志の 士に 食く を 愧づ。 然れ ども 事 以て 父子 

の 至情に 代 ふべ からず。 唯 だ 足下 之れ を諒 せよ」 と。 前 田 は 好 人な り、 深く 余の 意 を 

哀れみ、 急に これ を 行府に 謀る。 行 府も亦 以て 然 りと 爲 して、 其の 請 を， 冗す。 ここに 

はる 

於て 罪名の 議 始めて 止む， 而 して 獄を 促す の 命 稍 や 緩む。 

玉 木 叔父 郡に 在りて 事 を 聞く や、 且つ 怪しみ 且つ 愤り、 急速に 事を续 へて 還る。 還れ 

ば 則ち 井上 巳に 去りて， y 戸に 役す。 直ちに 周 布に 造りて 反復 詰責す。 周 布復た 堅く 對 

へず、 徒らに 酒 茶 を 供す。 叔父 曰く、 「酒 茶 は 燕 安の 具の み、 余の 樂 しむ 所に 非ず」 

と。 座に 山 田 亦 介 あり。 叔父 素と 西洋の 火 技 陣法を 喜まず、 因って 山 田 を 顧みて 曰く 

「聞く、 數人を 長 崎に 遣 はして 火 技 法を學 ばし むと。 是れ 蓋し 公の 建議に 出で しな 

らん。 數人學 成り、 歸 りて 一 國に敎 へ、 然る 後 勤王して 攘夷す、 事 亦^だ 緩なら ず や」。 

山田默 して 答へ ず。 叔父 抗言して 曰く、 「前年 公輔 諸君と 相 共に 經史を 講究す。 意氣 

甚だ 盛に して 慨然 實践を 以て 志と 爲す。 今 其の 皆虛 なる を 知る」 久しい かな、 吾れ の 


諸君と 語らざる こと。 吾れ 去らん」 と。 怏々 として 出づ。 數日 にして^ 布 亦 去りて：：^ 

戶 に^す。 已 にして 家君の 病 稍 ゃ善徴 あり。 十二月 念 六日 を 以て 斷然 獄に投 ず。 來 

たけ iW  -H 

する 者， 親戚 門 生、 共に 二十 餘名、 酒酣 に與發 す。 训れを 家君に 吿 ぐれば、 家君 欣 

然として ：！  く、 「 一 時の 屈 は 萬 世の 伸な り、 庶 _^ぞ 傷まん」 と。 家兄 • (豕ぉ . 久保 • 富 

永 • 玉 木彥介 • 倉 橋 直 之 助 • 馬 島 前 仙 • 國 司仙吉 • 妻 木 毒 之 進 • 藤 野 荒次郞 . 安 W 孫 

太郞 . 岡 田 耕作 • 增野德 民 • 浮 屠提山 別れ 去る に 忍びず、 皆 余の 輿に 隨ひ、 獄に 至り 

たうき やう 

て 別る。 提山 輿に 投 ずるに 糖 薑ー囊 を 以てす。 沿道に 榮 太郞. 彌次郞 • 杉藏 •！： 部 兄 

弟 • 佐 世 父子 を 叩き 一 面して 去る。 或は 糖薑 一 握 を與へ て 別れと 爲す。 皆 欣然と して 

快と 稱 せざる はなし。 獨り小 田 村 は 別 筵 中に 在りて 悲埦 慷慨 頻りに 大杯 を 似け て：： く、 

「是れ 不平の 酒な り、 百 杯す るも醉 はず。 義卿は 忠義の 士 なり， 上- 天 zg を 奉じ、 

中、 公の ヒ：： を 仰ぎ、 下、 胡 慮の 康を： tl はんとす、， 是れ 其の 素志の み。 飜 つて 奸 史の齒 

あきらか 

牙に 觸れ、 身 を 岸 獄に投 ず。 吾れ 自ら 任じて 其の 罪名 を 白に せんとせ しに、 罪名 白な 

らず、 義卿往 けり。 吾れ 其れ 何 如 せん」 と。 是の 夜耿々 として 眠らず、 幾 ど 悶絶す る 
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こと 數>  なり。 衆 交.' 之れ を 慰む。 則ち 自ら 奮って： ：！  く、 「大丈夫 當に 不平に 報ずる 

の 時 あるべし。 何ぞ 必ずしも 今日の みたらん や」 と。 初め 余 書 を 前 田に 與 へて 曰く * 

「同志の 愤怒は 吾れ 則ち 之れ を 解除 せん」 と。 蓋し 行府の 揮る は愤 怒の み。 憤怒 解 

除せば 勢 宜しく 速 かに 其の 囚を 放つべし。 余 已に獄 に 下れる に、 餘囚 未だ 放 たれず。 

吾れ 切に これ を 怪しむ。 行 府豈に 益 》 '其の 愤 怒を增 し、 多く 自ら 禍敗を 取らん こと を 

欲する 力  . 

安政 戊 午 大晦， 一 一十 一 问 猛士、 野 山獄北 房の 第 一 舍に 書す。 


(二) 十二 g 

五日 松 陰 投獄 

の 令 下る や、 

門下 八 名 その 

名 を 問 はん 

として 藩耍路 

に 迫り、 翌六 

日 却って 各.^ 

幽囚 を 命ぜら 

る。 その 囚中 

の 作 

(一二) 厳囚紀 

事 (木卷 三 一 

〇：.M> 投獄紀 

事 (三 u 六 頁) 

の 二 紀事を さ 

す 


(二) 

幽囚の 作 

竊得 勤王 報國名 

雙 刀先納 1^ 中 鳴 

家門 禍福 界平事 

依 舊？^ 頭 tM: 後聲 

叉 

聞 說君公 憂國深 

孤囚 慷慨 泣淋々 

忠魂 誓 欲 除姦賊 

卽是微 臣鐵石 心 
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4,-n:HT モハ <a ^一  おは 秀實， 紀 おに，， 

ふ 所の 榮太郞 なり 


竊み 得たり 勤王 報國の 名、 

雙刀 先づ納 むれば 1^ 中 鳴る- 

家門の 禍福 は 昇 平の 事 * 

舊に 依って 擔 頭後聲 し。 


？^:^  p  "耳 名 は 利濟 、 ふ 

_^^R^k^ 所の 富大郞 なり 

聞くなら く 君 公 國を愛 ふるこ と 深し と、 - 

んだ 

孤囚 慷慨す 泣 淋々。 

忠魂 誓 つて 姦賊を 除かん と 欲す、 

卽 ち是れ 微臣鐵 石の 心。 

三 六 一 
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一二. K  二 


(一) 松 陰 を 

さす 


又 

太 山 大事 舆人賢 

匹夫 義名 肉食 先 

今日 自知 眉目 好 

美人 憶 起 夜 難 眠 


太 山の 大事、 輿 人の 賢、 

匹夫の 義名 肉食に 先んず。 

今日 自ら 知る 目の 好、 

美人 憶 ひ 起して 夜 眠り 難し- 


K  r-  njs 名 は 致、 罕 

ス-./^HS所の-杉liなL 


(二) 松 か 

ら云 つ て 寄せ 

ら るる 作の 意 

にして、 松 陰 

の附 したる 題 

名な らん 


€  4F::n;-,4l,,1 义名は 昭 * 謂 ふ 

^  f  所の忠；ニ郎なh^ 

しづ 

灯 吏 等よ こはまば こばめ こばむ とも 賤は 守らん 忠孝の 道 

賤が身 は 鬼に も 角に も輕 からぬ 君の 御上 を 如何が 置く らん 


寄せら るるの 作 

凜冽 梅花 埋 雪中 凜冽 た る 梅花 雪中 に 埋るも 


天 野 淸三郞 


暗 将馥郁 遠 相 通 

他 時果有 探尋客 

知 是將來 後 起 雄 


暗香 魏郁 として 遠く 相 通ず ハ 

他 時 果して 探 尊の 客 あらば、 

知る 是れ 將來後 起の 雄。 


又 

滅 賊高衷 衆不容 

待 雲 只 合 塾 如 龍 

非 非 虎 寅 生 耳 

曠野 不從 檻詳從 


岡 部 子 2： 


滅賊 の高衷 衆に 容れ られ ず、 


まさ で 


雲 を 待ち て 只 だ 合に 楚る る こ と 龍 の 如くなる ベ し- 

兜に 非ず 虎に 非ず 寅 生の み、 

曠野に 從 はず IS 穽に從 ふ。 ， 


別 筵の 作 

胡 塵漠々 晝冥濛 

天下 無人 護聖躬 
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(三) 

こ ぢん ひる 

胡 塵漠々 晝 冥漾、 

天下、 人の 聖躬を 護るな し。 


伊之助な り 


三 六 三 


二) 後 isi 

天 &|! さ によ 

h '金剛. H 下に 

擁氏を 得 給 ふ。 

天子 若し 他年 

士  clSi に 遒ひ給 

ひて、 人 も 得 

給 ふと すれ. は 

その 人 は 野 山 

IQ§ にあ ら ん と 

て： な 陰 その 人 

なる を さす 

(二) 下 田紳 

奈 m 等 江戶近 

F に 商も强 要せ 

る米國 使節に 

幕府の 屈服せ 

る み 一 さ す 


戊午幽 .}f- 文 稿 

九 闕它年 遭吉夢 

金剛 山 在野 山中 

叉 

久聞 東海 啓洋 夷. 

果是 英雄 投筆時 

姦 賊弄權 公事 罷 

赤心 磐石 獨吾師 

叉 聯句 

天子 頻憂國 若 何 

吾人 此際 故坎 I： 

平生 不漉 丈夫 淚 


ーハ四ー 


九闕它 年吉夢 に 遭 ひた ま はば" 

金剛 山 は 野 山の 中に 在らん。 


【二-  ひ ヤミづ 

久しく 聞く 東 海洋 夷に 啓く、 

果して 是れ 英雄 筆を投 ずるの 時 „ 

姦賊權 を. 弄して 公事 龍む > 

赤心 磐石 獨り 吾が 師。 


增野德 民 


天子 頻りに 憂 ひた まふ 國若 何と、 

吾人 此の際 故ら に坎 1： なり。」 ^二 

そそ 

平生 漉がず 丈夫の 淚、 


飜向 忠臣 離 席 多 かへ つて 忠臣の 離 席に 向って 多し。」 士毅 


(一一 一) ^^の親 

川の 人、 孝景 

帝に 仕へ 一 身 

も 顧みす 諸侯 

の 勢力 を 削り 

て^？室を安ん 

ぜ ん とせし も * 

却って 吳楚七 

國の亂 も 惹起 

し、 遂に その 

镇牲 となりて 

j 族と ともに 

誅に 伏す。 こ 

こ は 松 陰の 一 

身の ために 謀 

ら ざるに 比す 


松 陰と 別る、 是の 夜耿々 として 眠 を 成さず、 

此れ を 書して 自ら 遣る (四 や H) 

臣而幸 不死 臣 にして 幸に 死せ ざれば、 

報國 復た爲 すべ し。 

岸 獄是れ 何物 ぞ、 

牛舍天 駄を艱 しむ。 


報國 可復爲 

岸 獄是 何物 

牛 舍艱ラ shw 


天道 非敷是 

晁錯不 謀 身 

忠 冤 一夜 涕 

何時 漉 帝 i 辰 

^午 幽室 文 稿 


一力 曰 li- 力 


天道" 

(三) 

てう そ 

晃錯. 一 を 謀ら t: 


忠冤 一夜の 涕、 

何れの 時 か 帝 窟に灑 がん- 


小 田 村士毅 


三 六 五 
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三 i ハ 


畢生 竭 王事 

嘗 盡 萬 苦 辛 

然諾 姑 相 許 

掩耳竊 鈴 人 


畢生 王事に 竭し、 

嘗め 盡す萬 苦 辛。 

ぜんだく しばら 

然諾 姑く 相 許す、 


ぬす 


耳 を掩ぅ て 鈴を竊 むの 人- 


歲杪 乾坤 雪滿城 

悲歌 一 闋割離 情 

酒 半夜 不成夢 

燈 火時爲 爆竹 聲 


V-  V ，了つ  し 一つ 

歲杪 乾坤 雪 城に 滿ち、 

悲歌 一 闋離情 を 割く。 

酒 醒めて 半夜 夢 成らず、 

燈火 時に 爆竹の 聲を爲 す 


無 逸に 寄す 

吾廬 與汝慶 吾が 魔と 汝が 慮と、 


寅 


に 1 去 二  ~" - 

TJ  、 

ち て 
も, さ 慕い 天 
ハ す ふ 子 


二)  田榮 

太郞の 幽囚 禁 

鋼 もさす 


を 

耍 

i ぐり) と^ 

(か はせ み) と 

共に (中 ひ、 却 

つ て 二お 漁夫 

の 獲る ところ 

となる、 所謂 

漁夫 の SS 

ち 外 國 に 利せ 

ら るる を さす 


徒 隔ー墻 居 

昔 信 只 尺 書 

待 吾 岸獄去 

當汝羅 網 除 

謝 人 書味逮 

杜門 f 情 疎 

此 況 不 美 

其 何 國事如 

聞 說九淵 底 

龍 化 失 水 魚 

0 獺 笑 其 側 

Hln- 乏畔鵃 漁 
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徒 だ 一 墻を 隔てて 居り。 

契濶 千里の 如く、 

昔 信 只 だ 尺 書の み。 

吾が 岸 獄に去 る を 待ちて、 

まざ  ま-つ 

當に汝 の羅網 除かるべし。 

人 を 謝して 書味邃 く、 

とざ  5 と 

門 を 社して I 情 棘し。 

此の 況 5 一  兑 に 美なら ざらん や、 

其れ 國事を 何 如に せん。 

聞くなら く 九 淵の 底、 

龍 水 を 失 ふの 魚と 化す。 

(三) 

猿 獺 其の 側に 笑 ふ、 

(w  > 

豈に畔 鶴の 漁に 乏し からん や- 


三 六 七 
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誓 傾 北溟水 誓って 北 溟の水 を 傾， t て、 

往注 龍ロ渠 柱いて 龍 ロ渠に 注げ。  . 

子 遠に 寄す 

余の 將に獄 に 赴かん とする や、 子 遠 諸子 坐して 家に 囚 せらる。 子 遠 書 を 寄 

せて 云 はく、 「子の 面目 復た 見る ベ きこと 難し。 子の 面目 を 見る ベ きもの 

は、 其れ 唯 だ文辭 か。 願 はく は爲 めに 一言 を 留めら れんこと を 一 と C 余戲 

れに 之れ を 担み て 云 はく、  r 吾れ 晝を 善くせ ず、 畫を 善くす る 者 は 松 洞 生 

なり。 生 向に 余の 面目 を寫 せり。 面目 見るべし、 何ぞ文 辭を必 とせん. 一 と 

然れ ども. 猶ほ 此の 詩 を 贈る。 此の 詩は漫 語の み" 但だ落 句 は 卽ち沾 々自ら 

喜ぶ と 云 ふ。 

維 歲戊午 冬 維れ 歲戊 午の 冬、 

あま 

獵尾餘 五日 臘尾餘 す こと 五日。  - 


罪人 一： i: 

行 將繫淸 室 

天 風 吹雪 狂 

是日 故冽凓 

此行頗 有 由 

親朋 及羅畢 

新 知. 子 遠 生 

於 我 如 膠漆 

具有 忠孝 資 

講 究 尊 攘 術 

身賤志 (2 高 

處囊時 颖 出 

保 子 溫 玉 如 

^午 幽室 文 稿 


罪人 二十  一 Mr. 

行いて 將に淸 室に 繁 がれん とす ^ 

天 風雪 を 吹いて 狂 ひ、 

是の日 故ら に 冽 凍たり。 

此の 行 頗る 由 あり、 

親 朋羅畢 に 及ぶ。 

新 知 子 遠 生、 

我れ に 於て 膠漆の 如し。 ■ 

忠孝の 資を 具有し、 

尊攘の 術 を 講究す。 

身賤 しけれ ど志尙 高く、 

. ニニ) 

囊に處 りて 時に 颖 出す。 

保子溫 なること 玉の 如く、 


二) 侏 世 八 

+ 郎、 後の =1?! 

^  ： 誠 LSI 傳〕 


(二) 倒懸に 

同じく、 倒に 

吊さる る 如く 

闲苦大 なる を 

いふ。 ここ は 

め 1 お 門下 八 人 

め 幽囚の 困苦 

.^5*- さす 

(三) 同じく 

* 囚の 門下 4 

さす。 門下の 

in; 情 天に 通じ 

て 放免の 時 

あらんの 意 
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佐 世 利劍匹 

二人 舊且親 

得汝 戎勿恤 

蟲 搰弄權 國是遷 

人 唯好宫 耍多錢 

好 官多錢 任渠作 

嗟 吾數子 如倒縣 

倒 縣倒縣 何 用 解 

九 阜群鶴 聲聞天 


佐 世 利なる こと 劍に 匹し。 

二人 舊 且つ 親， 

うれ 

汝を 得て 戎恤 ふるな し。 

姦猾權 を 弄して 國是遷 り、 

ちと 

人 唯 だ 好宫多 錢を耍 む。 

か  な  ま > 

好 官多錢 渠れが 作す に 任せん- 

(二， - 

たう けん 

嗟、 吾が 數子は 倒縣の 如し。 

倒縣倒 縣何ぞ 解く を 用 ひ ん 、 

きう かう (三) 

九 阜の群 鶴、 聲 天に 聞 ゆ。 


佐 世 八十 郞に 寄す 

とも v.> つ 

吾 傳報國 志 吾が 倚 報國の 志- 

滿 世人 不知 滿 世の 人知らず。 


七 

〇 


雖貝ノ 不，！ K 

蒼天 將知之 

直 將區々 身 

去 築 神州 基 

人事 有 通 塞 

天 道 奚復疑 

衝雪 向岸獄 

4^ 事 薪 奇 

佐 生 同 志士 

我 故 贈斯辭 


則ち 人知らず と雖 も、 

蒼天 まさに 之れ を 知らん とす * 

直 だ區々 の 身 を もって、 

去って 神州の 基 を 築かん。 

人事 通 塞 あり、 

天道 奚ぞ復 た 疑 はん t 

雪を衝 いて 岸 獄に向 ふ、 

此の 事絕 世の 奇 たり。 

佐 生 は 同志の 士 

我れ 故に 斯の辭 を 贈ろ。 


村 塾の 壁に 留题す 

寶祚隆 天壌 寶祚 天壌と 隆に 
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ゴ 一七 


二) 

六學 何れも 木 

註參照 


最後に 「来 送 

の 十 E 名に 寄 

す」 の 一 首 あ 

る も 木卷三 ra 

三 H に 旣 にあ 
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千 秋 同 其 貫 

何 如 今 I 運 

大道 屬麼爛 

今 我 岸獄投 

諸 友 半 及 難 

世事 不可 ^一き 

此擧 旋可觀 

東 林 振季明 

太學 持衰漢 

松 下 雖陋村 

誓 爲祌國 幹 


千秋 其の 貫 を 同じう す- 


い か 


何如ぞ 今の 世 運、 

大道 麼爛 に屬す e 

今 我れ 岸獄に 投じ、 

なん 

諸 友 半ば 難に 及ぶ。 

世事 言 ふべ か らず、 

此の 擧旋 つて 観るべし。 

東林季 明に 振 ひ、 

太 學衰漢 を 持す。 

松下陋 村と 雖も、 

誓つ て 神國の 幹と ならん 


吉田 寅， 郞藤矩 方 稿 


(編者 附 載) 

續狂 夫の 言 安政 五 年 冬 

ニニ) 

ヒへ i-I 記 明春の 參府 は大議 なり。 故に 余 私に 之れ が議を 作りて 口 く、 「大義 を 以て. N れを 論ず 

0^ の き 才 

to^l 1 七 三 

0  れば， 違 勅の 征夷， 參 すべから ず。 利害に 雜 へて 之れ を 論ずれば、 前に 堪. 水. 越 あ 

り、 後に 土 佐：： 于和島 あり、 正 議の者 は 必ず 免 かれず」 ヒ。 免 かれんと 欲せば 邪議に 

黨 する こと 肥 後丄咼 松の 如くに して 可な り。 然れ ども 長久の 道に 非ず。 故に 吾が 說に 

.  つか 

曰く、 「病と 稱 して 參 せず、 大臣 を 京師に 差 はし 勅 3:1 を 奉じ、 公武 を 合 體し德 川 を 

扶助して 可な り」 と。 俗論 者 之れ を掎 して 曰く、 「日本 獨り 征夷 大將軍 あるの み) 安 

んぞ 御.： 千 天皇 ある を 得ん。 諸侯、 歡を將 軍に 失 はば 是れ 叛臣たり。 當今 書生の 說君 

公を娃 誤し、 君 公 をして 將 軍の 歡を失 はしむ る こと を 致す。 宜しく 急に 書生 を 磁责し 

急速に 參 説し、 自ら 幕府に 歸 すべきの み」 と。 嗚呼、 神州 は 孰れ か 生み、 孰れ か 之れ 

を 成せる。 萬 姓 何れ を宗 として 何れ を 仰ぐ や。 天皇 あら ざれば 安ん ぞ將軍 あらん や 
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將軍 勅に 違 はば 安ん ぞ 天皇 あらん や。 且つ 國の 正議 ある は猶ほ 木の 根 あり 水の 源 

あるが 如し。 一 日 之れ なくん ば 涸れ 且つ 凋むな り。 彼れ 獨り正 議を拂 し、 將軍 をして 

ないがしろ  あざむ 

天皇 を 蔑 にせし めんと 欲す、 是れ 固より 天下の 罪人な り。 政府 謾 きて 大言を 爲すぁ 

り、 曰く、 「君 公 京に 上り 奸邪を 抜去し、 以て 大義 を 天下に 唱 へんの み」 と。 嗚呼、 

rr. 自ら 修めず して、 誠心 實行、 上下に 感孚 ある ことなし。 大言夸 語して 以て 正 議の魄 

うば 

を擴 ひ、 而 して 之れ が 口 を 塞がん と 欲すと も- 口 其れ 塞ぐ ベ けんや、 魄 其れ 藤 ふべ け 

んゃ. - 正 議の士 は、 因循 模稜 なること 俗士庸 吏の 如く 然るに 非ざる なり。 特だ德 を 量 

り 力 を 度り、 爲 すべく して 之れ を爲 し、 勉 むべ くして 之れ を勉 め、 一毫 も虛僞 反復の 

事な きを 欲する のみ。 請 ふ、 上京の 難き を 言 ひて 以て 政府の 謾を著 はさん。 勤王の 事 

は理 の當然 にして 見 難き こと あるに 非ず。 然れ ども 事豈に 容易た らん や。 所以に 擧げ 

難し。 今 君 公の 旨、 三 末 • 岩國は 未だ 同異 を 知ら ざれ ども、 大臣. 政府に. 猶ほ從 違.， め 

り。 君 公 一 日足 を擧 ぐれば、 果して 孰れに 國を 託し、 孰れに 政 を 住 ぜんや。 且つ 九重 

の 旨と 攝關の 意と 諸侯の 謀と、 吾れ は 則ち 茫然と して 雲 務を隔 つるが 如し。 君 公一た 


き はま 


び 出で て、 事 或は 諧は ざれば、 是れ 所謂 進退 維れ 谷る ものに 非ず や。 吾れ 請 ふ、 詳か 


に 今日の 務を陳 べん。 大事 を 建つ る 者 は 必ず 先づ 其の 規模 を恢 犬す。 規模 恢大 なれば 


二) 楚の 人、 

荀 rf に 擧び法 

治 主義 的 想 

も懷 く。 秦の 

始皇に 事へ て 

その i 辛 相 とな 

る 

(二) 史記李 

斯列傳 に出づ 


(一二) 易の sew 


衆善！^集す。 昔 秦の臣 李斯は 反復の 小人の み。 然れ ども 渠れ亦 開國の 大臣に して 自ら 

開國の 規模 あり。 其の 言に 曰く、 「地廣 きもの は 粟 多く、 國大 なる もの は 人 衆く、 兵 

彊 ければ 則ち 士勇 なりと。 ここ を 以て 太 山 は土壤 を讓ら ず、 故に 能く 其の 大を 成す、 

：^: 海 は 細流 を 揮ばず、 故に 能く 其の 深 を 就す。 王者 は 衆庶 を卻 けず、 故に 能く 其の 德 

を 明かに す。 ここ を 以て 地に 四方な く 民に 異國 なし、 四時 美 を 充て、 鬼神； i を 降す。 

• 此れ 五 帝 三 王の 敵な き 所以な り」 と。 其の 意 謂 へる が 如し、 群 村の 參錯、 衆 言の 紛 


うん 


か な 


転、 皆 帝王の 大を爲 す 所以な り。 而 して 判き て 之れ を 用 ひ、 折りて 之れ を衷 はしむ る 

やや 

は 則ち 其の 人に 存 する のみと。 今の 議 する 者 動もすれば 輙ち HI く、  r 祕密 祕密」 と。 

一 一一 目を發 する も 唯 だ 人の 之れ を 聞かん こと を 恐れ、 一 事を舉 ぐる も 唯 だ 人の 之れ を a5^ 

ん こと を 患 ふ。 其の 說に 曰く、 「聖人 言へ る あり、 幾事密 なら ざれば 則ち 成る を 害す 

と」 と。 吾れ 請 ふ、 之れ を 難ず る あらん。 君子 其の 室に 居りて 其の 言 を 出す、 ぶ "なれ 
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二) 西漢時 

代の 事 者に し 

て .35 書に： 通じ、 

五行 說も傳 ふ。 

孝宣 帝に 事 ： 

て 太子 太 IS: に 

累進す。 第二 

一  頁 六 

十九 條木 文參 

照 

(二) 太宗の 

とき 諫議大 夫 

となり、 

上書して ffi ん 

ぜらる 

(三) 唐の 德 

宗に 事へ て宰 

相たり しこと 

あり。 論諫甚 

だ 切に して 德 

宗ま. よく こ 

れ +せ聽 く。 奏 

0  . 翰 文集 

の 著 あり。 宣 

公と 諡 せらる 

(5 この 年 

七 E? 十八 日 親 

1W を" て皇國 
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和 死生 一 所の 
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ちか 

ば 則ち 千里の 外 も 之れ に應 ず、 況ゃ 其の 邇 きもの を や。 善なら ざれば 則ち 千里の 外 も 

之れ に 違 ふ、 况ゃ 其の 適き もの を や。 是れ獨 り 聖人の 言に あらざる か。 夫れ 千 単： の應 

と 違 は、 室內 一 言の 善と 不善と より 1： す。 則ち 祕密 祕密 (とい ふ も) 亦 何の 益 あらん や。 

漢 の臣、 夏 侯 勝 嘗て 出で て 上の 語 を 道 ふ、 孝宣 聞きて 之れ を讓 む。 勝 ll  く， 「陛下の 

言 ふ 所 善し、 臣 故に 之れ を 揚げし なり。 堯の言 は 天下に 布き て 今に 至りて 誦せら る。 

臣 以て 傳 ふべ しと 爲す、 故に 傳へ しのみ」 と。 是れ眞 に 千古の 快 語な り。 废の 魏徴、 

(三) 

諫 語を錄 す、 未だ 嘗て 太宗の 明を损 する を 聞かず。 陸 贅、 奏 議を傳 ふ、 德宗の 暗愚な 

る、 言を聽 くの 一事、 適.' 其の 美談と なる。 然 らば 則ち 君 言 ひ臣議 す、 何の 秘密 か 之 

(En  わか 

れ あらん。 今、 君 公 勤王の 志、 已に 親書 を 班つ の 初めに 定まれり、 而 るに 政府 祕 して 

下さず。 臣庶報 德の念 も 亦 親書 を拜 する の 下に 動け り、 而 るに 政府 抑へ て 上らず。 秘 

密 祕密、 以て 上下 を 壅蔽 す。 吾れ 切に これ を 憤る。 然れ ども 政府 は 是れを 以て 自ら 計 

を 得たり と爲 す、 其の 實失計 此れより 犬なる ものな し。 何 を 以て 之れ を 言 ふか。 政府 

蓋し 亦 勤王の 爲 さざる ベから ざる を 知らん。 然れ ども 勢爲す ある 能 はず、 外、 俗議の 


逼る 所と なる" 俗議 之れ に； 過り て爲す ある 能 は ざれば、 則ち 正議復 たこれ を に 攻む" 

ここに 於て か 言 以て 之れ を嚇 す、 所謂 僞の爲 めに 心勞 する を 拙と：：： ふ ものな り。 今 君 

公 は 定めて 勤王に 志 あり、 これ を國 中に 布き 隱^ する こと あるな し。 國 中は感 戴して 

將に承 順に 之れ 暇 あら ざらん とす、 豈に 俗議の 一 退る あらん や。 卽し 一 だに 俗議 あらば 

君 意 以て 之れ を喩 す、 豈に 悟らざる 者 あらん や。 迷 頑不靈 にして 德意を 梗塞し、 諭し 

て 悟らざる 者 は、 官に 在らば 則ち 之れ を黜け 之れ を 罰し、 野に 在らば 則ち 之れ を 厳し 

之れ を 幽す。 感戴承 順し 主に 忠 にして 正議を 持す る 者 は 登 慮獎勵 以て 四方 を 風 動す" 

政府 寧ん ぞ s:、 正議を 憚り、 外、 俗論 を忠 へん や。 然れ ども 政府の 私 計 は 五 2 れ 之れ を 

窺 ふ を 得たり、 政府 實に 勤王の 志な きなり。 其の 之れ あるが 如くす る は、 正議 者の 憤 

を 慰む る (ため) なり。 何 を 以て 之れ を 知る か。 君 公 已に志 あり、 正議者 之れ を 聞かば、 

其の 愤 益." 抑 ふべ からず。 故に 務めて 秘密の 說を唱 へ、 君 公の 志 をして 測度す ベから 

ざら しめ、 然る 後 密語して C  く、 「政府 は 志 あれ ども、 君公爲 さざる を 如何に せん」 

と。 然れ ども 是れ言 ふべき ことに 非ざる なり。 ここに 於て か 正議者 始めて 屈し、 而し 
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ち た  わ け 

て 陰に 俗論 者の 意に 中らん、 是れ 政府の 陰 計ない。 殊て 知らす、 陰 計の 行 はれざる や 

正議 俗論、 內外を 相 攻め、 政府 乃ち 中路に 泣く とも、 或は 之れ が 哀しむ もの あるな き 

を。 哀しむ もの あらば 其の 由る 所 は 則ち 秘密の 說 なり。 
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恐れながら 當今 急務の 俄、 先達て 差 出し 候 狂 夫の 言に 大略 相 認め 候へ ども、 尙ほ又 

不足の 件 之れ あり 候に 付き、 經史子 集の 典故 抄錄 仕り 差 出し 申し 攸。 尤も 隨得 隨抄 

ふつつか 

仕り 候 事に 付き、 前後の 次序 甚だ 以て 不束に 御座 候へ ども、 反覆 御熟覽 遊ばされ 候 

はば、 御 政道の 御 一助に も 相 成るべくと 存じ 奉り 候 事。  . 

(一二』 ニ悲ほ 「§  • 一 、 狂 夫の 言に、 花 江 書 樓に御 住居 遊ばされ、 日々 群臣の 朝 を 御覽ぜ られ、 群臣の 衆 

記」 * お i  議 聞し 召し上げられ、 御 政道 御 直 裁 遊ばされ 度き 段 申 上げ 候。 誠に 今日 を 異變の 初め 

と 心得、 治亂 一途の 覺悟 仰せ付けられ 候に は、 衆人の. 斗 目 を聳動 致し 候 御處置 之れ な 

く 候て は相濟 まざる 事に 付き、 花 江の 一策 何卒 急に 行 はせられ 度く 存じ 奉り 候。 さり 

せめ 

ながら 此の 段 急に 行 はれ 難き 筋 も 御座 候 はば 致 方 之れ なく、 責て御 書院 • 大廣問 等に 

(三) 頼セ』 てな りと も、 曰々 群臣の 朝 御覧 ぜられ 度く 存じ 奉り 候。 頼 襄の新 策 養 II に II い ffiJI 
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(一) .^21 の 
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成 0?!?||。 法律 略に 曰く、 「凡そ 中古 以上 天皇 昧爽每 に 殿椅に 出御して 南 

面した まひ.. 大臣 以下 百官 左右に 椅し、 高 案 を 階下に 設け 箱 を 置く。 五畿 七道の 訴人. 

みな  ふ， (に ふ  .tc  う 

極小の 民に 至る まで、 咸 闕に坌 入して 廷 に群聚 し、 次 を 以て 進み、 狀を箱 中に 投じて 

退く。 左右の 大少辨 • 少納言 • 史. 外 記、 次 を 以て 之れ を 取り、 これ を 御前に 陳 ねて 

讀 み、 群臣 議 して 之れ を 刹し、 天子 時に 一 語 を 出して 之れ を 決した まふ。 告訴 繁多 

にして 或は 日 曰 K に 至れば、 則ち 朝 堂に 卽 きて 御 膳 を 進め， 群臣 も 亦 次 殿に 食す。 一日 

の訟盡 く斷 じて 餘す ことなくして >  天皇 乃ち 敢 へ て 燕 殿に 歸 りて 歌舞 蜈 遊した まひ- 

群臣 も亦敢 へて 歸 りて 私 第に 安ん 十。 訟 獄中， 事體 重大に して 一 日に して 斷ず ベから 

あ きら 

ざる もの あらば、 則ち 盤 遊皆廢 す。 蓋し 帝の 心、 民枉を 伸べ 民 冤 を 白 かにす るを以 

て、 天下の 事 これより 大 なる はなしと 爲す。 ここ を 以て 法 司 諸 吏人々 自ら 謹み、 其の 

やぶ f  二 一)  およ 

私心 を 以て 律 を 折る こと 能 はず-」 大同の 時に 至る に迨 ぶまで、 未だ 嘗て 此の 制 を廢せ 

(三) 

ず。 弘 仁の 時に 至る に 及んで 始めて これ を亵 し、 これ を 外 朝の 諸臣に 委ねて 自ら 深宫 

に 居りた まひ、 藏人を 置きて 以て 傳官ー を 司らし む C 然れ ども 猶ほ虚 椅を舊 位に 設く。 


s) ま i の 

*i 名 

(五) 書^の 

管 


(六) 梁惠王 

下！！ 第 七 章に 

出づ 


藏人椅 旁に 坐して 群議 を聽き 出入 相 達し、 遂に 夭 下の 威 柄 世相の 手に^す る を 致 

す」 と。 是れ皇 朝の 盛時 現 實に行 はれ 候 典故に て 候處、 只今 太平 繁 縛の 時と は 申しな 

がら、 御大 名の 御身 上に て さへ 右 様の 御勤勵 遊ばされざる は、 恐れながら 勿體 なき^ 

と 存じ 奉り 候。 此 0-1^ 皇朝 のみならず 漢土の 聖賢の 政道 を 取 行 はれ 候 も 大抵 此の 合 

と 相 見え、 第 一 舜の 二十 一 ；臣を 命ぜられ 候 も、 舜 典の 文面に て和考 へ 候へば、 四 岳 十 

ニ牧 其の 外 諸臣列 坐の 上の 儀と 相 見え 申し 候。 洪範 にも、 r 汝 則ち 大疑 あらば 謀 を 

なん ぢ 

乃の 心に 及ぼし、 謀 を 卿士に 及ぼし、 謀 を 庶民に 及ぼし、 謀 を 卜^に 及ぼせ 云々」 の 

文 之れ あり、 孟子に も、 「左右 皆 賢な りと 曰 ふ も 未だ 可なら ず、 諸 大夫皆 なりと 曰 

ふ も 未だ 可なら ず、 國人皆 賢な りと ii ひて 然る 後 之れ を 察し、 賢なる を 見て 然る 後 之 

れを用 ひよ。 左右 皆 不可な りと 曰 ふも聽 くこと なかれ、 諸大夫 皆不叮 なりと：： ふ も 聽 

くこと なかれ、 國人皆 不可な りと 曰 ひて 然る 後 之れ を 察し、 不可なる を： て 然る 後 之 

れを 去れ。 左右 皆 殺すべし と 曰 ふも聽 くこと なかれ、 諸 大夫皆 殺すべし と：： ふ も 聽-、 

ことな かれ" 國人皆 殺す ベ し と 曰 ひて 然る 後 之 れ を 察 し ， 殺す ベ き を 見 て 然 る 後 之 れ 

.^.-務四條  ； 一一 八； 一！ 
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を 殺せ。 故に 國人 之れ を 殺す と 曰 ふ」 と。 叉吳 子に も、 「武侯 嘗て 事 を 謀る に、 群臣 

(二) 

能く 及ぶ ものな し、 朝を罷 めて 喜べる 色 あり。 起 進みて 曰く、 昔、 楚の莊 王 嘗て 事 を 

謀りし に 群臣 能く 及ぶ ものな し、 朝を罷 めて 憂 ふる 色 あり。 申 侯 問 ひて 曰く、 君 憂 ふ 

る 色 ある は何ぞ や。 曰く、 寡 人 之れ を 聞く、 世、 聖を絕 さず、 國、 賢に 乏しから ず、 

能く 其の 師を 得る 者 は 王たり、 能く 其の 友 を 得る 者は霸 たりと。 今 寡 人 不才に して、 

あや ふ 

而も 群臣 及ぶ ものな し、 楚國 其れ 殆 からん と。 此れ 楚 王の 憂 ふる 所、 而 るに 君 之れ を 

悅ぶ、 臣竊 かに 惧 ると。 ここに 於て 武侯慙 づる色 あり」 と。 是れ等 を 以て も 漢土 古昔 

の 様子 推知せられ 候 儀に 御座 候。 さりながら 舍を 道邊に 築けば 三年 成らず と 申す 古語 

も 之れ あり、 群議 群議と 計り 申し 候て 取捨 折衷の 御決斷 之れ なく 候て は、 矢張り 迷の 

き は ：- 

種と 相 成り 萬 事隳廢 致し 候に 付き、 右 洪範の 文中に も、 首と して 謀 を 乃の 心に 及ぼし 

と 之れ あり、 叉 大禹謓 にも、 「朕が 志先づ 定まり、 詢謀食 同じく、 鬼神 其れ 依り、 龜 

筮 協ひ從 ふ」 と 之れ あり、 又宋 濡 朱 熹も、 「天下の 大本 は 陛下の 心に 在り」 と 其の 君 

に 告げられ 候 通りに て、 今日の 事， 勤王の 大義 は 群議 迄 も 之れ なく， 固より 御 決心 遊 


ばされ 候 事に 之れ あるべく、 付いて は 二百 年來 太平の 積 I か 御 改革 遊ばされ 候 も、 是れ 

又 當然の 儀に 付き、 先づ 此の 兩條を 以て 群議 仰せ付けられ 候 はば、 其の 件々 に 當り得 

失 可否 は 衆議に 御 任せ 成され、 所謂 「時に 一 語 を 出して 之れ を：^ す」 と 申す 様 遊ばさ 

れ 度く 存じ 奉り 候。 尤も 此の 議は 俗吏の 先例 舊 格に 參ら ざる 事に 付き、 色々；^ 掉； i£ り 

候 者 之れ あるべく 候へ ども、 是れ等 は 皆 秦の趙 高の 見に 御座 候。 史 記の 李斯の 傅に：：： 

く、  r 趙高郞 中 令と なり、 殺す 所 及び 私怨に 報 ゆる こと 衆多な り。 大臣の 入朝して 事 

を 奏し、 之れ を毀惡 せんこと を 恐れ、 乃ち 二 I に說 きて：：： く、 天子の 貴き 所以の もの 

は、 但だ聲 を 聞く のみに して 群臣 其の 面 を 見る を 得る ものな きを 以てな り、 故に 號し 

て 朕と 曰 ふなり。 且つ 陛下 春秋に 富み 未だ 必ずしも 盡く 諸事に 通ぜ ず、 今 朝廷に や： し 

て譴 擧當ら ざる もの あらば、 則ち 短 を 大臣に 見さん、 神明 を 天下に 示す 所以に 非ず。 

且つ 陛下 深く 禁中に 拱し、 臣 及び 侍 中の 法 を 習へ る 者と 事 を 待ち、 事 來れば 以て 之れ 

を揆る あり、 此 くの 如くならば 則ち 大臣 敢 へて 疑 事 を 奏せず、 天下 聖 主と 稱 せんと。 

二 I 其の 計 を 用 ひ、 乃ち 朝廷に 坐して 大臣 を 見ず、 禁中に 居り、 趙高 常に 中に 侍して 

, 念 務四條  三 八 五 
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事 を 用 ふ」 と。 超 高の 事 は 誰れ も惡み 候へ ども、 自ら 趙高 たる こと は 一 切 心附き 申さ 

ず 候。 只今 侍 御史の 職， 外 間より 見 候へば 全く 趙 高の 所爲に 御座 候。 且つ 御 直 裁の 論 

二 一) 

を 担む に 至りて は 矢張り 趙 高の 說を 祖述 仕り 候 由、 孟子の 「吾が 君 能 はずと する、 之 

れを賊 と 謂 ふ」 と は 此の 輩の 事に て、 誠に 惡 むべき 者に 御座 候。 彼の 二  I の昏 暴、 趙 

(一二) 

高 を 信用す る を 以てすら、 史 記の 叔孫通 列 傳を閱 し 候へば、 陳 勝の 山 東に 起る や、 使 

ぶん  き 

者 以て 聞す。 二 *1、 博士 諸 儒生 を 召して 問 ひて 曰く、  r 楚の戌 卒漸を 攻め 陳に 入る， 

公に 於て 如何」 と。 博士 諸 生 三十 餘 人前み て 曰く、 「人臣 將 なし、 將 is ち 反す、 罪 死 

赦す ことな かれ。 願 はく は陛ド 急に 兵を發 して 之れ を 撃て」 と。 二世 怒りて 色 を 作す „ 

叔孫通 前み て 口 く、 「諸 生の 言 皆 非な り 云々、 此れ 特だ 群盜、 鼠 竊狗盜 のみ、 何ぞ之 

れを齒 牙の 問に 置く に 足らん や。 邯の守 尉 今に 捕へ 論ぜん， 何ぞ憂 ふるに 足らん」 と。 

二世 喜びて 曰く、 「善し」 と。 盡く諸 生に 問 ふ。 諸 生 或は 反な りと 言 ひ 或は 盜 なりと 

一 li 一口 ふ。 ここに 於て 二世 御史 をして 諸 生の 反な りと 言へ る 者 を 案じて 吏に 下さし む。 宜 

もろ/、  すなに 

しく 言 ふべき 所に 非ず とす。 諸.' の盜 なりと 一一 一一 口へ る 者 は 皆 之れ を罷 む。 廼ち叔 孫 通に 


(II) 前漢の 

第 七 代 孝宣皇 

帝 

(五) 殷卽 ち 

商の 第二 十二 

代武 丁の こ 1-、 

殷 の高宗 とい 

ふ 

(六) 周の 第 

十 一 代宣王 

(七) 十八 史 

i?. ほ孝宣 皇帝 

の條 に出づ 


ん」 と。 廼ち 亡げ、 去りて 薛に之 


おもね 


帛ー 一十 匹、 衣 一 襲 を m ひ、 拜 して 博士と 爲す。 叔孫 通-しに 宮を 出で て舍に 反る、 i^^g 生 

へつら  ほ とん 

曰く、 「先生 何ぞ 言の 諛 へる や」。 通 曰く 、「公知らざる なり。 我れ 幾 ど 虎口 を脫せ ざら 

薛已 に楚に 降れり と。 それ 二世の 面設を 好み^ 

亡 を 顧みざる と、 叔孫 通の 世に 希り て容を 取る と、 皆 論ずる に 足らず 候へ ども、 二世 

まレ 

すら 博士 諸 生 三十 餘人を 召 問 致し 候 を 見れば、 趙高 はま だし も 只今の 侍御史 より は I？ 

ならん かと 存じ 奉り 候。 何分 衆議 聞し 召された る 上、 御 直 裁 遊ばされ 候 事 • 是れに 過 

ぎた る 急務 は 御座な く 候 事。 

今日 時務の. Jl:^ と考へ 奉り 候 は、 郡 奉行. 代官 を 御前に？^:: 出され、 御德意 仰せ 諭され 候 

^  ct^  b  ； A^^o 追加、 1^ の太宗 曰く T 朕の «2 めに： if も 養 ふ は、 唯 だ 都： &刺史 に 在り。 朕售て 其の 名 も に疏 して 坐 

iuH に 1M ^ま， -.^  S 之れ を視、 其の {tj に 在る の 惡の跡 を 得れば 比お 名の 下に 注し、 以て 黜 涉に備 ふ。 縣 令 は 尤も 尺に 親 

しむ こと を爲 す、 擇 ばざる ベから す」 と。 乃ち 内外 五 品 以上 ijil よ. P  Rs!/ つ i  、  .^1,7 お) W こ 匕ト- ン；、 

に 命じ、 各， -縣 令た るに 堪 ふる 者 も 擧げ、 名 を 以て 聞せ しむ。 ま ま は 中 f の德 商 1!?^  •  に 上せし 力 

あら は  (七) 

其の 史に 見る る もの を 見 候へば、 帝閬閱 より 興り、 民事の 艱難 を 知る。 勵精 治を爲 し. 

枢機 周密に して 品式備 具す。 刺 史 • 守. 相を拜 する に は輙ち 親しく 見 問し、 常に：： >\ 

を さ 

「民の 其の 田 里に 安んじて 歎息 愁 恨の 聲 なき 所以 は. - 政 平 かに 訟理 まれば なり。 我れ 
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と 此れ を 共に する 者 は 其れ 惟 だ 良二千石 なり」 と。 以爲 へらく、 太守 は 吏 民の 本な り 

數！ 變易 すれば 則ち 民 安から ずと。 故に 二 千 石、 治 理の效 あれば、 輙ち g 書 を 以て 奶】 

勵し、 秩を增 し 金 を 賜 ひ、 公卿 缺 くれば 則ち 諸-' の 表する 所 を 選び 次 を 以て 之れ を 用 

ひたり。 漢の 世の 良吏 ここに 於て 盛な りと 爲 すと 之れ あり 候。 誠に 人君 は 民事の 艱難 

しろ  二 1 ) 

を. 知し 召さるべき は、 周 公の 無 逸に も 相 見え 候 通りに 御座 候處、 閭閻田 里の 事 は 郡 奉 

行. 代官に 御 尋ね 成され 候 外 之れ なく 候。 漢の 法、 郡に 守 あり 國に相 あり、 天下の 郡 

國を 十三 州 部に 分ち、 部 毎に 刺史 一人 之れ あり-お。 大小の 事體 こそ 替り 候へ ども、 刺 

史は 只今の 郡 奉行、 守 相 は 代官と 思 召さるべく 候。 左 候へば 郡 奉行 • 代官？^：: 出 仰せ 付 

けられ 候 は、 卽ち漢 宣の美 治に 御座 候。 代官 數.' 變易 仕り 候へば、 下民 安んじ 申さ ざ 

ひら- 1 こ  ぎよ 

る は 只今 も 其の 通りに 付き、 是れ 亦治效 之れ あり 候 者 は 漢宣の 增秩に 倣 ひ、 平 座 は 御 

意 座に 上され、 御意 座は兩 人格 • 御 奏者 格 等 賜 はり、 又は 二 郡 三 郡 を も兼帶 仰せ付け 

られ 度く、 邋 書. 賜金に 倣 ひ 御意. 拜金等 を も 仰せ付けられ 度く 存じ 奉り 候。 叉 二 千 

石 を 以て 公卿に 用 ふるに 做 ひ、 代官より 追々 御用 方へ 登 せらるべく 險。 左院 はば 良吏 


(三) 唐の 第 

三代 


S) 一代 前 

の 太宗の 時の 

年號。 唐の 盛 

世の 時代に 當 

る 

(五) 則天武 

后。 高 宗の皇 

后 となり、 帝 

の 疾病 中政權 

も 弄し fs? 横 を 

極む。 帝の 死 

後 中 宗を廢 し 

て 自ら 政 を 執 

b, 阈 を 周 

と 改め、 恣に 

淫虐 も爲す 

(六) 毛 利 氏、 

|« 十五 代 齊廣。 

敬 親の 先代に 

ICS り 英邁の 主 

と 都せられ し 

も 天 保. V 年 十 

一一 W 江戶 藩邸 

に 急 新す、 年 


(七) 唐の 第 

十六 代 

(八) 十八 史 

略褒照 


の 盛なる に 至り 申すべく 候。 又廢の 高宗、 永徽 元年、 朝 集 使 を 召して 謂って：： く、 「朕 

初めて 位に 卽く、 事の 百姓に 便なら ざる もの あらば、 悉く 宜しく 陳ず べし、 ^さざる 

もの は 更に 封 奏せよ」 と。 是れ より 日々 刺 史十人 を 引きて 閣に 入れ、 問 ふに 百姓の 疾 

苦 及び 其の 政治 を 以てす、 永徽の 政、 百姓 阜安 にして 貞觀の 遣 風 ありと 之れ あり 候。 

高 宗も武 氏に 惑溺せ ざるの 前 は 右の 如くの 美 政 之れ あり 候。 朝 集 使と 申し 候 は、 乃ち 

刺 史* 太守の 類、 外より 入朝して 朝 班に 預る者 を 申し 候。 尤も 廣の 刺史と 申し 候 は、 

漢の刺 と 名 は 同じく 候へ ども 職 は 異にして 卽ち 太守 も 同様、 今の 代官に 相當り 申し 

候。 此の 輩 を 召 出され 百姓 不便の 事 をロ陳 せしめ、 其の 盡 さざる 所 は 封 奏させ 攸懷至 

極 尤もの 儀に て、 日々 に 刺 史十人 宛 召 出され 候 は 勤 政と 申すべき 事に 御座 候。 是れ等 

は 全く 貞觀の 遺風に 御座 候。 恐れながら 崇文 公に は 廣觀の 政治 を 深く 御崇尙 遊ばされ 

候 由傳承 仕り 候 問、 何卒 崇文 公の 尊慮 を も 御 察し 遊ばされ、 代官？^ ：! 出の^ 仰せ付けら 

れ 度く 存じ 奉り 候。 又 宣宗は 心 を 15^ 事に 盡し治 道 を 精勤し、 漢 の孝宣 の流亞 とも 稱せ 

(八)  じ やう  ひそ  ゐ いく 

られ鍵 明主に 候處、 史を 按じ 候に、 上、 聰察强 記、 普て 密かに 學士举 澳 をして 州縣の 
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境 土 風物 及び 諸.' の 利害 を纂 次せ しめて 一書と 爲し、 號 けて 處分 語と 曰 ふ。 刺 史入謝 

して 出 づる者 あり、 n く、 「上の 本州の 事を處 分す る は 人 を 驚かす」 と。 建 州の 刺史 

7、 りて 辭す。 上 問 ふ、 「建 州 は 京師 を 去る 幾.^ ぞ や」、 曰く、 「八 千里」， 上 n く、 「卿 彼 

に 到りて 政を爲 す、 朕 皆 之れ を 知る。 遠し-と 謂 ふこと なかれ、 此の 階 前 は 則ち 萬 里な 

り」 と。 嘗て 詔す、 「刺 史は 外に 徙るを 得る ことな かれ、 必ず 京に 至りて 面 察せし め 

よ」 と。 又 曰く、 「朕 刺史 多く 其の 人に 非ず して 百姓の 害と なる を 以て、 故に 一 々之れ 

を 見て- 其の 施 sj^ する 所 を 訪問し、 其の 優劣 を 知りて 以て 黜陟を 行 はんと 欲す」 と。 

上、 朝に 臨みて 群臣に 對す るに 未だ 嘗て 惰容 あらず。 宰相 事 を 奏する 毎に 旁に 一 人 も 

なき も威嚴 仰ぎ 視 るべ からず。 事 を 奏し 畢れば 忽ち 怡 然として 閑 語 一刻 許り、 徐ろに 

復た容 を 整へ て 曰く 「&カ 輩 善く 之れ を爲せ 常に 力  輩の 朕に 食き て 再び 相 見る 

を 得 ざらん こと を 恐る」 と 相 見え 候。 處分語 杯 は實に 尤もなる 事に て、 人君、 代官 等 

に 御 任せ 切りに て は、 代官に 於ても 勵み 少なく 精勤 仕らず 候。 刺史 をして 必ず 京に 至 

りて 面 察せし むる も 甚だ 良法に 御座 候。 漢宣 •  高宣 等の 事 御 勘き. 遊ばされ、 今日に 


御 施しな され 候 はば、 民政の 美 今日に 起り 申すべく 候。 勤王. の 御大 業 御 建て 遊ばされ 

候に は、 第 一 百姓の 歡心を 得られ 候 はで は 相 捌けざる 事に て、 牧民の 職た る 者、 御上 

の德意 得と 下々 へ 申し 喩さ ずて は 相 叶 はざる に付き、 郡 奉行. 代官 刀：： 出 を 急務と 存じ 

奉り 候。 右 召 出の 初日に、 第 一 に 百姓 を視る こと 子の 如くに せよ と 一 統へ 仰せ 閒 けら 

れ 然るべ く 候。 第一 一日、 代官 一 人 或は 二三 人 宛 召 出され、 田 里の 休戚" 問^の 疾苦 等 

具 さに 聞し 召し上げられ 然るべ く 候。 第三 日、 宰判宰 判 0 急務 御 問 下げ 遊ばされ、 事 

に 依り 候て は 直樣雨 職へ 詮議 仰せ付け られ、 又 其の 人 其の 人の 所 勤 方 の ii^;: 惡をも 御 直 

に 御 褒^ 遊ばされ 候 はば、 諸 代官 孰れ も感 愤激勵 什り、 御德 意の 流行、 置郵 して 命 を 

傳 ふるよりも 速 かに 之れ あるべ く 候 事。 

但し 一 人 或は 一 一人 召 出され 候 儀、 代官 は 一 統の 事と は 申しながら、 十數 人の 內には 

才 不才 も 之れ ある 事に 付き、 兼て 人物 御咛 。議 仰せ付け 置かれ、 功 者 才能の 者 を 第一 

に 召 出され、 色々 御 尋ね 遊ばされ、 類 役 中へ も 篤と 御 德意相 傅へ 候樣 にと 仰せ^け 

置かれ、 左 候て 順々 に 不才 不 功の 者 を も 召 出され 候 はば、 夫れ 等 も 追々 心 懸け^ 樣 

急務 四條  三 九 一 


二) 太 華と 

號す。 朱 子 擧 

者、 天 保 六 年 

以来 嘉永 三年 

十二 g 迄 明 倫 

館擧 頭と なる。 

平 田 は 初め 太 

華に 從舉し g 

子 百 家に： 通じ、 

嘉永 三年 明 倫 

館 學 頭 御用 

取 計 を 命ぜら 

れ、 當時は 退 

居して 自宅に 

教授す 〔開 傳〕 
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相 成るべく 候。 兎角 人君 は 人才 御 養 ひ 立ての 御 思 召、 申 上げ 候 迄 も 之れ なく 專耍 の. 

儀と 存じ 奉り 候。  ， 

一、 君德の 儀、 恐れながら 御 勤 政と 御 講學の 二つに 之れ ある 儀と 存じ 奉り 候。 御 在職 

二十 年、 是れ 等の 儀 一 つと して 御行 屆 かせられざる 儀 之れ なく、 又 古書に 所謂 人君の 

失德. 酒色 遊 田 等、 恐れながら 間然 申 上ぐべき 儀 も 之れ なく、 君德の 儀に 付き 愚臣の 

喋々 仕り 候に 及ばざる 事に 候へ ども、 御 講學の 儀 一 二 條引證 仕り 差 出し 申し 候。 御講 

學の 儀、 老師 宿 儒 御 親しみ 遊ばされ 候 段 肝要の 慎に 候へ ども、 只今 然るべき 人物 迚も- 

之れ なく、 山縣半 七. 平 田 新 右衛門 等 は 時勢に 詔 ひ 候 俗儒に て、 國 家の 大計 勤王の 大 

ともがら 

義 等へ は 毫も 心 付き. & さず 候 徒に 付き、 有 損 無益の 人物に 御座 候。 已 むこと なくん ば 

少壯 有志の もの を 定員 之れ なく 召 出され、 御 小姓 にても 之れ なく 儒官 にても 之れ なく. 

只々 平士 にて 御 書物 掛り 仰せ付けられ、 御前に 於て 毎夜 會讀會 講等仰 せ 付けられ 度く 

存じ 奉り 候。 左 候て 御 一門 • 益 田. 福 原 等、 思 召 次第 時々 召 出され、 其の 外 大臣の 子 

ひと, し 

弟、 又 在役の 面々 にても、 御 人 指 を 以て 召 出 仰せ付けられ 度く 候。 後漢の 光武、 天下 


(二) 唐の 第 

二 代、 古今 有 

數の 英主に し 

て、 所謂 贞觀 

の 治 は 三代の 

S 治に 次ぐ と 

稲 せらる 


未だ 平 かなら ざるに 方り. u に 文治に 志 あり。 首と して 太學を 起し 古典 を稽 式し 禮樂を 

修 明す。 晚 歳に は 明 堂. 靈臺 ，辟 雍を 起し、 祭 然として 文物 述ぶ べし。 毎 n: 朝 を 視- 

日： きて 乃ち 罷む。 數.' 公卿 郞將を 引きて 經 理を講 論し， 夜分に して 乃ち 寐ぬ。 太 

子 問に 乘 じて 諫めて：： く、  rii 下 の 明 ありて 黄老養 性の 道 を 失へ り」 と。 上：：： く、 

「我れ 自ら 此れ を樂 しむ、 疲と爲 さざる なり」 と、 史に相 見え 候。 光武の 太 學. 古 

はつらん はんせい 

典 • 禮樂. 明 堂. 靈臺 • 辟 雍等は 皆 文治の 文物に て、 撥 劉 反 正の 初、 百度 草創の 際、 

巳む を 得ざる ものに て、 此の 段 只今 二 百年 太平の 末 萬事繁 文縛禮 の 時と は 相 異にて、 

今日の 手本と は 相 成り 申さず 候へ ども、 其の 勤 政 講學は 誠に 人君の- rj- 軌に 御座^。  0 

且朝 を視、 日 曰 K きて 乃ち 罷 むと 申す 事 は 第 一條と 御考合 遊ばさるべく 候。 又 公卿 郞將 

を 引きて 經 理を講 論す と 之れ あり 候へば、 在役の 者 召 出され 候 事に 御座 候。 夜分に し 

て 乃ち 寐 ぬと 之れ あり 候へば、 其の 勤 學も相 知れ 申し 候。 「我れ 肉ら 此れ を樂 しむ、 

疲と爲 さざる なり」 の 一語、 尤も 光武 學 問の 得 力 を 思 ひ 知られ 候 事に 御座 候。 乂^ 

の 太宗も 是れに 似寄り 候 事 之れ あり、 未だ 秦王 にて 居られ 候 時、 館 を 開きて 以て 文學 
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* つより やう えう し れん  せつ ずん け い 

の 士を延 き、 杜如晦 • 房玄齢 • 虞 世 南 •  ^亮 • 姚志廉 • 李玄道 • 蔡 允恭 • 薛 j, 兀敬 • 顔 

そき よく  く えいだつ 

相 時 • 蘇勖 • 于志寧 • 蘇 f 長 • 薛收 • 李 守 素 • 陸德明 • 孔颖達 • 蓋 文 達 • 許 敬 宗を文 

學館學 士と爲 し、 分ち て 三番と 爲し、 日を更 へて 直 宿せし め、 王 暇 日に は 輙ち館 中に 

至りて 文籍を 討論して 或は 夜分に 至る、 閥 立 本 をして 像を圖 せしめ、 精亮 をして 贊を 

っメ、  とうえいし-つ 

爲 らしめ、 十八 學士 と號 す、 士大ぉ 其の 選に 預るを 得た る 者 は、 時の 人 之れ を 登瀛州 

と 謂 ふと 申す 事 御座 候。 又 太宗卽 位の 後 弘文館 を 置き、 四 部の 書 二十 餘萬 を聚 め、 天 

下の 文 學の士 を 選び、 虞 I 南 等 太官を 以て 學士を 兼ね、 朝を聽 くの 隙に、 引きて 內殿 

に 入れ、 前言 往行 を講 論し 政事 を商榷 し、 或は 夜分に して 乃ち？ 能む， 三 品 以上の 子孫 

を 取りて 弘 文館學 士に充 つと も 之れ あり、 是れ 乃ち 貞觀美 治の 一 に 御座 候。 虞 世 南 等 

本官 を 以て 學士を 兼ぬ、 及び 政事 を 商摧す 等の 儀 は 尤も 面白き 事に 相 見え 候。 其の 外 

朝廷と 內 殿と 分ち、 叉 三 品 以上の 子孫 を弘 文館學 士に充 つる 等の 事、 皆 少しく 御變通 

だに 成され 候 はば、 今日 にても 同様にて、 又 夜分に して 乃ち 罷 むる は 光武と 同様に 御 

座 候。 扨て 又 十八 學士の 事 は當今 世子へ も 御 進め 申 上げ 度き 事に 存じ 奉り 候。 特に 世 


( 一 ) 名 は ffl 

九、 字は士 乾， 

堂と |g す。 

1^* にして 

府の 世臣。 文 

久ニ 年歿、 年 

七十 三 

(二) 名 は衡、 

字 は 仲 平、 息 

軒と 號す。 當 

時 EI 平 蟹 敎官。 

明治 九 年歿， 

年， V 十八 

(三) 芳 野が 

正し。 名 は 世 

育、 字 は叔 菜、 

金 陵と 號す。 

當時曰 n 平黉 教 

官。 特に 詩文 

も くす。 明 

治 十 一 年歿、 

年 七十 七 

中、 士 良の 歸 

鄉を兒 送るな 

(五) 第 十一 

代 

(六) 武宗は 

第 十五 代。 m 

宗の 孫，^ 卽ち 

Sf, 后 は 武宗の 

祖 g! に當る 


子 は 只今 江戸に 御 在り 遊ばされ 候 儀に 付き、 御屋敷 內の 人に て は 迚も 足り 申さざる に 

付き、 幸ひ普く天下の名家又列^^の名侯へ御交はり遊ばされ候儀肝耍に存じ率り^。 

(一) げき (二)  (三) 

已に羽 倉 外 記 • 安井 忠平 • 吉 野立藏 等；^;: 寄せられ 候 御 評議に 相 成り 候處、 侍 御 史の俗 

論に て 破れ 候 由 承り 及び 候。 此の 事 果して 實に 御座 候 はば ：！：^ だ 嘆ず ベ き 事に 存じ 奉り 

候。 鬼 角 人君 は讀 書^して 御 肝要の 儀に て、 唐の 宦者仇 士.！ 2{ が 語 にても 御 反お 遊ばさ 

るべ く 候。 士良 致仕す。 其の 黨， 歸るを 送る。 士良 之.^ に敎へ て：：： く、 「天子 は 閑な 

らしむべからず、 常に 宜しく 奢 靡 を 以て 之れ を跌 しまし め- 他事に 及ぶ に 暇な からし 

むべ し、 愼 みて 之れ をして 書 を讀み 儒生に 親近せ しむるな かれ、 前代の 與」」 を 見て 心 

ともがら  V. 

に 憂惧を 知らば 則ち 吾が輩 疎 斥 せられん」 と 申す 事相 見え 候。 陳て乂 御 家來中 末々 

に 至る まで 斷 えず 上書 仰せ付けられ、 日々 御熟覺 遊ばされ 候 事 誠に 肝耍 の^と 存じ _<ネ 

(五)  (六) 

り 候。 廣書 憲宗の 皇后 郭 氏の 傳に、 武宗、 后の 起居 を 問 ひ從容 として 請 ひて：：： く、 

「如何にして 盛 天子と なるべき か」 と。 后 曰く、 「諫臣の 章疏は 宜しく. ¥ かに 覽度 すべ 

はか 

し、 用 ふべき は 之れ を 用 ひ、 不可なる あらば 以て 宰相に 詢り、 直. W を 拒む ことなく 
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曾を納 るる ことなく、 忠良 を 以て 腹心と 爲せ、 是れ盛 天子な リ」 と。 帝 再拜し 還り. 

けみ  い  でんかう 

て 諫章を 索め て 之れ を閱 する に、 往々 遊 獵の事 を 道 ふ、 是れ より 畋幸 稀な りと 相 見 

,  たび 

え 候。 一度 郭 氏の 言 を 聞き、 直ちに 諫章 を閲し 直ちに 畋幸を 止められ 候 段、 誠に 英 

敏特 達の 人君と 申すべく 候。 願 はく は 此の 意 御用 ひ 遊ばされ、 上書 御覽、 且つ 前に 申 

ぢ きめ つけ ばんが しら 

上げ 候 會業を 以て 人物 御 疋 遊ばされ、 御 直 目附. 番頭 • 御 小姓 等、 御 近侍の 役々、 

5  はつげん 

人物 御擢用 遊ばされ 度く 存じ 奉り 候。 陳て义 近臣の 風 成 は 君 德の發 見す る 所に して、 

御 政道 何程 嚴明 にても， 後宮と 近臣と 依然た る 太平の 弊風 除き 申さず 候て は、 直ちに 

御： J 中へ 行 はれ 候 ものに 之れ なく 候。 後宮の 儀、 外人 は 存じ 奉らざる 事に 付き、 敢へ 

(二 第 SI 卷 て 申 上げず 候 問、 思 召 を 以て 先 づ萬事 只今の 半減と 仰せ 出され 度く、 或は 上 杉 家杯簡 

二 六 一 頁 • 第 

れ M 三 2 ハ頁 朴の御 家風の 由 承り 及び 候 問、 彼の 方へ 御 尋ね 等 遊ばされ、 全く 其の 格 を 此の 御 方へ 

御 移しな され 候 か。 何分に も 非常の 御 省略 遊ばされず 候て は、 今日 を 異變の 初めと 仰 

せ 出され 候 も. S 文に 相 成り 恐れ入り 奉り 候。 近臣の 儀、 私 幽囚 中に て 委細の 儀 存じ 申 

さず 候へ ども、 有志の 士擧 つて 申し 候 は、 此の度 容易なら ざる 御 時節に て、 勤王の 大 


業 深く 御心勞 遊ばされ 候 折 柄、 怪しむべき は 御 奥 _仅 人 • 御 小姓 等 一向 奮勵の 様子 相 見 

え 申さず、 依然として 衣服 容谈を 事と して、 文武 勤儉何 こそ 平時に 異る様 も 之れ なく- 

おん ぢき 

御風 化に 蒸陶 せざる は 如何に ぞ やと 申し 候。 是れ等 の^は 御 直に も 御 晋 戒 仰せ 閱 けら 

れ 度く、 又 番頭 共へ 詳 かに 御 論し 之れ なくて は相濟 まざる 事に 存じ 奉り 候。 且つ又 御 

まじ 

小姓 中 にても 心 褂の者 は 矢張り 前に 申 上げ 候 平士御 書物 掛り 等の 講讀會 に 交り、 時勢 

經義 等の 談 仕り 候樣 仰せ付けられ 度く 候。 左 候 はば 君 德已に 彼の に 及び、 彼の も 

亦 君 德を補 ひ 候 御 一 助に も 相 成り 申すべく 存じ 奉り 候。 

一 、 . 御 目附方 改正の 事、 是れ亦 略 ぼ 狂 夭の 言に 申 上げ 候へ ども、 未だ^さず 候に 付き 

尙ほ又 申 上げ 候。 遠大の 策略 御 定め 成され 候に は、 先づ 文武 興隆 質素 節儉， 衣 〈及 住" i 

定等 S 憐、 追々 仰せ 出さるべく、 且つ 年 來の虛 文、 件々 着 實に行 はれ 候 様 之れ あり 度 

く、 就いては 御 目附の 職、 最も 大關係 ある ことに 存じ 奉り 候。 右に 付き、 

第一 、 御 目附人 撰の 事。 

入 を 撰ばん とすれば 員 を 減ずる に 如かず。 其の 人となり 剛直に して 學問 ある 人 を 
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用 ふべ し。 若し 其の 人な くば 三 五 人に て 可な り。 平日の 出勤 事等闕 如す る 時 は、 

っ^.ひばん も C がしら  ， ， - 

使番 • 物 頭 等より 補うても 相濟 むべ し。 眞の御 目附に 至りて は 容易に 其の 撰に 充 

つべ からず。 

(1 )  (二" 

おかちめ つけ よこめ 

第二、 御徒 士目附 • 橫 目 等 も 其の 人 を 撰ぶべき 事。 

御徒 士目附 • 横目 も 御 目附に 準じ 大いに 其の 員 を 減ずべ し。 目今 御徒 士目附 • 橫 

目の 惡弊指 屈する に 勝へ ず。 人物 も 皆々 鄙 凡庸 陋 なれば、 假令ー 二人の 志士 交 は 

つら お し はう がへ 

り 居る も 決して 益 ある ことなし。 熟.' 此の 弊 を 一 洗す る こと を 思 ふに、 裨 仕法替 

を 以て 一統 差 除かれ、 刖に 御徒 士目附 十 人、 橫 目 二十 人 許り も 御撰擧 之れ あり 度 

く 候。 十 人 二十 人と 申す も 其の 人な くば、 員 必ずしも 備 へず、 且つ 年限 勒功 0 法 

を 破り、 其の 係 給 を 優にし、 大要 御 目 附所を 以て 榮 選の 地と する 様に 之れ あり 度 

く 存じ 奉り 候。 

第三、 御 目 附數！ 御前 召 出 之れ あり， 御 政道の 得失、 大臣 以下の 忠佞 正邪、 言上 仰 

せ はけら るべ き 事。 


是れ 御目附 の專務 なり。 然れ ども 御 人 撰に 深く 御 心 を 用 ひられ ざれば、 元來 政府 

の 大いに 忌み嫌 ひ 候 事に 付き * 必ず 剛直 を 忌みて 溫恭の 人 を選舉 すべし。 ：： ハ今御 

ニニ ：> 

直 ni 附 にても 梨 羽 • 佐们の 如き 席 劣の 人、 政府に害なきを以て身を要地に-；^する 

こと を 得る にて 推し 知られ、 嘆ず べきの 甚 しきに 御座 候。 此の 處 だ 肝要に て、 

こうけつ 

勿論 政府と 互に 攻訐 する 樣 にて は 宜しから ざれ ども * 政府に 阿 附 して は 御：：：： 附立 

て 置かれ 候 も 無益な り。 政府の 忌憚す る、 全く 此の 職に あり。 义御 斗：11 の 洞 ii す 

る も 亦 此の 職に 之れ あり 候。 當今 幕府の 制， 重大の 事 あれば 必ず 御 E 附へ 下して 

評議せ しむ。 是を 以て 癸 S  . ギ寅以 來外夷 鹿 置の 事に 就い て も、 御：：： 附 方より 柱 

往 正論 出で たる 由 承り 及び 候。 當局者 は 迷 ひ 傍 觀者は 得る の 意， 宜しく 然るべき 

事 に 铕 座，；^ 

お んぢ き/ \ 

第 四、 非 法亂彈 怠るべからざる 段、 御前 召 出の 節、 ；母々 御 直.々 仰せ 諭され 度く 候 辜.^ 

衣服 • 家宅 • 宴會 等の 事 は 夫々 御 定制も あれ ども、 其の 法 を 犯し 奢侈に 趨り廳 歷 

を 事と する 者 少なからず、 近年 以て 度々 質素 節 儉の戒 命 F れ ども 其の 風 一 向 改ま 
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らず、 改まら ざれ ども 一向 其 C 罰 行 はれず、 因循 因循に て相濟 みたり。 然れ ども 

異變 の 覺悟 相定む るに 就いては 此の 事^して 要 着な リ 。 何卒 急 々 非 法亂彈 の 事始 

まらず して は、 萬 事の 御沙汰 は 皆 空文に 相 成り 申し 候。 御沙汰 皆 空文に 相 成り 候 

上 は、 國政 なしと 申すべく、 勿體 なき 事に 存じ 奉り 候。 

右 御目附 改正の 議は 政府の 忌憚 仕り 候 俊、 且つ 御 直 目 附の權 を撓め 候に も 似 候に 付き- 

必ず 沮格 の 議 起り 申す ベ く 候へ ども、 漢土 に て も 漢以來 諫大夫 • 諫議大 夫 • 御 史大夫 

等の 職 之れ あり、 宰相の 事 を も 人君の 身 をも諫 評轧彈 する ことに 相 見え 候へば、 是非 

御 目附方 改正 は 仰せ付けられ 度く 存じ 奉り 候」 

東坡 策、 策略 五に 曰く、 五 事を陳 じて 以て 採 擇に備 ふ。 其の 一 に 曰く、 將 相の 臣は 

天子の 恃 みて 以て 治 を爲す 所の ものな り、 宜しく 日夜 召して 天下の 大計 を 論じ、 且 

つ 以て 其の 人となり を熟觀 すべ し。 其の 二に 曰く、 太守 • 刺史 は、 天子の 寄す るに 

遠方の 民 を 以てする 所の 者な り、 其の I 能め て歸れ ると き は、 皆當に 其の 政 を 爲す所 

以 と民隋 風俗の 安ん ずる 所と を 問 ひ、 亦 以て 其の 才の堪 ふる 所 を揣り 知るべし。 其 


の 三に 曰く、 左右 扈從： ^讀； W 講の臣 は、 本より 古今 興衰 の大耍 を論說 する を 以てす 

以て 故事に 應 じて 數に備 ふるのみ に 非ず。 經籍の 外、 力り も 以て 之れ に訪ふ ある も 傷 

いさ V.. か 

る ことなし。 其の 四に n: く、 吏 民の 上書 は苟小 にても 觀 るべき もの あらば、 宜しく 

皆？^:: 問 優 慰して 以て 其の 放言の 氣を養 ふべ し。 其の 五に： ：！  く、 天 F の 吏 一 命より 以 

上、 其の 至賤 以て 自ら 朝廷に 通ず るな しと 雖も、 然も 人 主の 爲す ところお に 不可な 

る 所 あらん や。 其の なる 者 を 察して 卒然 之れ を 召 見し、 其の 從 りて 來る所 を 知ら 

ざら しむ。 此 くの 如くならば 則ち 遠方の 賤吏も 亦 務めて 自ら 激發 して 善 を爲 し、 位 

卑しく 祿 薄く 自ら 上に 逋 ずるに 由な きを 以て 修飾せ ざる ことなし。 天下 をして 天チ 

の 善を樂 しみ 賢 を 親しみ 民を恤 しむの 心孜々 として 倦まざる こと 此 くの 如くなる を 

とも 

習 知して、 翁 然として 皆感發 する 所 ありて、 君に 愛せられ て 而も 與に 不善 を爲 すべ 

からざる を 知らし むれば、 亦 賢人 衆多に して^ 吏衰 少なる を もって、 刑法の 外、 以 

て大ぃ に 天下 の 心 を 慰む る こと あらんの み。 

右東坡 策と 题し候 書に、 策略. 策 別. 策斷と 凡そ 一 一十 五 策 之れ あり、 i 木の 蘇弒の 著に 
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なかんづく 

て 誠に 善く 宋 代の 事 を 說き盡 し 候。 當 今に. 取り 候ても 甚だ 的 切に 考 へられ 候。 就中 此 

の 一 段 杯、 私 申 上げ 度き 擴は 皆々 申盡し 之れ あり 候 間、 何卒 御 熟考の 上着 實に御 施行 

遊ばされ 候 はば、 私儀 幽囚の 欣躍は 申す にも 及ばず、 蘇 軾も萬 虽の外 九 原の 下にて 何 

如 計り か 喜び 申す ベ きと 存じ 奉り 候。 

お 月 十日  囚臣 吉田寅 次郞矩 方再拜 
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( 一 ) 支那 春 

秋 代 周の 國 

に 出で たる 兵 

家 

(二) 孫武の 

撰した る 兵書 0 

こ こ の 引用 は 

その 兵 gf. 篇に 

あり 


西洋 歩兵の 得失、 I 間色々 議論 あるよ し。 且つ 其の 舉げて 是れを 此方に 施行す るに も. 

數々 障碍 ある やに 聞き及べり、 余が 素 論と 大いに 異なり。  < 水が 素 論の 如く なれば、 牛〉 

とく  ( 1 J 

兵の 得た る、 孫武 及び 本朝 諸家の 兵法 已に詳 かに 其の 理を辨 ず。 而 して 舉げて 是れを 

(二) 

此方に 施行す る、 何の 難き ことか 是れ あらん。 請 ふ、 詳 かに 是 れを辨 ぜん。 孫子 H く" 

「兵 は 正 を 以て 合 ひ、 奇を 以て 勝つ」 と。 千古の 合戰、 千變萬 化と 雖も、 皆 此の 一 句 

に 外なる こと 能 はず。 正 は 堂々 正々 の陣 法に て、 是れ 節制 鍊 熟の 兵に 非 ざれば、 是れ 

に當る こと 能 はず。 奇は 紛々； S 々の戰 勢に て、 是れ精 Si: 剛毅の 兵に 非 ざれば、 是れを 

任ずる に 足らず。 西洋人、 歩兵 を 以て 軍の 骨子と なす、 是れ 孫子の 所謂 正な り。 其の 

他 騎兵. 砲兵 等 は 所謂 奇 なり。 余 因って 思 ふ、 正 は 西洋 歩兵の 節制 をと るに 如かず、 

奇は 本邦 固有の 短 兵 接 戰を用 ふるに 如かず と。 扨て 其の 正 を 以て 合 ふと 云 ふ は、 敵に 

TO:; が 歩お 論  四 〇 五 
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西洋 步兵論  四 〇 六 

も 正 あれば、 我れ も 亦 正 を 用 ひて、 相對 持して 敵と 抗衡 する 心なり。 譬 へば 角抵 する 

者. 兩人對 々して、 しっかり み 合 ひたろ 如き、 是れ正 を 以て 合 ふなり。 奇兵 は譬へ 

ば 傍より 小股 を 取る が 如し。 而 して 正 を 以て 合 ふ 所 手強から では、 小股 も 取り 難く、 

奇の 働、 勝の 手段 は 決して 出来ざる ことなり。 西洋人 等 日夜 刻苦 精鍊 する 所 全く 爱に 

あり。 彼れ 已に 是れを 刻苦 精練して、 我れ 茫然 意と なさず、 只今の 神器 陣 位の 遊戯 三 

を  (二) 

昧の 事に て 日を竟 へて は， 勝算 斷 じて ある ことなし。 中古 戰國の 兵、 最も 甲 越 を 推す。 

此の 時に 當 りて 天下の 兵 皆 精、 然れ ども 二 氏 其 の最 たる 所以 は 節制 最も 精し き を 以て 

かんが 

なり。 二 氏 中、 甲兵 = 取 も 其の 精なる 者な り。 然れ ども 余 反復 其の 精なる 所 由を效 ふる 

眞 先に 德 もて  (三) 

©i: に ま ^ 入 に、 一番 槍 • 槍 脇 • 後 殿の 三 功 を 重んずる のみ。 其の 他に 奇術 ある ことなし。 軍 相 

る. \ャ" I. じ . 

^± 一  番 まん  LI  すす 

力 in ありて 武 對 する に當 りて * 隊長 眞 先に 前 み^れ/ ヽと 罵り 立つ ると * 齊 しく 一  隊の士 吾れ 劣ら 

器 ももち て 助 

M^^^ じと、 一 番槍を 心掛け、 或は 槍 脇 を 詰め 一 番 槍を輔 助し、 一 隊の 形、 杉 形 叉 は 銀齒の 

りこし VJ 

くと き 最後に 如くな りて、 敵 張り 掛れば 我れ 靡き、 我れ 張り 掛れば 敵 靡き、 彼我の 問 ゆら/ ヽ とし 

と どまり 追 ひ 

來る敢 も 防ぐ  よ，？ 一， 

もい ふ  て、 其の 容子を 脇より 見れば、 譬 へば 祥 風へ 風の 吹き かかる 如き ものな り。 此の 時の 


勝負 は 第 一 、 平生 士卒の 鍊不鍊 にある ことにて、 若し 不鍊の 兵なら しめば、 其の 時 一 

溜り もな く應 け/ ヽ て散亂 するな り。 若し 練兵なら ば * 1應 けニ應 けの 內 に、 次第 次 

第に 備色引 立ち、 足 並し まり、 じりり/ \ と 敵より 上 松になる なり。 第二 は 隊長た る 

者， 大の眼 を 開き 敵 味方 を 見通し、 場合 を 見て 販込 むか、 軍勢 を 荒ら かに 遍 Et: する か 

/、 づれぎ は 

にて、 勿-ち 上 拾になる なり。 敗軍 崩 際に 臨みて、 各.' 路留 り/ \- 小 返. 守 返. 後 殿 

等に て大 崩に 至らざる なり。 此の 界の味 を 篤と 曉 得すれば、 屮越 節制の 味 も 分り、 西 

洋 歩兵、 軍の せ 子た るの 味 も 能く 分るな り。 凡そ 兵 道 を發明 せんと 欲せば、 靜坐 

身 を 戰爭の 地に 置き 是れを 洞觀せ ざれば、 終身 韜 齢に 涉獵 すと も、 何ぞ 其の 妙 處を知 

る こと を 得ん や。 今の 戰は猶 ほ 古の 戰の ごとし。 今にても 西洋人と 陸 戰に對 持す る こ 

と あらば、 彼れ 其の 精鍊の 節制 を 以て 我れ に 加 へんに、 我れ 亦 節制 を 精練し 相 敵す る 

に 足るべく して、 初めて 戰を謂 ふべ し。 若し 乃ち 隊長の 機 を 相て、 阁^ 分 合、 正中 許 

多の 小 正小奇 をな し、 强所を 以て 弱 所 を 破り、 堅 所 を 以て 癥 所を擊 つに 至りて は、 素 

より 隊長の 才気 何 如に 存 するな り。 

两^歩兵^^1  四 〇 七 


西洋 歩兵 論  四 〇 八 

或 ひと 問 ふ、 果して 其の 言の 如くならば 戰勝 期すべき や。 曰く、 否。 是れ正 を 以て 合 

ふの 事. 二して、 ^れ ざるの 道な. り。 戰 勝の 道に 至りて は、 全く 奇を 以て 勝つ の 上に あ 

る ことなり。 已に正 を 以て 合 ふ 上 は、 精兵の 弓 銃 士又短 兵隊 等 或は 散り 或は 聚 まり、 

或は 五 人 七 人 も 合し、 或は 十五 二十 も 合し、 敵の 橫を衝 き 後 を 破り、 叉 其の 色めく に 

乘 じて は 短 兵 三 五十 も 一 齊に 衝き掛 り、 或は 大砲 を 用 ひて 敵の 中 軍 後 勁 を 粉碎し 杯す 

る 類、 奇を 以て 勝つ の 法な り。 今 余が 西洋 牛〉 兵 を學 ぶこと を 論ずる を 以て、 我が 國固 

有の 得手 を 失 はんこと を 患 ふるもの あり、 大ぃ に 是れ事 を 解せ ざる ものと 云 ふべ し。 

余が 西洋 歩兵 を 用 ふる は卽ち 我が 國 固有の 得手 を 自在に 使用 せんとの 手段な り。 然れ 

ども 吾れ 常に 恐る、 正は敎 ふべ くして 奇は敎 ふべ からず。 今敎 ふべき の 正す ら敎 へず、 

是 れ を 以て 奇 を 用 ひ んと 欲す、 是れ 今日 巨撻 兵法の 危ぶき 所 な り 。 奇已 に敎、 i ベ か ら 

ざれば、 姑く 正を敎 へて、 正中に 就 さて 自ら 奇を 悟らし めんに 若く はなし。 

或る ひと 曰く、 子が 正 を 以て 合 ひ、 奇を 以て 勝つ の說 にて 西洋 步兵 を學 びて、 我が 國 

の 固有 を 失 ふに 非ざる の 理は已 に 悟れり。 敢 へ て 是れを 此方に： 用す るの 說を 聞かん" 


二) 大 s? 又 

は 大番八 組と 

謂 ひ、 長 藩 

にて 凡そ 千 人 

あり、 これ を 

A 凯に 分ち て 

t!« 務に從 せ 

しめたり C  士 

の 階級と して 

は 中士の 上等 

に！ i す 


(二) 濱松藩 

士 にして 大坂 

s 守 居 役- 0 
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人に 敎 へて 盛 
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臼く、 是れ實 に 易々 たるの み。 西洋 步兵、 予と雖 も 朱 だ 其の 眞简 の大繰 を觀る こと を 

得ず。 然れ ども 其の 理 上に 辨 ずるが 如し。 今 是れを 此方に 施行 せんとす るに、 未だ 其 

の 師長た るべき 者 をみ ず。 且つ  一 二人の 能く 及ぶ 所に 非ず。 又 容易に 今の 神器 i: を も 

更張 せんな ど は 障碍な きにし も 非ず。 今 大略 を 以て 云 はば、 大番士 中 三十 人 を 稱んで 

大いに 歩兵 を 精練 させ、 是れを 師長と して 足 if 以下 農兵に 至る まで liili^ 种 fvM^^g お 

一 統敎演 せ しむべし。 是 くの 如く なれば 不日に 精 且ハと 

なるべき なり。 其の 他 平士は 益. '短 兵接戰 を督責 せし むべき なり。 然れば 吾が 邦 固有 

ひとし ほ 

の 得手 は 一 鹽 精練に 至るべし。 尤も 三十 人と 一 K ふ は 眞の手 初め を 云 ふなり。 其の 下 乎 

の 順序 を詳 かに 云 はば、 少 壯の士 三十 歳 以下 一 一十 歳 左右の 士 にて 志 あり 氣 ありお ある 

様の 人物 を 選び、 六 ヶ月 を 期し 大坂岡 村： 次郞 へな りと も 遣 はし- 業 成りて 歸 らば 第 

一 に 御輿 御； 場に 於て 是れ を考 試し、 彌ノ賈 用に 適すべき を 御 見定めの 上、 日 同^ 

にて 平 士少壯 の 者 及び 足輕 • 御中 間 等 を 時刻 を 分ち て 訓練し む 1：, み； oc1P£ 

fig^t: る 君 公 時々 御觀臨 遊ばされ、 是 くの 如くす る こと 三十 曰に も 及ばば、 其の 得失 


二) 前頁大 

番士を 又 八手 

とい ふ 


(二) 孫子 兵 

JSf, 篇に！ W  く、 

「兵の 加 ふる 

所、 ^も 以て 

S つに 投す るが 

如き は、 虚 貨 

是れ なり」 と. 

&g は 確 石に し 

て 至 堅に たと 

へ、 卵 は 甚だ 

もろき にたと 


西^ 歩兵 論  ， 四 一 〇 

辯 を 待たず して ー國の 通論と なるべし。 是れ より 少壯 中の 人物 を 撰び、 渐々 に 師長の 

員 を增し 農兵 を も 訓練し、 又大坂 • 江戶 其の 外 諸 藩に て 盛に 歩兵の 行 はるる 處々 へ、 

十 人 十五 人 を 一組と して 修行に 差 越され、 益.^ 增隆に 趣く 樣に 致した きこと なり. - 此 

.  そな へさ だめ 

の 法 行 はるる 一年 計り、 然る 後備 定の大 令 を 下 布せば 絶妙の 策な らん。 備定の 大略 は 

八手へ 各.^ 足輕 • 御中 問 . 農兵 等 を附屬 し， 其の 內の役 付 は大番 以下の 壯士を 以て 是 

れに充 つべ し。 是れ 正兵に して- 其の 餘の平 士は皆 武具 を 提げ專 ら接戰 を心掛 くる、 

是れ奇 なり。 此 くの 如く なれば、 前に 論ずる 所の 正 を 以て 合 ひ、 奇を 以て 勝つ の 論、 

思 ふ 樣に行 はるべき なり。 是れ より 以上 は 大將の 方寸に あり、 吾れ が豫め 論ずべき 所 

に 非ず。 

附 論 

ニコ 

孫子 虚實を 論じ て igt, 卵と を 以て 喩 とす。 

是れ 今の 神器 と 西洋 歩兵と に 甚だ 善く 當れ り。 神器 陣は统 丸發機 一 齊 ならず して- 

敵勢 を 挫く に 足らず。 隊形 單棘 にして 敵 騎に提 さるる こと 必 せり。 是れ其 だ 卵の 空 41- 


碎き 易き に 似たり。 西洋 歩兵 は 是れに 反す、 瑕の 實に 似た る 所以な り。 而 して 余乂是 

あた 

れを 石と 砂と に 比す。 今 試みに 一 握の 砂 を 撒して 敵を擊 つ、 其の 中る iw- 一  つも 21 つく 

メ 

所な し， - 叉 一 举 石を擲 たば 其の 中る 所 肉 を 破る に 足らん。 是れ洋 兵と 今の 神器 吨 との 

得失な り。 洋 兵を學 びて 未だ 成らず、 其れ 尙ほ瓦 碑に 比すべし。 况 ゃ精鍊 HE に 其の 功 

を 加へば、 何 ぞ鋼錢 となす に 難 からん や。 古人 云 はく、 「兵 は 精なる を货 ぶ、 衆き を 

貴ばず」 と。 瑕 卵 • 砂 石 • 瓦鐵の 比喩 を 味 はば、 精 衆の 得失^だ 明白な り。 其の 説 ^：:^ 

だ 長し、 今 其の 大略 を 云 ふこと 右の 如し。 

• 戊 午 九月 念 四 夜  二十  一 Mil 士 -ii! 
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上書 安政 六 年 七月  


四 一 六 
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意見書 類 

明 倫 館 諸 生 連名 上書 文案 代作 安政 五 年 一、 二月. ぬ 

去年 二月 蘭人 申立の 趣、 淸國唤 人と 爭亂の 事、 偏に 條約を 守らざる より 事 起り たる. S 

を 引證し 吾が 國を 恐嚇し、 墨 夷 及び 唤\拂 等が 爲 めに 遊説し、 彼れ 等の 條約問 違 ひ 申 

さぬ 様に との 手段と 相 聞き 申し 候。 然る 處、 近來 以て 幕府より 外 國と御 取究相 成り 候 

條約は 永せ 不變の 儀に 候 はば 夷人 共 も 心服 仕るべく やに 候へ ども、 夫れ にて は 後來の 

禍忠 如何と も 致 方 之れ なく、 若し 又 一 時の 權道 にて 一 先づ御 取究相 成り、 國カを 養 ひ 

他日 を 待ちて 御 征伐 にても 仰せ 出さるべく と 申す 事に 候 はば、 萬々 相 成らざる 事に て 

特に 信義 を 失 ひ、 然るべ からざる 事に 御座 候。 就いては 癸 fi • 甲 寅已來 相 定まり 候^、 

今更 致 方 之れ なき 儀に 付き、 隨分嚴 重 御守り 遊ばされ、 已來の 儀 は 率爾に 御取究 之れ 

なき 樣 之れ あり 度く、 若し 此の 餘少 しにても 新約 始まり 候樣 にて は、 何 如と も 致 方 御 

意見書 頻  四 一七， 


意見書 類  四 一八. 

座な き 儀と 存じ. 奉り 候。 且つ又 去年の 申立に、 皇國 より 夷 國へ遣 はされ 候 御 書翰 御文 

體今 ー謦御 引下げ 相 成り 然るべ しとの 儀 之れ ある 由、 此の 段 至極の 憂と 存じ 奉り 候。 

きん てう 

. 元來 今朝より 唐. 三韓な どへ 賜 はり 候 御文 式 は、 令條 にも 相 見え 候 通り 古より 相 定ま 

り 居り 候 事に 御座 候處、 足 利 氏の 代、 大義 を 取 失 ひ 國體を 恥 かしめ 候 事共 數々 之れ あ 

り、 今更 憎みて 餘り ある 事に 御座 候。 然るに 當 幕府 にても 足 利 氏の 舊轍を 襲 はれ 候に 

>. かが はし  あまた 

や、 慶長 • 元和已 來外國 へ 對し 如何 敷き 文 體共數 多 御座 候 由。 癸 S  •  5. 寅 已來墨 • 魯 

其の 外の 來翰は 悉く 夷狄 共も大 皇帝 • 大統領 • 勅諭 *御* 朕な どの 字面 相 用 ひ、 皇國. 

ふり ぁゾ 

漢土 杯 振 合に て 申し 候へば 全く 帝皇 • 天子 を 以て 自ら 居り 候 趣、 驕傲の 段 は 憎む ベ き 

の 至りに 候へ ども、 是れは 彼れ 等が 自稱に 御座 候へば、 吾が 國 より 兎. 角 申すべき にも 

非ず 候。 又 幕府の 御 地位 は 先づは 彼れ 等と 敵體の 姿に 相當 り、 天朝 は 一等 其の上に 在 

ら せられ 候 御 事に 付き、 左 迄 恥辱と 申す にも 之れ なく 候。 併しながら 幕府 天朝 御 推 尊 

め義 明かなら ず、 さながら 幕府に て すら 天子の 御稱號 は出來 申さざる に付き、 自ら 文 

體謙 下に 相 成り、 夷 國には 幕府 を 先 づ皇國 の 元首と 相 考へ候 事に て、 何となく 敵體ょ 


り 落ち 申す ベ くやと 案ぜられ 候文 言 相 見え 申し 候。 併し 是れも 濟み來 り 候 分 は 姑く 置 

いて 論ぜず 候へ ども、 此の 餘 蘭人の 申立に 御 從ひ今 一 曆文體 御 引下げに ども 相 成り 候 

はば、 則ち 臣を 夷狄に 稱し候 様相 成り 申すべく 候。 此の 段 ：！：^ だ 以て 痛心 il り^。 併し 

是れは 國體の 重きに 關り候 儀に 候へ ども、 虚 文の 事と も 申すべき か。 此の節 江 戶滯在 

(1) 米國使 仕り 候 墨 夷 使節に 至り 候て は 中々 虚文 とも 申し 難く、 素より 问 如なる 議論に 候 ゃ幕議 

節 全權， ハリス 

もさす  測り 難く 候へ ども、 世間に 風說 仕り 候 趣に て は、 いづれ 彼の 國の 官史 吾が 國へ入 込み、 

御 借し 渡しの 土地へ 人民 を も 植付け、 萬國の 商船 を も 其の 地へ 引受け 交易 致す ベ き 趣、 

特に 咴* 拂諸國 より 來寇 等の 儀 之れ あり 候と も 墨 夷の 官吏 其の 取 計 ひ 化るべく など 頻 

りに 幕府へ 申立て、 此の 段 幕府に て 御聞濟 之れ なく 候へば 大いに 不快 を 挾み 不遜の 倨 

傲の 言動 仕り 候 由。 若し 幕府に 於て 彼れ が 凶燄に 恐れ 墨 使へ 萬 事 御 任せ 相 成り 候 はば、 

立 所に 彼れ が臣 となる のみに 之れ なく、 終に 吾が 全 國を奪 はるる に 立 至り 申す ベ く、 

おんとく しん 

此の所 何分に も 幕府へ 精々 御 直言 仰せ 入れられ、 若し 幕府に て 御 得心 之れ なき 事に 候 

ばか 

はば、 御國 計り 特立しても 此の 大義 は 天下へ 御 唱へ相 成らず 候て は、 第 一 皇國 の大恥 

意見書 類  四 一九 


(一) 毛 利 元 

就 

(二) 尖の 高 

宗 金に E 迫 さ 

わて 南 渡し、 

正 議主戰 の 論 

者 李 網 を 宰相 

とせ，、 が、 數 

十日に して こ 

れを罷 め、 黃 

潜 善 . 汪伯彥 

^,i-の和議^5者 

も 相と たす。 

時に 大樂生 i§ - 

東、 李 網も留 

任せし め、 黃* 

■:t  二人 を罷め 

ん ことち 乞 ひ、 

布 衣の 士  14 陽 

激も亦 上書し 

て これ. 乞 ふ。 

遂に 報いられ 

すして 二人と 

も 市に 斬らる 

(三) 文中 行 

相 府在穢 役人 

の 批評 あり、 

これ 等の 要路 

の 役人 は 六 

二十 七日に 異 

^あり、 旦 つ 

文末の- 宍戶九 

兵衛の 歸國 


意見書 教  四 二 〇 

辱、 天朝に 對し 奉り 相濟み 申す 間 敷く、 將た义 御 祖宗 樣 特に 洞 春 公 皇室 御 尊 奉の 

御 思；； " にも 相 叶 ひ 申す 間 敷く、 實 以て 恐れ入り 奉り 候 御 事と 存じ 奉り 候。 私共 各. '先 

祖代々 御 厚恩 を 蒙り 候 身分、 特に 明 倫 館 諸 生に 仰せ付けられ 候 事に 御座^へば、 明 倫 

の 二字に 對し 候ても、 是れ 等の 大義 を 取 失 ひ 御 直言 申 上げず 候て は 相濟み 申さず、 漢 

土 にても 後漢 • 唐* 宋 など 大學 生數千 人闕に り 上書 仕り 候 事な ども 相 見え、 中に も 

宋の陳 東 • 歐陽澈 などの 事 は、 後世に 傳へ 史書 を 照し 候 事に 御座 候。 然るに 私共 安然 

仕り 居り 候て は 平生 萬 卷の業 も總べ て 無用. さ 文と 相 成り、 書生の 大恥 之れ に 過ぎず と 

存じ 奉り 候 ゆ ゑ、 忌譚を 揮らず 連名 上書 H 下 S 

. , ,  ニニ) 

言上 書 安政 五 年 六月 二十 七 H 以前 

近 來墨夷 測り 難き の奸 謀、 天朝 叙 慮の 程 恐れ多き 御 事に 御座 候へば 申 上げ 候 も 疎か 

の 儀に て、 實に御 政道 筋 人材 擧 用の 儀、 別して 御 心 用 ひさせられ ずて は相濟 まざる 儀 

と 存じ 奉り 候。 太平 無事の 時に 御座 候へば、 人君 垂 拱して 成果 を 仰ぐ も 苦しから ず 候 


周 ^ 相 內 口  ：:： 方 i^I' 免 十 - 右 三 じ ぬ て の 江 ^ 
と 布 W 府 1^.    祐 は せ 七 人 筆 宅 く  。手相 戶 5： 
な はせ 用 に 動 mm ら 日 は 。'は 手 赤 元談方 
る 政 ら談 代の 二 添 時 る に 六 こ 江 元 川 役 役行內 
務れ 役り 結 十 役 江 。皆 g れ戶役 はもに 相 機 
m  、に 行杲七 戶石罷 二等 方 。同 兼し 府は 


前な る を 以て 

15! に 六 nr  二十 

七 ni 以前と 推 

定 せり。 或は 

六 月 十五 日に 

藩主 t 秋に せ 

る を：^ て その 

す ぜカ 


江戶方 

斤 扣府と 地方 

II 相府 


あ ひ ク ば 


ベ ども、 只今の 勢 中 々左様の 儀に て は 相 捌けず、 軍 國の重 事 皆々 御旌裁 遊ばされ 度く， 

尤も 御 直 裁と 申し 候ても、 御獨斷 遊ばさるべく と 申す に は 之れ なく、 日々 御 加判 衆-し 

下 要職の 人々 御前に 召 出され、 萬 事 評決 仰せ付けられ、 上下 I 只 通 仕り 諸事 延滯 之れ な 

き樣 仕り 度く 存じ 奉り 候。 人材の 儀、 大臣 毎々 進退 之れ あり 候 事 は 人心 動播 仕り、 國 

體不嚴 重に 相 見え 候へば、 兩御職 座 共に 只今の 通り 御變動 遊ばされず、 附^の 役人 御 

精選 遊ばされ 候 事 肝要に 存じ 奉り 候。 只今； d 戶方 手元 內藤 兵歡は 老衰、 赤 川 太 郞右衛 

鬥* 石 津新藏 は無學 無識、 三 宅 忠藏も 俗吏に て、 孰れ も 要路の 任に 當り 申さざる に 付 

き、 別に 相 應の御 遣 ひ 方 在らせられ、 手元 は 井上 與四 郞， 御 政務 座 は 周 布 政 之 助に 仰 

せ 付けられ 度く 候。 井上 與四郞 は隨分 事を好む の 生 質に て实 安の 失 少なく、 人 言 を 能 

く容れ 候に 付き、 甚だ 然るべき 人物に 御座 候，。 少し は 輕信輕 舉の弊 も 之れ ある やに 候 

へど も、 此の所 は 政 之 助 俊 至極 確實の 人物に 付き、 刚人 互に 維持 化り 候 はば、 多分 收， 

事 は 之れ なき 事と 存じ 奉り 候。 外に も 然るべき 人材 之れ あるべく 候へ ども、 私詳 かに 

存じ 申さず 候。 大意の 所、 事體歷 練の 老成 人と 相 見え 候 部 は， 皆々 事情に 竦く 流行 後 

意 見 書類  四 ニー 


意見書 夢  四 ニニ 

れ にて 萬 事 を沮撓 仕り、 迚も 今日の 用に は 立ち 申さず、 又 村 能 之れ あり 候ても- 我意 

強く 欲心 之れ あり 候て は 人心 服し 申さず、 却って 風俗 を 傷り 候 弊 之れ あるに 付き、 此 

の 所 御 深 察 仰ぎ奉り 候。 

扨て 又 君側へ 人物 措かせられず 候て は 何事 も 不通 勝に て、 犬い に 御 政道の 上に も 損失 

さんちき め つ け 

之れ あり 候 様相 見え 申し 候。 淸水新 三 郞事御 直 目附に 仰せ付けられ 候 は 至極 的 當の御 

撰擧、 感 伏し 奉り 候 事に 御座 候。 然しながら 外に 其の 志 を 助け 候 程の もの も 相 見え 申 

くちば とくすけ 

さず 候。 口羽 德祐儀 記錄所 役に て 現 勤 差 除かれ、 御 書物 懸り 仰せ付けられ、 日々 出 伺、. 

御 學問御 相手 仰せ付けられ 候 はば、 補 益 少なからずと 存じ 奉り 候。 德祐儀 年齢 僅か 二 

十五 歳に 御座 候へ ども、 學問 識見 共 今 f 比類 稀なる 人物に て、 老成 中に も 其の 右に 出 

で 候 もの 見受け 申さず 候。 年に 拘り 奇才 を 棄て候 儀 は、 恐れながら 時勢に 通ぜ ざる 儀 

と 存じ 奉り 候。 恐れ入り 奉り 候 儀に 御座 候へ ども、 今上 皇帝の 御 德儀實 に 不世出の. 

御 聖資、 後 三條. 後醍醐 二 天皇に も 愧ぢ給 はざる 御 有様、 實に 感激の 至りに 存じ 奉り 

候， - 然れ ども 御實 跡の 所、 京都に 久 敷く 罷り 居り 候 ものに 之れ なくて は 相 分らざる 事 


藩て！） の 交 原 五 し 任 所 3 に 京へ 
萩 主用 大途 代與 3 もの 帶五 し 都 二 
すの 務和 次し 三に '^方 日て 留 

歸を地 命 、兵 後， 令 役に 五 守 5^， 

m  方 に 歸衞 ft 實 あに 地 年居戶 


役 

方 


0 


後 


(二) 事實は 

六 十九 日、 

日米 通商 條約 

に神奈 川に 於 

て 調印す 

(三) 中 村道 

太郎、 七月 十 

三日、 形勢 視 

お 小の 藩 命も帶 

び て 京都に 人 

る。 九 巧 五日 

i 欺に s^t; す 

*  〔 〕 内、 

原本は附！？^ 

(四) 京都 留 

守 居 福 原與三 


に 之れ あるべく 候 問、 宍戶九 郞兵衞 儀 早々 召 返され 候て、 只今の 御 役より 御 小姓 筆頭 

とく 

にて 御 內用懸 り 仰せ付けられ /毎々 御 側近 召 出され 得と 天朝の 御 様子 御 尊 間、 又 時 

とく 

時 上京 萬 事 探索 仰せ付けられ 候 はば、 叙 慮の 所得と 聞し 召され、 御 政道 筋 人 村御舉 

用の.. 御 心得に も 相 成り 申すべく 存じ 奉り 候。 當 今の 時勢 急務の 儀 誠に 多端に 御座 候へ 

ども、 右の 趣 最も 差 當り候 儀と 存じ 奉り 候 故、 憚り を 顧みず 曾 上し 奉り 候。 以上。 

要路 役人に 與ふ 安政 五 年 七月 十一 一一 日 

(二) 

違 勅の 事 は 六月 一 一十 一 日の 調印に て 一 も 一 一 も 御座な く 候。 此の 段 着眼 之れ なきもの は 

3 一) 

誠に 痛痒 を 解せ ざるの 至りと 存じ 奉り 候。 道 太 上京 後の 確報 御 待ち 成され 候 はば、 又 

十五 六日 も 遲延に 相 成り 機 會も拔 け 申し 候。 〔道 太 參り候 上に て 確報 を 待 たれ 候谈、 

何とも 落着 仕らず 候。 福 原 在京、 e に 調印の 事 申し 來り候 上 は、 是れに 過ぎた る 確報 

は 之れ な. く 候。 道太參 り候迚 萬々 何の 確報 之れ あるべく や〕 何分 神速に 幕府へ 忠告、 

天朝へ 密奏、 御 一同に 御發し 成さるべく 候。 叙 慮 改まり 候 はば 杯 申す 事， 誠に 誠に 

意見書 類  四 二三 


意見書 類 


(I) 梁 川 S 

巖 L 關傳〕 

(二) 午前 四 

時 

(三) 朝な タ 

な！ lif 安 かれと 

思 ふ 身の 心に 

掛る異 國 の 船 

(go 安政 元 

年 十二  二十 

二  n: 毀 鐘 禱 砲 

の 太 政 官符下 

る。 改元の 詔 

はもの！！ 十 

1 月 二十 七日 


愚昧の 見に 御座 候。 能々 事理 御辨別 然るべ く 存じ 奉り 候 * 


四 二 四 

天朝の 御 憤懣 はいつ より 


の 事と 思 召され 候 や。 私 承り 候に 癸丑の 十月 朔日 上京 仕り 梁 川 翁に 承り 候 話に、 墨 夷 

來航 已來" 每晨. K 刻より 齋-煉 まし まし、 敵 國懾伏 萬 民 安稳御 祈願 遊ばされ、 且つ 供御 

も兩 度の 外 召 上がられず 候 由、 $5- な 夕な の 御詠 は 又是れ より 先の 事に 御座 候。 其の後 

梵鐘の 詔 • 改元の 詔書な どの 事 ありて 六 年 目、 今 戊 午に 至り 明々 勅 匕；： に顯 はれ 候 事 > 

中々 一朝一夕 懷慨 なんど 申す 沙汰に は 之れ たく 候。 六 年の 精誡 何とて 一朝に 改まり 申 

すべく や。 餘 り勿體 なき 申 分に は 御座な くや。 且つ 改まり 候と も 叙 慮に 隨ひ候 はば- 

道義に おいて 何の 不可 あらん や。 一 體 人と 申す もの は 體認と 申す 事 を 知らず 候 はば、 

人と 申す ものに は 之れ なく、 只今 主上の 御身 上 はいかが ある や、 銘々 體認 して 見る 

べし。 一旦 勅答 出で 候から は、 迚も 跡へ は 御 引 遊ばされず 候。 御 引 遊ばされず 候 は 

ば 後鳥羽 天皇 • 後醍醐 天皇の 御 厄難 は 目前に 之れ あり 候へ ども、 少しも 聖體御 厭 

ひ 遊ばされず 候 事なる を、 臣子 として 體認 もせず 餘所 目に 見て 安 坐して 居り、 若し や. 

萬 一 歡慮 改まり 候 はば 如何な どと、 改まり もせぬ 慮 を 下げす み 仕り 候 は、 實に 


ごす 奇暗寡 ^ 

篛 賢 兵- 
正 しな を 毛 
m て M 以利 
の 亡^て 元 


. 1 公卿 八十 

三 n: 十 一 

日 連署して 幕 

府 へ の 勅答 文 

を 改められん 

こと も嘆訴 す。 

翌十 二日に は 

連署^して 九 

十三 人と なる。 

勅答 文案 は始 

め關 白九條 5 

忠の 手に 成り、 

大意 は、 外交 

の 事： 心に 適 

する 以上 は 關 

東に ！ 任す と 

い ふに ありし 

ち 憤慨して こ 

の舉に 出，. つ 


實に惡 逆 無道 不仁に 與す るの 犬なる ものに 付き、 若し 御 役人 中に かかる 人物 も 之れ あ 

みこら し 

り 候 はば 早々 差替 へられ、 不忠の ものの 見懲に 成さるべく 候。 全體 大事 を舉げ 候に は 

義 不義の みに 目 を 附け候 事に て、 成敗へ 心 を 附け候 事、 皆々 臆病の 至りに 御座^。 新 

(五) ナゑ 

田 • 楠 又は 洞 春 公陶御 征伐 等の 往蹑を 能 々御覧 成さるべく 候。 いづれ も 力 を 以て は 敵 

せらる るに 非ず。 但だ機 を 見る の 明 決と 誠の 貫徹と にて 事 は 出 來^。 機 を 知らず、 誠 

ひきあて  み きリ 

のな きもの は さっぱり 大事の 引當. に はなり 申さず、 此の 見切 出 來ず攸 はば、 切腹して 

世の 臆病 もの を勵 ます も 一 手段に 御座 候。 何分に 一 刚 日の- s: 御 決議なくて は、 迚も 事. 

に はなり 申さず 候。 御當 家の 御 It 矢關ケ 原に て！^ れ 候より-し 來>  今に 至る まで 未だ 直 

り 申さず 候。 今兩 三日の 機 を 失 ひ 候 はば、 叉 百年 位 は 腰 はの り 申さず、 腰の のらぬ の 

みに 之れ なく、 國 家の 滅亡 疑な く 候。 且つ 腰の のる のらぬ と 申す も ー國 一家の 私事に 

之れ なく、 かかる， 皇 家の 御大 事に 手に 逢 ひ 申さず して、 江 家の 家名 何 を 以て 立 行き 

申すべく や。 何分 機 會を御 失 ひ 成されず 候樣、 江 家の 爲め 天朝の 爲め 祈り 奉り 候 事 _ 

(六) 


天朝の 御論大 磐石た る 證は八 八の 卿の 上書 にても 知る ベ し。 名 を 募りたり とて 
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人 數が驅 り 集めら るる もめに 之れ なく、 是れ皆 聖上の 至誠 貫徹 仕り 候 故の 事に 御座 

「お 

安政 戊 午 七月 十三 日夜  吉田寅 一 一郎 矩方拜 

耍路御 役人 樣 ハ 

謹んで 言上 仕り 候 事 安政 五 年 八月 二十 ； 

此の度 京 報の 趣 略 ぼ傳聞 仕り 候處、 幕府 及び 尾 張 • 水戶 等へ 勅 読 之れ あり 候 由。 

叙 慮 之 趣、 將箪は 賢明なる 處、 諸 有司の 取 計 ひ 御 不審に 思 召され 候に 付き、 三 家. 家 

門 • 外様 • 譜代 一 同 群議し、 德川家 を 扶助 致し 候 様との 御 事と 相 見え、 誠に 以て 寬容 

明確の 勅 誌、 感 戴し 奉る と 申 上ぐ る も 恐れ多き 次第に 存じ 奉り 候。 然る 處、 此の 儀. 

に 付いて は 勃れ 幕府 叉 は 尾 張 • 水戶御 兩家杆 より 此の 御 方へ も 御 相談 之れ あるべき 樣 

察し 奉り 候。 然る 處、 j::^ 戶 にて 此の 段 發し候 上に て 御國へ 申し 參り、 御國 より 又 候 江 

も より 

戶へ 申し 參り 候て は 往返 餘程 日數相 立ち、 在府 及び 關東最 寄の 諸 藩へ は 大いに 御 後れ 


に 相 成り，、 實に 天朝. 幕府に 對 せられ 御 間 闕に相 成り、 御 不都合の 仕 宜に立 到る ベ 

き 樣考へ 奉り 候。 右に 付き 私愚按 仕り 候に、 今日の 大義 は 追々 幕府への 仰せ 立てられ、 

とく 

且つ 此の度 仰せ 出され 候 御書附 等に て疾 より 御 決定の 儀に て、 今更 改めて 御 議論 遊ば 

され 候 迄 も 之れ なき 儀に 候へば、 此の上 は 御手 後れ 相 成らざる 様の 御處置 審耍と 存じ 

おん ぢ きめ つけ おんお くばん がしら 

奉り 候。 就いては 御 直 目 附か御 奥 番頭 か又兩 政府 屬 員の 中 かにて 人物 御 妙 撰 遊ばされ， 

御內 慮の 所 逐一 仰せ 聞 けられ、 京師 差 登され、 御 親 姻の御 方 か 又は 傳奏 等へ 便り、 

此の度 墨夷條 約の 儀に 付き、 幕府 並びに 尾 張 • 水戶 等へ 勅 鍵 仰せ 出され 候 趣 道路 

にて 承り 及び 候 處、. 實否 如何 は 存じ 奉らず 候へ ども、 寡 君 儀近來 以て 幕府へ 申立て 

A や 5 

候 儀 は箇樣 箇樣、 家中 共へ 示し 置き 候 儀 は 箇樣箇 様の 次第に 候。 右に 付き 此の度の 

儀に 付き、 幕府 • 尾 • 水 等より 相談 之れ あり 候と も 矢張り 同様の 事に て- 勅 ：3:：； ぬ 

奉の 外 更に 他 腸な く 候。 此の 段內奏 仕り 置き 度き 志願に 御座 候 

と 申入れ 置き、 直樣關 東へ 馳せ 下り、 何分の 様子 相 伺 ひ 居り、 勅 読の 次第 相違 も 之れ 

なき 事に 候へば、 幕府 幷 びに 尾 • 水へ、  ， 

意見書 類  四 一一 七 


意 Git- 書 薪  四 二 八 

此の度 勒 誌の 趣國 元にて 傳聞 仕り、 寡 君に 於ても 恐れ入り 奉り 候。 勅旨 尊 奉の 

儀 は 追々 公邊 申立 も 仕り 置き 候へ ども、 尙ほ叉 苦心 仕り 候 故、 御 評議 端 相 伺 ひ 度く 

私 差 出し 候 

杯と 御 申入れ 成され 度く 存じ 奉り 候。 左様 相 成り 候 へ ば、 夫れ より 以前 幕府 • 尾 • 水 

等より 巳に 御 相談 之れ あり 候と も、 左 迄 御手 後れに 相 成り 候 懐 は 之れ ある 間 敷く 存じ- 

奉り 候。 右に 付き 俗論 種々 之れ あるべく 候へ ども、 天朝へ 忠節 屹と相 立ち、 幕府へ 

信義 を 失 はざる 様との 思 召に 候 はば、 此の 外 致 方 之れ たき 樣 存じ 奉り 候。 此の度の 

勅； S 京 報の 趣彌. -實 事に 御座 候へば、 孰れ 諸 藩へ かかり 候 儀に 之れ あるべき 處、 諸 藩 

の 申出 遲疑 仕り 候 間に は 如何なる 變 動出來 仕るべく や も 計り 難き に付き、 一 日 も 早く 

勤王攘夷の 思 召 早く 天朝 • 幕府へ 御達し 相 成り 候 儀 急務と 存じ 奉り 候。 御當 家の 正 

議は赫 々として 天下に 相 耀き候 事に 付き、 假令 只今 遲疑 遊ばされ 候ても、 奸邪 S 幕吏 

志 を 得 候 時 は 迚も 御 禍は免 かれさせられず 候。 左 候へば 一 日 も 早く 正義 御主 張 遊ばさ 

れ、 幕府の 奸吏御 除き 成され 候 御手 段 誠に 以て 肝耍に 存じ 奉り 候。 且つ 只今の il 宜 U. 


^'- '宏、 」. rc  — 

時人 問 固 田 堀 i 
の 、部' 藩 田 

老 と 詮龋主 正 佐 
中 も 勝 江 松睦倉 


(一) 安政 ra 

年 十 一 月 二十 

八日と 安政 五 

年 五 CT 三日 i 

のニ囘 の募府 

に 提出せ る 藩 

主の 意見書 を 

さす 力 


(二) 紀州藩 

の附： 滅老水 野 

土 佐 守 

藩 

平 


て 遲疑囘 望の 間に、 尾 • 水兩家 杯より 正議 勃興 致し、 奸吏等 一 時に 辟易 致し 候 時 は、 

御 當家は 大いに 威望 を 失 はれ 候 御 事に 相 成るべく 候。 其の 故 は 幕府へ 兩度 仰せ 立てら 

れの件 正議に 於て は 此の上な く 候へ ども、 其の 節 居 合せの 役人 等 皆無 識の 俗に 付き" 

おん つけとどけ 

思 召 筋屹と 幕府へ 張 込み 候 儀 も 仕らず、 只 だ 御 付 屈 迄に 相 成り 居り 候。 天朝へ と 申 

さ ま で 

し 候ても 是れ迄 左 迄 御手の 付き 候 儀 は 之れ なく、 又 尾 張. 水 戶等は 門地と 云 ひ、 孰れ 

正義の 首唱た るべき 御 方に 候虚、 是れ迄 格別 正論 仰せ 談ぜら れ候骸 も 承らず 候。 左 候 

へば 赫々 の 義名は 皆虛聲 にて、 實 事は絕 えて 之れ なく、 何の 威望 之れ あり 候 や。 當時 

人材 追々 御擢 用に 相 成り、 ー國の 俊^ 過半 要路に 罷り 居り 候 事に 御座 候へば、 先づ御 

安心の 様に 相 見え 候へ ども、 一向 是れ 等の 所へ 心 付 も 之れ なく、 觀望持 重の みに て 日 

を涉 り、 坐ながら 御 當家御 滅亡 を 招き 候 致 方、 誠に 以て 氣遣 敷く 存じ 率り 候。 元來只 

今 要路の 人. - 時勢 大いに 見誤りの 儀 之れ あり 候。 故 は 公谈を 一 概に邪 議の樣 に相考 へ- 

此の度 違 勅の 儀、 幕府の 本謀此 くの 如しと 存じ 候 趣に 相 見え 候。 是れ大 いなる 問 違に 

(二)  ニニ) 

て、 此の度の 事 は 紀伊御 附水野 土 州な どの 主謀と 相 見え、 佐 倉 • 上田 •  江 等 も專ら 
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夫れ に 靡け 候 儀、 將軍 家に 於て は 格別 違 勅の 思 召 も 之れ ある 間 布く、 其の上 薨 御の 事 

に 候 へ ば 今更 追 論 にも 及 ばず、 紀 伊より 入られ 候 幼君に て も 同様 違 勅 の 思 召 は 決して 

之れ なく、 其の 外 三 家 • 三 卿歷々 の 御 方々 に 於ても 絶えて 違 勅 は 致されざる 御 事に 付 

き、 偏に 土 州等數 小人 一 時の 逆 威 を 逞しう する にて 長る るに 足らず 候。 天朝に は疾 

くに 此の所 御 洞察 遊ばされ 候 御 事と 相 見え、 勅 詫の 御文 面 にても 伺 はれ 候 事に 御座 候。 

御 當家杯 格別の 御門 地の 事に 付き、 德川 家の 議論 は 御 違背 も出來 難く やに 候へ ども、 

家 奴の 逆 焰に御 畏れ 成され、 由な く 邪 論 御 論破 成されず、 徒らに 觀望持 重 遊ばされ 候 

さし あた 

て は、 天下 後世へ 對し 何の 面目 之れ あるべく や。 指當り 天朝へ 御 忠節 相 立たず、 幕 

府へ 信義 之れ なく、 御 當家御 威望 を 失 ひ 候の みならず 滅亡の 媒に相 成り 候 も、 偏に 耍 

路の 人々 時勢 見誤りより 起る 簾に 御座 候。 克々 仰せ 喩 され 候樣 祈り 奉り 候。 

彥根侯 邪議を 張られ 候 事、 天下 皆 切 齒唾罵 仕り 候へ ども、 是れ等 も 權奸の 脅 誘に 籠 

絡せられ 候 事に 之れ あるべき に付き、 是れへ も 御 使 差遣 はされ 正論 御 張 込 成され 候 

事 急務と 存じ 奉り 候。 彼の 藩 にても 岡 本 半 助 • 伊原 主稅 助な どの 正論の 大臣 之れ あ 


る 由に 候へば、 此の 御 方より 御正 議は 必ず 御 益に 相 成るべく 候 事。 

京都 差 登され 候 役人 御 精選 仰せ付けられず 候て は、 容易なら ず 御 威望 を 失 ひ 候 依 恐れ 

人り 奉り 候。 御 留守居 福原與 三兵衞 好人物に は 御座 候へ ども、 才識乏 敷く 氣膽 弱く 大 

事の 間に合 ひ 申さず 候。 中 村道 太郞 -北條 瀬兵衞 差遣 はされ 候 所、 ；吶人 共 才學に 於て 

は 先づ當 時の 袖領に 御座 候へ ども 觀望論 之れ あり 候。 尤も 道 太郞は 一 種 確乎たる 所 之 

れ あり 候へ ども、 瀨兵衞 は^して 伶俐 油 滑、 一向 確然 不動の 膽 之れ なく、 幕府 奸史の 

表 計り 相 繕 ひ、 正論の 助けに は 一向 相 成り 申さず 候。 其の後 ェ藤半 右 衞門差 登 さる、 

是れ 誠に 深 害に 相 成り 申すべく 候。 此の 人 私 親類に て 殊に 年來流 俄兵學 出精、 稽古場 

見合 頭取 を も 相 勤め 候 事に 付き、 其の 人となり は 委細に 承知 仕り 候。 大略 才 小量 狹嫉 

まる 

妬の 念 强く讒 語の 口 巧みに て、 天下の 形勢 古今の 成敗 等の 事 は 丸に 存ぜず 候。 何 如な 

る 御 詮議に て 右樣耍 地へ 差 向けられ 候 事に 候 や、 一向 合 點參り 申さず 候。 右に 付き 何 

卒右 等の 人々 追々 御 繰替相 成らず 候て は、 實に 御大 事に 相 成り 申すべく 候。 天下の 事 

ば實に 一 日 萬 幾に 御座 候 所、 正義 は 一 筋の ものに 付き、 御 思 召 筋 得と 仰せ 聞け 置かれ 
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二)  原 左 

近 允。 同家 は 

一 js! 干 三百 $g 

石 も I 食み、 宇 

部に li 「邑を 有 

する 永代 家老 

の 門閥 

(二) 實は 左 

近 允の 男に し 

て、 出で て 長 

藩の 重臣 佐 世 

氏 を 嗣 ぎし 者。 

左 近 允 死後 宗 

家 も n ぐ。 卽 

ち 後の 福 原 越 

後に して、 第 

一 ：5 長 州 征伐 

の 時の 責任 を 
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候 者 一 人づっ 京師 • 江戸へ 差 越し 置かれ、 臨機の 處 置に 至りて は 便宜 從 事し 候樣 仰せ 

付けられず 候て は、 天下 之 事 萬々 人後に 落ち 候樣相 成り 申すべく、 恐れ 人り 奉り 候 事 

あらまし 

右 は 私 愚存の 儘荒增 書付け 差 上げ 申し 候。 餘り世 問と 違 却の 論に て實に 恐れ入り 奉り 

候へ ども、 當 今の 事 恐らく は 是れに 出で ずと 存じ 奉り 候 故、 忌諱 を 悼らず 申 上げ 候。 

死罪 死罪、 頓首 謹言。 

八月 二十日 夜  - 


益田彈 正に 上る 意見. 

謹 白 


安政 五 年 九月 六 H 


(二  二 一) 

左 近 允 殿 卒去に 付き 佐 世 主 殿へ 跡 式 仰せ 出され 候處、 主殿辭 退の 內願 之れ ある 由、 廟 

堂の 高議 如何 相 決し 候 や。 道路の 風聞 を 以て 相考へ 候處、 是れ亦 一大 機 事と 存じ 奉り 

候。 跡 式 仰せ 出され 候 根元 は 存じ 奉らず 臉へ ども、 孰れ 思 召より 出で 候 事に て、 殊に 

血統 親疎の 儀 も 之れ ある 事の 由、 左 候へば 是非 是非 此の 段辭退 之れ あり 候て は 相濟ま 


ざる 事と 存じ 奉り 候。 此の 儀 一大 機 事と 存じ 奉り 候 故 は、 近來 以て 度々 難 有き 御 直 書 

ご へん ごく  しか C みならす 

仰せ 出され 御 返 石 も 之れ あり、 加 之、 國家 非常の 時節、 士氣餘程；^；立っべ き苦の處、 

矢張り 因循に て 今日 を 送り、 御主 意 深く 下々 へ 徹底 仕り 申さざる は、 全く 君 德相道 未 

だ 至らざる こと あるに 非ず、 恐れながら 御 政道 御 威光 相 立ち 申さざる と奸人 比^ 正淪 

を 誹謗 仕り 候より、 恐れ多く も 「殿様に は 近來は 軍の 物數寄 遊ばさる るな り、 彈 正殿 

は 年少 輕銳、 卒爾の 擧動 多き なり」 杯と 忌憚な く 申し 觸 らし 候 者 も 之れ ある 故の 儀と 

*  ニニ) 

, 的 存じ 奉り 候。 此の度 佐世辭 退の 主意 も 一 は 家 來の持 方より 出で、 一 は 同列の 持 方より 

面 を^ 持す る 

こと をい ふ 出で 候 儀、 加 之、 奸人 其の 間に 周旋し 此の 論 を 是非に 破 却し、 所謂 彈 正殿 1: 鋭の 一 證 

とし、 併せて 御主 意 筋 を沮撓 仕り 候 一端に 仕り 候 手段と 相 見え、 必ずしも 主 殿 肺附中 

より 流れ出で 候 誠心に は 之れ なき 趣 承りに 及び 候。 左 候へば 誠に 以て j 大機 事と 恐れ 

入り 奉り 候。 右に 付き 若し 强 ひて 相 拒み 候 勢に 候 はば、 又々 嚴命 降され 候ても 苦し か 

ら ざる 事に 存じ 奉り 候。 御 政道の 大意、 王 安 石が 人 言は恤 ふるに 足らずと 申し 候 類 は 

誠に 暴言 用 ふべ から ず^へ ども、 設けて 犯さし めず、 犯さば 必ず 誅 すと 申す 勢 は 之れ 
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なくて は、 迚も 年來 因循姑息の 積弊 を 破 却し 勤王の 大義 を 天下に 御 立 貫き 遊ばされ 候 

事 は六ケ 敷く 存じ 奉り 候。 且つ 此の度の 議非 にして 辭 退の 論 彌.^ 尤 筋に 御座 候 はば、 

無理に 上より 御 押 付け 遊ばされ 候 譯には 參る間 敷く 候へ ども、 主 殿 儀 佐せ 家に 於て は 

養子に て、 福 原へ 戾られ 候は大 江の 源に 溯り 候譯 に相當 り、 一身に は 本望と 申す もの 

に 之れ あるべく、 佐 世家來 にても 主人 を 失ひ殘 念が り 候 は 尤もに は 御座 候へ ども、 嫡 

子 へ 跡 式 仰せ付けら るる 事に 之れ あるべ く 候 へ ば、 彼の 家に て 深く 相 嘆く ベ き 事に は 

之れ なく、 殊に 主 殿の 一 女 嫡子へ 配偶 致し 居り 候 由に 候へば、 主 殿 血筋 も 彼の 家に 殘 

り 候 事に 御座 候。 畢竟^！^中の主人を失ひ非役に相成り候を殘念に存じ、 且つ 老中に 相 

成り 候へば 益 福 も 同様の 事なる に、 本人 を 福 原へ 取られ 候て は 老中の 肩の 崩ル 杯と 申 

す 家來、 幷 びに 同列 輩の 私心 私論より 起る ことにて、 皆々 御 政道 を 亂り候 一種の 俗說、 

惡 むべ きものに 御座 候に 付き、 必ず 必ず 御 頓着な く 御 威光 相 立ち 候樣 遊ばされ 度く 存 

じ 奉り 候。 若し 御沙汰 戾 りに ども 相 成り 候樣 にて は、 何事 も 御 政道 は 下 次第に 相 成り、 

是れも 衆 心 一 致の 筋に 候へば 下情に 御從ひ 成され 候 は 目出度き 事に 候へ ども、 私心 私 


論も喧 敷く 申出で 候へば 終に 行 はれ 候樣 にて は、 執事の 御 一分 相 立ち 成されざる のみ 

ならず、 明 公の 御 威光に 相 拘り候 儀、 國 家の 御 威 柄御受 持の 御 役柄の 儀、 何分 御大 事 

の 儀と 存じ 奉り 謹 白 仕り 候。 

序に 申 上げ 候、 當今君 相 御 同德、 人材 御擢 用の 上 は 何も 申 上ぐべき 事 は 之れ なく 候 

へ ども、 此の上 は 御 政道 は 長ろ しきもの、 假令御 無理 にても 一 旦 仰せ 出された る 事 

は 違背 は 出來ぬ ものと、 下々 落着 仕り 候樣 之れ あり 度く， 此の 段尙 威の 御處 置、 誠 

けいどく 

に 今日の 急務と 存じ 奉り 候。 併しながら 煢 獨を虐 ぐる ことなく、 高 明を畏 るるの 意、 

尤も 御 斟酌 肝要と 存じ 奉り 候。 

九月 六日  暫 

益田彈 正に 上る 意見書 安政 五 年 九月 十六 日 

謹 白 

一、 四 目 を 明かに し 四聰を 達する は 聖人の 令 典と 存じ 奉り 候に 付き、 京師 江戸より 

. 意見書 類  四 三 五 


2 下 守 * し國 r 
ご 一^、 豐ニ 

莨 毛 毛 iS 
名 石 利 利 郡 今 
は の 讚 氏 に 長 
守 城 岐の屬 門 


愚， 沭.^ 

と號 す、 陽明 

S  as 傳〕 

(一一 一) 田彈 

正の 家臣、 盆 

田の 采邑 阿武 

郡須 佐の * 館 

育英 館の 敎投。 

松 下 村 塾と は 

生徒の 交換 敎 

一お もせし こと 

あり、 此の頃 

特に 深く 交渉 

す 〔閱 傳〕 

(S) 舊全 集 

第九卷 「七册 

ノ外 二十 一 回 

叢書」 中に 收 

わ 


意見書 類  四 三 六 

の 來翰耍 用の 所 抄錄差 上げ 候 間、 甚だ 恐れ多く 候へ ども、 明 公 閣下へ 御 奉呈 願 ひ 奉 

り 候。 私囚 室に 罷り 居り 候へ ども 略 ぼ 天下の 近狀 承知 仕り 候 は、 昨年 來諸友 四方よ 

り斷 えず 報知 仕り 吳れ候 故 の 儀に 御座 候。 是れ 等の 儀 は 政府 に て は 勿論 疾 くに 御 聞 

知の 件に は 御座 あるべ く 候へ ども、 泰山 河 海の 土壌 細流 を擇 ばざる の 意 を 以て 御 進 

達賴み 奉り 候。  • 

二)  二 一)  (三) 

、 淸末 浪人 舟 越 淸藏の 事、 客歲御 家臣 小 國剛藏 より 追々 承り 及び 候處、 近 來中谷 正 

亮 • 久 坂玄瑞 其の 外在 京 同志の 面々 より 報知、 誠に 感心の 男に 御座 候。 此の- 2： 道化 

,  あ ひした た 

狂 畫考差 送り 候 節 短^ 相 認め 奉 上の 積り に 御座 候 所、 最早 政府へ 出で 候 由に 付き 差 

控へ 申し 候。 其の 跋文 左の通りに 御座 候。 

右 狂 畫？^ 一  篇、 淸末浪 士舟越 淸藏の 著 はす 所な り。 事、 諧に 近し と 雖も亦 以て 鬼 

ゐま 

喊の態 を 究め、 且つ 其の 人の 忠志を 観るべし。 傳へ 聞く、 淸藏 行年 六十、 大津に 

僑 居して、 書札 句讀 もて 兒童 を敎 育し、 以て 鋤 口に 資す。 常に 曰く、 「 天朝. 

江 家の 爲め にして 死せば、 死して 吾が 所 を 得るな り」 と。 臣 比の 篇を讀 みて 其の 


m m  n と 上一 松 ^ 
正 六 は 書 人 陰 、き 

日 馮一ド違 字 
* 附九件 閉弟は 入 

盆 卷の傳 子 子 江 
麥田九 こりの 逮杉 


人 を 想 ふ、 故に 謹んで 奉 上す と 一 ぶふ。 

此の度 正亮 書に 之れ あり 候 通り i ，謎 御 洗米 • 御 祝 餅 等淸藏 より 貰 ひ 候 由、 此の 一 

條を 以て も 其の 人の 老篤想 ふべ く 候。 何卒 是れ 等の 人物 は 其の 心 を 收め候 御 處置專 

耍に 存じ 奉り 候。 多分の 御 惠には 及び 申さず 候へ ども j 1 三人 扶持な りと も 御 出； <扶 

持と して 下し 置かれ、 且つ 此の節 別して 天朝 • 江 家の 爲め粉 骨 を 竭し候 志に 對せ 

ひとし ほ 

られ、 時に 於て 拜金等 仰せ付けられ 度く 存じ 奉り 候。 左 候 はば 彼の 者 丁 鹽憤勵 御 家 

の 手足 耳目と 相 成り、 餘程 御用に 立ち 申すべく 候。 是れ正 氣を持 維す るの 一端に も 

相 成り、 不才 無能の 冗員 俗吏 へ 年限の 功 を 以て 五十石 百 石の^ 加祿 仰せ付けら るる 

には遙 かに 勝り 申すべく 候。 

(ち 

、 先達て 差 出し 候杉藏 上書 御 一見 成され 候 由、 赤 川 直次郞 より 承り 候。 右人 物の 事 

に付き 私ー說 御座 候。 直 次 郞へ談 じ候處 同意の 趣 申 聞け 候に 付き、 最早 申 上げ 候 儀 

と 存じ 奉り 候 へ ども 尙ほ又 申 上げ 候。 儒官 片山與 七事此 の 節 頻りに 養子 探索 仕り 候 

に付き、 小 田 村 伊之助 等 も 凡 物 を 養子に 致させて は 儒官 人な きの 節 至極 氣の 毒なる 

意見書 類  ran 一七 


意 見 書 察  四 111 < 

ことと 苦心 仕り 居り 候。 何卒 執事の 御 差圖を 以て 杉藏を 以て 養子と 御爲 させられ 度 

く 存じ 奉り 候。 杉藏 人物の 儀 は 御明 鑑も 之れ あるべく、 文學も 頗る 其の 才 之れ ある 

事に 付き、 決して 儒 名 を 辱し むる に は 至り 申さず と 存じ 奉り 候。 

一、 中 谷 正亮. 久坂玄 瑞の大 原 三位に 上る 書 も寫上 仕り 候。 一書 生 を 以て 此れ等の 儀 

相 企て 候 は 俗吏の 是非 何 如 測り 難く 存じ 奉り 候へ ども、 畢竟 一 一生 忠 心より 出で 候 事 

に付き、 此れ等の 事 申 上げざる は卽ち 壅蔽の 一端と 存じ 奉り 候 故、 別紙 差 出し 候。 

書生 賤士は 是れ程 迄に 勤王の 事に 苦心 仕り 居り 候 段 仰せ 上げられ 度く 存じ 奉り 候。 

九月 十六 日  吉田寅 次 郞謹白 

益 彈正相 君 座 下 

にしれ iSSS  意見書 草稿 安政 五 年 十一 月末 又は 十二月 初旬 

杉 家に 嚴囚中 

if  恐れ多く 存じ 奉り 候へ ども、 天照大神の 勅 言に 「日嗣 の隆、 天壌と 窮 りなし」 と 之 

れ あり 候 所、 某 尊皇攘夷の 事に 痛く 憤慨 仕り 候 は 由來久 敷き 事に て 一朝一夕の 儀に は 


(二) 嘉永六 

年 

(三) 下田に 

於け る 米艦搭 

乘海 外出 遊の 

策 

(四) 第 SI 卷 

野 山 獄文稿 

「三 餘說」 及 

び 丙 辰 幽室 文 

稿 「七生 說」 

参照 


(二) 


之れ なく 候へ ども、 其の 決心 仕り 候 次第 一通り 申し 候。 癸丑 六月 墨 夷 使節^ 賀來 港の 

節 驕傲 不遜の 次第 親しく 見 及び 候より 益.' 切に 相 考へ候 所、 益.' 以て 無事に 退 帆、 尙 


ほ 甲 寅の 歳 も 無事に 條約相 調 ひ、 神州の 大患 彌.. 骨髓に 入り 候 (樣) 覺ぇ、 入海の 一策 も 

遂げず 蟄居の 身と 相 成り 候。 三餘讀 書、 七 生滅 賊の志 相 立て 天 地 神明に 相蜇ひ 居り 候 

ま をし あげ 

所、 丁 巳 一 一月 蘭人 申 上に 魯 • 墨 • 暗 • 拂等は 界 中の 强國に て 味方に 相 成り 候 へ ば 無 

上の 御 後 榍に相 成るべくと 之れ あり、 且つ 外 國へ御 書翰の 御文- W 见^ 命令 相 成り 候樣 

にて、 御 頼と 申す 樣 見受け 申さず 候、 御 改め 相 成り 度く と 之れ あり 候 を 一 見し， 一 は 

國 勢の 爲 めに 嘆き、 一 は 名分の 爲 めに 嘆き 候。 往古の 例 は 姑く 置き、 寅 已來四 夷と 

の 條約書 • 往復 書翰 等の 御文 體歷觀 致し 候 所、 孰れ も 敵體の 様に 相 見え 候へ ども、 彼 

れは 至尊 を 以て 自ら 居り 候。 我れ は 上に 天子 在らせられ 候 事に 付き、 征夾は 大君 様 

の稱用 ひさせられ 候ても 少しく 敵體 より 下り 候樣相 見え 候。 是れ すら }f, 極氣の 毒に 相 

考へ候 所へ、 萬 一 蘭人の 言に 御從 ひに て 御文 言 御 改めに ども 相 成り 候 はば、 臣を^ 狄 

に稱 すと 申す ものに て、 足 利 義滿と 同罪に 候へば、 中々 默 止し 難く 存じ 居り 候。 n; 夷 

意見書 類  sni 一九 


年 明 詩て 府通 育二- 
七 冶 文 昌の稱 '二 
十 十 を 平 還 立 字 

七 一-! ^r* 官藏は 名 
年く 敎に 。叔は 
S す 官し幕 粟 世 


意見書 薷  四 四 〇 

n ン シュル 

使節 府に 入り 將軍 家へ 謁見 を 遂げ、 且つ 閣老へ 申入れ 候 次第 數々 憎む ベ き 事柄 之れ あ 

り、 中に も 江戸へ 外國 事務 宰相 を 置く と、 數ケ 所の 港口 借 受け 官員置 付し 候と、 雙方 

の 下に は 勝手に 交易 致し 候と、 耶蘇の 禁を 除き 候との 四ケ條 にて、 特に 癸 の 歲彼理 

持 渡りの 書面に て、 畢竟 墨夷淸 國往來 に付き 差 障りの 筋 を 以て、 石炭 置 場、 薪水 食料 

買 入、 漂 民 扶助 等の 事 彼れ より 頼み入りの 申 分に 候處、 コ ンシュ ルの申 分 は 夫れ に 反 

おんき せ 

し 皆々 彼れ より 恩 被 を 急に 申出で 候 儀、 何とも 忍ぶべからざる 次第に 付き、 政府へ 色 

色 議論に 及び 候內， 豈に圖 らん ゃ當 三月 二十日の 勅 詫に 大いに 力 (以下お 

益田彈 正に 上る 安政 五 年 冬 

( 一 ) 0^0 

L  八月 二十 六日 松 浦龜太 郞書抄 

此の 者， 名は溫 古、 字 は 知 新、 松 洞と 號し、 ^に 無窮と 猇す。 根來 主. 馬の 家來 

二 一) 

にして 畫 を 善くす。 頃ろ 江戸の 芳野金 陵 の 塾に 入りて 書を讀 む。 

喑. 魯も條 約 を 取 究め、 墨 力に は 二 開港 仕る 様子、 佛は 此の節 愛宕 下へ 来り 處々 遊步 


是れも 決して 條約取 究め 申す ベ く、 誠に 早 や 理筒も 何も 御座な く 候 一 


(二) 事實は 

八月 八日に 京 

都 水 藩 留守居 

に 下り、 鵜 飼 

幸吉 これ ％携 

へ て 八 巧 十七 

日 y 戶小石 川 

の 水 E- 邸に 達 

す。 十 H: と 書 

せる は 明かに 

八 a- の 書 誤り 

にして 十五 日 

と ある は傳聞 

の 相違な らん 

名 は 正 

頂、 卞ま BH- 道、 

；捫 港と 號す。 

土 儒者。 思 

;.€^^:も開き子 

弟の 從舉 する 

^ff^Le 安政 

1 一： 年 以来 江戶 

一 M 外に 閑居し 

て#" 國事を 

憂 ふ。 文久ニ 

g 投獄され 獄 

死す， 年 四十 

八。 從 £ 位 を 

iJ. りる 


十月 十五 日、 水府へ 勅 読 之れ あり 申し 候 云々。 尤も 幕府に は僞 勅と 申す 由に 御座 候。 

K 寅 謹んで 案 やる に、 幕吏の 奸 

此に 至る、 誠に 慨 くべき かな。 

祌奈川 開港の 儀に 付いて は 品 川 を 青山 通りに 付け 替 へ 、 六 鄕の渡 を 失 口に 付け 替 へ 、 

まる 

箱 根 を 足 柄に 付け 替へ、 左 候て 函嶺より 東 一 一十 里が 間 丸で 夷狄の 遊處に 致す との 幕議 

之れ ある 由 風評 仕り 舞。 

S 藤 豐後守 先達て 上京の 由、 三 萬 石 如何 致し 候 やら tfii- で p£r に 5I?S 或 gss ほ、 る k 

て 逸 勅の 罪 を 解かん と 欲するな りと。 路 も納れ - 

て 罪 を 謝すと も、 天朝 豈に 之れ も容 れんや。 

當 十月に 外國 奉行 水 野 筑後守 • 永 井 玄蕃頭 • 御 目 附津田 半 I ニ郞 . 加藤淸 三郞、 亞國 へ 

渡る 由。 此の節 進⑩の 用意 仕る 由に 御座 候。 尤も 是れ は條 約の 事に 付き 大統領が 印 を 

取りに 渡る との 事な り。 

.ts-z\\&I,itnT4'.r^ ョ、 、喬頁 i 或 /  S 寅 謹んで 室す るに、 高 杉 作， 名 は 春風- は暢 夫。 行 

.p£.^^lf^i^,1^戶.1l.t^曰  -K!5^ 難竊 ムス $ 年 二十、 才識絕 倫な り。 後來 必す觀 るべ A) もの あらん。 

同月 二十 八日 榮太 郞書抄 

意見書 頻  四 gl- 1 


(一) 水戶老 

公齊昭 


(二) 長 藩 g 

生 _ 久坂玄 

り、 安政 五 年 

春上ー3^して共 

に 策お す rsl- 

傳」 


げん 


行年 十八、 額る 志氣 あり、 見 


意見書 類  四 四 二 

ひゃく にん, ごち ゆうげん 

榮 太郞、 名 は 秀實、 字 は 無 逸、 百 人 御中 間た.： 

に 江 邸 御 道具方 胥 徒たり。 

桂 小 五郎 君 水府邊 より 歸着、 老公の 御意 下に 徹せざる を 毎々 御 歎き 成され 候。 別紙 水 

府 の 御 達 の 覺御覽 下 さ れ 度く 候。 

御 達の 覺 

物 頭 以上 幷 びに 御 役 方の 面々 

此の度 公 邊の爲 め 重き 勅 詫 を 蒙らせられ 候處、 御 家中の 面々 別して 敬 愼御奉 公大 

切に 相 心得べき 旨、 rS: 達 致し 置き 候との 御沙汰に 候。 

水府公 勅の 事に 付き 閣老間 部 • 太 田 を 召し 御 詰り 成され 候處、 二人 曰く、 同列 相談 

の 上 御 答申 上ぐ ベ く 候と て 退出し 候 由。 

(二) 

产<  から ゐし ゆん けん 

同月 二十 七日 半 井 春 軒書抄 

過ぐ る 十三 日 品 海へ 拂船碇 を 下す。 岩 瀬 肥後應 接に 參り 其の 傲慢 を 怒り 歸り候 由。 定 

めて 本 怒りに は 之れ なくと 存じ 奉り 候。 


(三) 伊藤 傅 

之 助。 松 陰門 

下 生 〔開 傳〕 

S)  SE の 遺 

臣陶淵 明 もさ 

す。 陶淵名 は 

潜、 朱の 時代 

となり 靖節 も 

持して 出仕せ 

す、 田園に 返 

居して 詩 酒に 

耽り 世 を 終 ふ。 

その 歸去 來辭 

は 有名。 こ こ 

は 淵 明の 田園 

退 居 は その 本 

志に 非す、 出 

仕して 名 を 汚 

す を 恐れて 已 

むな くこ こに 

出で しものに 

して、 栄 室の 

世と なりし 憂 

悶を詩 酒 を か 

iH 慰めお る 

こと をい ひて 

巌の 境地に 

たと へし もの 


水府 先日 內々 勅 誌 下り 候 由。 何卒 面白く 行けば 宜し。 然し 姦物の 威 益.' 强し、 恐る 

べし、 歎くべし。 尾 州より は 渡 邊半藏 と 申す 大身 出で、 福 井に も家來 出で 候 由。 是れ 

は いづれ も 有志の 人の 由。 

ニニ) 

九月 七日 傳之輔 京師 書抄 

傳之輔 は 十三 組 御中 間たり、 見に 京師 邸に 在り。 

it>  k-aj^ ーョ il 了、  i  く、、/ ン 。臣寅 謹んで 案す るに、 梁 川 B^.ss、 名 は緯. {+ はへ ム圆、 ^濃の 人に して、 見に 一 a- 

ネ戶ニ 曰 這 f  f  く  S し 師に 住す。 sr: 嚴詩 名： 大 下に 振 ふ、 然れビ も 憂 MS 君， f にして 常の 詞？ f に 非 ま 

るな h -。 其の 歿は 天朝の 事に  - 

關係 する こと^から すと 爲 す.." 

久坂玄 瑞の哭 詩 附 

墳 樹蕭條 不耐秋 墳樹 蕭條と して 秋に 耐 へず、 


唯 看遣卷 せ間留 

田園 非 復晉人 志 

詩 酒 總消宋 室 憂 

小 閣琴聲 寒 雨 細 

意見書 類 


唯 だ 看る 遣卷 世間に 留まる を- 

(5 

田園 復た晉 人の 志に 非ず、 

詩酒總 かに 宋 室の 憂 を 消す。 

小 閣の琴 聲寒雨 細かに、 


四 四 三 


二) 九條 5! 

*r 佐！ t 的 色 

彩 客く. 正 霧 

の 堂上 公卿に 

斥 さる 


1) 


意見書 類  四 a 四 

半 川鹤影 暮烟幽 半 川 の 鶴 影 暮烟幽 な り 。 

ま VI 

京 山 埋骨 應 無 惑 京 山 に 骨 を 埋む應 に 惑 ひなかる ベ し 、 

一 片仙魂 達 帝 州 一 片の仙 魂 帝 州に 達す。 

が 條殿關 白 職 御免、 近 衞殿關 白 職に 仰せ付けられ、 中 山 卿 • 德大寺 卿傳奏 仰せ付けら 

に 戶、， 9、  口 m/,r -、、 ン 0 臣 謹んで 案す るに、 是れ 

れ<^,^1 #K す , し. 天朝 勃興の 大接 関な り。 

閣老間 部 侯 本 月 三日 江戸 出足の 様子に 御座 候。 實事 未だ 相 決せず、 噂に 御座 候。 

-s: 藤 侯？^ 後 臣越智 高 液と 申す 者 賄赂を 以て 縉紳 方へ 取 入り、 手段 露顯、 手 を { 仝し くせ 

し 事 笑 ふべ し。 


自問 數條 草稿 安政 五 年 冬 

今日 吾が輩 默し候 はば 政府 如何 致さる ベ くや。 

無事に 來年 も參府 にて、 幕府の 奸 吏へ 御 首尾 相 繕 ひ、 勤王の 事 は 「じ み-に 栢 成り 申す 

ベく 候 やと 存じ 候。  . 


主上の 御 憤慨 は 普 天 率土の 人 見る に 忍び 申すべく や。 

コ ンシュ ルの申 分 相 調 ひ 候ても 神州 無事に 之れ あるべく や。 

江戶 へ ミ ニュ スト ル 置き 候て 害 は 之れ なく 候 や。 

五 港 御 借し 渡し、 コ ンシ ュ ル館 住、 害 は 之れ なく や、 勝手に 交易 相 開け、 害 は 之れ な 

くや。  - 

おゆるし  、 

妖 敎の禁 御免に て は 害 は 之れ なく や。 

右 四條の 害、 幕府 諸侯 制する 能 はず 候 はば、 何人の 任に 之れ あるべく や。 

天朝に て 四 害 御 制し 遊ばさる ベ く 候へ ども、 御 力 實に御 不足に 付き 成され 方 之れ なく 

候 所、 諸侯 觀望、 大義に 於て 如何 之れ ある. ベく や。 

某の 料 見 は 天下の 人々 皆々 死 を 恐れ 候より 事 爱に至 り 候。 先づ 征夷 死 を 恐れ 候 故 遠お 

して 虜に 和し 申し 候。 諸侯 死 を 恐れ 候 故違勑 して 幕吏へ 阿り 申し 候。 然れば 天下の 事 

大抵 相 知れ 候 事に て、 只今 吾が輩 死 を 恐れず 政府へ 抗論 致し 候 はば、 政府 も正議 なら 

では 相濟 まざる 事 遂に 合點參 り、 ー國の 公是相 定まり 申すべく、 ー國相 定まり 候 はば 

意見書 類  、  四 四 E 


*. 吉田奪 三 

記して 曰く、 

此の 書 は當時 

品 W 顔 ニ郎を 

して 目安 箱に 

投ぜ しめたる 

ものにして、 

募府の 公文書 

中に 存せ しな 

る ベ し。 明治 

，•：- 五 年 fi- 町の 

骨董 商 某 持ち 

来りて g 議を 

乞 ひければ、 

先生が 小 田 村 

士  に與 へら 

.& おる 尺牘 一 

邁ち與 へて 之 

れを！ 3^ たり 

( 一 ) 安政 五 

年 六 nt 十五 日 

藩主の 駕江戶 

より^に 着く。 

大いに 要路 役 

人の 輔. 免 も 行 

ひ 政 if  一  ST か る 


意見書 類  四 四 六 

天下 も渐々 相 定まり 申すべく 候。 天下の 公是相 定まり 候 上 は、 四 夷 毛頭 惧 るるに 足ら 

ず 候。 此の 事 吾が 方寸に 之れ ある 事に て、 此の 議に 障礙 をな し 候 もの は 不仁に ぎする 

の甚 しき 者に て 則ち 國賊に 御座 候。 元來 神勅 無に なり 候 事 を 御 嘆き 思 召せば こそ、 

主上の 御苦勞 遊ばされ 候 事に て、 其の 御 苦 勞を體 し 候へば こそ、 吾が輩 かく 迄 精神 を 

二ら 

凝し 候 事に 候。 幕吏 慮 を 抑へ 候 心底 は卽 ち藩府 吾が輩 を 制し 候 心底に て、 同じく 

國賊 に 相 遠 之 れ なく 候。 彌 i 國賊に 候へば 數々 の 忠吿は 失言 の 甚 敷き も の と 覺 え 候。 

此の 段 如何 之れ あるべく や。 

.X- 

上書 安政 六 年 二月 四日 

近日 世間 頻りに 流傳 仕り 候 は、 群小 朋黨比 周 仕り 兩 政府の 正論 をー變 し、 御上 尊 

おんちき しよ  たくら 

摟の思 召 度々 の 御 直 書 を 反古に 致すべき ェ みの 由、 誠に 以て 惡 むべ きの 至りに 存 

じ 奉り 候。 之れ に 依り 憤懣の 餘、 時事 一 々申 上げ 候。 

一 , 昨年 御 歸城當 分 御上 御 勤 政、 大臣 小吏 各.' 其の 職 を勵み 君德を 宣布し 言 路を洞 開 


せし 故、 御 政道 日に 盛に 候處、 未だ 1 年なら ずして 大いに 衰 茶して 今日の 光景に 相 

成りた る は 誠に 悲 泣の 至りに 候。 昨年なら ば微 臣の言 も兩 相の手 を經、 速 かに 上達 

せし に、 今 は 九天 路絕 えて 已 むこと を 得ず、 此の 書 を 目安 箱に 投 ずるに 至る。 心中 

御憐察 祈り 奉り 候。 

、 昨年 は 切々 御前 議 仰せ付けられ 候處、 近來 其の 事な し。 是れ萬 事の 敗る る 所以な 

り。 群小の 膽を御 破りな さるる の 急 著 は、 御前 議 一事に 止まり 申し 候。 

、 益田彈 正近來 有志の 士を 謝絶して 一 向相對 仕らず 候。 周 公 吐 啼握髮 の 故事 を 以て、 

御督責 遊ばされ 度く 候。  . 

、 右兩條 にて 君 相 皆 怠の 兆 相 現れ 候に 付き、 一！； t 路 自ら i^: 塞して 群小 奸をェ むに 至る。 

若し 奸謀稳 熟 致し 兩相皆 免す るに 至り 候 はば、 國事 益. > 非に 相 成る は 必然に 御座 候。 

早速 御 警戒 遊ばさる ベ く 候。 

、 近來 政府に 於て 群小の 奸謀を 恐れ、 專ら懦慄を宗としs^塞を事と致し候。 其の 大 

なる もの 大略 左 の 三條に 御座 候。 

意見書 類  四 四 七 


意見書 類  四 四 八 

一、 舊臘大 原 源 三位 公より 御上 幷 びに 彈 正へ 書翰 を 贈られ 候處、 直ちに 差 返した る 由、 

無 禮の取 計 ひ 方と 存じ 奉り 候。 三位 公 は 慷慨 激烈の 奇 男子に て 公子 亦 妙、 公卿 間 希 

有の 人物に 御座 候。 

一 、 水 戶の士 弓 削 三 之 允 • 三 好 貫 太 郞の兩 人 來获、 政府の 重役に 面せん こと を 乞 ふ。 

六日の 條及び  (二) 

第 九卷正 SEI  蓋し 申 包 胥の志 を 抱き 來る 由。 而 るに 一 面に も 及ばず 追拂 ひたる は 不仁の 取扱と 存 

日 附小田 村 伊 

之 との 往復  二き.^,. 一 Ji-O 

0S0  S  し 奉り 假 

傳〕  (三) 

^ おの 一 1 、 播州 人大高 又次郞 • 備中人 平 島 武次郞 の 兩人來 萩、 是れも 同様 不仁の 取扱な り。 

吳のポ に 侵 

人され し 時、 此の 兩 人の 志 は 同志 三十 人 計り も 心 を 合せ 公卿 を 伴 ひ 出で、 御 參府の 途中 伏 見邊に 

奏に 人り て援 

£ つ i-t 一』 て I  て 御上へ 面 謁を願 ひ、 天下の 大計 申 上げ 度き 存念の 由 なれば、 一大 議 なくて 叶 は ざ 

貪しつつ 哭し 

て 哀願す る こ  る 事と 存じ 奉り 候。 

と 七日、 奏の  ^  i 

哀公 遂に 兵 も- 

出して これ を  右三 事、 兩府の 吏 召 出され 御 詰責 遊ばされば、 壁 塞の 跡 逐一 明白なる べし。 此の 

救 ひしと いふ 

i  一  i^r4^  壅 塞 を 致す は 行 相手 元 內藤萬 里 介 因循姑息の 好人物なる を 以てな り。 

至る ns^isn 

一、 國相府 は 人材 揃 ひ 候へ ども 行 相府は 何とも 乏 敷く 候。 然る 處行 相府は 御上に 近く 


投 31 諸の の 人 g 
等 需他金 、う 
も 耍諸穀 江 
^ 品 ェ 出 戶 矢 
すの ず；： 納邸倉 

る處 、其 內頌 


(g:) 江戶御 

66 守 居 家老 

(當役 卽ち行 

相と は 別) の 

下に ある 手元 

役、 藩主 在國 

中江戶 邸の 

, 諸般の 事務 を 

總 ST す 


御 政道の 本に 付き、 最も 其の 撰 を 重んぜら るべ く 存じ 奉り 候。 

、 內藤萬 里 介 行 相手 元の 村に 之れ なく 候。 國相府 手元 前 田 孫 右 衞門善 を 好み 人 一一 一 £ を 

用 ふ、 樂 正子の 如き 人物に 付き、 是れと 御入替 仰せ付けら るべ く；：^。 

、 宍戶九 郞兵衞 御 政務 座に 仰せ付けら るべ く 候。 藤 井 莊兵衞 は 忠義の 心 薄き .£、 併 

し顯 罪な くば 宍戶の 後 役 御所 帶 方位 は 可な らん か。  ， 

、 北條 瀨兵衞 伶俐 油 滑 人に て 危急の 用に 立ち 申さず、 上國 より 速 かに 召 返され、 來 

島 又 兵衞と 御入替 成さる ベ く 候。 

、 來原良 藏剛强 縝密の 男子な り、 御 政務 座の. 撰に 的當と 存じ 奉り 候。 

、 桂 小 五 郞寬洪 の 量溫然 愛すべきの 人な り、 且つ 才氣 あり、 御 密用御 筆と なし、 

追 々 御 政務 座 へ 御用 ひ 成さる ベ く 候。 

、 江戶御 留守 方 手元 中. H 某 • 矢 倉 中 川，： 于右衞 門 並びに 俗吏に て大ぃ に 害 之れ ある. m 

に付き、 早速 差替 へられ、 井上 與四郞 • 周 布 政 之 助 を 以て 右の" 吶役 暫時 兼帶 仰せ 付 

けらるべく 候。 且つ 國相府 の 人材 を 盡く行 相府へ 移し；^ へば、 其の 跡 空虚と なる 故 


意見書 频 


四 四 九 


(一) 埒井は 

俗： f お >g の 首 額 

i 仰がれ、 こ 

の 1^ の 役人 多 

く は ii- 政 五 年 

に し 翳 免 若 

しく  ±s 閑地に 

in! けられ、 當 

转失樣 中な り 

(二) 通稱新 

三郞、 當時待 

御史、 卽ち御 

直！！ 附 役に あ 

(三) 安政 六 

年 三 S 藩主 定 

例の 參 勤の 途 

に 上る こと を 

さす 


意見書 類  四 五 〇 

御着 府の上 は 井上 • 周 布 を 國相府 へ 差 返さるべく 候。 

、 民政 は 今日の 最急 にて、 郡 奉行 は 民政の 最耍に 候へば、 只今 3 如く 手元より 兼帶 

に て は 相濟み 難く 候。 御 代官 中 の 剛直に し て 民情に 通知す る 者 は 玉 木 文 之 進 に し く 

は 之れ なく 候。 此の 者 郡 奉行 か 郡 用 方に 仰せ付けら るべ く 候。 

、 此の節 朋 比の 奸人は 坪 井 九 右衛門 を 魁と して 山 縣半七 • 平 田 新 右衛門 • 掠 梨 藤 太 • 

おもね 

中 川 善 次郞. 內藤 俊衞 などの 類の 由、 是 れ皆學 術の 偏にして 幕府に 阿り 天朝 を輕 

( 1 )  とべん 

蔑す ると、 失職の 怨 望と 躁 進の 詭 遇と にて 深く 尤む るに 足らず 候。 唯だ惡 むべき は 

暗に 其の 主謀た る 梨 羽 直衞に 御座 候。 此の 者 年老の 事に 付き、 顚覆 仕らぬ 內に 骸骨 

(二) 

を 賜 はり 候 はば、 此の上な き 公家の 御 深 仁と 存じ 奉り 候。 淸水圖 書 誠實忠 直の 君子 

にして、 一 言爱に 及ばざる は 怪しむべき 事に 存じ 奉り 候。 

(三) 

、 當御 參府は 有志の 士 大いに 憂慮 仕る 事 之れ あり 候へ ども、 前條の 如く 兩相府 の 吏 

變更 且つ 君側の 老奸 除去なら では、 何事 も 論じて 签 なき ことと 存じ 奉り 候。 

右 當今國 家の 急務と 存じ 奉り、 萬 死 を 顧みず 申 上げ 候。  、 


なて 陰衬 £^ 九 右 S 伏 
ちす 正 何 道又郞 乙 見 

薪れ. 大兵 兵 門 
內 の も 郞衞衞 • 前 
藤 士目、 •  • 宍 田 
M とし 松 中 来戶孫 


己 未 一 一月 四日 


(四) 毛 利 藩 

の 江 戶方 役人 

卽ち行 相府役 

人 を さす 

(五) 城國 


里 介 • 北條瀬 

兵衞 

(八) 御 直 目 

附淸水 n* 

(九) こ こ の 

當職は 所謂 當 

役の ことにし 

て江戶 方の 宰 

相 もさす 

(一〇) 弓 削 

一一 一之 允 • 三 好 

貫 之 助の ニ密 

使 


愚見 #1 附 安政 六 年 二月 

まこと  w 一  よぎ 

御上 京の 上 御 參府と 云 ふ 論、 固に 妙、 併しながら 今の 江戶 方に て は 京に 過らず 直ちに 

江戸に 下る こと 必然な り。 伏驛 にて 三 條 • 大同. 其の 外 三十 人の 有志の 士に 出合 ひ、 夜 

拔か稱 病 か 扱々 見苦しき 極みな り。 其の 處の處 置 承りた し e 前 田 •  { 六戶 • 來 島. 中 村 

從駕の 策 ども あらば 妙 なれ ども、 是れも 恐らく は出來 ざるべし。 杜は何 如。 藤. 北 

條は 依然なる ベ し。 然る 時 は 一 曰； 御國を 離る る 時 は 無策と 云 ふべ し。 淸 水の 議論 何 如 „ 

江戶 にて は 事 體六ケ 布き こと は 追々 申す 如く、 君公樣 直ちに 井伊 • 間 部 • 太 田 杯と 御 

(九) 

辯 論は危 ふし。 江 戶當職 • 江戶 家老 • 御 直 目 付 等 直ちに 大老 • 閣老 に^する こと 蔡例 

は あるべし、 只今の 所に て は六ケ 敷く はなき か。 外 夷の 處置は 如何す るか。 I ザ禱 調.； § 


|擔。 幕府の 奸吏は 如何す るか、 水 戶のニ 義士 を 追 返す 位の 政府に て參府 せば、 細 川と 


(10) 


萬 事 御 相談 どもが 上策と 相 成る ベ し- 

意見書 類 


四 五 一 


意見書 類  S 五 二 

前 田 •  { 六戶 • 來島 • 中 村と 內藤 • 周 布 • 井上 • 長 井 • 淸 水と 議論 同體 か。 同體 ならば 

今更： t ずる 迄 もな く、 長 井 • 井上 • 周布發 程の 日定算 あるべし。 異議 あらば 今日 內藤 

( - )：" だ 

(1) 國相府 を^ 定 すると も、 御 參府の 上內藤 一人の 力に て 長 井. 井上 • 周 布 を 論 伏せん や。 地方 

のこと 

の 論 1^ に 角 竿頭の 鈴な り。 

(二) 

ニー) 木 f 一  僕が 罪 は 兩府の 撰充を 41 じたが 第一なる よし。 然れ ども 撰充 定まら ざれば 國事は 何 如 

〇 六 頁參照  • 

に 論じても 空論な り。 撰充 論に 云 はく、 

行相府 手元， 前 田。 御 政務 座 • 手元 座 御用 兼、 { 六戶。 御用 所、 來島。 御 政務 腹、 來 

原 • 中 村。 

ニニ) 

(三) 兼重讓 再按 する に 兼 重 は 舊に仍 る も 亦 妙。 御密用 御 祐筆、 ：^;i。 內藤、 國相 手元。 井上 • 周 布 

0. 當時行 相 

1 は 筆の 役， - は當 分江戶 邸の 弊を改 むべ し、 江戸 邸の 俗吏 は 一 掃すべし、 北條は 早々 召 返し 地方 御 

所 帶方現 勤 然るべ し。 

此の 論 行 はれ ざれば 何 を 議論しても 畫餅 なり。 且つ 余が 議論 は 已に竭 せり、 今更 言 ふ 

も 無益な り。 然れ ども 言 は ざれば 罪を畏 るるに 近し、 故に 言 ふの み。 此の 論不當 なら 


ば 吾れ 犬 谷に 於て 磔に 仰せ付けられ 度き なり。 

「兩府 の 撰 充を議 す. 一 ー篇 * 來島 .娃 等へ 示すべし。 

意見書 文案 安政 六 年 二月- 3- 

謹んで 案ずる に、 人の 賢愚 才 不才 は 一 朝 一 夕に は辨じ 難き もの 故、 人の 進？： a 黜陟に 於 

て 古の 聖賢 最も 愼重を 加へ 給 ふ。 苟も 是れを 進む る こと 容易 なれば、 是れを 退く る も 

つ ぼ  しり そ 

亦 容易な り。 是れ を陟す こと 容易 なれば、 是 れを黜 くる も 亦 容易な り。 進退 黜陟已 に 

容易 なれば、 國 家の 事體從 つて 輕忽 になり、 jEj 功の 成就す る 期 はなき なり。 其の 極 朝 

に 令して 夕に 改め、 昨 興して 今暖 すると 云 ふ 様になる ものな り。 故に 大臣 近臣 は 云 ふ 

に 及ばず、 行 國兩相 府の像 吏 は 只今の 時勢に て は 頗る 樞耍の 任. なれば、 進退 iiti 尤も 

深慮 遊ばさる ベ きこと にて、 兩 相の 伺の 儘に て 輙く舉 措な さるべ き 事に は是れ ある 間 

敷く、 其の 餘 小吏 微官に 至る まで 君 公の 親ら 選 敍し給 ふ は 固より 叢 胜にォ &り君 道の 大 

とく  あら 

體に害 あるべ ければ. - 是れ 等は兩 相へ 得と 仰せ付けられ， 功罪 灼乎 として 昭 はるる を 

意 见 害 類  四 五 三 


(四) 郊外 

の 地名， 古よ 

b 刑 5f ありし 

力 


(一) 舜のニ 

十二 £ を 命す 

るに、 衆議に 

，りて 定せ 

しこと をい ふ 

(二) 禹の父 

* 安政 六 年 

六 な 陰 江 

戶 に 着き、 葛 

吏 c-srui? を受 

くる こと とな 

る や、 は 

陰の 答 辯內 

容に 就いて a 

憂ち-抱き、 藩 

に 在る 間に 

1 應S5:^調をな 

寸 " こ の-書 は 

i ム 陰が 幕吏に 

答 寧 すべき 事 

項の 大要 を 手 

記して 提出し 

たる ものな り 

(三) 安政 元 

年 


意見書 類  四 五 四 

待ちて 進退 黜陟 せし S 給 ふべ し。 抑. - 人材 進退 黜 陟に國 政の 耍務萬 事の 根本なる に、 

かか. -i  ： 

後世 は 甚だ 機密の 事と なりて、 敢 へて 他人の 干る ことの ならざる ことと なれり 他の 

事 は 大小 重に 限らず 衆議 を 待ちて 決する こと も 多き に、 此の 一 事の み特 り然ら ざる 

こと 最も 闕 事と 云ぶべし。 願 はく は 尙書舜 典に 載す る 二十 二人の 選敍の 如く、 衆議 歸 

一 の 上 を 以て 決定せられ 度き ことなり。 且つ 已に 決定す る 上 は 浮 議に搖 動せ ず、 毀譽 

ニー) 

に關 係せ ず、 慈の 績ま 成らざる を 以てすと 雖も、 九 歳まで 任用 せらる るの 意を宗 とし、 

其の 功罪の 實 跡を歷 試し 給 ふべ きなり。 尤も 上書の 道 をば 洞 開して 在役 非 役 士庶に 限 

らず封 事 を 上らし め、 大臣 近臣 及び 橫耍の 吏の 邪 正 賢 否 をば 直ちに 上聞に 達する 様に 

致し 置き 給 はば、 官吏 警戒の 心 も  一 &5 深 かるべし。 其の 封 事の (以下 闕) - 


此の度 私儀 安政 六 年 六、 七月 頃 


不明 > 


此の度 私儀 公邊御 吟味の 筋、 身に おいて 心當 りの 儀 口 


： 三) 


、 私儀 過ぐ る 寅の 九月 十八 日 北 町 御 奉行所に 於て 父 百合 之 助へ 御 引渡し 相 成り、 在 


所に 於て 蟹 居 仰せ付けられ 候 段 仰せ 渡され、 問 もな く 御國差 返され、 百合 之 助 願に 

依りて 野 山 屋敷へ 借 苹相願 ひ在苹 仕り 居り 候。 此の節 は I.B^ 使節 彼理 申立の 趣公邊 

にて 御 聞 濟み相 成り、 都合 御 靜謐の 時節、 殊に 在苹の 身分に て 御座 へば 國事 論議 

(5 安政 二  仕るべき 筋に も 之れ なく 候に 付き、 專ら讀 書 仕り 居り 候。 然る 處、 卯の 年 夷 測量 

年 

願 出の 筋に 付き、 事に 依りて は 墨 夷へ 使節 にても 差 立てら るべき 由、 諸家へ も 御 達 

.  しの 趣傳承 仕り、 委細の 儀 は 存ぜず 候へ ども 先づ雄 略の 一 端と 喜 し 奉る 折 柄、 續 

掛 りの 歷史 中に て宋 • 元 • 明 三代 奉 使の 事 實抄し 置き、 審對の 用に も 相 立ち 候樣天 

地色々 奉 使の 心得 等 取調べ 仕り 掛け 候 所、 右 使節 差 立 て ら れ候儀 も 其 の 後 沙汰 之れ 

なく 大いに 力 を 失 ひ、 取調べ 候 儀 も果し 申さず、 其の後 十二月 十五 日 私 病氣に 依り 

て 百合 之 助 宅へ 連れ 返り 保養 仕り 候 様との 儀に て歸 宅： id り 候へ ども、 他人 相對 外出 

(五) 安政 S 等 素より 仕らず、 矢張り 讀書を 事と 仕り 居り 候。 然る 虑已の 十 一 月頃と 覺ゅ、 當春 

蘭人 申立て 候 は、 日本の 詞令外 國へ對 し 倨傲に して 外國人 殊の外 不滿を 挾み 候に 付 

き 以來餘 程 引下げ 候 様との 趣 初めて 傳聞 仕り、 私儀^だ 以て 忿懣 仕り、 私考へ 候 は、 

意見書 類  s: 五 五 


(一) 第 十二 

卷參 I 


(二) 設の 

竹 君の 二子 伯 

夷 • ぉ齊、 周 

武王紂 を 伐 つ 

も， 1 めて 聞か 

れす， 周の 粟 

を 食 ふ も- K ぢ 

西 山 卽ち首 陽 

山に 入りて K 

死す 


意見書 蔡  四 五. K 

近来 墨 夷 其の 外魯. 唤と もに 各.' 尊大の 稱號相 用 ひ、 皇帝 陛下な どと 自稱 致し、 御 

書翰 等に も 遂に 右樣 至尊の 宇 面相 見え 所、 此の 御 方に は 恐れながら 上 朝廷 在ら 

せ ら れ 候 事 に 付 き 、 至尊の 字面 素より 御用 ひ 在ら せ ら る ベ からず 候 は 勿論の 儀に 付 

き、 敬體の 御文 體 中に 自ら 彼れ に 六 七 分の 尊 を 認め 候樣 成行き、 兼ねて 御國 體へ對 

し 恐れ入り、 外國の 書翰 式考窮 仕り 外蕃通 略と 申す 書 認め 置き 候處、 忽ち 右 等の 懷 

傳 聞に 付いて は 萬 一 此れより 本朝の 詞令御 引下げに も 相 成り 候て は、 國體 最早 地に 

墜ち候 事に 存じ 奉り^ 內、 又々 前年 下田 表 渡 來の墨 夷 ハル リス 登營拜 禮相續 き、 堀 

田備 中守樣 御宅 へ 罷り 出で 申立の 次第、 尙 ほ 又 蕃書 調 所 において 應接 の 趣 連 々 傳聞 

仕り、 彌，' 以て 奮 慂に堪 へず、 現在 ハル リス 申立の 次第， 皇 國の大 害と 相 成る は必 

然 にて、 其の上 現然 虚妄の 儀 も 之れ あり 候 所、 是 れを辨 折の 人才 恐れ i," がら 幕府に 

之れ なき は 何故に 候 やと、 一向 不審の 餘り 色々 論策 等 仕り、 詰りの 所 幕府に て 某し 

て ハル リス の 申 分に 御從ひ 成され 候へば、 諸 藩 は 各 ；自國 を 使 令して 獨立 致し 候 外 

(不明)  (二) 

之れ なく、 一藩 獨立出 來す候 はば、 國 □□□ もの 時事 を 諫めて 死し 候 か、 西 山に 娥 


死 仕り 候 か、 又 志士 仁人 一 味して 義黨を 結び 一 鄕 一 村 にても 保全 致し 候 か、 是非 一 

死 を 以て 一身 を 潔う し 候 外 致 方 之れ なくと 頻りに 苦心 仕り 候. ST 明年 三月 二十 曰 

天朝 勅； i 一； まの 趣 傳聞， 御奮發 興起 實に 手の 舞 ひ 足の 蹄む を 忘れ 候體 感服し 奉り、 ^一 

此の 勅： _j ^相 莨き 申さず て は 普 天 率土の 人民 死して 尙ほ餘 罪 之れ ある 事と 存じ 詰め 

(H) 毛 利 藩  居りき、 所、 幕府 勅； g の 趣に 付き 諸 藩 御 策 問 仰せ 出され、 御上に も 仰せ 立てられの 

主 を さす 

趣 も 勅諭 御 尊 奉なら では 御國內 人心 一 和 仕る 問 布き 段 江戸に 於て 仰せ 立てられ 候 

由傳承 仕， り、 神州の 中興 此の 時と 存じ 日夜 心 阡 を碎き 候： s:、 六月 御歸 城の 上， 御 直 

書附を 以て 天朝へ 忠節， 幕府へ 信義 等、 今日 を 異變の 始めと 心得 候樣 等、 委細 御 

示し 之れ あり、 圖らず も 身分 を 忘れ 踰 等の 言な ど 申出で、 政府の 面々 へ 手强く 迫り 

込み 候 所、 所 人れ 太平の 弊風 未だ 脫 せず、 計 苦 敷き 事 も 之れ ある やと 忠節 信義 異變ー K 

云の 御 示 も 空" 乂 同様に 成り、 t も 此の 段 本 藩の みならず 天 諸 藩 孰れ も 一 般の 依と. 

相考 へ、 難事 を 以て 强 ひて 大事の 機會 一朝に て 取 失 ひ.， 甚だ 殘 念に 存じ 奉り 候 事 苦 

- 心 止み難く、 左 候へば 迚， 政府 を 責-& ^て も 現在 行 はれず 候へば 無益の 事、 然れど 

意見書 類  3 五 七 


意見書 類  四 五八 

も是れ 切りに して 打 止め 候 時 は、 最前 一 死 を 以て 自分 誓 ひ 候 存念に 食き、 朝廷 幷 

びに 御上へ 對し 奉り 相濟 まざる 满 と相考 へ、 事の 成敗 は 打 置き 只々 國 事に 一命 を 

拋ちさ へ 致し 候へば 素志に 負かず と覺悟 仕り 候內、 大原源 三位 卿 慷慨 氣 節の 御 方の. 

由傳聞 仕り 候て、 勢 論 其の 外相 認め 差 送り、 下向 相 願 はれ 候て 勅 詫 相 貫き 候 儀 

申談じ 度く 存じ 候 所、 是れ も傳聞 相違 攸ゃ 確報 を 得 申さず 大いに 志 を 拽き候 所、 い 

づれ 自分 上京 仕り 天朝の 大議相 伺 ひ 候 はで は 天朝の 御 論 も 恐れながら 未だ 全備 

を盡し 候と 申す に は 之れ なく 萬 事 行 はれず 候 所、 楚 居の 身分 上京の 手段 之れ なく、 

叉 上京 仕り 候ても 天朝へ 罷り出で 候 谈.^ 问 ほ 以て 思 ひ 寄らざる 事に 付き、 天" 卜の 大 

不韙を 犯す 外 致 方 之れ なくと 存じ 詰めの 節、 間 部 侯 御上 京 □ 色々 勅 魏の趣 御 担み 

成さる 由傳聞 仕り、 眞 僞は審 かならず 候へ ども 彌. '以て 相違 之れ なき 事に て、 此の 

侯 を 討ち果し 候 か、 又は 道路に 耍し 候て き 趣 申し述べ 候 か、 いづれ 大事 を 行 ひ 然る 

後 ^^慮伺ひ奉り天下の大義を決し候外之れなくと存じ、 門人 等 相 語ら ひ 連判 等 取 

附け 候听、 或は 事 V 遂げ 申す 間 敷く とて 相 止め 候 もの も 之れ あり 候へ ども、 训に 良策 


之れ あり 候 やと 相 尋ね 候へば 一 言 も 之れ なきに 付き、 左 候へば 拙者きながら 神州の 

滅亡 を 見 候 事出來 申さず、 事 收れて 死に 就き 候と も 徒 生に 勝り 候と 申し 一 向 聞 入れ 

仕らず、 夫れ より 色々 差 縫れ の 儀 之れ あり、 遷延の^、 政府より 御 聞 直の 趣 之れ あ 

あらまし 

り、 叉々 野 山 屋敷へ 入苹の 事に 相 成り 候。 右 寅年 已來の 苦心 謀爲の 次第 荒增 右の 通 

りに て、 一 命 を 拋ち候 事 は ハ ルリ ス 登城の 事より 已に覺 情 相^め 居り^ 事に 付き、 

今更 个樣御 吟味に 相 成り 候 上に て 一命 を 惜しみ、 事實 包み隠し 候 様の 谈は 天地に S" 

ひ 仕らず 候。 尤も 私儀 一 命 を拋ち 一 身の 名 を 偸み 候 樣の碳 本意に は 之れ なく、 後來 

の 皇國の 大策當 今の 急務 等 を 申出で 度く 存じ 奉り 候。 尤も 右の 次第 政府 へ關 係の 筋 

絶えて 之れ なき 事に 候へば、 一向 御上 御 1^ ひに 相 成り^ 儀 は 之れ ある 間 布く、 同人 

中 事に 预り候 もの も 彼れ 是れ 之れ あり 候へ ども、 私谈謀 主の 事に 候へば 一 命 を拋ち 

て、 左 迄 他人へ 波及の 儀 は 之れ ある 間 敷く 存じ 奉り 候。 

、 ハル リスと 申す 者皇 國の大 害と 相 成り 候 趣、 且つ 虚妄の 確 乂辩 折の 次第， 狂 夫 

(三) (gl>  , 不明〕 

の 言 • 對策. 應 接辨馼 の 三篇に 委細 相 認め 置き 候 口 丈 は 相 成り^に 付き 之れ を 略す。 
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趣 次第 三篇 ヘム 邊へ差 出し 度く 候。 

、 天朝 勅； 1, 一； ^ の 趣， 鎖 國の御 趣意の 樣、 然る 處鎖國 は 皇國の 法に 之れ なく、 祌功皇 

后 • 景行 天皇 等の 御 雄 略に 原づ かせられ 候 はで は相濟 まざる 趣， 天朝へ 懇奏 仕り 

度く 候。 

、 幕府 鎖 國の禁 御 破りの 様相 見え 候へ ども、 外 夷より 勝手に 來り候 儀 差 免され 候 迄 

にて、 癸 S • 甲 寅已來 未だ 一 船 も 海外へ 御 出し 之れ たく 候へば， 鎖國 同様にて 國害 

を 引出し 候 事 容易 な ら ず 候 。 

、 通信 通商 は 天地の 常道に 候へ ども、 吾が 國 より 海外へ 人 を 出し 萬國の 形勢 得と 吞 

み 込み 候 上なら では 相 調 ひ 申さず、 此の方 不調の 所 を 以て 妄りに 相 開き 候 事宜し か 

ら ず^。 

、 大原源 三位 卿 は 始終 書面の 確答 之れ なく 候へば， 人物 失望の 趣 申立て 候 積り に 御 

座 候。 

、 大 原往來 仕り 候 組の 事、 傳之輔 其の 外 孰れ も 御用に て 在京中の 事に 付き， 成る ベ 


く 丈け 名前 出し 候 事 本意に 之れ なく、 萬 一 已むを 得ざる 時 は 和 作 は 亡命 上京の 事に 

付き、 此の もの 一人 引合に 出し 候 積り に 御座 候。 

、 連判 一 條 悉く 門人 共の 事に 候へば、 罪 一 人に.^" まり； S 様 申立て^。 孰れ 私 擴は死 

あげく 

を 免 かれざる 身分に 付き、 揚句に 死し 候と も 連判の 人名 出さぬ 覺 1^ に 御座 候。 t も 

彌.' 其の 方 一 人の 謀爲の 事に て、 門人の 孰れ も 差圖を 受け^の みに て 其の 趣 明. C 承 

知の もの 差 出し 院樣 との 事に 候て、 ー兩 人の 名前 出し 做。 

上書 安政. K 年 七月 

私儀 意見の 件、 度 を 重ね 幽囚 中より 申 上げ 候 事 甚だ 以て 恐れ入り 候へ ども、 ^衷 

また ぞろ 

默 止し 難く 又 候 書付け 差 出し 候 間、 御 慈 察 願 上げ 奉り 候。 

、 狂 夭の 言. 對策等 は 素より 御 書付 類拜見 仕らざる 已前相 認め 候 ものに 付き、 御嗇 

付 類 を 以て 確 證と让 り 申 解き 候 儀は絕 えて 之れ なき 事に て、 此の 段 は 先達て 差 出し 

候 書付 も 全く 其の 通りに 御座 候。 尤も 御 書付 類 を 確證と 仕り 候 段 申出 什り 攸 は^に 
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主意 之れ ある 事に 御座 候。 然る 處追 々厚く 仰せ 聞 けられ 候 趣に て 熟思 仕り 候に、 御 

書付 を 申立て 候 儀 は實に 宜しから ざる 事と 初めて 合點 仕り 候。 併しながら 大原策 及 

び 連判 一 條は實 に 天下の 大不韙 を 犯し 候 事に て、 容易に 存じ 建て 候 事に も 之れ なく、 

勅； S 莨かず 御主 意 徹せざる を 忿懣 仕り 候餘 りに 出で 候 事に て、 此の 時 は 天下の 列藩 

一 人 も 其の 人な くと 存じ 詰め 候ての 事、 此の 條 申立て 候 節 は 天下 列藩 觀 望の 罪は飽 

くまで 唾 罵 仕らず て は相濟 まざる 事に て、 其の 節 恐れながら 國 事に 及び 候 はば、 御 

主意の 大略 申立て 候 上、 御主 意此 くの 如く 候へ ども、 政府 奉 承す る 能 はざる 段 は 申 

立てず て は、 千， 萬 世に 掛け 君 德を耀 かし 候臣 子の 思に 之れ なく 候。 是れ に付き 大道 

否 塞 仕らざる 樣、 詞 令に 餅 酌 を 加へ 候 段 は 勿論 深く 相辨へ 居り 候 事に 付き、 決して 

禍を國 家に 及ぼし 候樣 の^は 仕らず 候 間、 此の 段 は 御 任せ 祈り 奉り 候。 是れ迄 申 上 

げ候懷 は 行 詰の 覺悟御 定め 成され 候 様との 愚衷に 御座 候へ ども、 現場 は 決して 茲に 

至り 申さざる 段 は 深く 洞察 仕り 候 事に 御座 候。 、 

、 ^儀 是れ迄 数度 御- sHf に 罷り 成りし 身柄に て 仰せ 聞 けられの 段實に 恐れ入り 奉り 


あなが 


(二) 唐の 華 

州の 人、 朔方 

節度 使と なり、 

安祿 山の 亂に 

賊も 伐ちて 功 

あり、 國家再 

造の 功 第 一 と 

稱 せらる。 德 

宗 の時尙 父の 

を 賜 はる。 

魚 朝恩 は當時 

の {H;3 官 にして 

權勢 あり、 代 

宗の大 暦 五 年 

遂に 誅に 伏せ 

しも、 その 間、 

子 儀よ く これ 

も 制御す 

(三) 唐の^^ 

陽の 人、 幼に 

して 孝 童の t 一 

あり。 建 中の 

初に 召されて 

司 卿と なる。 

朱泚 反し、 秀 

實の 人望 ある 

も 以て これ を 

招く。 IT 實、 

朱泚に 面し そ 

の ち 奪 ひて 

これ を擊 ち、 

面に 唾して 痛 

罵し、 だめに 


候。 さりながら 强 ちに 御手 數 かくとの み 心得 候 は 覺悟を 詰め 候 所以に 御座な く 候。 

之れ に 依り 私覺 悟に て は 是れ迄 御：^ 害 を 引出し 候 御 償に は、 此の度 こ そ 大義 を 天下 

に 明かに して 長 門 も 兼て 明 倫の 敎を揭 げられ 候 所詮 之れ あり、 彼の 臣 子の 如き 之れ 

ありと 世に も傳稱 致し、 御明 光の 一端 を も 補 ひ候覺 悟に 御座 候。 尤も 大義 を 明かに 

して 而も 國害 を始し 申さざる 樣の 心得、 以心 傳 心の 妙、 素より 昧 者に 語り 難く、 郭 

子-係の 魚 朝恩 を 制し、 段 秀實の 郭曦を 諭し 候 前蹤 を 引き^ 事 は 嗚呼 ケ問 敷く 候へ ど 

も、 私 は 私 丈け に 苦心 仕り 候 段、 言外 御高 察 祈り 奉り 候。 私 出足の 節 詩 を陚. （置き 

候 は 「眞誠 奸吏を 動かし 來ら ず、 冤枉 爭 でか 碧 天 を 怨み 得ん」。 此の 意 深く 自銘 

り 居り 候 事。 

、 目今の 時勢 默契 仕り 候 一事 之れ あり、 竊 かに 申 上げ 度く 存じ 奉り 候。 幕府 素より 

未だ 尊攘の 方 を 得ず 候へ ども、 墨 夷の 市中 を 横行す る、 人心 不服の 様に 候へば、 府 

議も勢 狐疑 を 言 ふ 能 はず、 加 之、 京師 一條 强 ひて 正義 を舆倒 致し 候譯 にも 參り 難く- 

幕吏 隨分 理非の 分拆は 明白に 候へば、 天 を 欺き 心に 負く の 事 も出來 申さず 候。 旁-' 
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遂に 殺さる。 

中 ^ 烈と SI せら 

る。 郭 i" は 子 

儀-;:, 子 

(E) 第 十 I 

卷 東行 前日 記 

五！： T 十六 日の 
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目今 は 諸 藩に おいて は 誠に 御大 事の 時に て 機宜 御 洞察 之れ なくて は相濟 まざる 一と 

あら 

存じ 奉り 候。 諸 藩より 只今 荒が ひ候樣 にて は 素より 大凶に 御座 候へ ども、 餘り 沈み 

込み 居り 候て は悔 ありと 存じ 奉り 候。 之れ に 冈り言 はず 語らず の 間 冥々 に 御 國中且 

つ 御兩邸 等の 文武 引立て 候 様の 御駔引 之れ なくて は相濟 まずと 存じ 奉り 候。 是れ等 

突然 申 上げ 候 は瞽言 の 罪 免 かれ 難く 候へ ども、 私儀 此の度 幕廷 罷り出で 候へば、 天 

下の 大議 妄言 仕り 候覺 悟に 御座 候 故、 自ら 是れ等 越 俎の 恐れ も默 止す る を 得ず 候 問、 

愚衷御 洞察 り 奉り 候。  - 

、 傳之輔 • 杉藏兩 人の 事 追々 內々 嘆願 仕り 候 機 も 之れ あり 候へ ども、 是を 以て 熟考 

仕り 候へば 非 分の 碳と 恐れ入り 奉り 候。 併し 私儀 慕廷對 鞠の 上 罪 果して 一人に 4- ま 

り條 はば、 夫れ へ對 せられ 彼の 輩 も 追々 御 赦$ ^仰せ付けられ 候 はば、 私 身 を 以て 罪- 

に 當り候 所詮 も 相 立ち、  ^して 感銘 仕り 候懷に 御座 候。 彼の 輩 御 赦免 は 極めて 小事 

に 御座 候へ ども、 尊 接 一條に 付いて は 餘程人 氣に關 係 致し 候 儀に 付き、 假令^ 段 御 

惡 しみ 御 聞込 等 之れ あり 候と も、 枉げて 御 赦免 成し 下され 候 はば、 亦國 家人 心 を 養 


ふの 一助と 存じ 奉り 候」 私儀 切に 薆念 仕り 候 は 去年 .1 秋と 今年と； 大 下の 校 樣も大 う 

革 之れ あり 候處、 隨 つて 御國政 も餘程 隆替の 勢相顯 はれ、 無智の 下 華 ども 街 政府の 

淺深を 謀り 候樣 成り行き 實に 恐れ入り 奉り 候 儀、 槃詞の 言行 は 君子の 枢機の 一條 御 

三復 成らせられ 千里の 段 遠 御 慎み 成され 度く 願 上げ 奉り 候。 就いては 杉藏 一?^ の 一條 

及び 御 書面 中 御手 數 云 々 又 練兵 の 御 命べ P 等 自ら 人 心 に 關係 致し 候， 一!w  、 總 ベて W 臣血 

淚に堪 へ 申さず 候。 言 頗る 忌諱に 觸れ 明白 陳述 仕り 難く 候。 . 

、 私議 全 體の覺 悟 は 幕 庭に て 大義 を明辨 仕り 候に は、 先づ本 藩の 國是相 定まり 申さ 

ずて は相濟 まず、 公儀へ 仰せ 立てられ 等の 次第、 臣子 死. 以て 之れ を 守る に 之れ な 

くて は 國是と 申し 難く、 ，一管に 御手 數 少なく とのみ 申す 事に 候 はば、 病 氣の唱 にて 

餓死 什り 候が 最上に て、 一 、わ 苟も 存し候 間 は 一 毫も 國 家の 爲 めに 大義 を枉げ ずと 覺 

悟 仕り 候處、 圖らず も 事 政府に 達し 再度 申立の 道 相 開け 平 心 相 考へ候 虎、 政府 蓋し 

闪臣 の 狂暴 國家 の 禍をも 顧み 申す 問 敷く と の 御 疑 慮と 相考 へ 候に 付き 腹 臓の 眞情悉 

く 申 上げ 候 問、 何卒 御手 數を 憚らず 大義 天下に 立ち 候樣 仰せ 聞 けられ 度く！ S り 奉り 
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候。 

右 急に 相 認め 文 言 等 も 修飾 仕らず、 不敬の 段 恐れ入り 奉り 候 事。 

七月  吉田 寅次郞 


〇 幽窓 隨筆 は 松 陰が 杉 家 幽室 中に 在って 讀 書の 際の 備忘 を 兼ね た 隨筆書 で、 第二 卷に收 し 

た 「叢 棘隨 筆」 と 同 一 性質の ものである。 その 起筆 は 松 陰 一 一十 七 歳の 安政 三年 八月 九日に 始 

まリ、 同 五 年 二月 七日 夜の 抄 筆に 終り、 內容は 「後 漢書」 r 齊書」 「左 傳」 「三國 志」 等の 支那 

歷 史書に 關 する 隨錄を 主として、 詩文 隨筆等 各種 書籍よりの 抄記 感想に 1 つて ゐる) ：f 题紙 

餘 白に 書附 けられた 口上書に より、 松 陰 はこの 書 を 舊師山 田 〈千 右衛門 Si れ齋 に遂 つて 批評 を 

求めた ことが 知られる が、 山 田の 評 は 上攔に 僅か 二 個所 簡單な ものが あるの みで、 本 全集 は 

これ を 省略した。 自筆 原本 は 萩 市松 陰 神社に 藏 せられ、 全部 漢文で 書かれて あるが、 例に 依 

つて 書 流 文に 改め、 且つ 新たに 目次 を 作って 讀 者の 便宜に 供した。 

〇 戊 午 幽室 文 稿 は 松 陰 二十 九 歳の 安政 五 年 一年間に 於け る 文 稿で、 第 四卷收 載の 「s 厌 幽室 

文 稿」 「丁：： J 幽室 文 稿」 に繼績 する 性質の ものであるが、 その 內容は 安政 五 年の 時勢 を 反映 

して、 前の 二 書と は 相 當趣を 異にし、 祖國の 危急に 凝と 幽室に 坐視して ゐる ことが 出來 なく 

な つ た 松 陰 の 時務 對策を 中心とする 憂國 の 大 文章が 多く、 讀者は 松 下 村 塾生 を 指^し ての 熾 


二 

烈 なる 救 國の 實踐 運動と ともに、 漸くに 過激 化せざる を 得 なくなった 松 陰が 遂に 再び 野山獄 

に 投ぜら るるに 至る 迄の 悲壯 な徑路 を 知る ことが 出來 るで あらう。 原本 は 萩 市松 陰 神社 の 所 

藏に 係り、 上中下の 三 卷に分 たれ、 本文 は 大部分が 漢文で 自筆 他 筆 混 清して ゐる。 この 窨は 

元 來松陰 自ら 一 書に 纏めた もので なく、 松 陰 歿後 門下生 等が 編輯した もので (「g 突 \ がお，？ f^asll 亇レ 

00s^.k^^0^. その 配列 は 年月 順に 依らず 著しく 前後の 出 人が ある。 E つて 今囘 

は 原本 通りの 三卷に 分けず、 本文 見出しの 下に 一 々下 筆の 年月 を附 加し、 その 順序に 從 つて 

配列 を變更 した。 且つ 原本に は 目次がない ので、 これ も 新しく 作って 補 加した。 但し 原本 攔 

外 その他に ある 松 陰の 友人 口羽 杷山 • 土 屋蕭海 • 來 原良藏 等の 批評 はこれ を 削 去した。 尙ほ 

最後の 一 文 r 績狂 夫の 言」 は 東京 市吉 田家に 所藏 されて ゐ るが、 本書の 「狂 夫の 言」 と併讀 

すべ きもので あるから 便宜 編者が 附 載した。 

〇 急務 四條は 安政 五 年 七月 十日 藩主に 上った 刻下 急務の 藩 政 改革 意見書で、 專ら 經史子 集の 

典故 を 引用し、 和漢 歷 史上の 聖 天子 明主の 美事 を 述べ て 藩主の 模範と せんこと を 強調 切言し 

たもので、 戊 午 幽室 文 稿の 「狂 夫の 言」 の 補遺と も 云 ふべき ものである。 自筆 原本 は获 市松 

陰 神社に 藏 せられ、 「讀綱 鑑錄」 (1^ 卷) と 合本に なって ゐる。 古典の 引用文が 漢文で ある 外に 

大部分が 和文で ある。  .  .， 


〇 西洋 歩兵 論 は 松 陰が 兵 學者的 立場から 徒らに 保守的 和 流兵學 者の 营赛 墨守の み を 以て 事足 

れり とする 固陋 を 打破して、 西洋の 組織的 歩兵 制の 取るべき ところ ある を 述べた もので、 そ 

の步 兵に は 主として 足輕 以下 農兵 を 以て 充てる ベ きで あると して ゐる ところ、 松 陰 歿後 門ド 

の 高 杉 • 久坂 等が 組織した 奇兵 隊も その 兵學的 理論の 根 據をこ こに 見出す ことが 出來 るので 

ある。 本書 は 和文で 書かれ、 自筆 本 は 現存して ゐ ない。 萩 市松 陰 神社 所藏の もの は 草稿. 淨 

書 共に 他 筆で、 本 全集に は 淨書本 を 採用した。 

〇 意見書 類 は 文 稿に 洩れた 和文 意見書 十四 通 を 編者が 纏めて 輯め たもので ある。 主として 藩 

の首腦 者、 殊に 主として 行 相 益田撣 正に 差 出した 上書で、 年月 的に は 安政 五 年初 期より 安政 

六 年 六 七月 頃に 亙る もので、 殊に 最後の 二通 は 江戶檻 後艇 邸に 於て、 幕府の 取調に 際して 

の 自らの 答 辯 內容を 慎め 上書して 決して 藩に 累を 及ぼさざる こと を 表明した もので、 嚴密に 

は 意見書と はい はれぬ かも 知れぬ が、 又 一 つの 上書で ある 意味から 便宜 ここに 一括 收錄 した 

ものである。 原書 は 毛 利 家 • 益 田家 • 吉 田家 等に 各 . '藏 せられて ゐる。 

以上 本 卷には 安政 五 年 を 主として 五 種の 述作 を收 めた が、 漢文の 書 流し 及び 校訂 頭 は、 

幽窓 隨筆 • 戊 午 幽室 文 稿 • 急務 四條 • 西洋 步兵論 は 委員 玖 村敏雄 • 西 川 平吉が 共に 擔當 し、 

意見書 類 は 廣瀨豐 が擔當 した。 
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小 lis 出版物 中、 萬 一 不完全な 品 (落丁. 亂 r 等) が ありました は、 御手 數 乍ら 拽れ な- 

御 申出 下さる 事な 御 fS ひ 致します。 たと へ 御請 後でありまして も、 早速お. 取替 致します。 
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